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文の構成要素と構文解析の書式 

 

文法書によると、日・伊・西・仏・独・英などの言語では異なる文法用語が使用されている

が、この文書では英語の文法用語を基本として、独自解釈も交えて構文解析を行う。 

 

「文」は「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」及び「形容詞」で構成される。 

また「接続詞」や「関係代名詞」などは「文」と「文」を接続してより複雑な文を構成する

ために使用される。 

 

文の構成要素と単語の品詞についておおまかに説明する。 

「名詞」は事物の名称・状態・性質・存在などの概念を表す単語である。 

「形容詞」は事物の性質・状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、 

他の「副詞」や「形容詞」を修飾する。 

「句」は 2 つ以上の単語が集まって「名詞」、「形容詞」、「副詞」あるいは「動詞」 

の役目をするもの。それぞれ「名詞句」、「形容詞句」．．．などと表す。例えば、 

「名詞句」は「形容詞+名詞」、「名詞+名詞」などによって作られ、 

「形容詞句」は「副詞+形容詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「副詞句」は「副詞+副詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「動詞句」は「動詞+前置詞」、「動詞+副詞」、「助動詞+動詞」によって作られる。 

「節」は 2 つ以上の単語が集まって「主語」と「動詞」を含む文を構成して、 

全体の中で「名詞」、「形容詞」または「副詞」の役割をする。従属節と呼ばれる。 

それぞれ「名詞節」、「形容詞節」および「副詞節」と表す。 

2 つの節が対等に結合される場合は等位節と呼ぶ。（英語で and や but で結合） 

「主語」は「動詞」の動作・作用の主体を表す「名詞・句・節」または「代名詞・句」。 

「動詞」は事物の動作・作用・状態・存在などを表す。 

「直接目的語」は動詞の表す動作の対象となる人・物を表す「名詞・句・節」。 

「間接目的語」は動詞の表す動作によって動作主または「直接目的語」が移動または状態変

化する場所または動作の目的・結果を表す「名詞・句・節」または「副詞・句・節」。 

注意：英語の文法書では、「間接目的語」は「直接目的語」と共に用いられることにな

っているが、この文書では「間接目的語」が単独で用いられる場合がある。すなわち、

「主語」「動詞」「直接目的語」と「主語」「動詞」「間接目的語」の構文がある。 

「補語」は「主語」または「目的語」の性質・状態を表す「名詞」・「形容詞」・「副詞」。 
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名詞・性と数 

「名詞」は人または事物の名称を表す語であり、文中で「主語」、「直接目的語」、「間接目

的語」または「補語」として用いられる。時には、他の「名詞」を修飾する「形容詞」とし

て利用されたり、「時」や「場所」に関する「副詞」として利用されることがある。 

「名詞」が「動詞」のように利用されて「前進！」のような命令文が作られることもある。 

さらに、「名詞」として辞書に載っている単語だけでなく、「動詞」や「形容詞」または「副

詞」が「名詞」的に利用されることもあるので、「名詞」の出現頻度は高い。 

 

「代名詞」は「名詞」の代わりをする語である。代名詞を利用することで、文中に同じ単

語が何度も現れるのを防いで、文を明確化することができる。 

 「名詞句」や「名詞節」も文中で「名詞」と同様の機能として使われる。 

 

 「名詞」は数えられる名詞「可算名詞」と数えられない名詞「不加算名詞」に分けられ、

可算名詞は「普通名詞」と「集合名詞」に、不加算名詞は「固有名詞」、「物質名詞」と「抽

象名詞」に分けられる。 

 

 「普通名詞」は「本」、「猫」、「机」など同じ種類の個体を多数持っているものに与えられ

る名称で、単数か複数かという区別を必要とする。単数の場合は「不定冠詞」か「定冠詞」

を付けるのが原則である。 

 「集合名詞」は「委員会」、「家族」、「警察」のように人・動物・物などの集合体を指す名

詞である。 

 

 「固有名詞」は「富士山」、「パリ」、「ニュートン」などのように、人・場所・事物などに

固有の名称である。本来一つしかないものなので不定冠詞をつけたり、複数形にすることは

原則としてない。定冠詞を付ける場合と付けない場合がある。 

 「物質名詞」は「空気」、「水」、「ワイン」のように物質を表す名称で、一定の形を持たず、

また特別な容器を用いない限り、個々には独立して存在しない。不加算名詞なので、不定冠

詞は付かないし、複数形にもならない。 

 「抽象名詞」は「親切」、「愛」、「悲しみ」、「真理」のように、具体的な形を持たない抽象

的な概念を示す名称である。抽象名詞も数えられないから、不定冠詞は付かないし、複数形

にもならない。 

 

 イタリア語・スペイン語・フランス語・ドイツ語などでは、「名詞」に付属する冠詞・形

容詞は名詞と性・数の一致が必要となり、「名詞」に関係する「動詞」は名詞と数の一致が

必要になる。  
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「直接目的語」と「間接目的語」 

「僕は君にこの本をあげる」という文は、「主語：僕（は）」、「間接目的語：君に」、「直接目

的語：この本（を）」、「動詞：あげる」という構成要素から作られている。そして、「動詞：

あげる」の動作において動作の主体が操作・加工する対象となるものが「直接目的語：この

本（を）」である。「間接目的語：君に」は「直接目的語」（または「主語」）の移動先（抽象

的な概念の場所も含む）を表しており、動作の主体が操作・加工する対象ではない。 

「直接目的語」は動作の主体が操作・加工する対象を示すと考えると、「人」や「物」を表

す「名詞」類が使用されることが分かる。 

「間接目的語」は「直接目的語」または「話者自身」の移動先を示す場所であると考えると、

場所を表す「人」や「物」または「場所を表す空間」を表す「名詞」類または「副詞」類が

使用されることが分かる。参考：「私は両親に従う。」の「両親」は「両親の希望・意見など

の抽象的な概念の場所」を表す「間接目的語」である。「間接目的語」が名詞・代名詞なら

これを「主語」として受動文を作れるが、副詞類なら受動文を作れない。 

注意：一般の文法書では、「自動詞+前置詞+名詞」の「名詞」を前置詞の「目的語」と説明

しているが、この文書では「前置詞+名詞」または「前置詞+副詞」を「間接目的語」と解釈

して構文解析を進める。この方が文章を理解しやすいと判断したからである。 

この方法によると、「私は学校へ行く」は自動詞の「行く」と前置詞が付いた「学校へ」が

使われており、「学校へ」が「間接目的語」と構文解析されることになる。 

しかし、一般の文法書の解説とは異なるので、学校の試験などでは間違いとされる恐れがあ

ることを注意する必要がある。しかし、フランス語の文法はこの解釈に近い。 

 

まとめ：「直接目的語」は「名詞」類が使われる。「〜を」 

「間接目的語」は「名詞･副詞」類が使われる。「〜の所へ、〜のために、〜にとって」 

 

形容詞 

「名詞」、「代名詞」を修飾・限定するものを「形容詞」という。「形容詞」は事物の性質・

状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「形容詞」類の例示： 

  代名詞：「私の本」、「この本」、「数冊の本」、「どんな本」の下線を付けた語句。 

  冠詞 ：「一冊の本」、「その本」の下線を付けた語句。 

  分詞 ：「眠っている赤ん坊」、「失われた時間」の下線を付けた語句。 

  名詞 ：「空軍」、「石橋」のように「名詞」+「名詞」の語句。 

 形容詞句：「籠の中の鳥」の下線を付けた語句（前置詞で導かれる）。 

 形容詞節：「これはパリで買った指輪です」の下線を付けた語句（関係代名詞で導かれる）。 

 

まとめ：「形容詞節」を含む「形容詞」類は「名詞」類の前後に使用される。  
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不定冠詞 

「形容詞」類の一つである。様々な意味に使われる。 

１．どれでもよい、不定の人や物の一つを指す。 

２．ある具体的な一つの物（人）を指す。 

３．一つの〜という意味をはっきり示す。 

４．〜につきの意味を示す。 

５．或る〜の意味で用いる。 

話の中で初めて述べる「名詞」には不定冠詞を付けて内容を説明して、二度目以降では定冠

詞を付けて使う。 

 

定冠詞 

「形容詞」類の一つである。加算名詞・不加算名詞を問わず、全ての名詞の前に付けること

ができ、その名詞が何らかの意味で特定されたものであることを示す。 

１．先に出た「不定冠詞+名詞」を指す場合。 

２．すでに述べられた事柄に関連して特定される場合。 

３．周囲の状況からそれと分かる場合。 

４．ただ一つしかないものを指す場合。 

５．最上級や唯一的な意味で限定された名詞に付ける。 

６．修飾語句によって限定される場合。 

７．楽器を代表的に指す場合 

 

副詞 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、他の

「副詞」や「形容詞」を修飾する。しかし、名詞・代名詞、句や節または文全体を修飾・限

定することもある。 

 

まとめ：「副詞」類は修飾する語句の近くに置かれるので、「文頭」、「主語」の前後、「動詞」

の前後、「補語」の前後、「文末」のように、文中いたる所に使われる。 

 

比較 

「形容詞」や「副詞」は性質・様態・数量などの程度を表すが、他の物との間の程度の違い

を比較・表現する場合は語形を変えてそれを示す。この語形変化を比較といい、原級、比較

級、最上級の語形と慣用句がある。 
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補語 

「補語」は文中で「主語」や「目的語」の性質・状態・動作を補足説明する語句である。 

「彼は親切だ」、「私は学生だ」など「主語+動詞+補語」の形式で表される文では、下線部分

の事を「補語」といって、「補語」は「主語」の性質・状態を補足説明している。 

また、「私は彼が親切だと分かった」のように「主語+動詞+目的語+補語」の形式で表され

る文では、下線部分の事を「補語」というが、こちらは「主語」ではなく「目的語」（二重

下線部分）を補足説明している。「補語」は主に「名詞」類または「形容詞」類が使われる。 

 

しかし「彼はパリ出身だ」、「この本はカルロスのものだ」、「このテーブルは木製だ」などの

文を「〜である」を表す「動詞」を使って表現すると、下線部分は「副詞句」となる。この

「副詞句」も「主語」の性質・状態を補足説明しているので「補語」である。 

参考：「私は彼が全力を尽くすことを期待している。」は「主語」「不完全他動詞」「目的語」

「補語」の構文によって「補語」が「目的語」の動作を補足説明している。 

「補語」が必要な「動詞」は「〜である」、「〜になる」、「〜と感じる」、「〜と思われる」な

どの意味の「動詞」である。 

 

まとめ：「補語」は「動詞・名詞・形容詞・副詞」が使用され性質・状態・動作を補足する。 

 

動詞 

「動詞」は人や様々な事物の動きや状態を述べる語である。 

「主語」は「動詞」の動きを実行する主体である。 

「動詞」の種類について： 

完全自動詞 ：「主語」が「動詞」の動作を実行する。 

不完全自動詞：「動詞」と「補語」によって「主語」の性質・状態を補足説明する。 

完全他動詞 ：「主語」が「直接目的語」に対して「動詞」の動作を実行する。 

間接他動詞 ：「動詞」と「間接目的語」で「主語」の移動先を示す。（フランス語文法） 

授与動詞  ：「主語」が「間接目的語」に対して「直接目的語」を与える。 

不完全他動詞：「目的語」の性質・状態を「補語」によって「動詞」で表現したり、 

「補語」で示される動作を「目的語」に対して「動詞」で表現する。 

 

助動詞 

「助動詞」は「動詞」と結びついて可能「〜する事が出来る」、推量「〜するかもしれない」、

義務「〜しなければならない」など、話し手の判断や心理を表す表現を追加する「法助動詞」

とそれ自身は特に意味を持たず現在分詞・過去分詞と結びついて進行形・受動態・完了形な

どの時制・態を形成する助動詞がある。 

  



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

文の構成要素と構文解析の書式 

疑問詞  7 / 420 

疑問詞 

「誰」、「何」、「どこ（場所）」、「いつ（時）」、「どっち（選択）」など文を形成する要素の一

部分を話し相手に質問する時に、質問の種類を知らせるための語を「疑問詞」という。 

「疑問詞」は文の中で、「主語」、「目的語」、「補語」または「副詞」類として機能するが、

どの場合でも文頭におかれて、最初に質問の種類を明らかにする役目を果たす。 

「疑問代名詞」、「疑問形容詞」および「疑問副詞」の 3 種類がある。 

 

接続詞 

「接続詞」は文中の語・句・節を接続する。 

「等位接続詞」は文法上の働きが対等の関係にある語・句・節を結び付ける。 

 

「従属接続詞」主節の一部として、全体で一つの名詞または副詞の働きをする節を導く接続

詞を従属接続詞と呼ぶ。 

「従属接続詞」+「節」→「従属節」となり、「従属節」が「名詞節」または「副詞節」とし

て働くことになる。 

まとめ：「語・句・節」+「等位接続詞」+「語・句・節」の形式で使用される。 

「主語」+「動詞」+「従属接続詞」+「節」の形式で使用される。 

 

関係詞 

文中の「主語」、「目的語」または「補語」に対して説明を加える場合に、それを「先行詞」

として、説明に適当な「関係詞」に続いて説明の「節」を置くことで、説明の行き届いた文

を作ることができる。「先行詞」は「節」の中で「主語」、「目的語」または「補語」として

機能する。 

まとめ：「関係代名詞」は「名詞」類を修飾する「形容詞節」を導く。 

「関係副詞」は「時」や「場所」を修飾する「副詞節」を導く。 

 

前置詞 

「名詞」・「代名詞」の前に置いて、それらと共に全体として一つの品詞の働きをする語。 

前置詞と結びついた語句の品詞によって、「形容詞句」または「副詞句」として機能する。 

「形容詞句」は「名詞」と結びついて「名詞句」を構成して、文中で「主語」、「目的語」ま

たは「補語」として機能する。 

「副詞句」は文全体や「動詞」・「形容詞」を修飾したり、「間接目的語」として機能する。 
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構文解析の書式 

構文解析は文を構成要素ごとに区切りを付けて、「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副

詞」および「形容詞節」に分類して、文がどのように構成されているかを分かり易く示すこ

とが目的である。 

しかし「形容詞節」は「主語」、「目的語」などと一体化されて、「主語」または「目的語」

として分類することが多い。（「形容詞節」は名詞句の一部になる） 

「目的語」は必要に応じて「間接目的語」と「直接目的語」を明示する。 

 

本文書では、日本語の文を最初に示してから、次の行に外国語の文を示す。そして、外国語

の文の後ろまたは次の行に文全体の構成要素を示す。さらに、その次の行からは、各構成要

素の語句ごとにその読み、語句の品詞（「動詞」の場合はその活用も表記）、日本語の意味、

構成要素名を 1 行から 3 行程度のスペースを使用して表示する。 

複数の語が集まって「主語」、「動詞」、「目的語」または「補語」が作られる場合には、それ

ぞれの単語の読み、品詞、意味を表示する場合がある。この場合には、次の書式に従って表

示する。 

「語句」「読み」「品詞の記号」「意味」（「構成要素名」） 

「品詞の記号」 

  名詞 ：男性名詞 n.m、女性名詞 n.f 

  代名詞：pron、pron.f.のように性別を追加することがある。 

  形容詞：男性形容詞 adj.m 女性形容詞 adj.f 

  複数 ：pl. （名詞、代名詞と形容詞の品詞記号の前または後ろに置く） 

  副詞 ：adv.、「構成要素名：修飾する語句」の形式で説明を加える。 

  動詞 ：接続法・1 人称単数現在なら接・1 単現のように表記、自動詞 v.i、他動詞 v.t 

  動詞句：否定詞+動詞、助動詞+動詞、助動詞+過去分詞、動詞+不定詞など複数の動詞関

連語句は、動詞としての機能と自動詞／他動詞の区別などを示す 

注意：動詞の未来、過去または完了形の場合、< 「原形」の形式で示すときは原形の意味を

表示するが、「原形」を示さない場合は未来、過去または完了形の意味を表示する。 

  接続詞：conj. 接続詞は単語そのものを表示する 

  前置詞：prep 

複数の単語によって名詞句などが作られる場合には、複数の単語の品詞を表示してから、→ 

「複数単語の語句」、品詞記号、意味、構成要素名の形式で表示する。 

数字は読みのスペルをカッコ内に表記した。 

構成要素には「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」、「形容詞」のように下線を追加

した。「補語」、「副詞」および「形容詞」は同じ下線である。また、「間接目的語」と「直接

目的語」も同じ下線である。「動詞句」は「動詞」と同じ下線である。 
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構文解析の例 

2 週間の間、風邪のために喉が痛い。 

Ho mal di gola per il raffreddóre durante due settimane.  「動詞」「目的語」「副詞句」 

Ho ｵ 1 単現 < avére v.t （病気、熱、痛みを）持つ                         「動詞」 

mal di gola ﾏﾙ･ﾃﾞｨ･ｺﾞｰﾗ n.m のどの痛み                                「目的語」 

注意：male ﾏｰﾚ n.m 苦しみ、痛み、病気 → ときに語尾音削除で mal となる。 

per il raffreddóre ﾍﾟﾙ･ｲﾙ･ﾗｯﾌﾚｯﾄﾞｰﾚ adv. 風邪のために 

durante due settimane ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾄﾞｩ･ｾｯﾃｨﾏｰﾅ adv. 2 週間の間 

→ per il raffreddóre durante due settimane                         「副詞句：Ho」 

 

今日はイタリア語とスペイン語で日記を書くために参考書を 2 冊買った。 

Oggi ho comprato 2 (due) libri di consultazióne per tenere un diario in italiano e in 

spagnolo.                                              「副詞」「動詞句」「目的語」 

Oggi ｵｯｼﾞ adv. 今日                                                     「副詞」 

ho comprato ｵ･ｺﾝﾌﾟﾗｰﾄ 1 単現・完了形 v.t 購入した、買った              「動詞句」 

2 libri di consultazióne ﾄﾞｩｴ･ﾘﾌﾞﾘ･ﾃﾞｨ･ｺﾝｽﾙﾀﾂｨｵｰﾈ n.m pl. 2 冊の参考書 

per tenere un diario in italiano e in spagnolo  

ﾍﾟﾙ･ﾃﾈｰﾚ･ｳﾝ･ﾃﾞｨｱｰﾘｵ･ｲﾆﾀﾘｱｰﾉ･ｴ･ｲﾝ･ｽﾊﾟﾆｮｰﾛ 

           adj. イタリア語とスペイン語で日記を書くための 

→ 2 libri di consultazióne per tenere un diario in italiano e in spagnolo 

  イタリア語とスペイン語で日記を書くための参考書を 2 冊                「目的語」 

 

山栗が 430g とナスが 2 本採れた。 

Ho raccòlto 430 (quattorocento trenta) grammo di castagne selvàtice e 2 (due) melanzane.                                                   

「動詞句」「目的語」 

Ho raccòlto ｵ･ﾗｯｺｰﾙﾄ 1 単現・完了形 < raccògliere v.t 拾い集める            「動詞句」 

430 grammo di castagne selvàtice ｸゎｯﾄﾛﾁｪﾝﾄ･ﾄﾚﾝﾀ･ｸﾞﾗﾝﾓ･ﾃﾞｨ･ｶｽﾀｰﾆｬ･ｾﾙｳﾞｧｰﾃｨﾁｪ 

   n. 山栗を 430g 

2 melanzane ﾄﾞｩｴ･ﾒﾗﾝｻﾞｰﾈ n. 茄子を 2 個 

→ 430 grammo di castagne selvàtice e 2 melanzane                       「目的語」 

 

 

 

 

文の構成要素と構文解析の書式－終わり 
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注意：この文書は構文解析を用いて、外国語の文章を日本語に翻訳する方法を示して、外国

語学習者の文法理解を多少なりとも支援するために作成した参考資料です。 

翻訳は辞書に載っている単語や熟語などの意味と構文解析に基づいて、文章の意味を日本

語に訳したものであり、文学作品の文章として翻訳している訳ではありません。 
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A LEONE WERTH 

 

Domando perdono ai bambini di aver dedicato quésto libro a una persóna grande. Ho una 

scusa seria: quésta persóna grande è il miglior amico che abbia al mondo. Ho una seconda 

scusa. Quésta persóna grande può capire tutto, anche i libri per bambini; e ne ho una 

terza: quésta persóna grande abita in Francia, ha fame, ha freddo e ha mólto bisógno di 

essere consolata. E se tutte quéste scuse non bastano, dedicherò quésto libro al bambino 

che quésta grande persóna è stato. Tutti i grandi sono stati bambini una vòlta (ma pochi 

di essi se ne ricordano). 

 

Perciò correggo la mia dedica: 

 

A LEONE WERTH 

Quando era un bambino 

 

 

 

 

 

 

レオン・ヴェルトに 

 

この本をある大人の人に捧げたことで、私は子供たちに許しを求める。私には真面目な言い

訳がある：この大人の人は、私がこの世で持っている最良の友だ。私には 2 つ目の言い訳が

ある：この大人の人はすべてを理解することができる、子供向けの本でさえも。それから、

3 番目の言い訳がある： この大人の人はフランスに住んでいて、飢えと寒さに苦しんでい

る。彼は慰めを必要としている。これらすべての言い訳でも十分でないならば、この大人の

人がかつて子供だった時のその子供に、この本を捧げることにする。大人の人は皆、昔は、

子供だった。（でも、そのことを覚えている大人はほとんどいない） 

 

だから私の献辞を訂正する： 

 

少年だった時の 

レオン・ヴェルトへ 
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レオン・ヴェルトに 

A LEONE WERTH                                                     「副詞句」 

A ｱ prep（行為などの対象）〜に、〜に対して                            「副詞句」 

LEONE WERTH ﾚｵｰﾈ･ｳﾞｪﾙﾄ n.m レオン・ヴェルト               「目的語」 

 

この本をある大人の人に捧げたことで、私は子供たちに許しを求める。 

Domando perdóno ai bambini di aver dedicato quésto libro a una persóna grande.  

「動詞」「直接目的語」「間接目的語」「副詞句」 

Domando ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 1 単現(domandare)v.t 頼む、求める                       「動詞」 

perdóno ﾍﾟﾙﾄﾞｰﾉ n.m 許しを                                       「直接目的語」 

ai bambini ｱｲ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ adv.（対象）子供たちに対して                 「間接目的語」 

di +不定詞･完了形 ﾃﾞｲ adv.（原因）〜したことで                         「副詞句」 

aver dedicato ｱｳﾞｪﾙ･ﾃﾞﾃﾞｨｶｰﾄ 不定詞･完了形(dedicare)v.t 捧げた   「動詞句」 

quésto libro ｸｪｽﾄ･ﾘｰﾌﾞﾛ n.m この本を                        「直接目的語」 

a una persóna grande. ｱ･ｳﾅ･ﾍﾟﾙｿｰﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adv. ある大人の人に「間接目的語」 

 

私には真面目な言い訳がある：この大人の人は、私がこの世で持っている最良の友だ。 

Ho una scusa sèria: quésta persóna grande è il miglior amico che abbia al mondo.  

「動詞」「目的語」：「主語」「動詞」「補語」 

Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

una scusa ｳﾅ･ｽｸｰｻﾞ n.f 言い訳                                          「目的語」 

sèria: ｾｰﾘｱ adj.f(sèrio) 真面目な                                 「形容詞」 

quésta persóna grande ｸｪｽﾀ･ﾍﾟﾙｿｰﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f この大人の人は              「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

il miglior amico ｲﾙ･ﾐﾘｵｰﾙ･ｱﾐｰｺ n.m 最良の友                               「補語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                      「形容詞節」 

   良い・悪いなどの「評価」に導かれる節は、接続法を使用する 

abbia ｱｯｳﾞｨｱ 接・1 単現(avére)v.t 持っている                 「動詞」 

al mondo. ｱﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adv. この世で                           「副詞句」 

 

私には 2 つ目の言い訳がある：この大人の人はすべてを理解することができる、子供向け

の本でさえも。 

Ho una secónda scusa.Quésta persóna grande può capire tutto, anche i libri per bambini;                    

「動詞」「目的語」：「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

una secónda scusa.ｳﾅ･ｾｺﾝﾀﾞ･ｽｸｰｻﾞ n.f 2 つ目の言い訳                     「目的語」 
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Quésta persóna grande ｸｪｽﾀ･ﾍﾟﾙｿｰﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f この大人の人は              「主語」 

può capire ﾌﾟｵ･ｶﾋﾟｰﾚ 3 単現･可能(potére+不定詞)v.t 理解できる            「動詞句」 

tutto, ﾄｩｯﾄ pron すべてを                                              「目的語」 

anche ｱﾝｹ conj. 〜さえも                                               「副詞句」 

i libri ｲ･ﾘｰﾌﾞﾘ pl.n.m 本を                                      「目的語」 

per bambini; ﾍﾟﾙ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ adj.（目的）子供用の          「形容詞句」 

 

それから、3 番目の言い訳がある： この大人の人はフランスに住んでいて、飢えと寒さに

苦しんでいる。彼は慰めを必要としている。 

e ne ho una terza: quésta persóna grande abita in Frància, ha fame, ha fréddo e ha mólto 

bisógno di èssere consolata. 

e「間接目的語」「動詞」「直接目的語」：「主語」「動詞」「副詞句」, 

「動詞」「目的語」,「動詞」「目的語」e「動詞」「目的語」 

e ｴ conj. そして 

ne ﾈ pron これ（言い訳）の                                        「間接目的語」 

ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

una terza: ｳﾅ･ﾃｰﾙﾂｧ pron.f 3 番目                                   「直接目的語」 

quésta persóna grande ｸｪｽﾀ･ﾍﾟﾙｿｰﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f この大人の人は              「主語」 

abita ｱﾋﾞﾀ 3 単現(abitare)v.i(in に) 住んでいる                             「動詞」 

in Frància, ｲﾝ･ﾌﾗﾝﾁｬ adv. フランスに                                    「副詞句」 

ha ﾊ 3 単現(avére)v.t（状態）〜である                                     「動詞」 

fame, ﾌｧｰﾒ n.f 空腹                                                    「目的語」 

ha ﾊ 3 単現(avére)v.t（状態）〜である                                     「動詞」 

fréddo ﾌﾚｯﾄﾞ n.m 寒さ                                                 「目的語」 

e ｴ conj. そして 

ha ﾊ 3 単現(avére)v.t（状態）〜である                                     「動詞」 

mólto bisógno di+不定詞 ﾓﾙﾄ･ﾋﾞｿﾞｰﾆｮ･ﾃﾞｨ n.m 〜する必要が               「目的語」 

èssere consolata. ｴｯｾﾚ･ｺﾝｿﾗﾀ 不定詞･受動.f(consolare)v.t 慰められる 「動詞句」 

 

これらすべての言い訳でも十分でないならば、この大人の人がかつて子供だった時のその

子供に、この本を捧げることにする。 

E se tutte quéste scuse non bastano, dedicherò quésto libro al bambino che quésta grande 

persóna è stato.             E「副詞節」,「動詞」「直接目的語」「間接目的語」 

E ｴ conj. そして 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tutte quéste scuse ﾄｩｯﾃ･ｸｪｽﾃ･ｽｸｰｾﾞ pl.n.f(scusa) この言い訳全てが   「主語」 
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non bastano, ﾉﾝ･ﾊﾞｽﾀﾉ 3 複現･否定(bastare)v.i 十分でない          「動詞句」 

dedicherò ﾃﾞﾃﾞｨｹﾛ 1 単未･意思(dedicare)v.t 捧げようと思う                 「動詞」 

quésto libro ｸｪｽﾄ･ﾘｰﾌﾞﾛ n.m この本を                               「直接目的語」 

al bambino ｱﾙ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾉ adv. 子供に                                  「間接目的語」 

che ｹ pron（補語）〜する                                 「形容詞節」 

quésta grande persóna ｸｪｽﾀ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾍﾟﾙｿｰﾅ 

 n.f この大人が                                    「主語」 

è stato. ｴ･ｽﾀｰﾄ 3 単現･完了形(stare) 

v.i かつてそうであった                          「動詞句」 

 

大人の人は皆、昔は、子供だった。（でも、そのことを覚えている大人はほとんどいない） 

Tutti i grandi sono stati bambini una vòlta (ma pochi di essi se ne ricordano). 

「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」（ma「主語」「動詞句」「間接目的語」） 

Tutti i grandi ﾄｩｯﾃｨ･ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl.n.m(grande) 大人の人は皆                「主語」 

sono stati ｿｰﾉ･ｽﾀｰﾃｨ 3 複現･完了形(stare)v.i 〜だった                    「動詞句」 

bambini ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ pl.n.m(bambino) 子供                                   「補語」 

una vòlta ｳﾅ･ｳﾞｫｰﾙﾀ adv. 昔は                                          「副詞句」 

(ma ﾏ conj. しかし 

pochi di essi ﾎﾟｷ･ﾃﾞｨ･ｴｯｼ pron.pl ほんの少しの大人しか                    「主語」 

se ...ricordano). ｾ...ﾘｺﾙﾀﾞﾉ 3 複現･否定文(ricordarsi)v.pr 覚えていない      「動詞句」 

ne ﾈ pron そのことを                                              「間接目的語」 

 

だから私の献辞を訂正する： 

Perciò correggo la mia dèdica:                              Perciò「動詞」「目的語」 

Perciò ﾍﾟﾙﾁｮ conj. だから 

correggo ｺﾚｯｺﾞ 1 単現(corrèggere)v.t 訂正する                              「動詞」 

la mia dèdica: ﾗ･ﾐｰｱ･ﾃﾞｰﾃﾞｨｶ n.f 私の献辞を                             「目的語」 

 

少年だった時のレオン・ヴェルトへ 

A LEONE WERTH Quando era un bambino                          「間接目的語」 

A LEONE WERTH ｱ･ﾚｵｰﾈ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. レオン・ヴェルトへ            「間接目的語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ adv. 〜するときの                         「形容詞節」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                     「動詞」 

un bambino ｳﾝ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾉ n.m 少年                    「補語」 
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ずっと昔、僕が 6 歳だった時、「自然を体験した話」と名付けられた原始林についての本の

中で、素晴らしいスケッチを見たことがある。 

Un tèmpo lontano, quando avevo sèi anni, in un libro sulle forèste primordiali, intitolato 

“Storie vissute della natura”, vidi un magnìfico diségno. 「副詞句」,「動詞」「目的語」 

Un tèmpo ｳﾝ･ﾃﾝﾎﾟ adv. 昔に                                            「副詞句」 

lontano, ﾛﾝﾀｰﾉ adj. 遠い、はるかな                              「形容詞」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜の時に                                          「副詞節」 

avevo ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ 1 単半(avére)v.t（年齢が〜歳で）ある                「動詞」 

sèi anni, ｾｲ･ｱﾝｲ pl.n.m 6 歳                                      「目的語」 

in un libro ｲﾝ･ｳﾝ･ﾘﾌﾞﾛ adv. ある本の中で                                「副詞句」 

sulle forèste ｽｯﾚ･ﾌｫﾚｽﾃ adj.( forèsta) 森林についての            「形容詞句」 

primordiali, ﾌﾟﾘﾓﾙｼﾞｱﾘ adj.f.pl 原始の                  「形容詞」 

intitolato ｲﾝﾁﾄﾗｰﾄ 過去分詞･受動(intitolare)adj. 名付けられた    「形容詞句」 

“Storie ｽﾄｰﾘｴ pl.n.f 話と                                「補語」 

vissute ｳﾞｨｯｽｰﾃ 過去分詞･受動(vìvere) 

adj.f.pl 体験された                            「形容詞」 

della natura”, ﾃﾞﾗ･ﾅﾄｩｰﾗ adj. 自然の       「形容詞」 

vidi ｳﾞｨﾃﾞｨ 1 単遠(vedére)v.t 見た                                         「動詞」 

un magnìfico ｳﾝ･ﾐﾆｰﾌｨｺ adj. すばらしい                       「形容詞句」 

diségno. ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m スケッチを、線画                                 「目的語」 
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その絵は、動物を飲み込んでいる最中のボア大蛇を表していた。 

Rappresentava un serpènte bòa nell’atto di inghiottire un animale.  「動詞」「目的語」 

Rappresentava ﾗﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｰｳﾞｧ 3 単半(rappresentare)v.t 表していた           「動詞」 

un serpènte bòa ｳﾝ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ･ﾎﾞｱ n.m ボア大蛇を                          「目的語」 

nell’atto ﾈﾗｯﾄ adv. 行為中の                                     「副詞句」 

di inghiottire ﾃﾞｨ･ｲﾝｼﾞｵｯﾃｨｰﾚ adj.（目的）飲み込むための 「形容詞句」 

un animale. ｳﾝ･ｱﾆﾏｰﾚ n.m 動物を                「目的語」 

 

ほら、これがそのスケッチの写しだ。 

Èccovi la còpia del diségno.                                      「副詞句」「主語」 

Èccovi ｴｯｺ･ｳﾞｨ adv. ほらこれが〜だ                                     「副詞句」 

la còpia ﾗ･ｺｰﾋﾟｱ n.f 写し                                                 「主語」 

del diségno. ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ adj. そのスケッチの                     「形容詞句」 

 

その本には、こう書かれている：「ボア大蛇たちは、獲物を噛まずに丸ごと飲み込む」 

C’era scritto: “I bòa ingoiano la lòro prèda tutta intéra, sènza masticarla.  

「主語」「動詞句」：「「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」」 

C’ ｽ pron その本は                                                      「主語」 

era scritto: ｴﾗ･ｽｸﾘｯﾄ 3 単半･受動･時制の一致(scrìvere)v.t 書かれている     「動詞句」 

“I bòa ｲ･ﾎﾞｱ pl.n.m ボア大蛇は                                           「主語」 

ingoiano ｲﾝｺﾞｰｲｱﾉ 3 複現(ingoiare)v.t 飲み下す、飲み込む                   「動詞」 

la lòro prèda ﾗ･ﾛｰﾛ･ﾌﾟﾚｰﾀﾞ n.f 獲物を                                   「目的語」 

tutta intéra, ﾄｩｯﾀ･ｲﾝﾃｰﾗ adj.f 丸ごと全部                      「形容詞句」 

sènza +不定詞 ｾﾝﾂｧ adv. 〜せずに                                       「副詞句」 

masticarla. ﾏｽﾁｶﾙ･ﾗ 不定詞(masticare+la: prèda)v.t 獲物をかみ砕く 「動詞句」 

 

「そうすると、彼らはもう動けなくなり、消化に必要な 6 か月の間眠ってしまう。」 

Dópo di che non riescono più a muoversi e dormono durante i sèi mesi che la digestióne 

richiede”.                                《「副詞句」「動詞句」e「動詞」「副詞句」》 

Dópo di che ﾄﾞｰﾎﾟ･ﾃﾞｨ･ｹ adv. その後は、そうすると                      「副詞句」 

non riescono più a muoversi ﾉﾝ･ﾘｴｽｺﾉ･ﾋﾟｳ･ｱ･ﾑｵｳﾞｪﾙｼ 3 複現･可能･否定 

   (riuscire a+不定詞)v.pr もう動けなくなる                              「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

dormono ﾄﾞﾙﾓﾉ 3 複現(dormire)v.i 眠る                                    「動詞」 

durante i sèi mesi ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｲ･ｾｲ･ﾒｰｼ adv. 6 か月間                         「副詞句」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 
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la digestióne ﾗ･ﾃﾞｨｼﾞｪｽﾃｨｵｰﾈ n.f 消化が                   「主語」 

richiede”. ﾘｷｴｰﾃﾞ 3 単現(richièdere)v.t 必要とする          「動詞」 

 

それで僕は、ジャングルのいろいろな冒険について、長い間じっくりと考えた。 

Meditai a lungo sulle avventure della jungla.         「動詞」「副詞句」「間接目的語」 

Meditai ﾒﾃﾞｨﾀｲ 1 単遠(meditare)v.i(su について) じっくり考えた             「動詞」 

a lungo ｱ･ﾙﾝｺﾞ adv. 長い間、ゆっくり                                   「副詞句」 

sulle avventure ｽｯﾚ･ｱｳﾞｪﾝﾄｩｰﾚ adv. 冒険について                    「間接目的語」 

  avventure ｱｳﾞｪﾝﾄｩｰﾚ pl.n.f(avventura) 冒険 

della jungla. ﾃﾞｯﾗ･ｼﾞｭﾝｸﾞﾗ adj. ジャングルの               「形容詞句」 

 

そして、自分自身でも、最初のデッサンをうまく描くことができた。 

E a mia vòlta riuscii a tracciare il mio primo diségno.  E「副詞句」「動詞句」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

a mia vòlta ｱ･ﾐｰｱ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 僕のほうで                                「副詞句」 

riuscii a tracciare ﾘｳｯｼｲ･ｱ･ﾄﾗｯｼｬｰﾚ 1 単遠･達成(riuscire a+不定詞) 

   v.t うまく描くことができた                                          「動詞句」 

il mio primo diségno. ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾌﾟﾘｰﾓ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m 僕の最初のデッサンを    「目的語」 

 

僕のデッサン第 1 号、それはこのようなもの： 

Il mio diségno nùmero uno. Era così:                     「主語」┃「動詞」「補語」 

Il mio diségno nùmero uno. ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ･ﾇｰﾒﾛ･ｳｰﾉ n.m 僕のデッサン第 1 号「主語」 

Era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

così: ｺｼ adv. このような                                                 「補語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕は、大人の人たちに僕の傑作を見せて、僕のデッサンが彼らを怖がらせたかを尋ねた。 

Mostrai il mio capolavóro alle persone grandi, domandando se il diségno li spaventava.  

「動詞」「直接目的語」「間接目的語」「副詞句」 

Mostrai ﾓｽﾄﾗｲ 1 単遠(mostrare)v.t 見せた                                  「動詞」 
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il mio capolavóro ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｶﾎﾟﾗｳﾞｫｰﾛ n.m 僕の傑作を                  「直接目的語」 

alle persone grandi, ｱｯﾚ･ﾍﾟﾙｿｰﾈ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adv. 大人の人たちに         「間接目的語」 

domandando ﾄﾞﾏﾝﾀﾞﾝﾄﾞ ジェルンディオ(domandare)v.t 尋ねながら        「副詞句」 

se ｾ conj. 〜かどうかということを                              「目的語」 

il diségno ｲﾙ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m 僕のデッサンが                 「主語」 

li ﾘ pron.pl 彼らを                                    「目的語」 

spaventava. ｽﾊﾟｳﾞｪﾝﾀｰｳﾞｧ 3 単半(spaventare)v.t 怖がらせた 「動詞」 

 

しかし、大人たちは僕に答えた：「怖いかだって？いったいなぜ？帽子が怖いんだ？」 

Ma mi risposero: “ Spaventare? Perché mai, uno dovrebbe essere spaventato da un 

cappèllo?” .  

Ma「間接目的語」「動詞」：《「応答」「感嘆」,「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Ma ﾏ conj. しかし 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

risposero: ﾘｽﾎﾟｰｾﾞﾛ 3 複遠(rispóndere)v.i 答えた                            「動詞」 

“ Spaventare? ｽﾊﾟｳﾞｪﾝﾀｰﾚ 不定詞 v.t 怖がらせるだって？                    「応答」 

Perché mai, ﾍﾟﾙｹ･ﾏｰｲ adv. いったいどうして                               「感嘆」 

uno ｳｰﾉ pron 人が                                                       「主語」 

dovrebbe essere spaventato ﾄﾞｳﾞﾚｯﾍﾞ･ｴｯｾﾚ･ｽﾊﾟｳﾞｪﾝﾀｰﾄ 条・3 単現･受動･必要 

   (dovére+不定詞･受動)v.t 怖がらされなければならない                   「動詞句」 

da un cappèllo?” . ﾀﾞ･ｳﾝ･ｶｯﾍﾟｰﾛ adv.（動作主）帽子によって               「副詞句」 

 

僕のデッサンは帽子のデッサンではなかった。 

Il mio diségno non era il diségno di un cappéllo.               「主語」「動詞」「補語」 

Il mio diségno ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m 僕のデッサンは                         「主語」 

non era ﾉﾝ･ｴﾗ 3 単半･否定(èssere)v.i 〜でなかった                          「動詞」 

il diségno ｲﾙ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m デッサン                                       「補語」 

di un cappéllo. ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ｶｯﾍﾟｰﾛ adj. 帽子の                        「形容詞句」 

   cappéllo ｶｯﾍﾟｰﾛ n.m 帽子、防止状のもの capéllo ｶﾍﾟｰﾛ n.m 髪の毛、毛髪 

 

それは、象を消化しているボア大蛇のデッサンだった。 

Era il disegno di un boa che digeriva un elefante.                    「動詞」「補語」 

Era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

il disegno ｲﾙ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m デッサン                                       「補語」 

di un boa ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾎﾞｱ adj. ボア大蛇の                            「形容詞句」 

che ｹ pron（主語）〜する                             「形容詞節」 
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digeriva ﾃﾞｨｼﾞｪﾘｳﾞｧ 3 単半･時制の一致(digerire) 

v.t 消化している                              「動詞」 

un elefante.  ｳﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃ n.m 象を              「目的語」 

 

何であるかがはっきりと分かるように、ボア大蛇の内側を描いた。 

Affinchè vedessero chiaraménte che còs’era, disegnai l’intèrno del boa.  

「副詞節」,「動詞」「目的語」 

Affinchè +接続法 ｱｯﾌｨﾝｹ conj. 〜するように                             「副詞節」 

vedessero ｳﾞｪﾃﾞｯｾﾛ 接・3 複半(vedére)v.t 分かる                    「動詞」 

chiaraménte ｷｱﾗﾒﾝﾃ adv. 明白に、はっきりと                       「副詞」 

che còs’ ｹ･ｺｰｻ conj. なにということを                            「目的語」 

era, ｴﾗ 3 単半･時制の一致(èssere)v.i 〜である                「動詞」 

disegnai ﾃﾞｨｾﾞﾆｬｲ 1 単遠(disegnare)v.t 描いた                             「動詞」 

l’intèrno ﾘﾝﾃｰﾙﾉ n.m 内部を                                            「目的語」 

del boa. ﾃﾞﾙ･ﾎﾞｱ adj. ボア大蛇の                               「形容詞句」 

 

いつも、大人の人たちに色々と説明しなくてはならない。 

Bisogna sèmpre spiegargliele le còse, ai grandi.               「動詞」「副詞」「主語」 

Bisogna ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ 3 単現(bisognare)v.i 必要である                           「動詞」 

sèmpre ｾﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                                「副詞」 

spiegargliele ｽﾋﾟｴｶﾞｰﾙ･ﾘ･ｴ･ﾚ 不定詞(spiegare+gli+le) 

   v.t 説明することが                                                    「主語」 

le còse, ﾚ･ｺｰｾ pl.n.f いろいろと                                「直接目的語」 

ai grandi. ｱｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adv. 大人の人たちに                      「間接目的語」 

 

僕の 2 番目のデッサンはこのようなものだった。 

Il mio diségno numero due si presentava così:              「主語」「動詞句」「補語」 

Il mio diségno numero due ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾃﾞｨｾｰﾆｮ･ﾇｰﾒﾛ･ﾄﾞｩｴ 

 n.m 僕の 2 番目のデッサンは                                           「主語」 

si presentava ｼ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｳﾞｧ 3 単半(presentarsi)v.pr（外見が）〜であった   「動詞句」 

così: ｺｼ adv. このような                                                 「補語」 
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今度は大人の人たちは、ボア大蛇の絵は外側だろうと内側だろうと脇に置いて、その代わり、

地理学や歴史や算数や文法を一生懸命勉強しなさい、と僕に勧めた。 

Quésta vòlta mi risposero di lasciare da parte i bòa, sia di fuòri che di déntro, e di 

applicarmi invéce alla geografìa, alla stòria, all’aritmètica e alla grammàtica.  

「副詞句」「間接目的語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

e「動詞句」「副詞」「間接目的語」 

Quésta vòlta ｸｪｽﾀ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 今回は、今度は                            「副詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

risposero ﾘｽﾎﾟｾﾛ 3 複遠(rispóndere)v.t（di+不定詞）〜するようにと答えた  「動詞句」 

di lasciare ﾃﾞｨ･ﾗｯｼｬｰﾚ 不定詞 v.t 置いておく                             「動詞句」 

da parte ﾀﾞ･ﾊﾟﾙﾃ adv. 脇に、別に                                       「副詞句」 

i bòa, ｲ･ﾎﾞｱ pl.n.m(bòa) ボア大蛇を                                     「目的語」 

sia ｼｱ 接・3 単現･仮定(èssere)v.i 〜であるとする                「形容詞句」 

di fuòri ﾃﾞｨ･ﾌｵｰﾘ adv. 外側からの                       「副詞句」 

che ｹ conj.（譲歩）〜であったとしても                  「副詞節」 

di déntro, ﾃﾞｨ･ﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 内側の                 「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

di applicarmi ﾃﾞｨ･ｱﾌﾟﾘｶﾙ･ﾐ 不定詞(applicarsi)v.pr 〜に専念する           「動詞句」 

invéce ｲﾝｳﾞｪｰﾁｪ adv. その代わりに                                        「副詞」 

alla geografìa, ｱｯﾗ･ｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ adv. 地理学に                         「間接目的語」 

alla stòria, ｱｯﾗ･ｽﾄｰﾘｱ adv. 歴史に                                   「間接目的語」 

all’aritmètica ｱｯﾗﾘﾄｫｳﾒｰﾃｨｶ adv. 算数に                             「間接目的語」 

e ｴ conj. そして 

alla grammàtica. ｱｯﾗ･ｸﾞﾗﾝ､ｱｰﾃｨｶ adv. 文法に                        「間接目的語」 

 

このようにして、僕は 6 歳の時に絵描きという素晴らしい職業に就くことをあきらめた。 

Fu così che a sèi anni io rinunziai a quélla che avrebbe potuto essere la mia gloriosa 

carrièra di pittóre.                                         「動詞」「補語」「主語」 

Fu ﾌ 3 単遠(èssere)v.i 〜だった                                           「動詞」 

così ｺｼ adv. このように                                                  「補語」 

che ｹ conj. 〜することは                                                 「主語」 

   → このように〜した 

a sèi anni ｱ･ｾｲ･ｱﾝﾆ adv.（時刻）6 歳の時に                        「副詞句」 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                  「主語」 

rinunziai ﾘﾇﾝﾁｬｲ 1 単遠(rinunziare, rinunciare)v.i 断念した           「動詞」 
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a quélla ｱ･ｸｪｯﾗ adv. その職業を                              「間接目的語」 

   quélla ｸｪｯﾗ pron（carrièra の代用）それを 

che ｹ pron（主語）〜する                          「形容詞節」 

avrebbe potuto essere ｱｳﾞﾚｯﾍﾞ･ﾎﾟﾄｫｳｰﾄ･ｴｯｾﾚ 条・3 単現･完了形･可能性 

   v.i 〜になったであろう                   「動詞句」 

la mia gloriosa carrièra ﾗ･ﾐｰｱ･ｸﾞﾛﾘｵｰｻ･ｶﾘｴｰﾗ 

 n.f 素晴らしい職業                        「補語」 

di pittóre. ﾃﾞｨ･ﾋﾟｯﾄｰﾚ 

 adj.（同格）絵描きという         「形容詞句」 

 

1 番目と 2 番目のデッサンの失敗によって、僕は力を失ってしまった。 

Il falliménto del mio diségno nùmero uno e del mio diségno nùmero due mi aveva 

disarmato.                                            「主語」「目的語」「動詞句」 

Il falliménto ｲﾙ･ﾌｧﾘﾒﾝﾄ n.m 失敗は                                       「主語」 

del mio diségno nùmero uno ﾃﾞﾙ･ﾐｰｵ･ﾃﾞｨｾｰﾆｮ･ﾇｰﾒﾛ･ｳｰﾉ 

 adj. 1 番目のデッサンの                                      「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

del mio diségno nùmero due ﾃﾞﾙ･ﾐｰｵ･ﾃﾞｨｾｰﾆｮ･ﾇｰﾒﾛ･ﾄﾞｩｴ 

   adj. 2 番目のデッサンの                                      「形容詞句」 

mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

aveva disarmato. ｱｳﾞｪｰﾊﾞ･ﾃﾞｨｻﾞﾙﾏｰﾄ 3 単半･完了形(disarmare) 

v.t 武器を取り上げた                                                「動詞句」 

 

大人の人たちは一人だけでは何も分からない。だから子供たちは、いつもいつも彼らに説明

するのにうんざりする。 

I grandi non capiscono mai niènte da sóli e i bambini si stancano a spiegargli tutto ógni 

vòlta.             「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」e「主語」「動詞句」「副詞句」 

I grandi ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl.n.m 大人の人たちは                                 「主語」 

non capiscono mai ﾉﾝ･ｶﾋﾟｽｺﾉ･ﾏｰｲ 3 複現･否定･強調(capire+non...mai) 

   v.t 決して分からない                                                「動詞句」 

niènte ﾆｴﾝﾃ pron 何も〜ない                                           「目的語」 

da sóli ﾀﾞ･ｿｰﾘ adv.（手段）一人だけでは                                 「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

i bambini ｲ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ pl.n.m 子供たちは                                    「主語」 

si stancano a spiegargli ｼ･ｽﾀﾝｶﾉ･ｱ･ｽﾋﾟｴｶﾞｰﾙ･ﾘ 3 複現･倦怠(stancarsi a+不定詞) 

   v.pr 彼らに説明するのにうんざりする                                 「動詞句」 
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tutto ógni vòlta. ﾄｩｯﾄ･ｵﾝﾆ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 毎回毎回                           「副詞句」 

   tutto ﾄｩｯﾄ adj.（tutto+名詞の形で、誇張表現）まったく〜、本当に〜 

 

それで僕は別の職業を選び、飛行機の操縦の仕方を覚えた。 

Allóra scelsi un’altra professióne e imparai a pilotare gli aeroplani.   

「副詞」「動詞」「目的語」e「動詞句」「目的語」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで                                                 「副詞」 

scelsi ｼｪﾙｼ 1 単遠(scégliere)v.t 選んだ                                     「動詞」 

un’altra professióne ｳﾅﾙﾄﾗ･ﾌﾟﾛﾌｪｼｫｰﾈ n.f 別の職業を                      「目的語」 

e ｴ conj. そして 

imparai a pilotare ｲﾝﾊﾟﾗｲ･ｱ･ﾋﾟﾛﾀｰﾚ 1 単遠･習得(imparare a+不定詞) 

   v.t 操縦の仕方を覚えた                                              「動詞句」 

gli aeroplani. ﾘ･ｱｴﾛﾌﾟﾗｰﾆ pl.n.m 飛行機                                 「目的語」 

   gli ﾘ art.（男性単数形冠詞 lo の複数形で、母音, s+子音, z, gn, pn, ps, x, i･j･y で始まる

男性複数につく。それ以外の男性複数には i が、女性複数には le が使用される。） 

 

僕はほとんど世界中を飛び回った。そして本当に、地理学は僕の役に立った。 

Ho volato un po’ sópra tutto il mondo: e veraménte la geografìa mi è stata mólto ùtile.  

「動詞句」「副詞句」：e「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞句」「補語」 

Ho volato ｵ･ｳﾞｫﾗｰﾄ 1 単現･完了形･(volare)v.i 飛び回った                   「動詞句」 

un po’ sópra tutto il mondo: ｳﾝ･ﾎﾟ･ｿｰﾌﾟﾗ･ﾄｩｯﾄ･ｲﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adv. ほとんど世界中を「副詞句」 

   un po’ｳﾝ･ﾎﾟ adv. 少し sópra ｿｰﾌﾟﾗ prep 〜の上を  

e ｴ conj. そして 

veraménte ｳﾞｪﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に                                           「副詞」 

la geografìa ﾗ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ n.f 地理学は                                   「主語」 

mi ﾐ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

è stata ｴ･ｽﾀｰﾀ 3 単現･完了形.f(stare)v.i 〜だった                         「動詞句」 

mólto ùtile. ﾓﾙﾄ･ｳｰﾁﾚ adj. とても役に立つ                                  「補語」 

 

一目で、中国とアリゾナを見分けることができる。夜に、誰かが道に迷ったとしたら、この

学問はたおへん役に立つ。 

A cólpo d’òcchio pòsso distìnguere la Cina dall’Arizona, e se uno si perde nella nòtte, 

quésta sapienza è di grande aiuto.  

「副詞句」,「動詞句」「目的語」「副詞句」e「副詞節」「主語」「動詞」「補語」 

A ｱ prep（手段）〜によって                                            「副詞句」 

cólpo ｺﾙﾎﾟ n.m 1 撃                                             「目的語」 
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d’òcchio ﾄﾞｯｷｵ adj. 目の                                「形容詞句」 

   A cólpo d’òcchio → 一目で、一瞥で 

pòsso distìnguere ﾎﾟｯｿ･ﾃﾞｨｽﾁﾝｹﾞﾚ 1 単現･可能(potére+不定詞) 

v.t（da と）見分けられる                                            「動詞句」 

la Cina ﾗ･ﾁｰﾅ n.f 中国を                                               「目的語」 

dall’Arizona, ﾀﾞｯ･ﾗﾘｿﾞﾅ adv. とアリゾナを                               「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

uno ｳｰﾉ pron 誰かが                                              「主語」 

si perde ｼ･ﾍﾟﾙﾃﾞ 3 単現(perdersi)v.pr 道に迷う                     「動詞句」 

nella nòtte, ﾈｯﾗ･ﾉｯﾃ adv. 夜に                                    「副詞句」 

quésta sapienza ｸｪｽﾀ･ｻﾋﾟｴﾝﾂｧ n.f この学問は（地理学は）                  「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

di ﾃﾞｨ prep（限定）〜の                                                  「補語」 

grande aiuto. ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ｱｲﾕｰﾄ n.m 大きな助け                         「目的語」 

   →（形容詞句）たいへん役に立つ 

 

僕は人生において多くの真面目な人たちと知り合いになった。そして大人たちの中で長い

間暮らしてきた。 

Ho conosciuto mólte persóne importanti nella mia vita, ho vissuto a lungo in mèzzo ai 

grandi.                          「動詞句」「目的語」「副詞句」,「動詞句」「副詞句」 

Ho conosciuto ｵ･ｺﾉｼｭｰﾄ 1 単現･完了形(conóscere)v.t（人と）知り合った     「動詞句」 

mólte persóne ﾓﾙﾃ･ﾍﾟﾙｿｰﾈ pl.n.f たくさんの人たちと                      「目的語」 

importanti ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃｨ adj.f.pl(importante) 重要な                  「形容詞」 

nella mia vita, ﾈｯﾗ･ﾐｱ･ｳﾞｨｰﾀ adv. 僕の人生において                      「副詞句」 

ho vissuto ｵ･ｳﾞｨｯｽｰﾄ 1 単現･完了形(vìvere)v.i 暮らした                    「動詞句」 

a lungo ｱ･ﾙﾝｺﾞ adv. 長い間                                             「副詞句」 

in mèzzo ai grandi. ｲﾝ･ﾒｯｿﾞ･ｱｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adv. 大人たちの中で              「副詞句」 

  in mèzzo a... 「〜の中央で」 grandi ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl.n(grande) 大人たち 

フランス語原版では 重要な人たちとではなく → まじめな人たちと 

importanti → sèrie ｾｰﾘｴ adj.f.pl(sèrio) 真面目な  が適当だと思う 

 

僕は彼らと親しく付き合い、ごく近くから彼らをじっと見てきた。 

Li ho conosciuti intimaménte, li ho osservati pròprio da vicino.  

「目的語」「動詞句」「副詞」,「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Li ﾘ pron.m.pl 彼らと                                                  「目的語」 
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ho conosciuti ｵ･ｺﾉｼｭｰﾄ 1 単現･完了形.m.pl(conóscere) v.t（人と）知り合った「動詞句」 

intimaménte, ｲﾝﾁﾏﾒﾝﾃ adv. 親しく                                        「副詞」 

li ﾘ pron.m.pl 彼らと                                                  「目的語」 

ho osservati ｵ･ｵｯｾﾙｳﾞｧｰﾃｨ 1 単現･完了形.m.pl(osservare)v.t じっと見てきた 「動詞句」 

pròprio ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ adv. まったく                                    「副詞」 

da vicino. ﾀﾞ･ｳﾞｨﾁｰﾉ adv. 近くから                                      「副詞句」 

 

しかし、彼らに対する僕の意見はあまり改善されていない。 

Ma l’opinióne che avevo di loro non è mólto migliorata.          Ma「主語」「動詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

l’opinióne ﾛﾋﾟﾆｵｰﾈ n.f 意見は                                             「主語」 

che ｹ pron.f（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

avevo ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ 1 単半(avére)v.t 持った                      「動詞」 

di loro ﾃﾞｨﾛｰﾛ adv.（限定）彼らについて                   「副詞句」 

non è mólto migliorata. ﾉ･ﾈ･ﾓﾙﾄ･ﾐﾘｵﾗｰﾀ 3 単現･受動.f･否定(migliare) 

   v.t あまり改善されていない                                          「動詞句」 

 

頭脳明晰に見える大人の一人に出会うと、僕は、いつも持ち歩いていた最初のデッサンでテ

ストをした。 

Quando ne incontravo uno che mi sembrava di ménte aperta, tentavo l’esperimento del 

mio disegno nùmero uno, che ho sèmpre conservato.   

「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するときに                                      「副詞節」 

ne ﾈ pron（di quélle の代用） 大人たちの中の                「間接目的語」 

incontravo ｲﾝｺﾝﾄﾗｳﾞｫ 1 単半(incontrare)v.t 出会った                 「動詞」 

uno ｳﾉ pron 一人に                                         「直接目的語」 

che ｹ pron（同格）〜という                        「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕には                       「間接目的語」 

sembrava ｾﾝﾌﾞﾗｳﾞｧ 3 単半(sembrare) 

v.i 〜のようにみえる                        「動詞」 

di ménte aperta, ﾃﾞｨ･ﾒﾝﾃ･ｱﾍﾟﾙﾀ 

 adj.（偏見に）とらわれない柔軟な頭脳の       「補語」 

tentavo ﾃﾝﾀｳﾞｫ 1 単半(tentare)v.t 試してみた                               「動詞」 

l’esperimento ﾚｽﾍﾟﾘﾒﾝﾄ n.m 試験を                                      「目的語」 

del mio disegno nùmero uno, ﾃﾞﾙ･ﾐｵ･ﾃﾞｨｾｰﾆｮ･ﾇｰﾒﾛ･ｳｰﾉ 

 adv.（手段）僕の最初のデッサンで                                    「副詞句」 
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che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

ho sèmpre conservato. ｵ･ｾﾝﾌﾟﾚ･ｺﾝｾﾙｳﾞｧｰﾄ 1 単現･完了形(conservare) 

v.t いつも持ち歩いていた                            「動詞句」 

フランス語原版では  柔軟な頭脳ではなく→ 頭脳明晰な 

di ménte aperta → di ménte lùcida の方が原版に近いが、イタリア語版は、大人の常識に

捕らわれない柔軟な発想を追い求める作者の気持ちを表していると思う。 

 

本当にどれほど理解力があるかを知ろうと思ったのだ。 

Cercavo di capire così se era veraménte una persóna comprensiva.「動詞句」「目的語」 

Cercavo di +不定詞 ﾁｪﾙｶｰｳﾞｫ･ﾃﾞｨ 1 単半･試行(cercare+不定詞) 

   v. 〜しようとした                                                   「動詞句」 

capire ｶﾋﾟｰﾚ 不定詞 v.t 知る、理解する                           「動詞句」 

così se ｺｰｼ･ｾ conj. どれほど〜かどうかということを                      「目的語」 

era ｴﾗ 3 単半･時制の一致(èssere)v.i 〜である                        「動詞」 

veraménte ｳﾞｪﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に                                    「副詞」 

una persóna comprensiva. ｳﾅ･ﾍﾟﾙｿｰﾅ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝｼｳﾞｧ n.f 理解力のある人  「補語」 

 

しかし、男でも女でも、誰であろうと、僕に答えた：「それは帽子だね」 

Ma, chiùnque fosse, uòmo o dònna, mi rispondeva: “È un cappèllo”.  

Ma「副詞節」「主語」「間接目的語」「動詞」：《「動詞」「補語」》 

Ma, ﾏ conj. しかし 

chiùnque ﾁｳﾝｸｪ pron 誰でも〜する                                      「副詞節」 

fosse, ﾌｫｯｾ 接・3 単半･仮定(èssere)v.i 〜だった                      「動詞」 

uòmo o dònna, ｳｫｰﾓ･ｵ･ﾄﾞｰﾝﾅ n. 男でも女でも                              「主語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

rispondeva: ﾘｽﾎﾟﾝﾃﾞｳﾞｧ 3 単半(rispóndere)v.i 答えた                        「動詞」 

“È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

un cappèllo”. ｳﾝ･ｶﾍﾟｯﾛ n.m 帽子                                          「補語」 

 

そしてそういう時には、僕は、ボア大蛇についても、原始林についても、星についても話さ

なかった。 

E allóra non parlavo di bòa, di forèste primitive, di stélle.  

E「副詞」「動詞句」「間接目的語」 

E ｴ conj. そして 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. そういう時には                                          「副詞」 

non parlavo ﾉﾝ･ﾊﾟﾙﾗｰｳﾞｫ 1 単半･否定(parlare)v.i（di について）話さなかった「動詞句」 
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di bòa, ﾃﾞｨ･ﾄﾞｱ adv. ボア大蛇について                                「間接目的語」 

di forèste primitive, ﾃﾞｨ･ﾌｫﾚｽﾃ･ﾌﾟﾘﾐﾃｨｰｳﾞｪ adv. 原始林について         「間接目的語」 

   forèste ﾌｫﾚｽﾃ pl.n.f(forèsta) 森林 primitive ﾌﾟﾘﾐﾃｨｰｳﾞｪ adj.f.plprimitiva) 原始の 

di stélle. ﾃﾞｨ･ｽﾚｯﾚ adv. 星について                                   「間接目的語」 

   stélle ｽﾚｯﾚ pl.n.f(stélla) 星 

 

僕は相手のレベルまでかがみこんで、ブリッジやゴルフや政治やネクタイについて話した。 

Mi abbassavo al suo livèllo. Gli parlavo di bridge, di golf, di polìtica, di cravatte.  

「動詞句」「副詞句」┃「間接目的語」「動詞」「間接目的語」 

Mi abbassavo ﾐ･ｱｯﾊﾞｯｻｰｳﾞｫ 1 単半(abbassarsi)v.pr かがみこんだ           「動詞句」 

al suo livèllo. ｱﾙ･ｽｰｵ･ﾘｳﾞｪｯﾛ adv. 相手のレベルまで                       「副詞句」 

Gli ﾘ pron 彼には                                                 「間接目的語」 

parlavo ﾊﾟﾙﾗｰｳﾞｫ 1 単半(parlare) v.i（di について）話した                  「動詞」 

di bridge, ﾃﾞｨ･ﾌﾞﾘｼﾞ adv.（カード遊びの）ブリッジについて           「間接目的語」 

di golf, ﾃﾞｨ･ｺﾞﾙﾌ adv. ゴルフについて                                「間接目的語」 

di polìtica, ﾃﾞｨ･ﾎﾟﾘｰﾃｨｶ adv. 政治について                           「間接目的語」 

di cravatte. ﾃﾞｨ･ｸﾗｳﾞｧｯﾃ adv. ネクタイについて                      「間接目的語」 

  cravatte ｸﾗｳﾞｧｯﾃ pl.n.f(cravatta) ネクタイ 

 

そして彼は、これほど感性の優れた男に出会ったことに満足するのだった。 

E lui era tutto soddisfatto di avére incontrato un uòmo tanto sensìbile. 

E「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

lui ﾙｰｲ pron 彼は                                                        「主語」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

tutto soddisfatto ﾄｩｯﾄ･ｿｯﾃﾞｨｽﾌｧｯﾄ adj. まったく満足した                    「補語」 

di +不定詞･完了形 ﾃﾞｨ adv.（原因）〜したことで                          「副詞句」 

avére incontrato ｱｳﾞｪｰﾚ･ｲﾝｺﾝﾄﾗｰﾄ 不定詞･完了形(incontrare) 

v.t 出会った                                                  「動詞句」 

un uòmo ｳﾝ･ｳｵｰﾓ n.m 男に                                       「目的語」 

tanto sensìbile. ﾀﾝﾄ･ｾﾝｼｰﾋﾞﾚ adj. それほど感性の優れた    「形容詞句」 
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II 

 

このように僕は、サハラ砂漠で僕の飛行機に事故が起こった 6 年前まで、相談できる人が

誰もいない状態で一人ぼっちで過ごしていた。 

Così ho trascorso la mia vita sólo, sènza nessuno cui poter parlare, fino a sèi anni fa 

quando ebbi un incidènte col mio aeroplano, nel desèrto del Sahara.  

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Così ｺｼ adv. このように                                                  「副詞」 

ho trascorso ｵ･ﾄﾗｽｺｰﾙｿ 1 単現･完了形(trascórrere)v.t（時を）過ごした      「動詞句」 

la mia vita ﾗ･ﾐｱ･ｳﾞｨｰﾀ n.f 僕の人生を                                   「目的語」 

sólo, ｿｰﾛ adv. 一人だけで                                                 「副詞」 

sènza nessuno ｾﾝﾂｧ･ﾈｯｽｰﾉ adv. 誰もなしで                               「副詞句」 

cui ｸｰｲ pron（間接目的語）〜する                               「形容詞節」 

poter parlare, ﾎﾟﾃｰﾙ･ﾊﾟﾙﾗｰﾚ 不定詞 v.i 相談することができる「動詞句」 

fino a ﾌｨｰﾉ･ｱ prep（時間）〜まで                                       「副詞句」 

sèi anni fa ｾｲ･ｱﾝﾆ･ﾌｧ adv. 6 年前                                        「副詞句」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                 「副詞節」 

ebbi ｴｯﾋﾞ 1 単遠(avére)v.t 〜があった                       「動詞」 

un incidènte ｳﾝ･ｲﾝﾁﾃﾞﾝﾃ n.m 事故が                       「目的語」 

col mio aeroplano, ｺﾙ･ﾐｵ･ｱｴﾛﾌﾟﾗｰﾉ adv.（限定）僕の飛行機に「副詞句」 

nel desèrto del Sahara. ﾈﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ･ﾃﾞﾙ･ｻｱﾗ adv. サハラ砂漠で「副詞句」 

 

何かがエンジンの中で壊れた。整備工も乗客もいなかったので、僕は一人で故障を修理しよ

うと準備した。 

Qualche còsa si era rotta nel motóre, e siccóme non avevo con me né un meccànico, né 

dei passeggèri, mi accinsi da sólo a cercare di riparare il guasto.   

「主語」「動詞句」「副詞句」y「副詞節」,「動詞句」「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Qualche còsa ｸゎﾙｹ･ｺｰｻ n.f（= qualcòsa）何かが                           「主語」 

si era rotta ｼ･ｴﾗ･ﾛｯﾀ 3 単半･完了形.f(rompersi)v.pr 壊れた                「動詞句」 

nel motóre, ﾈﾙ･ﾓﾄｰﾚ adv. エンジンの中で                                「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

siccóme ｼｯｺｰﾒ conj. 〜なので                                           「副詞節」 

non avevo ﾉﾝ･ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ 1 単半･否定(avére)v.t 〜がいなかった      「動詞句」 

con me ｺﾝ･ﾒ adv. 僕と一緒に                                    「副詞句」 

né un meccànico, ﾈ･ｳﾝ･ﾒｯｶｰﾆｺ n.m 整備工も〜ない                「目的語」 

né dei passeggèri, ﾈ･ﾃﾞｲ･ﾊﾟｯｾｼﾞｪｰﾘ pl.n.m 乗客も〜ない           「目的語」 
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mi accinsi ﾐ･ｱﾁﾝｼ 1 単遠･準備(accingersi a+不定詞) 

   v.pr 〜する準備をした                                               「動詞句」 

da sólo ﾀﾞ･ｿｰﾛ adv. 一人で                                             「副詞句」 

a cercare di riparare ｱ･ﾁｪﾙｶｰﾚ･ﾃﾞｨ･ﾘﾊﾟﾗｰﾚ 不定詞･努力(cercare di+不定詞) 

   v.t 修理しようと努める                                              「動詞句」 

il guasto.  ｲﾙ･ｸﾞゎｽﾄ n.m 故障を                                       「目的語」 

 

飲み水が 1 週間分しかなかったので、生きるか死ぬかという問題だった。 

Era una questióne di vita o di mòrte, perché avevo àcqua da bére soltanto per una 

settimana.                                             「動詞」「補語」,「副詞節」 

Era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

una questióne ｳﾅ･ｸｪｽﾁｵｰﾈ n.f 問題                                        「補語」 

di vita ﾃﾞｨ･ｳﾞｨｰﾀ adj. 生の                                     「形容詞句」 

o ｵ conj. または 

di mòrte, ﾃﾞｨ･ﾓｰﾙﾃ adj. 死の                                   「形容詞句」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

avevo ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ 1 単半(avére)v.t 〜があった                         「動詞」 

àcqua ｱｯｸゎ n.f 水                                             「目的語」 

da bére ﾀﾞ･ﾍﾞｰﾚ adj.（目的）飲むための                「形容詞句」 

soltanto ｿﾙﾀﾝﾄ adv. 〜だけ、〜しか               「副詞」 

per una settimana. ﾍﾟﾙ･ｳﾅ･ｾｯﾁﾏｰﾅ 

 adv.（期間）1 週間                    「副詞句」 

 

最初の夜、僕はあらゆる人の住居から 1000 マイル離れた、砂の上で眠った。 

La prima nòtte, dormii sulla sàbbia, a mille mìglia da qualsìasi abitazióne umana.  

「副詞句」,「動詞」「副詞句」 

La prima nòtte, ﾗ･ﾌﾟﾘｰﾏ･ﾉｯﾃ n.f 最初の夜                                「副詞句」 

dormii ﾄﾞﾙﾐｲ 1 単遠(dormire)v.i 眠った                                    「動詞」 

sulla sàbbia, ｽｯﾗ･ｻｯﾋﾞｱ adv. 砂の上で                                   「副詞句」 

a mille mìglia ｱ･ﾐｯﾚ･ﾐｰﾘｱ adv. 1000 マイルのところの                    「副詞句」 

da ﾀﾞｰ prep 〜から                                                    「副詞句」 

qualsìasi abitazióne ｸゎﾙｼｰｱｼ･ｱﾋﾞﾀﾂｨｵｰﾈ n.f どんな住居            「目的語」 

umana. ｳﾏｰﾅ adj.f(umano) 人の                           「形容詞」 
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難破して、筏に乗って大海の真ん中で見捨てられた船員より、僕はもっと孤立していた。 

Èro più isolato che un marinaio abbandonato in mèzzo all’oceano, su una zàttera, dópo 

un naufràgio.                                                    「動詞」「補語」 

Èro ｴﾛ 1 単半(estar)v.i 〜だった                                          「動詞」 

più isolato ﾋﾟｳ･ｲｿﾞﾗｰﾄ adj. もっと孤立した                               「補語」 

che ｹ conj.（比較）〜よりも                                      「副詞句」 

un marinaio ｳﾝ･ﾏﾘﾅｰｲｵ n.m 船員                          「目的語」 

abbandonato ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾅｰﾄ adj. 見捨てられた          「形容詞」 

in mèzzo all’oceano, ｲﾝ･ﾒｯﾂｫ･ｱｯﾛｾｱﾉ 

 adv. 大海の真ん中で                    「副詞句」 

su una zàttera, ｽ･ｳﾅ･ﾂｧｰﾃﾗ adv. 筏の上で   「副詞句」 

dópo ﾄﾞｰﾎﾟ prep 〜の後で                 「副詞句」 

un naufràgio. ｳﾝ･ﾅｳﾌﾗｰｼﾞｮ n.m 難破「目的語」 

 

夜明けに奇妙な可愛らしい声で起こされた時の僕の驚きを、君たちは想像できるだろう：

「どうか、僕に羊を描いて！」 

Potete immaginare il mio stupóre di essere svegliato all’alba da una strana vocetta: “Mi 

disegni, per favore, una pècora?”  

「動詞句」「目的語」：《「間接目的語」「動詞」「嘆願」「直接目的語」》 

Potete immaginare ﾎﾟﾃｰﾃ･ｲﾝﾏｼﾞﾅｰﾚ 2 複現･当然(potere+不定詞) 

   v.t 〜を想像するのが当然だ、当然〜を想像するだろう                  「動詞句」 

il mio stupóre ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｽﾄｩﾎﾟｰﾚ n.m 僕の驚きを                           「目的語」 

   stupóre ｽﾄｩﾎﾟｰﾚ n.m 驚き 

di +不定詞 ﾃﾞｨ adj.（原因･同格）〜する                        「形容詞句」 

essere svegliato ｴｯｾﾚ･ｽﾞｳﾞｪﾘｱｰﾄ 不定詞･受動(svegliare) 

v.t 起こされた                                      「動詞句」 

all’alba ｱｯﾗｰﾙﾊﾞ adv. 夜明けに                          「副詞句」 

da una strana vocetta: ﾀﾞ･ｳﾝ･ｽﾄﾗｰﾅ･ｳﾞｫﾁｪｯﾀ 

 adv.（動作主）奇妙な可愛らしい声によって              「副詞句」 

   vocetta ｳﾞｫﾁｪｯﾀ n.f（vóce+etta 親愛）可愛い声 

“Mi ﾐ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

disegni, ﾃﾞｨｾﾞﾆ 命・3 単現(disegnare)v.t 描いてください                    「動詞」 

per favore, ﾍﾟﾙ･ﾌｧｳﾞｫｰﾚ adv. どうか                                       「嘆願」 

una pècora?” ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊を                                     「直接目的語」 
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「何？」 

 “Còsa?”                                                               「応答」 

“Còsa?” ｺｰｻ n.f 何？、え？                                              「応答」 

 

「僕に羊を描いて」 

“Disegnami una pècora”.                                     「動詞句」「目的語」 

“Disegnami ﾃﾞｨｾﾞﾆｬ･ﾐ 命･2 単現(disegnare+mi)v.t 僕に描いて            「動詞句」 

una pècora”. ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊を                                          「目的語」 

 

僕は、まるで雷に撃たれたかのように飛び起きた。 

Balzai in piedi cóme fossi stato colpito da un fùlmine.            「動詞句」「副詞句」 

Balzai ﾊﾞﾙﾂｧｲ 1 単遠(balzare)v.i 飛び上がった                              「動詞」 

in piedi ｲﾝ･ﾋﾟｴｰﾃﾞｨ adv. 立って                                         「副詞句」 

   → 飛び起きた 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                              「副詞節」 

fossi stato colpito ﾌｫｯｼ･ｽﾀｰﾄ･ｺﾙﾋﾟﾄ 接・1 単半･完了形･仮定(colppire) 

v.t 打たれた                                                  「動詞句」 

da un fùlmine. ﾀﾞ･ｳﾝ･ﾌｰﾙﾐﾈ adv.（動作主）雷によって              「副詞句」 

 

僕は何度も目をこすって、注意深くあたりを見た。 

Mi strofinai gli òcchi più vòlte guardandomi attentaménte intórno.  

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

Mi ﾐ pron 僕の                                                    「間接目的語」 

strofinai ｽﾄﾛﾌｨﾅｲ 1 単遠(strofinare)v.t こすった、拭いた                    「動詞」 

gli òcchi ﾘ･ｵｯｷ pl.n.m(òcchio) 目を                                  「直接目的語」 

più vòlte ﾋﾟｳ･ｳﾞｫﾙﾃ adv. 何度も、しばしば                              「副詞句」 

guardandomi ｸﾞゎﾙﾀﾞﾝﾄﾞ･ﾐ ジェルンディオ(guardarsi)v.pr 見つめながら   「副詞句」 

attentaménte ｱﾃﾝﾀﾒﾝﾃ adv. 注意深く、慎重に                      「副詞」 

intórno. ｲﾝﾄｰﾙﾉ adv. あたりを                                    「副詞」 

 

すると、とても真剣に僕を見つめている非常に変わった少年が見えた。 

E vidi una straordinària personcina che mi stava esaminando con grande serietà. 

E「動詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

vidi ｳﾞｨﾃﾞｨ 1 単遠(vedére)v.t 見えた                                       「動詞」 

una straordinària personcina ｳﾅ･ｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｱ･ﾍﾟﾙｿﾝﾁﾅ n.f 非常に変わった少年「目的語」 
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che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕を                                         「目的語」 

stava esaminando ｽﾀｰｳﾞｧ･ｴｻﾞﾐﾅﾝﾄﾞ 3 単半･進行形･時制の一致(esaminare) 

v.t 調べている                                        「動詞句」 

con grande serietà. ｺﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ｾﾘｴﾀ adv. 非常に真剣に     「副詞句」 

 

これが後になって上手く描くことができた一番良い彼の肖像画だ。 

Qui potete vedere il miglior ritratto che riuscii a fare di lui, più tardi.  

「副詞」「動詞句」「目的語」 

Qui ｸｨ adv. ここに                                                      「副詞」 

potete vedere ﾎﾟﾃｰﾃ･ｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 2 複現･可能(potére+不定詞) 

   v.t 〜を見ることができる                                            「動詞句」 

il miglior ritratto ｲﾙ･ﾐﾘｵｰﾙ･ﾘﾄﾗｯﾄ n.m（最上級）一番良い肖像画           「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

riuscii a fare ﾘｳｯｼｲ･ｱ･ﾌｧｰﾚ 1 単遠･成功(riuscire a+不定詞) 

   v.t 上手く描くことができた                          「動詞句」 

di lui, ﾃﾞｨ･ﾙｰｲ adj. 彼の                                      「形容詞句」 

più tardi. ﾋﾟｳ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 後になって                    「副詞句」 

 

しかし僕のデッサンは、本人に比べるとずっと魅力に欠けている。 

Ma il mio disegno è mólto meno affascinante del modello.   Ma「主語」「動詞」「補語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

il mio disegno ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾃﾞｨｾｰﾆｮ n.m 僕のデッサンは                         「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

mólto meno affascinante ﾓﾙﾄ･ﾒｰﾉ･ｱｯﾌｧｼﾅﾝﾃ adj. ずっと魅力に欠けた         「補語」 

del modello. ﾃﾞﾙ･ﾓﾃﾞｯﾛ adv.（比較）本人よりも                     「副詞句」 

 

しかしそれは僕が悪いのではない。 

La colpa non è mia, pero’.                           「主語」「動詞句」「補語」pero 

La colpa ﾗ･ｺｰﾙﾊﾟ n.f 責任は                                              「主語」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                「動詞句」 

mia, ﾐｰｱ pron.f 私のもの                                                 「補語」 

pero’. ﾍﾟﾛ conj. しかし 
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僕は 6 歳の時に大人の人たちに、絵描きのキャリアについて落胆させられたので、外側の

ボア大蛇と内側のボア大蛇以外は何もデッサンを学ばなかった。 

Con lo scoraggiaménto che hanno dato i grandi, quando avevo sèi anni, alla mia carriera 

di pittore, non ho mai imparato a disegnare altro che serpènti boa dal di fuòri o serpènti 

boa dal di déntro.                              「副詞句」,「動詞句」「間接目的語」 

Con lo scoraggiaménto ｺﾝ･ﾛ･ｽｺﾗｼﾞｬﾒﾝﾄ adv.（原因）失意のために          「副詞句」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

hanno dato ｱﾝﾉ･ﾀﾞｰﾄ 3 複現･完了形(dare)v.t 与えた       「動詞句」 

   受動態に翻訳する 

i grandi, ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl.n.m 大人の人たちが                 「主語」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するときに                       「副詞節」 

avevo ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ 1 単半･時制の一致(avére) 

v.t（年齢が）〜である                           「動詞」 

sèi anni, ｾｲ･ｱﾝﾆ pl.n.m 6 歳                      「目的語」 

alla mia carriera ｱｯﾗ･ﾐｰｱ･ｶﾘｴｰﾗ adv. キャリアについて                   「副詞句」 

di pittore, ﾃﾞｨ･ﾋﾟｯﾄｰﾚ adj. 絵描きの                            「形容詞句」 

non ho mai imparato ﾉ･ﾉ･ﾏｰｲ･ｲﾝﾊﾟﾗｰﾄ 1 単現･完了形･否定(imparare) 

   v.t(+a+不定詞 〜することを) まったく学ばなかった                    「動詞句」 

a disegnare ｱ･ﾃﾞｨｾﾆｬｰﾚ 不定詞 v.t デッサンする                          「動詞句」 

altro che ｱﾙﾄﾛ･ｹ adv.(non...altro che) 〜以外は                       「間接目的語」 

serpènti boa ｾﾙﾍﾟﾝﾃｨ･ﾎﾞｱ pl.n.m ボア大蛇                    「目的語」 

   boa ﾎﾞｱ n.m（無変）ボア 

dal di fuòri ﾀﾞﾙ･ﾃﾞｨ･ﾌｵｰﾘ adj. 外からの              「形容詞句」 

o ｵ conj. または 

serpènti boa ｾﾙﾍﾟﾝﾃｨ･ﾎﾞｱ pl.n.m ボア大蛇                    「目的語」 

dal di déntro. ﾀﾞﾙ･ﾃﾞｨ･ﾃﾞﾝﾄﾛ adj. 中からの          「形容詞句」 

 

それで、驚きのあまり飛び出しそうになった目で、僕は突然の出現者をじっと見つめた。 

Óra guardavo fisso l’improvvisa apparizióne con gli òcchi fuòri dall’òrbita per lo stupóre.  

「副詞」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Óra ｵｰﾗ adv. 今、それで                                                 「副詞」 

guardavo ｸﾞゎﾙﾀﾞｰｳﾞｫ 1 単半(guardare)v.t 見つめた                        「動詞」 

fisso ﾌｨｯｿ adv. じっと                                                    「副詞」 

l’improvvisa apparizióne ﾘﾝﾌﾟﾛｳﾞｨｰｻﾞ･ｱｯﾊﾟﾘﾂｨｵｰﾈ n.f 突然の出現者を      「目的語」 

   improvvisa ｲﾝﾌﾟﾛｳﾞｨｰｻﾞ adj.f(improvviso) 突然の、思いがけない 

   apparizióne ｱｯﾊﾟﾘﾂｼｵｰﾈ n.f 出現、出現者 
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con gli òcchi ｺﾝ･ﾘ･ｵｯｷ adv. 両目で                                       「副詞句」 

fuòri dall’òrbita ﾌｵｰﾘ･ﾀﾞｯﾛｰﾙﾋﾞﾀ adj. 眼窩から飛び出した         「形容詞句」 

   fuòri ﾌｵｰﾘ adv. 外に òrbita ｵｰﾙﾋﾞﾀ n.f（解）眼窩 

per lo stupóre. ﾍﾟﾙ･ﾛ･ｽﾂﾎﾟｰﾚ adv.（原因）驚きのために    「副詞句」 

 

僕は人が住むあらゆる地域から 1000 マイルも離れたところにいたことを、君たちは考えて

欲しい。しかし、その男の子は、砂原の真ん中で道に迷ったようには見えなかったし、疲労

や、空腹や、喉の渇きや恐怖のために倒れそうな様子もなかった。 

Dovete pensare che mi trovavo a mille mìglia da una qualsìasi regióne abitata, eppure il 

mio ométto non sembrava smarrito in mèzzo alle sàbbie, né tramortito per la fatica, o 

per la fame, o per la séte, o per la paùra.  

「動詞句」「目的語」,eppure「主語」「動詞句」「補語」 

Dovete pensare ﾄﾞｳﾞｪｰﾃ･ﾍﾟﾝｻｰﾚ 2 複現･懇願(dovére+不定詞)v.t 考えて欲しい「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

mi trovavo ﾐ･ﾄﾛｳﾞｧｰｳﾞｫ 1 単半(trovarsi)v.pr（場所に）いた         「動詞句」 

a mille mìglia ｱ･ﾐｯﾚ･ﾐｰﾘｱ adv. 1000 マイルの所に                  「副詞句」 

   mille ﾐｯﾚ adj. 1000 の mìglia ﾐｰﾘｱ pl.n.m(mìglio) マイル 

da una qualsìasi regióne ﾀﾞ･ｳﾅ･ｸゎﾙｼｰｱｼ･ﾚｼﾞｮｰﾈ 

 adv. どんな地域から                                   「副詞句」 

   qualsìasi ｸゎﾙｼｰｱｼ adj. どんな〜でも regióne ﾚｼﾞｮｰﾈ n.f 地域 

abitata, ｱﾋﾞﾀｰﾀ adj.f(abitato) 人の住む             「形容詞」 

eppure ｴｯﾌﾟｰﾚ conj. しかし、だが 

il mio ométto ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｵﾒｯﾄ n.m その男の子は                                「主語」 

non sembrava ﾉﾝ･ｾﾝﾌﾞﾗｰｳﾞｧ 3 単半･否定(sembrare)v.i 〜のように見えなかった「動詞句」 

smarrito ｽﾞﾏﾘｰﾄ adj. 道に迷った                                            「補語」 

in mèzzo alle sàbbie, ｲﾝ･ﾒｯｿﾞ･ｱﾚ･ｻｰｯﾋﾞｴ adv. 砂原の真ん中で         「副詞句」 

mèzzo ﾒｯｿﾞ n.m 真ん中 sàbbie ｻｰｯﾋﾞｴ pl.n.f(sàbbia)砂、（[複]で）砂原、砂浜 

né tramortito ﾈ･ﾄﾗﾓﾙﾁｰﾄ adj. 倒れていない                                  「補語」 

   né ﾈ conj. 否定の連続 tramortito ﾄﾗﾓﾙﾁｰﾄ adj. 気絶した、卒倒した 

per la fatica, ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾌｧﾃｨｰｶ adv. 疲労のために                        「副詞句」 

   fatica ﾌｧﾃｨｰｶ n.f 疲労、疲れ、苦労 

o ｵ conj. または 

per la fame, ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾌｧｰﾒ adv. 空腹のために                           「副詞句」 

o ｵ conj. または 

per la séte, ﾍﾟﾙ･ﾗ･ｾｰﾃ adv. のどの渇きのために                       「副詞句」 

o ｵ conj. または 
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per la paùra. ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾊﾟｳｰﾗ adv. 恐怖のために                         「副詞句」 

 

彼のどこを見ても、あらゆる人間の住居から 1000 マイルも離れた砂漠の真ん中で途方に暮

れている子供という印象はなかった。 

Niènte di lui mi dava l’impressióne di un bambino sperduto nel desèrto, a mille mìglia 

da qualsìasi abitazióne umana.           「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Niènte di lui ﾆｴﾝﾃ･ﾃﾞｨ･ﾙｰｲ pron 彼の何も〜ない                            「主語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

dava ﾀﾞｳﾞｧ 3 単半(dare)v.t（否定分で）与えなかった                        「動詞」 

l’impressióne ﾘﾝﾌﾟﾚｼｵｰﾈ n.f 印象を                                  「直接目的語」 

di un bambino ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾉ adj. 子供の                 「形容詞句」 

sperduto ｽﾍﾟﾙﾄﾞｩｰﾄ adj. とまどった、途方に暮れた  「形容詞」 

nel desèrto, ﾈﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ adv. 砂漠で         「副詞句」 

a mille mìglia ｱ･ﾐｯﾚ･ﾐｰﾘｱ 

 adv. 1000 マイルの所に           「副詞句」 

   mille ﾐｯﾚ adj. 1000 の mìglia ﾐｰﾘｱ pl.n.m(mìglio) マイル 

da qualsìasi abitazióne umana. ﾀﾞ･ｸゎﾙｸｰｱｼ･ｱﾋﾞﾀﾁｵｰﾈ･ｳﾏｰﾅ 

   adv. どんな人間の住居から「副詞句」 

   qualsìasi ｸゎﾙｼｰｱｼ adj. どんな〜でも abitazióne ｱﾋﾞﾀﾁｵｰﾈ n.f 住居 

 umana ｳﾏｰﾅ adj.f(umano) 人間の 

 

やっと話せるようになって、彼に尋ねた：「だけど、こんな所で何をしているの？」 

Quando finalménte potei parlare gli domandai: “Ma che cósa fai qui?”  

「副詞節」,「間接目的語」「動詞」：《Ma「目的語」「動詞」「副詞」》 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

finalménte ﾌｨﾅﾙﾒﾝﾃ adv. やっと、ついに                            「副詞」 

potei parlare ﾎﾟﾃｲ･ﾊﾟﾙﾗｰﾚ 1 単遠･可能(potére+不定詞)v.i 話せた     「動詞句」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

domandai: ﾄﾞﾏﾝﾀﾞｲ 1 単遠(domandare)v.t 尋ねた                           「動詞」 

“Ma ﾏ conj. だけど、しかし 

che cósa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                                「目的語」 

fai ﾌｧｲ 2 単現(fare)v.t している                                           「動詞」 

qui?” ｸｨ adv. ここで                                                     「副詞」 
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彼は返事をしないまま、まるでとても重要なことのように繰り返した：「どうか、僕に羊の

絵を描いてちょうだい．．．」 

Con tutta rispósta, égli ripeté lentaménte cóme si trattasse di còsa di molta importanza:  

“Per piacere, disegnami una pècora…”  

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」：《「副詞句」,「動詞句」「目的語」》 

Con tutta rispósta, ｺﾝ･ﾄｩｯﾀ･ﾘｽﾎﾟｰｽﾀ adv. 返事をしないままに             「副詞句」 

   con tutto... 「〜を着けたまま」→ すべての返事を持ったままで 

égli ｴｯﾘ pron 彼は                                                       「主語」 

ripeté ﾘﾍﾟﾃ 3 単遠(ripètere)v.t 繰り返した                                  「動詞」 

lentaménte ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくり                                         「副詞」 

cóme si +接続法 ｺﾒ･ｼ conj. まるで〜であるかのように                     「副詞節」 

trattasse ﾄﾗﾀｯｾ 接・3 単半(trattare)v.i（di を）扱う、（〜に）触れる  「動詞」 

di còsa ﾃﾞｨ･ｺｰｻ adv. ことに                                  「間接目的語」 

di molta importanza: ﾃﾞｨ･ﾓﾙﾀ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾂｧ 

 adj. とても重要な                               「形容詞句」 

“Per piacere, ﾍﾟﾙ･ﾋﾟｱﾁｪｰﾚ adv. どうか、お願いです                      「副詞句」 

disegnami ﾃﾞｨｾﾞﾆｬ･ﾐ 依頼(disegnare+mi)v.t 僕に描いてください           「動詞句」 

una pècora…” ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊を                                        「目的語」 

 

神秘が深くて衝撃的な時には、人は敢えて逆らおうとはしないものだ。 

Quando un mistèro è così sovraccàrico, non si osa disubbidire.   「副詞節」,「動詞句」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するときに                                      「副詞節」 

un mistèro ｳﾝ･ﾐｽﾃｰﾛ n.m 神秘が                                   「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                      「動詞」 

così sovraccàrico, ｺｼ･ｿﾌﾞﾗｯｶｰﾘｺ adj. それほど過重の                 「補語」 

non si osa disubbidire. ﾉﾝ･ｼ･ｵｻﾞ･ﾃﾞｨｽﾞｯﾋﾞﾃﾞｨｰﾚ 3 単現･意図･否定(osare+不定詞) 

   v.i 敢えて逆らわない                                                「動詞句」 

 

どんなに馬鹿げたことに見えても、僕はすべての人の居住地から 1000 マイルも離れ、さら

に死の危機に瀕した状況で、ポケットから便箋を 1 枚と万年筆を取り出した。 

Per assurdo che mi sembrasse, a mille mìglia da ogni abitazióne umana, e in perìcolo di 

mòrte, tirai fuòri dalla tasca un foglietto di carta e la penna stilografica.  

「副詞節」,「副詞句」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Per assurdo che ﾍﾟﾙ･ｱｯｽﾙﾄﾞ･ｹ conj. どんなに馬鹿げて〜しても             「副詞節」 

assurdo ｱｯｽﾙﾄﾞ adj. ばかげた 

per + 形容詞・副詞 +(che +) 接続法 「どんなに〜であるとしても、〜であっても」 
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mi ﾐ pron 僕にとって                                       「間接目的語」 

sembrasse, ｾﾝﾌﾞﾗｯｾ 接・3 単半(sembrare) 

v.i 〜に思われた                                               「動詞」 

a mille mìglia ｱ･ﾐｯﾚ･ﾐﾘｱ adv. 1000 マイルのところに                      「副詞句」 

da ogni abitazióne umana, ﾀﾞ･ｵﾝﾆ･ｱﾋﾞﾀﾁｵｰﾈ･ｳﾏﾅ 

 adv. すべての人の居住地から                                  「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

in perìcolo ｲﾝ･ﾍﾟﾘｰｺﾛ adv. 危機に瀕して                                 「副詞句」 

di mòrte, ﾃﾞｨ･ﾓｰﾙﾃ adj. 死の                                   「形容詞句」 

tirai ﾁﾗｲ 1 単遠(tirare)v.t 取り出した                                      「動詞」 

fuòri ﾌｵｰﾘ adv. 外に                                                     「副詞」 

dalla tasca ﾀﾞｯﾗ･ﾀｰｽｶ adv. ポケットから                                 「副詞句」 

un foglietto di carta ｳﾝ･ﾌｫﾘｴｯﾄ･ﾃﾞｨ･ｶﾙﾀ n.m 便箋を 1 枚                   「目的語」 

e ｴ conj. そして 

la penna stilografica. ﾗ･ﾍﾟﾝﾅ･ｽﾁﾛｸﾞﾗﾌｨｶ n.f 万年筆                        「目的語」 

per + 形容詞・副詞 +(che +) 接続法   譲歩の表現 

per male che vada 悪くても （male は副詞） 

per abile che sia どんなに有能だろうと 

Per poco che sia, è già qualcòsa. いかに僅かであれ、すでに相当なものだ。 

per quanto io sappia. 私の知る限りでは 

Per quanto sia grande, è ancóra un bambino. 柄は大きくとも、まだ子供だ。 

 

しかし次に、僕は地理学と歴史と算数と文法を集中的に勉強したことを思い出したので、少

し不機嫌そうに、絵を描くことは出来ないと彼に言った。彼は答えた。 

Ma pòi ricordai che i miei studi si erano concentrati sulla geografìa, sulla stòria, 

sull’aritmètica e sulla grammàtica e gli dissi, un po’ di malumóre, che non sapevo 

disegnare. Mi rispose:  

Ma「副詞」「動詞」「目的語」e「間接目的語」「動詞」「副詞句」「直接目的語」 

「間接目的語」「動詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. 次に                                                       「副詞」 

ricordai ﾘｺﾙﾀﾞｲ 1 単遠(ricordare)v.t 思い出した                             「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

i miei studi ｲ･ﾐｴｲ･ｽﾄｩﾃﾞｨ pl.n.m 僕の勉強は                        「主語」 

si erano concentrati ｼ･ｴﾗﾉ･ｺﾝﾁｪﾝﾄﾗｰﾃｨ 3 複半･完了形(concentrarsi) 

v.pr 集中していた                                            「動詞句」 
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sulla geografìa, ｽｯﾗ･ｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ adv. 地理学に                 「間接目的語」 

sulla stòria, ｽｯﾗ･ｽﾄｰﾘｱ adv. 歴史に                           「間接目的語」 

sull’aritmètica ｽ･ﾗﾘﾄﾒｰﾁｶ adv. 算数に                         「間接目的語」 

e ｴ conj. そして 

sulla grammàtica ｽｯﾗ･ｸﾞﾗﾝﾏｰﾁｶ adv. 文法に                   「間接目的語」 

e ｴ conj. それで 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dissi, ﾃﾞｨｯｼ 1 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

un po’ di malumóre, ｳﾝﾎﾟ･ﾃﾞｨ･ﾏﾙｳﾓｰﾚ adv. 少し不機嫌そうに               「副詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

non sapevo disegnare. ﾉﾝ･ｻﾍﾟｰｳﾞｫ･ﾃﾞｨｾﾆｬｰﾚ 1 単半･可能･否定(sapére+不定詞) 

   v.t 絵を描けない                                         「動詞句」 

Mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

rispose: ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                              「動詞」 
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「問題ないよ！僕にヒツジを描いて．．．」 

“Non importa. Disegnami una pècora…”          《「動詞句」┃「動詞句」「目的語」》 

“Non importa. ﾉﾝ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀ 3 単現･否定(importare)v.i 重要ではない、問題ない「動詞句」 

Disegnami ﾃﾞｨｾﾞﾆｬ･ﾐ 命・2 単現(disegnare)v.t 僕に描いてちょうだい       「動詞句」 

una pècora…” ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊を                                         「目的語」 

 

僕は一度も羊を描いたことがなかったので、何度も描いたことのある絵の中で、外側から見

たボア大蛇の絵を彼に描いてあげた。そして、彼が答えた事を聞いて驚いた： 

Non avevo mai disegnato una pècora e allóra feci per lui uno di quéi diségni che avevo 

fatto tante vòlte: quéllo del boa dal di déntro; e fui sorpréso di sentirmi rispóndere:  

「動詞句」「目的語」e「副詞」「動詞」「副詞句」「目的語」；「目的語」 

e「動詞句」「副詞句」 

Non avevo mai disegnato ﾉﾝ･ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ･ﾏｰｱ･ﾃﾞｨｾﾞﾆｬｰﾄ 1 単半･完了形･否定 

   v.t 一度も描いたことがなかった                                      「動詞句」 

una pècora ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊を                                           「目的語」 

e ｴ conj. そして 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで                                                 「副詞」 

feci ﾌｪﾁ 1 単遠(fare)v.t（絵を）描いた                                     「動詞」 

per lui ﾍﾟﾙ･ﾙｰｲ adv. 彼のために                                         「副詞句」 

uno di quéi diségni ｳﾉ･ﾃﾞｨ･ｸｪｲ･ﾃﾞｨｾﾞｰﾆ n.m それらの絵の 1 つを          「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

avevo fatto ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ･ﾌｧｯﾄ 1 単半･完了形(fare) 

v.t（絵を）描いたことがある                         「動詞句」 

tante vòlte: ﾀﾝﾃ･ｳﾞｫﾙﾃ adv. 何度も                      「副詞句」 

quéllo ｸｪｯﾛ pron（diségno の代用）絵を                                 「目的語」 

del boa dal di déntro; ﾃﾞﾙ･ﾎﾞｱ･ﾀﾞﾙ･ﾃﾞｨ･ﾃﾞﾝﾄﾛ 

 adj. 内部から見たボアの                                    「形容詞句」 

   dal di fuòri ﾀﾞﾙ･ﾃﾞｨ･ﾌｵｰﾘ 「外側から見た」の間違いだろう 

e ｴ conj. そして 

fui sorpréso ﾌｰｲ･ｿﾙﾌﾟﾚｰｿﾞ 1 単遠･受動(sorprèndere)v.t（di に）驚いた     「動詞句」 

di +不定詞 ﾃﾞｨ adv.（原因）〜したことに                                「副詞句」 

sentirmi ｾﾝﾁﾙ･ﾐ 不定詞･知覚動詞 v.t 僕に〜するのを聞く           「動詞句」 

rispóndere: ﾘｽﾎﾟﾝﾃﾞﾚ 不定詞･王子様の動作 v.i 答える                「補語」 

フランス語版では   中の見えないボア大蛇の．．． 

Celui du boa fermé. 閉じたボア大蛇の絵 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

II 

  42 / 420 

 

 

 

 

 

「違う、違う！ボア大蛇に飲み込まれた象なんて欲しくないよ。ボア大

蛇はすごく危険だし、象はとても場所ふさぎだよ」 

“No, no, no! Non voglio l’elefante déntro il boa. Il boa è mólto pericolóso e l’elefante 

mólto ingombrante.  

《「応答」┃「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」e「主語」「補語」》 

“No, no, no! ﾉ･ﾉ･ﾉ adv. 違う、違う                                       「応答」 

Non voglio ﾉﾝ･ﾎﾞﾘｵ 1 単現･否定(volére)v.t 〜を欲しくない                 「動詞句」 

l’elefante ﾚﾚﾌｧﾝﾃ n.m 象を                                             「目的語」 

déntro ﾃﾞﾝﾄﾛ prep 〜の中にいる                                「副詞句」 

il boa. ｲﾙ･ﾎﾞｱ n.m ボア大蛇                             「目的語」 

Il boa ｲﾙ･ﾎﾞｱ n.m ボア大蛇は                                             「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

mólto pericolóso ﾓﾙﾄ･ﾍﾟﾘｺﾛｰｿ adj. とても危険な                            「補語」 

e ｴ conj. そして 

l’elefante ﾚﾚﾌｧﾝﾃ n.m 象は                                               「主語」 

mólto ingombrante. ﾓﾙﾄ･ｲﾝｺﾞﾝﾌﾞﾗﾝﾃ adj. とても場所ふさぎの                「補語」 

 

「僕が住んでいる所は、本当にすごく小さいんだ。羊が必要なんだよ：僕に羊を描いて」 

Dóve vivo io tutto è mólto pìccolo. Ho bisógno di una pècora: disegnami una pècora”.  

《「主語」「動詞」「副詞」「補語」┃「動詞」「目的語」：「動詞句」「目的語」》 

Dóve ﾄﾞｳﾞｪ adv. 〜する場所は                                            「主語」 

vivo ｳﾞｨｳﾞｫ 1 単現(vìvere)v.i 住んでいる                              「動詞」 

io ｲｵ pron 僕が                                                     「主語」 

tutto ﾄｩｯﾄ adv. まったく                                                 「副詞」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

mólto pìccolo. ﾓﾙﾄ･ﾋﾟｯｺﾛ adj. とても小さい                                 「補語」 

Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

bisógno ﾋﾞｿﾞｰﾆｮ n.m 必要、必要性                                      「目的語」 

di una pècora: ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ adj. 羊の                          「形容詞句」 

disegnami ﾃﾞｨｾﾞﾆｬ･ﾐ 命・2 単現(disegnare+mi)v.t 僕に描いてちょうだい   「動詞句」 

una pècora”. ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊を                                          「目的語」 
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僕はデッサンをした。 

Feci il diségno.                                                  「動詞」「目的語」 

Feci ﾌｪﾁ 1 単遠(fare)v.t 〜をした                                          「動詞」 

il diségno. ｲﾙ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m デッサンを                                   「目的語」 

 

 

 

 

 

それをじっと見つめてから、彼は言った。「だめだよ！これは病気だよ。

別の羊を描いて！」 

Lo guardò attentaménte, e pòi disse: “No! Quésta pècora è malatìccia. Fammene un’altra”.                 

「目的語」「動詞」「副詞」e「副詞」「動詞」： 

《「応答」┃「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」》 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

guardò ｸﾞゎﾙﾄﾞ 3 単遠(guardare)v.t 見つめた                              「動詞」 

attentaménte, ｱﾃﾝﾀﾒﾝﾃ adv. 注意深く                                      「副詞」 

e ｴ conj. そして 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

disse: ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

“No! ﾉ adv. だめだ、違う！                                               「応答」 

Quésta pècora ｸｪｽﾀ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f この羊は                                    「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

malatìccia. ﾏﾗﾃｨｯﾁｬ adj.f(malatìccio) 病弱な                                「補語」 

Fammene ﾌｧﾝ･ﾒ･ﾈ 命・2 単現(fare+me+ne)v.t 僕に描いて                 「動詞句」 

   ne は「pècora の」 

un’altra”. ｳﾅﾙﾄﾗ pron.f 別のを                                           「目的語」 

 

僕は、別のデッサンをした。 

Feci un altro diségno.                                            「動詞」「目的語」 

Feci ﾌｪﾁ 1 単遠(fare)v.t 〜をした                                          「動詞」 

un altro diségno. ｳﾝ･ｱﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨｯｾﾝﾆｮ n.m 別のデッサンを                  「目的語」 

 

僕の友達は、僕に向かって寛大げにやさしく微笑んだ。 

Il mio amico mi sorrise gentilménte, con indulgènza.  
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「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」 

Il mio amico ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱﾐｰｺ n.m 僕の友達は                                  「主語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                     「間接目的語」 

sorrise ｿﾘｰｾﾞ 3 単遠(sorrìdere)v.i 微笑んだ                                  「動詞」 

gentilménte, ｼﾞｪﾝﾃｨﾙﾒﾝﾃ adv. 優しく                                        「副詞」 

con indulgènza. ｺﾝ･ｲﾝﾄﾞｩﾙｼﾞｪﾝﾂｧ adv.（様態）寛大げに                    「副詞句」 

 

「よく見たら分るでしょう？」と、彼は言った。「おとなしい羊じゃないってことが」 

“Lo puoi vedere da te”, disse, “che quésta non è una pècora.  

《「目的語」「動詞句」「副詞句」》,「動詞」,《「補語」》 

“Lo ﾛ pron それを                                                    「目的語」 

puoi vedere ﾌﾟｵｲ･ｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 2 単現･推量(potére+不定詞)v.t 分かるだろう      「動詞句」 

da te”, ﾀﾞ･ﾃ adv. 君自身で                                              「副詞句」 

disse, ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

“che ｹ pron（同格）〜ということ                                         「補語」 

quésta ｸｪｽﾀ pron これは                                           「主語」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                            「動詞」 

una pècora. ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f（おとなしい）羊                           「補語」 

羊の種類 ： 

pècora ﾍﾟｰｺﾗ n.f おとなしい羊、雌羊（牝羊）、メンヨウ 

ariète ｱﾘｪｰﾃ n.m 雄羊（牡羊）、（去勢していない気の荒い）羊 

arieti castrati ｱﾘｪｰﾃｨ･ｶｽﾄﾗｰﾃｨ pl.n.m 去勢雄羊 

montone ﾓﾝﾄｰﾈ n.m 雄羊、マトン、羊肉 

agnèllo ｱﾝﾆｪｯﾛ n.m（1 歳以下の）子羊、子羊の肉、ラム 

 

「それは気の荒い羊だよ。つのがあるから」 

È un ariète. Ha le còrna”.                    《「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

un ariète. ｳﾝ･ｱﾘｪｰﾃ n.m 雄羊、（去勢していない気の荒い）羊                「補語」 

Ha ｱ 3 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

le còrna”. ﾚ･ｺｰﾙﾅ pl.n.f(còrno) つの                                      「目的語」 
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僕は、3 回目になる、デッサンをやり直したが、前作と同様に拒否された。 

Rifeci il disegno una terza vòlta, ma fu rifiutato cóme i precedenti. 

「動詞」「目的語」「副詞句」,ma「動詞句」「副詞句」 

Rifeci ﾘﾌｪﾁ 1 単遠(rifare)v.t やり直した                                    「動詞」 

il disegno ｲﾙ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m デッサンを                                   「目的語」 

una terza vòlta, ｳﾅ･ﾃﾙｻ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 3 回目に                              「副詞句」 

ma ﾏ conj. しかし 

fu rifiutato ﾌ･ﾘﾌｨｳﾀｰﾄ 3 単遠･受動(rifiutare)v.t 拒否された                「動詞句」 

cóme i precedenti. ｺｰﾒ･ｲ･ﾌﾟﾚﾁｪﾃﾞﾝﾃｨ adv. 前作と同様に                   「副詞句」 

 

「これは年を取りすぎているよ。僕は長生きする羊が欲しいんだ」 

“Quésta è tròppo vècchia. Voglio una pècora che possa vìvere a lungo”.  

《「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

“Quésta ｸｪｽﾀ pron.f これは                                             「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tròppo vècchia. ﾄﾛｯﾎﾟ･ｳﾞｪｯｷｱ adj.f 年を取りすぎた                         「補語」 

Voglio ｳﾞｫﾘｵ 1 単現(volére)v.t 欲しい                                      「動詞」 

una pècora ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊が                                           「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

possa vìvere ﾎﾟｯｻ･ｳﾞｨｰｳﾞｪﾚ 3 単現･可能(potére+不定詞) 

v.i 生きられる                                      「動詞句」 

a lungo”. ｱ･ﾙﾝｺﾞ adv. 長い間                           「副詞句」 

 

 

 

僕のエンジンを急いで修理したかったので、今回はもう我慢

ができなかった。僕は 4 番目のデッサンを描きなぐった。 

Quésta vòlta la mia paziènza era esaurita, avevo fretta di riméttere a pósto il mio motore. 

Buttai giù un quarto disegno.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」,「動詞句」「補語」「目的語」┃「動詞句」「目的語」 

Quésta vòlta ｸｪｽﾀ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 今度は、今回は                            「副詞句」 

la mia paziènza ﾗ･ﾐｰｱ･ﾊﾟﾁｴﾝﾂｧ n.f 僕の忍耐力が                           「主語」 
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era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

esaurita, ｴｻﾞｳﾘｰﾀ adj.f(esaurito) 使い果たした、底をついた                「補語」 

avevo fretta di riméttere ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ･ﾌﾚｯﾀ･ﾃﾞｨ･ﾘﾒｯﾃﾚ 1 単現･急ぎ(avére fretta di+不定詞) 

   v.t 急いで元に戻したかった                                          「動詞句」 

   avére fretta di+不定詞 「早く〜したい、急いで〜する」 

a pósto ｱ･ﾎﾟｽﾄ adv. 正常な状態に                                         「補語」 

il mio motore. ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾓﾄｰﾚ n.m 僕のエンジンを                          「目的語」 

Buttai giù ﾌﾞｯﾀｰｲ･ｼﾞｭ 1 単遠(buttare giù)v.t 描きなぐった                 「動詞句」 

un quarto disegno. ｳﾝ･ｸゎﾙﾄ･ﾃﾞｨｾｰﾆｮ n.m 4 番目のデッサンを             「目的語」 

 

そしてこんな説明を言い放った： 

E tirai fuòri quésta spiegazióne:                               E「動詞句」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

tirai fuòri ﾁﾗｲ･ﾌｵｰﾘ 1 単遠(tirare)v.t(fuòri) 言い放った                    「動詞句」 

  tirare fuòri 「取り出す、持ち出す、言い出す、思いつく」 

quésta spiegazióne: ｸｪｽﾀ･ｽﾋﾟｴｶﾞｯﾂｨｵｰﾈ n.f このような説明を              「目的語」 

 

「これは箱だよ。君が欲しがっているヒツジは、中にいるよ」 

“Quésta è soltanto la sua cassétta. La pècora che volevi sta déntro”. 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞」》 

“Quésta ｸｪｽﾀ pron これは                                               「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

soltanto ｿﾙﾀﾝﾄ adv. ただ〜だけ                                      「副詞」 

la sua cassétta. ﾗ･ｽｰｱ･ｶｯｾｯﾀ n.f 小箱                                      「補語」 

La pècora ﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f ヒツジは                                           「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

volevi ｳﾞｫﾚｳﾞｨ 2 単現(volére)v.t 望む、欲しがる              「動詞」 

sta ｽﾀ 3 単現(stare)v.i いる                                               「動詞」 

déntro”. ﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 中に                                                 「副詞」 

 

僕の小さい審査員の顔が明るくなるのを見て、僕はとても驚いた。 

Fui mólto sorpréso di vedére il viso del mio pìccolo giùdice illuminarsi. 「動詞」「補語」 

Fui ﾌｰｲ 1 単遠(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

mólto sorpréso ﾓﾙﾄ･ｿﾙﾌﾟﾚｰｿ adj. とても驚いた                              「補語」 

di +不定詞 ﾃﾞｨ adv.（原因）〜して                                      「副詞句」 

vedére ｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 不定詞･知覚動詞 v.t 見る                           「動詞」 
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il viso ｲﾙ･ｳﾞｨｰｿﾞ n.m 顔を                                      「目的語」 

del mio pìccolo giùdice ﾃﾞﾙ･ﾐｰｵ･ﾋﾟｯｺﾛ･ｼﾞｭｰﾃﾞｨﾁｪ 

 adj. 僕の小さい審査員の                            「形容詞句」 

illuminarsi. ｲﾙﾐﾅﾙｼ 不定詞･viso の動作 v.pr 明るくなる              「補語」 

 

これは、まさに僕が欲しかった物だよ。 

“Quésto è pròprio quéllo che volevo.                        《「主語」「動詞」「補語」》 

“Quésto ｸｪｽﾄ pron これは                                                「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

pròprio quéllo ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ･ｸｪｯﾛ pron まさにそれ                             「補語」 

   pròprio ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ adv. まさに、まったく 

che ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

volevo. ｳﾞｫﾚｰｳﾞｫ 1 単半(volére)v.t 欲しかった                「動詞」 

 

「このヒツジは大量の草を食べるの？」 

Pensi che quésta pècora dovrà avére una gran quantità d’èrba?”   《「動詞」「目的語」》 

Pensi ﾍﾟﾝｼ 2 単現･疑問文(pensare)v.t 思うか？                             「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

quésta pècora ｸｪｽﾀ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f このヒツジは                         「主語」 

dovrà avére ﾄﾞｳﾞﾗ･ｱｳﾞｪｰﾚ 3 単未･必要(dovére+不定詞) 

v.t 獲得する必要がある                                       「動詞句」 

una gran quantità d’èrba?” ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ｸゎﾝﾁﾀ･ﾃﾞｰﾙﾊﾞ n.f 大量の草を  「目的語」 

 

「どうして？」 

 “Perché?”                                                            《「質問」》 

“Perché?” ﾍﾟﾙｹ adv. どうして                                            「質問」 

 

「僕が住んでいる所は、すごく狭いからだよ」 

“Perché dóve vivo io, tutto è mólto pìccolo…”  

《Perché「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」》 

 “Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら、というのは 

dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. その場所は                                           「副詞句」 

vivo ｳﾞｨｰｳﾞｫ 1 単現(vìvere)v.i 住んでいる                           「動詞」 

io, ｲｰｵ pron 僕が                                                 「主語」 

tutto ﾄｯﾄ pron なにもかも                                                「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 
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mólto pìccolo…” ﾓﾙﾄ･ﾋﾟｯｺﾛ adj. すごく小さい                               「補語」 

 

「きっときみの所には十分な草があると思うよ、君にあげた羊はとても小さいんだから」 

“Ci sarà certaménte abbastanza èrba per lèi, è mólto pìccola la pècora che ti ho data”.  

《「動詞句」「副詞句」「主語」「副詞句」è 「補語」「主語」》 

“Ci sarà ﾁ･ｻﾗ 3 単未･推量(èsserci)v.i 〜があるだろう                    「動詞句」 

certaménte abbastanza ﾁｪﾙﾀﾒﾝﾃ･ｱｯﾊﾞｽﾀﾝﾂｧ adv. きっと十分に、疑いなく   「副詞句」 

èrba ｴｰﾙﾊﾞ n.f 草が                                                      「主語」 

per lèi, ﾍﾟﾙ･ﾚｰｲ adv. きみの所には                                      「副詞句」 

è ｴ conj. そして 

mólto pìccola ﾓﾙﾄ･ﾋﾟｯｺﾗ adj.f とても小さい                                「補語」 

la pècora ﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊は                                               「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

ti ﾁ pron 君に                                      「間接目的語」 

ho data”. ｵ･ﾀﾞｰﾀ 1 単現･完了形.f(dare)v.t あげた           「動詞句」 

 

彼はデッサンの方へ腰をかがめて覗き込んだ。 

Si chinò sul diségno:                                           「動詞句」「副詞句」 

Si chinò ｼ･ﾁﾉ 3 単遠(chinarsi)v.pr 腰をかがめた                          「動詞句」 

sul diségno: ｽﾙ･ﾃﾞｨｾｰﾆｮ adv.（方向）デッサンの方へ                      「副詞句」 

 

「それほど小さくないな．．．おや、眠ってしまったよ．．．」 

“Non così pìccola che – oh, guarda! – si è messa a dormire…”  

《「応答」「主語」---「感嘆」---「動詞句」》 

“Non così pìccola ﾉﾝ･ｺｼ･ﾋﾟｯｺﾗ adj.f それほど小さくない                    「応答」 

che ｹ pron これは                                                       「主語」 

– oh, guarda! – ｵｰ･ｸﾞゎﾙﾀﾞ int.（注意を促して）おや、ほら                 「感嘆」 

si è messa ｼ･ｴ･ﾒｯｻ 3 単現･完了形.f(mettersi) 

v.pr（a+不定詞）（事態の進行）〜した                                 「動詞句」 

a dormire…” ｱ･ﾄﾞﾙﾐｰﾙ 不定詞 v.i 眠る                            「動詞句」 

 

このようにして、僕は王子様と知り合った。 

E fu così che feci la conoscènza del pìccolo prìncipe.        E「動詞」「副詞句」「主語」 

E ｴ conj. そして 

fu ﾌ 3 単遠(èssere)v.i 〜だった                                            「動詞」 

così ｺｼ adv.（強調構文）このようにして                                 「副詞句」 
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che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

feci ﾌｪﾁ 1 単遠(fare)v.t 作った                                       「動詞」 

la conoscènza ﾗ･ｺﾉｼｪﾝﾂｧ n.f 親交                                  「目的語」 

del pìccolo prìncipe. ﾃﾞﾙ･ﾌﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ adj. 王子様の      「形容詞句」 

 

III 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

王子様がどこからやって来たのかを理解するために

は、長い時間がかかった。王子様は僕に色々な質問を

するけれど、僕の質問は決して聞いていないように

見えた。 

Ci misi mólto tèmpo a capire da dóve venisse.  

Il pìccolo prìncipe, che mi faceva una domanda dópo l'altra, pareva che non sentisse mai 

le mie.       「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Ci ﾁ pron そのことについて（内容は a capire 以降）                  「間接目的語」 

misi ﾐｼﾞ 1 単遠(méttere)v.t（時間を）費やした                             「動詞」 

mólto tèmpo ﾓﾙﾄ･ﾃｰﾝﾎﾟ n.m 長い時間を                             「直接目的語」 

a capire ｱ･ｶﾋﾟｰﾚ 不定詞･目的 adv. 理解するために                        「副詞句」 

da ﾀﾞ prep（場所）〜から．．．するかということを                 「目的語」 

dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこ                                             「副詞」 

venisse. ｳﾞｪﾆｯｾ 接・3 単半･推量(venire)v.i やって来た                「動詞」 

Il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 
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mi ﾐ pron 僕に                                      「間接目的語」 

faceva ﾌｧﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(fare)v.t 〜した                       「動詞」 

una domanda ｳﾅ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞ n.f 質問を                        「目的語」 

dópo l'altra, ﾄﾞｰﾎﾟ･ﾗﾙﾄﾗ adv. 別の質問の後に        「副詞句」 

   → 次々と質問を、色々な質問を 

pareva ﾊﾟﾚｰｳﾞｧ 3 単半(parére)v.i 〜のように見えた                         「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

non sentisse mai ﾉﾝ･ｾﾝﾁｯｾ･ﾏｰｲ 接・3 単半･否定･推量(sentire) 

v.t 決して聞かない                                             「動詞句」 

le mie. ﾚ･ﾐｰｴ pron.pl 僕の質問を                                   「目的語」 

 

こうして、彼が初めて僕の飛行機を見たときに（僕にとって、飛行機は複雑すぎるので描か

ない）、僕に尋ねた：「この物は、いったい何なの？」 

Così, quando vide per la prima vòlta il mio aeroplano (non lo disegnerò perché sarèbbe 

tròppo complicato per me), mi domandò: "Che còs'è quésta còsa?"  

「副詞」,「副詞節」（「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞節」）,「間接目的語」「動詞」： 

《「補語」「動詞」「主語」》 

Così, ｺｰｼ adv. このように、こうして                                      「副詞」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

vide ｳﾞｨﾃﾞ 3 単遠(vedére)v.t 見た                                  「動詞」 

per la prima vòlta ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾘｰﾏ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 初めて                 「副詞句」 

il mio aeroplano ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱｴﾛﾌﾟﾗｰﾉ n.m 僕の飛行機を               「目的語」 

(non ...disegnerò ﾉﾝ...ﾃﾞｨｾﾞﾆｪﾛ 1 単未･否定･意思(disegnare) 

v.t 描かない                                                 「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                「目的語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. 〜なので                                      「副詞節」 

sarèbbe ｻﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･推量(èssere)v.i 〜だろう           「動詞」 

tròppo complicato ﾄﾛｯﾌﾟ･ｺﾝﾌﾟﾘｶｰﾄ adj. 複雑すぎた           「補語」 

per me), ﾍﾟﾙ･ﾒ adv. 僕にとっては                   「副詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

domandò: ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                             「動詞」 

"Che còs' ｹ･ｺｰｻ n.f（強調）一体なに                                       「補語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

quésta còsa?" ｸｪｽﾀ･ｺｰｻ n.f このものは                                     「主語」 
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「これは物じゃあないよ。飛ぶんだよ。飛行機だよ。僕の飛行機だ」 

"Non è una còsa - vola. È un aeroplano. È il mio aeroplano".  

《「動詞句」「補語」┃「動詞」┃「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

"Non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                 「動詞」 

una còsa – ｳﾅ･ｺｰｻ n.f 物                                                 「補語」 

vola. ｳﾞｫﾗ 3 単現(volare)v.i 飛ぶ                                          「動詞」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

un aeroplano. ｳﾝ･ｱｴﾛﾌﾟﾗｰﾉ n.m 飛行機                                    「補語」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

il mio aeroplano". ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱｴﾛﾌﾟﾗｰﾉ n.m 僕の飛行機                        「補語」 

 

僕は空を飛ぶんだ、ということを彼に分からせることができてとても誇らしかった。 

Èro mólto fièro di fargli sapére che volavo.                          「動詞」「補語」 

Èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

mólto fièro ﾓﾙﾄ･ﾌｨｪｰﾛ adj. とても誇らしい                                 「補語」 

di +不定詞 ﾃﾞｨ 不定詞･原因 adv. 〜して                             「副詞句」 

fargli sapére ﾌｧﾙ･ﾘ･ｻﾍﾟｰﾚ 不定詞･使役 v.t 彼に分からせる     「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                 「目的語」 

volavo. ｳﾞｫﾗｰｳﾞｫ 1 単半･時制の一致(volare)v.i 飛ぶ      「動詞」 

 

すると、彼は大声で言った：「なんだって！君は空から落ちてきたんだ！」 

Allóra gridò: "Cóme? Sèi caduto dal cièlo!"  

「副詞」「動詞」：《「感嘆」┃「動詞句」「副詞句」》 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. その時                                                 「副詞」 

gridò: ｸﾞﾘﾄﾞ 3 単遠(gridare)v.i 大声を出した                               「動詞」 

"Cóme? ｺｰﾒ int. なんだって！                                            「感嘆」 

Sèi caduto ｾｲ･ｶﾄﾞｩｰﾄ 2 単現･完了形(cadére)v.i 落ちた                     「動詞句」 

dal cièlo!" ﾀﾞﾙ･ﾁｪｰﾛ adv. 空から                                         「副詞句」 

 

「そうだよ」と、僕は謙虚に答えた。 

"Si", risposi modestaménte.                             《「応答」》,「動詞」「副詞」 

"Si", ｼ adv. そうだよ                                                     「応答」 

risposi ﾘｽﾎﾟｰｼﾞ 1 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

modestaménte. ﾓﾃﾞｽﾀﾒﾝﾃ adv. 謙虚に                                      「副詞」 
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「えー！それは奇妙だな．．．」 

"Ah! Quésta è buffa..."                          《「感嘆」┃「主語」「動詞」「補語」》 

"Ah! ｱｰ int. えー                                                        「感嘆」 

Quésta ｸｪｽﾀ pron.f それは                                               「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

buffa..." ﾌﾞｯﾌｧ adj.f(buffo) おかしな、奇妙な                               「補語」 

 

そう言うと、王子さまは大笑いを始めて、僕を怒らせた。 

E il pìccolo prìncipe scoppiò in una bèlla risata che mi irritò.  

E「主語」「動詞」「間接目的語」,「主語」「目的語」「動詞」 

E ｴ conj. そして 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

scoppiò ｽｺｯﾋﾟｵ 3 単遠(scoppiare)v.i(in) 〜し始めた                          「動詞」 

in una bèlla risata ｲﾝ･ｳﾅ･ﾍﾞｯﾗ･ﾘｻｰﾀ adv. 大笑いを                    「間接目的語」 

   risata ﾘｻｰﾀ n.f 爆笑、大笑い 

che ｹ pron（継続）（主語）〜する                          「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕を                                    「目的語」 

irritò. ｲﾘﾄ 3 単遠(irritare)v.t 怒らせた                  「動詞」 

 

僕の災難のことは、真面目に受け取って欲しいと思う。 

Vòglio che le mie disgràzie siano prése sul sèrio.                   「動詞」「目的語」 

Vòglio ｳﾞｫｰﾘｵ 1 単現(volére)v.t 希望する、望む                             「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

le mie disgràzie ﾚ･ﾐｰｴ･ﾃﾞｨｽﾞｸﾞﾗｰﾁｴ pl.n.f(disgràzia) 僕の不幸は、災難「主語」 

siano prése ｼｱｰﾉ･ﾌﾟﾚｾ 接・3 複現･受動.f.pl･願望(préndere) 

v.t 受け取られる                                             「動詞句」 

sul sèrio. ｽﾙ･ｾｰﾘｵ adv. 真面目に                                 「副詞句」 

 

それから、また話を続けた：「それじゃあ、君も空から来たんだね！どの惑星から来たの？」 

Pòi riprese: "Allóra anche tu vieni dal cièlo! Di quale pianéta sèi?"  

「副詞」「動詞」：《「副詞」「主語」「動詞」「副詞句」┃「補語」「動詞」》 

Pòi ﾎﾟｰｲ adv.（時間）それから                                            「副詞」 

riprese: ﾘﾌﾟﾚｰｾﾞ 3 単遠(riprèndere)v.t（中断したことを）また続けた          「動詞」 

"Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それでは                                              「副詞」 

anche tu ｱﾝｹ･ﾄｩ pron 君も                                               「主語」 

vieni ｳﾞｨｴﾆ 2 単現(venire)v.i 来た                                         「動詞」 
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dal cièlo! ﾀﾞﾙ･ﾁｪｰﾛ adv. 空から                                          「副詞句」 

Di quale pianéta ﾃﾞｨ･ｸゎ-ﾚ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adj.（出身）どこの惑星の                「補語」 

sèi?" ｾｰｲ 2 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

 

彼がここに居るという神秘の中に一筋の光が見えた。それで僕はいきなり彼に尋ねた： 

「それじゃあ、君は他の惑星から来たの？」 

Intravidi una luce, nel mistèro della sua presènza, e lo interrogai bruscaménte:  

"Tu vieni dùnque da un altro pianéta?"  

「動詞」「目的語」「副詞句」e「間接目的語」「動詞」「副詞」：《「主語」「動詞」「副詞句」》 

Intravidi ｲﾝﾄﾗｳﾞｨﾃﾞｨ 1 単遠(intravedére)v.t 垣間見えた                     「動詞」 

una luce, ｳﾅ･ﾙｰﾁｪ n.f 一筋の光                                         「目的語」 

nel mistèro ﾈﾙ･ﾐｽﾃｰﾛ adv. 神秘の中に                                   「副詞句」 

della sua presènza, ﾃﾞｯﾗ･ｽｰｱ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾂｧ adj. 彼が居るという      「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

lo ﾛ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

interrogai ｲﾝﾃﾛｶﾞｲ 1 単遠(interrogare)v.t 問いただした                      「動詞」 

bruscaménte: ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. だしぬけに、いきなり                         「副詞」 

"Tu ﾄｩ pron 君は                                                        「主語」 

vieni ｳﾞｨｴﾆ 2 単現(venire)v.i 来た                                         「動詞」 

dùnque ﾄﾞｩﾝｸｪ adv. それじゃあ                                           「副詞」 

da un altro pianéta?" ﾀﾞ･ｳﾝ･ｱﾙﾄﾛ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. 他の惑星から               「副詞句」 

 

しかし、彼は僕に答えなかった。そっと頭を振って、飛行機を観察していた。「そのもので

は、それほど遠くから来ることは出来ないはずだ．．．」そう言って、長く瞑想にふけった。 

Ma non mi rispose. Scrollò gentilménte il capo osservando l'aeroplano.  

"Cèrto che su quéllo non puoi venire da mólto lontano..."  

E si immerse in una lunga meditazióne.  

Ma「動詞句」「間接目的語」「動詞句」┃《「補語」「主語」》┃E「動詞句」「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non ...rispose. ﾉﾝ...ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠･否定(rispóndere)v.t 答えなかった        「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

Scrollò ｽｸﾛﾛ 3 単遠(scrollare)v.t 振った                                    「動詞」 

gentilménte ｼﾞｪﾝﾃｨﾙﾒﾝﾃ adv. 優しく、そっと                               「副詞」 

il capo ｲﾙ･ｶｰﾎﾟ n.m 頭を                                               「目的語」 

osservando ｵｯｾﾙｳﾞｧﾝﾄﾞ ジェルンディオ(osservare)adv.〜を観察しながら    「副詞句」 

l'aeroplano. ﾗｴﾛﾌﾟﾗｰﾉ n.m 飛行機を                             「目的語」 
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"Cèrto ﾁｪﾙﾄ adj. 確かな                                                  「補語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

su quéllo ｽ･ｸｪｯﾛ adv.（手段）その飛行機では                       「副詞句」 

non puoi venire ﾉﾝ･ﾌﾟｵｲ･ｳﾞｪﾆｰﾚ 2 単現･可能･否定(potére+不定詞) 

   v.i 来ることができない                                              「動詞句」 

da mólto lontano..." ﾀﾞ･ﾓﾙﾄ･ﾛﾝﾀｰﾉ adv.（否定文で）あまり遠くから         「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

si immerse ｼ･ｲﾝﾒﾙｾ 3 単遠(immergersi)v.pr（in に）ふけった              「動詞句」 

in una lunga meditazióne. ｲﾝ･ｳﾅ･ﾙﾝｶﾞ･ﾒﾃﾞｨﾀﾁｵｰﾈ adv. 長い瞑想に          「副詞句」 

 

それから、僕の羊をポケットから取り出して、彼の宝物の感想にふけった。 

Pòi, tirando fuòri dalla tasca la mia pècora, sprofondò nella contemplazióne del suo 

tesòro.                                               「副詞句」,「動詞」「副詞句」 

Pòi, ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                  「副詞」 

tirando fuòri ﾁﾗﾝﾄﾞ･ﾌｵｰﾘ 現在分詞(tirare fuòri)adv.（様態）〜を取り出して 「副詞句」 

dalla tasca ﾀﾞｯﾗ･ﾀｰｽｶ adv. ポケットから                         「副詞句」 

la mia pècora, ﾗ･ﾐｰｱ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 僕の羊を                         「目的語」 

sprofondò ｽﾌﾟﾛﾌｫﾝﾄﾞ 3 単遠(sprofondare) 

v.i(in に) はまり込んだ、沈み込んだ                                    「動詞」 

nella contemplazióne ﾈｯﾗ･ｺﾝﾃﾝﾌﾟﾗﾁｵｰﾈ adv. 観想に、瞑想に                 「副詞句」 

del suo tesòro. ﾃﾞﾙ･ｽｰｵ･ﾃｿﾞｰﾛ adj. 彼の宝物の                  「形容詞句」 

感想 かんそう ： 

認識，瞑想，黙想などの静観的態度をいい，特定の対象に向けて心を集中し、その姿や性質

を観察すること。 

 

「別の惑星」についての王子様の半ば打ち明け話に、僕がどれほど好奇心をそそられたかを

君たちは十分に想像できるだろう。 

Vi potete bène immaginare cóme io fossi incuriosito da quélla mèzza confidènza su "gli 

altri pianeti".                                                 「動詞句」「目的語」 

Vi potete bène immaginare ｳﾞｨ･ﾎﾟﾃｰﾃ･ﾍﾞｰﾈ･ｲﾝﾏｼﾞﾅｰﾚ 2 複現･可能(potersi+不定詞) 

   v.pr 君たちは十分に想像できるだろう                                 「動詞句」 

cóme ｺｰﾒ adv. どれほど〜であるかということを                          「目的語」 

   想像に対応する節は、接続法を用いる 

io ｲｰｵ pron 僕が                                                 「主語」 

fossi incuriosito ﾌｫｯｼ･ｲﾝｸﾘｵｼﾞｰﾄ 接・1 単半･受動(incuriosire) 

   v.t 好奇心をそそられただろう                                 「動詞句」 
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da quélla mèzza confidènza ﾀﾞ･ｸｪｯﾗ･ﾒｯｻﾞ･ｺﾝﾌｨﾃﾞｰﾝﾂｧ 

   adv.（動作主）その半ば打ち明け話に                          「副詞句」 

   mèzza ﾒｯｻﾞ adj.f 半ばの confidènza ｺﾝﾌｨﾃﾞｰﾝﾂｧ n.f 打ち明け話 

su "gli altri pianeti". ｽ･ﾘ･ｱﾙﾄﾘ･ﾋﾟｱﾈｰﾃｨ 

 adj.（話題）「別の惑星」に関する                    「形容詞句」 

 

だから僕は何か別のことを聞き出そうと努めた：「坊や、どこから来たの？君の家はどこに

あるの？僕の羊をどこに連れていきたいの？」 

Cercai dùnque di tirargli fuòri qualche altra còsa:  

"Da dóve vieni, ométto? Dov'è la tua casa? Dóve vuoi portare la mia pècora?"  

「動詞」「副詞句」：《「動詞句」「動詞」「呼びかけ」 

「副詞句」「動詞」「主語」┃「副詞」「動詞句」「目的語」》 

Cercai ﾁｪﾙｶｲ 1 単遠(cercare)v.t 探し求めた                                 「動詞」 

dùnque di +不定詞 ﾄﾞｩﾝｸｪ･ﾃﾞｨ conj. だから〜しようと                    「副詞句」 

tirargli fuòri ﾁﾗｰﾙ･ﾘ･ﾌｵｰﾘ 不定詞(tirare fuòri)v.t 取り出す          「動詞句」 

qualche altra còsa: ｸゎﾙｹ･ｱﾙﾄﾗ･ｺｰｻ n.f 何か別のことを             「目的語」 

"Da dóve ﾀﾞ･ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこから                                       「副詞句」 

vieni, ｳﾞｨｴﾆ 2 単現(venire)v.i 来た                                         「動詞」 

ométto? ｵﾒｯﾄ n.m 坊や                                               「呼びかけ」 

Dov' ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこに                                                「副詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜にある                                             「動詞」 

la tua casa? ﾗ･ﾄｩｰｱｰ･ｶｰｻ n.f 君の家は                                     「主語」 

Dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこに                                                 「副詞」 

vuoi portare ｳﾞｵｲ･ﾎﾟﾙﾀｰﾚ 2 単現･願望(volére+不定詞)v.t 連れていきたい    「動詞句」 

la mia pècora?" ﾗ･ﾐｰｱ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 僕の羊を                                「目的語」 

 

彼は黙って考えてから、僕に答えた：「それが良いのは、君が僕にくれたあの箱が、夜の間

は、羊の家として役に立つということだよ」 

Mi rispose dópo un silènzio meditativo:  

"Quéllo che c'è di buòno, è che la cassétta che mi hai dato, le servirà da casa per la nòtte". 

「間接目的語」「動詞」「副詞句」：《「主語」「動詞」「補語」》 

Mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

dópo ﾄﾞｰﾎﾟ prep（時間）〜の後で                                       「副詞句」 

un silènzio ｳﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ n.m 沈黙                                  「目的語」 

meditativo: ﾒﾃﾞｨﾀﾃｨｳﾞｫ adj. 瞑想的な                      「形容詞」 
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"Quéllo ｸｪｯﾛ pron それは                                                「主語」 

che ｹ pron（同格）〜という                                    「形容詞節」 

c' ﾁｪ pron それが                                         「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                              「動詞」 

di buòno, ﾃﾞｨ･ﾌﾞｫｰﾉ adj. よい                              「補語」 

è ｴ ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                           「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

la cassétta ﾗ･ｶｯｾｯﾀ n.f あの箱が                                     「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕に                                 「間接目的語」 

hai dato, ｱｲ･ﾀﾞｰﾄ 2 単現･完了形(dare)v.t くれた       「動詞句」 

le ﾚ pron 羊にとって                                          「間接目的語」 

servirà ｾﾙｳﾞｨﾗ 3 単未･推量(servire)v.i 役に立つだろう                  「動詞」 

da casa ﾀﾞ･ｶｰｻ adv.（用途）家として                               「副詞句」 

per la nòtte". ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾉｯﾃ adv.（期間）夜の間                         「副詞句」 

 

「その通り。それにもし君がいい子なら、昼のあいだ羊をつないでおくために、綱もあげる

よ。それから棒杭も」 

"Cèrto. E se sèi buòno ti darò pure una còrda per legare la pècora durante il giórno. E un 

palétto".  

《「応答」┃E「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」┃E「目的語」》 

"Cèrto. ﾁｪｰﾙﾄ adv. 確かに、その通り                                      「応答」 

E ｴ conj. それから 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

sèi ｾｲ 2 単現(èssere)v.i 〜である                                   「動詞」 

buòno ﾌﾞｵｰﾉ adj. 良い、よいこの                                  「補語」 

ti ﾁ pron 君に                                                     「間接目的語」 

darò ﾀﾞﾛ 1 単未･意思(dare)v.t あげよう                                    「動詞」 

pure una còrda ﾌﾟｰﾚ･ｳﾅ･ｺｰﾙﾀﾞ n.f つなも                            「直接目的語」 

   pure ﾌﾟｰﾚ adv. 〜もまた、同様に、〜さえも 

per legare ﾍﾟﾙ･ﾚｯｼﾞｪﾚ 不定詞･目的 adv. 〜をつなぐために                 「副詞句」 

la pècora ﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊を                                      「目的語」 

durante il giórno. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｲﾙ･ｼﾞｮｰﾙﾉ adv. 昼の間                  「副詞句」 

E ｴ conj. それから 

un palétto". ｳﾝ･ﾊﾟﾚｯﾄ n.m 棒杭を                                       「目的語」 
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僕の提案は王子様をあきれさせた。「羊をつなぐだって？なんて可笑しな考えなんだ！」 

La mia propósta scandalizzò il pìccolo prìncipe.  

"Legarla? Che buffa idèa!"          「主語」「動詞」「目的語」┃《「応答」┃「主語」》 

La mia propósta ﾗ･ﾐｰｱ･ﾌﾟﾛﾎﾟｰｽﾀ n.f 僕の提案は                            「主語」 

scandalizzò ｽｶﾝﾀﾞﾘｿﾞ 3 単遠(scandalizzare)v.t あきれさせた、憤慨させた     「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様を                       「目的語」 

"Legarla? ﾚｶﾞｰﾙ･ﾗ 不定詞(legare+la)n. 羊をつなぐだって？                  「応答」 

Che buffa ｹ･ﾌﾞｯﾌｧ adj. なんて可笑しな                           「形容詞句」 

idèa!" ｲﾃﾞｰｱ n.f 考え                                                     「主語」 

 

「だけど、つないでおかないと、その辺りを歩き回って、迷子になってしまうよ」 

"Ma se non la leghi andrà in giro e si perderà..."  

《Ma「副詞節」,「動詞」「副詞句」e「動詞句」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

non ... leghi ﾉﾝ...ﾚｷﾞ 2 単現･否定(legare)v.t つながない             「動詞句」 

la ﾗ pron（pècora の代用）羊を                                  「目的語」 

andrà ｱﾝﾄﾞﾗ 3 単未･推量(andare)v.i 行くだろう                            「動詞」 

in giro ｲﾝ･ｼﾞｰﾛ adv. その辺りに                                        「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

si perderà..." ｼ･ﾍﾟﾙﾃﾞﾗ 3 単未･推量(perdersi)v.pr 迷子になるだろう         「動詞句」 

 

僕の友達は、また大笑いを始めた：「だけど、羊がどこへ行って欲しいの？」 

Il mio amico scoppiò in una nuova risata:  

"Ma dóve vuoi che vada!"「主語」「動詞」「間接目的語」：《Ma「副詞」「動詞」「目的語」》 

Il mio amico ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱﾐｰｺ n.m 僕の友達は                                  「主語」 

scoppiò ｽｺｯﾋﾟｵ 3 単遠(scoppiare)v.i(in 動作名詞) 急に〜し始めた             「動詞」 

in una nuova risata: ｲﾝ･ｳﾅ･ﾇｵｰｳﾞｧ･ﾘｻｰﾀ adv. また大笑いを            「間接目的語」 

"Ma ﾏ conj. しかし 

dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこに                                                  「副詞」 

vuoi ｳﾞｵｲ 2 単現(volére)v.t 望む                                           「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

vada!" ｳﾞｧﾀﾞ 接・3 単現･願望(andare)v.i 行けばよい                 「動詞」 
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「どこへでも、自分の前をまっすぐに．．．」 

"Dappertutto. Dritto davanti a sé..."                       《「副詞句」┃「副詞句」》 

"Dappertutto. ﾀﾞｯﾍﾟﾙﾄｩｯﾄ adv. どこへでも                               「副詞句」 

Dritto ﾃﾞｨﾘｯﾄ adv. まっすぐに                                          「副詞句」 

davanti a sé..." ﾀﾞｳﾞｧﾝﾃｨ･ｱ･ｾ adv.（方向）自分の前を              「副詞句」 

 

すると王子さまは真面目な顔つきで答えた： 

E il pìccolo prìncipe mi rispose graveménte:    E「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞」 

E ｴ conj. そして、すると 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

graveménte: ｸﾞﾗｳﾞｪﾒﾝﾃ adv. まじめそうに                                 「副詞」 

 

「問題ないよ、僕のところはすごく狭いから」 

"Non importa, è talménte pìccolo da me!"             《「動詞句」┃「動詞」「補語」》 

"Non importa, ﾉﾝ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀ 3 単現･否定(importare)v.i 重要ではない、問題ない「動詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

talménte pìccolo ﾀﾙﾒﾝﾃ･ﾋﾟｯｺﾛ adj. すごく小さい                            「補語」 

da me!" ﾀﾞ･ﾒ adv.（場所）僕のところは                            「副詞句」 

 

そして、多分少し憂鬱な様子で、付け加えた。 

E con un po' di malinconìa, fórse, aggiunse:                     E「副詞句」,「動詞」 

E ｴ conj. そして 

con un po' di malinconìa, ｺﾝ･ｳﾝ･ﾎﾟ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾝｺﾆｰｱ adv. 少し憂鬱な様子で     「副詞句」 

fórse, ﾌｫｰﾙｾ adv. たぶん                                                  「副詞」 

aggiunse: ｱｼﾞｭﾝｾ 3 単遠(aggiùngere)v.t 付け加えた                         「動詞」 

 

「自分の前をまっすぐと言っても、そんなに遠くへ行くことはできない．．．」 

"Dritto davanti a sé non si può andare mólto lontano..."《「副詞句」「動詞句」「副詞句」》 

"Dritto davanti a sé ﾃﾞｨﾘｯﾄ･ﾀﾞｳﾞｧﾝﾃｨ･ｱ･ｾ 

 adv.（譲歩）自分の前をまっすぐと言ったって                          「副詞句」 

non si può andare ﾉﾝ･ｼ･ﾌﾟｵ･ｱﾝﾀﾞｰﾚ 3 単現･可能･否定(potére+不定詞) 

   v.i 行くことができない                                              「動詞句」 

mólto lontano..." ﾓﾙﾄ･ﾛﾝﾀｰﾉ adv.（否定文で）そんなに遠くへ               「副詞句」 
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こうして、とても重要な 2 番目のことが分かった。 

Avevo così saputo una secónda còsa mólto importante!  

「動詞句」「副詞」「目的語」「動詞句」 

Avevo ... saputo ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ...ｻﾌﾟｰﾄ 1 単半･完了形(sapére)v.t 分かった        「動詞句」 

così ｺｰｼ adv. こうして、このように                                       「副詞」 

una secónda còsa ｳﾅ･ｾｺﾝﾀﾞ･ｺｰｻ n.f 2 番目のことが                        「目的語」 

mólto importante! ﾓﾙﾄ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. とても重要な              「形容詞句」 

 

つまり、彼が生まれた惑星は、1 軒の家より少し大きいくらいだったということだ。 

Che il suo pianéta nativo èra pòco più grande di una casa. Che「主語」「動詞」「補語」 

Che ｹ conj.（事実の表明）〜ということである、つまり〜 

il suo pianéta ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 彼の惑星は                              「主語」 

nativo ﾅﾁｰｳﾞｫ adj. 出生地の                                       「形容詞」 

èra ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

pòco più grande ﾎﾟｺ･ﾋﾟｳ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj.（比較級）少しだけ大きな              「補語」 

di ﾃﾞｨ prep（比較級と共に）…より〜                              「副詞句」 

una casa. ｳﾝｱ･ｶｰｻ n.f 1 軒の家                              「目的語」 
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しかしながら、このことはあまり僕を驚かせなかった。 

Tuttavìa quésto non poteva stupirmi mólto.         Tuttavìa「主語」「動詞句」「副詞」 

Tuttavìa ﾄｩｯﾀｳﾞｨｰｱ conj. しかしながら 

quésto ｸｴｽﾄ pron このことは                                             「主語」 

non poteva stupirmi ﾉﾝ･ﾎﾟﾃｰｳﾞｧ･ｽﾄｩﾋﾟﾙﾐ 3 単半･可能･否定(potére+不定詞) 

   v.t 僕を驚かせることができなかった                                  「動詞句」 

mólto. ﾓﾙﾄ adv.（否定文で）あまり                                        「副詞」 

 

僕は、地球や、木星や、火星や、金星のように名前が付いた大きな星がある他に、数 100 個

の星は、時には小さすぎて、望遠鏡を使っても見えないということをよく知っていた。 

Sapevo benìssimo che, óltre ai grandi pianéti cóme la Tèrra, Giòve, Marte, Vènere ai 

quali si è dato un nóme, ce ne sono centinàia ancóra che sono a vòlte così pìccoli che si 

arriva sì e no a vederli col telescòpio.                      「動詞」「副詞」「目的語」 

Sapevo ｻﾍﾟｰｳﾞｫ 1 単半(sapére)v.t 知っていた                               「動詞」 

benìssimo ﾍﾞﾆｯｼﾓ adv. とても良く                                         「副詞」 

che, ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

óltre ai grandi pianéti ｵﾙﾄﾚ･ｱｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ･ﾋﾟｱﾈｰﾃｨ adv. 大きな星の他に「副詞句」 

   óltre a ｵﾙﾄﾚ･ｱ 〜以外に、〜に加えて、〜の他に 

cóme ｺｰﾒ adj.（類似）…のような                        「形容詞節」 

la Tèrra, ﾗ･ﾃｯﾗ n.f 地球                          「目的語」 

Giòve, ｼﾞｮｰｳﾞｪ n.m 木星                         「目的語」 

Marte, ﾏｰﾙﾃ n.m 火星                            「目的語」 

Vènere ｳﾞｪｰﾈﾚ n.f 金星                           「目的語」 

ai quali ｱｲ･ｸゎ-ﾘ 

 pron.pl（間接目的語）それに〜する    「形容詞節」 

si è dato ｼ･ｴ･ﾀﾞｰﾄ 3 単現･完了形(darsi) 

v.pr 与えられた               「動詞句」 

un nóme, ｳﾝ･ﾉｰﾒ n.m 名前が       「主語」 

ce ne sono ﾁｪ･ﾈ･ｿｰﾉ 3 複現(esserci)v.i 〜がある                     「動詞句」 

centinàia ancóra ﾁｪﾝﾁﾅｰｲｱ･ｱﾝｺｰﾗ pl.f.pron さらに数 100 個が          「主語」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                              「形容詞節」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜がある                   「動詞」 

a vòlte ｱ･ｳﾞｫｰﾙﾃ adv. 時に、時々                   「副詞句」 

così pìccoli ｺｰｼ･ﾋﾟｯｺﾘ adj.pl それほど小さい「形容詞句」 

che ｹ conj.（比較）〜するほど      「副詞節」 

si arriva ｼ･ｱﾘｳﾞｧ 3 単現(arrivarsi) 
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v.pr 〜になる             「動詞句」 

sì ｼ adv. このように小さい    「副詞」 

e ｴ conj. そして 

no a vederli ﾉ･ﾅ･ｳﾞｪﾃﾞﾙ･ﾘ 3 単現･結果･否定(arrivarsi a+不定詞) 

v.pr 結局はそれが見えない「動詞句」 

col telescòpio. ｺﾙ･ﾃﾚｽｺｰﾋﾟｵ  

adv. 望遠鏡で             「副詞句」 

 

天文学者がそれらの一つを発見すると、名前の代わりに番号をつける。 

Quando un astrònomo scopre uno di quésti, gli dà per nóme un nùmero.  

「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「副詞句」「直接目的語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

un astrònomo ｳﾝ･ｱｽﾄﾛｰﾉﾓ n.m 天文学者が                          「主語」 

scopre ｽｺｰﾌﾟﾚ 3 単現(scoprire)v.t 発見する                          「動詞」 

uno di quésti, ｳﾉ･ﾃﾞｨ･ｸｪｽﾃｨ prom.m それらの一つを               「目的語」 

gli ﾘ pron それに                                                  「間接目的語」 

dà ﾀﾞｰ 3 単現(dare)v.t 与える                                             「動詞」 

per nóme ﾍﾟﾙ･ﾉｰﾒ adv.（代理）名前の代わりに                           「副詞句」 

un nùmero. ｳﾝ･ﾇｰﾒﾛ n.m 番号を                                    「直接目的語」 

 

例えばそれを、「小惑星 3251」と呼ぶ。 

Lo chiama per esèmpio: "l’asteròide 3251".        「目的語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

chiama ｷｱﾏ 3 単現(chiamare)v.t 呼ぶ                                      「動詞」 

per esèmpio: ﾍﾟﾙ･ｴｾﾞｰﾝﾋﾟｵ adv. 例えば                                  「副詞句」 

"l’asteròide 3251". ﾗｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾄﾚﾐﾗ･ﾄﾞｩｴﾁｪﾝﾄ･ﾁﾝｸﾜﾝﾀ･ｳｰﾉ n.m 小惑星 3251      「補語」 

フランス語版では ： 

ガリマール版やスペイン語版、ドイツ語版でも小惑星 3251 である。英語版やその後のフラ

ンス語版では小惑星 325 になっている。第 10 章では、王子様が小惑星 325〜330 の圏内に

接近したことが述べられているが、番号のつけ方の例なので、大した問題ではない。 
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僕には、王子様がいた惑星は小惑星 B612 であると信じるだ

けの真面目な理由がある。 

Ho sèrie ragióni per credere che il pianéta da dóve veniva il pìccolo prìncipe è l’asteròide 

B 612.                                                          「動詞」「目的語」 

Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

sèrie ragióni ｾｰﾘｴ･ﾗｼﾞｮｰﾆ pl.n.f(sèria ragióne) まじめな理由               「目的語」 

per credere ﾍﾟﾙ･ｸﾚｰﾃﾞﾚ adj.（目的）信じるための                「形容詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                             「目的語」 

il pianéta ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星は                   「主語」 

da dóve ﾀﾞ･ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. そこから〜する   「形容詞節」 

veniva ｳﾞｪﾆｰｳﾞｧ 3 単半(venire) 

v.i やって来た                  「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾋﾟﾘﾝﾁﾍﾟ 

 n.m 王子様が                   「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                      「動詞」 

l’asteròide B 612. ﾗｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾋﾞｰ･ｾｲﾁｪｰﾝﾄ･ﾄﾞｰﾃﾞｨﾁ 

 n.m 小惑星 B612                               「補語」 

 

この惑星は、トルコ人の天文学者によって望遠鏡でたった 1 回だけ観測されたことがある。 

Quésto asteròide è stato visto una sóla vòlta al telescòpio da un astrònomo turco.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Quésto asteròide ｸｪｽﾄ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ n.m この惑星は                             「主語」 

è stato visto ｴ･ｽﾀｰﾄ･ｳﾞｨｽﾄ 3 単現･完了形･受動(vedére)v.t 発見されたことがある「動詞句」 

una sóla vòlta ｳﾅ･ｿｰﾗ･ｳﾞｫｰﾙﾀ adv. たった 1 回だけ                         「副詞句」 

al telescòpio ｱﾙ･ﾃﾚｽｺｰﾋﾟｵ adv.（手段）望遠鏡を使って                      「副詞句」 

da un astrònomo turco. ﾀﾞ･ｳﾝ･ｱｽﾄﾛｰﾉﾓ･ﾄｩﾙｺ 

 adv.（動作主）トルコ人の天文学者によって                             「副詞句」 
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当時、彼は国際天文学会で彼の発見について素晴らしい発表を行った。 

Aveva fatto allóra una grande dimostrazióne della sua scopèrta a un Congrèsso 

Internazionale d'Astronomìa.                  「動詞句」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Aveva fatto ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾌｧｯﾄ 3 単半･完了形(fare)v.t（行動を）した           「動詞句」 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. 当時                                                   「副詞」 

una grande dimostrazióne ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾃﾞｨﾓｽﾄﾗﾁｵｰﾈ n.f 素晴らしい発表を    「目的語」 

della sua scopèrta ﾃﾞｯﾗ･ｽｰｱ･ｽｺﾍﾟｰﾙﾀ adv. 彼の発見の           「形容詞句」 

a un Congrèsso Internazionale d'Astronomìa. ｱ･ｳﾝ･ｺﾝｸﾞﾚｯｿ･ｲﾝﾃﾙﾅｯﾁｮﾅｰﾚｰ･ﾀﾞｽﾄﾛﾉｰﾐｱ 

   adv. 国際天文学会で                                                 「副詞句」 

 

しかし、彼が民族衣装を着ていたために、誰も本気で彼の発表を受け入れなかった。大人た

ちというのは、そのようなものだ。 

Ma in costume com’era, nessuno lo aveva préso sul sèrio. I grandi sono fatti così. 

Ma「副詞句」「動詞」,「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

in costume ｲﾝ･ｺｽﾄｩｰﾒ adv. 民族衣装を着て                               「副詞句」 

com’ ｺｰﾒ conj. 〜なので 

era, ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

nessuno ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                                           「主語」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

aveva préso ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾌﾟﾚｿ 3 単半･完了形(prèndere)v.t 受け入れた         「動詞句」 

sul sèrio. ｽﾙ･ｾｰﾘｵ adv. 真面目に、本気で                                「副詞句」 

I grandi ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl.n.m 大人たちというのは                             「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

fatti così. ﾌｧｯﾃｨ･ｺｰｼ adj. このように作られた                              「補語」 

 

小惑星 B612 の評判にとって幸運にも、トルコの独裁者が、死罪という厳罰のもとに、国民

にヨーロッパ風の服を着るように命令を下した。 

Fortunataménte per la reputazióne dell'asteròide B 612 un dittatóre turco impose al suo 

pòpolo, sótto péna di mòrte, di vestire all'europèa. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「間接目的語」「副詞句」「補語」 

Fortunataménte ﾌｫﾙﾄｩﾅﾀﾒﾝﾃ adv. 幸運にも                               「副詞句」 

per la reputazióne ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾚﾌﾟﾀﾁｵｰﾈ adv. 評判のために              「副詞句」 

dell'asteròide B 612 ﾃﾞｯﾗｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾋﾞｰ･ｾｲﾁｪｰﾝﾄ･ﾄﾞｰﾃﾞｨﾁ 

 adj. 小惑星 B612 の                                   「形容詞句」 

un dittatóre turco ｳﾝ･ﾃﾞｨｯﾀ･ﾄｰﾚ･ﾄｸｰﾙｺ n.m トルコの独裁者が               「主語」 
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impose ｲﾝﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(impórre)v.t 命じた、義務付けた                     「動詞」 

al suo pòpolo, ｱﾙ･ｽｰｵ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ adv. 国民に                            「間接目的語」 

sótto ｿｯﾄ prep（影響）〜の下で                                         「副詞句」 

péna di mòrte, ﾍﾟｰﾅ･ﾃﾞｨ･ﾓｰﾙﾃ n.f 死罪                           「目的語」 

di vestire ﾃﾞｨ･ｳﾞｪｽﾃｨｰﾚ 不定詞･pòpolo の動作 v.i 服を着る                   「補語」 

all'europèa. ｱﾚｳﾛﾍﾟｰｱ adv. ヨーロッパ風に                          「副詞句」 

 

その天文学者は、1920 年に大変上品な洋服を着て、発表をやり直した。 

L'astrònomo rifece la sua dimostrazióne nel 1920, con un àbito mólto elegante.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

L'astrònomo ﾗｽﾄﾛｰﾉﾓ n.m その天文学者は                                 「主語」 

rifece ﾘﾌｪｰﾁｪ 3 単遠(rifare)v.t やり直した                                  「動詞」 

la sua dimostrazióne ﾗ･ｽｰｱ･ﾃﾞｨﾓｽﾄﾗﾁｵｰﾈ n.f 発表を                       「目的語」 

nel 1920, ﾈﾙ･ﾐｯﾚ･ﾉｳﾞｪﾁｪｰﾝﾄ･ｳﾞｪﾝﾃｨ adv. 1920 年に                        「副詞句」 

con un àbito ｺﾝ･ｳﾝ･ｱｰﾋﾞﾄ adv. 服を着て（ヨーロッパ風の）                「副詞句」 

mólto elegante. ﾓﾙﾄ･ｴﾚｶﾞﾝﾃ adj. 大変上品な                     「形容詞句」 

 

そして今回は、皆が彼の発見に同意した。 

E quésta vòlta tutto il móndo fu con lui.           E「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

E ｴ conj. そして 

quésta vòlta ｸｪｽﾀ･ｳﾞｫｰﾙﾀ adv. 今回は                                    「副詞句」 

tutto il móndo ﾄｩｯﾄ･ｲﾙ･ﾓﾝﾄﾞ n.m 皆が                                     「主語」 

fu ﾌ 3 単遠(èssere)v.i 〜だった                                            「動詞」 

con lui. ｺﾝ･ﾙｰｲ adv. 彼に同意の                                           「補語」 

 

君たちに、小惑星 B612 のことを細々と話して聞かせ、その番号も明らかにしたのは、数字

が大好きな大人のためなんだ。 

Se vi ho raccontato tanti particolari sull'asteròide B 612 e se vi ho rivelato il suo nùmero, 

è pròprio per i grandi che amano le cifre.    「副詞節」e「副詞節」,「動詞」「副詞句」 

Se ｾ conj.（事実の提示）〜するのは                                     「副詞節」 

Se ｾ conj.（対立･仮定）〜ではあるが、〜であるにしても 

vi ｳﾞｨ pron 君たちに                                       「間接目的語」 

ho raccontato ｵ･ﾗｯｺﾝﾀｰﾄ 1 単現･完了形(raccontare) 

v.t 語った、話して聞かせた                                  「動詞句」 

tanti particolari ﾀﾝﾃｨ･ﾊﾟﾙﾁｺﾗｰﾘ pl.n.m(particolare) 多くの細部を  「目的語」 

sull'asteròide B 612 ｽ･ﾗｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾋﾞｰ･ｾｲﾁｪｰﾝﾄ･ﾄﾞｰﾃﾞｨﾁ 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

IV 

  66 / 420 

 adv. 小惑星 B612 について                                  「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

se ｾ conj.（事実の提示）〜するのは                                       「副詞節」 

vi ｳﾞｨ pron 君たちに                                        「間接目的語」 

ho rivelato ｵ･ﾘｳﾞｪﾗｰﾄ 1 単現･完了形(rivelare)v.t 明らかにした       「動詞句」 

il suo nùmero, ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾇｰﾒﾛ n.m その番号を                    「直接目的語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

pròprio ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ adv. まったく                                    「副詞」 

per i grandi ﾍﾟﾙ･ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adv. 大人たちのために                        「副詞句」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                                   「形容詞節」 

amano ｱﾏﾉ 3 複現(amare)v.t 好きである                   「動詞」 

le cifre. ﾚ･ﾁｰﾌﾚ pl.n.f(cifra) 数字が                      「目的語」 

 

新しい友達のことを大人たちに話をすると、彼らは肝心なことに決して興味を示さない。 

Quando vói gli parlate di un nuòvo amico, mai si interessano alle còse essenziali.  

「副詞節」,「動詞句」「間接目的語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると、〜する時                                「副詞節」 

vói ｳﾞｫｰｲ pron 君たちが                                          「主語」 

gli ﾘ pron（grandi の代用）大人たちに                       「間接目的語」 

parlate ﾊﾟﾙﾗｰﾃ 2 複現(parlare)v.i(di のことを) 話す                  「動詞」 

di un nuòvo amico, ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾇｫｰｳﾞｫ･ｱﾐｰｺ adv. 新しい友達のことを「間接目的語」 

mai si interessano ﾏｰｲ･ｼ･ｲﾝﾃﾚｯｻﾉ 3 複現･否定(interessarsi) 

v.pr(di に) 決して興味を示さない                                     「動詞句」 

alle còse essenziali. ｱｯﾚ･ｺｰｾ･ｴｯｾﾝﾁｱｰﾘ adv. 肝心なことに              「間接目的語」 

 

大人たちは決してこんな風には尋ねない：「その人はどんな声をしてるの？」 

Non si domandano mai: "Qual’è il tòno della sua vóce?   

「動詞句」：《「補語」「動詞」「主語」》 

Non si domandano mai: ﾉﾝ･ｼ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞﾉ･ﾏｰｲ 3 複現･否定(domandare) 

   v.t 決して尋ねない                                                  「動詞句」 

   si は i grandi「大人たち」を表す、「主語」 

"Qual’ ｸゎﾙ adj. どんな                                                  「補語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

il tòno ｲﾙ･ﾄｰﾉ n.m 声色（こわいろ）は                                    「主語」 

della sua vóce?  ﾃﾞｯﾗ･ｽｰｱ･ｳﾞｫｰﾁｪ adj. その人の声の               「形容詞句」 
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「その人の好きな遊びは何？蝶々の収集をしているの？」 

Quali sono i suoi giòchi preferiti? Fa collezióne di farfalle?"  

《「補語」「動詞」「主語」┃「動詞」「目的語」》 

Quali ｸゎ-ﾘ pron.pl 何                                                   「補語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

i suoi giòchi preferiti? ｲ･ｽｵｲ･ｼﾞｮｰｷ･ﾌﾟﾚﾌｪﾘｰﾁ pl.n.m その人の好きな遊びは    「主語」 

Fa ﾌｧ 3 単現･疑問文(fare)v.t（動作を）しているの？                        「動詞」 

collezióne ｺﾚｯﾁｵｰﾈ n.f 収集を                                           「目的語」 

di farfalle?" ﾃﾞｨ･ﾌｧﾙﾌｧﾚ adj.( farfalla) 蝶々の                    「形容詞句」 

 

 

 

 

 

しかし大人たちはこのように君たちに尋ねる：「その人は何

歳なの？兄弟は何人？体重はどれくらい？お父さんの収入

はどれくらい？」 

Ma vi domandano: "Che età ha? Quanti fratelli? Quanto pesa? Quanto guadagna suo 

padre?"         Ma「間接目的語」「動詞」： 

《「目的語」「動詞」┃「質問」┃「補語」「動詞」┃「目的語」「動詞」「主語」》 

Ma ﾏ conj. しかし 

vi ｳﾞｨ pron 君たちに                                               「間接目的語」 

domandano: ﾄﾞﾏﾝﾀﾞﾉ 3 複現(domandare)v.t 尋ねる                          「動詞」 

"Che età ｹ･ｴﾀ n.f 何歳                                                 「目的語」 

ha? ｱ 3 単現(avére)v.t（年齢が〜歳）である                                「動詞」 

Quanti fratelli? ｸゎﾝﾃｨ･ﾌﾗﾚｯﾘ pl.n.m 兄弟は何人？                         「質問」 

Quanto ｸゎﾝﾄ pron どれだけ                                             「補語」 

pesa? ﾍﾟｻ 3 単現(pesar)v.i 重さがあるの？                                 「動詞」 

Quanto ｸゎﾝﾄ pron どれだけ                                           「目的語」 

guadagna ｸﾞゎﾀﾞｰﾆｬ 3 単現(guadagnare)v.t 稼いでいる                     「動詞」 

suo padre?" ｽｰｵ･ﾊﾟﾄﾞﾚ n.m その人のお父さんは                            「主語」 

 

そこで初めて、彼を知っていると思う。もし大人の人たちにこう言うならば： 

Allóra soltanto credono di conoscerlo. Se vói dite ai grandi: 

「副詞句」「動詞句」┃「副詞節」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで、そこで                                         「副詞」 
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soltanto ｿﾙﾀｰﾝﾄ adv. はじめて                                            「副詞」 

credono di conoscerlo. ｸﾚﾄﾞﾉ･ﾃﾞｨ･ｺﾉｾﾙ･ﾛ 3 複現･確認(crédere di+不定詞) 

   v.t 彼を知っていると思う                                            「動詞句」 

   crédere di+不定詞 「〜すると思う、考える、見解を抱く」 

Se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vói ｳﾞｫｲ pron 君たちが                                           「主語」 

dite ﾃﾞｨﾃ 2 複現(dire)v.t 言う                                      「動詞」 

ai grandi: ｱｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adv. 大人の人たちに                    「間接目的語」 

 

「窓にジェラニウムがあって、屋根の上にはハトがいる、赤レンガの美しい家を見た」と言

っても、大人たちは上手くそれを想像できない。彼らにはこう言わなければならない：「10

万リラの家を見た」、すると彼らは大声を上げる：「なんてすばらしいんだろう」 

"Ho visto una bèlla casa in mattóni ròsa, con dei geràni alle finèstre, e dei colómbi sul 

tétto", lóro non arrivano a immaginarsela.  

Bisogna dire: "Ho visto una casa di centomila lire", e allóra esclamano: "Com'è bèlla".  

《「動詞句」「目的語」》, 「主語」「動詞句」 

「動詞句」：《「動詞句」「目的語」》,e「副詞」「動詞」：《「感嘆」「動詞」「補語」》 

"Ho visto ｵ･ｳﾞｨｽﾄ 1 単現･完了形(vedére)v.t 〜を見た                      「動詞句」 

una bèlla casa ｳﾅ･ﾍﾞｯﾗ･ｶｰｻ n.f 美しい家を                               「目的語」 

in mattóni ròsa, ｲﾝ･ﾏｯﾄｰﾆ･ﾛｰｻ adv.（材料）赤レンガの             「副詞句」 

   mattóni ﾏｯﾄｰﾆ pl.n.m(mattóne) れんが 

con ｺﾝ prep（様態）〜の                                        「副詞句」 

dei geràni ﾃﾞｲ･ｼﾞｪﾗｰﾆ pl.n.m(gerànio) ゼラニウム          「目的語」 

alle finèstre, ｱｯﾚ･ﾌｨﾈｽﾄﾚ adv. 窓には               「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

dei colómbi ﾃﾞｲ･ｺﾛﾝﾋﾞ pl.n.m(colómbo) ハト               「目的語」 

sul tétto", ｽﾙ･ﾃｯﾄ adv. 屋根の上には               「副詞句」 

lóro ﾛｰﾛ pron 彼らは                                                     「主語」 

non arrivano a immaginarsela. ﾉﾝ･ｱﾘｳﾞｧﾉ･ｱ･ｲﾏｼﾞﾅﾙ･ｾ･ﾗ 3 複現･成功･否定 

   (arrivare a+不定詞)v.pr 上手くそれを想像できない                     「動詞句」 

Bisogna dire: ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現･必要･非人称(bisognare+不定詞) 

   v.h 言わなければならない                                            「動詞句」 

"Ho visto ｵ･ｳﾞｨｽﾄ 1 単現･完了形(vedére)v.t 〜を見た                      「動詞句」 

una casa ｳﾅ･ｶｰｻ n.f 家を                                               「目的語」 

di centomila lire", ﾃﾞｨ･ﾁｪﾝﾄﾐﾗ･ﾘｰﾚ adj.（値段・価値）10 万リラの 「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 
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allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで                                                 「副詞」 

esclamano: ｴｽｸﾗｰﾏﾉ 3 複現(esclamare)v.i 叫ぶ                              「動詞」 

"Com' ｺｰﾒ int. なんと                                                    「感嘆」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

bèlla". ﾍﾞｯﾗ adj.f 素晴らしい                                              「補語」 

 

こうして、君たちがもし大人の人たちに向かって次のように言うなら：「王子様が存在して

いた証拠は、彼は素敵だった、彼は笑っていた、そして彼は羊を欲しがったという事実だ。

人が羊を欲しがれば、それはその人が存在する証拠である」 

Così se vói gli dite: "La próva che il pìccolo prìncipe è esistito, sta nel fatto che era 

bèllissimo, che rideva e che voleva una pècora. Quando uno vuole una pècora è la pròva 

che esiste".            「副詞」「副詞節」： 

《「主語」「動詞」「副詞句」┃「副詞節」「動詞」「主語」「補語」》 

Così ｺｼ adv. こうして、それだから                                       「副詞」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vói ｳﾞｫｰｲ pron 君たちが                                          「主語」 

gli ﾘ pron.pl 彼らに                                        「間接目的語」 

dite: ﾃﾞｨﾃ 2 複現(dire)v.t 言う                                     「動詞」 

"La próva ﾗ･ﾌﾟﾛｰｳﾞｧ n.f 証拠は                                           「主語」 

che ｹ conj.（同格）〜という                                     「形容詞節」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは          「主語」 

è esistito, ｴ･ｴｼﾞｽﾁｰﾄ 3 単現･完了形(èssere)v.i 存在していた  「動詞句」 

sta ｽﾀ 3 単現(stare)v.i（場所に）ある                                      「動詞」 

nel fatto ﾈﾙ･ﾌｧｯﾄ adv. 事実の中に                                       「副詞句」 

che ｹ conj.（同格）〜という                                   「形容詞節」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                          「動詞」 

bèllissimo, ﾍﾞﾘｯｼﾓ adj.（最上級）素敵な                   「補語」 

che ｹ conj.（同格）〜という                                   「形容詞節」 

rideva ﾘﾃﾞｳﾞｧ 3 単半(rìdere)v.i 笑っていた                 「動詞」 

e  

che ｹ conj.（同格）〜という                                   「形容詞節」 

voleva ｳﾞｫﾚﾊﾞ 3 単半(volére)v.t 欲しがった                 「動詞」 

una pècora. ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊を                           「目的語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜の時はいつも                                    「副詞節」 

uno ｳﾉ pron 人が                                                 「主語」 

vuole ｳﾞｵﾚ 3 単現(volére)v.t 欲しがる                               「動詞」 
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una pècora ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊を                                    「目的語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

la pròva ﾗ･ﾌﾟﾛｰｳﾞｧ n.f 証拠                                               「補語」 

che ｹ conj.（同格）〜という                                     「形容詞節」 

esiste". ｴｼﾞｽﾃ 3 単現(esìstere)v.i 存在する                   「動詞」 

 

すると、彼らは肩をすくめて、君たちを子ども扱いするだろう。 

Be', loro alzeranno le spalle, e vi tratteranno cóme un bambino.  

「間投」,「主語」「動詞」「目的語」e「目的語」「動詞」「副詞句」 

Be', ﾍﾞ int. ほら                                                         「間投」 

loro ﾛｰﾛ pron 彼らは                                                     「主語」 

alzeranno ｱﾙﾂｪﾗﾝﾉ 3 複未(alzare)v.t（軽蔑を表して）（肩を）すくめるだろう   「動詞」 

le spalle, ﾚ･ｽﾊﾟｯﾚ pl.n.f(spalla) 両肩を                                   「目的語」 

e ｴ conj. そして 

vi ｳﾞｨ pron 君たちを                                                   「目的語」 

tratteranno ﾄﾗﾃﾗﾝﾉ 3 複未(trattare)v.t 扱うだろう                          「動詞」 

cóme un bambino. ｺﾒ･ｳﾝ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾉ adv. 子供のように                      「副詞句」 

 

しかし、君たちが次のように言うならば：「王子様がやって来た惑星は、小惑星 B612 だ」、

すると彼らはすぐに納得して、君たちを質問から解放してくれるだろう。 

Ma se vói invéce gli dite: "Il pianéta da dóve veniva è l'asteroide B 612" allóra ne sono 

sùbito convinti e vi lasciano in pace con le domande.  

Ma「副詞節」：《「主語」「動詞」「補語」》,「副詞」「動詞句」e「目的語」「動詞」「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vói ｳﾞｫｰｲ pron.pl 君たちが                                        「主語」 

invéce ｲﾝｳﾞｪｰﾁｪ adv. 反対に、その代わりに                         「副詞」 

gli ﾘ pron 彼らに                                           「間接目的語」 

dite: ﾃﾞｨﾃ 2 複現(dire)v.t 言う                                      「動詞」 

"Il pianéta ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星は                                         「主語」 

da dóve veniva ﾀﾞ･ﾄﾞｳﾞｪ･ｳﾞｪﾆｰｳﾞｧ adj. 彼がそこから来た          「形容詞節」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

l'asteroide B 612" ﾗｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾋﾞｰ･ｾｲﾁｪｰﾝﾄ･ﾄﾞｰﾃﾞｨﾁ n.m 小惑星 B612           「補語」 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. すると                                                 「副詞」 

ne sono sùbito convinti ﾈ･ｿｰﾉ･ｽｰﾋﾞﾄ･ｺﾝｳﾞｨﾝﾁ 3 複現･完了形.pl(convincersi) 

   v.pr（仮定法の帰結）すぐに納得した（だろう）                        「動詞句」 
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   ne は単数･複数の男性･女性の代名小詞 

e ｴ conj. そして 

vi ｳﾞｨ pron 君たちを                                                   「目的語」 

lasciano ﾗｯｼｬﾉ 3 複現(lasciare)v.t 放っておく                               「動詞」 

in pace ｲﾝ･ﾊﾟｰﾁｪ adv. 静かに                                           「副詞句」 

con le domande. ｺﾝ･ﾚ･ﾄﾞﾏﾝﾃﾞ adv.（対立）質問から               「副詞句」 

 

大人って、そんなもの。腹を立ててはいけない。子供は大人に寛大でなければならない。 

Sono fatti così. Non c'è da prendersela. I bambini devono essere indulgènti cói grandi.  

「動詞」「補語」┃「動詞句」「主語」┃「主語」「動詞句」「補語」 

Sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

fatti ﾌｧｯﾃｨ adj.pl 作られた、出来上がった                                 「補語」 

così. ｺｼ adv. こんな風に                                            「副詞」 

Non c'è ﾉﾝ･ﾁｪ 3 単現･否定(esserci)v.i 〜がない                            「動詞句」 

da +不定詞 ﾀﾞ 不定詞･必要･目的 n. 〜しなければならない事                 「主語」 

prendersela. ﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾙｾﾗ 不定詞 v.pr 腹を立てる、喧嘩する、恨む       「動詞」 

   c'è da+不定詞 「〜すべきことがある、〜しなければならない」 

   non c'è da+不定詞 「〜することがない、〜してはならない」 

I bambini ｲ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ pl.n.m 子供たちは                                    「主語」 

devono essere ﾃﾞｳﾞｫﾉ･ｴｯｾﾚ 3 複現･必要(dovére+不定詞) 

v.i 〜でなければならない                                            「動詞句」 

indulgènti ｲﾝﾄﾞｩﾙｼﾞｪﾝﾃｨ adj.pl(indulgènte) 寛大な                         「補語」 

cói grandi. ｺｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adv. 大人たちに対して                  「間接目的語」 

 

しかし、もちろん、僕たちは人生を分かっているし、数字を無視する。 

Ma cèrto, nói che comprendiamo la vita, nói che ce ne infischiamo dei nùmeri!  

Ma「副詞」,「主語」,「主語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

cèrto, ﾁｪｰﾙﾄ adv. 確かに、もちろん                                        「副詞」 

nói ﾉｰｲ pron 僕たちは                                                   「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

comprendiamo ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｱﾓ 1 複現(comprèndere) 

v.t 分かっている                                      「動詞」 

la vita, ﾗ･ｳﾞｨｰﾀ n.f 人生を                             「目的語」 

nói ﾉｰｲ pron 僕たちは                                                   「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 
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ce ne infischiamo ﾁｪ･ﾈ･ｲﾝﾌｨｽｷｱﾓ 1 複現(infischiamarsene) 

v.pr 無視する                                        「動詞句」 

dei nùmeri! ﾃﾞｲ･ﾇｰﾒﾘ pl.n.m(nùmero) 数字を、番号を      「目的語」 

 

僕はこの話を妖精物語のように始めたかったのだが。 

Mi sarebbe piaciuto cominciare quésto raccónto cóme una stòria di fate.  

「間接目的語」「動詞句」「主語」 

Mi ﾐ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

sarebbe piaciuto ｻﾚｯﾍﾞ･ﾋﾟｱﾁｭｰﾄ 条・3 単現･完了形･推測･願望 

  (piacére)v.i 〜が気に入っただろうに                                   「動詞句」 

cominciare ｺﾐﾝﾁｬｰﾚ 不定詞 v.t 〜を始めることが                            「主語」 

quésto raccónto ｸｪｽﾄ･ﾗｯｺﾝﾄ n.m この話を                           「目的語」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                         「副詞句」 

una stòria di fate. ｳﾅ･ｽﾄｰﾘｱ･ﾃﾞｨ･ﾌｧｰﾃ n.f 妖精物語            「目的語」 

   fate ﾌｧｰﾃ pl.n.f(fata) 妖精、美人 

piacére の使用方法 ： 

Mi piace il cioccolato. 私はチョコレートが好きだ。（現在形） 

Ti è piaciuto quel romanzo? あの小説は気に入ったかい？（現在完了形） 

 

僕は、次のように言いたかったのだが：「昔、王子様がいました。彼は自分自身よりも少し

大きい惑星に住んでいました。そして友達を欲しがっていました．．．」 

Mi sarebbe piaciuto dire: "C'era una vòlta un pìccolo prìncipe che viveva su di un pianêta 

poco più grande di lui e aveva bisógno di un amico..."  

「間接目的語」「動詞句」「主語」：《「動詞句」「副詞句」「主語」》 

Mi ﾐ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

sarebbe piaciuto ｻﾚｯﾍﾞ･ﾋﾟｱﾁｭｰﾄ 条・3 単現･完了形･推測･願望 

  (piacére)v.i 〜が気に入っただろうに                                   「動詞句」 

dire: ﾃﾞｨｰﾚ 不定詞 n. 次のように言うことが                                「主語」 

"C'era ﾁｪﾗ 3 単半(esserci)v.i 〜があった、〜がいた                        「動詞句」 

una vòlta ｳﾅ･ｳﾞｫｰﾙﾀ adv. 昔は、以前                                    「副詞句」 

un pìccolo prìncipe ｳﾝ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様が                         「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

viveva ｳﾞｨｳﾞｪｳﾞｧ 3 単半(vìvere)v.i 住んでいた                「動詞」 

su di un pianêta ｽ･ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. 惑星に              「副詞句」 

poco più grande ﾎﾟｺ･ﾋﾟｳ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj. 少し大きい  「形容詞句」 

di lui ﾃﾞｨ･ﾙｰｲ adv.（比較）自分自身よりも 「副詞句」 
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e ｴ conj. そして 

aveva ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半(avére)v.t 〜があった                  「動詞」 

bisógno ﾋﾞｿﾞｰﾆｮ n.m 必要性                              「目的語」 

di un amico..." ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ｱﾐｰｺ adj. 友達の           「形容詞句」 

 

こうしたほうが、人生を理解している人たちにとっては、もっと本当らしかっただろう。 

Per coloro che comprendono la vita, sarebbe stato mólto più véro.  

「副詞句」,「動詞」「補語」 

Per ﾍﾟﾙ prep（利害）〜にとって                                           「副詞句」 

coloro ｺﾛｰﾛ pron（関係代名詞 che の先行詞として）〜する人たち    「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

comprendono ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾄﾞﾉ 3 複現(comprèndere) 

v.t 理解する                                   「動詞」 

la vita, ﾗ･ｳﾞｨｰﾀ n.f 人生を                      「目的語」 

sarebbe stato ｻﾚｯﾍﾞ･ｽﾀｰﾄ 条・3 単現･完了形･推量(èssere)v.i 〜だっただろう  「動詞」 

mólto più véro. ﾓﾙﾄ･ﾋﾟｳ･ｳﾞｪｰﾛ adj. もっと真実の                          「補語」 

 

なぜなら、僕の本を軽々しく読んで欲しくなかったから。 

Perché non mi piace che si legga il mio libro alla leggera.  

Perché「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「主語」 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら 

non ...piace ﾉﾝ...ﾋﾟｱｰﾁｪ 3 単現･否定(piacére)v.i 気にいらない               「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

si legga ｼ･ﾚｯｶﾞ 接・3 単現･再帰受動(leggersi)v.pr 読まれる          「動詞句」 

il mio libro ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾘｰﾌﾞﾛ n.m 僕の本が                              「主語」 

alla leggera. ｱｯﾗ･ﾚｯｼﾞｪｰﾗ adv.（様態）軽々しく、浅はかにも         「副詞句」 

 

これらの思い出を打ち明けることは、僕にとって大きな悲しみだ。 

È un grande dispiacere per me confidare quésti ricòrdi.        「動詞」「補語」「主語」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

un grande dispiacere ｳﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾃﾞｨｽﾋﾟｱﾁｪｰﾚ n.m 大きな悲しみ             「補語」 

per me ﾍﾟﾙ･ﾒ adv. 僕にとって                                 「間接目的語」 

confidare ｺﾝﾌｨﾀﾞｰﾚ 不定詞 n. 〜を打ち明けることは                        「主語」 

quésti ricòrdi. ｸｪｽﾃｨ･ﾘｺｰﾙﾃﾞｨ pl.n.m(ricòrdo) これらの思い出を      「目的語」 

 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

IV 

フランス語版では この位置に、次の文章が入っていた

  74 / 420 

僕の友達が羊と一緒に立ち去ってから、もう 6 年になる。それで僕は、彼を忘れないため

に、彼のことを書こうとしている。 

Sono già sèi anni che il mio amico se ne è andato con la sua pècora e io cerco di descriverlo 

per non dimenticarlo.                  「動詞」「補語」e「主語」「動詞句」「副詞句」 

Sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i（時間が）〜である                              「動詞」 

già sèi anni ｼﾞｬ･ｾｲ･ｱﾝﾆ pl.n.m もう 6 年                                   「補語」 

che ｹ conj.（時間）〜したときから                                 「副詞節」 

il mio amico ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱﾐｰｺ n.m 僕の友達が                     「主語」 

se ne è andato ｾ･ﾈ･ｴ･ｱﾝﾀﾞｰﾄ 3 単現･完了形(andarsene) 

v.pr 立ち去った                                        「動詞句」 

con la sua pècora ｺﾝ･ﾗ･ｽｰｱ･ﾍﾟｰｺﾗ adv. 羊と一緒に           「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                         「主語」 

cerco di descriverlo ﾁｪﾙｺ･ﾃﾞｨ･ﾃﾞｽｸﾘｳﾞｪﾙ･ﾛ 1 単現･努力(cercare di+不定詞) 

   v.t 彼のことを記述しようとしている                                  「動詞句」 

per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv.（目的）〜しないために                             「副詞句」 

non dimenticarlo. ﾉﾝ･ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶﾙ･ﾛ 不定詞 v.t 彼を忘れない          「動詞句」 

 

友達を忘れてしまうのは悲しいことだ。 

È triste dimenticare un amico.                              「動詞」「補語」「主語」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

triste ﾄﾘｽﾃ adj. 悲しい                                                   「補語」 

dimenticare ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾚ 不定詞 n. 〜を忘れることは                         「主語」 

un amico. ｳﾝ･ｱﾐｰｺ n.m 友達を                                     「目的語」 

 

フランス語版では この位置に、次の文章が入っていた 

Tout le monde n’a pas eu un ami.  

誰もが友達を持ったことがあるわけではないんだ。 

 

そして、僕も数字にしか興味を持たない大人になるかもしれない。 

E posso anch'io diventare cóme i grandi che non s'interessano più che di cifre.  

E「動詞句」「主語」「補語」 

E ｴ conj. そして 

posso ... diventare ﾎﾟｯｿ...ﾃﾞｨｳﾞｪﾝﾁｶｰﾚ 1 単現･可能性(potére+不定詞) 

   v.i 〜になるかもしれない                                            「動詞句」 

anch'io ｱﾝｷｰｵ pron 僕も                                                  「主語」 
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cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                                「補語」 

i grandi ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl.n.m(grande) 大人たち                         「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

non s'interessano ﾉﾝ･ｼﾝﾃﾚｻﾉ 3 複現･否定(interessarsi) 

v.pr 興味を持たない                            「動詞句」 

più che di cifre. ﾋﾟｳ･ｹ･ﾃﾞｨ･ﾁｰﾌﾚ 

 adv.( cifra) 数字にしか                      「間接目的語」 

   non ... più 「もはや〜でない、これ以上〜しない」 

 

そして、僕が絵の具箱と鉛筆の箱を買ったのは、このためでもあるんだ。 

Ed è anche per quésto che ho comperato una scàtola cói colóri e con le matite.  

Ed「動詞」anche「補語」「主語」 

Ed ｴﾄﾞ conj. そして 

   接続詞 e が、母音、特に e で始まる語の前では ed となる。 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

anche ｱﾝｹ conj. もまた 

per quésto ﾍﾟﾙ･ｸｪｽﾄ adv. このため                                        「補語」 

che ｹ conj. 〜することは                                                 「主語」 

ho comperato ｵ･ｺﾝﾍﾟﾗｰﾄ 1 単現･完了形(comperare = comprare) 

v.t 買った                                                    「動詞句」 

una scàtola ｳﾅ･ｽｶｰﾄﾗ n.f 箱                                      「目的語」 

cói colóri ｺｲ･ｺﾛｰﾘ adv.(colóre) 絵の具の入った              「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

con le matite. ｺﾝ･ﾚ･ﾏﾁｰﾀ adv.(matita) 鉛筆の入った         「副詞句」 

 

僕は 6 歳の時にボア大蛇の外側とボア大蛇の内側をデッサンした以外は、何も描いたこと

がなかったのに、この年になってからデッサンをもう一度始めるのは容易なことではない。 

Non è fàcile rimettersi al disegno alla mia età quando non si sono fatti altri tentativi che 

quéllo di un serpènte boa dal di fuòri e quéllo di un serpènte boa dal di déntro, e all'età 

di sèi anni.                                                「動詞」「補語」「主語」 

Non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                 「動詞」 

fàcile ﾌｧｰﾁﾚ adj. 容易な、楽な                                            「補語」 

rimettersi ﾘﾒｯﾃﾙｼ 不定詞 v.pr 再び始めることは                            「主語」 

al disegno ｱﾙ･ﾃﾞｨｾｰﾆｮ adv. デッサンを                         「間接目的語」 

alla mia età ｱｯﾗ･ﾐｰｱ･ｴﾀ adv. 僕の年齢で                           「副詞句」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj.（対立）〜なのに、〜するときに               「副詞節」 
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non si sono fatti ﾉﾝ･ｼ･ｿｰﾉ･ﾌｧｯﾃｨ 3 複現･再帰受動(farsi) 

v.pr 行われなかった                                   「動詞句」 

altri tentativi ｱﾙﾄﾘ･ﾃﾝﾀﾃｨｳﾞｨ pl.n.m 他の試みは              「主語」 

che ｹ conj.（比較）〜よりも                              「副詞句」 

quéllo ｸｪｯﾛ pron.m デッサン                      「目的語」 

di un serpènte boa ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ･ﾎﾞｱ 

 adj. ボア大蛇の                       「形容詞句」 

dal di fuòri ﾀﾞﾙ･ﾃﾞｨ･ﾌｵｰﾘ adj. 外側の「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

quéllo di un serpènte boa ｸｪｯﾛ･ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ･ﾎﾞｱ 

 pron.m ボア大蛇のデッサン                     「目的語」 

dal di déntro, ﾀﾞﾙ･ﾃﾞｨ･ﾃﾞﾝﾄﾛ adj. 内側の  「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

all'età di sèi anni. ｱｯﾚﾀ･ﾃﾞｨ･ｾｲ･ｱﾝﾆ adv. 6 歳の時に   「副詞句」 

 

僕は、まったく本物にそっくりの肖像画を描くように努めるつもりだ。 

Mi studierò di fare ritratti somigliantissimi.                     「動詞句」「目的語」 

Mi studierò di fare ﾐ･ｽﾄｩﾃﾞｨｴﾛ･ﾃﾞｨ･ﾌｧｰﾚ 1 単未･意思(studiarsi di+不定詞) 

   v.pt（行為･絵を）〜を描くように努めるつもりだ                       「動詞句」 

ritratti ﾘﾄﾗｯﾃｨ pl.n.m(ritratto) 肖像画                                   「目的語」 

somigliantissimi. ｿﾐﾘｱﾝﾃｨｯｼﾐ 

 adj.m.pl(somigliante)（最上級）非常によく似た                 「形容詞」 

 

しかしそれがうまくできるという確信はない。 

Ma non sono affatto sicuro di riuscirci.                         Ma「動詞句」「補語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non sono ﾉﾝ･ｿｰﾉ 1 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                          「動詞句」 

affatto sicuro ｱｱｯﾌｧｯﾄ･ｼｸｰﾛ adj.(di+不定詞 〜するのに) まったく自信がある   「補語」 

   affatto ｱｱｯﾌｧｯﾄ adv. まったく sicuro ｼｸｰﾛ adj. 自信がある、確信がある 

di riuscirci. ﾃﾞｨ･ﾘｳｼﾙｼ 不定詞･目的 adv. それがうまくできる          「副詞句」 

  riuscire ﾘｳｯｼｰﾚ v.i（〜が）うまくできる、成功する 

 

あるデッサンはうまく描けても、他のものはまったく似ていないかもしれない。 

Un diségno va bène, ma l'altro non assomiglia per niènte.  

「主語」「動詞」「補語」,ma「主語」「動詞句」「副詞句」 

Un diségno ｳﾝ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m あるデッサンは                                「主語」 
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va ｳﾞｧ 3 単現(andare)v.i（事態が）進行する                                「動詞」 

bène, ﾍﾞｰﾈ adv. 上手に、うまく                                           「補語」 

ma ﾏ conj. しかし 

l'altro ﾗﾙﾄﾛ pron ほかのデッサンは                                        「主語」 

non assomiglia ﾉﾝ･ｱｯｿﾐﾘｱ 3 単現･否定(assomigliare)v.i 似ていない         「動詞句」 

per niènte. ﾍﾟﾙ･ﾆｴｰﾝﾃ 

 adv.（否定の強調）まったく〜ない、無報酬で、つまらないことで        「副詞句」 

 

背丈についても、間違っているだろう。 

Mi sbaglio anche sulla statura.                                 「動詞句」「目的語」 

Mi sbaglio ﾐ･ｽﾞﾊﾞﾘｵ 1 単現(sbagliare)v.pr 間違える                       「動詞句」 

anche ｱﾝｹ conj. 〜も 

sulla statura. ｽｯﾗ･ｽﾀﾄｩｰﾗ adv.（関連）背丈について                  「間接目的語」 

 

こちらの王子さまは大きすぎる。 

Qui il pìccolo prìncipe è tròppo grande.                「副詞」「主語」「動詞」「補語」 

Qui ｸｨ adv. こちらの絵では                                              「副詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tròppo grande. ﾄﾛｯﾎﾟ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj. 大きすぎる                               「補語」 

 

あちらは小さすぎる。服の色についてもためらっている。。 

Là è tròppo pìccolo. Esito persino sul colore del suo vestito.  

「副詞」「動詞」「補語」┃「動詞」「間接目的語」 

Là ﾗ adv. あちらの絵では                                                「副詞」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tròppo pìccolo. ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾋﾟｯｺﾛ adj. 小さすぎる                                「補語」 

Esito ｴｼﾞﾄ 1 単現(esitare)v.i ためらっている                               「動詞」 

persino ﾍﾟﾙｼｰﾉ adv. 〜さえ、〜に至るまで                      「副詞」 

sul colore ｽﾙ･ｺﾛｰﾚ adv. 色について                                  「間接目的語」 

del suo vestito. ﾃﾞﾙ･ｽｰｵ･ｳﾞｪｽﾁｰﾄ adj. 服の                  「形容詞句」 

 

それで、試してみては、良かったり悪かったりふらついている。 

E allóra tento e tentenno, bène o male.          E「副詞」「動詞」e「動詞」「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで                                                 「副詞」 
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tento ﾃﾝﾄ 1 単現(tentare)v.t 試している                                   「動詞」 

e ｴ conj. そして 

tentenno, ﾃﾝﾃﾝﾉ 1 単現(tentennare)v.i 揺れている                          「動詞」 

bène o male. ﾍﾞｰﾈ･ｵ･ﾏｰﾚ adv. 良かったり悪かったり                      「副詞句」 

 

そして結局、もっと大切な正確な細部を間違えるかもしれない。 

E finirò per sbagliarmi su cèrti particolari più importanti.      E「動詞句」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

finirò per sbagliarmi ﾌｨﾆﾛ･ﾍﾟｰﾙ･ｽﾞﾊﾞﾘｱﾙﾐ 1 単未･結局(finire per+不定詞) 

   v.pr 結局は間違えるだろう                                           「動詞句」 

   sbagliarmi ｽﾞﾊﾞﾘｱﾙ･ﾐ 不定詞(sbagliarsi)v.pr 間違える、誤りを犯す 

su cèrti particolari ｽ･ﾁｪｰﾙﾃｨ･ﾊﾟﾙﾁｺﾗｰﾘ pl.n.m 正確な細部を               「目的語」 

   cèrti ﾁｪｰﾙﾃｨ adj.pl(cèrto) 正確な particolari ﾊﾟﾙﾁｺﾗｰﾘ pl.n.m(particolare) 細部 

più importanti. ﾋﾟｳ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃｨ adj.pl(importante) もっと大切な  「形容詞句」 

 

しかしこれに関しては許してもらいたい。 

Ma quésto bisogna perdonarmelo.                       Ma「間接目的語」「動詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

quésto ｸｪｽﾄ pron. これに関して                                     「間接目的語」 

bisogna perdonarmelo. ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ･ﾍﾟﾙﾄﾞﾅﾙ･ﾒ･ﾛ 3 単現･非人称･必要(bisognare+不定詞) 

   v.h 私にそれを許してもらいたい                                      「動詞句」 

僕の友人は一度も僕に説明をしてくれなかった。多分、僕が彼と同じような人間だと思って

いたのだろう。 

Il mio amico non mi dava mai delle spiegazioni. Fórse credeva che fossi cóme lui.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」┃「副詞」「動詞」「目的語」 

Il mio amico ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱﾐｰｺ n.m 僕の友人は                                  「主語」 

non ...dava mai ﾉﾝ...ﾀﾞｳﾞｧ･ﾏｰｲ 3 単半･否定(dare)v.t 一度も与えなかった    「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

delle spiegazioni. ﾃﾞｯﾚ･ｽﾋﾟｴｶﾞｯﾁｵｰﾆ pl.n.f 説明を                     「直接目的語」 

Fórse ﾌｫｰﾙｾ adv. おそらく、たぶん                                        「副詞」 

credeva ｸﾚﾃﾞｰｳﾞｧ 3 単半(crédere)v.t 思っていた                            「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

fossi ﾌｫｯｼ 接・1 単半･推量･時制の一致(èssere)v.i 〜だろう           「動詞」 

cóme lui. ｺｰﾒ･ﾙｰｲ adj. 彼と同じような                             「補語」 
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僕は、残念ながら、箱の中のヒツジを見ることができない。 

Io, sfortunataménte, non sapevo vedére le pècore attravèrso le casse.  

「主語」「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Io, ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

sfortunataménte, ｽﾌｫﾙﾂﾅﾀﾒﾝﾃ adv. 残念ながら、あいにく                    「副詞」 

non sapevo vedére ﾉﾝ･ｻﾍﾟｰｳﾞｫ･ｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 1 単半･可能･否定･時制の一致(sapére+不定詞) 

   v.t 見ることができない                                              「動詞句」 

le pècore ﾚ･ﾍﾟｰｺﾚ pl.n.f(pècora) ヒツジを                                「目的語」 

attravèrso ｱｯﾄﾗｳﾞｪｰﾙｿ prep 〜を貫いて                                  「副詞句」 

le casse. ﾚ･ｶｯｾ pl.n.f(cassa) 箱                                   「目的語」 

 

僕は少し大人たちみたいになったのかも知れない。年を取ったのに違いない。 

Può darsi che io sia un po' cóme i grandi. Devo essere invecchiato. 

「動詞句」「主語」┃「動詞句」「補語」 

Può darsi ﾌﾟｵ･ﾀﾞﾙｼ 3 単現･可能性(potére+不定詞)v.h(che) 起こるかもしれない「動詞句」 

   Può darsi che+接続法 「〜かもしれない、おそらく〜だろう」 

che ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                   「主語」 

sia ｼｱ 接・1 単現･推測(èssere)v.i 〜になった                          「動詞」 

un po' cóme i grandi. ｳﾝ･ﾎﾟ･ｺｰﾒ･ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adj. 少し大人みたいに       「補語」 

Devo essere ﾃﾞｰｳﾞｫ･ｴｯｾﾚ 1単現･推量(dovére+不定詞)v.i 〜になったに違いない「動詞句」 

invecchiato. ｲﾝｳﾞｪｯｷｱｰﾄ adj. 年を取った                                   「補語」 

 

V 

 

日ごとに、惑星や、出発や、それに旅行について、何らかのことを知っていった。 

Ogni giórno imparavo qualche còsa sul pianéta, sulla partènza, sul viaggio.  

「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Ogni giórno ｵﾝﾆ･ｼﾞｮｰﾙﾉ adv. 日ごとに                                   「副詞句」 

imparavo ｲﾝﾊﾟﾗｰｳﾞｫ 1 単半(imparare)v.t 知った                            「動詞」 

qualche còsa ｸゎﾙｹ･ｺｰｻ n.f 何らかのことを                              「目的語」 

sul pianéta, ｽﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. 惑星について                                「副詞句」 

sulla partènza, ｽｯﾗ･ﾊﾟﾙﾃﾝﾂｧ adv. 出発について                           「副詞句」 

sul viaggio. ｽﾙ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｮ adv. 旅行について                              「副詞句」 
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熟考によって分かってきたのだ。 

Veniva da se', per qualche riflessióne.                           「動詞句」「副詞句」 

Veniva da se', ﾍﾞﾆｰﾊﾞ･ﾀﾞ･ｾ 3 単半(venire da sé) 

v.i 当然の結果だった、〜となった                                    「動詞句」 

per qualche riflessióne. ﾍﾟﾙ･ｸゎﾙｹ･ﾘﾌﾚｼｵｰﾈ adv. いくらかの熟考によって   「副詞句」 

 

このようにして、3 日目にバオバブの惨事を知った。 

Fu così che al tèrzo giórno conobbi il dramma dei baobàb.     「動詞」「副詞」「主語」 

Fu ﾌ 3 単遠(èssere)v.i 〜だった                                           「動詞」 

così ｺｼ adv. このように                                                  「副詞」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

al tèrzo giórno ｱﾙ･ﾃｰﾙﾂｫ･ｼﾞｮｰﾙﾉ adv. 3 日目に                       「副詞句」 

conobbi ｺﾉｯﾋﾞ 1 単遠(conóscere)v.t 知った                            「動詞」 

il dramma ｲﾙ･ﾄﾞﾗﾏ n.m 惨事を、悲劇を                            「目的語」 

dei baobàb. ﾃﾞｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adj. バオバブの                  「形容詞句」 

 

今回もまたあの羊のお陰だった。というのは、王子様が深刻な疑念に取りつかれたみたいに、

だしぬけに僕に問いただしたからだ。 

Anche quésta vòlta fu mèrito della pècora, perché bruscaménte il pìccolo prìncipe mi 

interrogò, cóme preso da un grave dùbbio:         「副詞句」「動詞」「補語」「副詞節」 

Anche quésta vòlta ｱﾝｹ･ｸｪｽﾀ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 今回も                          「副詞句」 

fu ﾌ 3 単遠(èssere)v.i 〜だった                                            「動詞」 

mèrito della pècora, ﾒｰﾘﾄ･ﾃﾞｯﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ n.m あの羊のお陰                     「補語」 

   mèrito ﾒｰﾘﾄ n.m 功績、手柄 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. というのは、〜なので                                 「副詞節」 

bruscaménte ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. だしぬけに、いきなり                  「副詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様が                  「主語」 

mi ﾐ pron 僕に                                             「間接目的語」 

interrogò, ｲﾝﾃﾛｺﾞ 3 単遠(interrogare)v.t 問いただした                「動詞」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                       「副詞句」 

preso ﾌﾟﾚｿ 過去分詞･受動(prèndere)v.t 心を奪われた          「動詞」 

da ﾀﾞ prep（動作主）〜によって                           「副詞句」 

un grave dùbbio: ｳﾝ･ｸﾞﾗｰｳﾞｪ･ﾄﾞｩｯﾋﾞｵ n.m 深刻な疑念「目的語」 
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「羊が低木を食べるって、本当なんでしょう？」 

"È pròprio véro che le pècore mangiano gli arbusti?"         《「動詞」「補語」「主語」》 

"È ｴ 3 単現･疑問文(èssere)v.i（確認）〜でしょう？                          「動詞」 

pròprio véro ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ･ｳﾞｪｰﾛ adj. 本当の                                   「補語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

le pècore ﾚ･ﾍﾟｰｺﾚ pl.n.f(pècora) 羊が                                 「主語」 

mangiano ﾏﾝｼﾞｬﾉ 3 複現(mangiare)v.t 食べる                         「動詞」 

gli arbusti?" ﾘ･ｱﾙﾌﾞｽﾃｨ pl.n.m(arbusto) 灌木を                      「目的語」 

 

「そうだよ、本当だよ」 

"Si, è véro".                                                            《「応答」》 

"Si, ｼ adv.（肯定）そうだよ                                               「応答」 

è véro". ｴ･ｳﾞｪｰﾛ adv. 本当だよ                                            「応答」 

 

「ああ、それはうれしい」 

"Ah! Sono contènto".                                      《「間投」「動詞」「補語」》 

"Ah! ｱｰ int. ああ                                                        「間投」 

Sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

contènto". ｺﾝﾃﾝﾄ adj. 満足した、うれしい                                  「補語」 

 

羊が低木を食べることがそれほど重要だとは、僕は理解できなかった。 

Non capii perché era così importante che le pècore mangiassero gli arbusti.  

「動詞句」「副詞節」 

Non capii ﾉﾝ･ｶﾋﾟｲ 1 単遠･否定(capire)v.t 理解できなかった                「動詞句」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj.（後から理由を追加する）なぜなら〜なので              「副詞節」 

era ｴﾗ 3 単半･時制の一致(èssere)v.i 〜である                       「動詞」 

così importante ｺｼ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. それほど重要な                   「補語」 

che ｹ conj. 〜ということが                                        「主語」 

le pècore ﾚ･ﾍﾟｰｺﾚ pl.n.f(pècora) 羊が                          「主語」 

mangiassero ﾏﾝｼﾞｬｯｾﾛ 接・3 複半･時制の一致･推測(mangiare) 

v.t 食べるだろう                                          「動詞」 

gli arbusti. ﾘ･ｱﾙﾌﾞｽﾃｨ pl.n.m(arbusto) 低木を                「目的語」 

 

しかし王子さまは続けて言った： 

Ma il pìccolo prìncipe continuò:                                  Ma「主語」「動詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 
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il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

continuò: ｺﾝﾁﾇｵ 3 単遠(continuare)v.t 続けた                               「動詞」 

 

「それじゃあ、バオバブも食べるんだね？」 

"Allóra mangiano anche i baobàb?"                      《「副詞」「動詞」「目的語」》 

"Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それじゃあ                                            「副詞」 

mangiano ﾏﾝｼﾞｬﾉ 3 複現･確認(mangiare)v.t 食べるんだね                   「動詞」 

anche i baobàb?" ｱﾝｹ･ｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブも                       「目的語」 

 

僕は、バオバブは低木ではなく、教会ほどの巨木だということと、たとえ象の群れを連れて

行っても、たった 1 本のバオバブも食べつくせないことを、王子様に気づかせた。 

Feci osservare al pìccolo prìncipe che i baobàb non sono degli arbusti, ma degli àlberi 

grandi cóme chièse e che se anche non avesse portato con sé una màndria di elefanti, non 

sarebbe venuto a capo di un sólo baobàb.  

「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」e「直接目的語」 

Feci osservare ﾌｪｰﾁ･ｵｯｾﾙｳﾞｧｰﾚ 1 単遠･使役(fare+不定詞)v.t 気づかせた     「動詞句」 

al pìccolo prìncipe ｱﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adv. 王子様に                   「間接目的語」 

   fare+人+不定詞 （人は：不定詞が他動詞なら間接目的語、自動詞なら直接目的語） 

che ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

i baobàb ｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブは                         「主語」 

non sono ﾉﾝ･ｿｰﾉ 3 複現･否定(èssere)v.i 〜でない                「動詞」 

degli arbusti, ﾃﾞｯﾘ･ｱﾙﾌﾞｽﾃｨ pl.n.m(arbusto) 低木               「補語」 

ma ﾏ conj. そうではなくて 

degli àlberi grandi ﾃﾞｯﾘ･ｱｰﾙﾍﾞﾘ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl.n.m(àlbero) 巨木     「補語」 

cóme chièse ｺｰﾒ･ｷｴｰｾﾞ adj.(chièsa) 教会のような      「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

che ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

se anche +接続法 ｾ･ｱﾝｹ conj. たとえ〜しても                 「副詞節」 

non avesse portato con sé ﾉﾝ･ｱｳﾞｪｯｾ･ﾎﾟﾙﾀｰﾄ･ｺﾝ･ｾ 接・3 単半･完了形･仮定(portare) 

v.t(con sé) 連れて行った                           「動詞句」 

non は虚辞（恐れ、疑いを表す動詞の後の従属節の中で） 

una màndria ｳﾅ･ﾏﾝﾄﾞﾘｱ n.f 群れを                    「目的語」 

di elefanti, ﾃﾞｨ･ｴﾚﾌｧﾝﾃｨ adj. 象の            「形容詞句」 

non sarebbe venuto a capo di ﾉﾝ･ｻﾚｯﾍﾞ･ｳﾞｪﾇｰﾄ･ｱ･ｶｰﾎﾟ･ﾃﾞｨ 条・3 単現･完了形･否定･推測 

   (venire a capo di)v.t 〜を解決出来ないだろう              「動詞句」 

un sólo baobàb. ｳﾝ･ｿｰﾛ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m たった 1 本のバオバブを 「目的語」 
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象の群れという思いつきを聞いて、王子さまは笑った。 

L'idea della mandria di elefanti fece rìdere il pìccolo prìncipe:  

「主語」「動詞句」「目的語」 

L'idea ﾘﾃﾞｱ n.f 思いつきは                                               「主語」 

della mandria di elefanti ﾃﾞｯﾗ･ﾏﾝﾄﾞﾘｱ･ﾃﾞｨ･ｴﾚﾌｧﾝﾃｨ 

 adj.（同格）象の群れという                                  「形容詞句」 

fece rìdere ﾌｪｰﾁｪ･ﾘｰﾃﾞﾚ 1 単遠･使役(fare+不定詞)v.t 笑わせた              「動詞句」 

il pìccolo prìncipe: ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様を                       「目的語」 

 

「象を重ねておかないとならないだろうな」 

"Bisognerebbe metterli gli uni su gli altri..."          《「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

"Bisognerebbe metterli ﾋﾞｿﾞﾆｪﾚｯﾍﾞ･ﾒｯﾃﾙ･ﾘ 条・3 単現･非人称･必要(bisognare+不定詞) 

    v.h 象たちを置かなければならないだろう                             「動詞句」 

    仮定文の無い、推測を表す帰結文 

gli uni ﾘ･ｳﾆ pl.pron(uno) 象を                                          「目的語」 

su gli altri..." ｽ･ﾘ･ｱﾙﾄﾘ adv. 別の像の上に                                「副詞句」 

 

しかし、賢明にも指摘した。 

Ma osservò saggiaménte:                                       Ma「動詞」「副詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

osservò ｵｯｾﾙｳﾞｫ 3 単遠(osservare)v.t 指摘した、観察した                    「動詞」 

saggiaménte: ｻｼﾞｬﾒﾝﾃ adv. 賢明に                                         「副詞」 
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接続法の用法 ：  84 / 420 

「バオバブだって、大きくなる前は、小さいんでしょう？」 

"I baobàb prima di diventar grandi cominciano con l'essere pìccoli".  

《「主語」「副詞句」「動詞」「副詞句」》 

"I baobàb ｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブは                                    「主語」 

prima di +不定詞 ﾌﾟﾘｰﾏ･ﾃﾞｨ adv. 〜する前は                             「副詞句」 

diventar ﾃﾞｨｳﾞｪﾝﾀｰﾙ 不定詞(diventare)v.i 〜になる                  「動詞」 

grandi ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adj.pl(grande) 大きい                              「補語」 

cominciano ｺﾐﾝﾁｬﾉ 3 複現(cominciare)v.i 始まる                            「動詞」 

con l'essere pìccoli". ｺﾝ･ﾚｯｾﾚ･ﾋﾟｯｺﾘ adv.（状態）小さい状態で              「副詞句」 

 

「その通り！だけど、どうして君の羊が小さいバオバブを食べることを望むの？」 

"È esatto! Ma perché vuoi che le tue pècore mangino i pìccoli baobàb?"  

《「動詞」「補語」┃Ma「副詞」「動詞」「目的語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                           「動詞」 

esatto! ｴｻﾞｯﾄ adj. 正確な、正しい、（返事として副詞的に）そのとおり       「補語」 

Ma ﾏ conj. だけど 

perché ﾍﾟﾙｹ adv. どうして                                               「副詞」 

vuoi ｳﾞｵｲ 2 単現･疑問文(volére)v.t 望むの？                               「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

le tue pècore ﾚ･ﾄｩｰｴ･ﾍﾟｰｺﾚ pl.n.f(pècora) 君の羊が                  「主語」 

mangino ﾏﾝｼﾞﾉ 接・3 複現(mangiare)v.t 食べる                     「動詞」 

i pìccoli baobàb?" ｲ･ﾋﾟｯｺﾘ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m 小さいバオバブを       「目的語」 

 

接続法の用法 ： 

精神活動を表す「動詞・補語・名詞」を持つ主節に導かれる従属節は、接続法が使われる。 

精神活動を表す動詞の例： 

 

用法：〈（主語+）精神活動を表す動詞（句）+che+接続法〉 

Ci meravigliamo che lui abbia risolto l’affare complicato. 

crédere 思う pensare 考える
suppórre 想像する temére 懸念する
avére paùra 恐れる meravigliarsi 驚く
dolersi 嘆く preoccuparsi 心配する
desiderare 願う preferire 好む
sperare 願う attèndere 期待する
esìgere 要求する fare 〜させる
lasciare 〜させておく
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私たちは、彼が面倒な問題を解決したので驚いている。 

精神活動を表す形容詞・過去分詞の例： 

 

用法：〈（主語+）èssere+精神活動を表す形容詞・過去分詞+che+接続法〉 

Sèi contènto che si sia realizzato il tuo sógno, véro? 

夢が実現して嬉しいだろう？ 

 

精神活動を表す名詞の例： 

 

用法：〈（主に）精神活動を表す名詞+che+接続法（．．．という〜）〉→ 同格 

Abbiamo la ferma convinzióne che égli abbia sbagliato. 

私たちは彼が間違っていたという確信をもっている。 

 

「ほら、分かっているだろう？」と、明らかな事が論じられているかのように、僕に答えた。 

"Be'! Si capisce", mi rispose cóme se si trattasse di una còsa evidènte.  

《「間投」┃「動詞句」》,「間接目的語」「動詞」「副詞節」 

"Be'! ﾍﾞ int.（bène の語尾切断）ほら、さあ                                「間投」 

Si capisce", ｼ･ｶｯﾋﾟｼｪ 3 単現･再帰受動(capirsi)v.pr それは理解されている   「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.t 答えた                              「動詞」 

cóme se +接続法 ｺﾒ･ｾ conj. まるで〜であるかのように                    「副詞節」 

certo 信じている convinto 確信した
meravigliato 驚いた stupito 呆気にとられた
sorpréso びっくりした irritato 苛立った
seccato うんざりした ansióso 心配な
inquièto 不安な contènto 満足した
felice 幸せな lièto 嬉しい
dolènte 悩んでいる spiacènte 遺憾な
grato 感謝している desideróso 切望している
bramóso 熱望している

fatto 事実 impressióne 印象
convinzióne 信念 piacére よろこび
dispiacére 不快、遺憾 meraviglia 驚き
paura 不安、恐れ dubbio 疑い
desidèrio 願望 intenzione 意図
scòpo 目的 richièsta 要求
divièto 禁止 augùrio 祈願
attésa 期待
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si trattasse ｼ･ﾄﾗﾀｯｾ 接・3 単半･再帰受動(trattarsi) 

v.pr(di が) 論じられている                                   「動詞句」 

di una còsa ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ｺｰｻ n.f 事が                                   「主語」 

evidènte. ｴｳﾞｨﾃﾞｰﾝﾃ adj. 明らかな                          「形容詞」 

 

そして、僕が一人でこの問題を解くためには、大きな知的努力が必要だった。 

E mi ci volle un grande sfòrzo d'intelligènza per capire da sólo quésto problèma. 

E「間接目的語」「動詞句」「主語」「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

mi ﾐ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

ci volle ﾁ･ｳﾞｫﾚ 3 単遠･非人称(volerci)v.h が必要だった                    「動詞句」 

un grande sfòrzo d'intelligènza ｳﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ｽﾌｫｰﾙﾂｫ･ﾃﾞｨﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾂｧ 

   n.m 大きな知的努力が                                                 「主語」 

per capire ﾍﾟﾙ･ｶﾋﾟｰﾚ adv. 解くために、理解するために                    「副詞句」 

da sólo ﾀﾞ･ｿｰﾛ adv. 一人で                                       「副詞句」 

quésto problèma. ｸｪｽﾄ･ﾌﾟﾛﾌﾞﾚｰﾏ n.m この問題を                   「目的語」 

 

確かに、王子様の惑星には、すべての惑星と同様に、良い草と悪い草がある。 

Infatti, sul pianéta del pìccolo prìncipe ci sono, cóme su tutti i pianeti, le èrbe buòne e 

quélle cattive.                                 「副詞句」「動詞句」「副詞句」「主語」 

Infatti, ｲﾝﾌｧｯﾃｨ conj. 確かに                                              「副詞」 

sul pianéta del pìccolo prìncipe ｽﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ 

   adv. 王子様の惑星には                                               「副詞句」 

ci sono, ﾁ･ｿｰﾉ 3 複現･存在(esserci)v.i 〜がある                           「動詞句」 

cóme su tutti i pianeti, ｺｰﾒ･ｽ･ﾄｩｯﾃｨ･ｲ･ﾋﾟｱﾈｰﾃｨ 

   adv. すべての惑星上と同様に                                         「副詞句」 

le èrbe ﾚ･ｴｰﾙﾍﾞ pl.n.f(èrba) 草が                                          「主語」 

buòne ﾌﾞｵｰﾈ adj.f.pl(buòno) 良い                                   「形容詞」 

e ｴ conj. そして 

quélle ｸｴｯﾚ pron.f.pl 草が                                                「主語」 

cattive. ｶｯﾃｨｰｳﾞｪ adj.f.pl(cattivo) 悪い                             「形容詞」 

 

従って：良い草の良い種と悪い草の悪い種がある。 

Di conseguenza: dei buòni sémi di èrbe buòne e dei cattivi sémi di èrbe cattive.  

「副詞句」：「主語」e「主語」 

Di conseguenza: ﾃﾞｨ･ｺﾝｾｸﾞｪﾝﾂｧ adv. 従って、結果的に                    「副詞句」 
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  di (in / per) conseguenza ﾃﾞｨ(ｲﾝ / ﾍﾟﾙ) ｺﾝｾｸﾞｪﾝﾂｧ adv. 従って、結果的に 

dei buòni sémi ﾃﾞｲ･ﾌﾞｵｰﾆ･ｾｰﾐ pl.n.m(buòno séme) 良い種が                 「主語」 

   dei は、部分冠詞「いくつかの、いくらかの」 

di èrbe buòne ﾃﾞｨ･ｴｰﾙﾍﾞ･ﾌﾞｵｰﾈ adj.(èrba buòna) 良い草の         「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

dei cattivi sémi ﾃﾞｲ･ｶｯﾃｨｰｳﾞｨ･ｾｰﾐ pl.n.m(cattivo séme) 悪い種が             「主語」 

di èrbe cattive. ﾃﾞｨ･ｴｰﾙﾍﾞ･ｶｯﾃｨｰｳﾞｪ adj.(èrba cattiva) 悪い草の     「形容詞句」 

 

しかし、種は目に見えない。 

Ma i semi sono invisibili.                                Ma「主語」「動詞」「補語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

i semi ｲ･ｾｰﾐ pl.n.m(séme) 種は                                           「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

invisibìli. ｲﾝｳﾞｨｼﾞｰﾋﾞﾘ adv.m.pl(invisìbile) 目に見えない                    「補語」 

 

彼らは、どれか一つの種に、目覚めようという気まぐれがとりつくまで、地面の中の秘密の

場所で眠っている。 

Dormono nel segréto délla tèrra fino a che all'uno o all'altro pigli la fantasìa di 

risvegliarsi.                                                    「動詞」「副詞句」 

Dormono ﾄﾞﾙﾓﾉ 3 複現(dormire)v.i 眠っている                              「動詞」 

nel segréto ﾈﾙ･ｾｸﾞﾚｰﾄ adv. 秘密の場所の中で                             「副詞句」 

délla tèrra ﾃﾞｯﾗ･ﾃｰﾗ adj. 地面の                               「形容詞句」 

fino a che ﾌｨｰﾉ･ｱ･ｹ conj. 〜するまで                                    「副詞節」 

all'uno o all'altro ｱﾙｰﾉ･ｵ･ｱﾗﾙﾄﾛ adv. どれかに                 「間接目的語」 

pigli ﾋﾟﾘ 接・3 単現(pigliare)v.t つかむ、取る                       「動詞」 

la fantasìa ﾗ･ﾌｧﾝﾀｼﾞｰｱ n.f 思い付き、気まぐれ                      「主語」 

di risvegliarsi. ﾃﾞｨ･ﾘｽﾞｳﾞｪﾙﾔﾙｼ 不定詞･同格 

adj. 目覚めるという                                   「形容詞句」 

 

それから背伸びをして、始めはおずおずと太陽の方へ害のない美しい小枝を伸ばしていく。 

Allóra si stira, e sospinge da princìpio timidaménte vèrso il sóle un bèllissimo ramoscèllo 

inoffensivo.                         「副詞」「動詞句」,e「動詞」「副詞句」「目的語」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それから                                               「副詞」 

si stira, ｼ･ｽﾁﾗ 3 単現(stirarsi)v.pr 背伸びをする                          「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

sospinge ｿｽﾋﾟﾝｼﾞｪ 3 単現(sospingere)v.t 伸ばす                             「動詞」 
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da princìpio ﾀﾞ･ﾌﾟﾘﾝﾁｰﾋﾟｵ adv. 始めは                                   「副詞句」 

timidaménte ﾁﾐﾀﾞﾒﾝﾃ adv. おずおずと                                     「副詞」 

vèrso il sóle ｳﾞｪｰﾙｿ･ｲﾙ･ｿｰﾚ adv. 太陽の方へ                              「副詞句」 

un bèllissimo ramoscèllo ｳﾝ･ﾍﾞﾘｯｼﾓ･ﾗﾓｼｪﾛ n.m 美しい小枝を              「目的語」 

inoffensivo. ｲﾉﾌｪﾝｼｳﾞｫ adj. 害のない                             「形容詞」 

 

フランス語版では   ここに、次の文があった 

S’il s’agit d’une brindille de radis ou de rosier, on peut la laisser pousser comme elle veut.  

赤カブや薔薇の木の小枝なら、それが芽を出すままにさせておけば良い。 

 

しかし悪い植物のことならば、それに気づくや否や、すぐに引き抜かねばならない。 

Ma se si tratta di una pianta cattiva, bisógna strapparla sùbito, appéna la si è 

riconosciuta.                                    Ma「副詞節」,「動詞句」「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

si tratta ｼ･ﾄﾗｯﾀ 非人称･3 単現(trattarsi)v.pr(di の) ことである     「動詞句」 
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di una pianta ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ｯﾋﾟｱﾝﾀ adv. 植物の                     「間接目的語」 

cattiva, ｶｯﾃｨｰｳﾞｧ adj.f 悪い                          「形容詞」 

bisógna strapparla ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ･ｽﾄﾗｯﾊﾟﾙ･ﾗ 非人称･3 単現(bisognare+不定詞) 

   v.h それを引き抜かなければならない                                  「動詞句」 

sùbito, ｽｰﾋﾞﾄ adv. すぐに                                                 「副詞」 

appéna ｱｯﾍﾟｰﾅ conj. 〜するやいなや                                    「副詞節」 

la ﾗ pron それを                                               「目的語」 

si è riconosciuta. ｼ･ｴ･ﾘｺﾉﾘｺﾉｼｭｰﾀ 3 単現･完了形(riconoscersi) 

v.pr 気づいた                                                「動詞句」 

 

王子様の惑星には恐ろしい種があった：それはバオバブの種だ。 

C'erano dei terribili sémi sul pianéta del pìccolo prìncipe: erano i sémi dei baobàb.  

「動詞句」「主語」「副詞句」：「動詞」「補語」 

C'erano ﾁｪﾗﾉ 3 複半(esserci)v.i 〜があった                               「動詞句」 

dei terrìbili sémi ﾃﾞｲ･ﾃﾘｰﾋﾞﾘ･ｾｰﾐ pl.n.m(terrìbile séme) 恐ろしい種が        「主語」 

sul pianéta ｽﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. 惑星の上には                                「副詞句」 

del pìccolo prìncipe: ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adj. 王子様の           「形容詞句」 

erano ｴﾗﾉ 3 複半･時制の一致(èssere)v.i 〜である                           「動詞」 

i sémi ｲ･ｾｰﾐ pl.n.m(séme) 種                                             「補語」 

dei baobàb. ﾃﾞｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adj. バオバブの                         「形容詞句」 

 

そこの地面にはそれがはびこっていた。ところが 1 本のバオバブであっても、取り掛かる

のが遅すぎると、もうそれを片付けられなくなる。 

Il suòlo ne era infestato. Óra, un baobàb, se si arriva tròppo tardi, non si riesce più a 

sbarazzarsene.                「主語」「動詞句」┃「副詞句」,「副詞節」,「動詞句」 

Il suòlo ｲﾙ･ｽｵｰﾛ n.m 地面は                                              「主語」 

ne ﾈ adv. そこの                                                   「副詞」 

era infestato. ｴﾗ･ｲﾝﾌｪｽﾀｰﾄ 3 単半･受動(infestare)v.t はびこられていた      「動詞句」 

Óra, ｵｰﾗ conj. ところが 

un baobàb, ｳﾝ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m（譲歩）1 本のバオバブでも                   「副詞句」 

se ｾ conj. もし〜すると                                                「副詞節」 

si arriva ｼ･ｱﾘｳﾞｧ 3 単現(arrivarsi)v.pr やってくる、取り掛かる    「動詞句」 

tròppo tardi, ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾀﾙﾃﾞｨ adv. あまりにも遅く                   「副詞句」 

non si riesce più a sbarazzarsene. ﾉﾝ･ｼ･ﾘｴｼｪ･ﾋﾟｳ･ｱ･ｽﾞﾊﾞﾗﾂｧｰﾙ･ｾ･ﾈ 

   3 単現･成功･否定(riuscirsi a+不定詞+piu) 

   v.pr もうそれを片付けることができない                               「動詞句」 
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惑星を覆いつくして、根で惑星を貫き通す。 

Ingombra tutto il pianéta. Lo trapassa con le sue radici.  

「動詞」「目的語」┃「目的語」「動詞」「副詞句」 

Ingombra ｲﾝｺﾞﾝﾌﾞﾗ 3 単現(ingombrare)v.t いっぱいにする、ふさぐ           「動詞」 

tutto il pianéta. ﾄｩｯﾄ･ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星全体を                         「目的語」 

Lo ﾛ pron 惑星を                                                      「目的語」 

trapassa ﾄﾗﾊﾟｯｻ 3 単現(trapassare)v.t 貫く、貫通する                      「動詞」 

con le sue radici. ｺﾝ･ﾚ･ｽｰｴ･ﾗﾃﾞｨｰﾁ adv.( radice) 根で                      「副詞句」 

 

そしてもしその惑星が小さすぎてバオバブが多すぎる時は、その惑星を破裂させてしまう。 

E se il pianéta è tròppo pìccolo e i baobàb tròppo numerósi, lo fanno scoppiare.  

E「副詞節」,「目的語」「動詞句」 

E ｴ conj. そして 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

il pianéta ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m その惑星が                              「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                     「動詞」 

tròppo pìccolo ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾋﾟｯｺﾛ adj. 小さすぎる                        「補語」 

e ｴ conj. そして 

i baobàb ｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブが                             「主語」 

tròppo numerósi, ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾇﾒﾛｰｼ adj.pl 多すぎる                     「補語」 

lo ﾛ pron 惑星を                                                       「目的語」 

fanno scoppiare. ﾌｧﾝﾉ･ｽｺｯﾋﾟｱｰﾚ 3 複現･使役(fare+不定詞) 

   v.t 破裂させる                                                      「動詞句」 

 

「それは規律の問題なんだ」と、後になって、王子さまは僕によく言っていたものだ。 

"È una questióne di disciplina", mi diceva più tardi il pìccolo prìncipe.   

《「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「副詞句」「主語」 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

una questióne ｳﾅ･ｸｪｽﾁｵｰﾈ n.f 問題                                        「補語」 

di disciplina", ﾃﾞｨ･ﾃﾞｨｼﾌﾟﾘﾅ adj. 規律の                          「形容詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

diceva ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(dire)v.t 言っていた                                「動詞」 

più tardi ﾋﾟｳ･ﾀﾙﾃﾞｨ adv. 後で、後になって                              「副詞句」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 
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「朝の身支度が済んだら、念入りに星の掃除をしなければならないんだ」 

"Quando si ha finito di lavarsi al mattino, bisogna fare con cura la pulizìa del pianéta.  

《「副詞句」,「動詞句」「副詞句」「目的語」》 

"Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj.（条件）〜したら                                  「副詞節」 

si ｼ pron 自分が                                                 「主語」 

ha finito di lavarsi ｱ･ﾌｨﾆｰﾄ･ﾃﾞｨ･ﾗｳﾞｧﾙｼ 3 単現･完了形･終了(finire di+不定詞 lavarsi) 

   v.pr 身支度を終えた                                         「動詞句」 

   lavarsi ﾗｳﾞｧﾙｼ v.pr 自分の体を洗う、整える、身支度をする 

al mattino, ｱﾙ･ﾏｯﾃｨｰﾉ adv. 朝に                                「副詞句」 

bisogna fare ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ･ﾌｧｰﾚ 非人称･三単現(bisognare+不定詞) 

v.h しなければならない                                              「動詞句」 

con cura ｺﾝ･ｸｰﾗ adv. 念入りに                                          「副詞句」 

la pulizìa ﾗ･ﾌﾟﾘﾂｨｰｱ n.f 掃除                                           「目的語」 

del pianéta. ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adj. 星の                              「形容詞句」 

 

「小さい時はとても良く似ているバラの木とバオバブを見分けたらすぐに、きちんとそれ

を引き抜かなければならない。」 

Bisogna costringersi regolarménte a strappare i baobàb appena li si distingue dai rosai 

ai quali assomigliano mólto quando sono pìccoli.   

《「動詞句」「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞節」》 

Bisogna costringersi ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ･ｺｽﾄﾘﾝｼﾞｪﾙｼ 非人称･三単現(bisognare+不定詞 costringersi) 

  v.pr(a+不定詞) かならず〜しなければならない                          「動詞句」 

regolarménte ﾚｺﾞﾗｰﾙﾒﾝﾃ adv. きちんと、規則的に                        「副詞句」 

a strappare ｱ･ｽﾄﾗｯﾊﾟｰﾚ 不定詞 v.t 引き抜く                              「動詞句」 

i baobàb ｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブを                                   「目的語」 

appena ｱｯﾍﾟｰﾅ conj. 〜するとすぐに                                    「副詞節」 

li ﾘ pron それを                                                「目的語」 

si distingue ｼ･ﾃﾞｨｽﾁﾝｸﾞｪ 3 単現(distìnguersi)v.pr 見分ける          「動詞句」 

dai rosai ﾀﾞｲ･ﾛｻﾞｲ adv.(rosàio) バラの木と                        「副詞句」 

ai quali ｱｲ･ｸゎ-ﾘ adj. それに〜する                      「形容詞節」 

assomigliano ｱｯｿﾐﾘﾔﾉ 3 複現(assomigliare)v.i 似ている「動詞」 

mólto ﾓﾙﾄ adv. とても                              「副詞」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するときは                 「副詞節」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である           「動詞」 

pìccoli. ﾋﾟｯｺﾘ adj.pl 小さい                  「補語」 
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「とてもうんざりする仕事だけど、やさしいよ」 

È un lavóro mólto noióso, ma fàcile".                  《「動詞」「補語」,ma「補語」》 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

un lavóro ｳﾝ･ﾗｳﾞｫｰﾛ n.m 仕事                                            「補語」 

mólto noióso, ﾓﾙﾄ･ﾉｲｵｰｿ adj. とてもうんざりする                  「形容詞句」 

ma ﾏ conj. しかし 

fàcile". ﾌｧｰﾁﾚ adj. やさしい                                               「補語」 

 

そしてある日、王子さまは、この考えを僕の国の子供たちの頭によく入れさせるために、美

しいデッサンを描くようにと僕に勧めた。 

E un giórno mi consigliò di fare un bèl diségno per far entrare bène quésta idèa nella 

tèsta dei bambini del mio paése.       E「副詞句」「目的語」「動詞」「補語」「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

un giórno ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. ある日                                         「副詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                        「目的語」 

consigliò ｺﾝｼﾘｵ 3 単遠(consigliare)v.t(di+不定詞 〜するように) 勧めた        「動詞」 

di fare ﾃﾞｨ･ﾌｧｰﾚ 不定詞･mi の動作 v.t（絵を）描く                          「補語」 

un bèl diségno ｳﾝ･ﾍﾞﾙ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ n.m 美しいデッサンを               「目的語」 

   子音で始まる語の前で、bèl ﾍﾞﾙ adj.m(bèllo) 美しい bèi ﾍﾞｲ adj.m.pl 

   s+子音, z, gn, ps などの子音の前では、単数 bèllo, 複数 bègli 

   母音の語の前では、単数 bèll’, 複数 bègli または bèlli 

   名詞の後に置かれるときはすべて、単数 bèllo, 複数 bèlli 

   女性形は単数 bèlla, 複数 bèlle 

per far entrare ﾍﾟﾙ･ﾌｧｰﾙ･ｴﾝﾄﾗｰﾚ 不定詞･目的･使役 adv. 入れさせるために   「副詞句」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. よく、十分に                                      「副詞」 

quésta idèa ｸｪｽﾀ･ｲﾃﾞｰｱ n.f この考えを                           「目的語」 

nella tèsta ﾈｯﾗ･ﾃｽﾀ adv. 頭の中に                                「副詞句」 

dei bambini ﾃﾞｲ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ adj. 子供たちの                「形容詞句」 

del mio paése. ﾃﾞﾙ･ﾐｰｵ･ﾊﾟｴｰｾﾞ adj. ぼくの国の  「形容詞句」 

 

  



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

V 

  93 / 420 

 

 

 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

V 

  94 / 420 

「彼らがいつか旅行をするとしたら」と、僕に言っていた。「この忠告は彼らの役に立つか

もしれない」 

"Se un giórno viaggeranno ", mi diceva, "quésto consiglio gli potrà servire.  

《「副詞節」》, 「間接目的語」「動詞」,《「主語」「間接目的語」「動詞句」》 

"Se ｾ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

un giórno ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. ある日                                 「副詞句」 

viaggeranno ", ｳﾞｨｱｼﾞｪﾗﾝﾉ 3 複未･仮定(viaggare)v.i 旅行するとした  「動詞」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

diceva, ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(dire)v.t 言っていた                               「動詞」 

"quésto consiglio ｸｪｽﾄ･ｺﾝｼﾘｵ n.m この忠告は                               「主語」 

gli ﾘ pron 彼らにとって                                            「間接目的語」 

potrà servire. ﾎﾟﾄﾗ･ｾﾙｳﾞｨｰﾚ 3 単未･推量(potére+不定詞) 

v.i 役に立つかもしれない                                            「動詞句」 

 

「時には、自分の仕事を少しだけ後回しにしても、何も支障がないことがある」 

Qualche vòlta è sènza inconvenienti riméttere a più tardi il pròprio lavóro.  

《「副詞句」「動詞」「補語」「主語」》 

Qualche vòlta ｸゎﾙｹ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 時には、時々                            「副詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

sènza inconvenienti ｾﾝﾂｧ･ｲﾝｺﾝｳﾞｪﾆｴﾝﾃｨ adj. 支障の無い                     「補語」 

riméttere ﾘﾒｯﾃﾚ 不定詞 n. 延期することは                                 「主語」 

a più tardi ｱ･ﾋﾟｳ･ﾀﾙﾃﾞｨ adv. 少し後に                             「副詞句」 

il pròprio lavóro. ｲﾙ･ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ･ﾗｳﾞｫｰﾛ n.m 自分の仕事を             「目的語」 

 

「しかし、バオバブに関わることならば、後回しにすれば必ず大惨事につながる。」 

Ma se si tratta dei baobàb è sèmpre una catastrofe.  《Ma「副詞節」,「動詞」「補語」》 

Ma ﾏ conj. しかし 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

si tratta ｼ･ﾄﾗｯﾀ 非人称･3 単現(trattare)v.h(si tratta di) 〜にかかわる 「動詞句」 

dei baobàb ﾃﾞｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブに                       「間接目的語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

sèmpre ｾﾝﾌﾟﾚ adv. いつでも                                        「副詞」 

una catastrofe. ｳﾅ･ｶﾀｰｽﾄﾛﾌｪ n.f 大惨事、破局                              「補語」 
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「僕は、怠け者が住んでいた惑星を知っている。」 

Ho conosciuto un pianéta abitato da un pigro.                 《「動詞句」「目的語」》 

Ho conosciuto ｵ･ｺﾉｼｭｰﾄ 1 単現･完了形(conóscere)v.t 知っていた            「動詞句」 

un pianéta ｳﾝ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星を                                       「目的語」 

abitato ｱﾋﾞﾀｰﾄ 過去分詞･受動(abitare)adj. 住まれていた          「形容詞句」 

da un pigro. ﾀﾞ･ｳﾝ･ﾋﾟｰｸﾞﾛ adv.（動作主）怠けものによって「副詞句」 

 

「彼はその低木に注意を払わなかったんだ」 

Aveva trascurato gli arbusti..."                                《「動詞句」「目的語」》 

Aveva trascurato ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾄﾗｽｸﾗｰﾄ 3 単半･完了形(trascurare) 

v.t おろそかにしていた                                               「動詞句」 

gli arbusti..." ﾘ･ｱﾙﾌﾞｽﾃｨ pl.n.m(arbusto) その低木を                      「目的語」 

 

それで僕は、王子様の指示に従ってその惑星を描いた。 

E sull'indicazióne del pìccolo prìncipe ho disegnato quel pianéta.  

E「副詞句」「動詞句」「目的語」 

E ｴ conj. それで 

sull'indicazióne del pìccolo prìncipe ｽﾙ･ｲﾝﾃﾞｨｶﾁｵｰﾈ･ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ 

   adv.（方法）王子様の指示に従って                                    「副詞句」 

ho disegnato ｵ･ﾃﾞｨｾﾞﾝﾀｰﾄ 1 単現･完了形(disegnare)v.t 描いた              「動詞句」 

quel pianéta. ｸｪﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m その惑星を                                「目的語」 

 

僕は道徳家の論調で話すのは好きではない。 

Non mi piace prèndere il tòno del moralista. 「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「主語」 

Non ...piace ﾉﾝ...ﾋﾟｱ-ﾁｪ 3 単現･否定(piacére)v.i 気に入らない               「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

prèndere ﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾚ 不定詞 n. 取ることは                                    「主語」 

il tòno ｲﾙ･ﾄｰﾉ n.m 論調を                                         「目的語」 

del moralista. ﾃﾞﾙ･ﾓﾗﾘｽﾀ adj. 道徳家の                    「形容詞句」 

 

「しかしバオバブの危険はあまり知られていないし、惑星で道に迷った人が侵すかもしれ

ない危険はあまりにも大きいので、今回だけは例外を設けた」 

Ma il perìcolo dei baobàb è così pòco conosciuto, e i rìschi che correrebbe chi si smarrisse 

su un asteròide, così gravi, che una vòlta tanto ho fatto eccezióne.  

《Ma「主語」「動詞」「補語」,e「主語」「補語」,che「副詞句」「動詞句」「目的語」》 

Ma ﾏ conj. しかし 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

V 

  96 / 420 

il perìcolo ｲﾙ･ﾍﾟﾘｰｺﾛ n.m 危険は                                          「主語」 

dei baobàb ﾃﾞｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adj. バオバブの                          「形容詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

così pòco conosciuto, ｺｼ･ﾎﾟｺ･ｺﾉｼｭｰﾄ adj. あまり知られていない              「補語」 

e ｴ conj. そして 

i rìschi ｲ･ﾘｽｷ pl.n.m(rìschio) 危険は                                       「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

correrebbe ｺｯﾚﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･推測(córrere) 

v.t（危険を）冒すかもしれない                          「動詞」 

chi ｷ pron（主語）〜する人が                             「主語」 

si smarrisse ｼ･ｽﾞﾏﾘｯｾ 接・3 単半･仮定(smarrirsi) 

v.pr 道に迷った                                「動詞句」 

su un asteròide, ｽ･ｳﾝ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ adv. 惑星で          「副詞句」 

così gravi, ｺｼ･ｸﾞﾗｰｳﾞｨ adj. あまりにも大きい                              「補語」 

che ｹ conj.（così...che あまりにも〜なので）それで〜する 

una vòlta tanto ｹ･ｳﾅ･ｳﾞｫﾙﾀ･ﾀﾝﾄ adv. 一度だけ                            「副詞句」 

   una vòlta tanto 「時々、時たま、今度だけ、1 回だけ」 

ho fatto ｵ･ﾌｧｯﾄ 1 単現･完了形(fare)v.t 作った                             「動詞句」 

eccezióne. ｴﾁｪｯﾂｨｵｰﾈ n.f 例外を                                         「目的語」 

 

「そして、言おう：《子供たちよ！バオバブに注意するんだよ！》」 

E dico: "Bambini! Fate attenzióne ai baobàb!"  

《E「動詞」：“「呼びかけ」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」”》 

E ｴ conj. そして 

dico: ﾃﾞｨｺ 1 単現･意思(dire)v.t 言おう                                     「動詞」 

"Bambini! ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ pl.n.m 子供たちよ！                               「呼びかけ」 

Fate ﾌｧｰﾃ 命・2 複現(fare)v.t 〜しなさい                                  「動詞」 

attenzióne ｱｯﾃﾝﾂｨｵｰﾈ n.f 注意を                                    「直接目的語」 

ai baobàb!" ｱｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブに                              「間接目的語」 

 

そして、長い間しっかりと教えられることなく、僕自身と同様にそのことを知らないでいた

危険を僕の友達に知らせるために、僕はこのデッサンに十分な時間をかけたんだ。 

E per avvertire i miei amici di un perìcolo che hanno sèmpre sfiorato, cóme me stésso, 

sènza conóscerlo, ho tanto lavorato a quésto diségno.  

E「副詞句」,「動詞句」「間接目的語」 

E ｴ conj. そして 
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per avvertire ﾍﾟﾙ･ｱｯｳﾞｪﾙﾁｰﾚ adv.（目的）知らせるために                   「副詞句」 

i miei amici ｲ･ﾐｴｲ･ｱﾐｰﾁ pl.n.m 僕の友達に                     「間接目的語」 

di un perìcolo ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾍﾟﾘｰｺﾛ n.m 危険を                       「直接目的語」 

   avvertire qlcu. di ql.co 「人に何を知らせる」 

   avvertire un amico di un perìcolo 「友に危険を知らせる」 

che ｹ pron（同格）〜という                          「形容詞節」 

hanno sèmpre sfiorato, ｱﾝﾉ･ｾﾝﾌﾟﾚ･ｽﾌｨｵﾗｰﾄ 3 複現･完了形(sfiorare) 

   v.t ずっと軽く触れてきた                   「動詞句」 

   動詞が三人称複数で不特定の主語なので、工夫して受動態に翻訳する 

cóme me stésso, ｺﾒ･ﾒ･ｽﾃｯｿ adv. 僕自身と同様に 「副詞句」 

sènza conóscerlo, ｾﾝﾂｧ･ｺﾉｼｪﾙ･ﾛ 

 adv. それを知らずに                        「副詞句」 

ho tanto lavorato ｵ･ﾀﾝﾄ･ﾗｳﾞｫﾗｰﾄ 1単現･完了形(lavorare)v.i 十分な時間をかけた「動詞句」 

a quésto diségno. ｱ･ｸｪｽﾄ･ﾃﾞｨｾﾝﾆｮ adv. このデッサンに                 「間接目的語」 

 

僕が与えた教訓は、労力にふさわしかった。 

La lezióne che davo, giustificava la fatica.                  「主語」「動詞」「目的語」 

La lezióne ﾗ･ﾚﾂｨｵｰﾈ n.f 教訓は                                            「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

davo, ﾀﾞｳﾞｫ 1 単半(dare)v.t 与えた                          「動詞」 

giustificava ｼﾞｭｽﾃｨﾌｨｶｰｳﾞｧ 3 単半(giustificare)v.t 正しいとした              「動詞」 

la fatica. ﾗ･ﾌｧﾃｨｰｶ n.f 苦労、骨折り、努力                               「目的語」 

 

おそらく君たちは僕に尋ねるだろう：どうしてこの本には、あのバオバブと同じくらい立派

なデッサンが他にはないの？と。 

Vói mi domanderete fórse:  Perché non ci sono in quésto libro altri disegni altrettanto 

grandiósi cóme quéllo dei baobàb?  

「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞」：「副詞」「動詞句」「副詞句」「主語」 

Vói ｳﾞｫｰｲ pron 君たちは                                                 「主語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

domanderete ﾄﾞﾏﾝﾃﾞﾚｰﾃ 2 複未･推量(domandare)v.t 尋ねるだろう            「動詞」 

fórse:  ﾌｫｰﾙｾ adv. おそらく、たぶん                                       「副詞」 

Perché ﾍﾟﾙｹ adv. どうして                                               「副詞」 

non ci sono ﾉﾝ･ﾁ･ｿｰﾉ 3 複現･存在･否定(esserci)v.i 〜がない                「動詞句」 

in quésto libro ｲﾝ･ｸｪｽﾄ･ﾘｰｳﾞﾛ adv. この本には                            「副詞句」 

altri disegni ｱﾙﾄﾘ･ﾃﾞｨｾｰﾆ pl.n.m ほかのデッサンが                         「主語」 
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altrettanto grandiósi ｱﾙﾄﾚｯﾀﾝﾄ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨｵｰｼ 

 adj.m.pl 同じくらい立派な                                   「形容詞句」 

cóme quéllo dei baobàb? ｺﾒ･ｸｪｯﾛ･ﾃﾞｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ 

 adv. あのバオバブみたいに                            「副詞句」 

 

答えはとても単純だ。 

La rispósta è mólto sémplice:                                「主語」「動詞」「補語」 

La rispósta ﾗ･ﾘｽﾎﾟｰｽﾀ n.f 答えは                                          「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

mólto sémplice: ﾓﾙﾄ･ｾﾝﾌﾟﾘﾁｪ adj. とても単純な                             「補語」 

 

努力してみたんだけれど、うまくできなかったんだ。 

Ho cercato di farne uno, ma non ci sono riuscito.  

「動詞句」「目的語」,ma「動詞句」「主語」 

Ho cercato di farne ｵ･ﾁｪﾙｶｰﾄ･ﾃﾞｨ･ﾌｧｰﾙ･ﾈ 1 単現･完了形･努力(cercare di+不定詞) 

   v.t そのように努力してみた                                          「動詞句」 

uno, ｳﾉ pron デッサンを                                               「目的語」 

ma ﾏ conj. しかし 

non ci sono ﾉﾝ･ﾁ･ｿｰﾉ 3 複現･存在･否定(esserci)v.i 〜がない                「動詞句」 

riuscito. ﾘｳｯｼｰﾄ adj., pron 成功したデッサンが                             「主語」 

 

僕がバオバブをデッサンした時は、緊急事態の感情で興奮していたんだ。 

Quando ho disegnato i baobàb èro animato dal sentiménto dell'urgènza. 

「副詞節」,「動詞」「補語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時は                                        「副詞節」 

ho disegnato ｵ･ﾃﾞｨｾﾆｬｰﾄ 1 単現･完了形(disegnare)v.t デッサンした 「動詞句」 

i baobàb ｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブを                           「目的語」 

èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

animato ｱﾆﾏｰﾄ adj. 活気のある                                           「補語」 

dal sentiménto ﾀﾞﾙ･ｾﾝﾁﾒﾝﾄ adv.（原因）〜の感情で                 「副詞句」 

dell'urgènza. ﾃﾞﾙﾙｼﾞｪﾝﾂｧ adj. 緊急の                     「形容詞句」 
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VI 

 

 

ああ、王子様！僕は少しずつ君の憂鬱な短い人生のことが理解できるようになってきた。 

Oh, pìccolo prìncipe, ho capito a poco a poco la tua pìccola vita malincònica.  

「感嘆」,「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Oh, pìccolo prìncipe, ｵｰ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ int. ああ、王子様                    「感嘆」 

ho capito ｵ･ｶﾋﾟｰﾄ 1 単現･完了形(capire)v.t 理解した                      「動詞句」 

a poco a poco ｱ･ﾎﾟｺ･ｱ･ﾎﾟｺ adv. しだいに、少しずつ、ぼつぼつ             「副詞句」 

la tua pìccola vita ﾗ･ﾄｫｳｰｱ･ﾋﾟｯｺﾗ･ｳﾞｨｰﾀ n.f 君の短い人生を                「目的語」 

   pìccola ﾋﾟｯｺﾗ adj.f(pìccolo) 小さい、（時間が）短い vita ｳﾞｨｰﾀ n.f 人生、生活 

malincònica. ﾏﾘﾝｺｰﾆｶ adj.f(malincònico) 憂鬱な、重苦しい          「形容詞」 

 

長い間、穏やかな日の入りしか、君には気晴らしがなかったんだね。 

Per mólto tèmpo tu non avevi avuto per distrazióne che la dolcézza dei tramónti.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Per mólto tèmpo ﾍﾟﾙ･ﾓﾙﾄ･ﾃﾝﾎﾟ adv. 長い間                               「副詞句」 

   per poco tèmpo ﾍﾟﾙ･ﾎﾟｺ･ﾃﾝﾎﾟ 「少しの間」 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

non avevi avuto ﾉﾝ･ｱｳﾞｪｰｳﾞｨ･s ｳﾞｰﾄ 2 単半･完了形･否定(avére) 

   v.t 持っていなかった、なかった                                      「動詞句」 

per distrazióne ﾍﾟﾙ･ﾃﾞｨｽﾄﾗﾁｵｰﾈ adv.（目的）気晴らしのために             「副詞句」 

che ｹ conj.（non...che）〜しか 
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la dolcézza ﾗ･ﾄﾞﾙﾁｪｯﾂｧ n.f 穏やかさ                                     「目的語」 

dei tramónti. ﾃﾞｲ･ﾄﾗﾓﾝﾃｨ adj.(tramónto) 日の入りの             「形容詞句」 

 

4 日目の朝に、君が僕に次のように言った時、僕はこの新しい事実を知ったんだ： 

Ho appreso quésto nuòvo particolare il quarto giórno, al mattino, quando mi hai detto:  

「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Ho appreso ｵ･ｱﾌﾟﾚｰｿﾞ 1 単現･完了形(apprèndere)v.t 知った、分かった     「動詞句」 

quésto nuòvo particolare ｸｪｽﾄ･ﾇｵｰｳﾞｫ･ﾊﾟﾙﾁｺﾗｰﾚ n.m 詳細、事実           「目的語」 

il quarto giórno, ｲﾙ･ｸゎﾙﾄ･ｼﾞｮｰﾙﾉ adv. 4 日目に                           「副詞句」 

al mattino, ｱﾙ･ﾏｯﾃｨｰﾉ adv. 朝に                                         「副詞句」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するときに                                      「副詞節」 

mi ﾐ pron 僕に                                            「間接目的語」 

hai detto: ｱｲ･ﾃﾞｯﾄ 2 単現･完了形(dire)v.t 言った                  「動詞句」 

 

「僕、日の入りが大好きなんだ。日の入りを見に行こうよ．．．」 

"Mi piacciono tanto i tramónti. Andiamo a vedere un tramónto..."  

《「間接目的語」「動詞」「副詞」┃「動詞句」「目的語」》 

"Mi ﾐ pron 僕にとって                                             「間接目的語」 

piacciono ﾋﾟｱﾁｮﾉ 3 複現(piacére)v.i 好みのものである                       「動詞」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. とても、非常に                                            「副詞」 

   tanto が形容詞ならば、「i tanti tramónti」のように冠詞の次に置かれる 

i tramónti. ｲ･ﾄﾗﾓﾝﾃｨ pl.n.m(tramónto) 日の入りは                          「主語」 

Andiamo a vedere ｱﾝﾃﾞｨｱｰﾓ･ｱ･ｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 1 複現･勧誘(andiamo a+不定詞) 

   v.t 〜を見に行こうよ                                                「動詞句」 

un tramónto..." ｳﾝ･ﾄﾗﾓﾝﾄ n. 日の入りを                                  「目的語」 

 

「でも、待たなくてはいけない．．．」 

"Ma bisogna aspettare..."                                          《Ma「動詞句」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

bisogna aspettare..." ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ･ｱｽﾍﾟｯﾀｰﾚ 非人称・3 単現･必要(bisognare+不定詞) 

   v.h 待たなければならない                                            「動詞句」 

   Bisogna far presto. 早くしなければいけない。 

   Bisogna che tu venga da me. 君は私のところへ来なければいけない。 

  Bisognando, potremmo anche farlo.どうしても御入用なら、私共はそれを致しましょう。 
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「何を待つというの？」 

"Aspettare che?"                                              《「動詞」「目的語」》 

"Aspettare ｱｽﾍﾟｯﾀｰﾚ 不定詞･疑問文 v.t 待つの？                            「動詞」 

che?" ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

 

「日が沈むのを、待つんだよ」 

"Che il sóle tramónti..."                                              《「目的語」》 

"Che +接続法 ｹ conj. 〜ということを（待つ）                            「目的語」 

il sóle ｲﾙ･ｿｰﾚ n.m 太陽が                                         「主語」 

tramonti..." ﾄﾗﾓﾝﾃｨ 接・3 単現･願望(tramontare)v.i 沈む             「動詞」 

 

最初、君はとても驚いた様子をしていた。それから自分自身のことを笑って、僕に言った： 

Da prima hai avuto un'aria mólto sorprésa, e pòi hai riso di te stésso e mi hai detto:  

「副詞句」「動詞句」「目的語」,e「副詞」「動詞句」「間接目的語」 

e「間接目的語」「動詞句」 

Da prima ﾀﾞ･ﾌﾟﾘｰﾏ adv. 最初は、はじめは                               「副詞句」 

hai avuto ｱｲ･ｱｳﾞｰﾄ 2 単現･完了形(avére)v.t（様子を）していた             「動詞句」 

un'aria ｳ･ﾅｰﾘｱ n.f 様子を                                              「目的語」 

mólto sorprésa, ﾓﾙﾄ･ｿﾙﾌﾟﾚｰｻ adj. とても驚いた                 「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

hai riso ｱｲ･ﾘｰｿﾞ 2 単現･完了形(rìdere)v.i 笑った                          「動詞句」 

di te stésso ﾃﾞｨ･ﾃ･ｽﾃｯｿ adv. 自分自身について                        「間接目的語」 

e ｴ conj. そして 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

hai detto: ｱｲ･ﾃﾞｯﾄ 2 単現･完了形(dire)v.t 言った                          「動詞句」 

 

「僕は相変わらず自分の所にいるつもりでいたよ」 

"Mi credo sèmpre a casa mia!..."                         《「動詞句」「副詞」「補語」》 

"Mi credo ﾐ･ｸﾚﾄﾞ 1 単現(credersi)v.pr 自分を〜とみなしている             「動詞句」 

sèmpre ｾﾝﾌﾟﾚ adv. いまだに、今でもやはり                                「副詞」 

a casa mia!..." ｱ･ｶｰｻ･ﾐｰｱ adv. 自分の所に                                  「補語」 

 

確かに、アメリカ合衆国が正午の時、みんなが知っているように、フランスでは日の入りだ。 

Infatti. Quando agli Stati Uniti è mèzzogiórno tutto il mondo sa che il sóle tramonta sulla 

Frància.                            「副詞」┃「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

VI 

フランスとアメリカの時刻：  102 / 420 

Infatti. ｲﾝﾌｧｯﾃｨ conj. 確かに、というのも                                  「副詞」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するときに                                      「副詞節」 

agli Stati Uniti ｱﾘ･ｽﾀｰﾃｨ･ｳﾆｰﾃｨ adv.(a gli ... 〜で) アメリカ合衆国で「副詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                     「動詞」 

mezzogiórno ﾒｯｿﾞｼﾞｮｰﾙﾉ n.m 正午                                 「補語」 

tutto il mondo ﾄｩｯﾄ･ｲﾙ･ﾓﾝﾄﾞ n.m みんなは                                 「主語」 

sa ｻ 3 単現(sapére)v.t 知っている                                         「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

il sóle ｲﾙ･ｿｰﾚ n.m 太陽が                                         「主語」 

tramonta ﾄﾗﾓﾝﾀ 3 単現(tramontare)v.i 沈む                         「動詞」 

sulla Frància. ｽｯﾗ･ﾌﾗｰﾝﾁｬ adv. フランスでは                      「副詞句」 

フランスとアメリカの時刻： 

フランスはワシントン DC よりも 6 時間進んでいるので、夕方の 6 時である。 

 

日の入りを見るためには、1 分でフランスに行ければ十分だろう。 

Basterebbe poter andare in Frància in un minuto per assìstere al tramónto.  

「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

Basterebbe poter andare ﾊﾞｽﾃﾚｯﾍﾞ･ﾎﾟﾃｰﾙ･ｱﾝﾀﾞｰﾚ条・非人称･3 単現･十分･推量 

   (bastare+不定詞 potére+不定詞)v.i(in に) 行ければ十分だろう           「動詞句」 

in Frància ｲﾝ･ﾌﾗﾝﾁｬ adv. フランスに                                「間接目的語」 

in un minuto ｲﾝ･ｳﾝ･ﾐﾇｰﾄ adv. 1 分で                                    「副詞句」 

per assìstere ﾍﾟﾙ･ｱｯｼｽﾃﾚ 不定詞･目的 v.i(a に) 立ち会う                  「副詞句」 

al tramónto. ｱﾙ･ﾄﾗﾓﾝﾄ adv. 日の入りに                      「間接目的語」 

 

残念ながら、フランスは遠すぎる。 

Sfortunataménte la Frància è tròppo lontana.         「副詞」「主語」「動詞」「補語」 

Sfortunataménte ｽﾌｫﾙﾄｩﾅﾀﾒﾝﾃ adv. 残念ながら、あいにく                   「副詞」 

la Frància ﾗ･ﾌﾗﾝﾁｬ n.f フランスは                                         「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tròppo lontana. ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾛﾝﾀｰﾅ adj.(lontano) 遠すぎる                         「補語」 

 

だが、君の小さな惑星では、椅子を数歩だけ動かせば十分だった。 

Ma sul tuo pìccolo pianéta ti bastava spostare la tua sèdia di qualche passo.  

Ma「副詞句」「間接目的語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

sul tuo pìccolo pianéta ｽﾙ･ﾄｩｰｵ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ 
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 adv.（条件）君の小さい惑星の上ならば                                「副詞句」 

ti ﾁ pron 君にとって                                               「間接目的語」 

bastava spostare ﾊﾞｽﾀｰｳﾞｧ･ｽﾎﾟｽﾀｰﾚ 非人称･3 単半･十分(bastare+不定詞 spostare) 

   v.t 動かせば十分だった                                              「動詞句」 

la tua sèdia ﾗ･ﾄｩｰｱ･ｾｰﾃﾞｨｱ n.f 君の椅子を                               「目的語」 

di qualche passo. ﾃﾞｨ･ｸゎﾙｹ･ﾊﾟｯｿ adv.（差）数歩だけ                     「副詞句」 

 

それで、君は見たいと思うたびに黄昏を眺めていたんだね。 

E guardavi il crepùscolo tutte le vòlte che volevi...       E「動詞」「目的語」「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

guardavi ｸﾞゎﾙﾀﾞｰｳﾞｨ 2 単半(guardare)v.t 眺めていた                       「動詞」 

il crepùscolo ｲﾙ･ｸﾚﾌﾟｰｽｺﾛ n.m たそがれを                                「目的語」 

tutte le vòlte ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ｳﾞｫﾙﾃ adv. 毎回                                    「副詞句」 

che volevi... ｹ･ｳﾞｫﾚｰｳﾞｨ adj. 君が望む                          「形容詞節」 

 

「ある日、僕は日の入りを 43 回見たよ！」 

"Un giórno ho visto il sóle tramontare quarantatre' vòlte!"  

《「副詞句」「動詞句」「目的語」「補語」》 

"Un giórno ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. ある日                                        「副詞句」 

ho visto ｵ･ｳﾞｨｽﾄ 1 単現･完了形･知覚動詞(vedére)v.t 見た                  「動詞句」 

il sóle ｲﾙ･ｿｰﾚ n.m 太陽が                                               「目的語」 

tramontare ﾄﾗﾓﾝﾀｰﾚ 不定詞･il sóle の動作 v.i 沈む                           「補語」 

quarantatre' vòlte!" ｸゎﾗﾝﾀ･ﾄﾚ･ｳﾞｫﾙﾃ adv. 43 回                      「副詞句」 

 

そして、少ししてから、付け加えたね： 

E più tardi hai soggiunto:                                    E「副詞句」「動詞句」 

E ｴ conj. そして 

più tardi ﾋﾟﾕ･ﾀﾙﾃﾞｨ adv. 少ししてから                                    「副詞句」 

hai soggiunto: ｱｲ･ｿｼﾞｭﾝﾄ 2 単現･完了形(soggiùngere)v.t（言葉を）付け加えた「動詞句」 

 

「ねえ、人はとても悲しくなると、日の入りが恋しくなるものでしょう？」 

"Sai... quando si è mólto tristi si amano i tramónti..."  

《「呼びかけ」,「副詞節」,「動詞句」「主語」》 

"Sai... ｻｲ 2 単現(sapére)v.t（相手の注意を引くための前置き）ねえ、おい  「呼びかけ」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

si ｼ pron（3 人称単数動詞と共に）人が                            「主語」 
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è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                     「動詞」 

mólto tristi ﾓﾙﾄ･ﾄﾘｽﾃｨ adj.m.pl とても悲しい                       「補語」 

si amano ｼ･ｱﾏﾉ 3 複現･再帰受動(amarsi)v.pr 愛される                    「動詞句」 

i tramónti..." ｲ･ﾄﾗﾓﾝﾃｨ pl.n.m 日の入りは                                  「主語」 

 

「43 回も日の入りを見た日は、君はとても悲しかったんだね？」 

"Il giórno delle quarantatre' vòlte eri tanto triste?"  

《「副詞句」「動詞」「補語」》 

"Il giórno ｲﾙ･ｼﾞｮﾙﾉ n.m その日は                                       「副詞句」 

delle quarantatre' vòlte ﾃﾞｯﾚ･ｸゎﾗﾝﾀ･ﾄﾚ･ｳﾞｫﾙﾃ adj. 43 回の      「形容詞句」 

eri ｴﾘ 2 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

tanto triste?" ﾀﾝﾄ･ﾄﾘｽﾃ adj. とても悲しい                                  「補語」 

 

けれども、王子さまは答えなかった。 

Ma il pìccolo prìncipe non rispose.                             Ma「主語」「動詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

non rispose. ﾉﾝ･ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠･否定(rispóndere)v.i 答えなかった           「動詞句」 

 

 

VII 

 

5 日目に、またしてもあの羊のおかげで、王子様の人生の秘密が僕に明かされた。 

Al quinto giórno, sèmpre grazie alla pècora, mi fu svelato quésto segréto della vita del 

pìccolo prìncipe.                  「副詞句」,「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」 

Al quinto giórno, ｱﾙ･ｸｨﾝﾄ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. 5 日目に                            「副詞句」 

   quinto ｸｨﾝﾄ adj. 5 番目の 

sèmpre ｾﾝﾌﾟﾚ adv. またもや、相変わらず                                  「副詞」 

grazie alla pècora, ｸﾞﾗﾂｨｴ･ｱｯﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ adv. あの羊のおかげで               「副詞句」 

   grazie a... ｸﾞﾗﾂｨｴ･ｱ prep（望ましい原因）〜のおかげで、〜の助力により 

   a causa di... ｱ･ｶｳｻ･ﾃﾞｨ prep（好ましくない原因）〜のせいで 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

fu svelato ﾌ･ｽﾞｳﾞｪﾗｰﾄ 3 単遠･受動(svelare)v.t 明かされた                 「動詞句」 

quésto segréto ｸｪｽﾄ･ｾｸﾞﾚﾄ n.m この秘密が                                「主語」 

della vita ﾃﾞｯﾗ･ｳﾞｨｰﾀ adj. 人生の                                「形容詞句」 

del pìccolo prìncipe. ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adj. 王子様の    「形容詞句」 
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長い間黙々と考え抜いた問題の結論のように、彼は前触れもなくいきなり僕に尋ねた； 

Mi domandò bruscaménte, sènza preàmboli, cóme il frutto di un problèma meditato a 

lungo in silènzio:                        「間接目的語」「動詞」「副詞句」,「副詞句」 

Mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                              「動詞」 

bruscaménte, ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. いきなり、だしぬけに                         「副詞」 

sènza preàmboli, ｾﾝﾂｧ･ﾌﾟﾚｱﾝﾎﾞﾘ adv. 前触れもなく                       「副詞句」 

   preàmboli ﾌﾟﾚｱﾝﾎﾞﾘ pl.n.m(preàmbolo) 前口上、前触れ、前置き、緒言 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                              「副詞句」 

il frutto ｲﾙ･ﾌﾙｯﾄ n.m 結果、成果、果実                           「目的語」 

di un problèma ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾌﾟﾛﾌﾞﾚｰﾏ adj. 問題の             「形容詞句」 

meditato ﾒﾃﾞｨﾀｰﾄ 過去分詞･受動(meditare) 

adj. 熟考された                              「形容詞」 

a lungo ｱ･ﾙﾝｺﾞ adv. 長い間               「副詞句」 

in silènzio: ｲﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ adv. 無言で  「副詞句」 

 

「羊が、もし低木を食べるのなら、花も食べるんでしょう？」 

"Una pècora se mangia gli arbusti, mangia anche i fióri?"  

《「主語」「副詞節」,「動詞」「目的語」》 

"Una pècora ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊は                                            「主語」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

mangia ﾏﾝｼﾞｬ 3 単現(mangiare)v.t 食べる                          「動詞」 

gli arbusti, ﾘ･ｱﾙﾌﾞｽﾃｨ pl.n.m(arbusto) 低木を                    「目的語」 

   gli ﾘ 冠詞（母音または s+子音、z, gn, ps, x, i, j, y で始まる男性複数名詞） 

mangia ﾏﾝｼﾞｬ 3 単現･疑問文(mangiare)v.t 食べるでしょう？                「動詞」 

anche i fióri?" ｱﾝｹ･ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m(fióre) 花も                            「目的語」 

   i ｲ 冠詞（子音または s+子音、z, gn, ps, x, i, j, y 以外で始まる男性複数名詞） 

 

「羊は、低木だろうが花だろうが、見つけたものは何でも食べるよ」 

"Una pècora mangia tutto quéllo che trova".              《「主語」「動詞」「目的語」》 

"Una pècora ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊は                                            「主語」 

mangia ﾏﾝｼﾞｬ 3 単現(mangiare)v.t 食べる                                  「動詞」 

tutto quéllo ﾄｩｯﾄ･ｸｪｯﾛ pron(arbusto と fióre の代用) すべてのものを       「目的語」 

che trova". ｹ･ﾄﾛｰｳﾞｧ adj. 見つけた                            「形容詞節」 
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「とげのある花も？」 

"Anche i fióri che hanno le spine?"                                     《「目的語」》 

"Anche i fióri ｱﾝｹ･ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m 花も？                                「目的語」 

che hanno le spine?" ｹ･ｱﾝﾉ･ﾚ･ｽﾋﾟｰﾈ adj. とげのある            「形容詞節」 

   spine ｽﾋﾟｰﾈ pl.n.f(spina) とげ、（複数で）イバラ 

 

「そうだよ、とげのある花も」 

"Si. Anche i fióri che hanno le spine".                                     《「応答」》 

"Si. ｼ adv. そうだよ                                                      「応答」 

Anche i fióri che hanno le spine". ｱﾝｹ･ｲ･ﾌｨｵｰﾘ･ｹ･ｱﾝﾉ･ﾚ･ｽﾋﾟｰﾈ 

   pl.n.m とげのある花も                                                 「応答」 

 

「だけどそれじゃあ、とげは何の役に立つの？」 

"Ma allóra le spine a che còsa servono?"   《Ma「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それじゃあ                                             「副詞」 

le spine ﾚ･ｽﾋﾟｰﾈ pl.n.f とげは                                             「主語」 

a che còsa ｱ･ｹ･ｺｰｻ adv. 何のために                                  「間接目的語」 

servono?" ｾﾙｳﾞｫﾉ 3 複現(servire)v.i 役に立つ                               「動詞」 

 

僕はそれを知らなかった。 

Non lo sapevo.                                       「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Non ...sapevo. ﾉﾝ...ｻﾍﾟｰｳﾞｫ 1 単半･否定(sapére)v.t 知らなかった            「動詞句」 

lo ﾛ pron                                                              「目的語」 

 

僕はこの時、エンジンの固く締まりすぎたボルトを緩めようとするのに大忙しだった。 

Èro in quel momento occupatissimo a cercare di svitare un bullóne tròppo strétto del mio 

motóre.                                                 「動詞」「副詞句」「補語」 

Èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

in quel momento ｲﾝ･ｸｪﾙ･ﾓﾒﾝﾄ adv. この時                               「副詞句」 

occupatissimo ｵｯｸﾊﾟﾃｨｯｼﾓ adj.（最上級）(a+不定詞 〜するのに) 大忙しの    「補語」 

a cercare di svitare ｱ･ﾁｪﾙｶｰﾚ･ﾃﾞｨ･ｽﾞｳﾞｨﾀｰﾚ 不定詞･努力･原因 

   v.t 〜を緩めようとするのに                                     「副詞句」 

un bullóne ｳﾝ･ﾌﾞﾛｰﾈ n.m ボルトを                           「目的語」 

tròppo strétto ﾄﾛｯﾎﾟ･ｽﾄﾚｯﾄ adj. きつく締まりすぎた   「形容詞句」 

del mio motóre. ﾃﾞﾙ･ﾐｰｵ･ﾓﾄｰﾚ adj. エンジンの「形容詞句」 
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僕は心配だった。というのは、故障が非常に深刻だとわかり始めてきた上に、水を使い切っ

てしまったので、最悪の事態が心配になったのだ。 

Èro preoccupato perché la mia panne cominciava ad apparirmi mólto grave e l'àcqua da 

bére che si consumava mi faceva temere il peggio.           「動詞」「補語」「副詞節」 

Èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

preoccupato ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟｰﾄ adj. 心配な                                        「補語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. というのは〜である                                   「副詞節」 

la mia panne ﾗ･ﾐｰｱ･ﾊﾟﾝﾈ n.f(= panna) 故障は                       「主語」 

cominciava ad apparirmi ｺﾐﾝﾁｬｳﾞｧ･ｱﾄﾞ･ｱﾊﾟﾘﾙﾐ 3 単半･開始(cominciare a+不定詞) 

   v.i 僕に姿を現し始めた、僕はわかり始めた                     「動詞句」 

mólto grave ﾓﾙﾄ･ｸﾞﾗｰｳﾞｪ adj. 非常に深刻な                        「補語」 

e ｴ conj. そして 

l'àcqua da bére ﾗｯｸゎ･ﾀﾞ･ﾍﾞｰﾚ n.f 飲み水が                        「主語」 

   àcqua ﾗｯｸゎ n.f 水 

che si consumava ｹ･ｼ･ｺﾝｽﾏｰｳﾞｧ adj. 使い切ってしまった   「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕に                                               「目的語」 

faceva ﾌｧﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半･使役(fare)v.t 〜させた                     「動詞」 

temere ﾃﾒｰﾚ 不定詞･mi の動作 v.t 心配する                        「補語」 

il peggio. ｲﾙ･ﾍﾟｯｼﾞｮ n.m 最悪の事態を                     「目的語」 

 

「とげは何の役に立つの？」 

"Le spine a che còsa servono?"                       《「主語」「間接目的語」「動詞」》 

"Le spine ﾚ･ｽﾋﾟｰﾈ pl.n.f(spina) とげは                                     「主語」 

a che còsa ｱ･ｹ･ｺｰｻ adv. 何に                                        「間接目的語」 

servono?" ｾﾙｳﾞｫﾉ 3 複現(servire)v.i(a に) 役に立つ                          「動詞」 

 

王子さまは、一度質問をすると決して諦めなかった。 

Il pìccolo prìncipe non rinunciava mai a una domanda che aveva fatta.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

non rinunciava mai ﾉﾝ･ﾘﾇﾝﾁｬｰｳﾞｧ･ﾏｰｲ 3 単半･否定(rinunciare) 

v.i(a を) 決してあきらめなかった                                     「動詞句」 

a una domanda ｱ･ｳﾅ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞ n.f 質問を                              「間接目的語」 

che ｹ pron（domanda の代用）（目的語）〜する             「形容詞節」 

aveva fatta. ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾌｧｯﾀ 3 単半･完了形.f(fare) 
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v.t（行為を）した                                「動詞句」 

   domanda（女性単数）が過去分詞の前に置かれているので、性･数一致 

   domanda は rinunciava の「間接目的語」であり、aveva fatta の「直接目的語」 

 

僕はボルトのことで苛々していたので、いいかげんに答えた。 

Èro irritato per il mio bullóne e risposi a casàccio:  

「動詞」「補語」e「動詞」「副詞句」 

Èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                           「動詞」 

irritato ｲﾘﾀｰﾄ adj. 苛々した                                              「補語」 

per il mio bullóne ﾍﾟﾙ･ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾌﾞｯﾛｰﾈ adv. ボルトのことで           「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

risposi ﾘｽﾎﾟｰｼﾞ 1 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

a casàccio: ｱ･ｶｻﾞｰﾁｮ adv. いいかげんに、でたらめに                      「副詞句」 

 

「とげは何の役にも立たない。それは花の全くの意地悪だよ」 

"Le spine non servono a niènte, è pura cattivèria da parte dei fióri".  

《「主語」「動詞」「間接目的語」, 「動詞」「補語」》 

"Le spine ﾚ･ｽﾋﾟｰﾈ pl.n.f(spina) とげは                                     「主語」 

non servono ﾉﾝ･ｾﾙｳﾞｫﾉ 3 複現･否定(servire)v.i(a に) 役に立たない            「動詞」 

a niènte, ｱ･ﾆｴﾝﾃ adv. 何にも〜ない                                  「間接目的語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

pura cattivèria ﾌﾟｰﾗ･ｶｯﾃｨｳﾞｪｰﾘｱ n.f 全くの意地悪                          「補語」 

   pura ﾌﾟｰﾗ adj.f(puro) 全くの 

da parte dei fióri". ﾀﾞ･ﾊﾟﾙﾃ･ﾃﾞｲ･ﾌｨｵｰﾘ adj. 花の側の               「形容詞句」 

 

「ああ！」 

"Oh!"                                                                  《「感嘆」》 

"Oh!" ｵｰ int. ああ                                                       「感嘆」 

 

しかし、少し黙った後で、ある種の恨みを含んだ顔つきで僕に言った： 

Ma dópo un silènzio mi gettò in viso con una spècie di rancóre:  

Ma「副詞句」「間接目的語」「動詞」「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

dópo ﾁﾞｰﾎﾟ prep（時間）〜の後で                                       「副詞句」 

un silènzio ｳﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ n.m 沈黙                                 「目的語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 
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gettò ｼﾞｪｯﾄ 3 単遠(gettare)v.t（言葉を）浴びせた                           「動詞」 

in viso ｲﾝ･ｳﾞｨｰｿﾞ adv.（手段）顔つきで                                  「副詞句」 

con una spècie di rancóre:  ｺﾝ･ｳﾅ･ｽﾍﾟｰﾁｪ･ﾃﾞｨ･ﾗﾝｺｰﾚ 

 adv. ある種の恨みを含んだ                                    「副詞句」 

  una specie di... 「〜のようなもの、〜に似たもの」rancóre ﾗﾝｺｰﾚ n.m 恨み 

 

「君は信用できないよ！花はかよわいんだ。無邪気なんだ」 

"Non ti credo! I fióri sono déboli. Sono ingènui.  

《「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

"Non ...credo! ﾉﾝ...ｸﾚﾄﾞ 1 単現･否定(crédere)v.t 信じない                   「動詞句」 

ti ﾁ pron 君を                                                         「目的語」 

I fióri ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m(fióre) 花は                                          「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

déboli. ﾃﾞｰﾎﾞﾘ adj.m.pl(débole) 弱い                                       「補語」 

Sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

ingènui. ｲﾝｼﾞｪｰﾇｲ adj.m.pl(ingènuo) 純真な、無邪気な                      「補語」 

 

「出来るだけ安心しようとしているんだ。棘で、自分たちは恐ろしいのだと思っているんだ」 

Si rassicurano cóme possono. Si credono terrìbili con le loro spine..."  

《「目的語」「動詞」「副詞節」┃「動詞句」「補語」》 

Si ｼ pron 自分たちを                                                  「目的語」 

rassicurano ﾗｯｼｸﾗﾉ 3 複現(rassicurare)v.t 安心させている                   「動詞」 

cóme possono. ｺﾒ･ﾎﾟｯｿﾉ adv. できるだけ                                 「副詞節」 

Si credono ｼ･ｸﾚﾄﾞﾉ 3 複現(credersi)v.pr 自分たちが〜だと思っている       「動詞句」 

terrìbili ﾃﾘｰﾋﾞﾚ adj.m.pl(terrìbile) 恐ろしい                                「補語」 

con le loro spine..." ｺﾝ･ﾚ･ﾛｰﾛ･ｽﾋﾟｰﾈ adv.（手段）とげによって        「副詞句」 

 

僕は答えなかった。その瞬間、僕は心の中で思った。 

Non risposi. In quel moménto mi dicevo:            「動詞句」┃「副詞句」「動詞句」 

Non risposi. ﾉﾝ･ﾘｽﾎﾟｰｼﾞ 1 単遠･否定(rispóndere)v.i 答えなかった          「動詞句」 

In quel moménto ｲﾝ･ｸｪﾙ･ﾓﾒﾝﾄ adv. その瞬間                             「副詞句」 

mi dicevo: ﾐ･ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｫ 1 単半(dirsi)v.pr 心の中で思った                   「動詞句」 
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「もしこのボルトが、まだ言うことを聞かないのならば、ハンマーの一撃でそれをたたき飛

ばしてやろう」 

"Se quésto bullóne resiste ancóra, lo farò saltare con un cólpo di martèllo".  

《「副詞節」,「目的語」「動詞句」「補語」「副詞句」》 

"Se ｾ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

quésto bullóne ｸｪｽﾄ･ﾌﾞﾛｰﾈ n.m このボルトが                       「主語」 

resiste ﾚｼﾞｽﾃ 3 単現(resìstere)v.i 逆らう、抵抗する                  「動詞」 

ancóra, ｱﾝｺｰﾗ adv. まだ                                           「副詞」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

farò ﾌｧﾛ 1 単未･意思･使役(fare)v.t(SVO+不定詞) 〜させてやろう           「動詞句」 

saltare ｻﾙﾀｰﾚ 不定詞･lo の動作 v.i 跳ぶ                                    「補語」 

con un cólpo ｺﾝ･ｳﾝ･ｺｰﾙﾎﾟ adv.（手段）一撃で                            「副詞句」 

di martèllo". ﾃﾞｨ･ﾏﾙﾃｰﾛ adj. ハンマーの                        「形容詞句」 

 

王子さまはまた僕の瞑想の邪魔をした。 

Il pìccolo prìncipe disturbò di nuòvo le mie riflessioni. 「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

disturbò ﾃﾞｨｽﾄｩﾙﾎﾞ 3 単遠(disturbare)v.t 邪魔をした                        「動詞」 

di nuòvo ﾃﾞｨ･ﾇｵｳﾞｫ adv. もう一度                                       「副詞句」 

le mie riflessioni. ﾚ･ﾐｴｲ･ﾘﾌﾚｯｼｫｰﾆ pl.n.f 僕の瞑想を                       「目的語」 

 

「それで、君は思っているんだろう？花というものが．．．」 

"E tu credi, tu, che i fióri..."                          《E「主語」「動詞」「目的語」》 

"E ｴ conj. そして 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

credi, ｸﾚﾃﾞｨ 2 単現(crédere)v.t 思っている                                 「動詞」 

tu, ﾄｩ pron 君は                                                        「主語」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

i fióri..." ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m(fióre) 花というものが                      「主語」 

 

「違う！違う！僕は何とも思っていない！僕は適当に答えただけだよ。僕は真面目な事で

忙しいんだよ！」 

"Ma no! Ma no! Non credo niènte! Ho risposto una còsa qualsìasi. Mi occupo di còse sèrie, 

io!"  

《「応答」┃「動詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「間接目的語」「主語」》 

"Ma no! Ma no! ﾏ･ﾉ･ﾏ･ﾉ adv. 違う、違う                                   「応答」 
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Non credo ﾉﾝ･ｸﾚﾄﾞ 1 単現･否定(crédere)v.t 思っていない                    「動詞」 

niènte! ﾆｴﾝﾃ pron 何も〜ない                                           「目的語」 

Ho risposto ｵ･ﾘｽﾎﾟｽﾄ 1 単現･完了形(rispóndere)v.t 答えた                 「動詞句」 

una còsa ｳﾅ･ｺｰｻ n.f あることを                                         「目的語」 

qualsìasi. ｸゎﾙｼｰｱｼ adj. どうでもよい                            「形容詞」 

Mi occupo ﾐ･ｵｸﾎﾟ 1 単現(occuparsi)v.pr(di に) 従事している、〜で忙しい   「動詞句」 

di còse ﾃﾞｨ･ｺｰｾ adv. 事に                                           「間接目的語」 

sèrie, ｾｰﾘｴ adj.f.pl(sèrio) まじめな、重大な                    「形容詞」 

io!" ｲｰｵ pron 僕は                                                       「主語」 

 

彼は、呆気に取られて僕をじっと見つめた。 

Mi guardò stupefatto.                                    「目的語」「動詞」「副詞」 

Mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

guardò ｸﾞゎﾙﾄﾞ 3 単遠(guardare)v.t じっと見つめた                        「動詞」 

stupefatto. ｽﾄｩﾌｪﾌｧｯﾄ 過去分詞･受動(stupefare)adv.（理由）呆気に取られて   「副詞」 

 

「真面目な事だって？」 

"Di còse sèrie!"                                                   《「間接目的語」》 

"Di còse sèrie!" ﾃﾞｨ･ｺｰｾ･ｾｰﾘｴ adv. 真面目な事に！                    「間接目的語」 

 

彼は僕を見ていた。僕は、片手にハンマーを持ち、指はグリースで黒く汚れ、彼にはたい

へん醜く見えるものの上に屈みこんでいた。 

Mi vedeva col martello in mano, le dita nére di sugna, chinato su un oggètto che gli 

sembrava mólto brutto.                                          「目的語」「動詞」 

Mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

vedeva ｳﾞｪﾃﾞｰｳﾞｧ 3 単半(vedére)v.t 見ていた                               「動詞」 

   以下の副詞句はすべて mi の様態を説明するもので、vedere を補足するものではない 

col martello ｺﾙ･ﾏﾙﾃｰﾛ adv.（様態）(con il martello) ハンマーを持った「副詞句」 

in mano, ｲﾝ･ﾏｰﾉ adv. 手に                                「副詞句」 

le dita ﾚ･ﾃﾞｨｰﾀ pl.n.f（様態）(dito) 指をして                      「副詞句」 

nére ﾈｰﾚ adj.f.pl(néro) 黒い                               「形容詞」 

di sugna, ﾃﾞｨ･ｽｰﾆｬ adv.（動作主・原因）グリースで  「副詞句」 

chinato ｷﾅｰﾄ 過去分詞･様態(chinare)adv. 〜に屈みこんで          「副詞句」 

su un oggètto ｽ･ｳﾝ･ｵｼﾞｪｯﾄ adv. 物の上に                 「副詞句」 

che ｹ pron（主語）〜する                      「形容詞節」 

gli ﾘ pron 彼には                   「間接目的語」 
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sembrava ｾﾝﾌﾞﾗｰｳﾞｧ 3 単半(sembrare) 

v.i 〜に見えていた                      「動詞」 

mólto brutto. ﾓﾙﾄ･ﾌﾞﾙｯﾄ adj. たいへん醜い  「補語」 

 

「君は、大人の人みたいな話し方をしている！」 

"Parli cóme i grandi!"                                         《「動詞」「副詞句」》 

"Parli ﾊﾟﾙﾘ 2 単現(parlare)v.i 話している                                  「動詞」 

cóme i grandi!" ｺｰﾒ･ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adv. 大人たちみたいに                     「副詞句」 

 

それを聞いて、僕は少し恥ずかしくなった。それでも、彼は情け容赦なく付け加えた。 

Ne ebbi un po' di vergógna. Ma, sènza pietà, aggiunse:  

「副詞」「動詞」「目的語」┃Ma,「副詞句」「動詞」 

Ne ﾈ adv. それについて、それを聞いて                                    「副詞」 

ebbi ｴｯﾋﾞ 1 単遠(avére)v.t（感情を）持った                                「動詞」 

un po' di ｳﾝ･ﾎﾟ･ﾃﾞｨ adj. 少しの                               「形容詞句」 

vergógna. ｳﾞｪﾙｺﾞｰﾆｬ n.f 恥ずかしさを                                   「目的語」 

Ma, ﾏ conj. しかし 

sènza pietà, ｾﾝﾂｧ･ﾋﾟｴﾀｰ adv. 情け容赦なく                               「副詞句」 

   pietà ﾋﾟｴﾀｰ n.f 哀れみ、同情 

aggiunse: ｱｼﾞｭﾝｾ 3 単遠(aggiùngere)v.i 付け加えた                         「動詞」 

 

「君はなにもかもごっちゃにしている、なにもかもごちゃ混ぜにしている」 

"Tu confondi tutto... tu mescoli tutto!"  

《「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

"Tu ﾄｩ pron 君は                                                        「主語」 

confondi ｺﾝﾌｫﾝﾃﾞｨ 2 単現(confóndere)v.t 混同している、取り違えている      「動詞」 

tutto... ﾄｩｯﾄ pron すべてを                                             「目的語」 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

mescoli ﾒｽｺﾘ 2 単現(mescolare)v.t 混ぜている                              「動詞」 

tutto!" ﾄｩｯﾄ pron すべてを                                             「目的語」 

 

彼は本当に苛立っていた。金色に輝く髪を、風が揺らすままにさせていた。 

Era veraménte irritato. Scuoteva al vènto i suoi capélli dorati.  

「動詞」「補語」┃「動詞」「副詞句」「目的語」 

Era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

veraménte irritato. ｳﾞｪﾗﾒﾝﾃ･ｲﾘﾀｰﾄ adj. 本当に苛立った                     「補語」 
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Scuoteva ｽｸｵﾃｰｳﾞｧ 3 単半(scuòtere)v.t 揺らしていた                        「動詞」 

al vènto ｱﾙ･ｳﾞｪﾝﾄ adv.（対象）風に対して                               「副詞句」 

i suoi capélli ｲ･ｽｵｲ･ｶﾍﾟｯﾘ pl.n.m(capéllo) 髪を                           「目的語」 

dorati. ﾄﾞﾗｰﾃｨ adj.pl 金色の                                     「形容詞」 

 

「僕、深紅色さんがいる惑星を知っているんだ」 

"Io non conosco un pianéta su cui c'è un signór Chermisi.  《「主語」「動詞」「目的語」》 

"Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

non ﾉﾝ adv. 冗語、否定の意味はない 

conosco ｺﾉｽｺ 1 単現(conóscere)v.t 知っている                               「動詞」 

un pianéta ｳﾝ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星を                                       「目的語」 

su cui ｽ･ｸｰｲ adv. その上で〜する                              「形容詞節」 

c'è ﾁｪ 3 単現(esserci)v.i 〜がいる                       「動詞句」 

un signór ｳﾝ･ｼﾆｮｰﾙ adj. 〜さん                 「形容詞句」 

Chermisi. ｹﾙﾐｼﾞ n.m 深紅色                             「主語」 

 

「彼はどんな花の香りもかいだことがないし、1 つの星も眺めたことがなかった。」 

Non ha mai respirato un fióre. Non ha mai guardato una stélla.  

《「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「目的語」》 

Non ha mai respirato ﾉ･ﾅ･ﾏｰｲ･ﾚｽﾋﾟﾗｰﾄ 3 単現･完了形･否定(respirare) 

v.t 香りをかいだことがなかった、呼吸する、吸い込む                  「動詞句」 

un fióre. ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花を                                            「目的語」 

Non ha mai guardato ﾉ･ﾅ･ﾏｰｲ･ｸﾞゎﾙﾀﾞｰﾄ 3 単現･完了形･否定(guardare) 

   v.t 眺めたことがなかった                                            「動詞句」 

una stélla. ｳﾅ･ｽﾃｯﾗ n.f 1 つの星を                                       「目的語」 

 

「彼は誰も愛したことがなかった。足し算以外のことをしないのだ。」 

Non ha mai voluto bène a nessuno. Non fa altro che addizioni.  

《「動詞句」「副詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」》 

Non ha mai voluto ﾉ･ﾅ･ﾏｰｲ･ｳﾞｫﾙｰﾄ 3 単現･完了形･否定(volére) 

   v.t 愛したことがない                                                「動詞句」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. うまく                                                   「副詞」 

a nessuno. ｱ･ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                                    「目的語」 

Non fa ﾉﾝ･ﾌｧ 3 単現･否定(fare)v.t 〜をしない                            「動詞句」 

altro ｱﾙﾄﾛ pron ほかのことを                                           「目的語」 

che addizioni. ｹ･ｱﾃﾞｨﾂｨｵｰﾆ adv.（比較）足し算よりも              「副詞句」 
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「そして君みたいに一日中繰り返している。《おれはまじめな男だ！お

れはまじめな男だ！》そして、傲慢のために膨れ上がっている」 

E tutto il giórno ripete cóme te: <Io sono un uòmo sèrio! Io sono un uòmo sèrio!> e si 

gonfia di orgóglio.  

《E「副詞句」「動詞」「副詞句」：“「主語」「動詞」「補語」┃「主張」”e「動詞句」「副詞句」》 

E ｴ conj. そして 

tutto il giórno ﾄｩｯﾄ･ｲﾙ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. 1 日中                                 「副詞句」 

ripete ﾘﾍﾟﾃ 3 単現(ripètere)v.t 繰り返している                              「動詞」 

cóme te: ｺｰﾒ･ﾃ adv. 君のように                                         「副詞句」 

<Io ｲｰｵ pron おれは                                                     「主語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

un uòmo ｳﾝ･ｳｫｰﾓ n.m 男                                                 「補語」 

sèrio! ｾｰﾘｵ adj. まじめな                                          「形容詞」 

Io sono un uòmo sèrio!> ｲｰｵ･ｿｰﾉ･ｳﾝ･ｳｫｰﾓ･ｾｰﾘｵ n. まじめな男だ！            「主張」 

e ｴ conj. そして 

si gonfia ｼ･ｺﾞﾝﾌｨｱ 3 単現(gonsiarsi)v.pr 膨らんでいる                     「動詞句」 

di orgóglio. ﾃﾞｨ･ｵﾙｺﾞｰﾘｵ adv.（原因）傲慢のために                        「副詞句」 

 

「だけど、あれは人間じゃない。キノコだよ」 

Ma non è un uòmo, è un fungo!"             《Ma「動詞句」「補語」,「動詞」「補語」》 

Ma ﾏ conj. だけど 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                「動詞句」 

un uòmo, ｳﾝ･ｳｵｰﾓ n.m 人間                                              「補語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

un fungo!" ｳﾝ･ﾌﾝｺﾞ n.m キノコ                                           「補語」 
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「なんだって？」 

"Che còsa?"                                                           《「質問」》 

"Che còsa?" ｹ･ｺｰｻ n.f 何？「質問」 

 

「キノコだよ！」 

"Un fungo!"                                                              「応答」 

"Un fungo!" ｳﾝ･ﾌﾝｺﾞ n.m キノコ                                          「応答」 

 

王子さまは、今や、怒りのために真っ青になっていた。 

Il pìccolo prìncipe adèsso era bianco di còllera.         「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

adèsso ｱﾃﾞｯｿ adv. 今では                                                 「副詞」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

bianco ﾋﾞｱﾝｺ adj. 蒼白の、真っ青な、真っ白な                             「補語」 

di còllera. ﾃﾞｨ･ｺｰﾚﾗ adv.（原因）怒りのために                       「副詞句」 

 

「何千年も前からずっと、花たちはとげを作っている」 

"Da migliàia di anni i fióri fabbricano le spine . 《「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」》 

"Da ﾀﾞｰ prep（時間）〜前からずっと                                    「副詞句」 

migliàia di anni ﾐﾘｱｰｲｱ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾆ pl.n.m(anno) 何千年              「目的語」 

  migliàia ﾐﾘｱｰｲｱ pl.n.m(migliàio) 数千（[複]le migliàia） 

i fióri ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m(fióre) 花たちは                                      「主語」 

fabbricano ﾌｧﾌﾞﾘｶﾉ 3 複現(fabbricare)v.t 作っている                        「動詞」 

le spine . ﾚ･ｽﾋﾟｰﾈ pl.n.f(spina) とげを                                   「目的語」 

フランス語版では ： 

何百万年も前から、花はとげを作っている 

Il y a des millions d’années que les fleurs fabriquent des épines. 

スペイン語では、Da milióni di anni...  

 

「何千年も前から、ヒツジはそれでも花を食べている。」 

Da migliaia di anni le pècore mangiano tuttavìa i fióri.  

《「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》 

Da migliaia di anni ﾀﾞｰ･ﾐﾘｱｰｲｱ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾆ adv. 何千年も前から              「副詞句」 

le pècore ﾚ･ﾍﾟｰｺﾚ pl.n.f(pècora) ヒツジは                                  「主語」 

mangiano ﾏﾝｼﾞｬﾉ 3 複現(mangiare)v.t 食べている                          「動詞」 

tuttavìa ﾄｩｯﾀｳﾞｨｰｱ adv.（対立）それでも                                  「副詞」 
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i fióri. ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m(fióre) 花を                                       「目的語」 

 

「それでも、花たちがなんの役にも立たないとげを作るために多大な苦労をしているのは、

どうしてなのかを理解しようとすることが真面目ではないと言うの？」 

E non è una còsa sèria cercare di capire perché i fióri si danno tanto da fare per 

fabbricarsi delle spine che non servono a niènte?        《E「動詞句」「補語」「主語」》 

E ｴ conj. そして、それで、それでも 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定･疑問文(èssere)v.i 〜ではないの？                   「動詞句」 

una còsa sèria ｳﾅ･ｺｰｻ･ｾｰﾘｱ n.f 真面目なこと                               「補語」 

  sèria ｾｰﾘｱ adj.f(sèrio) 真面目な、本気の 

cercare di capire ﾁｪﾙｶｰﾚ･ﾃﾞｨ･ｶﾋﾟｰﾚ 不定詞･努力(cercare di+不定詞) 

  n. 理解しようとすることが                                              「主語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. どうして〜かということを                         「目的語」 

i fióri ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m(fióre) 花たちが                           「主語」 

si danno ｼ･ﾀﾞﾝﾉ 3 複現(darsi)v.pr 自らに与える                「動詞句」 

tanto ﾀﾝﾄ pron 多くのことを                                 「目的語」 

da fare ﾀﾞ･ﾌｧｰﾚ adj. するべき                        「形容詞句」 

per fabbricarsi ﾍﾟﾙ･ﾌｧﾌﾞﾘｶﾙｼ adv.（目的）作るために           「副詞句」 

delle spine ﾃﾞｯﾚ･ｽﾋﾟｰﾈ pl.n.f(spina) とげを              「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                     「形容詞節」 

non servono ﾉﾝ･ｾﾙｳﾞｫﾉ 3 複現(servire) 

v.i(a に) 役に立たない               「動詞句」 

a niènte? ｱ･ﾆｴﾝﾃ adv. なんにも〜ない「間接目的語」 

 

「ヒツジと花の戦争なんて、重要じゃあないと言うの？」 

Non è importante la guerra fra le pècore e i fióri?         《「動詞句」「補語」「主語」》 

Non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定･疑問文(èssere)v.i 〜ではないの？                  「動詞句」 

importante ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な                                         「補語」 

la guerra ﾗ･ｹﾞｯﾗ n.f 戦争は                                              「主語」 

fra ﾌﾗ prep 〜の間の                                             「副詞句」 

le pècore e i fióri? ﾚ･ﾍﾟｰｺﾚ･ｴ･ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m ヒツジと花      「目的語」 

 

太っちょの深紅色さんの足し算よりも、真面目でもないし、大事でもないと言うの？ 

Non è più sèrio e più importante delle addizióni di un grosso signóre rosso?  

「動詞」「補語」 

Non è ﾉ･ﾈ 3 単現･疑問文･否定(èssere)v.i 〜ではないの？                    「動詞」 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

VII 

  117 / 420 

più sèrio ﾋﾟｳ･ｾｰﾘｵ adj. もっと真面目な                                    「補語」 

e ｴ conj. そして 

più importante ﾋﾟｳ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. もっと大事な                            「補語」 

delle addizióni ﾃﾞｯﾚ･ｱﾃﾞｨﾂｨｵｰﾆ adv.（比較）足し算よりも            「副詞句」 

   addizióni ｱﾃﾞｨﾂｨｵｰﾆ pl.n.f(addizióne) 足し算、加法 

di un grosso signóre rosso? ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ｸﾞﾛｯｿ･ｼﾆｮｰﾚ･ﾛｯｿ  

adj.（限定）太っちょの深紅色さんの                    「形容詞句」 

 

そして、もし僕が僕の惑星以外にはどこにも存在しないこの世で唯一の花を知っていて、あ

る朝小さな羊がこんな風に一撃でその花を破壊してしまうかもしれないことを知っていた

としても、それが重要ではないというのか？ 

E se io conosco un fióre unico al mondo, che non esiste da nessuna parte, altro che nel 

mio pianéta, e che una pìccola pècora può distruggere di cólpo, così un mattino, sènza 

rendersi conto di quéllo che fa, non è importante quésto!"  

E「副詞節」,「動詞」「補語」「主語」 

E ｴ conj. そして 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

io ｲｰｵ pron 僕が                                                 「主語」 

conosco ｺﾉｽｺ 1 単現(conóscere)v.t 知っている                       「動詞」 

un fióre ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花を                                      「目的語」 

unico al mondo, ｳﾆｺ･ｱﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adj. この世で唯一の         「形容詞句」 

che ｹ pron（主語）〜する                               「形容詞節」 

non esiste ﾉﾝ･ｴｼﾞｽﾃ 3 単現･否定(esìstere) 

v.i 存在しない                                「動詞句」 

da nessuna parte, ﾀﾞ･ﾈｯｽｰｰﾅ･ﾊﾟﾙﾃ 

 adv. どんな場所にも〜ない、地域              「副詞句」 

altro che ｱﾙﾄﾛ･ｹ conj. 〜以外は           「副詞句」 

nel mio pianéta, ﾈﾙ･ﾐｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ 

 adv. 僕の惑星の中             「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

che ｹ pron（目的語）〜する                              「形容詞節」 

una pìccola pècora ｳﾅ･ﾋﾟｯｺﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 小さな羊が     「主語」 

può distruggere ﾌﾟｵ･ﾃﾞｨｽﾄﾙｯｼﾞｪﾚ 3 単現･可能性(potére+不定詞) 

   v.t 破壊するかもしれない                       「動詞句」 

di cólpo, ﾃﾞｨ･ｺｰﾙﾎﾟ adv.（手段）一撃で             「副詞句」 

così ｺｼ adv. このように                             「副詞」 
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un mattino, ｳﾝ･ﾏｯﾃｨｰﾉ adv. ある朝                 「副詞句」 

sènza +不定詞 ｾﾝﾂｧ adv. 〜しないで                「副詞句」 

rendersi conto di quéllo ﾚﾝﾃﾞﾙｼ･ｺﾝﾄ･ﾃﾞｨ･ｸｪｯﾛ 不定詞 

v.pr そのことを知る                     「動詞句」 

   rendersi conto di ql.co. 何かを知る、納得する 

che fa, ｹ･ﾌｧ adj. 自分がする       「形容詞節」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定･感嘆文(èssere)v.i 〜でないのか！                     「動詞」 

importante ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な                                          「補語」 

quésto!" ｸｪｽﾄ pron これが                                                「主語」 

 

王子さまは顔を赤く染め、それから続けて言った： 

Arrossì, pòi riprese:                                      「動詞」,「副詞」「動詞」 

Arrossì, ｱﾛｯｼ 3 単遠(arrossire)v.i 顔を赤く染めた                           「動詞」 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

riprese: ﾘﾌﾟﾚｰｾﾞ 3 単遠(riprèndere)v.t また話を続けた、再開した            「動詞」 

 

「もし誰かが、何百万、何千万の星の中にたった一つしか存在しない花を愛しているとした

ら、それだけで、その人は星のどれかを眺める時に幸せな気持ちになれる」 

"Se qualcuno ama un fióre, di cui esiste un sólo esemplare in milioni e milioni di stélle, 

quésto basta a farlo felice quando lo guarda.   《「副詞節」,「主語」「動詞句」「補語」》 

"Se ｾ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

qualcuno ｸｧﾙｸｰﾉ pron 誰かが                                     「主語」 

ama ｱﾏ 3 単現(amare)v.t(di を) 愛している                         「動詞」 

un fióre, ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花を                                     「目的語」 

di cui ﾃﾞｨ･ｸｰｲ pron(di+cui) 〜するという花を                     「目的語」 

esiste ｴｼﾞｽﾃ 3 単現(esìstere)v.i 存在する                    「動詞」 

un sólo esemplare ｳﾝ･ｿﾛ･ｴｾﾞﾝﾌﾟﾗｰﾚ 

 n.m たった一つだけの見本が、例                        「主語」 

in milioni e milioni di stélle, ｲﾝ･ﾐﾘｵｰﾆ･ｴ･ﾐﾘｵｰﾆ･ﾃﾞｨ･ｽﾃｯﾚ 

   adv. 何百万、何千万の星の中に                        「副詞句」 

quésto ｸｪｽﾄ pron このことは                                             「主語」 

basta a farlo ﾊﾞｽﾀ･ｱ･ﾌｧｰﾙ･ﾛ 3 単現･十分(bastare a+不定詞 fare+lo) 

   v.t その人を〜にするのに十分である                                  「動詞句」 

   lo は誰かある人を指す 

felice ﾌｪﾘｰﾁｪ adj. 幸せな                                                 「補語」 

quando lo guarda. ｸゎﾝﾄﾞ･ﾛ･ｸﾞゎﾙﾀﾞ adv. 星を見るときに            「副詞節」 
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   lo は stélle（星たち）の中のどれかの星を指す 

 

そしてその人は心の中で思う：“僕の花はあそこのどこかにあるんだ．．．”  

E lui si dice: <Il mio fióre è là in qualche luògo>   

E「主語」「動詞句」：《「主語」「動詞」「副詞句」》 

E ｴ conj. そして 

lui ﾙｰｲ pron 彼は、その人は                                              「主語」 

si dice: ｼ･ﾃﾞｨｾ 3 単現･再帰動詞(dirsi)v.pr 心の中で思う                    「動詞句」 

<Il mio fióre ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 僕の花は                                   「主語」 

è ｴ 3 単現･存在(èssere)v.i 〜にある                                        「動詞」 

là ﾗｰ adv. あそこに                                                      「副詞」 

in qualche luògo>  ｲﾝ･ｸゎﾙｹ･ﾙｲｰｺﾞ adv. どこかの場所に                   「副詞句」 

 

「だけど、もし羊がその花を食べてしまったら、彼にとっては、突然すべての星が消えてし

まったみたいになるんだ。」 

Ma se la pècora mangia il fióre, è cóme se per lui tutto a un tratto, tutte le stélle si 

spegnessero!                                     《Ma「副詞節」,「動詞」「補語」》 

Ma ﾏ conj. しかし 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

la pècora ﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 羊が                                        「主語」 

mangia ﾏﾝｼﾞｬ 3 単現(mangiare)v.t 食べる                          「動詞」 

il fióre, ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m その花を                                  「目的語」 

è ｴ 3 単現･状態(èssere)v.i 〜になる                                       「動詞」 

cóme se ｺｰﾒ conj. まるで〜のように                                       「補語」 

per lui ﾍﾟﾙ･ﾙｰｲ adv. 彼にとっては                                 「副詞句」 

tutto a un tratto, ﾄｩｯﾄ･ｱ･ｳﾝ･ﾄﾗｯﾄ adv. いきなり、突然              「副詞句」 

tutte le stélle ﾄｯﾃ･ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl.n.f(stélla) すべての星が                  「主語」 

si spegnessero! ｼ･ｽﾍﾟﾆｪｯｾﾛ 接・3 複半･推測(spègnersi)v.pr 消えた   「動詞句」 

 

「それでも、これが大事じゃないと言うのか！」 

E non è importante quésto!"                          《E「動詞句」「補語」「主語」》 

E ｴ conj.（念押し･確認）それでも 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                「動詞句」 

importante ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 大事な                                          「補語」 

quésto!" ｸｪｽﾄ pron このことが                                            「主語」 
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彼はもう何も言えなかった。いきなりすすり泣き始めた。日が暮れていた。 

Non poté proseguire. Scoppiò bruscaménte in singhiózzi. Era caduta la nòtte.  

「動詞句」┃「動詞」「副詞」「間接目的語」┃「動詞句」「主語」 

Non poté proseguire. ﾉﾝ･ﾎﾟﾃ･ﾌﾟﾛｾｸﾞｨｰﾚ 3 単遠･可能･否定(potére+不定詞 proseguire) 

   v.t 言い続けることはできなかった                                   「動詞句」 

Scoppiò ｽｺｯﾋﾟｵ 3 単遠･開始(scoppiare)v.i(in+動作名詞, a+不定詞) 〜し始めた 「動詞」 

bruscaménte ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. いきなり、急に                               「副詞」 

in singhiózzi. ｲﾝ･ｼﾝｷﾞｵｯﾁ adv. すすり泣きを                         「間接目的語」 

   singhiózzi ｲﾝ･ｼﾝｷﾞｵｯﾁ pl.n.m(singhiózzo) すすり泣き、むせび泣き 

Era caduta ｴﾗ･ｶﾄﾞｩｰﾀ 3 単半･完了形.f(cadére)v.i 沈んでいた、暮れていた  「動詞句」 

la nòtte. ﾗ･ﾉｯﾃ n.f 夜が                                                 「主語」 

 

僕はつかんでいた工具を手放していた。 

Avevo abbandonato i miei utensili.                              「動詞句」「目的語」 

Avevo abbandonato ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ･ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾅｰﾄ 1 単半･完了形(abbandonare) 

v.t（つかんでいた物を）手放していた                                 「動詞句」 

i miei utensili. ｲ･ﾐｴｲ･ｳﾃﾝｼｰﾘ pl.n.m(utensile) 工具を、道具を             「目的語」 

 

僕は、ハンマーや、ボルトや、のどの渇きや、死ぬことさえも気にかけなかった。 

Me ne infischiavo del mio martèllo, del mio bullóne, della séte e della mòrte.  

「動詞句」「間接目的語」 

Me ne infischiavo ﾒ･ﾈ･ｲﾝﾌｨｽｷｱｰｳﾞｫ 1 単半(infischiarsi+ne) 

v.pr(di のことを) 気にしなかった                                     「動詞句」 

   mi ne infischiavo のように代名小詞 ne の前に再帰代名詞 mi, ti, si などが置かれる場合

には、me ne などの形となる。この文の ne は del mio martello 以降の先出しの代名詞。 

del mio martèllo, ﾃﾞﾙ･ﾐｰｵ･ﾏﾙﾃｯﾛ adv.（主題）ハンマーについて        「間接目的語」 

del mio bullóne, ﾃﾞﾙ･ﾐｰｵ･ﾌﾞﾛｰﾈ adv. ボルトについて                  「間接目的語」 

della séte ﾃﾞｯﾗ･ｾｰﾃ adv. 喉の渇きのことを                           「間接目的語」 

e ｴ conj. そして 

della mòrte. ﾃﾞｯﾗ･ﾓｰﾙﾃ adv. 死ぬことを                              「間接目的語」 

 

1 つの星の上に、惑星、僕の星、そして地球の上に、慰めを必要とする王子様がいた。 

Su di una stélla, un pianéta, il mio, la Tèrra, c'èra un pìccolo prìncipe da consolare!  

「副詞句」,「動詞句」「主語」 

Su di ｽ･ﾃﾞｨ prep 〜の上に                                             「副詞句」 

   前置詞 su は人称代名詞の前では su di+人称代名詞の形となる。また、u や母音で始ま
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る後の前でも su di+... の形で使用される。 

una stélla, ｳﾅ･ｽﾃｯﾗ n.f 1 つの星                                  「目的語」 

un pianéta, ｳﾝ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星                                 「目的語」 

il mio, ｲﾙ･ﾐｰｵ n.m 僕の惑星                                     「目的語」 

la Tèrra, ﾗ･ﾃｰﾗ n.f 地球                                         「目的語」 

c'èra ﾁｪｰﾗ 3 単半･存在(esserci)v.i 〜がいた                               「動詞句」 

un pìccolo prìncipe ｳﾝ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様が                         「主語」 

da +不定詞 ﾀﾞｰ 不定詞･目的 adj. 〜するべき                       「形容詞句」 

consolare! ｺﾝｿﾗｰﾚｰ 不定詞 v.t 慰める                         「動詞」 

 

僕は彼を両腕に抱き上げ、ゆりかごのように揺すり、話しかけた。 

Lo presi in bràccio. Lo cullai. Gli dicevo:  

「目的語」「動詞」「副詞句」┃「目的語」「動詞」┃「間接目的語」「動詞」： 

Lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

presi ﾌﾟﾚｼﾞ 1 単遠(prèndere)v.t 抱えた                                    「動詞」 

in bràccio. ｲﾝ･ﾌﾞﾗｰﾁｮ adv. 腕に                                         「副詞句」 

   フランス語版は「dans les bras 両腕に」なので、in bràccia のほうが原文に近い？ 

Lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

cullai. ｸﾗｲ 1 単遠(culare)v.t（赤ん坊を）揺すった                           「動詞」 

Gli ﾘ pron 彼に                                                   「間接目的語」 

dicevo: ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｫ 1 単半(dire)v.t 話しかけた                               「動詞」 

 

「君が愛する花は、もう危険じゃないよ。僕が君の羊に口輪を描いてあげる、そして君の花

には防護柵も描いてあげるから。僕は．．．」 

"Il fióre che tu ami non è in perìcolo ... Disegnerò una museruòla per la tua pècora... e 

una corazza per il tuo fióre... Io... "  

《「主語」「動詞句」「補語」┃「動詞」「目的語」「副詞句」e「目的語」「副詞句」┃「主語」》 

"Il fióre ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花は                                               「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                           「主語」 

ami ｱﾐ 2 単現(amare)v.t 愛する                             「動詞」 

non è ﾉ･ｴ 3 単現･否定(sein)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

in perìcolo ... ｲﾝ･ﾍﾟﾘｰｺﾛ adv. 危険な状態に                                 「補語」 

Disegnerò ﾃﾞｨｾﾞﾆｪﾛ 1 単未･意思(disegnare)v.t 描こうと思う                 「動詞」 

una museruòla ｳﾅ･ﾑｾﾞﾙｵﾗ n.f（動物の）口輪を                           「目的語」 

per la tua pècora... ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾄｩｰｱ･ﾍﾟｰｺﾗ adv. 君の羊のために                 「副詞句」 
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e ｴ conj. そして 

una corazza ｳﾅ･ｺﾗｯﾂｧ n.f よろい、防具、身の安全を守るもの              「目的語」 

per il tuo fióre... ﾍﾟﾙ･ｲﾙ･ﾄｩｰｱ･ﾌｨｵｰﾚ adv. 君の花のために                  「副詞句」 

Io... " ｲｰｵ pron 僕は                                                     「主語」 

 

彼に何を言えばよいのか分からなかった。自分がとても不器用に思われた。 

Non sapevo bène che còsa dirgli. Mi sentivo mólto maldèstro.  

「動詞句」「副詞」「目的語」┃「動詞句」「補語」 

Non sapevo ﾉﾝ･ｻﾍﾟｰｳﾞｫ 1 単半･否定(sapére)v.t 分からなかった             「動詞句」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv.（否定文で）よく〜ない                                    「副詞」 

che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f どんなことを                                        「目的語」 

dirgli. ﾃﾞｨﾙ･ﾘ 不定詞･必要(dir+gli)adj. 彼に言うべき            「形容詞句」 

Mi sentivo ﾐ･ｾﾝﾁｰｳﾞｫ 1 単半(sentirsi)v.pr 自分が〜に思われた             「動詞句」 

mólto maldèstro. ﾓﾙﾄ･ﾏﾙﾃﾞｰｽﾄﾛ adj. とても不器用な                        「補語」 

 

彼の心を動かす方法や彼の心に届くための方法がよく分からなかった。 

Non sapevo bène cóme toccarlo, cóme raggiungerlo...     「動詞句」「副詞」「目的語」 

Non sapevo ﾉﾝ･ｻﾍﾟｰｳﾞｫ 1 単半･否定(sapére)v.t 分からなかった            「動詞句」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv.（否定文で）よく〜ない                                    「副詞」 

cóme ｺｰﾒ n.m 方法を                                                  「目的語」 

toccarlo, ﾄｯｶｰﾙ･ﾛ 不定詞･目的 adj. 彼の心を動かすための        「形容詞句」 

cóme ｺｰﾒ n.m 方法を                                                  「目的語」 

raggiungerlo... ﾗｯｼﾞｭﾝｼﾞｪﾙ･ﾛ 不定詞･目的 adj. 彼の心に届くための「形容詞句」 

 

涙の国というのは、かくも不思議なところだ！ 

Il paése delle làcrime è così misterióso.                      「主語」「動詞」「補語」 

Il paése ｲﾙ･ﾊﾟｴｰｾﾞ n.m 国は                                              「主語」 

delle làcrime ﾃﾞｯﾚ･ﾗｰｸﾘﾒ adj.(làcrima) 涙の                       「形容詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

così misterióso. ｺｼ･ﾐｽﾃﾘｵｿ adj. かくも不思議な                             「補語」 
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VIII 

 

まもなく、僕はもっとよくこの花を知るようになった。 

Imparai bèn prèsto a conóscere mèglio quésto fióre.  

「動詞句」「副詞句」「動詞句」「副詞」「目的語」 

Imparai ...a conóscere ｲﾝﾊﾟﾗｲ...ｱ･ｺﾉｯｼｪﾚ 1 単遠･習得(imparare a+不定詞) 

   v.t 知ることとなった、知ることを習得した                            「動詞句」 

bèn ﾍﾞﾝ adv.(bène) よく、もっとよく                                     「副詞」 

prèsto ﾌﾟﾚｽﾄ adv. まもなく                                               「副詞」 

mèglio ﾒｰﾘｵ adv. もっとよく                                              「副詞」 

quésto fióre. ｸｪｽﾄ･ﾌｨｵｰﾚ n.m この花を                                   「目的語」 

 

王子様の惑星には、花びらが一重だけで、場所を取らないし、誰にも迷惑をかけない、とて

も素朴な花があった。 

C'erano sèmpre stati sul pianéta del pìccolo prìncipe dei fióri mólto sémplici, ornati di 

una sóla raggiera di pètali, che non tenevano pósto e non disturbavano nessuno.  

「動詞句」「副詞句」「主語」 

C'erano sèmpre stati ﾁｪﾗｰﾉ･ｾﾝﾌﾟﾚ･ｽﾀｰﾃｨ 3 複半･完了形(esserci+ sèmpre) 

   v.i いつもあった                                                    「動詞句」 

sul pianéta del pìccolo prìncipe ｽﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ 

   adv. 王子様の惑星には                                               「副詞句」 

dei fióri ﾃﾞｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m 花が                                           「主語」 

mólto sémplici, ﾓﾙﾄ･ｾﾝﾋﾟﾘﾁ adj.pl(sémplice) とても素朴な         「形容詞句」 

ornati ｵﾙﾅｰﾃｨ 過去分詞･受動(ornare)adj.m.pl 飾られた              「形容詞」 

di una sóla raggiera ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ｿｰﾗ･ﾗｯｼﾞｪｰﾗ 

 adv.（手段）1 つのかさだけで                           「副詞句」 

di pètali, ﾃﾞｨ･ﾍﾟｰﾀﾘ adj. 花びらの                「形容詞句」 

che ｹ pron（その花は）〜する                                  「形容詞節」 

non tenevano ﾉﾝ･ﾃﾈｳﾞｧｰﾉ 3 複半･否定(tenere) 

v.t 〜を取らない                                     「動詞句」 

pósto ﾎﾟｰｽﾄ n.m 場所を                                 「目的語」 

e ｴ conj. そして 

non disturbavano ﾉﾝ･ﾃﾞｨｽﾄﾙﾊﾞｳﾞｧｰﾉ 3 複半･否定(disturbare) 

v.t 迷惑かけない                                     「動詞句」 

nessuno. ﾈｯｽｰﾉ pron 誰にも〜ない                       「目的語」 
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それらの花は、ある朝、草の間から姿を現し、その晩には消えてしまうのだった。 

Apparivano un mattino nell'èrba e si spegnevano la séra.  

「動詞」「副詞句」e「動詞句」「副詞句」 

Apparivano ｱﾊﾟﾘｳﾞｧﾉ 3 複半･習慣(apparire)v.i 姿を現した                   「動詞」 

un mattino ｳﾝ･ﾏｯﾃｨｰﾉ adv. ある朝                                       「副詞句」 

nell'èrba ﾈｯﾚｰﾙﾊﾞ adv. 草の間から                                       「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

si spegnevano ｼ･ｽﾍﾟﾆｪｳﾞｧﾉ 3 複半･習慣(spègnersi)v.pr 消えた             「動詞句」 

la séra. ﾗ･ｾｰﾗ adv. その晩には                                          「副詞句」 

 

しかしこれは、どこか分からない所からやって来たある種からある日突然姿を現したので

した。それで王子さまは、他のどの芽とも似ていないこの芽の近くで見張っていました。 

Ma quésto era spuntato un giórno, da un séme venuto chissà da dóve, e il pìccolo prìncipe 

aveva sorvegliato da vicino quésto ramoscèllo che non assomigliava a nessun altro 

ramoscello.              Ma「主語」「動詞句」「副詞句」e「主語」「動詞句」「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

quésto ｸｪｽﾄ pron これは、この花は                                       「主語」 

era spuntato ｴﾗ･ｽﾌﾟﾝﾀｰﾄ 3 単半･完了形(spuntare)v.i 突然姿を現した       「動詞句」 

un giórno, ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. ある朝                                        「副詞句」 

da un séme ﾀﾞ･ｳﾝ･ｾｰﾒ adv. ある種から                                  「副詞句」 

venuto ｳﾞｪﾇｰﾄ 過去分詞(venire)adj. やって来た                   「形容詞」 

chissà da dóve, ｷｯｻ･ﾀﾞ･ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこか分からない所から「副詞句」 

   chissà ｷｯｻ adv.（反語表現）わかるものか 

e ｴ conj. そして 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

aveva sorvegliato ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ｿﾙｳﾞｪﾘｱｰﾄ 3 単半･完了形(sorvegliare) 

v.t 見張っていた                                                    「動詞句」 

da vicino ﾀﾞ･ｳﾞｨﾁｰﾉ prep 〜の近くから                                  「副詞句」 

quésto ramoscèllo ｸｪｽﾄ･ﾗﾓｽﾁｪｯﾛ n.m この小枝、この芽            「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                             「形容詞節」 

non assomigliava ﾉﾝ･ｱｯｿﾐﾘｱｰｳﾞｧ 3 単半･否定･時制の一致(assomigliare) 

   v.i(a に) 似ていない                         「動詞句」 

a nessun altro ramoscello. ｱ･ﾈｯｽﾝ･ｱﾙﾄﾛ･ﾗﾓｽﾁｪｯﾛ 

 adv. 他のどんな芽にも〜ない                 「副詞句」 
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バオバブの新種かもしれなかったのです。 

Poteva essere una nuova spècie di baobàb.                        「動詞句」「補語」 

Poteva essere ﾎﾟﾃｰｳﾞｧ･ｴｯｾﾚ 3 単半･可能性(potére+不定詞) 

   v.i 〜である可能性があった、〜であるかもしれなかった                「動詞句」 

una nuova spècie ｳﾅ･ﾇｵｰｳﾞｧ･ｽﾍﾟｰﾁｪ n.f 新種                               「補語」 

di baobàb. ﾃﾞｨ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adj.（限定）バオバブの                   「形容詞句」 

 

しかし、その低木は間もなく成長が止まり、花をつけ始めた。 

Ma l'arbusto cessò prèsto di créscere e cominciò a preparare un fióre.  

Ma「主語」「動詞句」e「動詞句」「目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

l'arbusto ﾗﾙﾌﾞｽﾄ n.m その低木は                                          「主語」 

cessò prèsto di créscere ﾁｪｿ･ﾌﾟﾚｽﾄ･ﾃﾞｨ･ｸﾚｯｼｪﾚ 3 単遠･停止(cessare di+不定詞) 

   v.i まもなく成長が止まった                                          「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

cominciò a preparare ｺﾐﾝﾁｮ･ｱ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾚ 3 単遠･開始(cominciare a+不定詞) 

   v.t 〜の準備を始めた                                                「動詞句」 

un fióre. ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花                                              「目的語」 

 

大きな蕾が出来上がっていくところに居合わせた王子さまは、そこから奇跡が現れそうだ

と感じていた。しかしその花は、緑の部屋の隠れ家の中で、美しくなるための準備を続けた。 

Il pìccolo prìncipe che assisteva alla formazióne di un bocciòlo enórme, sentiva che ne 

sarebbe uscita un'apparizióne miracolosa, ma il fióre non smétteva più di prepararsi ad 

essere bèllo, al riparo della sua camera verde.  

「主語」「動詞」「目的語」,ma「主語」「動詞句」「副詞句」 
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Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

assisteva ｱｯｼｽﾃｰｳﾞｧ 3 単半(assìstere)v.i(a に) 居合わせた     「動詞」 

alla formazióne ｱｯﾗ･ﾌｫﾙﾏﾂｨｵｰﾈ adv. 形成に、育成に        「副詞句」 

di un bocciòlo enórme, ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾎﾞｯﾁｮｰﾛ･ｴﾉｰﾙﾒ 

 adj. 巨大な蕾の                             「形容詞句」 

sentiva ｾﾝﾁｰｰｳﾞｧ 3 単半(sentire)v.t 感じていた                             「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

ne ﾈ pron そこから                                               「副詞」 

sarebbe uscita ｻﾚｯﾍﾞ･ｳｯｼｰﾀ 条・3 単現･完了形･推量(uscire) 

v.i（結果として）得られるだろう                              「動詞句」 

un'apparizióne miracolosa, ｳﾅﾊﾟﾘﾂｨｵｰﾈ･ﾐﾗｺﾛｰｻ n.f 奇跡的な出現が    「主語」 

ma ﾏ conj. しかし 

il fióre ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花は                                                「主語」 

non smétteva ﾉﾝ･ｽﾞﾒﾃｰｳﾞｧ 3 単半･否定(sméttere) 

v.i(di+不定詞 〜するのを) やめなかった                               「動詞句」 

più di prepararsi ﾋﾟｳ･ﾃﾞｨ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗﾙｼ 不定詞（否定文で）まだ準備するのを  「動詞句」 

ad essere bèllo, ｱﾄﾞ･ｴｯｾﾚ･ﾍﾞｯﾛ 不定詞･目的 adv. 美しくなるために         「副詞句」 

al riparo ｱﾙ･ﾘﾊﾟﾛ adv.（場所）隠れ場所で                                「副詞句」 

della sua camera verde. ﾃﾞｯﾗ･ｽｰｱ･ｶｰﾒﾗ･ｳﾞｪﾙﾃﾞ adj. 緑の部屋の   「形容詞句」 

 

注意深く色を選んでいた。ゆっくりと着飾りながら、花弁を一枚一枚整えていた。 

Sceglieva con cura i suoi colóri, si vestiva lentaménte, aggiustava i suoi pètali ad uno ad 

uno.      「動詞」「副詞句」「目的語」,「動詞句」「副詞」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Sceglieva ｼｪﾘｴｰｳﾞｧ 3 単半(scégliere)v.t 選んでいた                          「動詞」 

con cura ｺﾝ･ｸｰﾗ adv. 念入りに、注意深く                                「副詞句」 

i suoi colóri, ｲ･ｽｵｲ･ｺﾛｰﾘ pl.n.m(colóre) 色を                              「目的語」 

si vestiva ｼ･ｳﾞｪｽﾁｰｳﾞｧ 3 単半(vestirsi)v.pr 着飾っていた                   「動詞句」 

lentaménte, ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

aggiustava ｱｼﾞｭｽﾀｰｳﾞｧ 3 単半(aggiustare)v.t 整えていた                    「動詞」 

i suoi pètali ｲ･ｽｵｲ･ﾍﾟｰﾀﾘ pl.n.m(pètalo) 花弁を                           「目的語」 

ad uno ad uno. ｱﾄﾞ･ｳﾉ･ｱﾄﾞ･ｳﾉ adv.(a uno a uno) 一つ一つ、一枚一枚       「副詞句」 

  uno a uno や uno per uno も同じ意味 
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ヒナゲシのようにしわくちゃの姿を現したくなかった。 

Non voleva uscire sgualcito cóme un papàvero.                    「動詞句」「補語」 

Non voleva uscire ﾉﾝ･ｳﾞｫﾚｰｳﾞｧ･ｳｯｼｰﾚ 3 単半･願望･否定(volére+不定詞) 

   v.i（突然）姿を現したくなかった                                     「動詞句」 

sgualcito ｽﾞｸﾞﾜﾙﾁｰﾄ adj. しわくちゃの                                     「補語」 

cóme un papàvero. ｺｰﾒ･ｳﾝ･ﾊﾟﾊﾟｰｳﾞｪﾛ adv. ヒナゲシのように          「副詞句」 

   正確には、papàvero はケシ papàvero selvàtico（野生の）がヒナゲシ 

 

美しさの輝きで満ち溢れていなければ、姿を現したくなかった。 

Non voleva apparire che nel pieno splendore della sua bellèzza.   「動詞句」「副詞句」 

Non voleva apparire ﾉﾝ･ｳﾞｫﾚｰｳﾞｧ･ｱｯﾊﾟﾘｰﾚ 3 単半･願望･否定(volére+不定詞) 

   v.i（突然）姿を現したくなかった                                     「動詞句」 

che ｹ conj.（non...che〜 限定）〜しか（．．．しない）                    「副詞句」 

nel pieno splendore ﾈﾙ･ﾋﾟｴｰﾉ･ｽﾌﾟﾚﾝﾄﾞｰﾚ adv. 輝きで一杯の        「副詞句」 

della sua bellèzza. ﾃﾞｯﾗ･ｽｰｱ･ﾍﾞｼﾞｪｰｻ adj. 美しさの      「形容詞句」 

 

そうなのだ、彼女は非常におしゃれだったのだ。 

Eh, si, c'era una gran civetteria in tutto quésto!        「感嘆」「主語」「動詞」「補語」 

Eh, si, ｴｰ･ｼ int. そうなんだ！                                            「感嘆」 

c' ﾁｪ pron この花は                                                      「主語」 

era ｴﾗ 3 単半 (èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

una gran civetteria ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ﾁｳﾞｪﾃﾘｱ n.f とても魅力的に装う人              「補語」 

in tutto quésto! ｲﾝ･ﾄｩｯﾄ･ｸｪｽﾄ adv. これ（着飾ること）については    「副詞句」 

 

彼女の神秘的な化粧は何日も続いた。 

La sua misteriósa toelètta era durata giórni e giórni.      「主語」「動詞句」「副詞句」 

La sua misteriósa ﾗ･ｽｰｱ･ﾐｽﾃﾘｵｰｻ adj.f(misterióso) 彼女の神秘的な  「形容詞句」 

toelètta ﾄｴﾚｯﾀ n.f(tolètta) 化粧は                                          「主語」 

era durata ｴﾗ･ﾄﾞｩﾗｰﾀ 3 単半･完了形.f(durare)v.i 続いた                   「動詞句」 

giórni e giórni. ｼﾞｮﾙﾆ･ｴ･ｼﾞｮﾙﾆ adv.(giórno) 何日も何日も                  「副詞句」 

 

このようにして、ある朝、ちょうど日の出の時刻に、彼女は姿を見せたのだ。 

E pòi, ècco che un mattino, pròprio all'óra del levar del sóle, si era mostrato.  

「副詞句」, ècco che「副詞句」「動詞句」 

E pòi, ｴ･ﾎﾟｰｲ adv. そしてその後                                        「副詞句」 

ècco che ｴｯｺ･ｹ conj.（事実の提示）〜ということになった、（強意を示す）なんて 
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un mattino, ｳﾝ･ﾏｯﾃｨｰﾉ n.m ある朝                                     「副詞句」 

pròprio all'óra ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ･ｱｯﾛｰﾗ adv. ちょうどその時間に                  「副詞句」 

del levar del sóle, ﾃﾞﾙ･ﾚｳﾞｧｰﾙ･ﾃﾞﾙ･ｿｰﾚ adj. 日の出の            「形容詞句」 

si era mostrato. ｼ･ｴﾗ･ﾓｽﾄﾗｰﾄ 3 単半･完了形(mostrarsi)v.pr 姿を見せた     「動詞句」 

 

それから、それほど几帳面にお化粧を済ませた彼女は、あくびをしながら言った： 

E lèi, che aveva lavorato con tanta precisióne, disse sbadigliando:  

E「主語」「動詞」「副詞」 

E ｴ conj. そして 

lèi, ﾚｰｲ pron 彼女は                                                     「主語」 

   http://www.malyksiaze.net/us/ksiazka のテキストでは、lui になっていた 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

aveva lavorato ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾗｳﾞｫﾗｰﾄ 3 単半･完了形(lavorare) 

v.i 仕事をした                                         「動詞句」 

con tanta precisióne, ｺﾝ･ﾀﾝﾀ･ﾌﾟﾚｼｼﾞｮｰﾈ adv. それほど几帳面に「副詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.i 言った                                         「動詞」 

sbadigliando: ｽﾞﾊﾞﾘﾔﾝﾄﾞ ｼﾞｪﾙﾝﾃﾞｨｵ･同時(sbadigliare)adv. あくびをしながら   「副詞」 

 

「ああ！やっと目が覚めたわ。許してくださいね．．．まだ髪がすっかり乱れていて．．．」 

"Ah! mi sveglio óra. Ti chiedo scusa... sono ancóra tutto spettinato..."  

《「間投」「動詞句」「副詞」┃「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃「動詞」「補語」》 

"Ah! ｱｰ int. ああ                                                        「間投」 

mi sveglio ﾐ･ｽﾞｳﾞｪﾘｵ 1 単現(svegliarsi)v.pr 目覚めた                      「動詞句」 

óra. ｵｰﾗ adv. たった今、やっと                                           「副詞」 

Ti ﾃｨ pron あなたに                                               「間接目的語」 

chiedo ｷｴﾄﾞ 1 単現(chièdere)v.t 〜を願う、求める                           「動詞」 

scusa... ｽｸｰｻﾞ n.f 許しを                                           「直接目的語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. まだ                                             「副詞」 

tutto spettinato..." ﾄｩｯﾄ･ｽﾍﾟﾃｨﾅｰﾄ adj. 髪がすっかり乱れた                  「補語」 

 

王子さまはその時、感嘆の気持ちを抑えられなかった。 

Il pìccolo prìncipe allóra non poté frenare la sua ammirazióne:  

「主語」「副詞」「動詞句」「目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. その時                                                 「副詞」 
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non poté frenare ﾉﾝ･ﾎﾟﾃ･ﾌﾚﾅｰﾚ 3 単遠･可能･否定(potére+不定詞) 

v.t 抑えられなかった                                                「動詞句」 

la sua ammirazióne: ﾗ･ｽｰｱ･ｱﾝﾐﾗﾂｨｵｰﾈ n.f 感嘆を                         「目的語」 

 

「あなたはなんと美しいのだろうか！」 

"Cóme sèi bèllo !"                                        《「補語」「動詞」「補語」》 

"Cóme ...bèllo !" ｺﾒ...ﾍﾞｰｯﾛ adj. なんと美しい                               「補語」 

sèi ｾｰｲ 2 単現(èssere)v.i 〜である                                         「動詞」 

 

「そうでしょう？」と、花は穏やかに答えた。「それに、私は太陽と一緒に生まれたのよ．．．」 

"Véro", rispóse dolceménte il fióre, "e sono insième al sóle..."  

《「念押し」》,「動詞」「副詞」「主語」,《e「動詞」「副詞句」》 

"Véro", ｳﾞｪｰﾛ adv. そうでしょう？                                      「念押し」 

rispóse ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

dolceménte ﾄﾞﾙﾁｪﾒﾝﾃ adv. 穏やかに、優しく、静かに                       「副詞」 

il fióre, ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花は                                               「主語」 

"e ｴ conj. そして 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 生じた、生まれた                                「動詞」 

insième ｲﾝｼｪｰﾒ adv.（con / a を伴って前置詞的に）〜と一緒に             「副詞句」 

al sóle..." ｱﾙ･ｿｰﾚ adv. 太陽と                                 「間接目的語」 

太陽の年齢 ： 

太陽の年齢はおよそ 46 億 300 万年。地球の年齢はおよそ 45 億 4300 万年。 

花の命ははかないので、「日の出と同時に生まれた」位が適当な翻訳だと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

王子さまは、この花はあまり謙虚ではないと見抜いた。しかしう

っとりするほど美しかった。 

Il pìccolo prìncipe indovinò che non era mólto modèsto, ma era così commovènte!  

「主語」「動詞」「目的語」,ma「動詞」「補語」 
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Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

indovinò ｲﾝﾄﾞｳﾞｨﾉ 3 単遠(indovinare)v.t（直観的に）推測した                「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

non era ﾉﾝ･ｴﾗ 3 単半･否定･時制の一致(èssere)v.i 〜でない           「動詞」 

mólto modèsto, ﾓﾙﾄ･ﾓﾃﾞｰｽﾄ adj.（否定文で）あまり謙虚な〜でない   「補語」 

ma ﾏ conj. しかし 

era ｴﾗ 3 単半･時制の一致(èssere)v.i 〜である                               「動詞」 

così commovènte! ｺｼ･ｺﾓｳﾞｪﾝﾃ adj. とても心を揺り動かす                    「補語」 

 

「朝食の時間になると思うわ」と言って、付け加えた。「わたくしのことを考えていただき

たいのですが」 

"Credo che sia l'óra del caffè e latte", aveva soggiunto, "vorresti pensare a me..."  

《「動詞」「目的語」》,「動詞句」,《「動詞句」「間接目的語」》 

"Credo ｸﾚｵ 1 単現(crédere)v.t(che+接続法 〜と) 思う                        「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

sia ｼｱ 接・3 単現･推測(èssere)v.i 〜になるだろう                    「動詞」 

l'óra ﾛｰﾗ n.f 時間                                                 「補語」 

del caffè e latte", ﾃﾞﾙ･ｶｯﾌｪ･ｴ･ﾗｯﾃ 

 adj.（主に朝食用の）カフェ・ラッテの                  「形容詞句」 

aveva soggiunto, ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ｿｼﾞｭﾝﾄ 3 単半･完了形(soggiùngere)v.t 付け加えた「動詞句」 

"vorresti pensare ｳﾞｫﾚｽﾁ･ﾍﾟﾝｻｰﾚ 条・2 単現･依頼(volére+不定詞) 

   v.i（a のことを）考えていただきたいのですが                         「動詞句」 

a me..." ｱ･ﾒ adv. 私のことを                                        「間接目的語」 

カフェ・ラッテ ： 

カフェ・ラッテ(caffè e latte)はエスプレッソ抽出のコーヒーに蒸気で温めたミルクを 80%

の分量加えたものです。カプチーノは蒸気で温めて泡立てたミルクを少量、カフェモカは蒸

気で温めたミルクを少量とチョコレートシロップを加えたものです。 

カフェ・オレ(café au lait)はドリップ抽出のコーヒーに温めた牛乳を 50%加えたものです。 

 

それで王子さまはすっかり困惑して、如雨露を取りに行き、花に朝食をかけてやった。 

E il pìccolo prìncipe, tutto confuso, andò a cercare un annaffiatóio di àcqua fresca e servì 

al fióre la sua colazióne. 

E「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」e「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

E ｴ conj. そして 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

tutto confuso, ﾄｩｯﾄ･ｺﾝﾌｰｿﾞ adv. すっかり困惑して                        「副詞句」 
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andò a cercare ｱﾝﾄﾞ･ｱ･ﾁｪﾙｶｰﾚ 3 単遠･しに行く(andare a+不定詞) 

   v.t 取りに行った、探しに行った                                      「動詞句」 

un annaffiatóio ｳﾝ･ｱﾅｯﾌｨｱﾄｰｲｵ n.m(= innaffiatóio) 如雨露を               「目的語」 

   annaffiare ｱﾅｯﾌｨｰｱｰﾚ v.t(= innaffiare) 水をかける 

di àcqua fresca ﾃﾞｨ･ｱｯｸゎ･ﾌﾚｽｺ adj. 新鮮な水の入った           「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

servì ｾﾙｳﾞｨ 3 単遠(servire)v.t 給仕した                                    「動詞」 

al fióre ｱﾙ･ﾌｨｵｰﾚ adv. 花に                                         「間接目的語」 

la sua colazióne. ﾗ･ｽｰｱ･ｺﾗﾁｵｰﾈ n.f 朝食を                            「直接目的語」 

 

このように、花は少し疑り深い彼女の虚栄心によって、彼を苦しめた。 

Così l'aveva bèn presto tormentato con la sua vanità un poco ombrosa.  

「副詞」「目的語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Così ｺｼ adv. こうして                                                   「副詞」 

l' ﾛ pron.m 彼を                                                       「目的語」 

aveva ...tormentato ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ...ﾄﾙﾒﾝﾀｰﾄ 3 単半･完了形(tormentare)v.t 苦しめた「動詞句」 

bèn presto ﾍﾞﾝ･ﾌﾟﾚｽﾄ adv. 早くも                                       「副詞句」 

con la sua vanità ｺﾝ･ﾗ･ｽｰｱ･ｳﾞｧﾆﾀ adv.（手段）彼女の虚栄心によって       「副詞句」 

un poco ombrosa. ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｵﾝﾌﾞﾛｰｻ adj.f(ombroso) 少し疑り深い   「形容詞句」 

 

例えば、ある日、自分の 4 本のとげのことを話しながら、王子様に言った： 

Per esèmpio, un giórno, parlando delle sue quattro spine, gli aveva detto:  

「副詞句」,「間接目的語」「動詞句」 

Per esèmpio, ﾍﾟﾙ･ｴｾﾞﾝﾋﾟｵ adv. 例えば                                   「副詞句」 

un giórno, ｳﾝ･ｼﾞｮｰﾙﾉ adv. ある日                                       「副詞句」 

parlando ﾊﾟﾙﾗﾝﾄﾞ 現在分詞･同時(parlare)v.i(di のことを) 話しながら       「副詞句」 

delle sue quattro spine, ﾃﾞｯﾚ･ｽｰｴ･ｸゎｯﾄﾛ･ｽﾋﾟｰﾈ 

 adv. 自分の 4 本のとげについて                            「間接目的語」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

aveva detto: ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾃﾞｯﾄ 3 単半･完了形(dire)v.t 言った                  「動詞句」 

 

「トラたちが、鉤づめをもってやって来たって構わないわ！」 

"Possono venire le tigri, con i loro artìgli!"             《「動詞句」「主語」「副詞句」》 

"Possono venire ﾎﾟｯｿﾉ･ｳﾞｪﾆｰﾚ 3 複現･許容(potére+不定詞)v.i 来ても構わない「動詞句」 

le tigri, ﾚ･ﾃｨｰｸﾞﾘ pl.n.f トラたちが                                        「主語」 

con i loro artìgli!" ｺﾝ･ｲ･ﾛｰﾛ･ｱﾙﾃｨｰﾘ adv.（様態）鉤づめをもって            「副詞句」 
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「僕の惑星に虎はいませんよ」と、王子さまは反論した。「その上、虎は草を食べませんよ」 

"Non ci sono tigri sul mio pianéta", aveva obiettato il pìccolo prìncipe, "e pòi le tigri non 

mangiano l'èrba".  

《「動詞句」「主語」「副詞句」》,「動詞句」「主語」,《e「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」》 

"Non ci sono ﾉﾝ･ﾁ･ｿｰﾉ 3 複現･否定(esserci)v.i 〜がない、いない            「動詞句」 

tigri ﾃｨｰｸﾞﾘ pl.n.f トラは                                                 「主語」 

sul mio pianéta", ｽﾙ･ﾐｰｵ･ﾌﾟﾗﾈｰﾀ adv. 僕の惑星には                       「副詞句」 

aveva obiettato ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ｵﾋﾞｴｯﾀｰﾄ 3 単半･完了形(obiettare) 

v.t（意見に）反論した                                               「動詞句」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"e ｴ conj. そして 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. その上                                                     「副詞」 

le tigri ﾚ･ﾃｨｰｸﾞﾘ pl.n.f トラたちは                                         「主語」 

non mangiano ﾉﾝ･ﾏﾝｼﾞｬﾉ 3 複現･否定(mangiare)v.t 食べない              「動詞句」 

l'èrba". ﾚｰﾙﾊﾞ n.f 草を                                                  「目的語」 

 

「私は草じゃあありませんよ」と、花は静かに答えた。 

"Io non sono un’èrba", aveva dolceménte risposto il fióre.  

《「主語」「動詞句」「補語」》,「動詞句」「副詞」「動詞句」「主語」 

"Io ｲｰｵ pron 私は                                                        「主語」 

non sono ﾉﾝ･ｿｰﾉ 1 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                          「動詞句」 

un’èrba", ｳ･ﾈｰﾙﾊﾞ n.m 草                                                 「補語」 

aveva dolceménte risposto ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾄﾞﾙﾁｪﾒﾝﾃ･ﾘｽﾎﾟｰｽﾄ 3 単半･完了形(rsipóndere) 

   v.i 静かに答えた                                                    「動詞句」 

   dolceménte ﾄﾞﾙﾁｪﾒﾝﾃ adv. 穏やかに、優しく、うっとりと 

il fióre. ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花は                                               「主語」 

 

「ごめんなさい．．．」 

"Scusami..."                                                          《「応答」》 

"Scusami..." ｽｸｰｻﾞ･ﾐ 命・2 単現(scusare+mi)v.t ごめんなさい、私を許して   「応答」 
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「虎なんて恐ろしくないわ、でも空気の流れが嫌いなの。ひょっとして、ついたてをお持ち

じゃありません？」 

"Non ho paùra delle tigri, ma ho orróre delle correnti d'aria... Non avresti per caso un 

paravènto?"           《「動詞句」「目的語」「副詞句」,ma「動詞」「目的語」「副詞句」 

「副詞句」「動詞句」「目的語」》 

"Non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t 〜がない                              「動詞句」 

paùra ﾊﾟｳｰﾗ n.f 恐れ                                                   「目的語」 

delle tigri, ﾃﾞｯﾚ･ﾃｨｰｸﾞﾚ adv.（関連）虎に対して                          「副詞句」 

ma ﾏ conj. しかし 

ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

orróre ｵﾛｰﾚ n.m 嫌悪感                                                「目的語」 

   ho orróre di... → 「〜が嫌いだ」 

delle correnti d'aria... ﾃﾞｯﾚ･ｺﾚﾝﾃｨ･ﾀﾞｰﾘｱ adv. 空気の流れに対して          「副詞句」 

Non avresti ﾉﾝ･ｱｳﾞﾚｽﾃｨ 条・2 単現･疑問文(avére)v.t 持っていないのですか？「動詞句」 

per caso ﾍﾟﾙ･ｶｰｿﾞ adv. ひょっとして、偶然に                            「副詞句」 

un paravènto?" ｳﾝ･ﾊﾟﾗｳﾞｪﾝﾄ n.m ついたてを                             「目的語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「空気の流れが嫌いだって？」 

"Orrore delle correnti d'aria?"                                             「感嘆」 

"Orróre ｵﾛｰﾚ n.m 嫌いだって？嫌悪感                                     「感嘆」 

delle correnti d'aria?" ﾃﾞｯﾚ･ｺﾚﾝﾃｨ･ﾀﾞｰﾘｱ adv. 空気の流れが           「副詞句」 

 

「植物としては、少し深刻だな」と、王子さまは思った。「この花はとても気難しいな」 

"È un po' grave per una pianta", aveva osservato il pìccolo prìncipe. "È mólto complicato 

quésto fióre..."        《「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」,《「動詞」「補語」「主語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

un po' grave ｳﾝ･ﾎﾟ･ｸﾞﾗｰｳﾞｪ adj. 少し深刻な                                「補語」 

per una pianta", ﾍﾟﾙ･ｳﾅ･ﾋﾟｱﾝﾀ adv.（立場）植物としては             「副詞句」 
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aveva osservato ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ｵｯｾﾙｳﾞｧｰﾄ 3 単半･完了形(osservare)v.t 気づいた  「動詞句」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mólto complicato ﾓﾙﾄ･ｺﾝﾌﾟﾘｶｰﾄ adj. とても気難しい                        「補語」 

quésto fióre..." ｸｪｽﾄ･ﾌｨｵｰﾚ n.m この花は                                   「主語」 

 

「夕方になったら、ガラスの覆いをかけてくださいね。あなたの所は、とても寒いわ．．．」 

"Alla séra mi metterai al riparo sótto a una campana di vétro. Fa mólto freddo qui da te...  

《「副詞句」「目的語」「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」》 

"Alla séra ｱｯﾗ･ｾｰﾗ adv.（方向･時刻）夕方になったら                      「副詞句」 

mi ﾐ pron 私を                                                        「目的語」 

metterai ﾒｯﾃﾗｲ 2 単未･依頼(méttere)v.t 入れてください                     「動詞」 

al riparo ｱﾙ･ﾘﾊﾟﾛ adv. 避難所に                                         「副詞句」 

sótto a una campana ｿｯﾄ･ｱ･ｳﾅ･ｶﾝﾊﾟﾅ adv. 覆いの下に             「副詞句」 

di vétro. ﾃﾞｨ･ｳﾞｪｰﾄﾛ adj.（材料）ガラスの               「形容詞句」 

Fa ﾌｧ 非人称･3 単現(fare)v.h（天気が）〜である                            「動詞」 

mólto freddo ﾓﾙﾄ･ﾌﾚｯﾄﾞ adj. とても寒い                                   「補語」 

qui ｸｨ adv. ここは                                               「副詞句」 

da te... ﾀﾞ･ﾃ adj. あなたの                               「形容詞句」 

 

「私が満足する設備がないわね！私がやってきたところは．．．」 

Non è una sistemazióne che mi soddisfi. Da dóve vengo io..." 

《「動詞句」「補語」┃「副詞節」》 

Non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                               「動詞句」 

una sistemazióne ｳﾅ･ｼｽﾃﾏﾁｵｰﾈ n.f 設備                                    「補語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

mi soddisfi. ﾐ･ｿｯﾃﾞｨｽﾌｨ 接・1 単現(soddisdarsi) 

v.pr 満足するような                                   「動詞句」 

Da dóve ﾀﾞ･ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. 〜する所は                                     「副詞節」 

vengo ｳﾞｪﾝｺﾞ 1 単現(venire)v.i やって来る                          「動詞」 

io..." ｲｰｵ pron 私が                                               「主語」 
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しかし彼女は話を中断した。彼女は種の状態でやって来たのだった。 

Ma si era interrotto. Era venuto sótto fórma di séme. Ma「動詞句」┃「動詞句」「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

si era interrotto. ｼ･ｴﾗ･ｲﾝﾃﾛｯﾄ 3 単半･完了形(interrompersi)v.pr 中断した   「動詞句」 

Era venuto ｴﾗ･ｳﾞｪﾇｰﾄ 3 単半･完了形(venire)v.i やって来た                「動詞句」 

sótto ｿｯﾄ prep（様態）〜の状態で                                       「副詞句」 

fórma di séme. ﾌｫｰﾙﾏ･ﾃﾞｨ･ｾｰﾒ n.f 種の形、状態                   「目的語」 

 

他の世界のことは何も知ることは出来なかっただろう。 

Non poteva conóscere nulla dégli altri móndi.                    「動詞句」「目的語」 

Non poteva conóscere ﾉﾝ･ﾎﾟﾃｰｳﾞｧ･ｺﾉｯｼｪﾚ 3 単半･可能性･否定(potére+不定詞) 

  v.t 知ることはできなかっただろう                                     「動詞句」 

nulla ﾇｯﾗ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

dégli altri móndi. ﾃﾞｯﾘ･ｱﾙﾄﾘ･ﾓﾝﾃﾞｨ adj. 他の世界の              「形容詞句」 

 

花は、こんな無邪気な嘘を言おうとしたところを見破られたので、恥ずかしくなって 2、3

度咳をして、王子様に間違いの責任を押し付けた。 

Umiliato di essersi lasciato sorprèndere a dire una bugìa così ingènua, aveva tossito due 

o tre vòlte, per méttere il pìccolo prìncipe dalla parte del tòrto...  

「副詞句」,「動詞句」「副詞句」 

Umiliato ｳﾐﾘｱｰﾄ 過去分詞･受動(umiliare) 

adj.（原因･理由：di 〜に）辱しめられて                              「副詞句」 

di +不定詞･受動形 adv.（理由）ﾃﾞｨ adv. 〜することで             「副詞句」 

essersi lasciato sorprèndere ｴｯｾﾙｼ･ﾗｯｼｬｰﾄ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾚ 不定詞･受動形 

   (lasciarsi+不定詞)v.pr 現場で取り押さえられる          「動詞句」 

a dire ｱ･ﾃﾞｨｰﾚ 不定詞･同格 adj. 〜を言う        「形容詞句」 

una bugìa ｳﾅ･ﾌﾞｼﾞｰｱ n.f 嘘を           「目的語」 
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così ingènua, ｺｼ･ｲﾝｼﾞｪｰﾇｱ 

 adj.f かくも無邪気な        「形容詞句」 

aveva tossito ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾄｯｼｰﾄ 3 単半･完了形(tossire)v.i 咳をした           「動詞句」 

due o tre vòlte, ﾄﾞｩｴ･ｵ･ﾄﾚ･ｳﾞｫﾙﾃ adv. 2、3 度                             「副詞句」 

per méttere ﾍﾟﾙ･ﾒｯﾃﾚ adv.（結果・継続）そして置いた                    「副詞句」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様を                「目的語」 

dalla parte del tòrto... ﾀﾞｯﾗ･ﾊﾟﾙﾃ･ﾃﾞﾙ･ﾄｰﾙﾄ adv. 間違えた側に      「副詞句」 

 

「それで、ついたては？」 

"È quésto un paravènto?..."                                《「動詞」「主語」「補語」》 

"È ｴ 3 単現･疑問文(èssere)v.i 〜ですか？                                   「動詞」 

quésto ｸｪｽﾄ pron これは                                                 「主語」 

un paravènto?..." ｳﾝ･ﾊﾟﾗｳﾞｪﾝﾄ n.m ついたて                               「補語」 

   → 皮肉っぽく催促している → ついたてはどうなっているの？ 

 

「僕はそれを探しに行こうとしていたのに、あなたが話しかけてきたんですよ！」 

"Andavo a cercarlo, ma tu non mi parlavi!"  

《「動詞句」,ma「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」》 

"Andavo a cercarlo, ｱﾝﾀﾞｰｳﾞｫ･ｱ･ﾁｪﾙｶｰﾙ･ﾛ 1 単点･準備(andare a+不定詞) 

   v.t それを探しに行こうとしていた                                    「動詞句」 

ma ﾏ conj. しかし 

tu ﾄｩ pron あなたは                                                     「主語」 

non ...parlavi!" ﾉﾝ...ﾊﾟﾙﾗｰｳﾞｨ 2 単半(parlare)v.t 話しかけてきた            「動詞句」 

   non は否定の意味を持たない「冗語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

 

それで花は、無理に咳払いをして、彼に両親の呵責を起こさせた。 

Allóra aveva forzato la sua tósse per fargli venire dei rimòrsi.  

「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで                                                 「副詞」 

aveva forzato ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾌｫﾙﾂｧｰﾄ 3 単半･完了形(forzare)v.t 無理じいした     「動詞句」 

la sua tósse ﾗ･ｽｰｱ･ﾄｯｾ n.f 咳払いを                                     「目的語」 

per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv.（結果）その結果〜する                             「副詞句」 

fargli venire ﾌｧﾙ･ﾘ･ｳﾞｪﾆｰﾚ 不定詞･使役(fare+人+不定詞) 

v.t 彼を〜に至らせた                                         「動詞句」 

venire ｳﾞｪﾆｰﾚ v.i 達する、〜に至る 
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dei rimòrsi. ﾃﾞｲ･ﾘﾓﾙｼ adv.(rimòrso) 呵責に、後悔に            「間接目的語」 

 

だから王子さまは、彼の恋心による善意ではあったが、花を疑い始めた。 

Così il pìccolo prìncipe, nonostante tutta la buòna volontà del suo amóre, aveva 

cominciato a dubitare di lui.            Così「主語」「副詞句」「動詞句」「間接目的語」 

Così ｺｼ conj. だから 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

nonostante ﾉﾉｽﾀﾝﾃ conj. 〜ではあるが                                   「副詞句」 

tutta la buòna volontà ﾄｩｯﾀ･ﾗ･ﾌﾞｵｰﾅ･ｳﾞｫﾛﾝﾀ n.f まったくの善意     「目的語」 

del suo amóre, ﾃﾞﾙ･ｽｰｵ･ｱﾓｰﾚ adj.（由来）彼の恋心による  「形容詞句」 

aveva cominciato a dubitare ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ｺﾐﾝﾁｬｰﾄ･ｱ･ﾄﾞｩﾋﾞﾀｰﾚ 3 単半･完了形･開始 

   v.i(di を) 疑い始めた                                                「動詞句」 

di lui. ﾃﾞｨ･ﾙｰｲ adv. 花を                                           「間接目的語」 

 

どうでもよい言葉を真面目に受け取ったために、彼は不幸になったのだ。 

Aveva preso sul sèrio delle paròle sènza importanza ché l'avevano reso infelice.  

「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞節」 

Aveva preso ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾌﾟﾚｿﾞ 3 単半･完了形(prèndere)v.t 取った、受け取った「動詞句」 

sul sèrio ｽﾙ･ｾｰﾘｵ adv. 真面目に                                         「副詞句」 

delle paròle ﾃﾞｯﾚ･ﾊﾟﾛｰﾚ pl.n.f(paròla) 言葉を                             「目的語」 

sènza importanza ｾﾝﾂｧ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾂｧ 

 adj. 重要性のない、つまらない、どうでもよい                「形容詞句」 

ché ｹ conj.（結果）そのために〜する                                    「副詞節」 

l' ﾛ pron 彼を                                                  「目的語」 

avevano reso ｱｳﾞｪｳﾞｧｰﾉ･ﾚｰｿﾞ 3 複現･完了形(rèndere)v.t 〜にした   「動詞句」 

   受動態に翻訳する 

infelice. ｲﾝﾌｪﾘｰﾁｪ adj. 不幸な                                      「補語」 
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「花の言うことを聞くべきではなかったのだろう」

と、ある日、彼は打ち明けた。「決して花の言うこと

を聞いてはならない。花を見て、香りをかぐだけで十

分なんだ。僕の花は、僕の惑星をよい香りで満たして

くれていたのに、僕はそれを楽しむことが出来なか

った」 

"Avrei dovuto non ascoltarlo", mi confidò un giórno, "non bisogna mai ascoltare i fióri.  

Basta guardarli e respirarli. Il mio, profumava il mio pianéta, ma non sapevo 

rallegrarmene.  

《「動詞句」》,「間接目的語」「動詞」「副詞句」, 

《「動詞句」「目的語」┃「動詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」┃「動詞句」》 

"Avrei dovuto +不定詞 ｱｳﾞﾚｲ･ﾄﾞｳﾞｰﾄ 条・3 単現･推量(dovére+不定詞) 

  v. 〜するべきだっただろう                                            「動詞句」 

non ascoltarlo", ﾉﾝ･ｱｽｺﾙﾀﾙ･ﾛ 不定詞･否定形 v.t 花のいうことを聞かない     「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

confidò ｺﾝﾌｨﾄﾞ 3 単遠(confidare)v.t 打ち明けた                             「動詞」 

un giórno, ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ n.m ある日                                         「副詞句」 

"non bisogna mai +不定詞 ﾉﾝ･ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ･ﾏｰｲ 3 単現･禁止･強調(bisognare+不定詞) 

   v.h 〜してはならない                                                「動詞句」 

ascoltare ｱｽｺﾙﾀｰﾚ 不定詞 v.t 聞く                                       「動詞句」 

i fióri. ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m 花の言うことを                                   「目的語」 

Basta +不定詞 ﾊﾞｽﾀ 3 単現･十分(bastare+不定詞)v.h 〜するだけでよい      「動詞句」 

guardarli ｸﾞｧﾙﾀﾞｰﾙ･ﾘ 不定詞 v.t 花を見る                         「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

respirarli. ﾚｽﾋﾟﾗﾙ･ﾘ 不定詞 v.t 花の香をかぐ                      「動詞句」 

Il mio, ｲﾙ･ﾐｰｵ pron 僕の花は                                             「主語」 

profumava ﾌﾟﾛﾌﾏｰｳﾞｧ 3 単半(profumare)v.t 香りで満たしていた             「動詞」 

il mio pianéta, ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 僕の惑星を                           「目的語」 

ma ﾏ conj. しかし 

non sapevo rallegrarmene. ﾉﾝ･ｻﾍﾟｰｳﾞｫ･ﾗｯﾚｸﾞﾗﾙ･ﾒ･ﾈ 1 単半･可能･否定 
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  (sapére+不定詞 rallegrarsene)v.pr それを楽しむことができなかった      「動詞句」 

 

「僕はあのかぎ爪の話でひどく苛立ったけれども、恐らく感動的な話だったに違いない。」 

Quélla stòria degli artigli, che mi aveva tanto raggelato, avrebbe dovuto intenerirmi."  

《「主語」「動詞句」》 

Quélla stòria ｸｪｯﾗ･ｽﾄｰﾘｱ n.f あの話は                                     「主語」 

degli artigli, ﾃﾞｯﾘ･ｱﾙﾃｨｯﾘ adj.(artìglio)（猛獣の）かぎ爪の         「形容詞句」 

che ｹ pron(stòria の代用)（主語）〜する                         「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕を                                         「目的語」 

aveva tanto raggelato, ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾀﾝﾄ･ﾗｯｼﾞｪﾗｰﾄ 3 単半･完了形(raggelare) 

v.t 凍らせた → ひどく苛立たせた                      「動詞句」 

avrebbe dovuto intenerirmi." ｱｳﾞﾚｯﾍﾞ･ﾄﾞｳﾞｰﾄ･ｲﾝﾃﾈﾘﾙ･ﾐ 条・3 単現･完了形･推量 

   (dovére+不定詞 intenerire+mi)v.t 恐らく僕を感動させたに違いない      「動詞句」 

   intenerire ｲﾝﾃﾈﾘｰﾚ v.t 感動させる 

フランス語版では ： 

Cette histoire de griffes, ... 僕をひどく苛立たせたあの爪の話だって、．．． 

従って、この文の raggelato は irritato (irritare の過去分詞)が適当だと思う。 

 

そう言って、また僕に打ち明けた： 

E mi confidò ancóra:                                E「間接目的語」「動詞」「副詞」 

E ｴ conj. そして 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

confidò ｺﾝﾌｨﾄﾞ 3 単遠(confidare)v.t 打ち明けた                             「動詞」 

ancóra: ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 

 

「あの時僕は、何も理解できなかったんだ！言葉によってではなく、行為によって、彼女を

判断するべきだったんだ。彼女は僕をよい香りで満たしてくれていたし、明るく照らしてく

れていたんだ」 

"Non ho saputo capire niènte allóra! Avrei dovuto giudicarlo dagli atti, non dalle paròle. 

Mi profumava e mi illuminava.   《「動詞句」「目的語」「副詞」┃「動詞句」「副詞句」 

「目的語」「動詞」e「目的語」「動詞」》 

"Non ho saputo capire ﾉ･ﾉ･ｻﾌﾟｰﾄ･ｶﾋﾟｰﾚ 1 単現･完了形･可能･否定(sapére+不定詞) 

   v.t 理解することができなかった                                      「動詞句」 

niènte ﾆｴﾝﾃ pron 何も〜ない                                           「目的語」 

allóra! ｱｯﾛｰﾗ adv. あの時は                                               「副詞」 

Avrei dovuto giudicarlo ｱｳﾞﾚｲ･ﾄﾞｳﾞｰﾄ･ｼﾞｭﾃﾞｨｶﾙ･ﾛ 条・1 単現･完了形･義務 
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(dovére+不定詞)v.i(da によって、di について) 判断すべきだった        「動詞句」 

dagli atti, ﾀﾞｯﾘ･ｱｯﾃｨ adv.(atto) 行為によって                            「副詞句」 

non dalle paròle. ﾉﾝ･ﾀﾞｯﾚ･ﾊﾟﾛｰﾚ adv.(paròla) 言葉によってではなく「副詞句」 

Mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

profumava ﾌﾟﾛﾌﾏｰｳﾞｧ 3 単半(profumare)v.t よい香りで満たしていた          「動詞」 

e ｴ conj. そして 

mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

illuminava. ｲﾙﾐﾅｰｳﾞｧ 3 単半(illuminare)v.t 明るく照らしていた              「動詞」 

 

「決して別の場所へ逃げるべきではなかったんだ！」 

Non avrei mai dovuto venirmene via!                            《「動詞句」「副詞」》 

Non avrei mai dovuto venirmene ﾉﾝ･ｱｳﾞﾚｲ･ﾏｰｲ･ﾄﾞｳﾞｰﾄ･ｳﾞｪﾆｰﾙ･ﾒ･ﾈ 

   条・1 単現･完了形･否定･義務(dovére+不定詞 venirsene) 

   v.pr 決して立ち去るべきではなかった                                 「動詞句」 

via! ｳﾞｨｰｱ adv. 別の場所へ                                               「副詞」 

 

「ささやかな策略の裏に隠れていた、彼女の優しさを見抜くべきだったんだ」 

Avrei dovuto indovinare la sua tenerézza dietro le pìccole astùzie.《「動詞句」「目的語」》 

Avrei dovuto indovinare ｱｳﾞﾚｲ･ﾄﾞｳﾞｰﾄ･ｲﾝﾄﾞｳﾞｨﾅｰﾚ 条・1 単現･完了形･否定･義務 

(dovére+不定詞)v.t 推測するべきだった、見抜くべきだった              「動詞句」 

la sua tenerézza ﾗ･ｽｰｱ･ﾃﾈﾚｯﾂｧ n.f 彼女の優しさを                        「目的語」 

dietro ﾃﾞｨｴｰﾄﾛ prep（場所）〜の後ろの                           「副詞句」 

le pìccole astùzie. ﾚ･ﾋﾟｯｺﾚ･ｱｽﾄｩﾁｪ 

 pl.n.f(astùzia) ささやかな策略                          「目的語」 

   astùzia ｱｽﾄｩｰﾁｬ n.f 狡猾さ、策略 

 

花は本当に矛盾している。だけど僕は、幼過ぎて、あの花を愛する方法を知らなかったんだ。 

I fióri sono così contraddittòri! Ma èro tròppo gióvane per saperlo amare". 

「主語」「動詞」「補語」┃Ma「動詞」「補語」「副詞句」 

I fióri ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl.n.m(fióre) 花は                                          「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

così contraddittòri! ｺｼ･ｺﾝﾄﾗﾃﾞｨｯﾄｰﾘ adj.pl(contraddittòrio) 本当に矛盾する    「補語」 

   注意：contraddittóre ｺﾝﾄﾗﾃﾞｨｯﾄｰﾚ n.m 反論する人、反対者 

Ma ﾏ conj. しかし 

èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

tròppo gióvane ﾄﾛｯﾎﾟ･ｼﾞｮｰｳﾞｧﾈ adj. 若過ぎの                              「補語」 
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per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv. （結果）それで〜する、（目的）〜するために         「副詞句」 

saperlo amare". ｻﾍﾟｰﾙ･ﾛ･ｱﾏｰﾚ 不定詞･可能(sapére+不定詞) 

   v.t それの愛し方を知る                                       「動詞句」 

troppo...per+不定詞 ： 

〜するにはあまりにも．．．である、〜でありすぎて．．．できない 

Quésto quadro costa troppo poco per èssere autentico. 

この絵はほんものにしては値が安すぎる。 

 

IX 

 

王子様は脱出するために野鳥の渡りを利用したと、僕は思っている。 

Io credo che égli approfittò, per venirsene via, di una migrazióne di uccèlli selvàtici.  

「主語」「動詞」「目的語」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

credo ｸﾚﾄﾞ 1 単現(crédere)v.t 思う、信じる                                 「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

égli ｴｯﾘ pron 王子さまは                                          「主語」 

approfittò, ｱｯﾌﾟﾛﾌｨｯﾄ 3 単遠(approfittare)v.i(di を) 利用した          「動詞」 

per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv.（目的）〜するために                        「副詞句」 

venirsene ｳﾞｪﾆｰﾙ･ｾ･ﾈ 不定詞 v.pr 逃げ出す                「動詞句」 

via, ｳﾞｨｱ adv. あちらへ                                    「副詞」 

di una migrazióne ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ﾐｸﾞﾗﾁｵｰﾈ adv. 移動を               「間接目的語」 

di uccèlli selvàtici. ﾃﾞｨ･ｳｯﾁｪｰﾘ･ｾﾙｳﾞｧｰﾁﾁ adj. 野鳥の  「形容詞句」 

   uccèlli ｳｯﾁｪｰﾘ pl.n.m(uccèllo) 鳥 selvàtici ｾﾙｳﾞｧｰﾁﾁ adj.m.pl(selvàtic) 野生の 

 

出発の朝、王子さまは自分の惑星をしっかりと整頓した。 

Il mattino della partènza mise bène in órdine il suo pianéta.  

「副詞句」「主語」「動詞」「副詞」「補語」「目的語」 

Il mattino ｲﾙ･ﾏｯﾃｨｰﾉ n.m その朝に                                      「副詞句」 

della partènza ﾃﾞｯﾗ･ﾊﾟﾙﾃﾝﾂｧ adj. 出発の                        「形容詞句」 

mise ﾐｾﾞ 3 単遠(méttere)v.t（ある状態に）持って行った                     「動詞」 

   méttere in órdine ql.co. 「何かを整頓する、片付ける」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. 十分に、よく                                             「副詞」 

in órdine ｲﾝ･ｵﾙﾃﾞｨﾈ adj. 整理された                                       「補語」 

il suo pianéta. ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 彼の惑星を                            「目的語」 
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活火山の噴出口を入念に煤払いした。 

Spazzò accurataménte il camino dei suoi vulcani in attività. 「動詞」「副詞」「目的語」 

Spazzò ｽﾊﾟｯﾂｫ 3 単遠(spazzare)v.t 掃除をした                              「動詞」 

accurataménte ｱｸﾗﾀﾒﾝﾃ adv. 入念に                                       「副詞」 

il camino ｲﾙ･ｶﾐｰﾉ n.m（火山の）噴出口を、煙突を                       「目的語」 

dei suoi vulcani ﾃﾞｲ･ｽｵｲ･ｳﾞﾙｶｰﾆ adj. 火山の                    「形容詞句」 

in attività. ｲﾝ･ｱｯﾁｳﾞｨﾀ adv. 活動中の                   「副詞句」 

 

彼は活火山を 2 つ所有していた。 

Possedeva due vulcani in attività.                                「動詞」「目的語」 

Possedeva ﾎﾟｯｾﾃﾞｰｳﾞｧ 3 単半(possedére)v.t 所有していた                    「動詞」 

due vulcani ﾄﾞｩｴ･ｳﾞﾙｶｰﾆ pl.n.m(vulcano) 火山を 2 つ                     「目的語」 

in attività. ｲﾝ･ｱｯﾁｳﾞｨﾀ adv. 活動中の                             「副詞句」 

 

そしてそれは、朝の食事を温めるのにとても便利だった。 

Ed era mólto còmodo per far scaldare la colazióne del mattino.      Ed「動詞」「補語」 

Ed ｴﾄﾞ conj.（接続詞 e +母音で始まる語）そして 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

mólto còmodo ﾓﾙﾄ･ｺｰﾓﾄﾞ adj. とても便利な                                 「補語」 

per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv.（目的）〜するために                          「副詞句」 

far scaldare ﾌｧﾙ･ｽｶﾙﾀﾞｰﾚ 不定詞･使役(fare+scaldare)v.t 温める「動詞句」 

la colazióne ﾗ･ｺﾗﾁｵｰﾈ n.f 食事を                            「目的語」 

del mattino. ﾃﾞﾙ･ﾏｯﾃｨｰﾉ adj. 朝の                 「形容詞句」 

 

そして休火山も 1 つ所有していた。 

E possedeva anche un vulcano spènto.                           E「動詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

possedeva ﾎﾟｯｾﾃﾞｰｳﾞｧ 3 単半(possedére)v.t 所有していた                    「動詞」 

anche ｱﾝｹ adv. また、〜も                                        「副詞」 

un vulcano ｳﾝ･ｳﾞﾙｶﾉ n.m 火山を 1 つ                                    「目的語」 

spènto. ｽﾍﾟﾝﾄ adj. 火の消えた                                    「形容詞」 

 

しかし、 “どうなるかわからない”と言っていたように、彼は休火山も煤払いをした。 

Ma, cóme lui diceva, "non si sa mai" e così spazzò anche il camino del vulcano spènto. 

Ma,「副詞節」e「副詞」「動詞」「目的語」 

Ma, ﾏ conj. しかし 
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cóme ｺｰﾒ conj.（理由）〜なので、〜のように                             「副詞節」 

lui ﾙｲｰ pron 人が、誰かが、彼が                                   「主語」 

diceva, ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(dire)v.t 言っていた                        「動詞」 

n. 〜ということを                                               「目的語」 

"non si sa mai" ﾉﾝ･ｼ･ｻ･ﾏｰｲ 3 単現･再帰受動･否定･天気(sapérsi) 

v.pr 知られない、分からない                           「動詞句」 

e ｴ conj. それで 

così ｺｼ adv. 同様に                                                      「副詞」 

spazzò ｽﾊﾟｯﾂｫ 3 単遠(spazzare)v.t 清掃した                                「動詞」 

anche ｱﾝｹ conj. 〜もまた 

il camino ｲﾙ･ｶﾐｰﾉ n.m 煙突                                            「目的語」 

del vulcano ﾃﾞﾙ･ｳﾞﾙｶｰﾉ adj. 火山の                            「形容詞句」 

spènto. ｽﾍﾟﾝﾄ adj.（火が）消えた                       「形容詞」 

 

噴出口をよく煤払いしておけば、火山は噴火せずに、静かに規則正しく燃え続ける。 

Se i camini sono bèn puliti, bruciano piano piano, regolarménte, sènza eruzióni.  

「副詞節」,「動詞」「副詞句」 

Se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

i camini ｲ･ｶﾐｰﾆ pl.n.m(camino) 煙突が                             「主語」 

sono bèn puliti, ｿｰﾉ･ﾍﾞﾝ･ﾌﾟﾘｰﾃｨ 3 複現･受動.m.pl(pulire+bèn) 

   v.t よく掃除されている                                       「動詞句」 

bruciano ﾌﾞﾙﾁｬﾉ 3 複現(bruciare)v.i 燃える                                 「動詞」 

piano piano, ﾋﾟｱｰﾉ･ﾋﾟｱｰﾉ adv. 静かに                                   「副詞句」 

regolarménte, ﾚｺﾞﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 規則正しく                                  「副詞」 

sènza eruzióni. ｾﾝﾂｧ･ｴﾙﾂｨｵｰﾈ adv. 噴火しないで                         「副詞句」 

 

火山の噴火は、噴出口で発生する爆発みたいなものだ。 

Le eruzióni vulcaniche sono cóme gli scòppi nei caminétti.     「主語」「動詞」「補語」 

Le eruzióni ﾚ･ｴﾙﾂｨｵｰﾆ pl.n.f(eruzióne) 噴火は                              「主語」 

vulcaniche ｳﾞﾙｶﾆｹ adj.f.pl(vulcànico) 火山の                        「形容詞」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

cóme ｺｰﾒ adv. 〜のような                                                「補語」 

gli scòppi ﾘ･ｽｺｯﾋﾟｫ pl.n.m(scòppio) 爆発                           「目的語」 

nei caminétti. ﾈｲ･ｶﾐﾈｯﾃｨ adv. 煙突の中の                          「副詞句」 

   caminétti ｶﾐﾈｯﾃｨ pl.n.m(camino+ -etto) 煙突、暖炉 
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明らかに、この地球上では、我々は小さすぎて火山の噴出口を煤払いすることができない。

だから、火山は僕たちに沢山のやっかいごとを与える。 

È evidènte che sulla nostra tèrra nói siamo tròppo pìccoli per poter spazzare il camino 

dei nostri vulcani ed è per quésto che ci danno tanti guài.  

「動詞」「補語」「主語」ed「動詞」「副詞句」「補語」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

evidènte ｴｳﾞｨﾃﾞﾝﾃ adj. 明らかな                                          「補語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

sulla nostra tèrra ｽｯﾗ･ﾉｽﾄﾗ･ﾃｯﾗ adv. 我々の地球上では              「副詞句」 

nói ﾉｰｲ pron 私たちは                                              「主語」 

siamo ｼｧｰﾓ 1 複現(èssere)v.i 〜である                                「動詞」 

tròppo pìccoli ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾋﾟｯｺﾘ adj.m.pl 小さすぎる                       「補語」 

per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv.( tròppo...per)（結果）それで〜しない           「副詞句」 

poter spazzare ﾎﾟﾃｰﾙ･ｽﾊﾟｯﾂｧｰﾚ 不定詞(potére+不定詞) 

v.t 掃除する                                           「動詞句」 

il camino ｲﾙ･ｶﾐｰﾉ n.m 煙突を、噴出口を                   「目的語」 

dei nostri vulcani ﾃﾞｲ･ﾉｽﾄﾘ･ｳﾞﾙｶｰﾆ adj. 火山の    「形容詞句」 

ed ｴﾄﾞ conj. そして 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

per quésto ﾍﾟﾙ･ｸｪｽﾄ adv. このために、だから                            「副詞句」 

che ｹ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

ci ﾁ pron.pl 僕たちに                                         「間接目的語」 

danno ﾀﾞﾝﾉ 3 複現(dare)v.t 与える                                   「動詞」 

tanti guài. ﾀﾝﾃｨ･ｸﾞｧｲ pl.n.m(guàio) 沢山のやっかいごとを       「直接目的語」 

 

王子さまは、少し憂鬱そうに、バオバブの最新の若芽を抜くこともした。 

Il pìccolo prìncipe strappò anche con una cèrta malinconìa gli ùltimi germogli dei baobàb.  

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

strappò ｽﾄﾗﾎﾟ 3 単遠(strappare)v.t 引き抜いた                             「動詞」 

anche ｱﾝｹ conj. 〜もまた 

con una cèrta malinconìa ｺﾝ･ｳﾅ･ﾁｪﾙﾀ･ﾏﾘﾝｺﾆｰｱ adv.（様態）少し憂鬱そうに  「副詞句」 

   cèrta ﾁｪｰﾙﾀ adj.f(cèrto) いくらかの、ある種の malinconìa ﾏﾘﾝｺﾆｰｱ n.f 憂鬱、哀愁 

gli ùltimi germogli ﾘ･ｳﾙﾁﾐ･ｼﾞｪﾙﾓｰﾘ pl.n.m(germóglio) 最新の若芽を        「目的語」 

   ùltimi ｳﾙﾁﾐ adj(ùltimo).m.pl 最新の、最後の 

dei baobàb. ﾃﾞｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adj. バオバブの                        「形容詞句」 
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彼は、もう二度と戻らないと思っていた。 

Credeva di non ritornare più.                                    「動詞句」「副詞」 

Credeva di +不定詞 ｸﾚﾃﾞｰｳﾞｧ･ﾃﾞｨ 3 単半･思う(crédere) 

v.t(di+不定詞 〜すると) 思っていた                                   「動詞句」 

non ritornare ﾉﾝ･ﾘﾄﾙﾅｰﾚ 不定詞･否定形 v.i 戻らない               「動詞句」 

più. ﾋﾟｳ adv.(non...più) もはや〜ない                                      「副詞」 

 

しかしやり慣れたあの仕事のすべてが、その朝は、彼には非常に甘美なものに思われた。 

Ma tutti quéi lavóri consueti gli sembravano, quel mattino, estremaménte dólci.  

Ma「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

tutti quéi lavóri ﾄｫｳｯﾃｨ･ｸｪｲ･ﾗｳﾞｫｰﾘ pl.n.m(lavóro) あの仕事はみな           「主語」 

   quéi ｸｪｲ adj.（男性複数形指示形容詞）あの 

consueti ｺﾝｽｪｰﾃｨ adj.m.pl(consueto) 習慣的な、慣れた               「形容詞」 

gli ﾘ pron 彼には                                                  「間接目的語」 

sembravano, ｾﾝﾌﾞﾗｰｳﾞｧﾉ 3 複半(sembrare)v.i 〜のように思われた            「動詞」 

quel mattino, ｸｪﾙ･ﾏｯﾃｨｰﾉ adv. その朝は                                 「副詞句」 

estremaménte dólci. ｴｽﾄﾚﾏﾒﾝﾃ･ﾄﾞｰﾙﾁ adj.m.pl(dólce) 非常に甘美な           「補語」 

   estremaménte ｴｽﾄﾚﾏﾒﾝﾃ adv. 非常に、はなはだしく 

 

そして彼の花に最後の水をかけてやり、ガラスの覆いをかけてやろうとしていた時、彼は今

にも泣きだしたい自分の気持ちに気づいた。 

E quando innaffiò per l'ùltima vòlta il suo fióre, e si preparò a metterlo al riparo sótto la 

campana di vétro, scoprì che aveva una gran vòglia di piàngere.  

E「副詞節」,「動詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

innaffiò ｲﾝﾅｯﾌｨｵ 3 単遠(innaffiare = annaffiare) 

v.t（植物に）水をやった                                        「動詞」 

per l'ùltima vòlta ﾍﾟﾙ･ﾙﾙﾁﾏ･ｳﾞｫﾙﾀ adv.（目的）最後に              「副詞句」 

il suo fióre, ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 自分の花に                        「目的語」 

e ｴ conj. そして 

si preparò a metterlo ｼ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾛ･ｱ･ﾒｯﾃﾙ･ﾛ 3 単遠･準備(prepararsi a+不定詞) 

   v.t 花を置こうとした                                         「動詞句」 

al riparo ｱﾙ･ﾘﾊﾟｰﾛ adv. 避難所に                                 「副詞句」 
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sótto la campana ｿｯﾄ･ﾗ･ｶﾝﾊﾟｰﾆｬ adv. 鐘の下に             「副詞句」 

di vétro, ﾃﾞｨ･ｳﾞｪｯﾛ adj.（材料）ガラスの         「形容詞句」 

scoprì ｽｺﾌﾟﾘ 3 単遠(scoprire)v.t 発見した、見出した                         「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

aveva ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半(avére)v.t 持っていた、あった                「動詞」 

una gran vòglia ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ｳﾞｫﾘｱ n.f 強い願望                      「目的語」 

di piàngere. ﾃﾞｨ･ﾋﾟｱﾝｼﾞｪﾚ adj.（同格）泣くという       「形容詞句」 

 

「さようなら」と、王子さまは花に向かって言った。 

"Addìo", disse al fióre.                             《「呼びかけ」》,「動詞」「副詞句」 

"Addìo", ｱｯﾃﾞｨｰｵ int. さようなら                                      「呼びかけ」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

al fióre. ｱﾙ･ﾌｨｵｰﾚ adv. 花に向かって                                     「副詞句」 

 

しかし、花は答えなかった。 

Ma il fióre non rispose.                                       Ma「主語」「動詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

il fióre ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花は                                                「主語」 

non rispose. ﾉﾝ･ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠･否定(rispóndere)v.i 答えなかった           「動詞句」 

 

「さようなら」と、王子さまは繰り返した。 

"Addìo", ripeté.                                            《「呼びかけ」》,「動詞」 

"Addìo", ｱｯﾃﾞｨｰｵ int. さようなら                                      「呼びかけ」 

ripeté. ﾘﾍﾟﾃ 3 単遠(ripètere)v.t 繰り返した                                 「動詞」 

 

花は咳をした。しかし、風邪を引いたからではなかった。 

Il fióre tossì. Ma no era perché fosse raffreddato.  

「主語」「動詞」┃Ma「動詞句」「補語」 

Il fióre ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花は                                                「主語」 

tossì. ﾄｯｼ 3 単遠(tossire)v.i 咳をした                                       「動詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

no era ﾉ･ｴﾗ 3 単半･否定(èssere)v.i 〜でなかった                          「動詞句」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. 〜だから                                               「補語」 

fosse raffreddato. ﾌｫｯｾ･ﾗｯﾌﾚｯﾀﾞｰﾄ 接・3 単半･受動･推測(raffreddare) 

v.t 風邪を引いた                                               「動詞句」 
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「わたしは、馬鹿でした」と、ついに花は言った。「ごめんなさい、幸せになってね」 

"Sono stato uno sciòcco", disse finalménte, "scusami, e cerca di essere felice".  

《「動詞」「補語」》,「動詞」「副詞」,《「動詞句」,e「動詞句」「補語」》 

"Sono stato ｿﾉ･ｽﾀｰﾄ 1 単現･完了形(èssere)v.i 〜だった                    「動詞句」 

uno sciòcco", ｳﾉ･ｼｮｯｺ n.m ばか者                                         「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

finalménte, ﾌｨﾅﾙﾒﾝﾃ adv. ついに                                          「副詞」 

"scusami, ｽｸｰｻﾞﾐ 命・2 単現(scusare+mi)v.t 私を許せ、ごめんなさい       「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

cerca di essere ﾁｪﾙｶ･ﾃﾞｨ･ｴｯｾﾚ 命・2 単現･努力(cercare di+不定詞) 

   v.i 〜になるように努力しなさい                                      「動詞句」 

felice". ﾌｪﾘｰﾁｪ adj. 幸せ                                                 「補語」 

フランス語版では ： 

J’ai été sotte. あたくし、馬鹿だったわ。 

sotte は sot の女性形なので、イタリア語では、una sciòcca に相当する。 

Je te demande pardon. Tâche d’être heureux. ごめんなさい、幸せになってね。 

フランス語でも、親称を使って、花が王子様と親しくなりたかった心情を表現している。 

 

王子さまは、花が自分を非難しないので驚いた。そのせいで、ガラスの覆いを空中に抱えた

たまま困惑していた。彼は、花の静かな優しさが理解できなかった。 

Fu sorpréso dalla mancanza di rimproveri. Ne rimase sconcertato, con la campana di 

vétro per ària. Non capiva quélla calma dolcézza.  

「動詞句」「副詞句」┃「副詞」「動詞」「補語」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」 

Fu sorpréso ﾌ･ｿﾙﾌﾟﾚｰｿﾞ 3 単遠･受動(sorprèndere)v.t 驚いた               「動詞句」 

dalla mancanza ﾀﾞｯﾗ･ﾏﾝｶﾝｻ adv.（原因）欠如のために                    「副詞句」 

di rimproveri. ﾃﾞｨ･ﾘﾝﾌﾟﾛｰｳﾞｪﾘ adj. 非難の                      「形容詞句」 

Ne ﾈ adv.（dalla mancanza を受けて）それによって                        「副詞」 

rimase ﾘﾏｾ 3 単遠(rimanére)v.i 〜のままでいた                             「動詞」 

sconcertato, ｽｺﾝﾁｪﾙﾀｰﾄ adj. 大いに当惑した                                「補語」 

con ｺﾝ prep（所有）〜を持って                                         「副詞句」 

la campana di vétro ﾗ･ｶﾝﾊﾟｰﾅ･ﾃﾞｨ･ｳﾞｪｰﾄﾛ n.f ガラスの覆いを      「目的語」 

per ària. ﾍﾟﾙ･ｱｰﾘｱ adv. 空中に                           「副詞句」 

Non capiva ﾉﾝ･ｶﾋﾟｰｳﾞｧ 3 単遠･否定(capire)v.t 理解しなかった             「動詞句」 

quélla calma dolcézza. ｸｪｯﾗ･ｶｰﾙﾏ･ﾄﾞﾙﾁｪｯｻ n.f その静かな優しさを         「目的語」 
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「でも、そうよ、わたしはあなたが好きよ」と、花は言った。「でも、私のせいであなたは

そのことを知らなかったわね」 

"Ma sì, ti voglio bène", disse il fióre, "e tu non l'hai saputo per cólpa mia.  

《Ma「応答」,「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《e「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

sì, ｼ adv.（肯定）そうです                                                「応答」 

ti ﾃｨ pron あなたを                                                    「目的語」 

voglio bène", ｳﾞｫﾘｵ･ﾍﾞｰﾈ 1 単現(volére bène)v.t 愛している                「動詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il fióre, ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花は                                               「主語」 

"e ｴ conj. そして 

tu ﾄｩ pron あなたは                                                     「主語」 

non ...hai saputo ﾉﾝ...ｱｲ･ｻﾌﾟｰﾄ 2 単現･完了形･否定(sapére)v.t 知らなかった 「動詞句」 

l' ﾛ pron そのことを                                                   「目的語」 

per cólpa mia. ﾍﾟﾙ･ｺｰﾙﾊﾟ･ﾐｰｱ adv. 私のせいで                            「副詞句」 

 

「そんなことはどうでもいい。でも、あなたも私と同じくらい馬鹿だったのよ。」 

Quésto non ha importanza, ma sèi stato sciòcco quanto me.  

《「主語」「動詞句」「目的語」,ma「動詞句」「補語」》 

Quésto ｸｪｽﾄ pron このことは、そのことは                                 「主語」 

non ha ﾉ･ﾅ 3 単現･否定(avére)v.t 〜がない                               「動詞句」 

importanza, ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾂｧ n.f 重要性、意義                                 「目的語」 

   Si tratta di un problèma senza importanza. それはどうでもいい問題だ。 

ma ﾏ conj. しかし 

sèi stato ｾｲ･ｽﾀｰﾄ 2 単現･完了形･状態(stare)v.i 〜だった                   「動詞句」 

sciòcco ｼｮｯｺ adj. 愚かな、馬鹿な                                          「補語」 

quanto me. ｸゎﾝﾄ･ﾒ adv.（同等比較）私と同じくらい                「副詞句」 

 

「幸せになってね。このガラスの覆いは捨てて頂戴。もうそんなものはいらないわ。」 

Cerca di essere felice. Lascia quésta campana di vétro, non la voglio più".  

《「動詞句」「補語」┃「動詞」「目的語」,「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

Cerca di essere ﾁｪﾙｶ･ﾃﾞｨ･ｴｯｾﾚ 命・2 単現･努力(cercare di+不定詞) 

v.i 〜になりなさい                                                  「動詞句」 

felice. ﾌｪﾘｰﾁｪ adj. 幸せな                                                「補語」 

Lascia ﾗｯｼｬ 命・2 複現(lasciare)v.t 捨てなさい                            「動詞」 
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quésta campana ｸｪｽﾀ･ｶﾝﾊﾟﾅ n.f この覆いを                             「目的語」 

di vétro, ﾃﾞｨ･ｳﾞｪｰﾄﾛ adj.（材料）ガラスの                     「形容詞句」 

non ...voglio più". ﾉﾝ...ｳﾞｫﾘｵ･ﾋﾟｳ 1 単現･否定(volére+ più)v.t もういらない 「動詞句」 

la ﾗ pron それは                                                     「目的語」 

 

「でも、風が．．．」 

"Ma il vènto..."                                                     《Ma「主語」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

il vènto..." ｲﾙ･ｳﾞｪﾝﾄ n.m 風が                                             「主語」 

 

「それほど風邪をひいているわけじゃないの。夜の涼しい風が私を元気にしてくれると思

うわ。私は、花なんだから」 

"Non sono così raffreddato. L'ària fresca della nòtte mi farà bène. Sono un fióre".  

《「動詞句」「補語」┃「主語」「目的語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

"Non sono ﾉﾝ･ｿｰﾉ 1 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                        「動詞句」 

così ｺｼ adv.（否定文で）それほど〜ない                              「副詞」 

raffreddato. ﾗｯﾌﾚｯﾀﾞｰﾄ adj. 風邪を引いた                                  「補語」 

L'ària fresca ﾗｰﾘｱ･ﾌﾚｽｶ n.f 涼しい空気は                                   「主語」 

della nòtte ﾃﾞｯﾗ･ﾉｯﾃ adj. 夜の                                   「形容詞句」 

mi ﾐ pron 私を                                                        「目的語」 

farà ﾌｧﾗ 3 単未(fare)v.t（状態を）変えるでしょう、〜にするでしょう         「動詞」 

bène. ﾍﾞｰﾈ adv. 元気に                                                   「補語」 

Sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

un fióre". ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花                                               「補語」 

 

「でも、獣が．．．」 

"Ma le béstie..."                                                  《Ma「主語」...》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

le béstie..." ﾚ･ﾍﾞｽﾁｪ pl.n.f(béstia) 獣が、動物                               「主語」 

 

「蝶々と知り合いになりたければ、多少の毛虫は我慢しなければならないわ。蝶々って、そ

れほど美しいから」 

"Devo pur sopportare qualche bruco se voglio conóscere le farfalle, sembra che siano così 

bèlle.                              《「動詞句」「目的語」「副詞節」,「動詞」「主語」》 

"Devo pur sopportare ﾃﾞﾎﾞ･ﾌﾟｰﾙ･ｿｯﾎﾟﾙﾀｰﾚ 1 単現･義務(dovére+不定詞+puro) 

   v.t 我慢くらいはしなくちゃならない                                  「動詞句」 
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qualche bruco ｸゎﾙｹ･ﾌﾞﾙｰｺ n.m いくらかの毛虫を                        「目的語」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

voglio conóscere ｳﾞｫﾘｵ･ｺﾉｯｼｪﾚ 1 単現･願望(volére+不定詞) 

  v.t 知り合いになりたい                                       「動詞句」 

le farfalle, ﾚ･ﾌｧﾙﾌｧｯﾚ pl.n.f 蝶々と                              「目的語」 

sembra ｾﾝﾌﾞﾗ 3 単現(sembrare)v.i 〜に思われる                            「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

siano ｼｱﾉ 接・3 複現(èssere)v.i 〜である                             「動詞」 

così bèlle. ｺｼ･ﾍﾞｯﾚ adj.f.pl(bèllo) とても美しい                        「補語」 

 

「もし蝶々でなければ、誰が私を訪ねてくるでしょう？あなたは遠くへ行ってしまうでし

ょう、でも私は大きな獣のことは怖くないわ。」 

Se no chi verrà a farmi visita? Tu sarai lontano e delle grosse béstie non ho paùra.  

《「副詞節」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「副詞」e「副詞句」「動詞句」「目的語」》 

Se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

no ﾉ adv. 違う（蝶々ではない）                                    「副詞」 

chi ｷ pron 誰が                                                         「主語」 

verrà a farmi visita? ｳﾞｪﾗ･ｱ･ﾌｧﾙﾐ･ｳﾞｨｼﾞﾀ 3 単未･しに来る(venire a+不定詞) 

   v.i 私を訪問しにくるだろう                                          「動詞句」 

   venire a+不定詞 〜しに来る  fare una visita a qlcu. 人を訪ねる 

Tu ﾄｩ pron あなたは                                                    「主語」 

sarai ｻﾗｲ 2 単未･移動(èssere)v.i 〜に行くだろう                           「動詞」 

lontano ﾛﾝﾀｰﾉ adv. 遠くに                                               「副詞」 

e ｴ conj. そして 

delle grosse béstie ﾃﾞｯﾚ･ｸﾞﾛｯｾ･ﾍﾞｽﾁｴ adv. 大きな獣については            「副詞句」 

non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t ない                                  「動詞句」 

paùra. ﾊﾟｳｰﾗ n.f 恐れ、恐怖                                           「目的語」 

 

「私には自分の爪があるから」 

Ho i miei artigli".                                             《「動詞」「目的語」》 

Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                           「動詞」 

i miei artigli". ｲ･ﾐｴｲ･ｱﾙﾃｨｰﾘ pl.n.m(artìiglio) 自分の爪、とげ             「目的語」 

 

そう言って、無邪気にも、自分の 4 本の棘を見せた。 

E mostrava ingenuaménte le sue quattro spine.           E「動詞」「副詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 
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mostrava ﾓｽﾄﾗｰｳﾞｧ 3 単半(mostrare)v.t 見せた                             「動詞」 

ingenuaménte ｲﾝｼﾞｪﾇﾜﾒﾝﾃ adv. 無邪気に                                  「副詞」 

le sue quattro spine. ﾚ･ｽｰｴ･ｸゎｯﾄﾛ･ｽﾋﾟｰﾈ pl.n.f(spina) 彼女の 4 本の棘を   「目的語」 

 

それから、話を続けた。 

Pòi continuò:                                                     「副詞」「動詞」 

Pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

continuò: ｺﾝﾁﾇｵ 3 単遠(continuare)v.t 続けた                               「動詞」 

 

「こんな風に、ぐずぐずしないで！いらいらするわ！出発することに決めたのでしょう？

それならすぐに行ってしまいなさい」 

"Non indugiare così, è irritante. Hai deciso di partire e allóra vattene".  

《「動詞句」「副詞」,「動詞」「補語」┃「動詞句」e「副詞」「動詞句」》 

"Non indugiare ﾉﾝ･ｲﾝﾄﾞｩｼﾞｬｰﾚ 命・2 単現･否定 v.i ぐずぐずするな         「動詞句」 

così, ｺｼ adv. こんな風に                                                  「副詞」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

irritante. ｲﾘﾀﾝﾃ adj. いらいらする                                         「補語」 

Hai deciso ｱｲ･ﾃﾞﾁｰｿ 2 単現･完了形･確認(decìdere) 

v.t(di+不定詞 〜すると) 決めた                                       「動詞句」 

di partire ﾃﾞｨ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾚ 不定詞 v.i 出発する                        「動詞句」 

e ｴ conj. それなら 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. さあ、今すぐ                                           「副詞」 

vattene". ｳﾞｧ･ｯﾃ･ﾈ 命・2 複現(andarsene)v.pr 行ってしまいなさい         「動詞句」 

 

泣いているところを僕に見られたくなかったのだ。それほど誇り高い花だった．．． 

Perché non voleva che io lo vedessi piàngere. Era un fióre così orgoglióso... 

Perché「動詞句」「目的語」┃「動詞」「補語」 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. 〜だから 

non voleva ﾉﾝ･ｳﾞｫﾚｰｳﾞｧ 3 単半･否定(volére)v.t 望まなかった               「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

io ｲｰｵ pron 僕が                                                 「主語」 

lo ﾛ pron 彼女を                                               「目的語」 

vedessi ｳﾞｪﾃﾞｯｼ 接・1 単半･知覚動詞･時制の一致･推量(vedére) 

v.t 見るかもしれない                                          「動詞」 

piàngere. ﾋﾟｱﾝｼﾞｪﾚ 不定詞･lo の動作 v.i 泣く                       「補語」 

Era ｴﾗ 3 単半(estar)v.i 〜だった                                          「動詞」 
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un fióre ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花                                                 「補語」 

così orgoglióso... ｺｼ･ｵﾙｺﾞﾘｵｰｿ adj. かくも誇り高き                 「形容詞句」 

 

X 

 

王子さまは小惑星 325, 326, 327, 328, 329 そして 330 の圏内にいた。 

Il pìccolo prìncipe si trovava nella regióne degli asteròidi 325, 326, 327, 328, 329 e 330.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

si trovava ｼ･ﾄﾛｳﾞｧｰｳﾞｧ 3 単半(trovarsi)v.pr（ある場所に）いた             「動詞句」 

nella regióne ﾈｯﾗ･ﾚｼﾞｮｰﾈ adv. 圏内に、区域に                            「副詞句」 

degli asteròidi 325, 326, 327, 328, 329 e 330. ﾃﾞｯﾘ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾄﾚﾁｪﾝﾄｳﾞｪﾝﾁﾁﾝｸｪ･ﾄﾚﾁｪﾝﾄｳﾞｪﾝ

ﾁｾｰｲ･ﾄﾚﾁｪﾝﾄｳﾞｪﾝﾁｾｯﾃ･ﾄﾚﾁｪﾝﾄｳﾞｪﾝﾄｯﾄ･ﾄﾚﾁｪﾝﾄｳﾞｪﾝﾁﾉｰｳﾞｪ･ｴ･ﾄﾚﾁｪﾝﾄﾄﾚﾝﾀ 

  adj. 小惑星 325, 326, 327, 328, 329 そして 330 の              「形容詞句」 

 

仕事を探して、自分で勉強するために、それらの惑星への訪問を開始した。 

Cominciò a visitarli per cercare un'occupazióne e per istruirsi.    「動詞句」「副詞句」 

Cominciò a visitarli ｺﾐﾝﾁｮ･ｱ･ｳﾞｨｼﾀﾙ･ﾘ 3 単遠･開始(cominciare a+不定詞) 

   v.t それらへの訪問を開始した                                        「動詞句」 

per cercare ﾍﾟﾙ･ﾁｪﾙｶｰﾚ adv.（目的）探すために                          「副詞句」 

un'occupazióne ｳﾉｸﾊﾟﾁｵｰﾈ n.d 仕事を                            「目的語」 

e ｴ conj. そして 

per istruirsi. ﾍﾟﾙ･ｲｽﾄﾙｲﾙｼ adv.（目的）自ら学ぶために                    「副詞句」 

 

最初の惑星には、1 人の王様が住んでいた。 

Il primo asteròide era abitato da un re.                  「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il primo asteròide ｲﾙ･ﾌﾟﾘｰﾓ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ n.m 最初の惑星は                     「主語」 

era abitato ｴﾗ･ｱﾋﾞﾀｰﾄ 3 単半･受動(abitare)v.t 住まれていた               「動詞句」 

da un re. ﾀﾞ･ｳﾝ･ﾚ adv.（動作主）1 人の王様によって                      「副詞句」 

 

その王様は、真紅の服と白貂毛皮を着て、とても簡素だが威厳のある玉座に腰かけていた。 

Il re, vestito di pórpora e d'ermellino, sedeva su un tròno mólto sémplice e nello stésso 

tèmpo maestóso.                             「主語」,「副詞句」,「動詞」「副詞句」 

Il re, ｲﾙ･ﾚ n.m その王様は                                               「主語」 

vestito ｳﾞｪｽﾁｰﾄ 過去分詞･様態(vestire)v.t 〜を着て                       「副詞句」 

di pórpora ﾃﾞｨ･ﾎﾟｰﾙﾎﾟﾗ n.f 真紅の服を                           「目的語」 
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e ｴ conj. そして 

d'ermellino, ﾃﾞﾙﾒﾘｰﾉ n.m 白貂（シロテン）の毛皮を              「目的語」 

sedeva ｾﾃﾞｰｳﾞｧ 3 単半(sedére)v.i 座っていた                               「動詞」 

su un tròno ｽ･ｳﾝ･ﾄﾛｰﾉ adv. 玉座の上に                                  「副詞句」 

mólto sémplice ﾓﾙﾄ･ｾﾝﾌﾟﾘﾁｪ adj. とても簡素な                  「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

nello stésso tèmpo ﾈｯﾛ･ｽﾃｯｿ･ﾃﾝﾎﾟ adv. 同時に             「副詞句」 

maestóso. ﾏｴｽﾄｰｿ adj. 威厳に満ちた                              「形容詞」 

 

「ああ！家来がやってくるぞ」と、王様は王子様を見るとすぐに大声で言った。 

"Ah! ècco un sùddito", esclamò il re appéna vide il pìccolo prìncipe.  

《「感嘆」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」「副詞節」 

"Ah! ｱｰ int. ああ                                                        「感嘆」 

ècco ｴｯｺ adv.（人や物が到着した時）やって来た                            「動詞」 

un sùddito", ｳﾝ･ｽｰﾃﾞｨﾄ n.m 家臣が、家来が                                「主語」 

esclamò ｴｽｸﾗﾓ 3 単遠(esclamare)v.i 大声で言った、叫んだ                   「動詞」 

il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

appéna ｱｯﾍﾟｰﾅ conj. 〜するとすぐに                                    「副詞節」 

vide ｳﾞｨﾃﾞ 3 単遠(vedére)v.t 見た                                  「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様を                「目的語」 

 

すると、王子さまは疑問に思った： 

E il pìccolo prìncipe si domandò:                                E「主語」「動詞句」 

E ｴ conj. そして 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様は                          「主語」 

si domandò: ｼ･ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandarsi)v.pr 自問した、疑問に思った     「動詞句」 

 

「一度も僕に会ったことがないのに、どうして僕が分かったのだろう？」 

"Cóme può riconoscermi se non mi ha mai visto?"  

《「副詞」「動詞句」「副詞節」》 

"Cóme ｺｰﾒ adv. どうして、どうやって                                     「副詞」 

può riconoscermi ﾌﾟｵ･ﾘｺﾉｼｪﾙ･ﾐ 3 単現･可能(potére+不定詞 riconóscere+mi) 

   v.t 僕を識別できる                                                  「動詞句」 

se ｾ conj.（理由）〜なのに                                                「副詞節」 

non ...ha mai visto?" ﾉﾝ...ｱ･ﾏｰｲ･ｳﾞｨｽﾄ 3 単現･完了形･否定(vedére) 

v.t 一度もあったことがない                                   「動詞句」 
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mi ﾐ pron 僕に                                                 「目的語」 

 

王さまたちにとって、世の中がとても単純であることを彼は知らなかった。すべての人間が

家来なのだ！ 

Non sapeva che per i re il móndo è mólto semplificato. Tutti gli uòmini sono dei sùdditi.  

「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Non sapeva ﾉﾝ･ｻﾍﾟｰｳﾞｧ 3 単半･否定(sapére)v.t 知らなかった               「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

per i re ﾍﾟﾙ･ｲ･ﾚ adv.（利害）王たちにとって                      「副詞句」 

   re ﾚ n.m（[複]re：無変）王、国王 

il móndo ｲﾙ･ﾓﾝﾄﾞ n.m 世界は、世の中                             「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                     「動詞」 

mólto semplificato. ﾓﾙﾄ･ｾﾝﾌﾟﾘﾌｨｶｰﾄ adj. とても単純な               「補語」 

Tutti ﾄｩｯﾃｨ adj.pl(tutto) すべての                                  「形容詞」 

gli uòmini ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl.n.m(uòmo) 人間は                                   「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

dei sùdditi. ﾃﾞｲ･ｽｯﾃﾞｨﾃｨ pl.n.m(sùddito) 家臣、家来                        「補語」 

 

「もっとよく見えるように、近くに来なさい」と、誰かに対してついに王様になって誇り高

くなった王様は彼に言った。 

"Avvicinati che ti veda mèglio", gli disse il re che era mólto fièro di essere finalménte re 

per qualcuno.                  《「動詞句」「副詞節」》,「間接目的語」「動詞」「主語」 

"Avvicinati ｱｯｳﾞｨﾁﾅ･ﾁ 命・2 複現(avvicinarsi)v.pr 近くに来なさい          「動詞句」 

che ｹ conj.（原因・目的）〜するように                                  「副詞節」 

ti ﾁ pron 君を                                                 「目的語」 

veda ｳﾞｪﾀﾞ 接・1 単現(vedére)v.t 見える                           「動詞」 

mèglio", ﾒｰﾘｵ adv. よりよく                                      「副詞」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

era ｴﾗ 3 単半･変化(èssere)v.i 〜になった                    「動詞」 

mólto fièro ﾓﾙﾄ･ﾌｨｴﾛ adj. とても自慢する                   「補語」 

di +不定詞 ﾃﾞｨ 不定詞･原因 adv. 〜して             「副詞句」 

essere ｴｯｾﾚ 不定詞･変化 v.i 〜になる          「動詞」 

finalménte ﾌｨﾅﾙﾒﾝﾃ adv. ついに、やっと       「副詞」 
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re ﾚ n.m 王様                               「補語」 

per qualcuno. ﾍﾟﾙ･ｸゎﾙｸｰﾉ 

 adv. 誰かに対して                 「副詞句」 

 

王子さまは目で座れる場所を探してみたが、この星全体が白貂の見事なマントで敷き詰め

られていた。 

Il pìccolo prìncipe cercò con gli òcchi dóve potersi sedére, ma il pianéta era tutto occupato 

dal magnìfico manto di ermellino.  

「主語」「動詞」「副詞句」「間接目的語」,ma「主語」「動詞」「補語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

cercò ﾁｪﾙｺ 3 単遠(cercare)v.t 探した                                       「動詞」 
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con gli òcchi ｺﾝ･ﾘ･ｵｯｷ adv.(òcchio) 両目で                                「副詞句」 

dóve potersi sedére, ﾄﾞｰｳﾞｪ･ﾎﾟﾃﾙｼ･ｾﾃﾞｰﾚ adv. 座れる場所を            「間接目的語」 

ma ﾏ conj. しかし 

il pianéta ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m この星は                                        「主語」 

era ｴﾗ 3 単半(estar)v.i 〜だった                                           「動詞」 

tutto occupato ﾄｩｯﾄ･ｵｯｸﾊﾟｰﾄ adj. まったく占領された                       「補語」 

dal magnìfico manto ﾀﾞﾙ･ﾏﾆｰﾌｨｺ･ﾏﾝﾄ adv.（動作主）見事なマントで  「副詞句」 

di ermellino. ﾃﾞｨ･ｴﾙﾒﾘｰﾉ adj.（材料）白貂（シロテン）の  「形容詞句」 

 

王子さまは立っているしかなかったが、とても疲れていたのであくびをしてしまった。 

Dovette rimanere in piedi, ma era tanto stanco che sbadigliò.  

「動詞句」「副詞句」,ma「動詞」「補語」「副詞節」 

Dovette rimanere ﾄﾞｳﾞｪｯﾃ･ﾘﾏﾈｰﾚ 3 単遠･必要(dovére+不定詞) 

   v.i 〜のままでいなければならなかった                                「動詞句」 

in piedi, ｲﾝ･ﾋﾟｴｰﾃﾞｨ adv. 立って、直立して                              「副詞句」 

ma ﾏ conj. しかし 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

tanto stanco ﾀﾝﾄ･ｽﾀﾝｺ adj. 非常に疲れた                                   「補語」 

che ｹ conj.（tanto...che〜 あまり〜なので）．．．する                      「副詞節」 

sbadigliò. ｽﾞﾊﾞﾃﾞｨﾘｵ 3 単遠(sbadigliare)v.i あくびした              「動詞」 

 

「王の面前であくびをすることはエチケットに反する！」と、その君主は彼に言った。「君

にあくびを禁ずる」 

"È contro all'etichetta sbadigliare alla presènza di un re", gli disse il monarca, "te lo 

proibisco".                 《「動詞」「補語」「主語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 

《「間接目的語」「直接目的語」「動詞」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

contro all'etichetta ｺﾝﾄﾛ･ｱｯﾚﾁｹｯﾀ adj. エチケットに反した                   「補語」 

sbadigliare ｽﾞﾊﾞﾃﾞｨﾘｬｰﾚ 不定詞 n. あくびをすることは                      「主語」 

alla presènza di un re", ｱｯｧ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾂｧ･ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾚ adv. 王の面前で      「副詞句」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il monarca, ｲﾙ･ﾓﾅﾙｶ n.m 君主は                                           「主語」 

"te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

lo ﾛ pron それを、あくびを                                         「直接目的語」 

proibisco". ﾌﾟﾛｲﾋﾞｽｺ 1 単現(proibire)v.t 禁ずる                              「動詞」 
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「あくびをせずにいられないのです」と、王子さまはひどくうろたえて答えた。「長旅をし

てきて、眠れなかったのです」 

"Non posso farne a meno", rispose tutto confuso il pìccolo prìncipe. "Ho fatto un lungo 

viaggio e non ho dormito..."  

《「動詞句」》,「動詞」「副詞句」「主語」,《「主語」「動詞句」「目的語」e「動詞句」》 

"Non posso farne a meno", ﾉﾝ･ﾎﾟｯｿ･ﾌｧﾙ･ﾈ･ｱ･ﾒｰﾉ 1 単現･可能･否定(potére+不定詞) 

   v.t あくびを我慢できない                                            「動詞句」 

   fare a meno di... 「．．．なしですます、しないままでいる」 ne は di sbadìglio 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

tutto confuso ﾄｩｯﾄ･ｺﾝﾌｰｿﾞ adj.（副詞的）ひどくうろたえて                「副詞句」 

   confuso ｺﾝﾌｰｿﾞ adj. 混乱した、当惑した、まごついた 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"Ho fatto ｵ･ﾌｧｯﾄ 1 単現･完了形(faire)v.t（行動を）して来た               「動詞句」 

un lungo viaggio ｳﾝ･ﾙﾝｺﾞ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｮ n.m 長旅を                          「目的語」 

e ｴ conj. そして 

non ho dormito..." ﾉ･ﾉ･ﾄﾞﾙﾐｰﾄ 1 単現･完了形･否定(dormire)v.i 眠れなかった「動詞句」 

 

「それでは」と、王様は彼に言った。「君にあくびをするように命ずる。誰かがあくびをす

るのを見なくなってから何年にもなる。あくびはわしにとっては興味深い見物じゃ。さあ！

もう一度あくびをしなさい！これは命令じゃ」 

"Allóra", gli disse il re, "ti ordino di sbadigliare. Sono anni che non vedo qualcuno che 

sbadiglia, e gli sbadigli sono una curiosità per me. Avanti! Sbadiglia ancóra. È un órdine".  

《「副詞」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 

《「目的語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」「副詞節」,e「主語」「動詞」「補語」 

「催促」┃「動詞」「副詞」┃「動詞」「補語」》 

"Allóra", ｱｯﾛｰﾗ adv. それならば                                           「副詞」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il re, ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

"ti ﾁ pron 君に                                                        「目的語」 

ordino ｵﾙﾃﾞｨﾉ 1 単現(ordinare)v.t 命ずる                                  「動詞」 

di sbadigliare. ﾃﾞｨ･ｽﾞﾊﾞﾃﾞｨｼﾞｬｰﾚ 不定詞･ti の動作 v.i あくびをする          「補語」 

Sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

anni ｱﾝﾆ pl.n.m 何年間                                                  「補語」 

che ｹ conj.（時間）〜して以来                                          「副詞節」 
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non vedo ﾉﾝ･ｳﾞｪﾄﾞ 1 単現･否定(vedére)v.t 見ない                 「動詞句」 

qualcuno ｸゎﾙｸｰﾉ pron 誰かを                                  「目的語」 

che sbadiglia, ｹ･ｽﾞﾊﾞﾃﾞｨﾘｱ adj. あくびをしている       「形容詞節」 

e ｴ conj. そして 

gli sbadigli ﾘ･ｽﾞﾊﾞﾃﾞｨﾘ pl.n.m(sbadìglio) あくびは                          「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

una curiosità ｳﾅ･ｸﾘｵｼﾀ n.f 珍しいもの、見もの                             「補語」 

per me. ﾍﾟﾙ･ﾐ adv. わしにとって                                   「副詞句」 

Avanti! ｱｳﾞｧﾝﾃｨ adv. 進め！、さあ！                                      「催促」 

Sbadiglia ｽﾞﾊﾞﾃﾞｨﾁｱ 命・2 単現(sbadigliare)v.i あくびをしなさい            「動詞」 

ancóra. ｱﾝｺｰﾗ adv. もう一度                                              「副詞」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

un órdine". ｳﾝ･ｵｰﾙﾃﾞｨﾈ n.m 命令                                          「補語」 

 

「あなたが怯えさせるから．．．もう出来ませんよ」と、顔を赤らめて、王子さまは言った。 

"Mi avete intimidito... non posso più", disse il pìccolo prìncipe arrossendo.  

《「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」「副詞」 

"Mi ﾐ pron 僕を                                                       「目的語」 

avete intimidito... ｱｳﾞｪｰﾃ･ｲﾝﾁﾐﾃﾞｨｰﾄ 2 複現･完了形(intimidire)v.t 怯えさせた「動詞句」 

non posso più", ﾉﾝ･ﾎﾟｯｿ･ﾋﾟｳ 1 単現･可能･否定(potére)v.i もう出来ない      「動詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

arrossendo. ｱﾛｯｾﾝﾄﾞ ジェルンディオ･同時(arrossire)adv. 顔を赤らめて        「副詞」 

 

「えへん、えへん」と、王様は答えた。「それでは、君に命じる。少しあくびをし、少し．．．」 

"Hum! hum!" rispose il re. "Allóra io... io ti ordino di sbadigliare un po' e un po'..."  

《「間投」》,「動詞」「主語」,《「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞」「補語」》 

"Hum! hum!" ﾌﾑ･ﾌﾑ int. えへん、えへん                                   「間投」 

   hem ﾍﾑ 擬音 えへん 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 返事した                             「動詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

"Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それでは                                              「副詞」 

io... io ｲｰｵ･ｲｰｵ pron わしは                                               「主語」 

ti ﾃｨ pron 君に                                                    「間接目的語」 

ordino ｵﾙﾃﾞｨﾉ 1 単現(ordinare)v.t 命ずる                                   「動詞」 

di sbadigliare ﾃﾞｨ･ｽﾞﾊﾞﾃﾞｨﾘｬｰﾚ 不定詞･ti の動作 v.i あくびをする            「補語」 
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un po' ｳﾝ･ﾎﾟ adv. 少し                                           「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

un po'..." ｳﾝ･ﾎﾟ adv. 少し．．．                                    「副詞句」 

 

彼は何かをつぶやいたが、困っているようだった。なぜなら、自分の権威が尊重されること

に絶対的に執着していたから。従わなければ、容赦しなかった。王様は絶対君主だった。 

Borbottò qualche còsa e sembrò seccato. Perché il re teneva assolutaménte a che la sua 

autorità fosse rispettata. Non tollerava la disubbidiènza. Era un monarca assoluto.  

「動詞」「目的語」e「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞」「間接目的語」 

「動詞句」「目的語」┃「動詞」「補語」 

Borbottò ﾎﾞﾙﾎﾞｯﾄ 3 単遠(borbottare)v.t（聞き取れぬように）つぶやいた       「動詞」 

qualche còsa ｸゎﾙｹ･ｺｰｻ n.f 何か、少し                                  「目的語」 

e ｴ conj. そして 

sembrò ｾﾝﾌﾞﾛ 3 単遠(sembrare)v.i 〜のように見えた                        「動詞」 

seccato. ｾｯｶｰﾄ adj. 困っている                                            「補語」 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら〜だから、〜なので 

il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

teneva ﾃﾈｰｳﾞｧ 3 単半･習慣(tenére)v.i(a に) 執着していた                   「動詞」 

assolutaménte ｱｯｿﾙﾀﾒﾝﾃ adv. 絶対的に、何としても                        「副詞」 

a che ｱ･ｹ conj. 〜ということに                                     「間接目的語」 

la sua autorità ﾗ･ｽｰｱ･ｱｳﾄﾘﾀ n.f 自分の権威が                  「主語」 

fosse rispettata. ﾌｫｯｾ･ﾘｽﾍﾟｯﾀｰﾀ 接・3 単半･受動.f(rispettare) 

v.t 尊重されるだろう                                    「動詞句」 

Non tollerava ﾉﾝ･ﾄｯﾚﾗｰｳﾞｧ 3 単半･習慣･否定(tollerare)v.t 容認しなかった   「動詞句」 

la disubbidiènza. ﾗ･ﾃﾞｨｽﾞﾋﾞﾃﾞｨｴﾝﾂｧ n.f 逆らうことを、不従順を           「目的語」 

Era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

un monarca ｳﾝ･ﾓﾅﾙｶ n.m 君主                                            「補語」 

assoluto. ｱｯｿﾙｰﾄ adj. 絶対的な                                     「形容詞」 

 

しかし、とてもお人よしだったので、理性的な命令を下していた。 

Ma siccóme era mólto buòno, dava degli órdini ragiónevoli.  

Ma「副詞節」,「動詞」「目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

siccóme ｼｯｺｰﾒ conj. 〜なので、〜だから                                 「副詞節」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                  「動詞」 

mólto buòno, ﾓﾙﾄ･ﾌﾞｵｰﾉ adj. とても親切な、お人よしの             「補語」 
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dava ﾀﾞｳﾞｧ 3 単半(dare)v.t 与えていた                                     「動詞」 

degli órdini ﾃﾞｯﾘ･ｵﾙﾃﾞｨﾆ pl.n.m(órdine) 命令を                           「目的語」 

ragiónevoli. ﾗｼﾞｮﾈｰｳﾞｫﾘ adj.pl(ragiónevole) 理性的な               「形容詞」 

 

「もしわしが命令したら」と、王様はいつも言っていた。「もしわしがある将軍に海鳥に変

身するように命じて、もしその将軍が従わなかったとすると、それはその将軍の過ちではな

いだろう。それはわし自身の過ちだろう」 

"Se ordinassi", diceva abitualménte, "se ordinassi a un generale di trasformarsi in un 

uccèllo marino, e se il generale non ubbidisse, non sarèbbe cólpa del generale. Sarèbbe 

cólpa mia""            《「副詞節」》,「動詞」「副詞」, 

《「副詞節」e「副詞節」,「動詞句」「補語」┃「動詞」「補語」》 

"Se ｾ conj. もし〜するならば                                           「副詞節」 

ordinassi", ｵﾙﾃﾞｨﾅｯｼ 接・1 単半･仮定(ordinare)v.t 命令した          「動詞」 

diceva ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(dire)v.t 言っていた                                「動詞」 

abitualménte, ｱﾋﾞﾄｩｱﾙﾒﾝﾃ adv.(< abituale) いつも                          「副詞」 

"se ｾ conj. もし〜するならば                                           「副詞節」 

ordinassi ｵﾙﾃﾞｨﾅｯｼ 接・1 単半･仮定(ordinare)v.t 命令した          「動詞」 

a un generale ｱ･ｳﾝ･ｼﾞｪﾈﾗｰﾚ adv. ある将軍に                「間接目的語」 

di trasformarsi ﾃﾞｨ･ﾄﾗｽﾌｫﾙﾏﾙｼ 不定詞･generale の動作 v.pr 変身する「補語」 

in un uccèllo marino, ｲﾝ･ｳﾝ･ｳﾁｪｰﾛ･ﾏﾘｰﾉ adv. 海鳥に    「間接目的語」 

e ｴ conj. そして 

se ｾ conj. もし〜するならば                                           「副詞節」 

il generale ｲﾙ･ｼﾞｪﾈﾗｰﾚ n.m その将軍が                           「主語」 

non ubbidisse, ﾉﾝ･ｳｯﾋﾞﾃﾞｨｯｾ 接・3 単半･否定･仮定(ubbidire) 

v.i 従わなかった                                            「動詞句」 

non sarèbbe ﾉﾝ･ｻﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･推量(èssere)v.i 〜でないだろう          「動詞句」 

cólpa ｺｰﾙﾊﾟ n.f 過ち                                                     「補語」 

del generale. ﾃﾞﾙ･ｼﾞｪﾈﾗｰﾚ adj. 将軍の                            「形容詞句」 

Sarèbbe ｻﾚｯﾍﾞ 条・1 単現･推量(èssere)v.i 〜だろう                         「動詞」 

cólpa mia"" ｺｰﾙﾊﾟ･ﾐｰｱ n.f わしの過ち                                      「補語」 

 

「座ってもいいでしょうか？」と、王子さまはおずおずと訊いた。 

"Posso sedermi?" s'informò timidaménte il pìccolo prìncipe.  

《「動詞句」》,「動詞句」「副詞」「主語」 

"Posso sedermi?" ﾎﾟｯｿ･ｾﾃﾞｰﾙ･ﾐ 1 単現･許可･疑問文(potére+不定詞 sedersi) 

   v.pr 座ってもいいでしょうか？                                       「動詞句」 
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s'informò ｼﾝﾌｫﾙﾓ 3 単遠(informarsi)v.pr 問い合わせた                     「動詞句」 

timidaménte ﾁﾐﾀﾞﾒﾝﾃ adv. おずおずと                                     「副詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「座るように命じる」と、王様は彼に答えてから、白貂のマントの裾を厳かに引き寄せた。 

"Ti ordino di sederti", gli rispose il re che ritirò maestosaménte una falda del suo 

mantèllo di ermellino.  

《「目的語」「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,che「動詞」「副詞」「目的語」 

"Ti ﾁ pron 君に                                                        「目的語」 

ordino ｵﾙﾃﾞｨﾉ 1 単現(ordinare)v.t(SVO di+不定詞) O に〜することを命じる    「動詞」 

di sederti", ﾃﾞｨ･ｾﾃﾞﾙ･ﾁ 不定詞･ti の動作(sedersi)v.pr 座る                   「補語」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

che ｹ pron（主語）（継続）そして〜する 

ritirò ﾘﾁﾛ 3 単遠(ritirare)v.t 引き戻した                                    「動詞」 

maestosaménte ﾏｴｽﾄｻﾞﾒﾝﾃ adv. いかめしく                                「副詞」 

una falda ｳﾅ･ﾌｧﾙﾀﾞ n.f（男性用上着の）裾を、垂襞（たれひだ）           「目的語」 

del suo mantèllo ﾃﾞﾙ･ｽｰｵ･ﾏﾝﾃｰﾛ adj. マントの                  「形容詞句」 

di ermellino. ﾃﾞｨ･ｴﾙﾒﾘｰﾉ adj.（材料）白貂の          「形容詞句」 

 

王子さまはとても驚いた。その惑星は非常に小さかったのだ。それでは、王様は何に対して

支配できているのだろう？ 

Il pìccolo prìncipe era mólto stupito. Il pianéta era piccolissimo e allóra su che còsa il re 

poteva regnare?     「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞」「補語」e「副詞」「間接目的語」「主語」「動詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

mólto stupito. ﾓﾙﾄ･ｽﾄｩﾋﾟﾄ adj. とても驚いた                               「補語」 

Il pianéta ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m その惑星は                                      「主語」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

piccolissimo ﾋﾟｯｺﾘｯｼﾓ adj.(pìccolo)（絶対最上級）非常に小さい              「補語」 

e ｴ conj. そして 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それでは                                               「副詞」 

su che còsa ｽ･ｹ･ｺｰｻ adv. 何に対して                                「間接目的語」 

il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 
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poteva regnare? ﾎﾟﾃｰｳﾞｧ･ﾚﾆｬｰﾚ 3 単半･可能･時制の一致(potére+不定詞 regnare) 

   v.i 支配できている                                                  「動詞句」 

 

「陛下」と、王子さまは言った。「質問することを、お許しください．．．」 

"Sire", gli disse, "scusatemi se vi interrogo..."  

《「呼びかけ」》,「間接目的語」「動詞」,《「動詞句」「副詞句」》 

"Sire", ｼｰﾚ n.m 陛下                                                 「呼びかけ」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

disse, ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

"scusatemi ｽｸｻﾞｰﾃ･ﾐ 命・2 複現･敬称(scusare)v.t 許してください          「動詞句」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vi ﾋﾞ pron.pl（二人称複数敬称）あなたに                    「間接目的語」 

interrogo..." ｲﾝﾃﾛｺﾞ 1 単現(interrogare)v.t 質問する                 「動詞」 

vi 二人称複数代名詞 

「陛下」などに対応する代名詞として、vi は二人称単数の敬称として用いられる 

 

「君に、わしに質問するように命じる」と、王様は急いで返事をした。 

"Ti ordino di interrogarmi", si affrettò a rispondere il re. 

《「目的語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」 

"Ti ﾁ pron 君に                                                        「目的語」 

ordino ｵﾙﾃﾞｨﾉ 1 単現(ordinare)v.t 命ずる                                   「動詞」 

di interrogarmi", ﾃﾞｨ･ｲﾝﾃﾛｶﾞｰﾙ･ﾐ 不定詞･ti の動作 v.t わしに質問する        「補語」 

si affrettò a rispondere ｼ･ｱｯﾌﾚｯﾄ･ｱ･ﾘｽﾎﾟﾝﾃﾞﾚ 3 単遠･急ぎ(affrettarsi a+不定詞) 

   v.pr 急いで返事をした                                               「動詞句」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

 

「陛下、何を支配されているのですか？」 

"Sire, su che còsa regnate?"                     《「呼びかけ」「間接目的語」「動詞」》 

"Sire, ｼｰﾚ n.m 陛下                                                  「呼びかけ」 

su che còsa ｽ･ｹ･ｺｰｻ adv. 何に対して                                 「間接目的語」 

regnate?" ﾚﾆｬｰﾃ 2 複現･敬称(regnare)v.i 支配されていますか？               「動詞」 

 

「すべてじゃ」と、王様はまったく簡潔に答えた。 

"Su tutto", rispose il re con grande semplicità.   《「応答」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

"Su tutto", ｽ･ﾄｩｯﾄ adv. すべてを                                          「応答」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 
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il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

con grande semplicità. ｺﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ｾﾝﾌﾟﾘﾁﾀ adv. 非常に簡潔に              「副詞句」 

   semplicità ｾﾝﾌﾟﾘﾁﾀ n.f 簡潔、簡単さ、飾り気のなさ 

 

「すべてを？」 

"Su tutto?"                                                             《「感嘆」》 

"Su tutto?" ｽ･ﾄｩｯﾄ adv. すべてを                                          「感嘆」 

 

王様は、控えめな身振りで、自分の惑星とその他の惑星と星たちを指さした。 

Il re con un gèsto discréto indicò il suo pianéta, gli altri pianéti, e le stélle.  

「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」 

Il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

con un gèsto ｺﾝ･ｳﾝ･ｼﾞｪｽﾄ adv. 身振りで                                 「副詞句」 

discréto ﾃﾞｨｽｸﾚｰﾄ adj. 控えめな                                 「形容詞」 

indicò ｲﾝﾃﾞｨｺ 3 単遠(indicare)v.t 指さした                                 「動詞」 

il suo pianéta, ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 自分の惑星を                          「目的語」 

gli altri pianéti, ﾘ･ｱﾙﾄﾘ･ﾋﾟｱﾈｰﾃｨ pl.n.m 他の惑星を                       「目的語」 

e ｴ conj. そして 

le stélle. ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl.n.f(stélla) 星たちを                                   「目的語」 

 

「あれらをすべて？」と、王子さまは尋ねた。 

"Su tutto quésto?" domandò il pìccolo prìncipe.            《「質問」》,「動詞」「主語」 

"Su tutto quésto?" ｽ･ﾄｩｯﾄ･ｸｪｽﾄ pron あれらをすべて？                      「質問」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                              「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「あれらをすべてじゃ」と、王様は答えた。 

"Su tutto quésto..." rispose il re.                          《「応答」》,「動詞」「主語」 

"Su tutto quésto..." ｽ･ﾄｩｯﾄ･ｸｪｽﾄ pron あれらをすべてじゃ                   「応答」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispondere)v.t 答えた                               「動詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

 

というのは、王様は絶対君主だっただけではなく、宇宙の君主でもあったのだ。 

Perché non era solaménte un monarca assoluto, ma era un monarca universale.  

Perché「動詞句」「補語」,ma「動詞」「補語」 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. というのは〜だから 
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non era ﾉﾝ･ｴﾗ 3 単半･否定(èssere)v.i 〜でなかった                       「動詞句」 

solaménte ｿﾗﾒﾝﾃ adv. 〜だけ                                        「副詞」 

un monarca assoluto, ｳﾝ･ﾓﾅﾙｶ･ｱｯｿﾙｰﾄ n.m 絶対君主                        「補語」 

ma ﾏ conj. しかし 

era ｴﾗ (èssere)v.i 〜だった                                               「動詞」 

un monarca universale. ｳﾝ･ﾓﾅﾙｶ･ｳﾆｳﾞｪﾙｻｰﾚ n.m 宇宙の君主                 「補語」 

 

「それで、星たちはあなたに従っているのですか？」 

"E le stélle vi ubbidiscono?"                      《E「主語」「間接目的語」「動詞」》 

"E ｴ conj. そして 

le stélle ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl.n.f 星たちは                                           「主語」 

vi ｳﾞｨ pron（二人称単数敬称）あなたに                             「間接目的語」 

ubbidiscono?" ｳﾋﾞﾃﾞｨｽｺﾉ 3 複現(ubbidire)v.i 従っている                     「動詞」 

 

「もちろん」と、王様は言った。「すぐにわしに従う。わしは規律違反を許さない」 

"Certaménte", gli disse il re. "Mi ubbidiscono immediataménte. Non tollero l'indisciplina".  

《「応答」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 

《「間接目的語」「動詞」「副詞」┃「動詞句」「目的語」》 

"Certaménte", ﾁｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. もちろん                                      「応答」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

"Mi ﾐ pron わしに                                                 「間接目的語」 

ubbidiscono ｳﾋﾞﾃﾞｨｽｺﾉ 3 複現(ubbidire)v.i 従う                             「動詞」 

immediataménte. ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾀﾒﾝﾃ adv. すぐに                                 「副詞」 

Non tollero ﾉﾝ･ﾄﾚﾛ 1 単現･否定(tollerare)v.t 許さない、容認しない         「動詞句」 

l'indisciplina". ﾘﾝﾃﾞｨｼﾌﾟﾘﾅ n.f 無規律を、風紀の乱れを                    「目的語」 

 

それほどの権力に、王子さまは驚きました。 

Un tale potére meravigliò il pìccolo prìncipe.                「主語」「動詞」「目的語」 

Un tale potére ｳﾝ･ﾀｰﾚ･ﾎﾟﾃｰﾚ n.m それほどの権力は                         「主語」 

   無生物主語は工夫して翻訳する 

meravigliò ﾒﾗｳﾞｨﾘｵ 3 単遠(meravigliare)v.t 驚かした                        「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様を                       「目的語」 
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もしも王子様自身が、そんな権力を持っていたら、1 日のうちに、43 回どころか 72 回、い

や 100 回でも 200 回でも、まったく椅子を動かす必要もなく、立ち会えただろうに！ 

Se l'avesse avuto lui, avrebbe potuto assistere non a quarantatre' , ma a settantadue, o 

anche a cento, a duecento tramónti nella stéssa giórnata, sènza dover spostare mai la 

sua sèdia!                        「副詞節」,「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

Se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

l' ﾛ pron その権力を                                            「目的語」 

avesse avuto ｱｳﾞｪｯｾ･ｱｳﾞｰﾄ 接・3 単半･完了形･仮定(avére) 

v.t 持っていた                                               「動詞句」 

lui, ﾙｰｲ pron 彼が（王子様が）                                    「主語」 

avrebbe potuto assistere ｱｳﾞﾚｯﾍﾞ･ﾎﾟﾄｩｰﾄ･ｱｼｽﾃｰﾚ 条・3 単現･完了形･可能･推測 

   (potére+不定詞)v.i 立ち会えただろう                                  「動詞句」 

non a quarantatre' , ﾉ･ﾅ･ｸゎﾗﾝﾀﾄﾚ adv.（non...ma...o...）43 回どころか     「副詞句」 

ma ﾏ conj. そうではなく 

a settantadue, ｱ･ｾｯﾀﾝﾀﾄﾞｩｴ adv. 72 回                                   「副詞句」 

o ｵ conj. または 

anche a cento, a duecento ｱﾝｹ･ｱ･ﾁｪﾝﾄ･ｱ･ﾄﾞｩｴﾁｪﾝﾄ adv. 100 回か 200 回までも「副詞句」 

tramónti ﾄﾗﾓﾝﾃｨ pl.n.m 日の入りを                                     「目的語」 

nella stéssa giórnata, ﾈｯﾗ･ｽﾃｯｻ･ｼﾞｮﾙﾅｰﾀ adv. 1 日のうちに                 「副詞句」 

sènza+不定詞 ｾﾝﾂｧ adv. 〜しないで                                     「副詞句」 

dover spostare ﾄﾞｳﾞｪﾙ･ｽﾎﾟｽﾀｰﾚ 不定詞 v.t 動かさなければならない  「動詞句」 

mai ﾏｰｲ adv. 決して〜ない                                        「副詞」 

la sua sèdia! ﾗ･ｽｰｱ･ｾｰﾃﾞｨｱ n.f 自分の椅子を                      「目的語」 

 

そして、見放してきた自分の小さい惑星のことを考えると、少し悲しい気分になったので、

思い切って王様に手助けをお願いした。 

E sentendosi un po' triste al pensiero del suo pìccolo pianéta abbandonato, si azzardò a 

sollecitare una gràzia dal re:                       E「副詞句」,「動詞句」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

sentendosi ｾﾝﾃﾝﾄﾞｼ ジェルンディオ(sentirsi)adv.（様態）〜の気分になって  「副詞句」 

un po' triste ｳﾝ･ﾎﾟ･ﾄﾘｽﾃ adj. 少し悲しい                            「補語」 

al pensiero ｱﾙ･ﾍﾟﾝｼｴﾛ adv.（対応）考えに対して                   「副詞句」 

del suo pìccolo pianéta ﾃﾞﾙ･ｽｰｵ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ 

 adv. 自分の小さな惑星の                             「形容詞句」 

abbandonato, ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾅｰﾄ 過去分詞(abbandonare) 

adj. 見放してきた                            「形容詞」 
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si azzardò ｼ･ｱｯｻﾞﾙﾄﾞ 3 単遠(azzardarsi)v.pr(a+不定詞) 思い切って〜した   「動詞句」 

a sollecitare ｱ･ｿﾚﾁﾀｰﾚ 不定詞 v.t 強く要求する                    「動詞句」 

una gràzia ｳﾅ･ｸﾞﾗｰﾁｱ n.f 厚情を、親切を                                「目的語」 

dal re: ﾀﾞﾙ･ﾚ adv. 王様の                                        「副詞句」 

 

「ぜひ日の入りが見たいのです．．．僕を喜ばせてください．．．太陽に沈めと命じてください」 

"Vorrei tanto vedere un tramónto... Fatemi quésto piacére... Ordinate al sóle di 

tramontare..."  

《「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「目的語」┃「動詞」「間接目的語」「補語」》 

"Vorrei tanto vedere ｳﾞｫﾚｲ･ﾀﾝﾄ･ｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 条・1 単現(volére+不定詞+tanto) 

   v.t とても見たいのですが                                            「動詞句」 

un tramónto... ｳﾝ･ﾄﾗﾓﾝﾄ n.m 日の入りを                                 「目的語」 

Fatemi ﾌｧｰﾃ･ﾐ 命・2 複現･敬称(fare+mi)v.t 僕に引き起こしてください     「動詞句」 

quésto piacére... ｸｪｽﾄ･ﾋﾟｱﾁｪｰﾚ n.m この喜びを                           「目的語」 

Ordinate ｵﾙﾃﾞｨﾅｰﾃ 命・2 複現･敬称(ordinare)v.t 命じてください             「動詞」 

al sóle ｱﾙ･ｿｰﾚ adv. 太陽に                                          「間接目的語」 

di tramontare..." ﾃﾞｨ･ﾄﾗﾓﾝﾀｰﾚ 不定詞･sóle の動作 v.i 沈む                    「補語」 

 

「もしわしが将軍に、蝶のように花から花へ飛べと命じたり、悲劇を書けと命じたり、海鳥

に変身せよと命じたとして、もしもその将軍が命令に従わなかったとすると、誰が間違って

いるのだろう？その将軍か？それともこのわしか？」 

"Se ordinassi a un generale di volare da un fióre all'altro cóme una farfalla, o di scrivere 

una tragèdia, o di trasformarsi in un uccèllo marino; e se il generale non eseguisse 

l'órdine ricevuto, chi avrebbe tòrto, lui o io?"  

《「副詞節」；e「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」,「問いかけ」》 

"Se ｾ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

ordinassi ｵﾙﾃﾞｨﾅｯｼ 接・1 単半･仮定(ordinare)v.t 命じた             「動詞」 

a un generale ｱ･ｳﾝ･ｼﾞｪﾈﾗｰﾚ adv. 将軍に                      「間接目的語」 

di volare ﾃﾞｨ･ｳﾞｫﾗｰﾚ 不定詞･generale の動作 v.i 飛ぶ                「補語」 

da un fióre all'altro ﾀﾞ･ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ･ｱｯﾗﾙﾄﾛ adv. 花から花へ      「副詞句」 

cóme una farfalla, ｺ･ﾒ･ｳﾅ･ﾌｧﾙﾌｧｯﾗ adv. 蝶のように           「副詞句」 

o ｵ conj. または 

di scrivere ﾃﾞｨ･ｽｸﾘｰｳﾞｪﾚ 不定詞･generale の動作 v.t 書く             「補語」 

una tragèdia, ｳﾅ･ﾄﾗｼﾞｪｰﾃﾞｨｱ n.f 悲劇を                     「目的語」 

o ｵ conj. または 

di trasformarsi ﾃﾞｨ･ﾄﾗｽﾌｫﾙﾏﾙｼ 不定詞･generale の動作 v.pr 変身する   「補語」 
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in un uccèllo marino; ｲﾝ･ｳﾝ･ｳｯﾁｪｰﾛ･ﾏﾘｰﾉ adv. 海鳥に      「間接目的語」 

e ｴ conj. そして 

se ｾ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

il generale ｲﾙ･ｼﾞｪﾈﾗｰﾚ n.m その将軍が                            「主語」 

non eseguisse ﾉﾝ･ｴｾﾞｸﾞｨｯｾ 接・3 単半･否定･仮定(eseguire) 

v.t 従わなかった                                            「動詞句」 

l'órdine ﾛｰﾙﾃﾞｨﾈ n.m その命令に                                「目的語」 

ricevuto, ﾘﾁｪｳﾞｰﾄ adj. 受けた                           「形容詞」 

chi ｷ pron 誰が                                                         「主語」 

avrebbe ｱｳﾞﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･推量(avére)v.t 〜があるだろう                  「動詞」 

tòrto, ﾄｰﾙﾄ n.m 間違い                                                 「目的語」 

lui o io?" ﾙｰｲ･ｵ･ｲｰｵ adv. 彼か、それともわしか？                       「問いかけ」 

 

「陛下でしょうね」と、王子さまは毅然として答えた。 

"L'avreste vói", disse con fermézza il pìccolo prìncipe.  

《「目的語」「動詞」「主語」》,「動詞」「副詞句」「主語」 

"L' ﾛ pron（lo は母音の前では l’になる）（tòrto の代用）それを             「目的語」 

avreste ｱｳﾞｪｽﾃ 条・2 複現･丁寧(avére)v.t 持っているだろう                  「動詞」 

vói", ｳﾞｫｰｲ pron（二人称単数敬称として）あなたが                         「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

con fermézza ｺﾝ･ﾌｪﾙﾒｯﾂｧ adv. 毅然として                                「副詞句」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「その通り！誰でも、自分自身ができることを要請しなければならない」と、王様は続けた。 

"Esatto. Bisogna esigere da ciascuno quéllo che ciascuno può dare", continuò il re.  

《「応答」┃「動詞句」「副詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Esatto. ｴｻﾞｯﾄ adv.（返事）その通り                                      「応答」 

Bisogna +不定詞 ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ 非人称・3 単現(bisognare)v.h(+不定詞) 

   v. 〜しなければならない                                             「動詞句」 

esigere ｴｼﾞｰｼﾞｪﾚ 不定詞 v.t 要請する                             「動詞句」 

da ciascuno ﾀﾞ･ﾁｬｽｸｰﾉ adv. 各自が                                      「副詞句」 

quéllo ｸｴｯﾛ pron その事を                                              「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

ciascuno ﾁｬｽｸｰﾉ pron 各自が                             「主語」 

può dare", ﾌﾟｵ･ﾀﾞｰﾚ 3 単現･可能(potére+不定詞 dare) 

v.t（動作を）できる                                 「動詞句」 
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continuò ｺﾝﾁﾇｵ 3 単遠(continuare)v.t 続けた                               「動詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                   「主語」 

 

「権威というものは、何よりも、道理に基づいているものだ。もし君が国民に対して、海に

身を投げなさいと命令したなら、革命を引き起こすことになるだろう」 

"L'autorità riposa, prima di tutto, sulla ragióne. Se tu ordini al tuo popòlo di andare a 

gettarsi in mare, farà la rivoluzióne.  

《「主語」「動詞」「副詞句」┃「副詞節」,「動詞」「目的語」》 

"L'autorità ﾗｳﾄﾘﾀ n.f 権威は                                              「主語」 

riposa, ﾘﾎﾟｰｻﾞ 3 単現(riposare)v.i(su に) 立脚している                      「動詞」 

prima di tutto, ﾌﾟﾘﾏ･ﾃﾞｨ･ﾄｩｯﾄ adv. 何よりもまず、第一に                 「副詞句」 

sulla ragióne. ｽﾗ･ﾗｼﾞｮｰﾈ adv. 道理の上に                                「副詞句」 

Se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                                  「主語」 

ordini ｵﾙﾃﾞｨﾆ 2 単現(ordinare)v.t 命令する                          「動詞」 

al tuo pòpolo ｱﾙ･ﾄｩｰｵ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ adv. 国民に                     「間接目的語」 

di andare a gettarsi ﾃﾞｨ･ｱﾝﾀﾞｰﾚ･ｱ･ｹﾞｯﾀﾙｼ 不定詞･pòpolo の動作(andare a+不定詞) 

   v.pr（命令）(in に) 身を投げなさい                              「補語」 

in mare, ｲﾝ･ﾏｰﾚ adv. 海に                                  「副詞句」 

farà ﾌｧﾗ 3 単未(fare)v.t 引き起こすだろう                                  「動詞」 

la rivoluzióne. ﾗ･ﾘｳﾞｫﾙﾂｨｵｰﾈ n.f 革命を                                  「目的語」 

 

「わしの命令は筋が通っているから、服従を要請する権利があるのじゃ」 

Ho il diritto di esìgere l'ubbidiènza perché i miei órdini sono ragionévoli".  

《「動詞」「目的語」「副詞節」》 

Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

il diritto ｲﾙ･ﾃﾞｩﾘｯﾄ n.m 権利                                           「目的語」 

di esìgere ﾃﾞｨ･ｴｼﾞｰｼﾞｪﾚ adj.（同格）要求するという             「形容詞句」 

l'ubbidiènza ﾙﾋﾞﾃﾞｨｴﾝﾂｧ n.f 服従を                    「目的語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

i miei órdini ｲ･ﾐｴｲ･ｵｰﾙﾃﾞｨﾆ pl.n.m(órdine) わしの命令は             「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                 「動詞」 

ragionévoli". ﾗｼﾞｮﾈｰｳﾞｫﾘ adj.pl(ragionévole) 理性的な、筋の通った    「補語」 

 

 

 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

X 

  170 / 420 

「それじゃあ、僕の日の入りは？」と、王子さまはまた言った。彼は 1 度した質問は決して

忘れなかった。 

"E allóra il mio tramónto?" ricordò il pìccolo prìncipe che non si dimenticava mai di una 

domanda una vòlta che l'aveva fatta.  

《E「副詞」「主語」》,「動詞」「主語」,「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞節」 

"E ｴ conj. そして 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それじゃあ                                             「副詞」 

il mio tramónto?" ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾄﾗﾓﾝﾄ n.m ぼくの日の入りは？                    「主語」 

ricordò ﾘｺﾙﾄﾞ 3 単遠(ricordare)v.t 口にした、思い出させた                  「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

non si dimenticava mai ﾉﾝ･ｼ･ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｳﾞｧ･ﾏｰｲ 3 単半･否定(dimenticarsi) 

   v.pr(di のことを) 決して忘れていなかった              「動詞句」 

di una domanda ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞ adv. 質問のことを     「間接目的語」 

una vòlta che ｳﾅ･ｳﾞｫﾙﾀ･ｹ adv. 一度〜したら              「副詞節」 

l' ﾗ pron（domanda の代用）それを              「目的語」 

aveva fatta. ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾌｧｯﾄ 3 単半･完了形(fare) 

v.t（動作を）した                            「動詞句」 

 

「君は日の入りを見れるだろう。そのように要請しておく。しかし、統治の学識に照らし合

わせて、状況が好都合になるのを待つことにする」 

"L'avrai, il tuo tramónto, lo esigerò, ma, nella mia sapiènza di govèrno, aspetterò che le 

condizióni siano favorévoli".  

《「目的語」「動詞」,「目的語」, 「目的語」「動詞,ma「副詞句」「動詞」「目的語」》 

"L' ﾛ pron（tramónto の先出し）それを                                  「目的語」 

avrai, ｱｳﾞﾗｲ 2 単未(avére)v.t 手に入れるだろう、見るだろう                 「動詞」 

il tuo tramónto, ｲﾙ･ﾄｩｰｵ･ﾄﾗﾓﾝﾄ n.m 日の入りを                          「目的語」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

esigerò, ｴｼﾞｰｼﾞｪﾛ 1 単未･意思(esìgere)v.t 要請しよう                        「動詞」 

ma, ﾏ conj. しかし 

nella mia sapiènza ﾈｯﾗ･ﾐｰｱ･ｻﾋﾟｴｰﾝﾂｧ adv. 学識において                  「副詞句」 

di govèrno, ﾃﾞｨ･ｺﾞｳﾞｪｰﾙﾉ adj. 統治の                          「形容詞句」 

aspetterò ｱｽﾍﾟｯﾃﾛ 1 単未･意思(aspettare)v.t 待とう                         「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

le condizióni ﾚ･ｺﾝﾃﾞｨﾁｵｰﾆ pl.n.f(condizióne) 状況が                  「主語」 

siano ｼｱﾉ 接・3 複現･期待(èssere)v.i 〜になる                       「動詞」 
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favorévoli". ﾌｧｳﾞｫﾚｰｳﾞｫﾘ adj.pl(favorévole) 好都合な                 「補語」 

 

「それで、いつ頃になりますか？」と、王子さまは問いかけた。 

"E quando saranno?" s'informò il pìccolo prìncipe.  

《E「副詞節」》,「動詞句」「主語」 

"E ｴ conj. そして 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. いつ〜する                                        「副詞節」 

saranno?" ｻﾗﾝﾉ 3 複未･疑問文(èssere)v.i 起こりそうですか           「動詞」 

s'informò ｼﾝﾌｫﾙﾓ 3 単遠(informarsi)v.pr 問い合わせた                     「動詞句」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「えへん、えへん」と、王様はとりあえず大きなカレンダーを調べてみると答えた。「えへ

ん、えへん！それは．．．およそ．．．今晩 7 時 40 分頃になるじゃろう」 

"Hem! hem!" gli rispose il re che intanto consultava un grosso calendàrio, "hem! hem! 

sarà vèrso, vèrso, sarà quésta séra vèrso le sètte e quaranta!  

《「咳払い」》,「間接目的語」「動詞」「主語」「直接目的語」, 

《「咳払い」┃「動詞」「副詞句」,「動詞」「副詞句」》 

"Hem! hem!" ｴﾑ･ｴﾑ int. えへん、えへん                                  「咳払い」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.t 答えた                               「動詞」 

il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

che ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

intanto ｲﾝﾀｰﾝﾄ adv. 今のところは、とりあえず                 「副詞」 

consultava ｺﾝｽﾙﾀｰｳﾞｧ 3 単半(consultare)v.t（文書を）調べた     「動詞」 

un grosso calendàrio, ｳﾝ･ｸﾞﾛｯｿ･ｶﾚﾝﾀﾞｰﾘｵ 

 n.m 大きなカレンダーを                                 「目的語」 

"hem! hem! ｴﾑ､ｴﾑ int. えへん、えへん                                   「咳払い」 

sarà ｻﾗ 3 単未(èssere)v.i 〜になるだろう                                  「動詞」 

vèrso, vèrso, ｳﾞｪｰﾙｿ･ｳﾞｪｰﾙｿ adv. 〜頃に、およそ                         「副詞句」 

sarà ｻﾗ 3 単未(èssere)v.i 〜になるだろう                                  「動詞」 

quésta séra ｸｪｽﾀ･ｾｰﾗ adv. 今晩                                         「副詞句」 

vèrso le sètte e quaranta! ｳﾞｪｰﾙｿ･ﾚ･ｾｯﾃ･ｴ･ｸゎﾗﾝﾀ adv. 7 時 40 分頃 「副詞句」 

 

 

 

 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

X 

  172 / 420 

「そして、どれほどきっちりとわしの命令通りになるかが分かるだろう」 

E vedrai cóme sarò ubbidito a puntino".                      《E「動詞」「目的語」》 

E ｴ conj. そして 

vedrai ｳﾞｪﾄﾞﾗｲ 2 単未(vedére)v.t 分かるだろう                             「動詞」 

cóme ｺｰﾒ adv. どれほど〜するかということを                            「目的語」 

sarò ubbidito ｻﾛ･ｳｯﾋﾞﾃﾞｨｰﾄ 1 単未･受動(ubbidire)v.t 従われる      「動詞句」 

a puntino". ｱ･ﾌﾟﾝﾃｨﾉ adv. きっちり                              「副詞句」 

 

王子さまはあくびをした。実現しなかった日の入りを残念に思っていた。その上、もう退屈

になってきていた。 

Il pìccolo prìncipe sbadigliò. Rimpiangeva il suo tramónto mancato. E pòi incominciava 

ad annoiarsi.              「主語」「動詞」┃「動詞」「目的語」┃E「副詞」「動詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

sbadigliò. ｽﾞﾊﾞﾃﾞｨﾘｵ 3 単遠(sbadigliare)v.i あくびをした                    「動詞」 

Rimpiangeva ﾘﾝﾋﾟｱﾝｼﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半(rimpiàngere)v.t 嘆いていた、惜しんでいた「動詞」 

il suo tramónto ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾄﾗﾓﾝﾄ n.m 日の入りを                            「目的語」 

mancato. ﾏﾝｶｰﾄ adj. 実現しなかった                             「形容詞」 

E ｴ conj. そして 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. その上、それから、次に                                     「副詞」 

incominciava ad annoiarsi. ｲﾝｺﾐﾝﾁｬｰｳﾞｧ･ｱ･ｱﾝﾉｲｱﾙｼ 3 単線･開始(incominciare a+不定詞) 

   v.pr 退屈し始めた                                                   「動詞句」 

 

「ここにはもうすることがありません」と、王様に言った。「ここを出ていきます」 

"Non ho più niènte da fare qui", disse il re. "Me ne vado".  

《「動詞句」「副詞」「目的語」「副詞」》,「動詞」「間接目的語」,《「動詞句」》 

"Non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t 〜がない                              「動詞句」 

più ﾋﾟｳ adv. もう                                                        「副詞」 

niènte da fare ﾆｴﾝﾃ･ﾀﾞ･ﾌｧｰﾚ pron するべきことが何も〜ない              「目的語」 

qui", ｸｨ adv. ここには                                                   「副詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様に                                              「間接目的語」 

"Me ne vado". ﾒ･ﾈ･ｳﾞｧﾄﾞ 1 単現(andàrsene)v.pr ここを立ち去る            「動詞句」 
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「出発してはいけない！」と、家来ができて誇らしかった王様は言った。「出発してはいけ

ない！君を大臣にしてあげよう」 

"Non partire", rispóse il re che era tanto fièro di avere un sùddito, "non partire, ti farò 

ministro!"       《「動詞句」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」,「目的語」「動詞」「補語」》 

"Non partire", ﾉﾝ･ﾊﾟﾙﾁｰﾚ 命・2 単現･否定 v.i 出発するな、行くな！        「動詞句」 

rispóse ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                          「動詞」 

tanto fièro ﾀﾝﾄ･ﾌｨｴｰﾛ adj. とても誇らしい                  「補語」 

di avere un sùddito, ﾃﾞｨ･ｱｳﾞｪｰﾚ･ｳﾝ･ｽｰﾃﾞｨﾄ 

 adv.（di+不定詞）（原因）家来を持って                「副詞句」 

"non partire, ﾉﾝ･ﾊﾟﾙﾁｰﾚ 命・2 単現･否定 v.i 出発するな、行くな！          「動詞句」 

ti ﾃｨ pron 君を                                                        「目的語」 

farò ﾌｧﾛ 1 単未･意思(fare)v.t 〜にしよう                                   「動詞」 

ministro!" ﾐﾆｽﾄﾛ n.m 大臣に                                              「補語」 

否定命令 ： 

否定形は、二人称単数形のみ〈non + 不定詞〉の特殊形を用い、他はすべて活用形の前に

non を置くだけである。〈non+不定詞〉と代名小詞併用の場合は、〈non+不定詞+代名小詞〉

か〈代名小詞+non+不定詞〉のどちらかになる。 

 

「何の大臣に？」 

"Ministro di che?"                                                      《「補語」》 

"Ministro ﾐﾆｽﾄﾛ n.m 大臣                                                「補語」 

di che?" ﾃﾞｨ･ｹ adj. 何の                                         「形容詞句」 

 

「えー．．．法務大臣に」 

"Di... della giustìzia!"                                    《「口ごもり」「形容詞句」》 

"Di... ﾃﾞｨ adj. ｴｰ 「口ごもり」 

della giustìzia!" ﾃﾞｯﾗ･ｼﾞｭｽﾃｨｰﾁｬ adj. 司法の、法務の「形容詞句」 

 

「でも、裁判するような人は誰もいませんよ」 

"Ma se non c'è nessuno da giudicare?"                       《Ma「動詞句」「主語」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

se ｾ conj.（強調） 

non c'è ﾉﾝ･ﾁｪ 3 単現･存在･否定(esserci)v.i 〜がいない                     「動詞句」 
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nessuno ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                                           「主語」 

da giudicare?" ﾀﾞ･ｼﾞｭﾃﾞｨｶｰﾚ adj.（目的）裁判するための           「形容詞句」 

 

「決して分からない」と、王様は彼に言った。「わしはまだ、我が王国を一巡していないの

じゃ。わしはとても歳をとったが、馬車を置く場所がないのじゃ。歩くのは疲れる」 

"Non si sa mai" gli disse il re. "Non ho ancóra fatto il giro del mio régno. Sono mólto 

vècchio, ma c'è pósto per una carròzza e mi stanco a camminare".  

《「動詞句」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 

《「動詞句」「目的語」┃「動詞」「補語」,「動詞句」「主語」e「動詞句」》 

"Non si sa mai" ﾉﾝ･ｼ･ｻ･ﾏｰｲ 3 単現･再帰受動･否定(sapérsi) 

   v.t 決して分からない                                                「動詞句」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

"Non ho ancóra fatto ﾉ･ﾉ･ｱﾝｺｰﾗ･ﾌｧｯﾄ 1 単現･完了形･否定(fare+ancóra) 

   v.t（行動を）まだやっていない                                       「動詞句」 

il giro ｲﾙ･ｼﾞｰﾛ n.m 1 巡を                                              「目的語」 

del mio régno. ﾃﾞﾙ･ﾐｰｵ･ﾚｰﾆｮ adj. 我が王国の                   「形容詞句」 

Sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

mólto vècchio, ﾓﾙﾄ･ｳﾞｪｯｷｵ adj. とても歳を取った                           「補語」 

ma c'è ﾏ･ﾁｪ 3 単現･否定(esserci+ma)v.i 〜がない                         「動詞句」 

pósto ﾎﾟｽﾄ n.m 場所が                                                   「主語」 

per una carròzza ﾍﾟﾙ･ｳﾅ･ｶﾛｯﾂｧ adv. 馬車のための                   「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

mi stanco a camminare". ﾐ･ｽﾀﾝｺ･ｱ･ｶﾐﾅｰﾚ 1 単現･疲れる(stancarsi a+不定詞) 

   v.pr 歩き疲れる、歩くのは疲れる                                     「動詞句」 

 

「おお！もう見たんですけど」と、王子さまは、顔を突き出して、惑星のほかの場所をちら

りと見ながら言った。「あちらにも、誰もいませんよ」 

"Oh! ma ho già visto io", disse il pìccolo prìncipe sporgendosi per dare ancóra un'occhiata 

sull'altra parte del pianéta. "Neppure laggiu' c'è qualcuno".  

《「感嘆」ma「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」「副詞句」,《「副詞句」「動詞句」「主語」》 

"Oh! ｵｰ int. おお                                                        「感嘆」 

ma ﾏ conj.（譲歩）けれども〜ない 

ho già visto ｵ･ｼﾞｬ･ｳﾞｨｽﾄ 1 単現･完了形(vedére+ già)v.t もう見た           「動詞句」 

io", ｲｰｵ pron 僕は                                                       「主語」 
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disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

sporgendosi ｽﾎﾟﾙｼﾞｪﾝﾄﾞｼ ジェルンディオ(sporgersi)adv. 顔を突き出して    「副詞句」 

per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv.（結果）そして〜する                        「副詞句」 

dare ﾀﾞｰﾚ 不定詞 v.t 与える                                        「動詞」 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. もう一度                                        「副詞」 

un'occhiata ｳﾉｯｷｱｰﾀ n.f 一瞥を                                   「目的語」 

sull'altra parte ｽ･ﾗﾙﾄﾗ･ﾊﾟﾙﾃ adv. 他の場所を                      「副詞句」 

del pianéta. ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adj. 惑星の                     「形容詞句」 

"Neppure laggiu' ﾈｯﾌﾟｰﾚ･ﾗｼﾞｭｰ adv. あちらにも〜ない                    「副詞句」 

c'è ﾁｪ 3 単現･存在･否定(esserci)v.i（否定文で）〜がいない                 「動詞句」 

qualcuno". ｸゎﾙｸｰﾉ pron（否定文で）誰も〜ない                           「主語」 

 

「自分自身を裁きなさい」と、王様は彼に言った。「それは最も難しいことだよ。他人より

も自分自身を裁くことが、最も難しいことなんだよ」 

"Giudicherai te stésso", gli rispóse il re. "È la còsa più difficile. È mólto più difficile 

giudicare se stéssi che gli altri.    《「動詞」「目的語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 

《「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」「主語」》 

"Giudicherai ｼﾞｭﾃﾞｨｹﾗｲ 2 単未･命令(giudicare)v.t 裁きなさい                「動詞」 

te stésso", ﾃ･ｽﾃｯｿ pron 君自身を                                        「目的語」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

rispóse ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

"È ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                              「動詞」 

la còsa ﾗ･ｺｰｻ n.f 物事                                                    「補語」 

più difficile. ﾋﾟｳ･ﾃﾞｨﾌｨｰﾁﾚ adj. 最も難しい                        「形容詞句」 

È ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                              「動詞」 

mólto più difficile ﾓﾙﾄ･ﾋﾟｳ･ﾃﾞｨﾌｨｰﾁﾚ adj. 最も難しい                        「補語」 

giudicare ｼﾞｭﾃﾞｨｶｰﾚ 不定詞 n. 裁くことは                                  「主語」 

se stéssi ｾ･ｽﾃｯｼ pron.pl 自分自身を                                「目的語」 

che ｹ conj.（比較）〜よりも                                       「副詞句」 

gli altri. ﾘ･ｱﾙﾄﾘ pron.pl 他人を                             「目的語」 

 

もし君がりっぱに自分を裁くことができれば、それは君が本当に賢いという証拠だよ。 

Se riesci a giudicarti bène è ségno che sèi veraménte un sàggio".  

「副詞節」「動詞」「補語」 
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Se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

riesci a giudicarti ﾘｴｼ･ｱ･ｼﾞｭﾃﾞｨｶﾙ･ﾃｨ 2 単現･達成(riuscire a+不定詞 giudicare+ti) 

   v.pr 自分を裁くことができる                                  「動詞句」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. りっぱに                                           「副詞」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

ségno ｾｰﾆｮ n.m 証拠                                                     「補語」 

che ｹ conj.（同格）〜という                                     「形容詞節」 

sèi ｾｰｲ 2 単現(èssere)v.i 〜である                           「動詞」 

veraménte un sàggio". ｳﾞｪﾗﾒﾝﾃ･ｳﾝ･ｻｯｼﾞｮ n.m 本当の賢人     「補語」 

 

「僕は」と、王子さまは言った。「僕はどこにいたって自分を裁くことができます。ここに

住む必要はありません」 

"Io", disse il pìccolo prìncipe, "io posso giudicarmi ovùnque. Non ho bisógno di abitare 

qui".   《「主語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞句」「副詞」┃「動詞句」「目的語」》 

"Io", ｲｰｵ pron 僕は                                                      「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

posso giudicarmi ﾎﾟｯｿ･ｼﾞｭﾃﾞｨｶﾙ･ﾐ 1 単現･可能(potére+不定詞) 

   v.t 自分を裁くことができる                                          「動詞句」 

ovùnque. ｵｳﾞﾝｸｪ adv. どこにいても                                       「副詞」 

Non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t 〜がない                               「動詞句」 

bisógno di abitare ﾋﾞｿﾞｰﾆｮ･ﾃﾞｨ･ｱﾋﾞﾀｰﾚ n.m 住む必要性が                 「目的語」 

qui". ｸｨ adv. ここに                                              「副詞」 

 

「えへん、えへん！」ろ、王様は言った。「この星のどこかに、年老いたネズミがいると思

う。夜になると、その音が聞こえるのじゃ」 

"Hem! hem!" disse il re. "Credo che da qualche parte sul mio pianéta ci sia un vècchio 

tòpo. Lo sento durante la nòtte.  

《「間投」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」┃「目的語」「動詞」「副詞句」》 

"Hem! hem!" ﾍﾑ･ﾍﾑ int. えへん、えへん                                    「間投」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

"Credo ｸﾚﾄﾞ 1 単現(crédere)v.t(che 〜と) 思う                              「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

da qualche parte ﾀﾞｰ･ｸゎﾙｹ･ﾊﾟﾙﾃ adv.（場所）どこかの場所に        「副詞」 
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sul mio pianéta ｽﾙ･ﾐｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. この惑星の                   「副詞句」 

ci sia ﾁ･ｼｱ 接・3 単現･存在･推量(esserci)v.i いるだろう            「動詞句」 

un vècchio tòpo. ｳﾝ･ｳﾞｪｯｷｵ･ﾄｰﾎﾟ n.m 年老いたネズミが              「主語」 

Lo ﾛ pron それが                                                      「目的語」 

sento ｾﾝﾄ 1 単現(sentire)v.t 聞こえる                                      「動詞」 

durante la nòtte. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾗ･ﾉｯﾃ adv. 夜の間に                            「副詞句」 

 

「この年老いたネズミを裁いてくれないかね。時々、死刑を言い渡してくれないかね。そう

すれば、あのネズミの命は君の裁き次第になるだろう」 

Potrai giudicare quésto vècchio tòpo. Lo condannerai a morte di tanto in tanto. Così la 

sua vita dipenderà dalla tua giustìzia.  

《「動詞句」「目的語」┃「目的語」「動詞」「補語」┃Così「主語」「動詞」「間接目的語」》 

Potrai giudicare ﾎﾟﾄﾗｲ･ｼﾞｭﾃﾞｨｶｰﾚ 2 単未･依頼(potére+不定詞) 

   v.t 〜を裁判してくれないか                                          「動詞句」 

quésto vècchio tòpo. ｸｪｽﾄ･ｳﾞｪｯｷｵ･ﾄｰﾎﾟ n.m この年老いたネズミを         「目的語」 

Lo ﾛ pron それを                                                     「目的語」 

condannerai ｺﾝﾀﾞﾝﾈﾗｲ 2 単未･依頼(condannare)v.t 刑を申し渡してくれないか「動詞」 

a morte ｱ･ﾓﾙﾃ adv.（程度）死刑に                                        「補語」 

di tanto in tanto. ﾃﾞｨ･ﾀﾝﾄ･ｲﾝ･ﾀﾝﾄ adv. 時々                        「副詞句」 

Così ｺｼ conj. そうすると 

la sua vita ﾗ･ｽｰｱ･ｳﾞｨｰﾀ n.f あのネズミの命は                              「主語」 

dipenderà ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾗ 3 単未･推量(dipèndere)v.i(da 〜) しだいになるだろう   「動詞」 

dalla tua giustìzia. ﾀﾞｯﾗ･ﾄｩｰｱ･ｼﾞｭｽﾃｨｰﾁｬ adv. 君の裁き               「間接目的語」 

 

「しかし命を大事にするために、いつも恩赦を与えなさい。ここには 1 匹しかいないから」 

Ma lo grazierai ogni vòlta per economizzarlo. Non ce n'è che uno".  

《Ma「目的語」「動詞」「副詞句」┃「動詞句」「主語」》 

Ma ﾏ conj. しかし 

lo ﾛ pron それに                                                       「目的語」 

grazierai ｸﾞﾗﾂｨｴﾗｲ 2 単未･依頼(graziare)v.t 恩赦を与えなさい               「動詞」 

ogni vòlta ｵﾝﾆ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 毎回                                          「副詞句」 

per economizzarlo. ﾍﾟﾙ･ｴｺﾉﾐｻﾞｰﾙ･ﾛ 

 adv.(per+不定詞 economizzare+lo) 彼の命を大事にするために           「副詞句」 

Non ce n'è ﾉﾝ･ﾁｪ･ﾈ 3 単現･存在･否定(esserci+ne)v.i そこに〜がいない      「動詞句」 

che uno". ｹ･ｳﾉ pron（non...che）1 匹しか                                  「主語」 
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「僕は死刑の判決は下したくありません」と、王子さまは答えた。「立ち去ろうと思います」 

"Non mi piace condannare a morte", rispose il pìccolo prìncipe, "preferisco andarmene".  

《「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」》 

"Non ... piace ﾉﾝ...ﾋﾟｱｰﾁｪ 3 単現･否定(piacére)v.i 気に入らない             「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕には                                                  「間接目的語」 

condannare ｺﾝﾀﾞﾝﾅｰﾚ 不定詞 v.t 判決を下すことは                          「主語」 

a morte", ｱ･ﾓﾙﾃ adv. 死刑に                                   「間接目的語」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"preferisco andarmene". ﾌﾟﾚﾌｪﾘｽｺ･ｱﾝﾀﾞｰﾙ･ﾒ･ﾈ 1 単現･選択(preferire+不定詞) 

   v.pr 立ち去ろうと思う                                               「動詞句」 

 

「いかん」と、王様は言った。 

"No", disse il re.                                        《「応答」》,「動詞」「主語」 

"No", ﾉ adv. いかん                                                      「応答」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

 

しかし、既に出発の準備を終えていた王子様は、年老いた君主に手間を取らせたくなかった。 

Ma il pìccolo prìncipe che aveva finiti i suoi preparativi di partènza, non voleva dare un 

dolóre al vècchio monarca:          Ma「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

aveva finiti ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾌｨﾆｰﾃｨ 3 単半･完了形(finire) 

v.t 既に終わらせていた                                「動詞句」 

  finiti の前に直接目的語代名詞(lo, le など)がないので、性･数一致せず finito で良いはず 

i suoi preparativi ｲ･ｽｵｲ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗﾃｨｰｳﾞｨ 

 pl(preparativo).n.m 準備を                            「目的語」 

di partènza, ﾃﾞｨ･ﾊﾟﾙﾃﾝﾂｧ adj.（限定）出発の     「形容詞句」 

non voleva dare ﾉﾝ･ｳﾞｫﾚｳﾞｧ･ﾀﾞｰﾚ 3 単半･願望･否定(volére+不定詞) 

   v.t 〜を与えたくなかった                                            「動詞句」 

un dolóre ｳﾝ･ﾄﾞﾛｰﾚ n.m 面倒、手間、苦痛                           「直接目的語」 

al vècchio monarca: ｱﾙ･ｳﾞｪｯｷｵ･ﾓﾅﾙｶ adv. 年老いた君主に              「間接目的語」 
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「もしも陛下がきちんと命令に従って欲しいならば、良識のある命令を下してください」 

"Se Vostra Maestà desidera essere ubbidito puntualménte, può darmi un órdine 

ragionévole.                                     《「副詞節」,「動詞句」「目的語」》 

"Se ｾ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

Vostra Maestà ｳﾞｫｽﾄﾗ･ﾏｴｽﾀ n.f 陛下が                             「主語」 

desidera ﾃﾞｨﾃﾞﾗ 3 単現(desiderare)v.t 望む                         「動詞」 

essere ubbidito ｴｯｾﾚ･ｳｯﾋﾞﾃﾞｨｰﾄ 不定詞･受動形 n. 従われることを   「目的語」 

puntualménte, ﾌﾟﾝﾄｩｱﾙﾒﾝﾃ adv. きちんと                           「副詞」 

può darmi ﾌﾟｵ･ﾀﾞﾙ･ﾐ 3 単現･義務(potére+不定詞 dare+mi) 

   v.t 私に与えるべきである                                            「動詞句」 

un órdine ｳﾝ･ｵｰﾙﾃﾞｨﾈ n.m 命令を                                       「目的語」 

ragionévole. ﾗｼﾞｮﾈｰｳﾞｫﾚ adj. 理性的な、合理的な、良識のある      「形容詞」 

 

「例えば、すぐに出発しなさい、と僕に命令していただけませんか？状況は好都合になって

いると、僕には見えますけれど．．．」 

Potrebbe ordinarmi, per esèmpio, di partire prima che sia passato un minuto. Mi pare 

che le condizióni siano favorévoli..."  

《「動詞句」「副詞句」「補語」┃「間接目的語」「動詞」「主語」》 

Potrebbe ordinarmi, ﾎﾟﾄﾚｯﾍﾞ･ｵﾙﾃﾞｨﾅﾙﾐ 条･3複現･依頼･可能(potére+不定詞ordinare+mi) 

   v.t 僕に命令していただけませんか？                                  「動詞句」 

per esèmpio, ﾍﾟﾙ･ｴｾﾞﾝﾋﾟｵ adv. 例えば                                   「副詞句」 

di partire ﾃﾞｨ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾚ 不定詞･mi の動作 v.i 出発する                       「補語」 

prima ﾌﾟﾘｰﾏ prep（時間）〜の前に                                「副詞句」 

che ｹ conj. 〜ということ                                  「目的語」 

sia passato ｼｱ･ﾊﾟｯｻｰﾄ 接・3 単現･完了形･仮定(passare) 

v.i 過ぎてしまう                                        「動詞句」 

un minuto. ｳﾝ･ﾐﾇｰﾄ n.m 1 分が                               「主語」 

Mi ﾐ pron 僕には                                                  「間接目的語」 

pare ﾊﾟﾚ 3 単現(parére)v.i 〜のように見える                               「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

le condizióni ﾚ･ｺﾝﾃﾞｨﾂｨｵｰﾆ pl(condizióne).n.f 状況は                   「主語」 

siano ｼｧｰﾉ 接・3 複現･推測(èssere)v.i 〜だろう                        「動詞」 

favorévoli..." ﾌｧｳﾞｫﾚｰｳﾞｫﾘ adj(favorévole).pl 好都合な                  「補語」 
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そして、王様が何も答えないので、王子さまは一瞬ためらったが、やがて溜息をついてそこ

を立ち去った。 

E siccóme il re non rispondeva, il pìccolo prìncipe esitò un momento e pòi con un sospiro 

se ne partì.              E「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」e「副詞句」「動詞句」 

E ｴ conj. そして 

siccóme ｼｯｺｰﾒ conj. 〜なので                                           「副詞節」 

il re ｲﾙ･ﾚ n.m 王様が                                             「主語」 

non rispondeva, ﾉﾝ･ﾘｽﾎﾟﾝﾃﾞｳﾞｧ 3 単半･否定(rispóndere) 

v.i 答えないでいた                                           「動詞句」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

esitò ｴｼﾞﾄ 3 単遠(esitare)v.i 躊躇した、ためらった                          「動詞」 

un momento ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ n.m 一瞬                                         「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. やがて、それから                                           「副詞」 

con un sospiro ｺﾝ･ｳﾝ･ｿｽﾋﾟｰﾛ adv. 溜息をついて                           「副詞句」 

se ne partì. ｾ･ﾈ･ﾊﾟﾙﾃｨ 3 単遠(partirsi+ne そこから)v.pr そこを立ち去った   「動詞句」 

 

「君を大使に任命しよう」と、次に、王様は急いで彼に大声で言った。 

"Ti nomino mio ambasciatóre", si affrettò a gridargli apprèsso il re.  

《「目的語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「副詞」「主語」 

"Ti ﾁ pron 君を                                                        「目的語」 

nomino ﾉﾐﾉ 1 単現(nominare)v.t 任命する                                  「動詞」 

mio ambasciatóre", ﾐｰｵ･ｱﾝﾊﾞｼｬﾄｰﾚ n.m 大使に                             「補語」 

si affrettò a gridargli ｼ･ｱﾌﾚｯﾄ･ｱ･ｸﾞﾘﾀﾞｰﾙ･ﾘ 3 単遠･緊急(affrettarsi a+不定詞 gridare+gli) 

   v.pr 急いで彼に大声で言った                                         「動詞句」 

   affrettarsi a+不定詞 「急いで〜する」 

apprèsso ｱﾌﾟﾚｯｿ adv. 次に、引き続いて                                    「副詞」 

il re. ｲﾙ･ﾚ n.m 王様は                                                    「主語」 

 

王様は威厳のある様子だった。 

Aveva un'ària di grande autorità.                                 「動詞」「目的語」 

Aveva ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半(avére)v.t 〜があった                                「動詞」 

un'ària ｳﾅｰﾘﾔ n.f 気配、様子、態度                                       「目的語」 

di grande autorità. ﾃﾞｨ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ｱｳﾄﾘﾀ adj. 威厳の                「形容詞句」 
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「大人って、とても変だな」と、王子さまは旅の間ずっと、心の中で思った。 

"Sono bèn strani i grandi", si disse il pìccolo prìncipe durante il viaggio. 

《「動詞」「補語」「主語」》,「動詞句」「主語」「副詞句」 

"Sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

bèn strani ﾍﾞﾝ･ｽﾄﾗｰﾆ adj(strano).pl とても変な、奇妙な                     「補語」 

i grandi", ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl(grande).n.m 大人は                                「主語」 

si disse ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 心の中で思った                         「動詞句」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

durante il viaggio. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｲﾙ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｮ adv. 旅の間                       「副詞句」 

 

XI 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 番目の惑星には、見栄張り男が住んでいた。 

Il secóndo pianéta era abitato da un vanitóso.            「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il secóndo pianéta ｲﾙ･ｾｺﾝﾄﾞ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 2 番目の惑星は                     「主語」 

era abitato ｴﾗ･ｱﾋﾞﾀｰﾄ 3 単半･受動(abitare)v.t 住まれていた                「動詞句」 

da ﾀﾞｰ prep（受動態の動作主）〜によって                               「副詞句」 

un vanitóso. ｳﾝ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ n.m うぬぼれ男、見栄張り男            「目的語」 

  → 動作主を「主語」として翻訳する 

 

「やあやあ、俺のファンの訪問だ！」と、見栄張り男は、王子様に気が付くとすぐに遠くか

ら叫んだ。 

"Ah! ah! ècco la vìsita di un ammiratóre", gridò da lontano il vanitóso appéna scòrse il 

pìccolo prìncipe.               《「感嘆」「間投」》,「動詞」「副詞句」「主語」「副詞節」 
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"Ah! ah! ècco ｱｰ･ｱｰ･ｴｯｺ int. やあやあ、ほら                               「感嘆」 

la vìsita ﾗ･ｳﾞｨｰｼﾞﾀ n.f 訪問だ                                            「間投」 

di un ammiratóre", ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ｱﾐﾗﾄｰﾚ adj. ファンの                 「形容詞句」 

gridò ｸﾞﾘﾄﾞ 3 単遠(gridare)v.i 叫んだ                                      「動詞」 

da lontano ﾀﾞ･ﾛﾝﾀｰﾉ adv. 遠くから                                      「副詞句」 

il vanitóso ｲﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ n.m 見栄張り男は                                 「主語」 

appéna ｱｯﾍﾟｰﾅ conj. 〜するとすぐに                                    「副詞節」 

scòrse ｽｺﾙｾ 3 単遠(scòrgere) 気づいた、見つけた                   「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様を               「目的語」 

 

見栄張り男たちにとっては、他人はすべて自分のファンなのだ。 

Per i vanitósi tutti gli altri uòmini sono degli ammiratóri.  

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Per ﾍﾟｰﾙ prep（利害）〜にとって                                       「副詞句」 

i vanitósi ｲ･ｳﾞｧﾆﾄｰｼﾞ pl.n.m 見栄張り男たち                      「目的語」 

tutti gli altri uòmini ﾄｩｯﾃｨ･ﾘ･ｱﾙﾄﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl.n.m 全ての他人は               「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

degli ammiratóri. ﾃﾞｯﾘ･ｱﾐﾗﾄｰﾘ pl.n.m 自分のファン                        「補語」 

 

「こんにちは」と、王子さまは言った。「とてもおかしな帽子をかぶっていますね」 

"Buòn giórno", disse il pìccolo prìncipe, "che buffo cappèllo avete!"  

《「挨拶」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」》 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮｰﾙﾉ adv. こんにちは                               「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"che buffo cappèllo ｹ･ﾌﾞｯﾌｫ･ｶﾍﾟｯﾛ n.m とてもおかしな帽子を              「目的語」 

   che は感嘆・強調 buffo ﾌﾞｯﾌｫ adj. おかしな、こっけいな cappèllo ｶﾍﾟｯﾛ n.m 帽子 

avete!" ｱｳﾞｪｰﾃ 2 複現･敬称(avére)v.t 着用している、着ている                「動詞」 

 

「挨拶するためなんだよ」と、見栄張り男は答えた。「拍手喝采で出迎えられた時に、挨拶

するためなんだよ。だけど、あいにく、誰もこのあたりを通りかからないんだ」 

"È per salutare", gli rispóse il vanitóso. "È per salutare quando mi acclamano, ma 

sfortunataménte non passa mai nessuno da quéste parti".  

《「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 

《「動詞」「補語」「副詞節」,ma「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 
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per salutare", ﾍﾟﾙ･ｻﾙﾀｰﾙ adj.（目的）挨拶するための                       「補語」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

rispóse ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

il vanitóso. ｲﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ n.m 見栄張り男は                                 「主語」 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

per salutare ﾍﾟﾙ･ｻﾙﾀｰﾙ adj.（目的）挨拶するための                         「補語」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するときに                                      「副詞節」 

mi ﾐ pron 私を                                                「目的語」 

acclamano, ｱｯｸﾗﾏﾉ 3 複現(acclamare)v.t 拍手喝采して迎える         「動詞」 

   mi を主語とした受動態に翻訳する 

ma ﾏ conj. しかし 

sfortunataménte ｽﾌｫﾙﾂﾅﾀﾒﾝﾃ adv. あいにく、残念ながら                    「副詞」 

non passa mai ﾉﾝ･ﾊﾟｯｻ･ﾏｰｲ 3 単現･否定(passare)v.i 通りかからない        「動詞句」 

nessuno ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                                           「主語」 

da quéste parti". ﾀﾞ･ｸｪｽﾃ･ﾊﾟﾙﾃｨ adv. このあたりを                        「副詞句」 

 

「ああ、そう？」と、王子さまは理解できないまま答えた。 

"Ah si?" disse il pìccolo prìncipe che non capiva.           《「応答」》,「動詞」「主語」 

"Ah si?" ｱｰ･ｼ int. ああ、そう？                                           「応答」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                              「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

non capiva. ﾉﾝ･ｶﾋﾟｰｳﾞｧ 3 単半･否定(capire) 

v.t 理解できなかった                                  「動詞句」 

 

それで、「拍手しなさい」と、見栄張り男は勧めた。 

"Batti le mani l'una contro l'altra", consigliò perciò il vanitóso.  

《「動詞」「目的語」「副詞句」》,「動詞」perciò「主語」 

"Batti ﾊﾞｯﾃｨ 命・2 単現(bàttere)v.t ぶつけなさい                           「動詞」 

le mani ﾚ･ﾏｰﾆ pl(mano).n.f 手を                                        「目的語」 

l'una contro l'altra", ﾙｰﾅ･ｺﾝﾄﾛ･ﾗﾙﾄﾗ adv. 片方を反対側に                  「副詞句」 

consigliò ｺﾝｼﾘｮ 3 単遠(consigliare)v.t 勧めた                               「動詞」 

perciò ﾍﾟﾙﾁｮ conj. それで 

il vanitóso. ｲﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ n.m 見栄張り男は                                 「主語」 
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王子さまは拍手した。すると見栄張り男は帽子を持ち上げて、控えめに挨拶した。 

Il pìccolo prìncipe batté le mani l'una contro l'altra e il vanitóso salutò con modèstia 

sollevando il cappèllo.  「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」e「主語」「動詞」「副詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

batté ﾊﾞｯﾃ 3 単遠(bàttere)v.t 叩いた                                       「動詞」 

le mani ﾚ･ﾏｰﾆ pl(mano).n.f 手を                                        「目的語」 

l'una contro l'altra", ﾙｰﾅ･ｺﾝﾄﾛ･ﾗﾙﾄﾗ adv. 片方を反対側に                  「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

il vanitóso ｲﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ n.m 見栄張り男は                                 「主語」 

salutò ｻﾙｰﾄ 3 単遠(salutare)v.t 挨拶した                                   「動詞」 

con modèstia ｺﾝ･ﾓﾃﾞｰｽﾁｬ adv.（様態）控えめに                           「副詞句」 

sollevando ｿﾚﾊﾞﾝﾄﾞ ジェルンディオ(sollevare)adv.（同時）〜を持ち上げながら「副詞句」 

il cappèllo. ｲﾙ･ｶｯﾍﾟｰﾛ n.m 帽子を                                「目的語」 

 

《王様を訪ねるより面白いな》と、王子さまは心の中で思った。それで、また拍手を始めた。 

È più divertènte che la visita al re, si disse il pìccolo prìncipe, e ricominciò a batter le 

mani l'una contro l'altra.  

《「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」,e「動詞句」「目的語」「副詞句」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

più divertènte ﾋﾟｳ･ﾃﾞｨｳﾞｪﾙﾃｰﾝﾃ adj. もっと面白い                          「補語」 

che ｹ conj.（比較）〜よりも                                       「副詞句」 

la visita ﾗ･ｳﾞｨｼﾞﾀ n.f 訪問                                 「目的語」 

al re, ｱﾙ･ﾚ adv. 王様への                           「副詞句」 

si disse ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 心の中で思った                         「動詞句」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

e ｴ conj. そして 

ricominciò a batter ﾘｺﾐﾝﾁｮ･ｱ･ﾊﾞｯﾃﾙ 3 単遠･再開(ricominciare a+不定詞) 

   v.t また叩き始めた                                                  「動詞句」 

le mani ﾚ･ﾏｰﾆ pl(mano).n.f 手を                                        「目的語」 

l'una contro l'altra. ﾙｰﾅ･ｺﾝﾄﾛ･ﾗﾙﾄﾗ adv. 片方を反対側に                   「副詞句」 

 

見栄張り男は、帽子を持ち上げて挨拶を再開した。 

Il vanitóso ricominciò a salutare sollevando il cappèllo.    「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il vanitóso ｲﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ n.m 見栄張り男は                                 「主語」 

ricominciò a salutare ﾘｺﾐﾝﾁｮ･ｱ･ｻﾙﾀｰﾚ 3 単遠･再開(ricominciare a+不定詞) 

   v.t 挨拶を再開した                                                  「動詞句」 
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sollevando ｿﾚｳﾞｧﾝﾄﾞ ジェルンディオ(sollevare)adv. 〜を持ち上げて        「副詞句」 

il cappèllo. ｲﾙ･ｶｯﾍﾟｰﾛ n.m 帽子を                               「目的語」 

 

5 分間のレッスンの後で、王子さまは遊びの単調さに疲れてしまった：「それで、僕は何を

すればいいの？」と、王子さまは尋ねた。「その帽子が降りるためには」 

Dópo cìnque minuti di quésto esercìzio il pìccolo prìncipe si stancò della monotonìa del 

giòco: "E che còsa bisogna fare", domandò, "perché il cappello caschi?" 

「副詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」： 

《E「主語」「動詞」「主語」》,「動詞」,《「副詞節」》 

Dópo ﾄﾞｰﾎﾟ prep（時間）〜の後で                                       「副詞句」 

cìnque minuti ﾁﾝｸｪ･ﾐﾇｰﾃｨ pl.n.m 5 分                             「目的語」 

di quésto esercìzio ﾃﾞｨ･ｸｪｽﾄ･ｴｾﾞﾙﾁｰﾁｮ adj. このレッスンの「形容詞句」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

si stancò ｼ･ｽﾀﾝｺ 3 単遠(stancarsi)v.pr(di で) 疲れた                      「動詞句」 

della monotonìa ﾃﾞｯﾗ･ﾓﾉﾄﾆｰｱ adv. 単調さに                          「間接目的語」 

del giòco: ﾃﾞﾙ･ｼﾞｮｰｺ adj. 遊びの                           「形容詞句」 

"E ｴ conj. それで 

che còsa ｹ･ｺｰｻ n .f 何を                                          「目的語」 

bisogna ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ 3 単現(bisognare)v,i 必要である                           「動詞」 

fare", ﾌｧｰﾚ 不定詞 n. 〜をすることが                                      「主語」 

domandò, ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                             「動詞」 

"perché ﾍﾟﾙｹ conj.（+接続法）（目的）〜するために                       「副詞節」 

il cappèllo ｲﾙ･ｶｯﾍﾟｰﾛ n.m 帽子が                                  「主語」 

caschi?" ｶｽｷ 接・3 単現(cascare)v.i 降りる                          「動詞」 

 

しかし、見栄張り男は彼の話を聞いていなかった。見栄張りたちは、誉め言葉以外は聞こう

としないものなのだ。 

Ma il vanitóso non l'intese. I vanitóso non sentono altro che le lodi.  

Ma「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

il vanitóso ｲﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ n.m 見栄張り男は                                 「主語」 

non ...intese. ﾉﾝ...ｲﾝﾃｰｾﾞ 3 単遠･否定(intèndere)v.t 聞いていなかった       「動詞句」 

l' ﾛ pron 彼の話を                                                     「目的語」 

I vanitóso ｲ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ pl.n.m 見栄張りというものは                        「主語」 

non sentono ﾉﾝ･ｾﾝﾄﾉ 3 複現(sentire)v.t 聞こうとしない                   「動詞句」 

altro ｱﾙﾄﾛ pron 別の事を                                              「目的語」 
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che ｹ conj.（比較）〜とは                                    「形容詞節」 

le ﾚ pron.pl 彼らを                                   「目的語」 

lodi. ﾛｰﾃﾞｨ 接・3 単現(lodare)v.t ほめる                   「動詞」 

 

「本当に私を誉めたたえてくれているのかね？」と、王子様に尋ねた。 

"Mi ammiri mólto, veraménte?" domandò al pìccolo prìncipe.  

《「目的語」「動詞」「副詞句」》,「動詞」「間接目的語」 

"Mi ﾐ pron 私を                                                       「目的語」 

ammiri ｱﾝﾐﾘ 2 単現･疑問文(ammirare)v.t 褒めたたえているのかい？         「動詞」 

mólto, ﾓﾙﾄ adv. とても                                                   「副詞」 

veraménte?" ｳﾞｪﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に                                         「副詞」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                             「動詞」 

al pìccolo prìncipe. ｱﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adv. 王子様に                  「間接目的語」 

 

「“褒めたたえる”って、どういう意味？」 

"Che còsa vuol dire ammirare?"                       《「目的語」「動詞句」「主語」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                               「目的語」 

vuol dire ｳﾞｫﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現(volére dire)v.t 意味する                      「動詞句」 

ammirare?" ｱﾝﾐﾗｰﾚ 不定詞 n. 「褒めたたえる」は                          「主語」 

 

「“褒めたたえる”というのは、俺がこの星全体で、一番美しくて、一番上品で、一番金持

ちで、その上一番頭がいいということを認めることさ」 

"Ammirare vuol dire riconóscere che io sono l'uòmo più bèllo, più elegante, più ricco e più 

intelligènte di tutto il pianéta".                       《「主語」「動詞句」「目的語」》 

"Ammirare ｱﾝﾐﾗｰﾚ 不定詞 n. 「褒めたたえる」は                           「主語」 

vuol dire ｳﾞｫﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現(volére dire)v.t 意味する                      「動詞句」 

riconóscere ﾘｺﾉｯｼｪﾚ 不定詞 n. 〜と認めることを                          「目的語」 

che ｹ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

io ｲｰｵ pron 俺が                                           「主語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                          「動詞」 

l'uòmo ﾙｵｰﾓ n.m 人間                                      「補語」 

più bèllo, ﾋﾟｳ･ﾍﾞｯﾛ adj. 一番美しい                 「形容詞句」 

più elegante, ﾋﾟｳ･ｴﾚｶﾞﾝﾃ adj. 一番上品な           「形容詞句」 

più ricco ﾋﾟｳ･ﾘｯｺ adj. 一番金持ちの                「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

più intelligènte ﾋﾟｳ･ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾃ adj. 一番頭の良い    「形容詞句」 
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di tutto il pianéta". ﾃﾞｨ･ﾄｩｯﾄ･ｲﾙ･ｯﾋﾟｱﾈｰﾀ 

 adv. この星全体で                       「副詞句」 

フランス語版では ： 

次の文の前に、以下の文があった。 

---- Mais tu es seul sur ta planète! 「でも、この星にはあんたひとりしかいないよ！」 

 

「俺を喜ばしておくれよ。また、俺をほめたたえておくれよ！」 

"Fammi quésto piacere. Ammirami lo stésso!"  

《「動詞句」「目的語」「補語」┃「動詞句」「副詞句」》 

"Fammi ﾌｧﾐ 命・2 単現･使役(fare+mi)v.t 僕にとって〜させてください      「動詞句」 

quésto ｸｪｽﾄ pron(Ammirare の代用) これを                              「目的語」 

piacere. ﾋﾟｱﾁｪｰﾚ 不定詞･quésto の動作 v.i 気に入る                         「補語」 

Ammirami ｱﾝﾐﾗ･ﾐ 命・2 単現(ammirare+mi)v.t 俺をほめたたえてくれ      「動詞句」 

lo stésso!" ﾛ･ｽﾃｯｿ adv. 同様に、また、もう一度                           「副詞句」 

 

「君を褒めたたえてあげるよ」と、王子さまは、両肩をすぼめて、言った。「だけど、それ

によって君は何をするつもりなの？」 

"Ti ammiro", disse il pìccolo prìncipe, alzando un poco le spalle, "ma tu che te ne fai?"  

《「目的語」「動詞」》,「動詞」「主語」「副詞句」, 

《ma「主語」「直接目的語」「間接目的語」「副詞」「動詞」》 

"Ti ﾁ pron 君を                                                        「目的語」 

ammiro", ｱﾝﾐﾛ 1 単現･意思(ammirare)v.t ほめたたえる                      「動詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

alzando ｱﾙﾂｧﾝﾄﾞ ジェルンディオ(alzare)adv. 〜を上げて                  「副詞句」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                       「副詞句」 

le spalle, ﾚ･ｽﾊﾟｯﾚ pl(spalla).n.f 両肩を                           「目的語」 

"ma ﾏ conj. しかし 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

che ｹ pron 何を                                                   「直接目的語」 

te ﾃ pron 君にとって                                              「間接目的語」 

ne ﾈ pron それによって                                                  「副詞」 

fai?" ﾌｧｲ 2 単現(fare)v.t 引き起こす、する                                  「動詞」 
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そう言って、王子さまは立ち去った。 

E il pìccolo prìncipe se ne andò.                                 E「主語」「動詞句」 

E ｴ conj. そして 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

se ne andò. ｾ･ﾈ･ｱﾝﾄﾞ 3 単遠(andàrsene)v.pr 立ち去った                   「動詞句」 

 

《大人って、まったく奇妙だな》と、王子さまは、旅の間中、心の中で単純にそう思った。 

Decisaménte i grandi sono bèn bizzarri, diceva con semplicità a se stésso, durante il suo 

viaggio.                         “「副詞」「主語」「動詞」「補語」”,「動詞」「副詞句」 

Decisaménte ﾃﾞﾁｻﾞﾒﾝﾃ adv. まったく                                      「副詞」 

i grandi ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl(grande).n.m 大人は                                  「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

bèn bizzarri, ﾍﾞﾝ･ﾋﾞｯｻﾞｰﾘ adj(bizzarro).pl とても奇妙な                    「補語」 

   bèn ﾍﾞﾝ adv(bène)（強調）とても、絶対に 

diceva ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(dire)v.t 言った                                    「動詞」 

con semplicità ｺﾝ･ｾﾝﾌﾟﾘﾁﾀ adv. 単純に                                   「副詞句」 

a se stésso, ｱ･ｾ･ｽﾃｯｿ adv. 自分自身に                                    「副詞句」 

durante ﾄﾞｩﾗﾝﾃ prep（時間）〜の間中                                   「副詞句」 

il suo viaggio. ｲﾙ･ｽｰｵ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｮ n.m 旅                           「目的語」 
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XII 

 

 

次の惑星には、飲んだくれが住んでいた。 

Il pianéta appresso era abitato da un ubriacóne.          「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il pianéta ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星は                                          「主語」 

appresso ｱｯﾌﾟﾚｯｿ adj. 次の、それに続く                            「形容詞」 

era abitato ｴﾗ･ｱﾋﾞﾀｰﾄ 3 単半･受動(abitare)v.t 住まれていた                「動詞句」 

da un ubriacóne. ﾀﾞ･ｳﾝ･ｳﾌﾞﾘｱｺｰﾈ adv.（動作主）飲んだくれによって       「副詞句」 

   ubriacóne を「主語」にして翻訳する 

 

この訪問はとても短かったが、王子様を深い憂鬱の中に浸らせた。 

Quésta vìsita fu mólto brève, ma immerse il pìccolo prìncipe in una grande malinconìa.  

「主語」「動詞」「補語」,ma「動詞」「目的語」「副詞句」 

Quésta vìsita ｸｪｽﾀ･ｳﾞｨｰｼﾞﾀ n.f この訪問は                                 「主語」 

fu ﾌ 3 単遠(èssere)v.i 〜だった                                            「動詞」 

mólto brève, ﾓﾙﾄ･ﾌﾞﾚｰｳﾞｪ adj. とても短い                                  「補語」 

ma ﾏ conj. しかし 

immerse ｲﾒﾙｾ 3 単遠(immèrgere)v.t(in に) 浸した                          「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまを                      「目的語」 
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in una grande malinconìa. ｲﾝ･ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾏﾘﾝｺﾆｰｱ adv. 深い憂鬱の中に      「副詞句」 

 

「何をしているの？」と、王子さまは、山積みになった空瓶と充填瓶の前で黙ったままでい

る飲んだくれに尋ねた。 

"Che còsa fai?" chiese all'ubriacóne che stava in silènzio davanti a una collezióne di 

bottìglie vuòte e a una collezióne di bottìglie piene. 

《「目的語」「動詞」》,「動詞」「間接目的語」 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻﾞ n.f どんなことを、何を                                「目的語」 

fai?" ﾌｧｲ 2 単現･疑問文(fare)v.t しているの？                               「動詞」 

chiese ｷｪｰｾﾞ 3 単遠(chièdere)v.t 尋ねた                                    「動詞」 

all'ubriacóne ｱﾙﾌﾞﾘｱｺｰﾈ adv. 飲んだくれに                           「間接目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                 「形容詞節」 

stava ｽﾀｰｳﾞｧ 3 単半(stare)v.i（〜の状態で）いた       「動詞」 

in silènzio ｲﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ adv. 無言でいる               「副詞句」 

davanti ﾀﾞｳﾞｧﾝﾃｨ prep（場所）(a の) 〜の前で       「副詞句」 

a una collezióne ｱ･ｳﾅ･ｺﾚｯﾁｵｰﾈ adv. 一まとめの「副詞句」 

di bottìglie vuòte ﾃﾞｨ･ﾎﾞｯﾃｨｰﾘｴ･ｳﾞｵｰﾃ 

 adj. 空瓶の                     「形容詞句」 

   bottìglie ﾎﾞｯﾃｨｰﾘｴ pl(bottìglia).n.f 瓶 vuòte ｳﾞｵｰﾃ adj(vuòto).f.pl 空の 

e ｴ conj. そして 

a una collezióne di bottiglie piene. ｱ･ｳﾅ･ｺﾚｯﾁｵｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾎﾞｯﾃｨｰﾘｴ･ﾋﾟｪｰﾈ 

   adv. 充填瓶の一まとめの                 「副詞句」 

コレクション 

コレクションとは、収集（物）、所蔵品、堆積などの意味を持つ英単語。趣味としての収集

活動に対して使われることが多いが、研究用資料、博物館や美術館等の所蔵作品群、近年で

は作家の著作集などに対しても用いられている。服飾においてはファッションデザイナー

や服飾ブランドが開催する展示会及びその作品群を指す。 

この文では、特に価値の無い物の堆積（沢山集まった状態）という意味で使用されている。 

 

「飲んでいるんだ」と、重苦しい声で、飲んだくれは答えた。 

"Bevo" rispose, in tòno lùgubre, l'ubriacóne.     《「動詞」》,「動詞」「副詞句」「主語」 

"Bevo" ﾍﾞｰｳﾞｫ 1 単現(bére)v.t 飲んでいる                                  「動詞」 

rispose, ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                              「動詞」 

in tòno lùgubre, ｲﾝ･ﾄｰﾉ･ﾙｰｸﾞﾌﾞﾚ adv. 陰惨な声で、哀れをそそる声で       「副詞句」 

l'ubriacóne. ﾙﾌﾞﾘｱｺｰﾈ n.m 飲んだくれは                                   「主語」 
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「どうして飲んでいるの？」と、王子さまは尋ねた。 

"Perché bevi?" domandò il pìccolo prìncipe.         《「副詞」「動詞」》,「動詞」「主語」 

"Perché ﾍﾟﾙｹ adv. どうして                                               「副詞」 

bevi?" ﾍﾞｳﾞｨ 2 単現(bére)v.t 飲んでいる                                    「動詞」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                              「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「忘れるためさ」と、飲んだくれは答えた。 

"Per dimenticare", rispose l'ubriacóne.                  《「副詞句」》,「動詞」「主語」 

"Per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

dimenticare", ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾚ 不定詞 v.t 忘れる                          「動詞」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

l'ubriacóne. ﾙﾌﾞﾘｱｺｰﾈ n.m 飲んだくれは                                   「主語」 

 

「何を忘れるためなの？」と、王子さまは問いかけたが、すでに彼を哀れみ始めていた。 

"Per dimenticare che còsa?" s'informò il pìccolo prìncipe che cominciava già a 

compiangerlo.                                      《「副詞句」》,「動詞句」「主語」 

"Per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

dimenticare ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾚ 不定詞 v.t 忘れる                           「動詞」 

che còsa?" ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                       「目的語」 

s'informò ｼﾝﾌｫﾙﾓ 3 単遠(informarsi)v.pr 問い合わせた                    「動詞句」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

cominciava già a compiangerlo. ｺﾐﾝﾁｬｳﾞｧ･ｼﾞｬ･ｱ･ｺﾝﾋﾟｱﾝｼﾞｪﾙ･ﾛ 3 単半･開始 

  (cominciare a+不定詞 compiangerelo+ già) 

v.t もうすでに彼を哀れみ始めていた                    「動詞句」 

 

「恥ずかしいということを忘れるためだよ」と、飲んだくれは、うつむいて打ち明けた。 

"Per dimenticare che ho vergógna", confessò l'ubriacóne abbassando la tèsta.  

《「副詞句」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

"Per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

dimenticare ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾚ 不定詞 v.t 忘れる                           「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

ho ｵ 1 単現(avére)v.t（心身の状態が）〜である              「動詞」 

vergógna", ｳﾞｪﾙｺﾞｰﾆｬ n.f 恥ずかしさ、羞恥心             「目的語」 

confessò ｺﾝﾌｪｯｿ 3 単遠(confessare)v.t 打ち明けた                           「動詞」 
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l'ubriacóne ﾙﾌﾞﾘｱｺｰﾈ n.m 飲んだくれは                                    「主語」 

abbassando ｱﾊﾞｻﾝﾄﾞ ジェルンディオ･同時(abbassare)adv. 下げながら      「副詞句」 

la tèsta. ﾗ･ﾃｽﾀ n.f 頭を                                         「目的語」 

恥ずかしい 

   avére vergógna 「恥ずかしい」 avére vergógna di... 「〜で恥ずかしい」 

 

「何が恥ずかしいの？」と、王子さまは、彼を助けたいと思って、さらに尋ねた。 

"Vergógna di che?" insistette il pìccolo prìncipe che desiderava soccorrerlo.  

《「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Vergógna ｳﾞｪﾙｺﾞｰﾆｬ n.f 恥ずかしい                                     「目的語」 

di che?" ﾃﾞｨ･ｹ adv.（原因）何で、何が                            「副詞句」 

insistette ｲﾝｼｽﾃｯﾃ 3 単遠(insìstere)v.i しつこく尋ねた                       「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

che ｹ pron（主語）何する                                       「形容詞節」 

desiderava soccorrerlo. ﾃﾞｼﾞﾃﾞﾗｰｳﾞｧ･ｿｯｺｰﾚﾙ･ﾛ 3 単半･願望(desiderare+不定詞) 

v.t 彼を助けたいと思っていた                          「動詞句」 

 

「酒を飲むのが恥ずかしいのさ」と言うと、飲んだくれは決定的な沈黙の中に閉じこもった。 

"Vergógna di bére!" e l'ubriacóne si chiuse in un silènzio definitivo.  

《「目的語」》e「主語」「動詞句」「副詞句」 

"Vergógna ｳﾞｪﾙｺﾞｰﾆｬ n.f 恥ずかしい                                     「目的語」 

di bére!" ﾃﾞｨ･ﾍﾞｰﾚ adv. 酒を飲むことが                           「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

l'ubriacóne ﾙﾌﾞﾘｱｺｰﾈ n.m 飲んだくれは                                    「主語」 

si chiuse ｼ･ｷｳｾﾞ 3 単遠(chiudersi)v.pr 引きこもった、閉じこもった        「動詞句」 

in un silènzio ｲﾝ･ｳﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ adv. 沈黙の中に                             「副詞句」 

definitivo. ﾃﾞﾌｨﾆﾃｨｰｳﾞｫ adj. 決定的な                            「形容詞」 

 

王子さまは、途方に暮れて立ち去った。 

Il pìccolo prìncipe se ne andò perplèsso.                    「主語」「動詞句」「副詞」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

se ne andò ｾ･ﾈ･ｱﾝﾄﾞ 3 単遠(andàrsene)v.pr 立ち去った                    「動詞句」 

perplèsso. ﾍﾟﾙﾌﾟﾚｯｿ adv. 途方に暮れて、当惑して、あやふやな気持ちで       「副詞」 
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「大人というのは、まったく、ひどく変わっているなあ」と、王子さまは、旅の間中ずっと、

心の中で思った。 

I grandi, decisaménte, sono mólto, mólto bizzarri, si disse durante il viaggio. 

《「主語」「副詞」「動詞」「補語」》,「動詞句」「副詞句」 

I grandi, ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl(grande).n.m 大人の人は                             「主語」 

decisaménte, ﾃﾞﾁｻﾞﾒﾝﾃ adv. 決定的に、まったく                            「副詞」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

mólto, mólto bizzarri, ﾓﾙﾄ･ﾓﾙﾄ･ﾋﾞｯｻﾞｰﾘ adj(bizzarro).pl とても風変りな      「補語」 

si disse ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 心の中で思った                         「動詞句」 

durante il viaggio. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｲﾙ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｮ adv. 旅の間中                     「副詞句」 

 

XIII 

 

4 番目の惑星には、実業家が住んでいた。 

Il quarto pianéta era abitato da un uòmo d'affari.         「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il quarto pianéta ｲﾙ･ｸゎ-ﾙﾄ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 4 番目の惑星は                     「主語」 

era abitato ｴﾗ･ｱﾋﾞﾀｰﾄ 3 単半･受動(abitare)v.t 住まれていた                「動詞句」 

   能動態に翻訳する 

da un uòmo ﾀﾞ･ｳﾝ･ｳｫｰﾓ adv.（動作主）人によって                        「副詞句」 

d'affari. ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ adj.（限定）ビジネスの                       「形容詞句」 

 

この男は、忙しすぎて、王子様が到着しても頭をあげることさえしなかった。 

Quésto uòmo era così occupato che non alzò neppure la tèsta all'arrivo del pìccolo prìncipe.  

「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

Quésto uòmo ｸｪｽﾄ･ｳｫｰﾓ n.m この男は                                     「主語」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

così occupato ｺｼ･ｵｯｸﾊﾟｰﾄ adj. あまりにも忙しい                            「補語」 

che ｹ conj.（così...che）それで〜ない                                    「副詞節」 

non alzò ﾉﾝ･ｱﾙﾂｫ 3 単遠･否定(alzare)v.t あげなかった              「動詞句」 

neppure la tèsta ﾈｯﾌﾟｰﾚ･ﾗ･ﾃｽﾀ n.f 頭さえも                       「目的語」 

all'arrivo ｱｯﾗﾘｰｳﾞｫ adv.（時点）到着の時に                        「副詞句」 

del pìccolo prìncipe. ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adj. 王子様の     「形容詞句」 

 

「こんにちは」と、王子さまは言った。「あなたのタバコの火が消えていますよ」 

"Buòn giórno", gli disse quésti. "La vòstra sigarétta si è spenta".  

《「挨拶」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「主語」「動詞句」》 
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"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

quésti. ｸｪｽﾃｨ pron（ふつう主語に用いられる）この人は、王子さまは         「主語」 

   quésti ｸｪｽﾃｨ pron(quésto).pl この人たち 

"La vòstra sigarétta ﾗ･ｳﾞｫｽﾄﾗ･ｼｶﾞﾚｯﾀ n.f あなたのタバコが                  「主語」 

   vòstra ｳﾞｫｽﾄﾗ adj(vòstro).f（2 人称単数の敬称として）あなたの 

   vòstro ｳﾞｫｽﾄﾛ adj.（2 人称複数）君たちの、あなた方の 

si è spenta". ｼ･ｴ･ｽﾍﾟﾝﾀ 3 単現･完了形(spèngersi)v.pr 消えている           「動詞句」 

   再帰動詞の完了形なので、過去分詞は主語と性･数一致 

 

「3 たす 2 は 5。5 たす 7 は 12」 

"Tre più due fa cìnque. Cìnque più sètte: dódici.  

《「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」：「目的語」》 

"Tre più due ﾄﾚ･ﾋﾟｳ･ﾄﾞｩｴ n. 3 たす 2 は                                    「主語」 

   più ﾋﾟｳ adv. たす 
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fa ﾌｧ 3 単現(fare)v.t 作る                                                 「動詞」 

cìnque. ﾁﾝｸｪ n.m 5 を                                                  「目的語」 

Cìnque più sètte: ﾁﾝｸｪ･ﾋﾟｳ･ｾｯﾃ n. 5 たす 7 は                               「主語」 

dódici. ﾄﾞｰﾃﾞｨﾁ n.m 12                                                 「目的語」 

 

「12 たす 3 は 15。こんにちは」 

Dódici più tre: quìndici. Buòn giórno.                《「主語」：「目的語」┃「挨拶」》 

Dódici più tre: ﾄﾞｰﾃﾞｨﾁ･ﾋﾟｳ･ﾄﾚ n. 12 たす 3 は                              「主語」 

quìndici. ｸｨﾝﾃﾞｨﾁ n.m 15                                               「目的語」 

Buòn giórno. ﾌﾞｫﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                  「挨拶」 

 

「15 たす 7 は 22」 

Quìndici più sètte fa ventidùe.                          《「主語」「動詞」「目的語」》 

Quìndici più sètte ｸｨﾝﾃﾞｨﾁ･ﾋﾟｳ･ｾｯﾃ n. 15 たす 7 は                          「主語」 

fa ﾌｧ 3 単現(fare)v.t 作る                                                 「動詞」 

ventidùe. ﾍﾞﾝﾁﾄﾞｩｴ n.m 22                                              「目的語」 

 

「22 たす 6 は 28。タバコに火を付け直す時間がない」 

Ventidùe più sèi: ventotto. Non ho tèmpo per riaccenderla.  

《「主語」「補語」┃「動詞句」「目的語」》 

Ventidùe più sèi: ｳﾞｪﾝﾁﾄﾞｩｴ･ﾋﾟｳ･ｾｲ n. 22 たす 6 は                          「主語」 

ventotto. ｳﾞｪﾝﾄｯﾄ n.m 28                                                 「補語」 

Non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t 〜がない                               「動詞句」 

tèmpo ﾃﾝﾎﾟ n.m 時間                                                  「目的語」 

per riaccenderla. ﾍﾟﾙ･ﾘｱﾁｪﾝﾃﾞﾙ･ﾗ adj.(per+不定詞 riaccèndere+la) 

（目的）それに火を付け直すための                           「形容詞句」 

 

「26 たす 5 は 31」 

Ventisèi più cìnque trentuno.                                     《「主語」「補語」》 

Ventisèi più cìnque ｳﾞｪﾝﾁｾｲ･ﾋﾟｳ･ﾁﾝｸｪ n. 26 たす 5 は                        「主語」 

   ここで計算を間違えている。本当は Ventotto più cìnque trentatré. 

trentuno. ﾄﾚﾝﾄｩﾉ n.m 21                                                 「補語」 

 

「やれやれ。これで 5 億 162 万 2731 になる」 

Ouf! Dùnque fa cìnquecento e un milióne seicento ventidùemila sèttecento trentuno".  

《「感嘆」┃Dùnque「動詞」「目的語」》 
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Ouf! ｳﾌ int.（フランス語）やれやれ！                                     「感嘆」 

Dùnque ﾄﾞｩﾝｸｪ conj.（結論的）したがって、それで 

fa ﾌｧ 3 単現(fare)v.t（計算が）〜となる                                    「動詞」 

cìnquecento e un milióne seicento ventidùemila sèttecento trentuno".  

  ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄ･ｴ･ｳﾝ･ﾐﾘｵｰﾈ･ｾｲﾁｪﾝﾄ･ｳﾞｪﾝﾁﾄﾞｫｳｴﾐﾗ･ｾｯﾃﾁｪﾝﾄ･ﾄﾚﾝﾄｩﾉ 

  n.m 5 億 162 万 2731                                                 「目的語」 

 

「5 億 100 万の何？」 

"Cìnquecento e un milióne di che?"                                     《「目的語」》 

"Cìnquecento e un milióne di ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄ･ｴ･ｳﾝ･ﾐﾘｵｰﾈ･ﾃﾞｨ 

 adj. 5 億 100 万の                                          「形容詞句」 

che?" ｹ pron 何                                                       「目的語」 

 

「なに！まだそこにいたのか？5 億 100 万の．．．もう分からない。することが多すぎる」 

"Hem! Sèi sèmpre lì? Cìnquecento e un milióne di ... non lo so più. Ho talménte da fare!  

《「感嘆」┃「動詞」「副詞句」┃「形容詞句」 

「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞」┃「動詞」「副詞」「目的語」》 

"Hem! ｴﾑ int.（フランス語）えへん、おい                                 「感嘆」 

Sèi ｾｲ 2 単現･存在･疑問文(èssere)v.i 〜にいる                             「動詞」 

sèmpre ｾﾝﾌﾟﾚ adv. 相変わらず、いまだに、まだ                           「副詞」 

lì? ﾘ adv. そこに                                                        「副詞」 

Cìnquecento e un milióne di ... ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄ･ｴ･ｳﾝ･ﾐﾘｵｰﾈ･ﾃﾞｨ 

adj. 5 億 100 万の                                                  「形容詞句」 

non ...so ﾉﾝ...ｿ 1 単現･否定(sapére)v.t 分からない                         「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

più. ﾋﾟｳ adv.（否定文で）もう〜ない                                      「副詞」 

Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

talménte ﾀﾙﾒﾝﾃ adv. それほど                                             「副詞」 

da fare! ﾀﾞｰ･ﾌｧｰﾚ n. するべきこと                                       「目的語」 

 

  



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XIII 

  197 / 420 

「おれはまじめな男だ。無駄話で時間をつぶしたりしない！2 たす 5 は 7」 

Sono un uòmo sèrio, io, non mi diverto con delle fròttole! Due più cìnque: sètte..."  

《「動詞」「補語」,「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「目的語」》 

Sono ｿﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

un uòmo ｳﾝ･ｳｫｰﾓ n.m 男                                                 「補語」 

sèrio, ｾｰﾘｵ adj. まじめな、きちんとした                            「形容詞」 

io, ｲｰｵ pron おれは                                                      「主語」 

non mi diverto ﾉﾝ･ﾐ･ﾃﾞｨｳﾞｪﾙﾄ 1 単現･否定(divertirsi)v.pr 気晴らしをしない 「動詞句」 

con delle fròttole! ｺﾝ･ﾃﾞｯﾚ･ﾌﾛｯﾄｰﾚ adv.(fròttola) 無駄話で、作り話、ほら話  「副詞句」 

Due più cìnque: ﾄﾞｩｴ･ﾋﾟｳ･ﾁﾝｸｪ n. 2 たす 5 は                               「主語」 

sètte..." ｾｯﾃ n.m 7                                                     「目的語」 

 

「5 億 100 万の何？」と、王子さまは繰り返した。彼は一度口に出した質問は決してあきら

めなかった。 

"Cìnquecento e un milióne di che?" ripeté il pìccolo prìncipe che mai aveva rinunciato a 

una domanda una vòlta che l'aveva espressa.             《「質問」》,「動詞」「主語」 

"Cìnquecento e un milióne di che?" ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄ･ｴ･ｳﾝ･ﾐﾘｵｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｹ 

   pron 5 億 100 万の何？                                                 「質問」 

ripeté ﾘﾍﾟﾃ 3 単遠(ripètere)v.t 繰り返した                                  「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

mai aveva rinunciato ﾏｰｲ･ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾘﾇﾝﾁｬｰﾄ 3 単半･完了形･否定(rinunciare) 

   v.i(a を) 一度もあきらめたことがなかった               「動詞句」 

a una domanda ｱ･ｳﾅ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞ adv. 質問を               「間接目的語」 

una vòlta che ｳﾅ･ｳﾞｫﾙﾀ･ｹ conj. いったん〜したら           「副詞節」 

l' ﾗ pron.f 質問を                                 「目的語」 

aveva espressa. ｱｳﾞｪｳﾞｧ･ｴｽﾌﾟﾚｯｻ 3 単半･完了形.f(esprìmere) 

v.t 口に出した                                 「動詞句」 

 

事業家は頭を上げた： 

L'uòmo d'affari alzò la tèsta:                              「主語」「動詞」「目的語」 

L'uòmo ﾙｵｰﾓ n.m 男は                                                   「主語」 

d'affari ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ adj(affare). 事業の                              「形容詞句」 

alzò ｱﾙﾂｫ 3 単遠(alzare)v.t 上げた                                         「動詞」 

la tèsta: ﾗ･ﾃｽﾀ n.f 頭を                                                「目的語」 
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「この惑星に住み始めた 54 年前から今までに、3 回しか邪魔されたことがない」 

"Da cinquantaquattro anni che abito in quésto pianéta non sono stato disturbato che tre 

vòlte.                                             《「副詞句」「動詞句」「副詞句」》 

"Da cinquantaquattro anni ﾀﾞｰ･ﾁﾝｸゎﾝﾀｸゎｯﾄﾛ･ｱﾝﾆ 

 adv. 54 年前に、54 年前からずっと                                    「副詞句」 

che ｹ adv. 〜する                                               「副詞節」 

abito ｱﾋﾞﾄ 1 単現(abitare)v.i 住んでいる                     「動詞」 

in quésto pianéta ｲﾝ･ｸｪｽﾄ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. この惑星に          「副詞句」 

non sono stato disturbato ﾉﾝ･ｿｰﾉ･ｽﾀｰﾄ･ﾃﾞｨｽﾄﾙﾊﾞｰﾄ 1 単現･完了形･受動･否定 

  (disturbare)v.t 邪魔されなかった                                      「動詞句」 

che tre vòlte. ｹ･ﾄﾚ･ｳﾞｫﾙﾃ adv.（non...che）3 回しか                       「副詞句」 

 

「最初は、22 年前に、黄金虫がどこかから落ちてきた時だった。」 

La prima vòlta è stato ventidùe anni fa, da una melolonta che era caduta chissà da dóve.  

《「主語」「動詞句」「副詞句」》 

La prima vòlta ﾗ･ﾌﾟﾘｰﾏ･ｳﾞｫｰﾙﾀ n.f 最初の時は                             「主語」 

è stato ｴ･ｽﾀｰﾄ 3 単現･完了形(èssere)v.i 〜だった                           「動詞」 

ventidùe anni fa, ｳﾞｪﾝﾁﾄﾞｩｴ･ｱﾝﾆ･ﾌｧ adv. 22 年前                         「副詞句」 

da una melolonta ﾀﾞｰ･ｳﾅ･ﾒﾛﾛﾝﾀ adv.（動作主）コフキ黄金虫によって      「副詞句」 

che ｹ pron.f（主語: melolonta）〜する                        「形容詞節」 

era caduta ｴﾗ･ｶﾄﾞｩｰﾀ 3 単半･完了形.f(cadére) 

v.i 落ちてきた                                    「動詞句」 

chissà ｷｯｻ adv. 分かるものか                         「副詞句」 

da dóve. ﾀﾞ･ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこからか            「副詞句」 

複合時制の過去分詞 

「複合時制」では、助動詞は èssere か avére のどちらかが用いられる。èssere の時には、

過去分詞が主語の性･数に一致して語尾変化〈〜o, i, a, e〉をする。 

 

「そいつはすごい雑音を立てた。それで、足し算で 4 回も間違えてしまった」 

Faceva un rumóre spaventóso e ho fatto quattro erróri in una addizióne.  

《「動詞」「目的語」e「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Faceva ﾌｧﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(fare)v.t（音を）立てた                             「動詞」 

un rumóre ｳﾝ･ﾙﾓｰﾚ n.m 雑音を                                         「目的語」 

spaventóso ｽﾊﾟｳﾞｪﾝﾄｰｿ adj. ものすごい                          「形容詞」 

e ｴ conj.（結果）それで 

ho fatto ｵ･ﾌｧｯﾄ 1 単現･完了形(fare)v.t（行為を）した                      「動詞句」 
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quattro erróri ｸゎｯﾄﾛ･ｴﾛｰﾘ pl(erróre).n.m 4 回の間違いを                  「目的語」 

in una addizióne. ｲﾝ･ｳﾅ･ｱﾃﾞｨﾂｨｵｰﾈ adv. 足し算で                         「副詞句」 

 

2 回目は、11 年前にリューマチの発作のせいだった。 

La secónda vòlta è stato ùndici anni fa per una crisi di reumatismi.  

「主語」「動詞」「副詞句」 

La secónda vòlta ﾗ･ｾｺﾝﾀﾞ･ｳﾞｫｰﾙﾀ n.f 2 回目は                              「主語」 

è stato ｴ･ｽﾀｰﾄ 3 単現･完了形(èssere)v.i 〜だった                           「動詞」 

ùndici anni fa ｳﾝﾃﾞｨﾁ･ｱﾝﾆ･ﾌｧ adv. 11 年前                               「副詞句」 

per una crisi ﾍﾟﾙ･ｳﾅ･ｸﾘｰｼﾞ adv.（原因）発作のために                     「副詞句」 

di reumatismi. ﾃﾞｨ･ﾚｳﾏﾃｨｽﾞﾐ adj(reumatismo).m.pl リューマチの「形容詞句」 

 

「体を動かすことがないんだ。ぶらつく時間がないんだ」 

Non mi muovo mai, non ho il tèmpo di girandolare.  

《「動詞句」「副詞」,「動詞句」「目的語」》 

Non mi muovo ﾉﾝ･ﾐ･ﾑｫｰｳﾞｫ 1 単現･否定(muoversi)v.pr 体を動かさない     「動詞句」 

mai, ﾏｰｲ adv. 決して〜ない                                               「副詞」 

non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t 〜がない                               「動詞句」 

il tèmpo ｲﾙ･ﾃﾝﾎﾟ n.m 時間                                             「目的語」 

di girandolare. ﾃﾞｨ･ｼﾞﾗﾝﾄﾞﾗｰﾚ 不定詞･目的 v.i ぶらつくための    「形容詞句」 

 

「俺はまじめな男だ！3 度目は．．．今回だ！ところで、5 億 100 万と言っていたな」 

Sono un uòmo sèrio, io. La terza vòlta ... èccolo! Dicevo dùnque cìnquecento e un milióne". 

《「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「補語」┃「動詞」dùnque「目的語」》 

Sono ｿﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

un uòmo sèrio, ｳﾝ･ｳｫｰﾓ･ｾｰﾘｵ n.m まじめな男                              「補語」 

io. ｲｰｵ pron 俺は                                                        「主語」 

La terza vòlta ... ﾗ･ﾃﾙﾂｧ･ｳﾞｫｰﾙﾀ n.f 3 度目は                                「主語」 

èccolo! ｴｯｺﾛ pron これだ、今回だ                                         「補語」 

Dicevo ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｫ 1 単半(dire)v.t 言っていた                                「動詞」 

dùnque ﾄﾞｩﾝｸｪ conj.（話題転換）ところで 

cìnquecento e un milióne". ﾁﾝｸｴﾁｪﾝﾄ･ｴ･ｳﾝ･ﾐﾘｵｰﾈ n.m 5 億 100 万           「目的語」 

 

「100 万の何？」 

"Milióne di che?"                                                         「質問」 

"Milióne di che?" ﾐﾘｵｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｹ pron 100 万の何？                           「質問」 
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実業家は安らぎの望みがないことを理解した。 

L'uòmo d'affari capì che non c'era speranza di pace.         「主語」「動詞」「目的語」 

L'uòmo d'affari ﾙｵｰﾓ･ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ n.m 実業家は                                「主語」 

capì ｶﾋﾟ 3 単遠(capire)v.t 理解した、分かった                              「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

non c'era ﾉﾝ･ﾁｪﾗ 3 単半･存在･否定･時制の一致(esserci)v.i 〜がない  「動詞句」 

speranza ｽﾍﾟﾗﾝﾂｧ n.f 望みが、希望が                               「主語」 

di pace. ﾃﾞｨ･ﾊﾟｰﾁｪ adj. 安らぎの                          「形容詞句」 

 

「時々そらに見えるあの無数の小さなものだよ」 

"Milioni di quélle pìccole còse che si vedono qualche vòlta nel cièlo".        《「主語」》 

"Milioni di quélle pìccole còse ﾐﾘｵｰﾆ･ﾃﾞｨ･ｸｪｯﾚ･ﾋﾟｯｺﾚ･ｺｰｾ 

   pl(còsa).n.f 無数のあの小さな物                                        「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

si vedono ｼ･ｳﾞｪﾄﾞﾉ 3 複現･再帰受動(vedersi)v.pr 見える   「動詞句」 

qualche vòlta ｸゎﾙｹ･ｳﾞｫｰﾙﾀ adv. 時々                    「副詞句」 

nel cièlo". ﾈﾙ･ﾁｪｰﾛ adv. 空に                            「副詞句」 

 

「ハエのこと？」 

"Di mósche?"                                                            「確認」 

"Di mósche?" ﾃﾞｨ･ﾓｰｽｹ adj(mósca).pl.f ハエのこと？                       「確認」 

 

「いや違うよ、きらきら輝く小さいものだよ」 

"Ma no, di pìccole còse che brillano".                             《「応答」,「主語」》 

"Ma no, ﾏ･ﾉ adv. いや違う                                                「応答」 

di pìccole ﾃﾞｨ･ﾋﾟｯｺﾚ adj(pìccolo).pl.f 小さい                       「形容詞句」 

còse ｺｰｾ pl(còsa).n.f 物                                                   「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

brillano". ﾌﾞﾘﾗﾉ 3 複現(brillare)v.i 輝く                      「動詞」 

 

「蜂のこと？」 

"Di api?"                                                              《「確認」》 

"Di api?" ﾃﾞｨ･ｱﾋﾟ adj(ape).pl.f 蜂のこと？                                 「確認」 
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「違うよ、怠け者たちに空想させる金色に光るあの小さい物のことだよ。だけど、おれはま

じめな男だ。空想している時間はない」 

"Ma no. Di quélle pìccole còse dorate che fanno fantasticare i poltróni. Ma sono un uòmo 

sèrio, io! Non ho il tèmpo di fantasticare".  

《「応答」┃「主語」┃Ma「動詞」「補語」「主語」┃「動詞句」「目的語」》 

"Ma no. ﾏ･ﾉ adv. いや違う                                                「応答」 

Di quélle pìccole còse ﾃﾞｨ･ｸｪｯﾚ･ﾋﾟｯｺﾚ･ｺｰｾ adj(còsa).pl.f あの小さなものの事  「主語」 

dorate ﾄﾞﾗｰﾃ 過去分詞(dorare)adj(dorato).pl.f 金色に光る            「形容詞」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

fanno fantasticare ﾌｧﾝﾉ･ﾌｧﾝﾀｽﾁｶｰﾚ 3 複現･使役(fare+不定詞) 

v.t 空想させる                                        「動詞句」 

i poltróni. ｲ･ﾎﾟﾙﾄﾛｰﾆ pl(poltróne).n.m 怠け者たちに        「目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

un uòmo sèrio, ｳﾝ･ｳｫｰﾓ･ｾｰﾘｵ n.m まじめな男                              「補語」 

io. ｲｰｵ pron 俺は                                                        「主語」 

Non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t 〜がない                               「動詞句」 

il tèmpo ｲﾙ･ﾃﾝﾎﾟ n.m 時間が                                           「目的語」 

di fantasticare". ﾃﾞｨ･ﾌｧﾝﾀｽﾁｶｰﾚ 不定詞･目的 adj. 空想するための 「形容詞句」 

 

「ああ、星の事？」 

"Ah! di stélle?"                                                  《「感嘆」「確認」》 

"Ah! ｱｱ int. ああ                                                        「感嘆」 

di stélle?" ﾃﾞｨ･ｽﾃｯﾚ adj(stélla).pl.f 星のこと？                              「確認」 

 

「そうだそれだよ。星の事だよ」 

"Èccoci. Di stélle".                                                      《「応答」》 

"Èccoci. ｴｯｺ･ﾁ adv. そうだそれだ                                          「応答」 

Di stélle". ﾃﾞｨ･ｽﾃｯﾚ adj(stélla).pl.f 星のことだ                              「応答」 

 

「それで、5 億の星で何をするの？」 

"E che ne fai di cìnquecento milioni di stélle?"  

《E「目的語」「副詞句」「動詞」「副詞句」》 

"E ｴ conj. それで 

che ｹ pron 何を                                                       「目的語」 

ne ...di cìnquecento milioni di stélle?" ﾈ．．．ﾃﾞｨ･ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄ･ﾐﾘｵｰﾆ･ﾃﾞｨ･ｽﾃｯﾚ 
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   adv.（手段）5 億の星で                                              「副詞句」 

fai ﾌｧｲ 2 単現･疑問文(fare)v.t（行為を）するの？                           「動詞」 

   Che ne fai dell’altra stoffa? 残りの布地で何を作るの？ 

 

「5 億 162 万 2731 個だ。おれはまじめな男だ。おれは正確な男なんだ」 

"Cìnquecento e un milióne seicentoventidùemilasèttecentotrentuno. Sono un uòmo sèrio 

io, sono un uòmo preciso."       《「応答」┃「動詞」「補語」「主語」,「動詞」「補語」》 

"Cìnquecento e un milióne seicentoventidùemilasèttecentotrentuno.  

   ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄ･ｴ･ｳﾝ･ﾐﾘｵｰﾈ･ｾｲﾁｪﾝﾄｳﾞｪﾝﾁﾄﾞｩｴﾐﾗｾｯﾃﾁｪﾝﾄﾄﾚﾝﾄｩｰﾉ 

   pl.n.m 5 億 162 万 2731 個だ                                           「応答」 

Sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

un uòmo sèrio ｳﾝ･ｳｫｰﾓ･ｾｰﾘｵ n.m まじめな男                              「補語」 

io, ｲｰｵ pron 俺は                                                        「主語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

un uòmo preciso." ｳﾝ･ｳｵｰﾓ･ﾌﾟﾚﾁｰｿﾞ n.m 正確な男                          「補語」 

 

「それで、君はこれらの星で何をするの？」 

"E che te ne fai di quéste stélle?"  

《E「直接目的語」「間接目的語」「副詞句」「動詞」「副詞句」》 

"E ｴ conj. そして 

che ｹ pron 何を                                                   「直接目的語」 

te ﾃ pron 君にとって                                              「間接目的語」 

ne ﾈ adv.（di quéste stélle の先出し）それによって                       「副詞句」 

fai ﾌｧｲ 2 単現･疑問文(fare)v.t するの？                                    「動詞」 

di quéste stélle?" ﾃﾞｨ･ｸｪｽﾃ･ｽﾃｯﾚ adv(stélla).（手段）これらの星で         「副詞句」 

 

「おれがそれで何をするかだって？」 

"Che còsa me ne faccio?"               《「直接目的語」「間接目的語」「副詞」「動詞」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                           「直接目的語」 

me ﾒ pron 自分にとって                                           「間接目的語」 

ne ﾈ adv. それによって                                                  「副詞」 

faccio?" ﾌｧｯﾁｮ 1 単現･疑問文(fare)v.t するかだって？                        「動詞」 

 

「そうだよ」 

"Si".                                                                   《「応答」》 

"Si". ｼ adv. そうだよ                                                     「応答」 
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「何にもしない。それらを所有している」 

"Niènte. Le possiedo io".                      《「応答」┃「目的語」「動詞」「主語」》 

"Niènte. ﾆｴﾝﾃ pron 何も〜ない                                           「応答」 

Le ﾚ pron.f.pl（la の複数形；stélle の代用）それらを                     「目的語」 

possiedo ﾎﾟｯｼｴﾃﾞ 1 単現(possedére)v.t 所有している                         「動詞」 

io". ｲｰｵ pron おれは                                                     「主語」 

 

「星たちを所有しているだって？」 

"Tu possiedi le stélle?"                                  《「主語」「動詞」「目的語」》 

"Tu ﾄｩ pron 君は                                                        「主語」 

possiedi ﾎﾟｯｼｴﾃﾞｨ 2 単現(possedére)v.t 所有している                        「動詞」 

le stélle?" ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星たちを                                 「目的語」 

 

「そうだよ」 

"Si".                                                                   《「応答」》 

"Si". ｼ adv. そうだよ                                                     「応答」 

 

「だけど、以前に会った王様は．．．」 

"Ma ho già veduto un re che..."                     《Ma「動詞句」「目的語」「主語」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

ho già veduto ｵ･ｼﾞｬ･ｳﾞｪﾄﾞｩｰﾄ 1 単現･完了形(vedére+ già) 

   v.t 以前に会った                                                    「動詞句」 

un re ｳﾝ･ﾚ n.m ある王様に                                             「目的語」 

che..." ｹ pron 彼は                                                       「主語」 

 

「王たちは所有しない。支配するんだ。これは大きな違いだよ」 

"I re non possiedono. Ci regnano sópra. È mólto divèrso".  

《「主語」「動詞句」┃「副詞句」「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」》 

"I re ｲ･ﾚ pl(re).n.m（無変）王たちは                                      「主語」 

non possiedono. ﾉﾝ･ﾎﾟｯｼｴﾄﾞﾉ 3 複現･否定(possedére)v.t 所有しない         「動詞句」 

Ci ...sópra. ﾁ...ｿﾌﾟﾗ adv. それらの上から                                 「副詞句」 

regnano ﾚﾆｬﾉ 3 複現(regnare)v.t 支配する                                  「動詞」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mólto divèrso". ﾓﾙﾄ･ﾃﾞｨｳﾞｪｰﾙｿ adj. 大きく異なる                           「補語」 
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「それで、星たちを所有することは君にとって何の役に立つの？」 

"E a che ti serve possédere le stélle?"             《E「間接目的語」「動詞」「主語」》 

"E ｴ conj. それで 

a che ｱ･ｹ adv. 何の                                                「間接目的語」 

ti ﾃｨ pron 君にとって                                             「間接目的語」 

serve ｾﾙｳﾞｪ 3 単現(servire)v.i(a に) 役に立つ                               「動詞」 

possedére ﾎﾟｯｾﾃﾞｰﾚ 不定詞 n. 所有することは                              「主語」 

le stélle?" ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星を                                「目的語」 

 

「俺が金持ちになるのに役立つ」 

"Mi serve ad essere ricco".                    《「間接目的語」「動詞」「間接目的語」》 

"Mi ﾐ pron 俺にとって                                             「間接目的語」 

serve ｾﾙｳﾞｪ 3 単現(servire)v.i(a に) 役に立つ                               「動詞」 

ad +不定詞 ｱﾄﾞ adv. 〜することに                                   「間接目的語」 

essere ｴｯｾﾚ 不定詞･変化(èssere)v.i 〜になる                    「動詞」 

ricco". ﾘｯｺ adj. 金持ちの                                      「補語」 

 

「それじゃあ、金持ちになることは君にとって何の役に立つの？」 

"E a che ti serve essere ricco?"                    《E「間接目的語」「動詞」「主語」》 

"E ｴ conj. そして 

a che ｱ･ｹ adv. 何の                                                「間接目的語」 

ti ﾃｨ pron 君にとって                                              「間接目的語」 

serve ｾﾙｳﾞｪ 3 単現(servire)v.i(a に) 役に立つ                               「動詞」 

essere ricco?" ｴｯｾﾚ･ﾘｯｺ 不定詞句 n. 金持ちになることは                     「主語」 

 

「誰かが他の星を見つけたら、それを買うことができる」 

"A comperare delle altre stélle, se qualcuno ne trova".                   《「副詞句」》 

"A +不定詞 ｱ 不定詞 adv.（目的）〜するために                           「副詞句」 

comperare ｺﾝﾍﾟﾗｰﾚ 不定詞(= comprare)v.t 買う                     「動詞」 

delle altre stélle, ﾃﾞｯﾚ･ｱﾙﾄﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 他の星を           「目的語」 

   delle = di le（de la の部分冠詞）いくつかの 

se ｾ conj. もし〜したら                                        「副詞節」 

qualcuno ｸｧﾙｸｰﾉ pron 誰かが                             「主語」 

ne ﾈ pron（delle altre stélle の代用）それらを            「目的語」 

trova". ﾄﾛｳﾞｧ 3 単現(trovare)v.t 見つける                   「動詞」 
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《この人は》と、王子さまは心の中で思った。《少しあの呑兵衛みたいな考え方をするな》

それでも、さらに質問した。 

Quésto qui, si disse il pìccolo prìncipe, ragiona un po' cóme il mio ubriacóne.  

Ma pure domandò ancóra:  

“「主語」”,「動詞句」「主語」,“「主語」”,Ma pure「動詞」「副詞」 

Quésto ｸｪｽﾄ pron この人は                                               「主語」 

qui, ｸｨ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

si disse ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 心の中で思った                         「動詞句」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

ragiona ﾗｼﾞｮﾅ 3 単現(ragionare)v.i 考え方をしている          「動詞」 

un po' cóme ｳﾝ･ﾎﾟ･ｺｰﾒ conj. 少し〜のような               「副詞句」 

il mio ubriacóne. ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｳﾌﾞﾘｱｺｰﾈ n.m あの呑兵衛  「目的語」 

Ma pure ﾏ･ﾌﾟｰﾚ conj. それでも 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 質問した                            「動詞」 

ancóra: ｱﾝｺｰﾗ adv. さらに                                                「副詞」 

 

「どうしたら、星を所有することができるの？」 

"Cóme si può possedere le stélle?"                     《「副詞」「動詞句」「目的語」》 

"Cóme ｺｰﾒ adv. どのようにして                                           「副詞」 

si può possedere ｼ･ﾌﾟｵ･ﾎﾟｯｾﾃﾞｰﾚ 3 単現･可能･疑問文(potére+不定詞 possedersi) 

   v.pr 所有することができるの？                                       「動詞句」 

le stélle?" ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星を                                     「目的語」 

 

「星は、誰のものかね？」と、歯ぎしりをしながら、実業家は答えた。 

"Di chi sono?" rispose facendo strìdere i dènti l'uòmo d'affari.  

《「補語」「動詞」》,「動詞」「副詞句」「主語」 

"Di chi ﾃﾞｨ･ｷ adj.（所有）誰のもの                                        「補語」 

sono?" ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                      「動詞」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

facendo ﾌｧﾁｪﾝﾄﾞ ジェルンディオ･使役･同時(fare)v.t(+不定詞) 〜させながら  「副詞句」 

strìdere ｽﾄﾘﾃﾞﾚ 不定詞･denti の動作 v.i きしむ                      「補語」 

i dènti ｲ･ﾃﾞﾝﾁ pl(dènte).n.m 歯を                                「目的語」 

l'uòmo d'affari. ﾙｵｰﾓ･ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ n.m 実業家は                                「主語」 

フランス語版では ： 

「星は、誰のものかね？」と事業家は、気難しげに言い返した。 

---- À qui sont-elles ? riposta, grincheux, le businessman. 
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「歯ぎしりをして」という句ではなく、「気難し気に」という単語で簡明に表現している 

 

「それは知らない。誰のものでもないよ」 

"Non lo so, di nessuno".                    《「動詞句」「目的語」「動詞句」,「補語」》 

"Non ...so, ﾉﾝ...ｿ 1 単現･否定(sapére)v.t 知らない                         「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

di nessuno". ﾃﾞｨ･ﾈｯｽｰﾉ adj. 誰のものでもない                             「補語」 

 

「それなら、星はおれのものだ。俺が最初に所有することを思いついたのだから」 

"Allóra sono mie che vi ho pensato per il primo".   《「副詞」「動詞」「補語」「副詞節」》 

"Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それでは、それなら                                    「副詞」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

mie ﾐｰｴ pron(mio).pl.f おれのもの                                        「補語」 

che ｹ conj.（原因節を導いて）〜なのだから                              「副詞節」 

vi ｳﾞｨ pron.pl そのことを                                       「目的語」 

ho pensato ｵ･ﾍﾟﾝｻｰﾄ 1 単現･完了形(pensare)v.t 思いついた         「動詞句」 

per il primo". ﾍﾟﾙ･ｲﾙ･ﾌﾟﾘｰﾓ adv. 最初に                             「副詞」 

 

「それで充分なの？」 

"È quésto basta?"                                         《「動詞」「主語」「補語」》 

"È ｴ 3 単現･疑問文(èssere)v.i 〜なのか？                                   「動詞」 

quésto ｸｪｽﾄ pron これは                                                 「主語」 

basta?" ﾊﾞｽﾀ adj. 十分な                                                 「補語」 

   basta ﾊﾞｽﾀ int. もう十分、もう結構、もうたくさん 

 

「もちろんだよ。君が誰のものでもないダイヤモンドを見つけたら、それは君のものだよ。

君が誰のものでもない島を見つけたら、それは君のものだよ。」 

"Cèrto. Quando trovi un diamante che non è di nessuno, è tuo. Quando trovi un’isola che 

non è di nessuno, è tua.  

《「補語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」》 

"Cèrto. ﾁｪｰﾙﾄ adj. 確実な、明らかな                                       「補語」 

Quando +接続法 ｸゎﾝﾄﾞ conj.（仮定･条件）〜したら                      「副詞節」 

trovi ﾄﾛｳﾞｨ 接・2 単現(trovare)v.t 見つける                         「動詞」 

un diamante ｳﾝ･ﾃﾞｨｱﾏﾝﾃ n.m ダイヤモンドを                     「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない           「動詞」 
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di nessuno, ﾃﾞｨ･ﾈｯｽｰﾉ adj. 誰のものでもない        「補語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tuo. ﾄｩｰｵ pron.m 君のもの                                               「補語」 

Quando +接続法 ｸゎﾝﾄﾞ conj.（仮定･条件）〜したら                      「副詞節」 

trovi ﾄﾛｳﾞｨ 接・2 単現(trovare)v.t 見つける                         「動詞」 

un’isola ｳﾆｰｿﾞﾗ n.f 島を                                         「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない           「動詞」 

di nessuno, ﾃﾞｨ･ﾈｯｽｰﾉ adj. 誰のものでもない        「補語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tua. ﾄｩｰｱ pron.f 君のもの                                                「補語」 

 

「君がなにかアイデアを思い付いたら、そのアイデアの特許を取りなさい。そうすれば、そ

れは君のものだ。それで、おれは星を所有している。なぜなら、誰も俺より先にその考えを

思い付かなかったんだから」 

Quando tu hai un'idea per il primo, la fai brevettare, ed è tua. E io possiedo le stélle, 

perché mai nessuno prima di me si è sognato di possederle".  

《「副詞節」,「目的語」「動詞句」,ed「動詞」「補語」 

「動詞」「補語」┃E「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」》 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj.（仮定）〜したら                                   「副詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                                  「主語」 

hai ｱｲ 2 単現(haber)v.t 〜がある                                   「動詞」 

un'idea ｳ･ﾆﾃﾞｱ n.f ある考え                                     「目的語」 

per il primo, ﾍﾟﾙ･ｲﾙ･ﾌﾟﾘﾓ adv. 最初に、最初の人間として          「副詞句」 

   per primo ﾍﾟﾙ･ﾌﾟﾘﾓ adv. 最初に、一番に、（コース料理の）最初の料理として 

la ﾗ pron（idea の代用）それを                                         「目的語」 

fai brevettare, ﾌｧｲ･ﾌﾞﾚｳﾞｪｯﾀｰﾚ 命･2 単現･使役(fare+不定詞 brevettare) 

   v.t 特許を認めさせなさい                                            「動詞句」 

ed ｴﾄﾞ conj. すると 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tua. ﾄｩｰｱ pron 君のもの                                                  「補語」 

E ｴ conj. それで 

io ｲｰｵ pron おれは                                                       「主語」 

possiedo ﾎﾟｯｼｪｰﾄﾞ 1 単現(possedére)v.t 所有している                        「動詞」 

le stélle, ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星を                                       「目的語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら、〜なので                                   「副詞節」 
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mai nessuno ﾏｰｲ･ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                           「主語」 

prima di me ﾌﾟﾘｰﾏ･ﾃﾞｨ･ﾒ adv. 俺よりも先に                      「副詞句」 

si è sognato ｼ･ｴ･ｿﾆｬｰﾄ 3 単現･完了形･否定文(sognarsi) 

v.pr(di+不定詞) 〜することを夢見なかった                     「動詞句」 

di possederle". ﾃﾞｨ･ﾎﾟｯｾﾃﾞﾙ･ﾛ 不定詞(possedére+le) 

v.t それらを所有する                                  「動詞句」 

 

「その通りだ」と、王子さまは言った。「それで何をするの？」 

"Quésto è véro", disse il pìccolo prìncipe. "Che te ne fai?"  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「直接目的語」「主語」「間接目的語」「動詞」》 

"Quésto ｸｪｽﾄ pron これは、それは                                        「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

véro", ｳﾞｪｰﾛ adj. 正しい、本当の                                          「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"Che ｹ pron 何を                                                  「直接目的語」 

te ﾃ pron 君は                                                          「主語」 

ne ﾈ pron それについて                                            「間接目的語」 

fai?" ﾌｧｲ 2 単現(fare)v.t する                                              「動詞」 

 

「それらを管理するんだ。星を数えて、また数えなおすんだ」と、実業家は言った。「これ

は骨の折れることだよ。だけど、おれは真面目な男なんだ」 

"Le amministro. Le conto e le riconto", disse l'uòmo d'affari. "È una còsa difficile, ma io 

sono un uòmo sèrio!"  《「目的語」「動詞」┃「目的語」「動詞」e「目的語」「動詞」》, 

「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」,ma「主語」「動詞」「補語」》 

"Le ﾚ pron.pl（stélle の代用）それらを                                  「目的語」 

amministro. ｱﾐﾆｽﾄﾛ 1 単現(amministare)v.t 管理する                       「動詞」 

Le ﾚ pron.pl（stélle の代用）それらを                                   「目的語」 

conto ｺﾝﾄ 1 単現(contare)v.t 数える                                       「動詞」 

e ｴ conj. そして 

le ﾚ pron.pl（stélle の代用）それらを                                    「目的語」 

riconto", ﾘｺﾝﾄ 1 単現(contare)v.t 数えなおす                                「動詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

l'uòmo d'affari. ﾙｵｰﾓ･ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ n.m 実業家は                                「主語」 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                           「動詞」 

una còsa difficile, ｳﾅ･ｺｰｻ･ﾃﾞｨｯﾌｨｰﾁﾚ n.f 骨の折れる事                       「補語」 
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ma ﾏ conj. しかし 

io ｲｰｵ pron おれは                                                       「主語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

un uòmo sèrio!" ｳﾝ･ｳｫｰﾓ･ｾｰﾘｵ n.m まじめな男                              「補語」 

 

王子さまはまだ満足していなかった。 

Il pìccolo prìncipe non era ancóra soddisfatto.               「主語」「動詞句」「補語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

non era ﾉﾝ･ｴﾗ 3 単半･否定(èssere)v.i 〜でなかった                        「動詞句」 

ancóra soddisfatto. ｱﾝｺｰﾗ･ｿﾃﾞｨｽﾌｧｯﾄ adj.（否定文で）まだ満足した〜でない   「補語」 

 

「僕は、もし絹のネッカチーフを持っているなら、それを首の周りに巻き付けて、どこかに

持ち運ぶことができる」 

"Io, se possiedo un fazzoletto di séta, posso metterlo intórno al còllo e portarmelo via.  

《「主語」,「副詞節」,「動詞句」「副詞句」e「動詞句」「副詞」》 

"Io, ｲｰｵ pron 僕は                                                       「主語」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

possiedo ﾎﾟｯｼｴﾄﾞ 1 単現(possedére)v.t 持っている                   「動詞」 

un fazzoletto ｳﾝ･ﾌｧｯｿﾚｯﾄ n.m ネッカチーフ、ハンカチ             「目的語」 

di séta, ﾃﾞｨ･ｾｰﾀ adj.（素材）絹の                       「形容詞句」 

posso metterlo ﾎﾟｯｿ･ﾒｯﾃﾙ･ﾛ 1 単現･可能(potére+不定詞 méttere+lo) 

v.t それを身に着けることができる                                    「動詞句」 

intórno al còllo ｲﾝﾄﾙﾉ･ｱﾙ･ｺｯﾛ adv. 首の周りに巻き付けて                  「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

portarmelo ﾎﾟﾙﾀﾙ･ﾒ･ﾛ 1 単現･可能(potére+不定詞 portare+me+lo) 

   v.t それを持ち運ぶことができる                                      「動詞句」 

via. ｳﾞｨｰｱ adv. どこかに                                                 「副詞」 

 

「もし僕が花を持っていれば、僕は自分の花を摘んで、持ち運ぶことができる。だけど、君

は星を摘むことはできないよ」 

Se possiedo un fióre, posso cògliere il mio fióre e portarlo con me. Ma tu non puoi cògliere 

le stélle".  

《「副詞節」,「動詞句」「目的語」e「動詞句」「副詞句」┃Ma「主語」「動詞句」「目的語」》 

Se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

possiedo  ﾎﾟｯｼｴﾄﾞ 1 単現(possedére)v.t 持っている                  「動詞」 

un fióre, ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花を                                     「目的語」 
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posso cògliere ﾎﾟｯｿ･ｺｰﾘｴﾚ 1 単現･可能(potére+不定詞 cògliere) 

v.t 摘むことができる                                                「動詞句」 

il mio fióre ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 僕の花を                                  「目的語」 

e ｴ conj. そして 

portarlo ﾎﾟﾙﾀﾙ･ﾛ 1 単現･可能(potére+不定詞 portare+lo) 

   v.t それを持ち運ぶことができる                                      「動詞句」 

con me. ｺﾝ･ﾒ adv. 僕と一緒に                                           「副詞句」 

Ma ﾏ conj. だけど 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

non puoi cògliere ﾉﾝ･ﾌﾟｵｲ･ｺｰﾘｴﾚ 2 単現･可能･否定(potére+不定詞 cògliere) 

   v.t 摘むことができない                                              「動詞句」 

le stélle". ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星を                                      「目的語」 

 

「そういうことはできないね。だけど、それらを銀行に預けることができる」 

"No, ma posso depositarle alla banca".             《「応答」,ma「動詞句」「副詞句」》 

"No, ﾉ adv. できない                                                     「応答」 

ma ﾏ conj. しかし 

posso depositarle ﾎﾟｯｿ･ﾃﾞﾎﾟｼﾞﾀｰﾙ･ﾚ 1 単現･可能(potére+不定詞 depositare+le) 

   v.t それらを預けることができる                                      「動詞句」 

alla banca". ｱｯﾗ･ﾊﾞﾝｶ adv. 銀行に                                       「副詞句」 

 

「それは、どういう意味？」 

"Che còsa vuol dire?"                                        《「目的語」「動詞句」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ pron 何を                                             「目的語」 

vuol dire?" ｳﾞｫﾙ･ﾃﾞｨｰﾙ 3 単現･願望(volére+不定詞 dire)v.t 意味する        「動詞句」 

 

「小さな紙切れに星の個数を記入して、引き出しに入れて鍵をかけてしまっておくことさ」 

"Vuol dire che scrivo su un pezzetto di carta il nùmero delle mie stélle e pòi chiudo a 

chiave quésto pezzetto di carta in un cassétto".                《「動詞句」「目的語」》 

"Vuol dire ｳﾞｫﾙ･ﾃﾞｨｰﾙ 3 単現･願望(volére+不定詞 dire)v.t 意味する         「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

scrivo ｽｸﾘｰｳﾞｫ 1 単現(scrìvere)v.t 書く、記入する                   「動詞」 

su un pezzetto di carta ｽ･ｳﾝ･ﾍﾟｯﾂｪｯﾄ･ﾃﾞｨ･ｶｰﾙﾀ adv. 小さな紙切れに「副詞句」 

   pèzzo ﾍﾟｯﾂｫ n.m 1 片 + -etto（縮小の接尾辞）carta ｶｰﾙﾀ n.f 紙 

il nùmero ｲﾙ･ﾇｰﾒﾛ n.m 個数、数字                              「目的語」 

delle mie stélle ﾃﾞｯﾚ･ﾐｰｴ･ｽﾃｯﾚ adj. 星の                「形容詞句」 
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e ｴ conj. そして 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                           「副詞」 

chiudo ｷﾕﾄﾞ 1 単現(chiùdere)v.t(in に) 〜をしまっておく            「動詞」 

a chiave ｱ･ｷｱｰｳﾞｪ adv.（手段）鍵で                             「副詞句」 

quésto pezzetto di carta ｸｪｽﾄ･ﾍﾟｯﾂｪｯﾄ･ﾃﾞｨ･ｶｰﾙﾀ n.m この紙を     「目的語」 

in un cassétto". ｲﾝ･ｳﾝ･ｶｯｾｯﾄ adv. 引き出しに                     「副詞句」 

 

「それだけでいいの？」 

"Tutto qui?"                                                            《「応答」》 

"Tutto qui?" ﾄｩｯﾄ･ｸｨ adv. これがすべて？                                  「応答」 

 

「それで充分さ！」 

"È sufficiente".                                                  《「動詞」「補語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

sufficiente". ｽｯﾌｨﾁｪﾝﾃ adj. 十分な                                         「補語」 

 

「これは面白い」と、王子さまは思った。「かなり詩的だけど、あまり真面目ではないな」 

È divertènte, pensò il pìccolo prìncipe, e abbastanza poètico. Ma non è mólto sèrio. 

《「動詞」「補語」》「動詞」「主語」,《e「補語」┃Ma「動詞句」「補語」》 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

divertènte, ﾃﾞｨｳﾞｪﾙﾃﾝﾃ adj. 面白い、愉快な                                「補語」 

pensò ﾍﾟﾝｿ 3 単遠(pensare)v.t 思った                                      「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

e ｴ conj. そして 

abbastanza poètico. ｱｯﾊﾞｽﾀﾝﾂｧ･ﾎﾟｴﾃｨｺ adj. かなり詩的な                    「補語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                「動詞句」 

mólto sèrio. ﾓﾙﾄ･ｾｰﾘｵ adj.（否定文で）あまり真面目な〜でない              「補語」 

 

王子さまは、真面目ということについて、大人たちとは大変異なる考えを持っていた。 

Il pìccolo prìncipe aveva sulle còse serie delle idee mólto diverse da quélle dei grandi.  

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

aveva ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半(avére)v.t 持っていた                               「動詞」 

sulle còse serie ｽｯﾚ･ｺｰｾﾞ･ｾｰﾘｴ adv.（関連）真面目ということについて      「副詞句」 

delle idèe ﾃﾞｯﾚ･ｲﾃﾞｴ pl(idèa).n.f 考えを                                  「目的語」 
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mólto divèrse ﾓﾙﾄ･ﾃﾞｨｳﾞｪｰﾙｾ adj(divèrso).f.pl とても異なる      「形容詞句」 

da ﾀﾞｰ prep（起点）〜から                            「副詞句」 

quélle ｸｪｯﾚ pron (idèa).pl 考え                  「目的語」 

dei grandi. ﾃﾞｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ adj. 大人たちの「形容詞句」 

 

「僕は」と、王子さまは言った。「一輪の花を持っていて、それに毎日水をやっている。火

山を 3 つもっていて、毎週それの煤払いをしている」 

"Io", disse il pìccolo prìncipe, "possiedo un fióre che innaffio tutti i giórni. Possiedo tre 

vulcani dei quali spazzo il camino tutte le settimane.  

《「主語」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」》 

"Io", ｲｰｵ pron 僕は                                                      「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"possiedo ﾎﾟｯｼｴﾄﾞ 1 単現(possedére)v.t 持っている                          「動詞」 

un fióre ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 一輪の花を                                       「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

innaffio ｲﾅﾌｨｵ 1 単現(innaffiare)v.t 水をかけてやる        「動詞」 

tutti i giórni. ﾄｩｯﾃｨ･ｲ･ｼﾞｮﾙﾆ adv. 毎日                  「副詞句」 

Possiedo ﾎﾟｯｼｴﾄﾞ 1 単現(possedére)v.t 持っている                          「動詞」 

tre vulcani ﾄﾚ･ｳﾞﾙｶｰﾆ pl(vulcano).n.m 火山を 3 つ                        「目的語」 

dei quali ﾃﾞｲ･ｸゎ-ﾘ adv. それらの                                   「間接目的語」 

spazzo ｽﾊﾟｯﾂｫ 1 単現(spazzare)v.t 掃除する                                「動詞」 

il camino ｲﾙ･ｶﾐｰﾉ n.m 煙突を                                      「直接目的語」 

tutte le settimane. ﾂｯﾃ･ﾚ･ｾｯﾃｨﾏｰﾈ pl(settimana).n.f 毎週                 「副詞句」 

 

「だから、休火山までも煤払いをしているんだ。いつ噴火するか、誰にも分らないから。」 

Perché spazzo il camino anche di quéllo spènto. Non si sa mai.  

《Perché「動詞」「主語」「目的語」┃「動詞句」》 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. だから 

spazzo ｽﾊﾟｯﾂｫ 1 単現(spazzare)v.t 掃除する                                「動詞」 

il camino ｲﾙ･ｶﾐｰﾉ n.m 煙突を                                          「目的語」 

anche ｱﾝｹ conj. 〜までも 

di quéllo ﾃﾞｨ･ｸｪｯﾛ adj. それ（火山 vulcano）の                 「形容詞句」 

spènto. ｽﾍﾟﾝﾄ adj.（火が）消えた                       「形容詞」 

Non si sa mai. ﾉﾝ･ｼ･ｻ･ﾏｰｲ 3 単現･再帰受動･否定(sapersi) 
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v.pr 誰にも知られていない、誰にも分らない                           「動詞句」 

 

「僕が持っていることは、僕の火山たちにとって役に立つし、僕の花にとっても役に立つん

だ。だけど、君は星たちにとって役に立っていないよ．．．」 

È ùtile ai miei vulcani, ed è ùtile al mio fióre che io li possieda. Ma tu non sèi ùtile alle 

stélle..."  《「動詞」「補語」,ed「動詞」「補語」「主語」┃Ma「主語」「動詞句」「補語」》 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

ùtile ｳｰﾁﾚ adj. 役に立つ                                                 「補語」 

ai miei vulcani, ｱｲ･ﾐｴｲ･ｳﾞﾙｶｰﾆ adv.（対象）僕の火山にとって       「副詞句」 

ed ｴﾄﾞ conj. そして 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

ùtile ｳｰﾁﾚ adj. 役に立つ                                                  「補語」 

al mio fióre ｱﾙ･ﾐｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ adv.（対象）僕の花にとって               「副詞句」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

   ùtile という評価に導かれる従属節は接続法を使用する 

io ｲｰｵ pron 僕が                                                   「主語」 

li ﾘ pron.pl それらを                                             「目的語」 

possieda. ﾎﾟｯｼｴﾀﾞ 接・1 単現(possedére)v.t 持っている、所有する      「動詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

non sèi ﾉﾝ･ｾｲ 2 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                            「動詞句」 

ùtile ｳｰﾁﾚ adj. 役に立つ                                                  「補語」 

alle stélle..." ｱﾚ･ｽﾃｯﾚ adv.(stélla)（対象）星たちにとって             「副詞句」 

 

実業家は口を開けたが、答えるべきことが何も見つからなかった。それで、王子さまはその

場を立ち去った。 

L'uòmo d'affari aprì la bócca ma non trovò niènte da rispondere e il pìccolo prìncipe se 

ne andò .        「主語」「動詞」「目的語」ma「動詞句」「目的語」e「主語」「動詞句」 

L'uòmo d'affari ﾙｵｰﾓ･ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ n.m 実業家は                                「主語」 

aprì 3 単遠(aprire)v.t 開けた                                              「動詞」 

la bócca ﾗ･ﾎﾞｯｶ n.f 口を                                                「目的語」 

ma ﾏ conj. しかし 

non trovò ﾉﾝ･ﾄﾛｳﾞｫ 3 単遠･否定(trovare)v.t 見つからなかった              「動詞句」 

niènte ﾆｴﾝﾃ pron 何も〜ない                                           「目的語」 

da rispondere ﾀﾞ･ﾘｽﾎﾟﾝﾃﾞﾚ 不定詞･目的 adj. 答えるべき         「形容詞句」 

e ｴ conj. それで 
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il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

se ne andò . ｾ･ﾈ･ｱﾝﾄﾞ 3 単遠(andàrsene)v.pr その場を立ち去った           「動詞句」 

 

《まったく、大人って本当に変だな》と、王子さまは旅の間、単純にそう思った。 

Decisaménte i grandi sono pròprio straordinàri, si disse sempliceménte durante il 

viaggio.                       ‘「副詞」「主語」「動詞」「補語」’,「動詞句」「副詞句」 

Decisaménte ﾃﾞﾁｻﾞﾒﾝﾃ adv. まったく、決定的に                            「副詞」 

i grandi ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl(grande).n.m 大人は                                  「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

pròprio ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ adv. 本当に                                        「副詞」 

straordinàri, ｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅｰﾘ adj(straordinàrio).pl.m 異常な、変わった          「補語」 

si disse ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 心の中で思った                         「動詞句」 

sempliceménte ｾﾝﾌﾟﾘﾁｪﾒﾝﾃ adv. 単純に                                    「副詞」 

durante il viaggio. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｲﾙ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｮ adv. 旅の間中                     「副詞句」 

 

XIV 

 

5 番目の惑星はとても奇妙だった。 

Il quinto pianéta era mólto strano.                           「主語」「動詞」「補語」 

Il quinto pianéta ｲﾙ･ｸｲﾝﾄ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 5 番目の惑星は                       「主語」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

mólto strano. ﾓﾙﾄ･ｽﾄﾗｰﾉ adj. 非常に奇妙な、不思議な                       「補語」 

 

その惑星には、街灯とそれを点灯する点灯夫がやっと収容できる場所しかなかった。 

Vi era appena il pósto per sistemare un lampióne e l'uòmo che l'accendeva.  

「動詞句」「主語」「副詞句」 

Vi era ｳﾞｨ･ｴﾗ 3 単半･存在(esservi)v.i 〜があった                          「動詞句」 

appena ｱｯﾍﾟｰﾅ adv. かろうじて                                      「副詞」 

il pósto ｲﾙ･ﾎﾟｽﾄ n.m 場所が                                              「主語」 

per sistemare ﾍﾟﾙ･ｼｽﾃﾏｰﾚ 不定詞･目的 adv. 〜を収容するために            「副詞句」 

un lampióne ｳﾝ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾈ n.m 街灯を                             「目的語」 

e ｴ conj. そして 

l'uòmo ﾙｵｰﾓ n.m 人を                                          「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                             「形容詞節」 

l' ﾙ pron（lampióne の代用）それを             「目的語」 

accendeva. ｱﾁｪﾝﾃﾞｰｳﾞｧ 3 単半･時制の一致(accèndere) 
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v.t 点灯する                                  「動詞」 

 

王子さまは、家も居住者もいない惑星の空中をさ迷いながら、街灯と点灯夫が一体何の役に

立つのかがうまく理解できなかった。 

Il pìccolo prìncipe non riusciva a spiegarsi a che potessero servire, sperdersi nel cièlo, si 

di un pianéta sènza case, sènza abitanti, un lampióne e il lampionàio.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

non riusciva a spiegarsi ﾉﾝ･ﾘｳｯｼｰｳﾞｧ･ｱ･ｽﾋﾟｴｶﾞﾙｼ 3 単半･実行･否定(riuscire a+不定詞) 

   v.pr うまく理解できなかった                                         「動詞句」 

a che ｱ･ｹ adv. 何に対して〜するかということについて                「間接目的語」 

potessero servire, ﾎﾟﾃｯｾﾛ･ｾﾙｳﾞｨｰﾚ 接・3 複半･推量 

v.i(a に) いったい役立つことができるのか                 「動詞句」 

「主語」は街灯と点灯夫 

sperdersi ｽﾍﾟﾙﾃﾞﾙｼ 不定詞･様態(spèrdersi)v.pr さ迷いながら  「副詞句」 

nel cièlo, ﾈﾙ･ﾁｪｰﾛ adv. 空中を                       「副詞句」 

si di un pianéta ｼ･ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adj. 惑星の「形容詞句」 

sènza case, ｾﾝﾂｧ･ｶｰｾ adv. 家が無い                         「副詞句」 

sènza abitanti, ｾﾝﾂｧ･ｱﾋﾞﾀﾝﾃｨ adv. 居住者がいない           「副詞句」 

un lampióne e il lampionàio. ｳﾝ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾈ･ｴ･ｲﾙ･ﾗﾝﾋﾟｵﾅｰｲｵ 

   pl.n.m 街灯と点灯夫は                                    「主語」 

 

それでも、彼は心の中で思った： 

Eppure si disse:                                                 「副詞」「動詞句」 

Eppure ｴｯﾌﾟｰﾚ adv. それでもなお                                         「副詞」 

si disse: ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 心の中で思った                         「動詞句」 

 

「この男は本当に理屈に合わないかもしれないな。それでも、王様や、見栄張り男や、実業

家や飲んだくれほど理屈に合わないわけではないな」 

"Fórse quést'uòmo è veraménte assurdo. Pero è meno assurdo del re, del vanitóso, 

dell'uòmo d'affari e dell'ubriacóne. 

《「副詞」「主語」「動詞」「補語」┃Pero「動詞」「補語」》 

"Fórse ﾌｫｰﾙｾ adv. ことによると、たぶん、おそらく                         「副詞」 

quést'uòmo ｸｪｽﾄｩｵｰﾓ n.m この男は                                       「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

veraménte assurdo. ｳﾞｪﾗﾒﾝﾃ･ｱｯｽﾙﾄﾞ adj. 本当に理屈に合わない              「補語」 
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Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

meno assurdo ﾒｰﾉ･ｱｯｽﾙﾄﾞ adj. より少なく理屈に合わない                   「補語」 

del re, ﾃﾞﾙ･ﾚ adv.（比較）王様より                                 「副詞句」 

del vanitóso, ﾃﾞﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ adv. 見栄張り男より                     「副詞句」 

dell'uòmo d'affari ﾃﾞｯﾙｰﾓ･ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ adv. 実業家より                   「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

dell'ubriacóne. ﾃﾞｯﾙﾌﾞﾘｱｺｰﾈ adv. 飲んだくれ                        「副詞句」 

 

「少なくとも、彼の仕事には意味がある。彼は街灯を点灯する。それはあたかも、星を一つ、

または花を 1 つ生まれさせるようなものだ。街灯を消す時は、花や星を眠らせるんだ」 

Alméno il suo lavóro ha un sénso. Quésto accende il suo lampióne, è cóme se facesse 

nascere una stélla in più, o un fióre. Quando lo spegne addormenta il fióre o la stélla.  

《「副詞」「主語」「動詞」「目的語」 

「主語」「動詞」「目的語」,「動詞」「副詞節」┃「動詞」「目的語」》 

Alméno ｱﾙﾒｰﾉ adv. 少なくとも、ともかくも                                「副詞」 

il suo lavóro ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾗｳﾞｫｰﾛ n.m 彼の仕事は                                「主語」 

ha ｱ 3 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

un sénso. ｳﾝ･ｾﾝｿ n.m 意味                                             「目的語」 

Quésto ｸｪｽﾄ pron この男は                                               「主語」 

accende ｱﾁｪﾝﾃﾞ 3 単現(accèndere)v.t 点灯する                              「動詞」 

il suo lampióne, ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾈ n.m 彼の街灯を                         「目的語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

cóme se +接続法 ｺﾒ･ｾ conj. まるで〜であるかのように                    「副詞節」 

facesse nascere ﾌｧﾁｪｯｾ･ﾅｯｼｪﾚ 接・3 単半･使役(fare+不定詞) 

   v.t 生まれさせる                                             「動詞句」 

una stélla ｳﾅ･ｽﾃｯﾗ n.f 星を 1 つ                                 「目的語」 

in più, ｲﾝ･ﾋﾟｳ adv. さらに                                      「副詞句」 

o ｵ conj. または 

un fióre. ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花を 1 つ                                「目的語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

lo ﾛ pron 街灯を                                               「目的語」 

spegne ｽﾍﾟﾆｪ 3 単現(spègnere)v.t 消す                             「動詞」 

addormenta ｱｯﾄﾞﾙﾒﾝﾀ 3 単現(addormentare)v.t 眠らせる                    「動詞」 

il fióre o la stélla. ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ･ｵ･ｽﾃｯﾗ pl.n 花や星を                         「目的語」 
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「これは非常に美しい仕事だ。美しいから、本当に役に立つ仕事だ。」 

È una bellissima occupazióne, ed è veraménte ùtile, perché è bèlla".  

《「動詞」「補語」,ed「動詞」「補語」,「副詞節」》 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

una bellissima occupazióne, ｳﾅ･ﾍﾞﾘｯｼﾏ･ｵｸﾊﾟﾁｵｰﾈ n.f 非常に美しい仕事       「補語」 

ed ｴﾄﾞ conj. そして 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

veraménte ùtile, ｳﾞｪﾗﾒﾝﾃ･ｳｰﾁﾚ adj. 本当に役に立つ                         「補語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj.（理由）〜なので                                      「副詞節」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                     「動詞」 

bèlla". ﾍﾞｯﾗ adj(bèllo).f 美しい                                    「補語」 

 

この惑星に乗り込んだ時、王子さまは点灯夫にうやうやしく挨拶した。 

Salendo sul pianéta salutò rispettosaménte l'uòmo:  

「副詞節」,「動詞」「副詞」「目的語」 

Salendo ｻﾚﾝﾄﾞ ジェルンディオ･同時(salire)adv. 乗り込んだ時              「副詞句」 

sul pianéta ｽﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. この惑星に                       「間接目的語」 

salutò ｻﾙｰﾄ 3 単遠(salutare)v.t 挨拶した                                   「動詞」 

rispettosaménte ﾘｽﾍﾟｯﾄｻﾞﾒﾝﾃ adv. 丁重に、うやうやしく                    「副詞」 

l'uòmo: ﾙｵｰﾓ n.m 男（点灯夫）に                                       「目的語」 

 

「おはよう。どうして街灯を消すの？」 

"Buòn giórno. Perché spegni il tuo lampióne?"  《「挨拶」┃「副詞」「動詞」「目的語」》 

"Buòn giórno. ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. おはよう                                   「挨拶」 

Perché ﾍﾟﾙｹ adv. どうして                                               「副詞」 

spegni ｽﾍﾟﾆ 2 単現(spègnere)v.t 消す                                      「動詞」 

il tuo lampióne?" ｲﾙ･ﾄｩｰｵ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾈ n.m 街灯を                           「目的語」 

 

「指令だよ」と、点灯夫は答えた。「おはよう」 

"È la conségna" rispóse il lampionàio. "Buòn giórno".  

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「挨拶」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

la conségna" ﾗ･ｺﾝｾｰﾆｬ n.f 指令、命令                                      「補語」 

rispóse ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i（質問に）答えた                      「動詞」 

il lampionàio. ｲﾙ･ﾗﾝﾋﾟｵﾅｰｲｵ n.m 点灯夫は                                 「主語」 

"Buòn giórno". ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. おはよう                                  「挨拶」 
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「指令って、何？」 

"Che còs'è la conségna?"                                  《「補語」「動詞」「主語」》 

"Che còs' ｹ･ｺｰｻ n.f 何？                                                  「補語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

la conségna?" ﾗ･ｺﾝｾｰﾆｬ n.f 指令は、命令                                   「主語」 

 

「街灯を消すことだよ。こんばんは」 

"È di spègnere il mio lampióne. Buòna séra".             《「動詞」「補語」┃「挨拶」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

di spègnere ﾃﾞｨ･ｽﾍﾟｰﾆｪﾚ 不定詞 n. 〜を消すこと                            「補語」 

il mio lampióne. ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾈ n.m 街灯を                        「目的語」 

Buòna séra". ﾌﾞｵﾅ･ｾｰﾗ adv. こんばんは                                    「挨拶」 

 

それから、またそれに火をつけた。 

E lo riaccese.                                                  E「目的語」「動詞」 

E ｴ conj. それから 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

riaccese. ﾘｱﾁｪｰｾﾞ 3 単遠(riaccèndere)v.t 再び火をつけた                     「動詞」 

 

「どうして、今またそれに火をつけるの？」 

"E adèsso perché lo riaccendi?"                      《E「副詞句」「目的語」「動詞」》 

"E ｴ conj. それで 

adèsso ｱﾃﾞｯｿ adv. たった今                                               「副詞」 

perché ﾍﾟﾙｹ adv. どうして                                                「副詞」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

riaccendi?" ﾘｱﾁｪﾝﾃﾞｨ 2 単現(riaccèndere)v.t 再び火をつけている              「動詞」 

 

「指令だよ」 

"È la conségna".                                                 《「動詞」「補語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

la conségna". ﾗ･ｺﾝｾｰﾆｬ n.f 指令                                           「補語」 

 

「理解できないな」と、王子さまは言った。 

"Non capisco", disse il pìccolo prìncipe.                   《「動詞句」》,「動詞」「主語」 

"Non capisco", ﾉﾝ･ｶﾋﾟｽｺ 1 単現･否定(capire)v.t 理解できない               「動詞句」 
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disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「理解することなんて何もないさ」と、点灯夫は言った。「指令は指令。おはよう。そう言

って、街灯を消した」 

"Non c'è nulla da capire", disse l'uòmo, "la conségna è la conségna. Buòn giórno". E 

spense il lampióne.        《「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞」「補語」┃「挨拶」┃E「動詞」「目的語」》 

"Non c'è ﾉﾝ･ﾁｪ 3 単現･存在･否定(esserci)v.i 〜がない                      「動詞句」 

nulla ﾇｯﾗ pron（否定文で）何も〜ない                                    「主語」 

da capire", ﾀﾞ･ｶﾋﾟｰﾚ 不定詞･目的 adj. 理解すべき                 「形容詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

l'uòmo, ﾙｵｰﾓ n.m 男は、点灯夫は                                         「主語」 

"la conségna ﾗ･ｺﾝｾｰﾆｬ n.f 指令は                                          「主語」 

è ｴ (èssere)v.i 〜である                                                  「動詞」 

la conségna. ﾗ･ｺﾝｾｰﾆｬ n.f 指令                                            「補語」 

Buòn giórno". ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. おはよう                                   「挨拶」 

E ｴ conj. そして 

spense 3 単遠(spègnere)v.t 消した                                         「動詞」 

il lampióne. ｲﾙ･ﾗﾝﾋﾟｵﾈ n.m 街灯を                                      「目的語」 

 

それから、赤いチェックのハンカチで自分の額を拭いた。 

Pòi si asciugò la frónte con un fazzoletto a quadri rossi.  

「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

si asciugò ｼ･ｱｼｭｺﾞ 3 単遠(asciugarsi)v.pr（自分の体を）拭いた             「動詞句」 

la frónte ﾗ･ﾌﾛﾝﾃ n.f 額を                                               「目的語」 

con un fazzolétto ｺﾝ･ｳﾝ･ﾌｧｯﾂｫﾚｯﾄ adv.（道具）ハンカチで                 「副詞句」 

a quadri rossi. ｱ･ｸゎﾄﾞﾘ･ﾛｯｼ adv.（様態）赤いチェックの        「形容詞句」 

 

「恐ろしい仕事をしているのさ。昔は理にかなっていたんだ」 

"Faccio un mestière terrìbile. Una vòlta era ragionévole.  

《「動詞」「目的語」┃「副詞句」「動詞」「補語」》 

"Faccio ﾌｧｯﾁｮ 1 単現(fare)v.t（行為を）している                            「動詞」 

un mestière ｳﾝ･ﾒｽﾁｴｰﾚ n.m 仕事を                                      「目的語」 

terrìbile. ﾃﾘｰﾋﾞﾚ adj. 恐ろしい                                   「形容詞」 
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Una vòlta ｳﾅ･ｳﾞｫｰﾙﾀ adv. 昔は、かつて、1 度、1 回                      「副詞句」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

ragionévole. ﾗｼﾞｮﾈｰｳﾞｫﾚ adj. 合理的な、妥当な                            「補語」 

 

「朝には火をつけ、夕方には灯を消したものだ。そして、昼間の残りは休み、夜間の残りは

眠ったものだよ．．．」 

Accendevo al mattino e spegnevo alla séra, e avevo il rèsto del giórno per riposarmi e il 

rèsto della nòtte per dormire..."" 

《「動詞」「副詞句」e「動詞」「副詞句」,e「動詞」「目的語」e「目的語」》 

Accendevo ｱﾁｪﾝﾃﾞｰｳﾞｫ 1 単半･習慣(accèndere)v.t 火をつけたものだ           「動詞」 

al mattino ｱﾙ･ﾏｯﾃｨｰﾉ adv. 朝に                                         「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

spegnevo ｽﾍﾟﾆｪｰｳﾞｫ 1 単半･習慣(spègnere)v.t 火を消したものだ              「動詞」 

alla séra, ｱｯﾗ･ｾｰﾗ adv. 夕方に                                          「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

avevo ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ 1 単半･習慣(avére)v.t 〜があったものだ                     「動詞」 

il rèsto del giórno ｲﾙ･ﾚｽﾄ･ﾃﾞﾙ･ｼﾞｮﾙﾉ n.m 昼間の残り                      「目的語」 

per riposarmi ﾍﾟﾙ･ﾘﾎﾟｻﾙﾐ adv. 休むために                        「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

il rèsto della nòtte ｲﾙ･ﾚｽﾄ･ﾃﾞﾙ･ﾉｯﾃ n.m 夜間の残り                       「目的語」 

per dormire..."" ﾍﾟﾙ･ﾄﾞﾙﾐｰﾚ adv. 眠るために                      「副詞句」 

フランス語版では ： 

J’éteignais le matin et j’allumais le soir.       朝、火を消して、夕方、火をつける。 

このイタリア語版では、Accendevo と spegnevo が逆になっている。 

 

「それで、その時以来、指令は変更されたの？」 

"E dópo di allóra è cambiata la conségna?"           《E「副詞句」「動詞句」「主語」》 

"E ｴ conj. そして、それで 

dópo di ﾄﾞｰﾎﾟ･ﾃﾞｨ prep（時間）〜以来、〜の後で                         「副詞句」 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. その時                                           「副詞」 

è cambiata ｴ･ｶﾝﾋﾞｱｰﾀ 3 単現･受動.f･疑問文(cambiare)v.t 変更されたの？    「動詞句」 

la conségna?" ﾗ･ｺﾝｾｰﾆｬ n.f 指令は                                         「主語」 
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「指令は変わっていないんだ」と、点灯夫は言った。「まさにそれが悲劇なんだ。惑星は、

毎年少しずつ速く回るようになった。それでも、指令は変更されないままなんだよ！」 

"La conségna non è cambiata", disse il lampionàio, "è pròprio quésto il dramma. Il 

pianéta di anno in anno ha girato sèmpre più in fretta e la conségna non è stata 

cambiata!"  

《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「副詞句」「動詞句」「副詞句」e「主語」「動詞句」》 

"La conségna ﾗ･ｺﾝｾｰﾆｬ n.f 指令は                                         「主語」 

non è cambiata", ﾉ･ﾈ･ｶﾝﾋﾞｱｰﾀ 3 単現･受動.f･否定(cambiare) 

v.t 変更されていない                                                「動詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il lampionàio, ｲﾙ･ﾗﾝﾋﾟｵﾅｰｲｵ n.m 点灯夫は                                 「主語」 

"è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

pròprio quésto ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ･ｸｪｽﾄ pron まさにこれ                             「補語」 

   pròprio ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ adv. まさに quésto ｸｪｽﾄ pron これ 

il dramma. ｲﾙ･ﾄﾞﾗﾝﾏ n.m 悲劇は                                          「主語」 

Il pianéta ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星は                                          「主語」 

di anno in anno ﾃﾞｨ･ｱﾝﾉ･ｲﾝ･ｱﾝﾉ adv. 年々、年ごとに                     「副詞句」 

ha girato ｱ･ｼﾞﾗｰﾄ 3 単現･完了形(girare)v.i 回転している                  「動詞句」 

sèmpre più ｾﾝﾌﾟﾚ･ﾋﾟｳ adv. ますます                                    「副詞句」 

in fretta ｲﾝ･ﾌﾚｯﾀ adv. 急いで、速く                                     「副詞句」 

e ｴ conj. そして、それなのに 

la conségna ﾗ･ｺﾝｾｰﾆｬ n.f 指令は                                          「主語」 

non è stata cambiata!" ﾉ･ﾈ･ｽﾀｰﾀ･ｶﾝﾋﾞｱｰﾀ 3 単現･完了形･受動･否定(cambiare) 

   v.t 変更されないままである                                          「動詞句」 

 

「それで？」と、王子さまは言った。 

"Ebbène?" disse il pìccolo prìncipe.                       《「応答」》,「動詞」「主語」 

"Ebbène?" ｴｯﾍﾞｰﾈ conj.（答えを促す）それで？                             「応答」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「それで、1 分間で 1 回転する今となっては、ほんの短い時間も休めないんだ。1 分の間に、

点灯と消灯を 1 度ずつするんだから」 

"Ebbène, óra che fa un giro al minuto, non ho più un secóndo di ripòso. Accendo e spengo 

una vòlta al minuto!"  
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《「応答」,「副詞句」,「動詞句」「目的語」┃「動詞」e「動詞」「副詞句」》 

"Ebbène, ｴｯﾍﾞｰﾈ conj.（前言を受けて）それで                              「応答」 

óra che ｵﾗ･ｹ adv. 〜する今では                                         「副詞句」 

fa ﾌｧ 3 単現(fare)v.t 〜する                                       「動詞」 

un giro ｳﾝ･ｼﾞｰﾛ n.m 1 回転                                     「目的語」 

al minuto, ｱﾙ･ﾐﾇｰﾄ adv. 1 分間で                                「副詞句」 

non ho più ﾉ･ﾉ･ﾋﾟｳ 1 単現･否定(avére+ più)v.t もう〜がない               「動詞句」 

un secóndo n.m 短い時間                                               「目的語」 

di ripòso. ﾃﾞｨ･ﾘﾎﾟｰｿ adv.（目的）休むための                      「副詞句」 

Accendo ｱﾁｪﾝﾄﾞ 1 単現(accèndere)v.t 点灯する                              「動詞」 

e ｴ conj. そして 

spengo ｽﾍﾟﾝｺﾞ 1 単現(spègnere)v.t 消す、消灯する                          「動詞」 

una vòlta ｳﾅ･ｳﾞｫﾙﾀ n.f 1 度                                             「副詞句」 

al minuto!" ｱﾙ･ﾐﾇｰﾄ adv.（割合）1 分ごとに                       「副詞句」 

   → 自転周期（1 日）が 1 分ならば、30 秒ごとに点灯と消灯を繰り返すことになる 

 

「それはおかしい。君のところでは 1 日の長さが 1 分だなんて！」 

"È divertènte! I giórni da te durano un minuto!"  

《「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞句」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

divertènte! adj. 面白い、おかしい、奇妙な                                 「補語」 

I giórni ｲ･ｼﾞｮﾙﾆ pl(giórno).n.m それぞれ 1 日は                             「主語」 

da te ﾀﾞ･ﾃ adv.（場所）君のところの                               「副詞句」 

durano ﾄﾞｩﾗﾉ 3 複現(durare)v.i 続く                                       「動詞」 

un minuto!" ｳﾝ･ﾐﾇｰﾄ n.m 1 分間                                         「副詞句」 

 

「何もおかしいことはない」と、点灯夫は言った。 

"Non è per nulla divertènte", disse l'uòmo.       《「動詞句」「補語」》,「動詞」「主語」 

"Non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                               「動詞句」 

per nulla divertènte", ﾍﾟﾙ･ﾇｯﾗ･ﾃﾞｨｳﾞｪﾙﾃｰﾝﾃ adv.（属性）何も可笑しいような  「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

l'uòmo. ﾙｵｰﾓ n.m 点灯夫は                                               「主語」 
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「僕たちは、もう 1 か月も話続けているんだよ」 

"Lo sai che stiamo parlando da un mese?"                       《「動詞」「目的語」》 

"Lo ﾛ pron 仮の目的語（真の目的語は che 以降） 

sai ｻｲ 2 単現･疑問文(sapére)v.t 知っているの？                             「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

stiamo parlando ｽﾁｱｰﾓ･ﾊﾟﾙﾗﾝﾄﾞ 1 複現･進行形(stare+ｼﾞｪﾙﾝﾃﾞｨｵ parlare) 

   v.i 話続けている                                             「動詞句」 

da ﾀﾞｰ prep（時間の起点）〜前からずっと                       「副詞句」 

un mese?" ｳﾝ･ﾒｰｾ n.m 1 か月                             「目的語」 

 

「1 か月前からずっと？」 

"Da un mese?"                                                       《「副詞句」》 

"Da ﾀﾞｰ prep（時間の起点）〜前からずっと                             「副詞句」 

un mese?" ｳﾝ･ﾒｰｾ n.m 1 か月                                    「目的語」 

 

「そう！30 分！：つまり 30 日。今晩は」 

"Si. Trenta minuti: trenta giórni!. Buòna séra".  

《「応答」┃「副詞句」：「副詞句」┃「挨拶」》 

"Si. ｼ adv. そう                                                          「応答」 

Trenta minuti: ﾄﾚﾝﾀ･ﾐﾇｰﾃｨ pl(minuto).n.m 30 分                          「副詞句」 

trenta giórni!. ﾄﾚﾝﾀ･ｼﾞｮﾙﾆ pl(giórno)n.m 30 日                            「副詞句」 

Buòna séra". ﾌﾞｵﾅ･ｾｰﾗ adv. 今晩は                                        「挨拶」 

 

そう言って、点灯夫は街灯に火をつけなおした。 

E riaccese il suo lampióne.                                     E「動詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

riaccese ﾘｱﾁｪｰｾﾞ 3 単遠(riaccèndere)v.t 火をつけなおした                   「動詞」 

il suo lampióne. ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾈ n.m 彼の街灯を                         「目的語」 

 

王子さまは彼をじっと見た。そして指令にこれほど忠実な点灯夫を不意に好きになった。 

Il pìccolo prìncipe lo guardò e sentì improvvisaménte di amare quésto uòmo che era così 

fedele alla sua conségna.  

「主語」「目的語」「動詞」e「動詞句」「副詞」「動詞句」「目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

guardò ｸﾞゎﾙﾄﾞ 3 単遠(guardare)v.t じっと見た                            「動詞」 
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e ｴ conj. そして 

sentì ｾﾝﾁ 3 単遠･知覚動詞(sentire)v.t(+di+不定詞) 〜するのを感じた        「動詞句」 

improvvisaménte ｲﾝﾌﾟﾛｳﾞｨｻﾞﾒﾝﾃ adv.(= improvviso) 不意に、突然           「副詞」 

di amare ﾃﾞｨ･ｱﾏｰﾚ 不定詞 v.t 好きになる、愛する                        「動詞句」 

quésto uòmo ｸｪｽﾄ･ｳｫｰﾓ n.m この男を                                   「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

era ｴﾗ 3 単半･時制の一致(èssere)v.i 〜である              「動詞」 

così fedéle ｺｼ･ﾌｪﾃﾞｰﾚ adj. これほど忠実な                 「補語」 

alla sua conségna. ｱｯﾗ･ｽｰｱ･ｺﾝｾｰﾆｬ adv. 指令に対して「副詞句」 

 

昔、自分で椅子を動かしながら探した日の入りのことを思い出した。そして友達を助けたい

と思った。 

Si ricordò dei tramónti che lui stésso una vòlta andava a cercare, spostando la sua sèdia. 

E volle aiutare il suo amico:             「動詞句」「目的語」┃E「動詞句」「目的語」 

Si ricordò ｼ･ﾘｺﾙﾄﾞ 3 単遠(ricordarsi)v.pr(di を) 思い出した                「動詞句」 

dei tramónti ﾃﾞｲ･ﾄﾗﾓﾝﾃｨ pl(tramónto).n.m 日の入り                      「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

lui stésso ﾙｰｲ･ｽﾃｯｿ pron 彼自身が                        「主語」 

una vòlta ｳﾅ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. 昔、かつて                     「副詞句」 

andava a cercare, ｱﾝﾀﾞｰｳﾞｧ･ｱ･ﾁｪﾙｶｰﾚ 3 単半･試行･習慣(andare a+不定詞) 

   v.t 探していた                                      「動詞句」 

spostando ｽﾎﾟｽﾀﾝﾄﾞ ジェルンディオ･同時(spostare) 

adv. 〜を移動しながら                              「副詞句」 

la sua sèdia. ﾗ･ｽｰｱ･ｾｰﾃﾞｨｱ n.f 椅子を           「目的語」 

E ｴ conj. そして 

volle aiutare ｳﾞｫﾚ･ｱｲﾕﾀｰﾚ 3 単遠･希望(volére+不定詞) 

   v.t 助けたいと思った                                                「動詞句」 

il suo amico: ｲﾙ･ｽｰｵ･ｱﾐｰｺ n.m 友達を                                   「目的語」 

 

「ねえ．．．君が休みたいときに休める方法を知っているよ．．．」 

"Sai ... conosco un mòdo per riposarti quando vorrai ..."  

《「呼びかけ」．．．「動詞」「目的語」「副詞句」》 

"Sai ... ｻｲ 2 単現(sapére)v.t（聞き手の注意を引くための前置き）ねえ、おい「呼びかけ」 

   sai の他に、sa, sapete, devi sapére, dovete sapére などが同様に使用される 

conosco ｺﾉｽｺ 1 単現(conócere)v.t 知っている                                「動詞」 

un mòdo ｳﾝ･ﾓｰﾄﾞ n.m 方法を                                           「目的語」 
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per riposarti ﾍﾟﾙ･ﾘﾎﾟｻﾙ･ﾃｨ adv.(per+不定詞 riposarsi)（目的）休むための   「副詞句」 

quando vorrai ..." ｸゎﾝﾄﾞ･ｳﾞｫﾗｲ adv. 君が望むときに               「副詞句」 

   vorrai ｳﾞｫﾗｲ 2 単未(volére)v.t 望む 

 

「いつだって、休みたいさ」と、点灯夫は言った。 

"Lo vorrei sèmpre", disse l'uòmo.         《「目的語」「動詞」「副詞」》,「動詞」「主語」 

"Lo ﾛ pron 休憩を                                                     「目的語」 

vorrei ｳﾞｫﾚｲ 条・1 単現･推量(volére)v.t 望んでいると思う                   「動詞」 

sèmpre", ｾﾝﾌﾟﾚ adv. いつだって                                           「副詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

l'uòmo. ﾙｵｰﾓ n.m 点灯夫は                                               「主語」 

 

というのは、人は誰でも、仕事熱心であると同時に怠け者でもあるのだから。 

Perché si può essere nello stésso tèmpo fedéli e pigri.        Perché「動詞句」「補語」 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. というのは〜なので 

si può essere ｼ･ﾌﾟｵ･ｴｯｾﾚ 3 単現･可能性(potere+不定詞 essersi) 

   v.i（状態）自分自身が〜であり得る                                   「動詞句」 

nello stésso tèmpo ﾈﾛ･ｽﾃｯｿ･ﾃﾝﾎﾟ adv. 同時に                       「副詞句」 

fedéli ﾌｪﾃﾞｰﾘ adj(fedéle).pl 忠実な、仕事熱心な                            「補語」 

e ｴ conj. そして 

pigri. ﾋﾟｰｸﾞﾘ adj(pigro).pl 怠惰な                                         「補語」 

 

そして王子さまは続けて言った： 

E il pìccolo prìncipe continuò:                                     E「主語」「動詞」 

E ｴ conj. そして 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

continuò: ｺﾝﾁﾇｵ 3 単遠(continuare)v.t 続けた                               「動詞」 

 

「君の惑星はこんなに小さいから、3 歩進めば 1 周できるね。いつも太陽の位置に居るため

には、本当にゆっくり歩きさえすればいいんだよ」 

"Il tuo pianéta è così pìccolo che in tre passi ne puoi fare il giro. Non hai che da 

camminare abbastanza lentaménte per rimanere sèmpre al sóle.  

《「主語」「動詞」「補語」「副詞節」┃「動詞句」「目的語」》 

"Il tuo pianéta ｲﾙ･ﾄｩｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 君の惑星は                             「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

così pìccolo ｺｼ･ﾋﾟｯｺﾛ adj. これほど小さい                                  「補語」 
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che ｹ conj.(così...che) だから〜する                                      「副詞節」 

in tre passi ｲﾝ･ﾄﾚｽﾊﾟｯｼ adv.(passo) 3 歩で                         「副詞句」 

ne ﾈ adv. これの                                                  「副詞」 

puoi fare ﾌﾟｵｲ･ﾌｧｰﾚ 2 単現･可能(potére+不定詞)v.t（動作が）出来る 「動詞句」 

il giro. ｲﾙ･ｼﾞｰﾛ n.m 1 周                                         「目的語」 

Non hai ﾉﾝ･ｱｲ 2 単現･否定(avére)v,t 〜がない                            「動詞句」 

che ｹ pron 事が                                                       「目的語」 

da camminare ﾀﾞ･ｶﾝﾐﾅｰﾚ adj. 歩くべき                        「形容詞句」 

abbastanza lentaménte ｱｯﾊﾞｽﾀﾝﾂｧ･ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ 

 adv. かなりゆっくりと                             「副詞句」 

per rimanere ﾍﾟﾙ･ﾘﾏﾈｰﾚ adv.（目的）〜に留まるために  「副詞句」 

sèmpre ｾﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                              「副詞」 

al sóle. ｱﾙ･ｿｰﾚ adv. 太陽の位置に                      「副詞句」 

 

「君が休みたい時には、歩けばいいんだ。そうすれば、君が望む限り、昼間が続くんだ」 

Quando vorrai riposarti camminerai e il giórno durerà finche' tu vorrai".  

《「副詞節」「動詞」e「主語」「動詞」「副詞節」》 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するときは                                      「副詞節」 

vorrai riposarti ｳﾞｫﾗｲ･ﾘﾎﾟｻｰﾙ･ﾃｨ 2 単未･願望(volére+不定詞) 

   v.pr 休憩したい、休みたい                                    「動詞句」 

camminerai ｶﾝﾐﾈﾗｲ 2 単未･勧誘(camminare)v.i 歩けばよい                  「動詞」 

e ｴ conj.（結果）そうすれば 

il giórno ｲﾙ･ｼﾞｮﾙﾉ n.m 昼間は                                            「主語」 

durerà ﾄﾞｩﾚﾗ 3 単未(durare)v.i 続くだろう                                 「動詞」 

finche' ﾌｨﾝｹ conj. 〜するまで、〜かぎり                                 「副詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                                  「主語」 

vorrai". ｳﾞｫﾗｲ 2 単未(volére)v.t 望む                                「動詞」 

 

「それは、僕にとってはあまり役にたたないよ」と、点灯夫は言った。「僕がこの世で特に

望むことは眠ることなんだよ」 

"Non mi serve a mólto", disse l'uòmo. "Ciò che desidero soprattutto nella vita è di 

dormire".  

《「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「副詞句」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

"Non ...serve ﾉﾝ...ｾﾙﾍﾞ 3 単現･否定(servire)v.i 役に立たない                「動詞句」 

a mólto", ｱ･ﾓﾙﾄ adv.（否定文で）あまり〜ない                            「副詞句」 

mi ﾐ pron 僕にとっては                                            「間接目的語」 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XIV 

  228 / 420 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

l'uòmo. ﾙｫｰﾓ n.m 点灯夫は                                               「主語」 

"Ciò ﾁｮ pron そのことは                                                 「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

desidero 1 単現(desiderare)v.t 望む                                  「動詞」 

soprattutto ｿﾌﾟﾗｯﾄｩｯﾄ adv. 特に、とりわけ                          「副詞」 

nella vita ﾈｯﾗ･ｳﾞｨｰﾀ adv. この世で、人生で                   「副詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

di dormire". ﾃﾞｨ･ﾄﾞﾙﾐｰﾚ 不定詞 n. 眠ること                                「補語」 

 

「それは残念だね」と、王子さまは言った。 

"Non hai fortuna", disse il pìccolo prìncipe.     《「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Non hai ﾉ･ｱｲ 2 単現･否定(avére)v.t 〜がない                            「動詞句」 

fortuna", ﾌｫﾙﾄｩｰﾅ n.f 幸運、幸せ                                        「目的語」 

   → 幸せがない →「応答」残念だね 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「残念だよ」と、点灯夫は答えた。「おはよう」 

"Non ho fortuna", rispose l'uòmo. "Buòn giórno".  

《「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「挨拶」》 

"Non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t 〜がない                              「動詞句」 

fortuna", ﾌｫﾙﾄｩｰﾅ n.f 幸運、幸せ                                        「目的語」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた、返事をした                   「動詞」 

l'uòmo. ﾙｫｰﾓ n.m 点灯夫は                                               「主語」 

"Buòn giórno". ﾌﾞｫﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. おはよう                                  「挨拶」 

 

そして、街灯を消した。 

E spense il suo lampióne.                                       E「動詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

spense ｽﾍﾟﾝｾﾞ 3 単遠(spègnere)v.t 消した                                  「動詞」 

il suo lampióne. ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾈ n.m 街灯を                             「目的語」 
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《この人は》と、王子さまは旅を続けながら心の中で思った。《この人は、他の皆から軽蔑

されるだろうな。あの王様からも、見栄張り男からも、呑兵衛からも、実業家からも》 

Quést'uòmo, si disse il pìccolo prìncipe, continuando il suo viaggio, quést'uòmo sarèbbe 

disprezzato da tutti gli altri , dal re, dal vanitóso, dall'ubriacóne, dall'uòmo d'affari.  

《「主語」》,「動詞句」「主語」「副詞句」,《「主語」「動詞」「副詞句」》 

Quést'uòmo, ｸｪｽﾄｩｵｰﾓ n.m この人は                                      「主語」 

si disse ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 心の中で思った                           「動詞句」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

continuando ｺﾝﾁﾇｱﾝﾄﾞ ジェルンディオ･同時 adv. 〜を続けながら           「副詞句」 

il suo viaggio, ｲﾙ･ｽｰｵ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｮ n.m 旅を                         「目的語」 

quést'uòmo ｸｪｽﾄｩｵｰﾓ n.m この人は                                       「主語」 

sarèbbe disprezzato ｻﾚｯﾍﾞ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｯﾂｧｰﾄ 条・3 単現･受動･推測(disprezzare) 

v.i 〜軽蔑されるだろう                                                「動詞」 

da tutti gli altri , ﾀﾞ･ﾄｩｯﾃｨ･ﾘ･ｱﾙﾄｩﾘ adv.（動作主）他の皆から             「副詞句」 

dal re, ﾀﾞﾙ･ﾚ adv.（動作主）あの王様から                               「副詞句」 

dal vanitóso, ﾀﾞﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｰｿﾞ adv.（動作主）あの見栄張り男から              「副詞句」 

dall'ubriacóne, ﾀﾞﾙ･ｳﾌﾞﾘｱｯｺｰﾈ adv.（動作主）あの呑兵衛から              「副詞句」 

dall'uòmo d'affari. ﾀﾞﾙｫｰﾓ･ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ adv.（動作主）あの実業家から          「副詞句」 

 

《それでも、滑稽に見えない唯一の人だ。多分、自分以外の事に従事しているからだろう》 

Tuttavìa è il sólo che non mi sembri ridìcolo. Fórse perché si occupa di altro che non di 

se stésso.                《「動詞」「補語」┃「副詞」perché「動詞句」「間接目的語」》 

Tuttavìa ﾄｩｯﾀｳﾞｨｰｱ conj.（対立）それでも 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

il sólo ｲﾙ･ｿｰﾛ pron 唯一の人                                              「補語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

non ...sembri ﾉﾝ...ｾﾝﾌﾞﾘ 接・3 単現･否定(sembrare) 

v.i 〜に見えない                                      「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕にとって                               「間接目的語」 

ridìcolo. ﾘﾃﾞｨｰｺﾛ adj. こっけいな、ばかげた                 「補語」 

Fórse ﾌｫｰﾙｾ adv. たぶん                                                  「副詞」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. 〜だから 

si occupa ｼ･ｵｸﾊﾟ 3 単現(occuparsi)v.pr(di) 〜に従事している               「動詞句」 

di altro ﾃﾞｨ･ｱﾙﾄﾛ adv. 他のことに                                   「間接目的語」 

che non di se stésso. ｹ･ﾉﾝ･ﾃﾞｨ･ｾ･ｽﾃｯｿ adj. 自分以外の       「形容詞句」 
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彼は後悔の溜息をつき、また心の中で思った： 

Ebbe un sospiro di rammàrico e si disse ancóra:  「動詞」「目的語」e「動詞句」「副詞」 

Ebbe ｴｯﾍﾞ 3 単遠(avére)v.t（動作を）した                                  「動詞」 

un sospiro ｳﾝ･ｿｽﾋﾟｰﾛ n.m 溜息を                                       「目的語」 

di rammàrico ﾃﾞｨ･ﾗﾝﾏｰﾘｺ adj. 後悔の                          「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

si disse ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 心の中で思った                         「動詞句」 

ancóra: ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 

 

「この人は、僕が友達になれたかも知れない唯一の人だ。だけど彼の惑星は本当に小さすぎ

る；二人分の場所がないのだから．．．」 

Quésto è il sólo di cui avrei potuto farmi un amico. Ma il suo pianéta è veraménte tròppo 

pìccolo non c'è pósto per due...  

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」,「動詞句」「主語」》 

Quésto ｸｪｽﾄ pron この人は                                               「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

il sólo ｲﾙ･ｿｰﾛ pron 唯一の人                                              「補語」 

di cui ﾃﾞｨ･ｸｰｲ adv. その人と、彼と                            「間接目的語」 

avrei potuto farmi ｱｳﾞﾚｲ･ﾎﾟﾄｩｰﾄ･ﾌｧﾙ･ﾐ 条・1 単現･完了形(potére+不定詞 farsi) 

   v.pr 〜になれたかも知れない                                   「動詞句」 

un amico. ｳﾝ･ｱﾐｰｺ n.m 友達に                                      「補語」 

Ma ﾏ conj. だけど 

il suo pianéta ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 彼の惑星は                              「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

veraménte tròppo pìccolo ｳﾞｪﾗﾒﾝﾃ･ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾋﾟｯｺﾛ adj. 本当に小さすぎる        「補語」 

non c'è ﾉﾝ･ﾁｪ 3 単現･存在･否定(èsserci)v.i 〜がない                       「動詞句」 

pósto ﾎﾟｰｽﾄ n.m 場所が                                                  「主語」 

per due... ﾍﾟﾙ･ﾄﾞｩｰｴ adv. 二人のために                             「副詞句」 

 

王子様が敢えて自分に認めたくなかったこと、それは、特にこの祝福された惑星では 24 時

間のうちに 1440 回もの日の入りが見られることを、諦められないことだった。 

Quéllo che il pìccolo prìncipe non osava confessare a se stésso, era che di quésto pianéta 

benedétto rimpiangeva soprattutto i millequattrocentoquaranta tramónti nelle 

ventiquattro óre.                                           「主語」「動詞」「補語」 

Quéllo ｸｪｯﾛ pron それは                                                 「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 
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il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様が          「主語」 

non osava confessare ﾉﾝ･ｵｻﾞｰｳﾞｧ･ｺﾝﾌｪｯｻｰﾚ 3 単半･意図･否定(osare+不定詞) 

  v.t 敢えて認めようとしなかった                       「動詞句」 

a se stésso, ｱ･ｾ･ｽﾃｯｿ adv. 自分自身に対して         「間接目的語」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

di quésto pianéta ﾃﾞｨ･ｸｪｽﾄ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adj.（限定）この惑星の  「形容詞句」 

benedétto ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ adj. 祝福された                 「形容詞」 

rimpiangeva ﾘﾝﾋﾟｱﾝｼﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半(rimpiàngere)v.t 惜しんでいた       「動詞」 

soprattutto ｿﾌﾟﾗｯﾄｩｯﾄ adv. とりわけ、特に                           「副詞」 

i millequattrocentoquaranta tramónti ｲ･ﾐｯﾚ･ｸゎﾄﾛ･ﾁｪﾝﾄ･ｸゎﾗﾝﾀ･ﾄﾗﾓﾝﾃｨ 

   pl(tramónto).n.m 1440 回の日の入りを                           「目的語」 

nelle ventiquattro óre. ﾈｯﾚ･ｳﾞｪﾝﾁ･ｸゎﾄﾛ･ｵｰﾚ 

 adv(óra). 24 時間のうちに                               「副詞句」 

   → 1 分に 1 回の日の入りが見られるなら、24 時間では 24 x 60 = 1440 回見られる 

フランス語版では ： 

Ce que le petit prince n’osait pas s’avouer, c’est qu’il regrettait cette planète bénie à cause, 

surtout, des mille quatre cent quarante couchers de soleil par vingt-quatre heures! 

王子様があえて自分に認めたくなかったこと、それは、とりわけ 24 時間に 1440 回も日の

入りを眺められるがゆえに祝福されたその星に、未練を感じていた、ということだった！ 

→ フランス語版では「その星に未練を感じていた」。 

しかし、イタリア語版では「1440 回の日の入り」を惜しんでいるところが異なる。 

 

XV 

 

6 番目の惑星は、10 倍も大きかった。 

Il sèsto pianéta era dièci vòlte più grande.                    「主語」「動詞」「補語」 

Il sèsto pianéta ｲﾙ･ｾｰｽﾄ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 6 番目の惑星は                         「主語」 

   sèsto ｾｰｽﾄ adj. 6 番目の pianéta ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

dièci vòlte ﾃﾞｨｴｰﾁ･ｳﾞｫｰﾙﾃ adv. 10 倍                                「副詞句」 

  dièci ﾃﾞｨｴｰﾁ n.m 10 vòlte ｳﾞｫｰﾙﾃ pl(vòlta).n.f（数詞と共に）倍 

più grande. ﾋﾟｳ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj. もっと大きい                                  「補語」 
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老紳士が住んでいて、大きな書物を書いていた。 

Era abitato da un vècchio signóre che scriveva degli enórmi libri.  「動詞句」「副詞句」 

Era abitato ｴﾗ･ｱﾋﾞﾀｰﾄ 3 単半･受動(abitare)v.t 住まれていた               「動詞句」 

   能動態にして、前から順に翻訳する 

da un vècchio signóre ﾀﾞ･ｳﾝ･ｳﾞｪｯｷｵ･ｼﾆｮｰﾙ adv.（動作主）老紳士によって   「副詞句」 

che ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

scriveva ｽｸﾘｳﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半･時制の一致(scrivevere) 

v.t 書いている                                        「動詞」 

degli enórmi libri. ﾃﾞｯﾘ･ｴﾉﾙﾐ･ﾘｰﾌﾞﾘ 

 pl(libro).n.m 大きな書物を                           「目的語」 

 

「おや、探検家がやってきたぞ」と、彼は王子様に気付いて叫んだ。 

"Ècco un esploratóre", esclamò quando scorse il pìccolo prìncipe.  

《「感嘆」「主語」》,「動詞」「副詞節」 

"Ècco ｴｯｺ adv. おや                                                      「感嘆」 

un esploratóre", ｳﾝ･ｴｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾚ n.m 探検家                                 「主語」 

esclamò ｴｽｸﾗﾓ 3 単遠(esclamare)v.i 叫んだ                                 「動詞」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すて、〜した時                                  「副詞節」 

scorse ｽｺﾙｾ 3 単遠(scòrgere)v.t 〜に気づいた、識別した             「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様に               「目的語」 

 

王子さまは、少し息を切らして、机の上に座った。 

Il pìccolo prìncipe si sedette sul tàvolo ansimando un poco. 「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

si sedette ｼ･ｾﾃﾞｯﾃ 3 単遠(sedersi)(= si sedé)v.pr 座った                    「動詞句」 

sul tàvolo ｽﾙ･ﾀｰｳﾞｫﾛ adv. 机の上に                                      「副詞句」 

ansimando ｱﾝｼﾏﾝﾄﾞ ジェルンディオ･同時(ansimare)adv. 息を切らして      「副詞句」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                        「副詞句」 

 

彼は長い旅行をしてきたのだった。 

Era in viaggio da tanto tèmpo.                                   「動詞」「副詞句」 

Era ｴﾗ 3 単半･状態(èssere)v.i 〜にあった                                  「動詞」 

in viaggio ｲﾝ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｮ adv.（状態）旅行中の                             「副詞句」 

da tanto tèmpo. ﾀﾞ･ﾀﾝﾄ･ﾃﾝﾎﾟ adv. 長時間の                        「副詞句」 
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「どこから来たのかね？」と、老紳士は彼に尋ねた。 

"Da dóve vieni?" gli domandò il vècchio signóre.  

《「副詞句」「動詞」》,「間接目的語」「動詞」「主語」 

"Da dóve ﾀﾞ･ﾄﾞｰｳﾞｪ adv.（場所･起点）どこから                           「副詞句」 

vieni?" ｳﾞｨｴﾆ 2 単現(venire)v.i 来た                                       「動詞」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                              「動詞」 

il vècchio signóre. ｲﾙ･ｳﾞｪｯｷｵ･ｼﾆｮｰﾚ n.m 老紳士は                           「主語」 

 

「その分厚い本は何ですか？」と、おうじさまは聞いた。「ここで何をしているのですか？」 

"Che còs'è quésto gròsso libro?" disse il pìccolo prìncipe. "Che còsa fate qui?"  

《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」「副詞」》 

"Che còs' ｹ･ｺｰｻ n.f 何                                                    「補語」 

è ｴ 3 単現･疑問文(èssere)v.i 〜ですか？                                    「動詞」 

quésto gròsso libro?" ｸｪｽﾄ･ｸﾞﾛｯｿ･ﾘｰﾌﾞﾛ n.m その分厚い本は                 「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                               「目的語」 

fate ﾌｧｰﾃ 2 複現(fare)v.t している                                         「動詞」 

qui?" ｸｨ adv. ここで                                                     「副詞」 

 

「わしは地理学者じゃよ」と、老紳士は言った。 

"Sono un geògrafo", disse il vècchio signóre.        《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

"Sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

un geògrafo", ｳﾝ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者                                  「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il vècchio signóre. ｲﾙ･ｳﾞｪｯｷｵ･ｼﾆｮｰﾚ n.m 老紳士は                           「主語」 

 

「地理学者って何ですか？」 

"Che còs'è un geògrafo?"                                  《「補語」「動詞」「主語」》 

"Che còs' ｹ･ｺｰｻ n.f 何                                                    「補語」 

è ｴ 3 単現･疑問文(èssere)v.i 〜ですか？                                    「動詞」 

un geògrafo?" ｳﾝ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                               「主語」 
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「海や、河や、町や、山や、砂漠がどこにあるかを知っている学者のことじゃよ」 

"È un sapiènte che sa dóve si trovano i mari, i fiumi, le città, le montagne e i desèrti".  

《「動詞」「補語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

un sapiènte ｳﾝ･ｻﾋﾟｴﾝﾃ n.m 学者                                          「補語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

sa ｻ 3 単現(sapére)v.t 知っている                           「動詞」 

dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこに〜するかということを             「目的語」 

si trovano ｼ･ﾄﾛｰｳﾞｧﾉ 3 単現(trovarsi) 

v.pr（ある場所に）ある                        「動詞句」 

i mari, ｲ･ﾏｰﾘ pl(mare).n.m 海が                    「主語」 

i fiumi, ｲ･ﾌｨｩﾐ pl(fiume).n.m 河が                  「主語」 

le città, ﾚ･ﾁｯﾀ pl(città).n.f 町が                     「主語」 

  文字の上にアクセントがついている単語は複数形でも変化しない 

le montagne ﾚ･ﾓﾝﾀｰﾆｪ pl(montagna).n.f 山が        「主語」 

e ｴ conj. そして 

i desèrti". ｲ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾃｨ pl(desèrto).n.m 砂漠が        「主語」 

 

「とても興味深いですね」と、王子さまは言った。「それこそ、本当の仕事だ」 

"È mólto interessante", disse il pìccolo prìncipe, "quésto finalménte è un véro mestière!"  

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「副詞」「動詞」「補語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mólto interessante", ﾓﾙﾄ･ｲﾝﾃﾚｯｻﾝﾃ adj. とても興味深い                      「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"quésto ｸｪｽﾄ pron それは                                                「主語」 

finalménte ﾌｨﾅﾙﾒﾝﾃ adv. ついに、最後に                                   「副詞」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

un véro mestière!" ｳﾝ･ｳﾞｪｰﾛ･ﾒｽﾁｴｰﾚ n.m 本当の仕事                        「補語」 

 

そう言って、王子さまは、地理学者の惑星全体をざっと見まわした。彼はこれほど威厳のあ

る惑星を、今までに一度も見たことがなかった。 

E diede un'occhiata tutto intórno sul pianéta del geògrafo. Non aveva mai visto fino ad 

óra un pianéta così maestoso.  

E「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」「副詞句」「目的語」 

E ｴ conj. そして 
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diede ﾃﾞｨｴﾃﾞ 3 単遠(dare)v.t 与えた                                       「動詞」 

un'occhiata ｳ･ﾉｯｷｱｰﾀ n.f 一瞥を                                        「目的語」 

tutto intórno ﾄｩｯﾄ･ｲﾝﾄｰﾙﾉ adv. 辺り一帯に                               「副詞句」 

sul pianéta del geògrafo. ｽﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ･ﾃﾞﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ adv. 地理学者の惑星の上を「副詞句」 

Non aveva mai visto ﾉﾝ･ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾏｰｲ･ｳﾞｨｽﾄ 3 単半･完了形･否定(vedére) 

   v.t 一度も見たことだなかった                                        「動詞句」 

fino ad óra ﾌｨﾉ･ｱﾄﾞ･ｵｰﾗ adv. 今まで                                     「副詞句」 

un pianéta ｳﾝ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星を                                       「目的語」 

così maestoso. ｺｼ･ﾏｴｽﾄｰｿ adj. これほど威厳に満ちた             「形容詞句」 

 

 

「とても美しいですね、あなたの惑星は。大洋はありますか？」 

"È mólto bèllo il vòstro pianéta. Ci sono degli ocèani?"  

《「動詞」「補語」「主語」┃「動詞句」「主語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mólto bèllo ﾓﾙﾄ･ﾍﾞｯﾛ adj. とても美しい                                    「補語」 

il vòstro pianéta. ｲﾙ･ｳﾞｫｽﾄﾛ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m あなたの惑星は                    「主語」 

  vòstro ｳﾞｫｽﾄﾛ adj.（敬称として単数を示す）あなたの 

Ci sono ﾁ･ｿｰﾉ 3 複現･疑問文(esserci)v.i 〜がありますか？                 「動詞句」 

degli ocèani?" ﾃﾞｯﾘ･ｵﾁｪｰｱﾆ pl(ocèano).n.m 大洋は                          「主語」 
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「それを知ることが出来ないのじゃよ」と、地理学者は言った。 

"Non lo posso sapere", disse il geògrafo. 《「動詞句」「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

"Non ...posso sapere", ﾉﾝ...ﾎﾟｯｿ･ｻﾍﾟｰﾚ 1 単現･可能･否定(potére+不定詞 sapere) 

   v.t 知ることが出来ない                                              「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il geògrafo. ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

 

「えー！（王子さまはがっかりした）それじゃあ、山は？」 

"Ah! (il pìccolo prìncipe fu deluso) E delle montagne?" 

《「感嘆」（「主語」「動詞」「補語」）E「間接目的語」》 

"Ah! ｱｰ int. えー！                                                      「感嘆」 

(il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

fu ﾌ 3 単遠･変化(èssere)v.i（ある状態に）〜になった                        「動詞」 

deluso) ﾃﾞﾙｰｿﾞ adj. がっかりした                                         「補語」 

E ｴ conj. そして 

delle montagne?" ﾃﾞｯﾚ･ﾓﾝﾀｰﾆｪ adv.(montagna) 山のことは？          「間接目的語」 

 

「それを知ることが出来ないのじゃ」と、地理学者は言った。 

"Non lo posso sapere", disse il geògrafo. 《「動詞句」「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

"Non ...posso sapere", ﾉﾝ...ﾎﾟｯｿ･ｻﾍﾟｰﾚ 1 単現･可能･否定(potére+不定詞 sapere) 

   v.t 知ることが出来ない                                              「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il geògrafo. ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

 

「それじゃあ、町や、河や、砂漠は？」 

"E delle città e dei fiumi e dei desèrti?"                          《E「間接目的語」》 

"E ｴ conj. そして 

delle città ﾃﾞｯﾚ･ﾁｯﾀ adv.（città は[複]）町のこと                       「間接目的語」  

e ｴ conj. そして 

dei fiumi ﾃﾞｲ･ﾌｨｳﾐ adv.(fiume) 河の事                               「間接目的語」 

e ｴ conj. そして 

dei desèrti?" ﾃﾞｲ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾃｨ adv.(desèrto) 砂漠の事                    「間接目的語」 
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「それさえも、知ることが出来ないのじゃ」と、地理学者は言った。 

"Neppure lo posso sapere", disse il geògrafo.   《「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

"Neppure lo ﾈｯﾌﾟｰﾚ･ﾛ pron それさえも〜ない                            「目的語」 

posso sapere", ﾎﾟｯｿ･ｻﾍﾟｰﾚ 1 単現･可能(potére+不定詞 sapere) 

   v.t（否定文で）知ることが出来ない                                   「動詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il geògrafo. ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

 

「だけど、あなたは地理学者でしょう！」 

"Ma siète un geògrafo!"                                     《Ma「動詞」「補語」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

siète ｼｴﾃ 2 複現･敬称･念押し(èssere)v.i 〜でしょう！                       「動詞」 

un geògrafo!" ｳﾝ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者                                 「補語」 

 

「その通り」と、地理学者は言った。「だが、探検家ではないのじゃ」 

"Esatto", disse il geògrafo, "ma non sono un esploratóre.  

《「応答」》,「動詞」「主語」,《ma「動詞句」「補語」》 

"Esatto", ｴｻﾞｯﾄ adv. その通り                                             「応答」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il geògrafo, ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

"ma ﾏ conj. しかし 

non sono ﾉﾝ･ｿｰﾉ 1 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                          「動詞句」 

un esploratóre. ｳﾝ･ｴｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾚ n.m 探検家                                  「補語」 

 

探検家がいなくて、本当に困っているのじゃ。 

Manco completaménte di esploratóri.                  「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Manco ﾏﾝｺ 1 単現(mancare)v.i（〜がいなくて）困っている                  「動詞」 

completaménte ｺﾝﾌﾟﾚﾀﾒﾝﾃ adv. 完全に、全く                              「副詞」 

di esploratóri. ﾃﾞｨ･ｴｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾘ adv.(esploratóre) 探検家に関して        「間接目的語」 

 

町や、河や、山や、海や、大洋や、砂漠を数えに行くのは地理学者ではない。 

Non è il geògrafo che va a fare il cónto delle città, dei fiumi, delle montagne, dei mari, 

degli ocèani e dei desèrti.                                 「動詞句」「補語」「主語」 

Non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                               「動詞句」 

il geògrafo ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者                                    「補語」 

che ｹ pron（主語）〜する人は                                            「主語」 
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va a fare ｳﾞｧ･ｱ･ﾌｧｰﾚ 3 単現･しに行く(andare a+不定詞) 

v.t（動作を）しに行く                                          「動詞句」 

il cónto ｲﾙ･ｺﾝﾄ n.m 計算、数えること                              「目的語」 

delle città, ﾃﾞﾚ･ﾁｯﾀ adj. 町の                             「形容詞句」 

dei fiumi, ﾃﾞｲ･ﾌｨｳﾐ adj.(fiume) 河の                       「形容詞句」 

delle montagne, ﾃﾞﾚ･ﾓﾝﾀｰﾆｪ adj.(montagna) 山の           「形容詞句」 

dei mari, ﾃﾞｲ･ﾏｰﾘ adj.(mare) 海の                         「形容詞句」 

degli ocèani ﾃﾞﾘ･ｵﾁｪｰｱﾆ adj.(ocèano) 大洋の                「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

dei desèrti. ﾃﾞｲ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾃｨ adj.(desèrto) 砂漠の             「形容詞句」 

 

地理学者はとても重要な仕事をしているので、歩き回ることは出来ないのじゃ。 

Il geògrafo è tròppo importante per andare in giro.            「主語」「動詞」「補語」 

Il geògrafo ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tròppo importante ﾄﾛｯﾎﾟ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj.（任務）とても重要な任務についた    「補語」 

per andare in giro. ﾍﾟﾙ･ｱﾝﾀﾞｰﾚ･ｲﾝ･ｼﾞﾛ adv.（tròppo...per+不定詞） 

   adv.（〜過ぎて）歩き回れない                                   「副詞句」 

   andare in giro 「散策する、歩き回る」 

 

仕事部屋をはなれたりしない。しかし、探検家を受け入れて、彼らの話を聞いて、その見聞

をノートにまとめたりする。 

Non lascia mai il suo uffìcio, ma riceve gli esploratori, li interroga e prende degli appunti 

sui loro ricòrdi.  

「動詞句」「目的語」,ma「動詞」「目的語」,「目的語」「動詞」e「動詞」「目的語」 

Non lascia mai ﾉﾝ･ﾗｯｼｬ･ﾏｰｲ 3 単現･否定･強調(lasciare+mai) 

   v.t 離れることはしない                                              「動詞句」 

il suo uffìcio, ｲﾙ･ｽｰｵ･ｳｯﾌｨｰﾁｮ n.m 仕事部屋を                            「目的語」 

ma ﾏ conj. しかし 

riceve ﾘﾁｪｰｳﾞｪ 3 単現(ricévere)v.t 受け入れる                              「動詞」 

gli esploratori, ﾘ･ｴｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾘ pl(esploratóre).n.m 探検家を                 「目的語」 

li ﾘ pron.pl 彼らに                                                     「目的語」 

interroga ｲﾝﾃﾛｶﾞ 3 単現(interrogare)v.t 尋問する                           「動詞」 

e ｴ conj. そして 

prende ﾌﾟﾚﾝﾃﾞ 3 単現(prèndere)v.t 〜を取る                                「動詞」 

degli appunti ﾃﾞﾘ･ｱﾌﾟﾝﾃｨ pl(appunto).n.m ノート                        「目的語」 
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sui loro ricòrdi. ｽｲ･ﾛｰﾛ･ﾘｺｰﾙﾃﾞｨ adv.(ricòrdo) 見聞について         「副詞句」 

 

そして、もし探検家たちの 1 人の見聞が興味深いと思われたら、地理学者はその探検家の

品行を調査させる。 

E se i ricòrdi di uno di loro gli sembrano interessanti, il geògrafo fa fare un'inchièsta 

sulla moralità dell'esploratóre".             E「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

i ricòrdi ｲ･ﾘｺﾙﾃﾞｨ pl(ricòrdo).n.m 見聞が                           「主語」 

di uno di loro ﾃﾞｨ･ｳﾉ･ﾃﾞｨ･ﾛｰﾛ adj. 探検家たちの 1 人の     「形容詞句」 

gli ﾘ pron 彼にとって                                       「間接目的語」 

sembrano ｾﾝﾌﾞﾗﾉ 3 複現(sembrare)v.i 〜に思われる                  「動詞」 

interessanti, ｲﾝﾃﾚｯｻﾝﾃｨ adj(interessante).pl 興味深い                「補語」 

il geògrafo ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

fa fare ﾌｧ･ﾌｧｰﾚ 3 単現･使役(fare+不定詞 fare)v.t（行為を）させる          「動詞句」 

un'inchièsta ｳ･ﾆﾝｷｪｽﾀ n.f 調査を                                        「目的語」 

sulla moralità ｽﾗ･ﾓﾗﾘﾀ adv. 品行について                         「副詞句」 

dell'esploratóre". ﾃﾞﾚｽﾍﾟﾗﾄｰﾚ adj. その探検家の           「形容詞句」 

 

「どうして？」 

"Perché?"                                                               《質問》 

"Perché?" ﾍﾟﾙｹ adv. どうして？                                          「質問」 

 

使役動詞 

動詞 fare や lasciare が用いられる。 

構文 : fare +不定詞句+「(直接・間接)目的語」 （SVOC:不定詞句） 

意味は、（人に）（使役）〜させる、〜してもらう、（放任）〜させておく 

  fare は「目的語」に不定詞句の動作を（行わせる・してもらう）ことを表す。 

  不定詞句 は「目的語」の動作を表す。 

不定詞が自動詞の場合：（人）は「直接目的語」、（人）の動作には目的語が無い 

fare tacere qlcu. 人を（人に）黙らせる  

   qlcu.は fare の「直接目的語」、tacere は qlcu.の動作を表す「補語」 

Quéste paròle mi hanno fatto sorridere. こうした言葉が私の微笑を誘った。 

   mi は hanno fatto の「直接目的語」、sorridere は mi の動作を表す「補語」 

不定詞が他動詞の場合 ：（人）は「間接目的語」、不定詞句は（人）の動作を表す「補語」 

  fare vedere ql.co, a qlcu. （人）に（何か）を見させる 
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    a qlcu.は fare の「間接目的語」、vedere ql.co は qlcu. の動作を表す「補語」 

  Faccio dire la verità a Mario. マリオに本当のことを言わせよう。 

    a Mario は Faccio の「間接目的語」、dire la verità は Mario の動作を表す「補語」 

  Mi faccio tagliare i capélli. 頭髪を刈ってもらう。 

    Mi は「僕のために」i capélli は「頭髪を」で、tagliare の動作主は示されていない 

    Mi faccio+不定詞+「目的語」→「自分のために、目的語にある動作をしてもらう」 

知覚動詞 

sentire（聞く、感じる）, ascoltare（聞く、聴く）, vedere（見る）, guardare（見る、眺め

る）, udire（聞く、聞こえる）などの動詞が使用される。 

構文 : 知覚動詞+不定詞（句）+「直接目的語」 （SVOC:不定詞句） 

直接目的語が不定詞（句）の動作をしているのを見たり・聞いたりすることを表す。 

不定詞（句）は直接目的語の動作を表す「補語」である。 

Sento suonare il pianoforte Maria. マリアがピアノを弾いているのが聞こえる 

  Maria は sento の「目的語」で、Maria の動作は suonare il pianoforte である。 

言語による「不定詞の動作主」の相違 

使役動詞の場合、イタリア語・スペイン語・フランス語では、「(直接・間接)目的語」によ

って示されるが、ドイツ語と英語では「直接目的語」で示される。 

知覚動詞の場合、上記 5 か国語すべてで、「直接目的語」で示される。 

文型と補語の機能 

文型 SVC : 補語は主語の性質や状態を補足説明する。 

Il cièlo si fece oscuro. 空は暗くなった。 

  補語 oscuro は主語 Il cièlo の状態を表す。 

文型 SVOC : 補語は目的語の性質･状態･動作を表す。 

  Quella notìzia ci rese tristi. その知らせは私たちを悲しませた。 

  補語 tristi は目的語 ci の状態を表す。 
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「なぜなら、もし探検家が嘘をつくなら、地理学の本に破局をもたらすかもしれないのじゃ。

そして、酒を飲み過ぎるような探検家も同じことじゃ」 

"Perché se l'esploratóre mentisse porterebbe una catastrofe nei libri di geografìa. Ed 

anche un esploratóre che bevesse tròppo".  

《Perché「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」┃Ed「主語」》 

"Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら〜だから 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

l'esploratóre ﾚｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾚ n.m 探検家が                              「主語」 

mentisse ﾒﾝﾁｯｾ 接・3 単半･仮定(mentire)v.i うそをついたならば     「動詞」 

porterebbe ﾎﾟﾙﾃﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･推量(portare)v.t もたらすかもしれない       「動詞」 

una catastrofe ｳﾅ･ｶﾀｰｽﾄﾛﾌｪ n.f 破局を                                   「目的語」 

nei libri ﾈｲ･ﾘｰﾌﾞﾘ adv.(libro) 本に                                       「副詞句」 

di geografìa. ﾃﾞｨ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ adj. 地理学の                     「形容詞句」 

Ed ｴﾄﾞ conj. そして 

anche un esploratóre ｱﾝｹ･ｳﾝ･ｴｽﾌﾟﾗﾄｰﾚ n.m 探検家も同様                    「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

bevesse ﾍﾞｳﾞｪｯｾ 接・3 単半･時制の一致･推量(bére)v.t 飲む    「動詞」 

tròppo". ﾄﾛｯﾎﾟ adv. あまりにもたくさん                     「副詞」 

 

「どうして？」 

"Perché?"                                                               《質問》 

"Perché?" ﾍﾟﾙｹ adv. どうして？                                          「質問」 

 

「なぜなら、酔っ払いたちは物が二重に見えるから、地理学者は、山が一つしかないところ

に二つ書いてしまう恐れがあるからじゃ」 

"Perché gli ubriachi vedono doppio e allóra il geògrafo si annoterebbe due montagne là 

dóve ce n'è una sóla".  

《Perché「主語」「動詞」「補語」e「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」》 

"Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら〜だから 

gli ubriachi ﾘ･ｳﾌﾞﾘｱｰｷ pl(ubriaco).n.m 酔っ払いたちは                      「主語」 

vedono ｳﾞｪﾄﾞﾉ 3 複現(vedére)v.t 〜が見える                                「動詞」 

doppio ﾄﾞｯﾋﾟｵ adj.（物が）二重に                                         「補語」 

e ｴ conj. そして 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで、その結果                                       「副詞」 

il geògrafo ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

si annoterebbe ｼ･ｱﾝﾉﾃﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･推量(annotarsi)v.pr 書いてしまうだろう「動詞句」 
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due montagne ﾄﾞｩｴ･ﾓﾝﾀｰﾈ pl(montagna).n.f 山を 2 つ                     「目的語」 

là ﾗｰ adv. そこに                                                        「副詞」 

dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. 〜する場所                                    「形容詞節」 

ce n'è ﾁｪ･ﾈ 3 単現･否定(esserci)v.i 〜がない               「動詞句」 

una sóla". ｳﾅ･ｿｰﾗ pron. １つしか山が                       「主語」 

vedére  

「直接目的語」なしで、SVOC 「O が C に見える」副詞 ci を伴うことがある 

vedére bène 「よく見える」  vederci bène も可 

vedére male 「よく見えない」 vederci male も可 

Senza occhiali non ci vedo bène. 私は眼鏡をかけないとよく見えない 

 

「ある人を知っているけど．．．」と、王子さまは言った。「その人は悪い探検家かもしれない」 

"Io conosco qualcuno" disse il pìccolo prìncipe, "che sarebbe un cattivo esploratóre".  

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

"Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

conosco ｺﾉｽｺ 1 単現(conóscere)v.t 知っている                               「動詞」 

qualcuno" ｸﾜﾙｸｰﾉ pron ある人を                                        「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"che ｹ pron その人は                                                    「主語」 

sarebbe ｻﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･推量(èssere)v.i 〜かもしれない                   「動詞」 

un cattivo esploratóre". ｳﾝ･ｶｯﾃｨｰｳﾞｫｴｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾚ n.m 悪い探検家              「補語」 

 

「そうかもしれない。だから、その探検家が品行方正に思われたら、彼の発見について調査

が行われるのじゃ」 

"È possìbile. Dùnque, quando la moralità dell'esploratóre sembra buòna, si fa 

un'inchièsta sulla sua scopèrta".  

「動詞」「補語」┃Dùnque「副詞節」,「動詞句」「主語」 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

possìbile. ﾎﾟｯｼｰﾋﾞﾚ adj. 可能な、ありそうな、ありうる                      「補語」 

Dùnque, ﾄﾞｩﾝｸｪ conj.（結論）だから 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時は                                        「副詞節」 

la moralità ﾗ･ﾓﾗﾘﾀ n.f 倫理、品行方正                             「主語」 

dell'esploratóre ﾃﾞﾚｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾚ adj. その探検家の            「形容詞句」 

sembra ｾﾝﾌﾞﾗ 3 単現(sembrare)v.i 〜に見える                      「動詞」 

buòna, ﾌﾞｵｰﾅ adj(buòno).f よい                                   「補語」 
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si fa ｼ･ﾌｧ 3 単現･再帰受動(farsi)v.pr 行われる                            「動詞句」 

un'inchièsta ｳ･ﾆﾝｷｴｰｽﾀ n.f 調査 v.pr が                                    「主語」 

sulla sua scopèrta". ｽｯﾗ･ｽｰｱ･ｽｺﾍﾟｰﾙﾀ adv. 彼の発見について          「副詞句」 

 

「自分で見に行くのですか？」 

"Si va a vedére?".                                                   《「問いかけ」》 

"Si va a vedére?". ｼ･ｳﾞｧ･ｱ･ｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 3 単現･意志･疑問文(andare a+不定詞 vedersi) 

    v.pr 自ら見に行くのですか？                                      「問いかけ」 

 

「いや、わしは行かない。それは複雑すぎる。しかし、その探検家に証拠の品の提出を求め

る。例えば、大きな山のことであれば、その山の大きな岩を持ち帰ことを求める」 

"No, è tròppo complicato. Ma si esige che l'esploratóre fornisca le pròve. Per esèmpio, se 

si tratta di una grossa montagna, si esige che riporti delle grosse piètre".  

《「応答」、「動詞」「補語」┃Ma「動詞句」「主語」┃「副詞句」,「動詞句」「主語」》 

"No, ﾉ adv. いや行かない                                                 「応答」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tròppo complicato. ﾄﾛｯﾎﾟ･ｺﾝﾌﾟﾘｶｰﾄ adj. 複雑すぎる                         「補語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

si esige ｼ･ｴｼﾞｰｼﾞｪ 3 単現･再帰受動(esigersi)v.pr(che 〜が) 求められる      「動詞句」 

   esigere ｴｼﾞｰｼﾞｪﾚ v.t（強く）要求する、要請する 

che ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

l'esploratóre ﾚｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾚ n.m その探検家が                            「主語」 

fornisca ﾌｫﾙﾆｽｶ 接・3 単現･必要(fornire)v.t 提出する                  「動詞」 

le pròve. ﾚ･ﾌﾟﾛｰｳﾞｪ pl(pròva).n.f いくつかの証拠（の品）            「目的語」 

Per esèmpio, ﾍﾟﾙ･ｴｾﾞﾝﾋﾟｵ adv. 例えば                                   「副詞句」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

si tratta ｼ･ﾄﾗｯﾀ 非人称･3 単現(trattare)v.h(di の) ことである       「動詞句」 

di una grossa montagna, ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ｸﾞﾛｯｻ･ﾓﾝﾀｰﾆｬ adv. 大きな山の      「補語」 

si esige ｼ･ｴｼﾞｰｼﾞｪ 3 単現･再帰受動(esigersi)v.pr(che 〜が) 求められる      「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

riporti ﾘﾎﾟﾙﾃｨ 接・3 単現･義務(riportare)v.t 持ち帰るべき            「動詞」 

delle grosse piètre". ﾃﾞｯﾚ･ｸﾞﾛｯｾ･ﾋﾟｴﾄﾚ 

 pl(piètra).n.f その山の大きな岩を                              「目的語」 
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地理学者は、いきなり興奮して、言った。 

All'improvviso il geògrafo si commosse.                  「副詞句」「主語」「動詞句」 

All'improvviso ｱﾘﾝﾌﾟﾛｳﾞｨｰｿﾞ adv. 不意に、いきなり、だしぬけに          「副詞句」 

il geògrafo ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

si commosse. ｼ･ｺﾓｯｾ 3 単遠(commuòversi)v.pr 心を乱した、興奮した       「動詞句」 

 

「しかし君、君は遠くから来たんだ。君は探検家だ！君の星の事を話してくれ！」 

"Ma tu, tu vieni da lontano! Tu sèi un esploratóre! Mi devi descrìvere il tuo pianéta!"  

《「呼びかけ」,「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

"Ma tu, ﾏ･ﾄｩ adv. しかし君                                           「呼びかけ」 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

vieni ｳﾞｨｴﾆ 2 単現(venire)v.i 来た                                         「動詞」 

da lontano! ﾀﾞ･ﾛﾝﾀｰﾉ adv. 遠くから                                     「副詞句」 

Tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

sèi ｾｲ 2 単現(èssere)v.i 〜である                                          「動詞」 

un esploratóre! ｳﾝ･ｴｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾚ n.m 探検家                                  「補語」 

Mi ﾐ pron わしに                                                  「間接目的語」 

devi descrìvere ﾃﾞｳﾞｨ･ﾃﾞｽｸﾘｰｳﾞｪﾚ 2 単現･懇願(dovére+不定詞) 

   v.t ぜひ語ってくれ                                                  「動詞句」 

il tuo pianéta!" ｲﾙ･ﾄｩｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 君の星のことを                  「直接目的語」 

 

そう言って、地理学者は登記簿を開いて、鉛筆を削った。 

E il geògrafo, avèndo apèrto il suo registro, temperò la sua matita.  

E「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

il geògrafo, ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

avèndo apèrto ｱｳﾞｪﾝﾄﾞ･ｱﾍﾟｰﾙﾄ ジェルンディオ･完了形･同時(aprire) 

   adv. 〜を開けて、開いて                                             「副詞句」 

il suo registro, ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾚｼﾞｽﾄﾛ n.m 登記簿を                      「目的語」 

temperò ﾃﾝﾍﾟﾛ 3 単遠(temperare)v.t（鉛筆を）尖らせた、削った             「動詞」 

la sua matita. ﾗ･ｽｰｱ･ﾏﾁｰﾀ n.f 鉛筆を                                    「目的語」 
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探検家たちの冒険談は、最初は鉛筆でノートを取られる。そして探検家が証拠の品を提出す

るのを待って、それをペンで記録する。 

I resocónti degli esploratóri si annotano da prima a matita, e si aspetta per annotarli a 

pénna che l'esploratóre abbia fornito delle prove.  

「主語」「動詞句」「副詞句」e「動詞句」「目的語」「副詞句」 

I resocónti ｲ･ﾚｿｺﾝﾃｨ pl(resocónto).n.m 経験談は、報告書                    「主語」 

degli esploratóri ﾃﾞｯﾘ･ｴｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾘ adj.( esploratóre) 探検家たちの   「形容詞句」 

si annotano ｼ･ｱﾉﾀﾉ 3 複現･再帰受動(annotarsi)v.pr メモされる、記録      「動詞句」 

da prima ﾀﾞ･ﾌﾟﾘｰﾏ adv. 最初は、まず                                   「副詞句」 

a matita, ｱ･ﾏﾁｰﾀ adv.（手段）鉛筆で                                    「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

si aspetta ｼ･ｱｽﾍﾟｯﾀ 3 単現(aspettarsi)v.pr 待つ、期待する                 「動詞句」 

per annotarli ﾍﾟﾙ･ｱﾝﾉﾀﾙ･ﾘ 不定詞･目的･結果 adv. そして書く              「副詞句」 

a pénna ｱ･ﾍﾟﾝﾅ adv.（手段）ペンで                              「副詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

l'esploratóre ﾚｽﾌﾟﾛﾗﾄｰﾚ n.m その探検家が                          「主語」 

abbia fornito ｱｯﾋﾞｱ･ﾌｫﾙﾆｰﾄ 接・3 単現･完了形･仮定(fornire) 

v.t 提出した                                                 「動詞句」 

delle pròve. ﾃﾞｯﾚ･ﾌﾟﾛｰｳﾞｪ pl(pròva).n.f 証拠、証拠の品            「目的語」 

 

「それじゃあ」と、地理学者は催促した。 

"Allóra?" interrogò il geògrafo.                           《「催促」》,「動詞」「主語」 

"Allóra?" ｱｯﾛｰﾗ adv. それでは、じゃあ                                     「催促」 

interrogò ｲﾝﾃﾛｺﾞ 3 単遠(interrogare)v.t 問いただした                       「動詞」 

il geògrafo. ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

 

「えー、僕の所は」と、王子さまは言った。「あまり面白くないですよ、全く小さいんです」 

"Oh! da me", disse il pìccolo prìncipe, "non è mólto interessante, è talménte pìccolo.  

《「間投」「副詞句」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「補語」,「動詞」「補語」》 

"Oh! ｵｰ int. えーと                                                      「間投」 

da me", ﾀﾞ･ﾒ adv.（場所）僕の所では                                    「副詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                               「動詞句」 

mólto interessante, ﾓﾙﾄ･ｲﾝﾃﾚｻﾝﾃ adj.（否定文で）あまり面白く〜ない        「補語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 
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talménte pìccolo. ﾀﾙﾒﾝﾃ･ﾋﾟｯｺﾛ adj. とても小さい                           「補語」 

 

「火山が 3 つあります。2 つは活火山で 1 つは休火山です。でも、何が起こるか誰にもわか

りません」 

Ho tre vulcani, due in attività e uno spènto. Ma non si sa mai".  

《「動詞」「目的語」,「主語」「補語」e「主語」「補語」┃Ma「動詞句」》 

Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある、持っている                                「動詞」 

tre vulcani, ﾄﾚ･ｳﾞﾙｶｰﾆ pl(vulcano).n.m 火山を 3 個                       「目的語」 

due ﾄﾞｩｴ n.m 2 つは                                                     「主語」 

in attività ｲﾝ･ｱｯﾁｳﾞｨﾀ adj. 活動中の                                       「補語」 

e ｴ conj. そして 

uno ｳｰﾉ n.m 1 つは                                                      「主語」 

spènto. ｽﾍﾟﾝﾄ adj. 消えた                                                「補語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non si sa mai". ﾉﾝ･ｼ･ｻ･ﾏｰｲ 3 単現･再帰受動･否定(sapersi) 

v.pr 決して知られない→誰にも分からない                             「動詞句」 

 

「誰にも分からないさ」と、地理学者は答えた。 

"Non si sa mai", disse il geògrafo.                      《「動詞句」》,「動詞」「主語」 

"Non si sa mai", ﾉﾝ･ｼ･ｻ･ﾏｰｲ 3 単現･再帰受動･否定(sapersi) 

v.pr 決して知られない→誰にも分からない                             「動詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il geògrafo. ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

 

「花も 1 輪あります」 

"Ho anche un fióre".                                           《「動詞」「目的語」》 

"Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                           「動詞」 

anche un fióre". ｱﾝｹ･ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花も 1 輪                             「目的語」 

 

「花は記録しないよ」と、地理学者は言った。 

"Nói non annotiamo i fióri", disse il geògrafo.  

《「主語」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Nói ﾉｰｲ pron 我々地理学者は                                             「主語」 

non annotiamo ﾉﾝ･ｱﾝﾉﾁｱｰﾓ 1 複現･否定(annotare)v.t 記録しない、メモしない「動詞句」 

i fióri", ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl(fióre).n.m 花を                                        「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                          「動詞」 
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il geògrafo. ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                   「主語」 

 

「どうして？一番美しいものなのに」 

"Perché? Sono la còsa più bèlla".                        《「感嘆」┃「動詞」「補語」》 

"Perché? ﾍﾟﾙｹ adv. どうして？                                            「感嘆」 

Sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

la còsa ﾗ･ｺｰｻ n.f もの                                                    「補語」 

più bèlla". ﾋﾟｳ･ﾍﾞｯﾗ adj(bèllo).f 一番美しい                       「形容詞句」 

 

「なぜなら、花ははかないからだよ」 

"Perché i fióri sono effìmeri".                              《Perché「動詞」「補語」》 

"Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら 

i fióri ｲ･ﾌｨｵｰﾘ pl(fióre).n.m 花は                                          「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

effìmeri". ｴｯﾌｨｰﾒﾘ adj(effìmero).m.pl はかない、束の間の                   「補語」 

 

「『はかない』って、どういう意味なの？」 

"Che còsa vuol dire <effìmero>?"                      《「目的語」「動詞句」「主語」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                               「目的語」 

vuol dire ｳﾞｵｵﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現(voler dire)v.t 意味する                      「動詞句」 

<effìmero>?" ｴｯﾌｨｰﾒﾛ adj. 『はかない』って言葉は                         「主語」 

 

「地理学書というのは」と、地理学者は言った。「あらゆる本の中で最も信頼のおけるもの

だ。決して流行遅れになることはないんだ」 

"Le geografìe", disse il geògrafo, "sono i libri più preziósi fra tutti i libri. Non passano 

mai di mòda.    《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」》 

"Le geografìe", ﾚ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｨｰｴ pl(geografìa).n.f 地理学書というのは          「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il geògrafo, ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

"sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

i libri ｲ･ﾘｰﾌﾞﾘ pl(libro).n.m 本                                            「補語」 

più preziósi ﾋﾟｳ･ﾌﾟﾚﾁｵｰｼ adj(prezióso).m.pl 最も尊重される        「形容詞句」 

fra tutti i libri. ﾌﾗ･ﾄｩｯﾃｨ･ｲ･ﾘｰﾌﾞﾘ adv. あらゆる本の中で    「副詞句」 

Non passano mai ﾉﾝ･ﾊﾟｯｻﾉ･ﾏｰｲ 3 複現･否定(passare)v.i 決して消え去らない「動詞句」 

di mòda. ﾃﾞｨ･ﾓｰﾀﾞ adv.（原因）流行によって                             「副詞句」 
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山が移動することはほとんど無いし、大洋が干上がることもほとんどない。私たちは永遠の

物を記録しているんだよ。 

È mólto raro che una montagna cambi di pósto. È mólto raro che un ocèano si prosciughi. 

Nói descriviamo delle còse etèrne".  

「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mólto raro ﾓﾙﾄ･ﾗｰﾛ adj. ほとんど無い                                     「補語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

   raro という「評価・判断」に対応する節は接続法を使用する 

una montagna ｳﾅ･ﾓﾝﾀｰﾆｬ n.f 山が                                   「主語」 

cambi ｶﾝﾋﾞ 接・3 単現･推測(cambiare)v.i 変わる                      「動詞」 

di pósto. ﾃﾞｨ･ﾎﾟｽﾄ adv. 位置が、場所が                             「副詞句」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mólto raro ﾓﾙﾄ･ﾗｰﾛ adj. ほとんど無い                                     「補語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

un ocèano ｳﾝ･ｵﾁｪｰｱﾉ n.m 大洋が                                    「主語」 

si prosciughi. ｼ･ﾌﾟﾛｼｭｰｷﾞ 接・3 単現･推測(prosciugarsi) 

v.pr 干上がる、乾燥する                                       「動詞句」 

Nói ﾉｰｲ pron.pl 私たちは                                                 「主語」 

descriviamo ﾃﾞｽｸﾘｳﾞｨｱﾓ 1 複現(descrìvere)v.t 記述する                      「動詞」 

delle còse ﾃﾞｯﾚ･ｺｰｾ pl(còsa).n.f 物を                                     「目的語」 

etèrne". ｴﾃｰﾙﾈ adj(etèrno).f.pl 永遠の                             「形容詞」 

 

「でも休火山はまた目覚める可能性がありますよ」と、王子さまは遮った。「『はかない』っ

て、どういう意味なんですか？」 

"Ma i vulcani spènti si possono risvegliare", interruppe il pìccolo prìncipe. "Che còsa vuol 

dire <effìmero>?"  

《Ma「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞句」「主語」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

i vulcani spènti ｲ･ｳﾞﾙｶｰﾆ･ｽﾍﾟﾝﾃｨ pl(vulcano).n.m 休火山は                  「主語」 

   spènti ｽﾍﾟﾝﾃｨ adj(spènto).m.pl 消えた 

si possono risvegliare", ｼ･ﾎﾟｯｿﾉ･ﾘｽﾞｳﾞｪﾘﾔｰﾚ 3 複現･可能性(potére+不定詞 risvegliarsi) 

   v.pr 再び目覚める可能性がある                                       「動詞句」 

interruppe ｲﾝﾃﾙｰﾍﾟ 3 単遠(interrómpere)v.t 遮った                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                               「目的語」 
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vuol dire ｳﾞｵﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現(volére+不定詞 dire)v.t 意味する               「動詞句」 

<effìmero>?" ｴｯﾌｨｰﾒﾛ adj. 『はかない』は                                 「主語」 

 

「休火山だろうが活火山だろうが、我々にはどちらでも構わないことじゃ。我々にとって重

要なのは山なんじゃ。それは変わらないから」 

"Che i vulcani siano spènti o in azióne, è lo stésso per nói", disse il geògrafo. "Quéllo che 

conta per nói è il monte, lui non cambia".  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞句」》 

"Che ｹ conj. 〜ということは                                              「主語」 

i vulcani ｲ･ｳﾞﾙｶｰﾆ pl(vulcano).n.m 火山が                            「主語」 

siano ｼｱﾉ 接・3 複現･仮定(èssere)v.i 〜である                         「動詞」 

spènti ｽﾍﾟﾝﾃｨ adj(spènto).m.pl 消えた                                「補語」 

o ｵ conj. または 

in azióne, ｲﾝ･ｱﾂｨｵｰﾈ adv. 活動中の                                   「補語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

lo stésso ﾛ･ｽﾃｯｿ pron 同じこと、どちらでも良いこと                       「補語」 

per nói", ﾍﾟﾙ･ﾉｰｲ adv. 私たちにとっては                           「副詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il geògrafo. ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

"Quéllo ｸｪｯﾛ pron それは                                                「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

conta ｺﾝﾀ 3 単現(contare)v.i 重要である                    「動詞」 

per nói ﾍﾟﾙ･ﾉｰｲ adv. 私たちにとって                     「副詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

il monte, ｲﾙ･ﾓﾝﾃ n.m 山                                                  「補語」 

lui ﾙｰｲ pron（monte の代用）それは                                      「主語」 

non cambia". ﾉﾝ･ｶﾝﾋﾞｱ 3 単現･否定(cambiare)v.i 変わらない               「動詞句」 

 

「だけど、『はかない』ってどういう意味なの？」と、王子さまは繰り返した。彼はこれま

で、いったん質問すると、途中で諦めたことは一度もなかった。 

"Ma che còsa vuol dire <effìmero>?" ripeté il pìccolo prìncipe che in vita sua non aveva 

mai rinunciato a una domanda una vòlta che l'aveva fatta.  

《Ma「目的語」「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」, 

「主語」「副詞句」「動詞句」「間接目的語」 

"Ma ﾏ conj. しかし 

che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                                「目的語」 
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vuol dire ｳﾞｵﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現(volére dire)v.t 意味する                      「動詞句」 

<effìmero>?" ｴｯﾌｨｰﾒﾛ adj. 「はかない」は                                 「主語」 

ripeté ﾘﾍﾟﾃ 3 単遠(ripètere)v.t 繰り返した                                 「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

in vita sua ｲﾝ･ｳﾞｨｰﾀ･ｽｰｱ adv. 彼の人生において          「副詞句」 

non aveva mai rinunciato ﾉﾝ･ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾏｰｲ･ﾘﾇﾝﾁｬｰﾄ 3 単半･完了形･否定(rinunciare) 

   v.i(a を) 一度も断念したことがない                  「動詞句」 

a una domanda ｱ･ｳﾅ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞ adv. 質問を            「間接目的語」 

una vòlta che ｳﾅ･ｳﾞｫﾙﾀ･ｹ conj. 一度〜したら 「副詞節」 

l' ﾗ pron（domanda の代用）それを  「目的語」 

aveva fatta. ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾌｧｯﾄ 3 単半･完了形.f(fare) 

v.t 質問した                     「動詞句」 

 

「『まもなく消滅する恐れがある』という意味だ」 

"Vuol dire <che è minacciato di scomparire in un tèmpo breve>". 《「動詞句」「目的語」》 

"Vuol dire ｳﾞｵﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現(volére dire)v.t 意味する                     「動詞句」 

<che ｹ conj. 〜ということを                                           「目的語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                    「動詞」 

minacciato ﾐﾅｯﾁｬｰﾄ 過去分詞(minacciare)adj. 危うい               「補語」 

di scomparire ﾃﾞｨ･ｽｺﾝﾊﾟﾘｰﾚ 不定詞･理由 v.i 消えることが         「副詞句」 

in un tèmpo breve>". ｲﾝ･ｳﾝ･ﾃﾝﾎﾟ･ﾌﾞﾚｰｳﾞｪ adv. 短い時間で 「副詞句」 

 

「僕の花は、間もなく消滅する運命なんですか？」 

"Il mio fióre è destinato a scomparire prèsto?"            《「主語」「動詞句」「補語」》 

"Il mio fióre ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 僕の花は                                   「主語」 

è destinato ｴ･ﾃﾞｽﾁﾅｰﾄ 3 単現･受動.m(destinare) 

v.t(a+不定詞 〜することを) 運命づけられている                        「動詞句」 

a scomparire ｱ･ｽｺﾝﾊﾟﾘｰﾚ 不定詞･fióre の動作 v.i 消滅する                   「補語」 

prèsto?" ﾌﾟﾚｽﾄ adv. 間もなく                                        「副詞」 

 

「もちろんだよ」 

"Certaménte".                                                          《「応答」》 

"Certaménte". ﾁｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. もちろん                                      「応答」 
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《僕の花ははかないんだ》と、王子さまは思った。「それに、世間から身を守るために、4 本

の棘しかないんだ。それなのに僕は、あの花を一人ぼっちにしてしまったんだ！」 

Il mio fióre è effìmero, si disse il pìccolo prìncipe, e non ha che quattro spine per 

difendersi dal mondo! E io l'ho lasciato sólo!  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」, 

《e「動詞句」「目的語」「副詞句」┃E「主語」「目的語」「動詞句」「補語」》 

Il mio fióre ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 僕の花は                                    「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

effìmero, ｴﾌｨｰﾒﾛ adj. はかない                                            「補語」 

si disse ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 思った                                 「動詞句」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

e ｴ conj. そして 

non ha ﾉ･ﾅ 3 単現･否定(avére)v.t 〜がない                               「動詞句」 

che quattro spine ｹ･ｸゎｯﾄﾛ･ｽﾋﾟｰﾈ pl(spina).n.f（non...che）4 本の棘しか〜ない「目的語」 

per difendersi ﾍﾟﾙ･ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞﾙ･ｼ 不定詞･目的 adv. 自分の身を守るために    「副詞句」 

dal mondo! ﾀﾞﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adv. 世間から                              「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                         「主語」 

l' ﾛ pron 僕の花を                                                     「目的語」 

ho lasciato ｵ･ﾗｯｼｬｰﾄ 1 単現･完了形(lasciare)v.t 〜のままにした            「動詞句」 

sólo! ｿｰﾛ adj. 一人ぼっちの                                               「補語」 

 

そして初めて、彼は後悔から胸が痛むのを感じた。しかし、彼は気持ちを切り替えた： 

E per la prima vòlta si sentì pungere dal rammàrico. Ma si fece coràggio:  

E「副詞句」「動詞句」「副詞句」┃Ma「動詞句」「補語」 

E ｴ conj. そして 

per la prima vòlta ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾘｰﾏ･ｳﾞｫｰﾙﾀ adv. 初めて                       「副詞句」 

si sentì pungere ｼ･ｾﾝﾁ･ﾌﾟﾝｼﾞｪﾚ 3 単遠(sentirsi+不定詞) 

v.pr 自分の心が痛むのを感じた                                       「動詞句」 

si 自分に、sentì 感じた、pungere 痛みを感じさせる→自分自身が痛みを感じた 

dal rammàrico. ﾀﾞﾙ･ﾗﾝﾏｰﾘｺ adv.（原因）後悔から                         「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

si fece ｼ･ﾌｪｰﾁｪ 3 単遠(farsi)v.pr 〜になった                              「動詞句」 

coràggio: ｺｵﾗｯｼﾞｮ n.m 元気                                               「補語」 
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「何を訪ねたらいいですか？」 

"Che còsa mi consigliate di andare a visitare?"  

《「直接目的語」「間接目的語」「動詞句」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                           「直接目的語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

consigliate ｺﾝｼﾘｱｰﾃ 2 複現･敬称･疑問文(consigliare) 

v.t（di+不定詞 〜することを）勧めますか？                           「動詞句」 

di andare a visitare?" ﾃﾞｨ･ｱﾝﾀﾞｰﾚ･ｱ･ｳﾞｨｼﾞﾀｰﾚ 不定詞(andare a+不定詞) 

   v.t 訪問しようとする                                         「動詞句」 

 

「地球という惑星がいいよ」と、地理学者は彼に答えた。「評判がいいから．．．」 

"Il pianéta Tèrra", gli rispose il geògrafo. "Ha una buòna reputazióne..."  

《「応答」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」》 

"Il pianéta Tèrra", ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ･ﾃｯﾗ n.m 地球という惑星がいいよ              「応答」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

rispose ﾘｽﾎﾟｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.t 答えた                                「動詞」 

il geògrafo. ｲﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                  「主語」 

"Ha ｱ 3 単現(avére)v.t 〜がある                                           「動詞」 

una buòna reputazióne..." ｳﾅ･ﾌﾞｴﾅ･ﾚﾌﾟﾀﾂｨｵｰﾈ n.f 良い評判                「目的語」 

 

それで、王子さまは自分の花のことを考えながらそこを立ち去った。 

E il pìccolo prìncipe se ne andò pensando al suo fióre.    E「主語」「動詞句」「副詞句」 

E ｴ conj. それで 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

se ne andò ｾ･ﾈ･ｱﾝﾄﾞ 3 単遠(andàrsene)v.pr 立ち去った                    「動詞句」 

pensando ﾍﾟﾝｻﾝﾄﾞ ジェルンディオ･同時(pensare)v.i(a のことを) 考えながら 「副詞句」 

al suo fióre. ｱﾙ･ｽｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ adv. 自分の花のことを              「間接目的語」 
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XVI 

 

そういうわけで、7 番目の惑星は地球だった。 

Il sèttimo pianéta fu dùnque la Tèrra.               「主語」「動詞」dùnque「補語」 

Il sèttimo pianéta ｲﾙ･ｾｯﾁﾓ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 7 番目の惑星は                      「主語」 

   sèttimo ｾｯﾁﾓ adj.(adj.f sèttima) 7 番目の 

   la sèttima arte n.f 第 7 芸術、映画 

（映画を建築，絵画，彫刻，音楽，舞踏，文学に続く第 7 番目の新しい芸術とするもの） 

fu ﾌ 3 単遠(èssere)v.i 〜だった                                            「動詞」 

dùnque ﾄﾞｩﾝｸｪ conj. それゆえに、そういうわけで 

la Tèrra. ﾗ･ﾃｯﾗ n.f 地球                                                  「補語」 

 

地球はどこにでもあるような惑星ではない！ 

La Tèrra non è un pianéta qualsìasi!                       「主語」「動詞句」「補語」 

La Tèrra ﾗ･ﾃｯﾗ n.f 地球は                                                「主語」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                「動詞句」 

un pianéta ｳﾝ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星                                           「補語」 

qualsìasi! ｸゎﾙｼｰｱｼ adj. ごく普通の、どこにでもあるような          「形容詞」 

 

そこには、111 人の王様（もちろんいくらかは黒人の王様も）、7000 人の地理学者、9020 億

人の大人万人の実業家、750 万人の呑兵衛、三億一千百万人の見栄っ張り、すなわち、およ

そ 20 億人の大人が居る。 

Ci si contano cento e ùndici re (non dimenticando, cèrto, i re négri!), sèttemila geògrafi, 

novecentomila uòmini d'affari, sètte milioni e mèzzo di ubriacóni, trecentodódici milioni 

di vanitósi, cioe' due miliàardi circa di adulti.  

「副詞」「動詞句」「主語」（「副詞句」「主語」）,「主語」,「副詞」「主語」 

Ci ﾁ adv. そこには                                                       「副詞」 

si contano ｼ･ｺﾝﾀﾉ 3 複現･再帰受動(contarsi) 

v.pr 〜が保有される、〜が数えられる                                 「動詞句」 

cento e ùndici re ﾁｪﾝﾄ･ｴ･ｳﾝﾃﾞｨﾁ･ﾚ pl(re 無変).n.m 111 人の王様              「主語」 

(non dimenticando, ﾉﾝ･ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶﾝﾄﾞ ジェルンディオ･否定(dimenticare) 

   adv. 忘れずに、もちろん                                             「副詞句」 

cèrto, i re négri!), ﾁｪｰﾙﾄ･ｲ･ﾚ･ﾈｰｸﾞﾘ pl(re).n.m いくらかの黒人の王様も       「主語」 

   cèrto ﾁｪｰﾙﾄ adj. いくらかの négri ﾈｰｸﾞﾘ adj(négro).m.pl 黒人の 

sèttemila geògrafi, ｾｯﾃﾐﾗ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｨ pl(geògrafo).n.m 7000 人の地理学者      「主語」 

novecentomila uòmini d'affari, ﾉｳﾞｪﾁｪﾝﾄﾐﾗ･ｳｫｰﾐﾆ･ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ  



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XVI 

  254 / 420 

   pl(uòmo d'affare).n.m 90 万人の実業家                                  「主語」 

sètte milioni e mèzzo di ubriacóni, ｾｯﾃ･ﾐﾘｵｰﾆ･ｴ･ﾒﾒｯｿﾞ･ﾃﾞｨ･ｳﾌﾞﾘｱｺｰﾆ 

   pl(ubriacóne).n.m 750 万人の呑兵衛                                     「主語」 

trecentodódici milioni di vanitósi, ﾄﾚﾁｪﾝﾄﾄﾞｰﾃﾞｨﾁ･ﾐﾘｵｰﾆ･ﾃﾞｨ･ｳﾞｧﾆﾄｰｼﾞ 

   pl(vanitóso).n.m 三億一千百万人の見栄っ張り                           「主語」 

cioe' ﾁｮｴ adv. すなわち、つまり                                           「副詞」 

due miliàrdi circa di adulti. ﾄﾞｩｴ･ﾐﾘｱｰﾙﾃﾞｨ･ﾁﾙｶ･ﾃﾞｨ･ｱﾄﾞｩﾙﾃｨ 

   pl(adulto).n.m およそ 20 億人の大人                                    「主語」 

   miliàrdi ﾐﾘｱｰﾙﾃﾞｨ pl(miliàrdo).n.m 10 億 circa ﾁﾙｶ adv. およそ、だいたい 

   a circa due chilòmetri = a due chilòmetri circa  circa は［数］の前又は後に置ける 

 

君たちに地球の大きさの見当を与えるために、言っておきたいことがある。それは、電気が

発明される以前には、街灯を点灯するためには 6 大陸まとめて本物の軍隊ほどの、462,511

人の点灯夫を保持する必要があったということだ。 

Per darvi un'idea delle dimensióni della Tèrra, vi dirò che prima dell'invenzióne 

dell'elettricità bisognava mantenére, sull'insieme dei sèi continenti, una véra armata di 

quattrocentosessantaduemila e cìnquecentoùndici lampionai per accendere i lampióni.  

「副詞句」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Per darvi ﾍﾟﾙ･ﾀﾞｰﾙ･ｳﾞｨ 不定詞･目的(dare+vi)v.t 君たちに与えるためには   「副詞句」 

un'idea ｳﾝ･ｲﾃﾞｱ n.m 見当を                                     「目的語」 

delle dimensióni della Tèrra, ﾃﾞｯﾚ･ﾃﾞｨﾒﾝｼｫｰﾆ･ﾃﾞｯﾗ･ﾃｰﾗ 

 adj. 地球の大きさについての                         「形容詞句」 

vi ｳﾞｨ pron 君たちに                                               「間接目的語」 

dirò ﾃﾞｨﾛ 1 単未･意志(dire)v.t(che 〜と) 言いたい                           「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

prima dell'invenzióne ﾌﾟﾘｰﾏ･ﾃﾞﾘﾝｳﾞｪﾝﾂｨｵｰﾈ 

 adv.（時間）発明以前には                                「副詞句」 

dell'elettricità ﾃﾞｯﾚﾚｸﾄﾘﾁﾀ adj. 電気の              「形容詞句」 

bisognava ﾋﾞｿﾞﾆｬｰﾊﾞ 非人称･3 単現(bisognare+不定詞 〜する) 

v.h 必要があった                                          「動詞」 

mantenére, ﾏﾝﾃﾈｰﾚ 不定詞 v.t 保持することが                  「主語」 

sull'insieme dei sèi continenti, ｽﾙ･ｲﾝｼｪｰﾒ･ﾃﾞｲ･ｾｲ･ｺﾝﾁﾈﾝﾃｨ 

 adv. 6 大陸まとめて                                「副詞句」 

una véra armata ｳﾅ･ｳﾞｪﾗ･ｱｰﾙﾏｰﾀ n.f 本物の軍隊を      「目的語」 

di quattrocentosessantaduemila e cìnquecentoùndici lampionai 

   ﾃﾞｨ･ｸﾜｯﾄﾛﾁｪﾝﾄｾｾﾝﾀﾄﾞｩｴﾐﾗ･ｴ･ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄｳﾝﾃﾞｨﾁ･ﾗﾝﾋﾟｵﾅｲ 
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   adj. 462,511 人の点灯夫の                 「形容詞句」 

per accendere i lampióni. ﾍﾟﾙ･ｱｯﾁｪﾝﾃﾞﾚ･ｲ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾆ 

 adv.（目的）街灯を点灯するために                  「副詞句」 

 

少し離れて見ると、それは素晴らしい効果を造り出していた。この 1 軍のの動きは、オペラ

のバレー団の動きのように統制されていた。 

Visto un po' da lontano faceva uno splèndido effètto. I movimènti di quésta armata erano 

regolati cóme quélli di un ballétto d'òpera.  

「副詞句」,「動詞」「目的語」「主語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

Visto ｳﾞｨｽﾄ 過去分詞･条件(vedére)v.t 〜を見たら                         「副詞句」 

un po' da lontano ｳﾝ･ﾎﾟ･ﾀﾞ･ﾛﾝﾀｰﾉ adv.（位置）少し離れて、遠くから「副詞句」 

faceva ﾌｧﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(fare)v.t 〜を造り出していた                         「動詞」 

uno splèndido effètto. ｳﾉ･ｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ･ｴｯﾌｪｯﾄ n.m 素晴らしい効果を        「目的語」 

I movimènti ｲ･ﾓｳﾞｨﾐﾒﾝﾃｨ pl(movimènto).n.m 動きは                        「主語」 

di quésta armata ﾃﾞｨ･ｸｪｽﾀ･ｱﾙﾏｰﾀ adj. この 1 軍の                「形容詞句」 

erano regolati ｴﾗｰﾉ･ﾚｺﾞﾗｰﾃｨ 3 複半･受動(regolare)v.t 統制されていた      「動詞句」 

cóme ｺｰﾒ adv. 〜のように                                              「副詞句」 

quélli ｸｪﾘ pl(quéllo).pron 人たち                                「目的語」 

di un ballétto ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾊﾞｯﾚｯﾄ adj. バレー団の            「形容詞句」 

d'òpera. ﾄﾞｰﾍﾟﾗ adj. オペラの                 「形容詞句」 

 

最初は、ニュージーランドとオーストリアの点灯夫達の番だった。 

Prima c'era il turno di quélli che accendevano i lampióni della Nuova Zelanda e 

dell'Australia.                                      「副詞」「主語」「動詞」「補語」 

Prima ﾌﾟﾘｰﾏ adv. まず、最初に                                           「副詞」 

c' ﾁ pron それは                                                         「主語」 

era  ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

il turno di quélli ｲﾙ･ﾄｩﾙﾉ･ﾃﾞｨ･ｸｴﾘ n.m 人たちの番                          「補語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

accendevano ｱｯﾁｪﾝﾃﾞｳﾞｧﾉ 3 複半(accèndere)v.t 点火する      「動詞」 

i lampióni ｲ･ﾗﾝﾋﾟｵﾆ pl(lampióne).n.m 街灯を              「目的語」 

della Nuova Zelanda e dell'Australia. ﾃﾞｯﾗ･ﾇｴｳﾞｧ･ｾﾞﾗﾝﾀﾞ･ｴ･ﾃﾞﾗｳｽﾄﾗﾘｱ 

   adj. ニュージーランドとオーストリアの        「形容詞句」 
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彼らは、街灯を点灯し終わると、寝に行った。 

Dópo di che, quésti, avendo accesi i loro lampióni, se ne andavano a dormire.  

「副詞句」「主語」「動詞句」 

Dópo di che, ﾄﾞｰﾎﾟ･ﾃﾞｨ･ｹ adv. その後で                                 「副詞句」 

   che は前文の内容をさす 

quésti, ｸｪｽﾃｨ pron(quésto).pl 彼らは                                      「主語」 

avendo accesi ｱｳﾞｪﾝﾄﾞ･ｱﾁｪｯｼﾞ ジェルンディオ･完了形(accèndere) 

adj.m.pl 点灯した                                            「形容詞句」 

   accesi は「主語」に相当する quésti に性･数一致 

i loro lampióni, ｲ･ﾛｰﾛ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾆ pl(lampióne).n.m 街灯を    「目的語」 

se ne andavano a dormire. ｾ｡ﾈ｡ｱﾝﾀﾞｳﾞｧﾉ･ｱ･ﾄﾞﾙﾐｰﾚ 3 複半･意図(andarsene a+不定詞) 

   v.pr 寝るために立ち去った、寝に行った                               「動詞句」 

 

すると今度は、中国とシベリアの点灯夫達が舞台に登場しました。 

Allóra entravano in scèna quélli della Cina e della Sibèria.  

「副詞」「動詞」「副詞句」「主語」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. 今度は                                                 「副詞」 

entravano ｴﾝﾄﾗｰｳﾞｧﾉ 3 複半(entrare)v.i 登場した                           「動詞」 

in scèna ｲﾝ･ｼｪｰﾅ adv. 舞台に                                           「副詞句」 

quélli ｸｪｯﾘ pron.pl 点灯夫達が                                            「主語」 

della Cina e della Sibèria. ﾃﾞｯﾗ･ﾁｰﾅ･ｴ･ﾃﾞｯﾗ･ｼﾍﾞﾘｱ 

 adj. 中国とシベリアの                                        「形容詞句」 

 

それから、彼らも舞台裏に飛び込んでいった。 

Pòi anch'èssi se là battevano fra le quinte.         「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

anch'èssi ｱﾝｹｯｼ pron.pl 彼らも                                            「主語」 

se là battevano ｾ･ﾗ･ﾊﾞｯﾃｳﾞｧﾉ 3 複半(battersi)v.pr そこにぶつかっていった  「動詞句」 

fra le quinte. ﾌﾗ･ﾚ･ｸｨﾝﾃ adv.（空間）舞台裏に                            「副詞句」 

   fra ﾌﾗ prep 〜の中に quinte ｸｨﾝﾃ pl(quinta).n.f 舞台の垂れ幕、舞台のそで 

フランス語版では ： 

それから、彼らも舞台裏へ姿を消した。 

Puis eux aussi s’escamotaient dans les coulisses. 

イタリア語では、Pòi anch'èssi si nascondevano fra le quinte. で良いと思う。 
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それからロシアとインドの点灯夫の番となり、次は、アフリカとヨーロッパの点灯夫達。 

Allóra veniva il turno dei lampionai della Russia e delle Indie. Pòi di quélli dell'Africa e 

dell'Europa.                              「副詞」「動詞」「主語」┃「副詞」「主語」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それから                                               「副詞」 

veniva ｳﾞｪﾆｰｳﾞｧ 3 単半(venire)v.i やって来た                               「動詞」 

il turno dei lampionai ｲﾙ･ﾄｩﾙﾉ･ﾃﾞｲ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾆ n.m 点灯夫の順番が             「主語」 

della Russia e delle Indie. ﾃﾞｯﾗ･ﾙｯｼｱ･ｴ･ﾃﾞｯﾚ･ｲﾝﾃﾞｨｴ 

 adj. ロシアとインドの                                        「形容詞句」 

Pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

di quélli ﾃﾞｨ･ｸｪｯﾘ adj. 点灯夫の順番が                                     「主語」 

dell'Africa e dell'Europa. ﾃﾞｯﾗﾌﾘｶ･ｴ･ﾃﾞｯﾚｳﾛｰｵｱ 

 adj. アフリカとヨーロッパの                                  「形容詞句」 

 

それから南アメリカの点灯夫、そして最後に北アメリカの点灯夫が現れる。 

Pòi di quélli dell'America del Sud e infine di quélli dell'America del Nord.  

「副詞」「主語」e「副詞」「主語」 

Pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

di quélli ﾃﾞｨ･ｸｪｯﾘ adj. 点灯夫の順番が                                     「主語」 

dell'America del Sud ﾃﾞｯﾗﾒﾘｶ･ﾃﾞﾙ･ｽｯﾄﾞ adj. 南アメリカの          「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

infine ｲﾝﾌｨｰﾈ adv. 最後に                                                「副詞」 

di quélli ﾃﾞｨ･ｸｪｯﾘ adj. 点灯夫の順番が                                     「主語」 

dell'America del Nord. ﾃﾞｯﾗﾒﾘｶ･ﾃﾞﾙ･ﾉﾙﾄﾞ adj. 北アメリカの         「形容詞句」 

 

その上、彼らは決して登場する順番を間違えることはないのだ。 

E mai che si sbagliassero nell'órdine di entrata in scèna. 

E「副詞句」「動詞句」「間接目的語」 

E ｴ conj. そして 

mai che ﾏｰｲ･ｹ conj.（強調・感嘆）決して〜ではないのだ！                「副詞句」 

   話者の肯定・否定の想念を示す mai に導かれるので、接続法を用いる 

si sbagliassero ｼ･ｽﾞﾊﾞﾘｱｯｾﾛ 接・3 複半(sbagliarsi)v.pr（否定文で）間違えない「動詞句」 

nell'órdine di entrata ﾈｯﾛ^ﾙﾃﾞｨﾈ･ﾃﾞｨ･ｴﾝﾄﾗｰﾀ adv. 入場の順番を        「間接目的語」 

in scèna. ｲﾝ･ｼｪｰﾅ adv. 舞台への                             「副詞句」 
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それは壮大な眺めだった。 

Era grandióso.                                                    「動詞」「補語」 

Era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

grandióso. ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨｵｰｿ adj. 壮大な、威厳のある                             「補語」 

 

北極の唯一の街灯の点灯夫と南極の唯一の街灯の点灯夫だけは、何もせずいい加減な生活

を送っていた：かれらは 1 年に 2 度、仕事をしていた。 

Sóli, il lampionaio dell’unico lampione del Pòlo Nord e il confratèllo dell’unico lampione 

del Pòlo Sud, menavano vite ozióse e noncuranti: lavoravano due vòlte all’anno. 

「主語」「動詞」「目的語」：「動詞」「副詞句」 

Sóli, ｿｰﾘ adj(Sólo).pl ただ〜だけ                                   「形容詞」 

il lampionaio ｲﾙ･ﾗﾝﾋﾟｵﾅｰｲｵ n.m 点灯夫は                                  「主語」 

dell’unico lampione ﾃﾞ･ﾙｰﾆｺ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾈ adj. 唯一の街灯の            「形容詞句」 

del Pòlo Nord ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾛ･ﾉｰﾙﾄﾞ adj. 北極の               「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

il confratèllo ｲﾙ･ｺﾝﾌﾗﾃｯﾛ n.m 同僚は                                      「主語」 

dell’unico lampione ﾃﾞ･ﾙｰﾆｺ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾈ adj. 唯一の街灯の            「形容詞句」 

del Pòlo Sud, ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾛ･ｽｯﾄﾞ adj. 南極の                 「形容詞句」 

menavano ﾒﾅｳﾞｧﾉ 3 複半(menare)v.t 過ごしていた、送っていた             「動詞」 

vite ｳﾞｨｰﾃ pl(vita).n.f 生活を                                           「目的語」 

ozióse ｵﾁｵｾﾞ adj(ozióso).f.pl 何もせず過ごす、無駄な             「形容詞」 

e ｴ conj. そして 

noncuranti: ﾉﾝｸﾗﾝﾃｨ adj(noncurante).pl いい加減な              「形容詞」 

lavoravano ﾗｳﾞｫﾗｰﾊﾞﾉ 3 複半(lavorare)v.i 仕事をしていた、働いていた        「動詞」 

due vòlte all’anno. ﾄﾞｩｴ･ｳﾞｫﾙﾃ･ｱﾗﾝﾉ adv. 1 年に 2 度                       「副詞句」 

 

XVII 

 

才気を見せびらかそうとすると、時には少し嘘をつくことにもなる。 

Capita a vòlte, volendo fare dello spìrito, di mentire un po'.   

「動詞」「副詞句」,「副詞句」,「動詞句」「副詞句」 

Capita ｶﾋﾟﾀ 非人称･3 単現(capitare)v.h（di+不定詞）（〜が）起きる、生じる  「動詞」 

a vòlte, ｱ･ｳﾞｫﾙﾃ adv.(vòlta) 時々、時に                                  「副詞句」 

volendo +不定詞 ｳﾞｫﾚﾝﾄﾞ ジェルンディオ(volére+不定詞) 

adv.（仮定）〜しようとすると                                        「副詞句」 

fare ﾌｧｰﾚ 不定詞 v.t（動作を）する                               「動詞句」 
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dello spìrito, ﾃﾞｯﾛ･ｽﾋﾟｰﾘﾄ n.m 才気を                            「目的語」 

di mentire ﾃﾞｨ･ﾒﾝﾁｰﾚ 不定詞 v.i 嘘をつく                                「動詞句」 

un po'.  ｳﾝ･ﾎﾟ adv. 少し                                               「副詞句」 

 

僕は君たちに街灯の点灯夫について話していたけれども、あまり正直ではなかった。 

Non sono stato mólto onesto parlandovi degli uòmini che accendono i lampióni.  

「動詞句」「補語」 

Non sono stato ﾉﾝ･ｿｰﾉ･ｽﾀｰﾄ 1 単現･完了形･否定･状態(èssere)v.i 〜でなかった「動詞句」 

mólto onesto ﾓﾙﾄ･ｵﾈｽﾄ adj.（否定文で）あまり正直な                       「補語」 

parlandovi ﾊﾟﾙﾗﾝﾄﾞ･ｳﾞｨ ジェルンディオ(parlare+vi) 

adv.（譲歩）君たちに話しながらも                              「副詞句」 

degli uòmini ﾃﾞｯﾘ･ｳｫｰﾐﾆ adv. 人々について             「間接目的語」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                 「形容詞節」 

accendono ｱｯﾁｪﾝﾄﾞﾉ 3 複現(accèndere) 

v.t 点灯する                        「動詞」 

i lampióni. ｲ･ﾗﾝﾋﾟｵｰﾆ 

 pl(lampióne).n.m 街灯を          「目的語」 

 

僕は、僕たちの惑星を知らない人たちに、間違えた見解を与えてしまう恐れがある。 

Rischio di dare a quélli che non lo conoscono una falsa idea del nostro pianéta.  

「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Rischio di dare ﾘｽｷｵ･ﾃﾞｨ･ﾀﾞｰﾚ 非人称的・1 単現･心配(rischiare di+不定詞) 

   v.t 〜を与える恐れがある                                            「動詞句」 

a quélli ｱ･ｸｪｯﾘ adv.（対象）誰かに                                 「間接目的語」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                              「形容詞節」 

non ...conoscono ﾉﾝ...ｺﾉｽｺ 3 複現･否定(conóscere) 

v.t 知らない                                   「動詞句」 

lo ﾛ pron それを（僕たちの惑星の事を）           「目的語」 

una falsa idea ｳﾅ･ﾌｧﾙｻ･ｲﾃﾞｱ n.f 間違えた見解を                      「直接目的語」 

del nostro pianéta. ﾃﾞﾙ･ﾉｽﾄﾛ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adj. 僕たちの惑星の     「形容詞句」 

 

人間は地球上でほんのわずかな場所を占めているに過ぎない。 

Gli uòmini occupano mólto poco pósto sulla Tèrra.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Gli uòmini ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間は                                  「主語」 

occupano ｵｸﾊﾟﾉ 3 複現(occupare)v.t 占めている                            「動詞」 
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mólto poco pósto ﾓﾙﾄ･ﾎﾟｺ･ﾎﾟｽﾄ n.m ほんのわずかな場所を                 「目的語」 

sulla Tèrra. ｽｯﾗ･ﾃｯﾗ adv. 地球上で                                      「副詞句」 

 

もしも地球に住む 20 億人の人々が、集会の時のように少し狭苦しく、立って集まるなら

ば、長さ 20 マイルで幅が 20 マイルの広場の中に楽に入りきることが分かるだろう。 

Se i due miliardi di abitanti che popolano la Tèrra stessero in piedi e un po' serrati, cóme 

per un comizio, troverebbero pósto facilménte in una piazza di ventimila metri di 

lunghezza per ventimila metri di larghezza.   「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Se ｾ conj.（仮定）もし〜ならば                                         「副詞節」 

i due miliardi ｲ･ﾄﾞｩｴ･ﾐﾘﾔﾙﾃﾞｨ pl.n.m 20 億が                       「主語」 

di abitanti ﾃﾞｨ･ｱﾋﾞﾀﾝﾃｨ adj.(abitante) 居住者の           「形容詞句」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                             「形容詞節」 

popolano ﾎﾟﾎﾟﾗﾉ 3 複現(popolare)v.t 住みついている  「動詞」 

la Tèrra ﾗ･ﾃｯﾗ n.f 地球に                        「目的語」 

stessero ｽﾃｯｾﾛ 接・3 複半･時制の一致(stare)v.i（〜の状態で）いる    「動詞」 

in piedi ｲﾝ･ﾋﾟｴﾃﾞｨ adv.（様態）立って                             「補語」 

e ｴ conj. そして 

un po' serrati, ｳﾝ･ﾎﾟ･ｾﾗｰﾃｨ adj.pl.m 少し狭苦しい                  「補語」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                「副詞句」 

per un comizio, ﾍﾟﾙ･ｳﾝ･ｺﾐﾂｨｵ adv. 集会のため       「副詞句」 

troverebbero ﾄﾛﾍﾞﾚﾍﾞﾛ 条・3 複現･推測(trovare)v.t 獲得するだろう、気付くだろう「動詞」 

pósto ﾎﾟｽﾄ n.m 場所を                                                 「目的語」 

facilménte ﾌｧｼﾙﾒﾝﾃ adv. 簡単に、楽に                                     「副詞」 

in una piazza ｲﾝ･ｳﾅ･ﾋﾟｱｯﾂｧ adv. 1 つの広場に                            「副詞句」 

di ventimila metri di lunghezza per ventimila metri di larghezza.  

   ﾃﾞｨ･ｳﾞｪﾝﾁﾐﾗ･ﾒｰﾄﾘ･ﾃﾞｨ･ﾙﾝｹﾞｯﾂｧ･ﾍﾟﾙ･ｳﾞｪﾝﾁﾐﾗ･ﾒｰﾄﾘ･ﾃﾞｨ･ﾗﾙｹﾞｯﾂｧ 

   adj. 長さ 20Km で幅が 20Km の                            「形容詞句」 

フランス語版では ： 

長さ 20 マイルに対して、幅 20 マイルの公共広場に 

sur une place publique de vingt milles de long sur vingt milles de large.  

→ ventimila metri ではなく、venti mìglia が相当する。 

   mìglio ﾐﾘｵ n.m（長さの単位）マイル（1609m）（[複]le mìglia） 

フランス語版では、1 人の占めるスペースは 70cm x 70cm で、なんとか立っていられるが、 

イタリア語版では、44cm x 44cm になってしまうので、大人が立つことは苦しい。 

しかし、人は食事をする必要もあるし、食事のためには野菜や家畜を育てる場所や、魚など

が住む川や海の面積も必要である。そして、生活をするための家や会社や病院や公園なども
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必要になるので、一人当たりに必要な面積は、10000 ㎡を超えると考えられる。 

地球の半径は 6371Km だから、その表面積は 5 億 1000 万㎢になる。地球上の全人口が 100

億人に増加したとすると、一人当たりの面積は 51000 ㎡（海・山・川を含む）になる。100

億人でもまだ十分な余裕があると考える人もいれば、多すぎると考える人もいるだろう。 

作者はとにかく数字を示して、読者に数字の意味などを考えさせたいのだと思われる。 

 

全人類を、太平洋のどこかの小さな島に詰め込むことが出来るかもしれない。 

Si potrebbe ammucchiare l'umanità su un qualsìasi isolotto del Pacìfico.  

「動詞句」「主語」「副詞句」 

Si potrebbe ammucchiare ｼ･ﾎﾟﾄﾚｯﾍﾞ･ｱﾑｯｷｧｰﾚ 条・3 単現･可能･推量･再帰受動 

   (potére+不定詞･再帰受動)v.pr 詰め込まれるうるかもしれない            「動詞句」 

l'umanità ﾙﾏﾆﾀ n.f 人類は                                                「主語」 

su un qualsìasi isolotto ｽ･ｳﾝ･ｸゎﾙｼｰｱｼ･ｲｿﾞﾛｯﾄ 

 adv.（空間・位置）どこかの小島に                                    「副詞句」 

   qualsìasi ｸゎﾙｼｰｱｼ adj. どんな〜でも isolotto ｲｿﾞﾛｯﾄ n.m 小島(ìsola から派生) 

del Pacìfico. ﾃﾞﾙ･ﾊﾟﾁｰﾌｨｺ adj. 太平洋の（Ocèano Pacìfico）       「形容詞句」 

 

当然、大人たちは君たちを信じないだろう。 

Naturalménte i grandi non vi crederebbero.  

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Naturalménte ﾅﾄｩﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 当然                                         「副詞」 

i grandi ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl.pron 大人たちは                                     「主語」 

non ...crederebbero. ﾉﾝ...ｸﾚﾃﾞﾚｰﾍﾞﾛ 条・3 複現･否定･推量(crédere) 

v.t 信じないだろう                                                  「動詞句」 

vi ｳﾞｨ pron 君たちを                                                   「目的語」 

 

自分たちはたくさんの場所を占有していると思い込んでいる。自分たちは、バオバブのよう

に、影響力があると考えているんだ。 

Si immaginano di occupare mólto pósto. Si vedono importanti cóme dei baobàb.  

「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「補語」 

Si immaginano ｼ･ｲﾏｼﾞﾅﾉ 3 複現(immaginarsi) 

v.pr(di+不定詞 〜していると) 信じている、思い込んでいる              「動詞句」 

di occupare ﾃﾞｨ･ｵｸﾊﾟｰﾚ 不定詞 v.t 占有している                          「動詞句」 

mólto pósto. ﾓﾙﾄ･ﾎﾟｽﾄ n.m たくさんの場所を                             「目的語」 

Si vedono ｼ･ｳﾞｪﾄﾞﾉ 3 複現(vedersi)v.pr（自分自身を）〜と考えている       「動詞句」 

importanti ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃｨ adj(importante).pl 重要な、影響力のある              「補語」 
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cóme dei baobàb. ｺｰﾒ･ﾃﾞｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブのように            「副詞句」 

 

それじゃあ、彼らに計算をするように助言してごらん、彼らは数字が大好きだから、きっと

気に入ると思うよ。 

Consigliategli allóra di fare dei càlcoli, adorano le cifre e gli piacerà mólto.  

「動詞句」「副詞」「動詞句」「目的語」,「動詞」「目的語」e「間接目的語」「動詞」「副詞」 

Consigliategli ｺﾝｼﾘｱﾃ･ﾘ 命・2 複現(consigliare+gli) 

v.t(+不定詞 〜するように) 彼らに助言しなさい                         「動詞句」 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで、じゃあ                                         「副詞」 

di fare ﾃﾞｨ･ﾌｧｰﾚ 不定詞･助言 v.t 〜するように                            「動詞句」 

dei càlcoli, ﾃﾞｲ･ｶｰﾙｺﾘ pl(càlcolo).n.m 計算を                             「目的語」 

adorano ｱﾄﾞﾗﾉ 3 複現(adorare)v.t 大好きだ                                「動詞」 

le cifre ﾚ･ﾁｰﾌﾚ pl(cifra).n.f 数字が                                       「目的語」 

e ｴ conj. そして 

gli ﾘ pron 彼らにとって                                            「間接目的語」 

piacerà ﾋﾟｱﾁｪﾗ 3 単未(piacére)v.i 好みになるだろう                         「動詞」 

mólto. ﾓﾙﾄ adv. とても                                                   「副詞」 

 

だけど、このような考えで時間を使ってはならない、それは無駄なことだ。君たちは僕を信

頼してくれるよね？ 

Ma non perdete il vostro tèmpo con quésto pensiero, è inùtile, visto che avete fiducia in 

me.                       「動詞句」「目的語」「副詞句」,「動詞」「補語」,「副詞句」 

Ma 

Ma ﾏ conj. しかし 

non perdete ﾉﾝ･ﾍﾟﾙﾃﾞﾃ 命・2 複現･禁止(pèrdere)v.t 失ってはならない      「動詞句」 

il vostro tèmpo ｲﾙ･ｳﾞｫｽﾄﾛ･ﾃﾝﾎﾟ n.m 君たちの時間を                      「目的語」 

con quésto pensiero, ｺﾝ･ｸｪｽﾄ･ﾍﾟﾝｼｴﾛ adv.（原因）このような考えで        「副詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

inùtile, ｲﾇｰﾁﾚ adj. 無駄な                                                「補語」 

visto che ｳﾞｨｽﾄ･ｹ adv. 〜だから、〜のために、〜と分かるので            「副詞句」 

   期待を込めた「呼びかけ」 

avete ｱｳﾞｪｰﾃ 2 複現(avére)v.t 〜がある                            「動詞」 

fiducia ﾌｨﾄﾞｩｰﾁｬ n.f（in 〜への）信頼                           「目的語」 

in me. ｲﾝ･ﾒ adv. 僕への                                 「副詞句」 
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王子さまは、地球に着くと、誰も見かけないことにとても驚いた。 

Il pìccolo prìncipe, arrivato sulla Tèrra, fu mólto sorpréso di non vedére nessuno.  

「主語」,「副詞句」,「動詞」「補語」 

Il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

arrivato ｱﾘｳﾞｧｰﾄ 過去分詞･様態(arrivare)v.i 到着すると                   「副詞句」 

sulla Tèrra, ｽｯﾗ･ﾃｯﾗ adv. 地球に                                 「副詞句」 

fu ﾌ 3 単遠(èssere)v.i 〜だった                                            「動詞」 

mólto sorpréso ﾓﾙﾄ･ｿﾙﾌﾟﾚｰｿ adj. とても驚いた                              「補語」 

di non vedére ﾃﾞｨ･ﾉﾝ･ｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 不定詞･理由･否定(di+不定詞) 

adv. 見ないことに                                              「副詞句」 

nessuno. ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                            「目的語」 

 

彼は、星を間違えたのではないかと、もう心配していた。その時、月色のリングが砂の中で

動いた。 

Aveva già paùra di essersi sbagliato di pianéta, quando un anèllo del colore della luna si 

mòsse nella sàbbia.     「動詞」「副詞」「目的語」, quando「主語」「動詞句」「副詞句」 

Aveva 3 単半(avére)v.t 〜があった                                         「動詞」 

già ｼﾞｬ adv. もう                                                        「副詞」 

paùra ﾊﾟｳｰﾗ n.f 心配、恐れ                                            「目的語」 

di +不定詞 adv.（関連）〜するのではないかという                 「副詞句」 

essersi sbagliato ｴｯｾﾙｼ･ｽﾞﾊﾞﾘｱｰﾄ 不定詞･完了形(sbagliarsi) 

v.pr 間違えた                                         「動詞句」 

di pianéta, ﾃﾞｨ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. 星について                「間接目的語」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. するとその時 

un anèllo ｳﾝ･ｱﾈｰﾛ n.m 指輪が、リング                                    「主語」 

del colore della luna ﾃﾞﾙ･ｺﾛｰﾚ･ﾃﾞｯﾗ･ﾙｰﾅ adj. 月色の               「形容詞句」 

si mòsse ｼ･ﾓｯｾ 3 単遠(muoversi)v.pr 動いた                              「動詞句」 

nella sàbbia. ﾈｯﾗ･ｻｯﾋﾞｱ adv. 砂の中で                                   「副詞句」 

 

「こんばんは！」と、王子さまは取り敢えず言ってみた。 

"Buòna nòtte", disse il pìccolo prìncipe a buòn conto.  

《「挨拶」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

"Buòna nòtte", ﾌﾞｵﾅ･ﾉｯﾃ adv. 今晩は                                      「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

a buòn conto. ｱ･ﾌﾞｵﾝ･ｺﾝﾄ adv. とにかく、いずれにせよ、取り敢えず        「副詞句」 
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「こんばんは」と、ヘビが言った。 

"Buòna nòtte", disse il serpènte.                         《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Buòna nòtte", ﾌﾞｵﾅ･ﾉｯﾃ adv. 今晩は                                      「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il serpènte. ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ n.m ヘビが                                         「主語」 

 

「どの惑星に、僕は降りたのだろう？」と、王子さまは尋ねた。 

"Su quale pianéta sono sceso?" domandò il pìccolo prìncipe.  

《「副詞句」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

"Su quale pianéta ｽ･ｸゎﾚ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. どの惑星の上に                    「副詞句」 

sono sceso?" ｿｰﾉ･ｼｪｰｿﾞ 1 単現･完了形(scéndere)v.i 降りた                 「動詞句」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                             「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「地球の、アフリカだよ！」と、ヘビが答えた。 

"Sulla Tèrra, in Africa", rispose il serpènte.               《「応答」》,「動詞」「主語」 

"Sulla Tèrra, ｽｯﾗ･ﾃｯﾗ adv. 地球に                                         「応答」 

in Africa", ｲﾝ･ｱﾌﾘｶ adv. アフリカだ                                      「副詞句」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

il serpènte. ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ n.m ヘビが                                         「主語」 

 

「えっつ！それじゃあ、地球には誰もいないの？」 

"Ah!.. Ma non c'è nessuno sulla Tèrra?"     《「感嘆」Ma「動詞句」「主語」「副詞句」》 

"Ah!.. ｱｰ int. ああ、えっつ                                               「感嘆」 

Ma ﾏ conj.（文頭で、話題転換）ところで、さて、そして 

non c'è ﾉﾝ･ﾁｪ 3 単現･存在･否定(esserci)v.i 〜がいない                     「動詞句」 

nessuno ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                                           「主語」 

sulla Tèrra?" ｽﾗ･ﾃｰﾗ adv. 地球には                                      「副詞句」 

 

「ここは砂漠だよ。砂漠には誰もいないよ。地球は大きいんだ」と、ヘビが言った。 

"Qui è un desèrto. Non c'è nessuno nei deserti. La Tèrra è grande", disse il serpènte.  

《「副詞」「動詞」「補語」┃「動詞句」「主語」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》, 

「動詞」「主語」 

"Qui ｸｨ adv. ここは                                                      「副詞」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 
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un desèrto. ｳﾝ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ n.m 砂漠                                          「補語」 

Non c'è ﾉﾝ･ﾁｪ 3 単現･存在･否定(esserci)v.i 〜がいない                     「動詞句」 

nessuno ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                                           「主語」 

nei desèrti. ﾈｲ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾃｨ adv. 砂漠には                                  「副詞句」 

La Tèrra ﾗ･ﾃｰﾗ n.f 地球は                                               「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

grande", ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj. 大きな                                              「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il serpènte. ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ n.m ヘビが                                         「主語」 
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王子さまは石の上に座って、空の方へ視線を向けた： 

Il pìccolo prìncipe sedette su una piètra e alzò gli òcchi vèrso il cièlo:  

「主語」「動詞」「副詞句」e「動詞」「目的語」「副詞句」： 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

sedette ｾﾃﾞｯﾃ 3 単遠(sedére)v.i 座った                                     「動詞」 

su una piètra ｽ･ｳﾅ･ﾋﾟｴﾄﾗ adv. 石の上に                                 「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

alzò ｱﾙﾂｫ 3 単遠(alzare)v.t（体の部分を）上げた                            「動詞」 

gli òcchi ﾘ･ｵｯｷ pl(òcchio).n.m 目を、視線を                              「目的語」 

vèrso ｳﾞｪｰﾙｿ prep（方向）〜の方に                                     「副詞句」 

il cièlo: ｲﾙ･ﾁｪｰﾛ n.m 空                                         「目的語」 

 

「僕は自問する」と、王子さまは言った。「星たちは、誰もがいつか自分の惑星を見つけら

れるように輝いているのだろうかと。見てごらん、僕の惑星を。僕たちの真上にある．．．で

も、なんて遠いんだろう！」 

"Mi domando", disse, "se le stélle sono illuminate perché ognuno possa un giórno trovare 

la sua. Guarda il mio pianéta, è pròprio sópra di nói... Ma cóme è lontano!"  

《「動詞句」》,「動詞」, 

《「目的語」┃「動詞」「目的語」,「動詞」「副詞句」┃Ma「感嘆」「動詞」「補語」》 

"Mi domando", ﾐ･ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 1 単現(domandarsi)v.pr 自問する                 「動詞句」 

disse, ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

"se ｾ conj. 〜かどうかということを                                      「目的語」 

le stélle ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星たちは                              「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                「動詞」 

illuminate ｲﾙﾐﾅｰﾃ adj(illuminato).f.pl 輝いた                       「補語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj.（目的）〜するために                           「副詞節」 

ognuno ｵﾝﾆｭｰﾉ pron みんなそれぞれが、一人一人が          「主語」 

possa ...trovare ﾎﾟｯｻ....ﾄﾛｳﾞｧｰﾚ 接・3 単現･可能(potére+不定詞) 

   v.t 見つけることが出来る                              「動詞句」 

un giórno ｳﾝ･ｼﾞｮｵﾙﾉ adv. いつか                         「副詞句」 

la sua. ﾗ･ｽｰｱ pron.f 自分の星を                           「目的語」 

Guarda ｸﾞｧﾙﾀﾞ 命・2 単現(guardare)v.t 見てごらん                         「動詞」 

il mio pianéta, ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾌﾟﾗﾈｰﾀ n.m 僕の惑星を                            「目的語」 
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è ｴ 3 単現･存在(èssere)v.i 〜にある                                        「動詞」 

pròprio sópra ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ･ｿｰﾌﾟﾗ adv. 真上に                               「副詞句」 

   pròprio ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ adv. 正確に、ちょうど sópra ｿｰﾌﾟﾗ adv. 上に 

di nói... ﾃﾞｨ･ﾉｰｲ adj. 僕たちの                                  「形容詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

cóme ｺｰﾒ adv. なんと                                                    「感嘆」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

lontano!" ﾛﾝﾀｰﾉ adj. 遠い                                                 「補語」 

フランス語版では ： 

「誰もが、いつかは自分の星に戻ることができるように、星たちはきらめいているのかな、

と思うことがある。」 

《Je me demande, dit-il, si les étoiles sont éclairées afin que chacun puisse un jour 

retrouver la sienne. 

retrouver は「見つける、（場所に）戻る」の意味がある。 

「戻る」はイタリア語では tornare だが、誰もが出来るなら「見つける」で良いと思う。 

 

「あの星は美しいね」と、ヘビが言った。「だけど、ここへ何しに来たの？」 

"È bèllo", disse il serpènte, "ma che còsa sèi venuto a fare qui?"  

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《ma「目的語」「動詞句」「副詞」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

bèllo", ﾍﾞｯﾛ adj. 美しい                                                  「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il serpènte, ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ n.m ヘビが                                         「主語」 

"ma ﾏ conj. しかし 

che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                                「目的語」 

sèi venuto a fare ｾｲ･ｳﾞｪﾇｰﾄ･ｱ･ﾌｧｰﾚ 2 単現･完了形(venire a+不定詞 fare) 

   v.t しに来た                                                        「動詞句」 

qui?" ｸｨ adv. ここに                                                     「副詞」 

 

「ある花といざこざがあったんだよ」と、王子さまは言った。 

"Ho avuto delle difficoltà con un fióre", disse il pìccolo prìncipe.  

《「動詞句」「目的語」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

"Ho avuto ｵ･ｱｳﾞｰﾄ 1 単現･完了形(avére)v.t 〜があった                    「動詞句」 

delle difficoltà ﾃﾞｯﾚ･ﾃﾞｨｯﾌｨｺﾙﾀ n.f いざこざ                              「目的語」 

   delle = di+le difficoltà ﾃﾞｨｯﾌｨｺﾙﾀ n.f 困難、難儀、いざこざ 

di ﾃﾞｨ prep（定冠詞と結合して部分冠詞として）いくらかの 
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（数えられない名詞は単数形にし、数えられる名詞は複数形とする） 

con un fióre", ｺﾝ･ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ adv. ある花との間に                           「副詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「ああ、そう！」と、ヘビが言った。 

"Ah!" fece il serpènte.                                   《「応答」》,「動詞」「主語」 

"Ah!" ｱｰ int. ああ、そう！                                               「応答」 

fece ﾌｪｰﾁｪ 3 単遠(fare)v.t（他の動詞の代わり）言った                       「動詞」 

   fare は同じ動詞の繰り返しを避けるために代用の動詞として利用される 

フランス語は faire、スペイン語は hacer、英語は do、ドイツ語は tun が同様の働き 

il serpènte. ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟｰﾝﾃ n.m ヘビが                                        「主語」 

 

そして、彼らは黙り込んだ。 

E rimasero in silènzio.                                           E「動詞」「補語」 

E ｴ conj. そして 

rimasero ﾘﾏｾﾞﾛ 3 複遠(rimanére)v.i（ある状態に）なった                    「動詞」 

in silènzio. ｲﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ adv. 無言に                                         「補語」 

 

「人間たちはどこにいるの？」と、王子さまはすぐにまた尋ねた。「砂漠では、人は少し孤

独だね」 

"Dóve sono gli uòmini?" riprese dópo un po' il pìccolo prìncipe. "Si è un po' sóli nel 

desèrto..."  

《「副詞」「動詞」「主語」》,「動詞」「副詞句」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

"Dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこに                                                「副詞」 

sono ｿｰﾉ 3 複現･存在(èssere)v.i 〜にいる                                  「動詞」 

gli uòmini?" ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間たちは                             「主語」 

riprese ﾘﾌﾟﾚｰｾﾞ 3 単遠(riprèndere)v.t 再開した                            「動詞」 

dópo un po' ﾄﾞﾎﾟ･ｳﾝ･ﾎﾟ adv. ちょっと後で、すぐに                       「副詞句」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"Si ｼ pron（三人称単数動詞と共に）人々は、人は                          「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

un po' sóli ｳﾝ･ﾎﾟ･ｿｰﾘ adj(sólo).m.pl 少し孤独な                             「補語」 

nel desèrto..." ﾈﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ adv. 砂漠では                            「副詞句」 
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「人間たちと一緒にいたって、孤独だよ」と、ヘビは言った。 

"Si è sóli anche con gli uòmini", disse il serpènte.  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

"Si ｼ pron（三人称単数動詞と共に）人々は、人は                          「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

sóli ｿｰﾘ adj(sólo).m.pl 孤独な                                            「補語」 

anche ｱﾝｹ conj. 〜でもまた 

con gli uòmini", ｺﾝ･ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ adv. 人間たちと一緒に                 「副詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

il serpènte. ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟｰﾝﾃ n.m ヘビは                                       「主語」 

 

王子さまは長いことヘビを見つめていた。 

Il pìccolo prìncipe lo guardò a lungo.              「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

lo ﾛ pron（serpènte の代用）ヘビを                                     「目的語」 

guardò ｸﾞゎﾙﾄﾞ 3 単遠(guardare)v.t 見つめていた                          「動詞」 

a lungo. ｱ･ﾙﾝｺﾞ adv. 長く、長い間、しばらく                            「副詞句」 

 

「君は奇妙な動物だね」と、ついに王子さまは言った。「指みたいに細くて．．．」 

"Sèi un buffo animale", gli disse alla fine, "sottile cóme un dito!..."  

《「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「副詞句」,《「補語」》 

"Sèi ｾｲ 2 単現(èssere)v.i 〜である                                         「動詞」 

un buffo animale", ｳﾝ･ﾌﾞｯﾌｫ･ｱﾆﾏｰﾚ n.m おかしな動物                       「補語」 

gli ﾘ pron（serpènte の代用）ヘビに                                「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

alla fine, ｱｯﾗ･ﾌｨｰﾈ adv. 最後に、ついに                                  「副詞句」 

"sottile ｿｯﾁｰﾚ adj. 細い                                                   「補語」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                         「副詞句」 

un dito!..." ｳﾝ･ﾃﾞｨｰﾄ n.m 指                                「目的語」 
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「だけど、王様の指より強いぜ」と、ヘビが言った。 

"Ma sono più potènte di un dito di un re", disse il serpènte. 

《Ma「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

"Ma ﾏ conj. しかし 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

più potènte ﾋﾟｳ･ﾎﾟﾃｰﾝﾃ adj（比較級）もっと強い                           「補語」 

di ﾃﾞｨ prep（比較級と共に）〜より                                「副詞句」 

un dito ｳﾝ･ﾃﾞｨｰﾄ n.m 指                                   「目的語」 

di un re", ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾚ adj（所有）王様の             「形容詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il serpènte. ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟｰﾝﾃ n.m ヘビは                                        「主語」 

 

王子さまはにっこりした。 

Il pìccolo prìncipe sorrise:                                           「主語」「動詞」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

sorrise: ｿﾘｾﾞ 3 単遠(sorrìdere)v.i にっこりした、ほほえんだ                 「動詞」 

 

「あまり強そうに見えないよ．．．手足さえないじゃないか．．．旅行だってできないよ．．．」 

"Non mi sembri mólto potènte... non hai neppure delle zampe... e non puoi neppure 

camminare..."  

《「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「補語」┃「動詞句」「目的語」e「動詞句」》 

"Non ...sembri ﾉﾝ...ｾﾝﾌﾞﾘ 2 単現･否定(sembrare)v.i 〜のように見えない     「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕にとって、僕には                                      「間接目的語」 

mólto potènte... ﾓﾙﾄ･ﾎﾟﾃﾝﾃ adj.（否定文で）あまり力が〜ない                「補語」 

non hai neppure ﾉﾝ･ｱｲ･ﾈｯﾌﾟｰﾚ 2 単現･否定(avére)v.t 〜さえもない         「動詞句」 

   neppure ﾈｯﾌﾟｰﾚ adv. 〜さえもない、〜すらない 

delle zampe... ﾃﾞｯﾚ･ﾂｧﾝﾍﾟ pl(zampa).n.f 手足                             「目的語」 

e ｴ conj. そして 

non puoi neppure camminare..." ﾉﾝ･ﾌﾟｵｲ･ﾈｯﾌﾟｰﾚ･ｶﾐﾅｰﾚ 2 単現･否定･可能 

   (potére+不定詞)v.i 旅をすることもできない、歩く                      「動詞句」 

フランス語版では ： 

tu ne peux même pas voyager ... 旅行だって、できやしない 
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「船よりもずっと遠くへ君を運ぶことが出来るよ」と、ヘビは言った。 

"Posso trasportarti più lontano che un bastiménto", disse il serpènte.  

《「動詞句」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

"Posso trasportarti ﾎﾟｯｿ･ﾄﾗｽﾎﾟﾙﾀﾙ･ﾃｨ 1 単現･可能(potére+不定詞 trasportare+ti) 

   v.t 君を運ぶことが出来る                                            「動詞句」 

più lontano ﾋﾟｳ･ﾛﾝﾀｰﾉ adv. もっと遠くへ                                「副詞句」 

che ｹ conj.（比較）（più...che）〜よりも                          「副詞句」 

un bastiménto", ｳﾝ･ﾊﾞｽﾁﾒﾝﾄ n.m 船                       「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il serpènte. ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ n.m ヘビは                                        「主語」 
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ヘビは、金のブレスレットのように、王子様の足首の周りに巻き付いた。 

Si arrotolò attórno alla cavìglia del pìccolo prìncipe cóme un braccialétto d'òro:  

「動詞句」「副詞句」 

Si arrotolò ｼ･ｱﾛﾄﾛ 3 単遠(arrotolarsi)v.pr 巻きついた                      「動詞句」 

   arrotolare 巻く arrotolarsi 自分自身を巻く→巻きつく 

attórno alla cavìglia ｱｯﾄｰﾙﾉ･ｱｯﾗ･ｶｳﾞｨｰﾘﾔ adv. 足首の周りに               「副詞句」 

   attórno a... 〜の周りに 

del pìccolo prìncipe ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adj. 王子様の            「形容詞句」 

cóme un braccialétto ｺｰﾒ･ｳﾝ･ﾌﾞﾗｯﾁｬﾚｯﾄ adv. ブレスレットのように         「副詞句」 

d'òro: ﾄﾞｰﾛ adj. 金の                                          「形容詞句」 

 

「俺は、自分が触れた者を、彼がやって来たもとの大地へ連れ戻す。だが、君は純粋だし、

どこかの星から来たんだから．．．」 

"Colùi che tocco, lo restituisco alla tèrra da dóve è venuto. Ma tu sèi puro e vieni da una 

stélla..." 《「目的語」「動詞」「副詞句」┃Ma「主語」「動詞」「補語」e「動詞」「副詞句」》 

"Colùi ｺﾙｰｲ pron その人を                                              「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

tocco, ﾄｯｺ 1 単現(toccare)v.t 触る、触れる                 「動詞」 

lo ﾛ pron その人を                                                     「目的語」 

restituisco ﾚｽﾃｨﾄｩｲｽｺ 1 単現(restituire)v.t 送り戻す、返却する               「動詞」 

alla tèrra ｱｯﾗ･ﾃｯﾗ adv. その大地へ                                      「副詞句」 

da dóve ﾀﾞ･ﾄﾞｰｳﾞｪ adj. そこから〜する                         「形容詞節」 

è venuto. ｴ･ｳﾞｪﾇｰﾄ 3 単現･完了形(venire)v.i やって来た   「動詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

sèi ｾｰｲ 2 単現(èssere)v.i 〜である                                         「動詞」 

puro ﾌﾟｰﾛ adj. 純粋な                                                    「補語」 

e ｴ conj. そして 

vieni ｳﾞｨｴﾆ 2 単現(venire)v.i 来た                                         「動詞」 

da una stélla..." ﾀﾞ･ｳﾅ･ｽﾃｯﾗ adv. 星から                                 「副詞句」 

 

王子さまは答えなかった。 

Il pìccolo prìncipe non rispose.                                   「主語」「動詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

non rispose. ﾉﾝ･ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠･否定(rispóndere)v.i 答えなかった          「動詞句」 
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「君を見てると、胸が締め付けられるよ。君はそんなにか弱いし、この花崗岩の地球では．．．

いつか君が自分の星が恋しくなったら、君を助けられるよ。おれ、出来るんだ．．．」 

"Mi fai péna, tu così débole, su quésta Tèrra di granito. Potrò aiutarti un giórno se 

rimpiangerai tròppo il tuo pianéta. Posso..."  

《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」,「主語」「補語」,「副詞句」 

「動詞句」「副詞句」┃「動詞」》 

"Mi ﾐ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

fai ﾀﾞｲ 2 単現(fare)v.t 引き起こす                                         「動詞」 

péna, ﾍﾟｰﾅ n.f 心配、心痛                                          「直接目的語」 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

così débole, ｺｼ･ﾃﾞｰﾎﾞﾚ adj. それほどか弱い                                「補語」 

su quésta Tèrra ｽ･ｸｪｽﾀ･ﾃｯﾗ adv. この地球で                             「副詞句」 

di granito. ﾃﾞｨ･ｸﾞﾗﾆｰﾄ adj. 花崗岩の                           「形容詞句」 

Potrò aiutarti ﾎﾟﾄﾛ･ｱｲﾕﾀﾙ･ﾃｨ 1 単未･可能(potére+不定詞 aiutare+ti) 

   v.t 君を手助けできるだろう                                          「動詞句」 

un giórno ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. いつか                                         「副詞句」 

se ｾ conj.（条件）もし〜ならば                                         「副詞節」 

rimpiangerai ﾘﾝﾋﾟｱﾝｼﾞｪﾗｲ 2 単未(rimpiàngere)v.t 嘆き思い出す       「動詞」 

tròppo ﾄﾛｯﾎﾟ adv. とても                                          「副詞」 

il tuo pianéta. ｲﾙ･ﾄｩｰｵ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 君の星を                      「目的語」 

Posso..." ﾎﾟｯｿ 1 単現･可能(potére+不定詞)v. 出来る                         「動詞」 

 

「ああ！よく分かったよ」と、王子さまは言った。「だけど、どうしていつも謎をかけるの？」 

「謎はすべて、俺が解く」と、ヘビは言った。 

"Oh! Ho capito benissimo", disse il pìccolo prìncipe, "ma perché parli sèmpre per enigmi?"  

"Li risolvo tutti", disse il serpènte.  

《「間投」「動詞句」「副詞」》,「動詞」「主語」,《ma「副詞」「動詞」「副詞句」》 

《「目的語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Oh! ｵｰ int. ああ！                                                      「間投」 

Ho capito ｵ･ｶﾋﾟｰﾄ 1 単現･完了形(capire)v.t 分かった                      「動詞句」 

benissimo", ﾍﾞﾆｯｼﾓ adv. とても良く                                       「副詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"ma ﾏ conj. しかし 

perché ﾍﾟﾙｹ adv. どうして                                                「副詞」 

parli ﾊﾟﾙﾘ 2 単現(parlare)v.i 言う                                         「動詞」 
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sèmpre ｾﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                                「副詞」 

per enigmi?" ﾍﾟﾙ･ｴﾆｸﾞﾐ adv.（手段）謎によって                          「副詞句」 

   enigmi ｴﾆｸﾞﾐ pl(enigma).n.m なぞ、意味不明な言葉 

"Li ﾘ pron.m.pl それらを                                               「目的語」 

risolvo ﾘｿﾙｳﾞｫ 1 単現(risòlvere)v.t 解決する、問題を解く                    「動詞」 

tutti", ﾄｩｯﾃｨ pron(tutto).m.pl すべてを                                  「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il serpènte. ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ n.m ヘビは                                         「主語」 

 

そして彼らは黙り込んだ。 

E rimasero in silènzio.                                           E「動詞」「補語」 

E ｴ conj. そして 

rimasero ﾘﾏｾﾞﾛ 3 複遠(rimanére)v.i（ある状態に）なった                    「動詞」 

in silènzio. ｲﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ adv. 無言に、沈黙した                               「補語」 
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XVIII 

 

 

王子さまは砂漠を横断した。けれども、1 輪の花にしか出会わなかった。 

Il pìccolo prìncipe traversò il desèrto e non incontrò che un fióre.   

「主語」「動詞」「目的語」e「動詞句」「目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

traversò ﾄﾗｳﾞｪﾙｿ 3 単遠(traversare)v.t 横断した、横切った                  「動詞」 

il desèrto ｲﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ n.m 砂漠を                                       「目的語」 

e ｴ conj. そして 

non incontrò ﾉﾝ･ｲﾝｺﾝﾄﾛ 3 単遠･否定(incontrare)v.t 出会わなかった         「動詞句」 

che ｹ conj.（比較 non...che）しか                                  「副詞」 

un fióre. ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 1 輪の花                                         「目的語」 

 

花びらが 3 枚の花。まったくつまらない花．．． 

Un fióre a tre pètali, un pìccolo fióre da niènte...                    「主語」,「主語」 

Un fióre ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 1 輪の花                                           「主語」 

a ｱ prep（特質）〜を持った                                     「形容詞句」 
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tre pètali, ﾄﾚ･ﾍﾟｰﾀﾘ pl(pètalo).n.m 3 枚の花びら            「目的語」 

un pìccolo fióre ｳﾝ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌｨｵｰﾚ n.m つまらない花                          「主語」 

   pìccolo ﾋﾟｯｺﾛ adj. 小さな、つまらない 

da niènte...  ﾀﾞ･ﾆｴﾝﾃ adj. つまらない                             「形容詞句」 

 

「こんにちは」と、王子さまは言った。 

"Buòn giórno", disse il pìccolo prìncipe.                   《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「こんにちは」と、花が言った。 

"Buòn giórno", disse il fióre.                             《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

il fióre. ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花が                                               「主語」 

 

「人間たちはどこにいますか？」と、王子さまは丁寧に尋ねた。 

"Dóve sono gli uòmini?" domandò gentilménte il pìccolo prìncipe.   

《「副詞」「動詞」「主語」》,「動詞」「副詞」「主語」 

"Dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこに                                                「副詞」 

sono ｿｰﾉ 3 複現･存在･疑問文(èssere)v.i 〜にいますか？                     「動詞」 

gli uòmini?" ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間たちは                             「主語」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                             「動詞」 

gentilménte ｼﾞｪﾝﾁﾙﾒﾝﾃ adv. 丁寧に、礼儀正しく                           「副詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

その花はある日キャラバンが通り過ぎて行くのを見かけたことがあった。 

Un giórno il fióre aveva visto passare una carovana:   

「副詞句」「主語」「動詞句」「補語」「目的語」 

Un giórno ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. ある日、いつか、かつて                         「副詞句」 

il fióre ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花は                                                「主語」 

aveva visto ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ｳﾞｨｽﾄ 3 単半･完了形･経験･知覚動詞(vedére) 

v.t 見かけたことがあった                                            「動詞句」 

passare ﾊﾟｯｻｰﾚ 不定詞･carovana の動作 v.i 通り過ぎる                      「補語」 

una carovana: ｳﾅ･ｶﾛｳﾞｧｰﾅ n.f キャラバンが、隊商が                      「目的語」 
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「人間たち？彼らは間違いなく居ると思います、6 人か 7 人は。何年も前に、彼らを見かけ

たことがあります。でも、彼らのいる場所は誰にも分りません。風が吹けば彼らはあちらこ

ちらへ動いてしまいます。彼らには根が無いんです。それで彼らはとても困っています」 

"Gli uòmini? Ne esistono, credo, sèi o sètte. Li ho visti molti anni fa. Ma non si sa mai 

dóve trovarli. Il vènto li spinge qua e là. Non hanno radici, e quésto li imbarazza mólto".   

《「主語」┃「副詞」「動詞」,「動詞」「主語」┃「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Ma「動詞句」「主語」┃「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

「動詞句」「目的語」e「主語」「目的語」「動詞」「副詞」》 

"Gli uòmini? ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間たち？                             「主語」 

Ne ﾈ pron 彼らについては                                                「副詞」 

esistono, ｴｼﾞｽﾄﾉ 3 複現(esìstere)v.i いる                                   「動詞」 

   esserci よりも強意で、「間違いなくいる」というニュアンス 

credo, ｸﾚﾄﾞ 1 単現(crédere)v.t 〜と思う                                    「動詞」 

sèi o sètte. ｾｲ･ｵ･ｾｯﾃ pl.pron 6 人か 7 人は                                  「主語」 

Li ﾘ pron 彼らを                                                      「目的語」 

ho visti ｵ･ｳﾞｨｽﾄ 1 単現･完了形(vedére)v.t 見た                           「動詞句」 

molti anni fa. ﾓﾙﾁ･ｱﾝﾆ･ﾌｧ adv. 何年も前に                               「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non si sa mai ﾉﾝ･ｼ･ｻ･ﾏｰｲ 3 単現･再帰受動･否定(sapersi) 

v.pr 誰にも知られていない、誰にも分らない                           「動詞句」 

dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ n.m 場所は                                                  「主語」 

trovarli. ﾄﾛｳﾞｧﾙ･ﾘ 不定詞･目的(trovare+li)adj. 彼らを探し出すべき  「形容詞句」 

Il vènto ｲﾙ･ｳﾞｪﾝﾄ n.m 風が                                               「主語」 

li ﾘ pron 彼らを                                                       「目的語」 

spinge ｽﾋﾟﾝｼﾞｪ 3 単現(spìngere)v.t 押し動かす                             「動詞」 

qua e là. ｸゎ･ｴ･ﾗ adv. あちこちへ                                       「副詞句」 

Non hanno ﾉﾝ･ｱﾝﾉ 3 複現･否定(avére)v.t 〜が無い                        「動詞句」 

radici, ﾗﾃﾞｨｰﾁｪ pl(radice)n.f 根っこが                                   「目的語」 

e ｴ conj. そして 

quésto ｸｪｽﾄ pron このことが                                             「主語」 

li ﾘ pron 彼らを                                                       「目的語」 

imbarazza ｲﾝﾊﾞﾗｯﾂｧ 3 単現(imbarazzare)v.t 困らせている                   「動詞」 

mólto".  ﾓﾙﾄ adv. とても                                                 「副詞」 
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「さようなら」と、王子さまは言った。 

"Addìo", disse il pìccolo prìncipe.                         《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Addìo", ｱｯﾃﾞｨｰｵ int. さようなら                                          「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe.  ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                      「主語」 

 

「さようなら」と、花が言った。 

"Addìo", disse il fióre.                                   《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Addìo", ｱｯﾃﾞｨｰｵ int. さようなら                                          「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il fióre.  ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 花が                                              「主語」 

 

XIX 

 

王子さまは高い山に登った。 

Il pìccolo prìncipe fece l'ascensióne di un'altra montagna.    「主語」「動詞」「目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

fece ﾌｪｰﾁｪ 3 単遠(fare)v.t（動作を）した                                   「動詞」 

l'ascensióne ﾗｯｼｪﾝｼｵｰﾈ n.f 登山を、登る事                               「目的語」 

di un'altra montagna. ﾃﾞｨ･ｳﾅﾙﾄﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｬ adj. 高い山の          「形容詞句」 

 

彼が今までに見たことのある山と言えば、彼の膝に達する 3 つの火山だけだった。そして、

彼は休火山を腰かけとして使っていた。 

Le sóle montagne che avesse mai visto, erano i tre vulcani che gli arrivavano alle 

ginòcchia. E adoperava il vulcano spènto cóme uno sgabèllo.  

「主語」「動詞」「補語」┃E「動詞」「目的語」「補語」 

Le sóle montagne ﾚ･ｿｰﾚ･ﾓﾝﾀｰﾆｪ pl(montaga).n.f 唯一の山は                「主語」 

   sóle ｿｰﾚ adj(sólo).f.pl 唯一の、ただ〜の 

che ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

avesse mai visto, ｱｳﾞｪｯｾ･ﾏｰｲ･ｳﾞｨｽﾄ 接・3 単半･完了形(vedére) 

v.t 今までに見たことがあるだろう                     「動詞句」 

erano ｴﾗｰﾉ 3 複半(èssere)v.i 〜だった                                      「動詞」 

i tre vulcani ｲ･ﾄﾚ･ｳﾞﾙｶｰﾆ pl(vulcano).n.m 3 つの山                          「補語」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                                     「形容詞節」 

gli ﾘ pron 彼の                                      「間接目的語」 

arrivavano ｱｯﾘｳﾞｧｳﾞｧﾉ 3 単半･時制の一致(arrivare) 
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v.i 〜に達する                                          「動詞」 

alle ginòcchia. ｱｯﾚ･ｼﾞﾉｯｷｱ adv. 両膝に                「間接目的語」 

   ginòcchio ｼﾞﾉｯｷｵ n.m 膝、（[複] ginòcchi；両膝の意味で le ginòcchia） 

E ｴ conj. そして 

adoperava ｱﾄﾞﾍﾟﾗｳﾞｧ 3 単半･習慣(adoperare)v.t 使っていた                 「動詞」 

il vulcano ｲﾙ･ｳﾞﾙｶﾉ n.m 火山を                                         「目的語」 

spènto ｽﾍﾟﾝﾄ adj. 消えた                                       「形容詞」 

cóme ｺｰﾒ adv.（資格）〜として                                           「補語」 

uno sgabèllo. ｳﾉ･ｽﾞｶﾞﾍﾞｯﾛ n.m 腰かけ                             「目的語」 

 

「このように高い山からならば」と、だから、王子さまは思った。「一挙に惑星全体とすべ

ての人々を見れるだろうな」しかし、非常に鋭い、岩の針しか見えなかった。 

"Da una montagna alta cóme quésta", si disse perciò, "vedrò di un cólpo tutto il pianéta 

e tutti gli uòmini..." Ma non vide altro che gùgladj. ie di ròccia bèn affilate.  

《「副詞句」》,「動詞句」「副詞」,《「動詞」「副詞句」「目的語」》┃Ma「動詞句」「目的語」 

"Da ﾀﾞ prep（場所・条件）〜からならば                                 「副詞句」 

una montagna alta ｳﾅ･ﾓﾝﾀｰﾆｬ･ｱﾙﾀ n.f 高い山                     「目的語」 

cóme quésta", ｺｰﾒ･ｸｪｽﾀ adj. これのように               「形容詞句」 

si disse ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 思った                                 「動詞句」 

perciò, ﾍﾟﾙﾁｮ conj. だから 

"vedrò ｳﾞｪﾄﾞﾛ 1 単未･推量(vedére)v.t 見えるだろう                         「動詞」 

di ﾃﾞｨ prep（手段）〜によって                                         「副詞句」 

un cólpo ｳﾝ･ｺﾙﾎﾟ n.m 一撃、一息                               「目的語」 

tutto il pianéta ﾄｩｯﾄ･ｲﾙ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星全体                            「目的語」 

e ｴ conj. そして 

tutti gli uòmini..." ﾄｩｯﾃｨ･ﾘ･ｳｵｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m すべての人達              「目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non vide ﾉﾝ･ｳﾞｨﾃﾞ 3 単遠･否定(vedére)v.t 見えなかった                   「動詞句」 

altro che ｱﾙﾄﾛ･ｹ conj.(non...altro che)（比較）．．．の他は〜ない            「目的語」 

gùglie ｸﾞﾘｴ pl(gùglia)n.f 尖塔                                   「目的語」 

di ròccia ﾃﾞｨ･ﾛｯﾁｬ adj. 岩の                            「形容詞句」 

bèn affilate. ﾍﾞﾝ･ｱﾌｨﾗｰﾃ 

 adj(affilato).f.pl 非常に尖った               「形容詞句」 
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「こんにちは」と、王子さまは取り敢えず言ってみた。 

"Buòn giórno", disse a caso.                           《「挨拶」》,「動詞」「副詞句」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

a caso. ｱ･ｶｰｿﾞ adv. たまたま、行き当たりばったりに、取り敢えず、試しに  「副詞句」 

 

「こんにちは．．．こんにちは...こんにちは．．．」と、こだまが答えた。 

"Buòn giórno... buòn giórno... buòn giórno..." rispose l'èco.  《「応答」》,「動詞」「主語」 

"Buòn giórno... buòn giórno... buòn giórno..." ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ･ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ･ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ 

   adv. こんにちは．．．こんにちは...こんにちは．．．                         「応答」 

rispose ﾘｽﾎﾟｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                                「動詞」 

l'èco. ﾚｰｺ n.m こだまが                                                  「主語」 

 

「君たちは誰なの？」と、王子さまは言った。 

"Chi siète?" disse il pìccolo prìncipe.               《「補語」「動詞」》,「動詞」「主語」 

"Chi ｷ pron 誰                                                          「補語」 

siète?" ｼｴﾃ 2 単複･疑問文(èssere)v.i 〜なの？                               「動詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

 

「君たちは誰なの？．．．誰なの？．．．誰なの？．．．」と、こだまが答えた。 

"Chi siète?... chi siète?... chi siète?..." rispose l'èco.         《「応答」》,「動詞」「主語」 

"Chi siète?... chi siète?... chi siète?..." ｷ･ｼｴﾃ･ｷ･ｼｴﾃ･ｷ･ｼｴﾃ 

   adv. 君たちは誰なの？．．．誰なの？．．．誰なの？．．．                     「応答」 

rispose ﾘｽﾎﾟｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                                「動詞」 

l'èco. ﾚｰｺ n.m こだまが                                                  「主語」 

 

「僕の友達になって頂戴、僕は一人ぼっちなんだよ」と、王子さまは言った。 

"Siate miei amici, io sono sólo", disse.  

《「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」 

"Siate ｼｱﾃ 命・2 複現･依頼(èssere)v.i 〜になって頂戴                       「動詞」 

miei amici, ﾐｴｲ･ｱﾐｰﾁ pl(amico).n.m 僕の友達                               「補語」 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                         「主語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

sólo", ｿｰﾛ adj. 一人ぼっちの                                              「補語」 

disse. ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XIX 

  281 / 420 

 

「僕はひとりぼっち．．．ひとりぼっち．．．ひとりぼっち」と、こだまが応えた。 

"Io sono sólo... io sono sólo... io sono sólo..." rispose l'èco.  

《「主語」「動詞」「補語」...「応答」》,「動詞」「主語」 

"Io ｲｰｵ pron 僕は                                                         「主語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

sólo... ｿｰﾛ adj. 一人ぼっちの                                              「補語」 

io sono sólo... io sono sólo..." ｲｰｵ･ｿｰﾉ･ｿｰﾛ･ｲｰｵ･ｿｰﾉ･ｿｰﾛ 

   adv. 僕はひとりぼっち．．．ひとりぼっち．．．ひとりぼっち                 「応答」 

rispose ﾘｽﾎﾟｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 応えた                                「動詞」 

l'èco. ﾚｰｺ n.f こだまが                                                    「主語」 

 

「なんておかしな惑星だろう！」と、それで考えた。「すっかり干上がって、尖っていて、

まったく塩辛そうだ」 

"Che buffo pianéta", pensò allóra, "è tutto sécco, pieno di punte e tutto salato.  

《「感嘆」》,「動詞」「副詞」,《「動詞」「補語」》 

"Che buffo ｹ･ﾌﾞｯﾌｫ adj. なんておかしな                          「形容詞句」 

pianéta", ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 惑星                                                「感嘆」 

pensò ﾍﾟﾝｿ 3 単遠(pensare)v.t 考えた                                      「動詞」 

allóra, ｱｯﾛｰﾗ adv. それで、その時                                         「副詞」 

"è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

tutto sécco, ﾄｩｯﾄ･ｾｯｺ adj. すっかり干上がった                              「補語」 

pieno di punte ﾋﾟｴﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌﾟﾝﾃ adj. 突起だらけの                            「補語」 

   pieno di... 「〜でいっぱいの、〜だらけの」punte ﾌﾟﾝﾃ pl(punta).n.f 尖った部分 

e ｴ conj. そして 

tutto salato. ﾄｩｯﾄ･ｻﾗｰﾄ adj. まったく塩辛い                                「補語」 

 

「そして、人間たちは想像力に欠けている。」 

E gli uòmini mancano d'immaginazióne.          《E「主語」「動詞」「間接目的語」》 

E ｴ conj. そして 

gli uòmini ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間たちは                               「主語」 

mancano ﾏﾝｶﾉ 3 複現(mancare)v.t(di に) 欠けている                        「動詞」 

d'immaginazióne. ﾃﾞｨﾏｼﾞﾅｯﾂｨｵｰﾈ n.f 想像力に                        「間接目的語」 

 

 

 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XIX 

  282 / 420 

「彼らは言われたことを繰り返すだけだ．．．僕の惑星では、一輪の花を持っていたけれど、

いつも先に話しかけてくれたものだ．．．」 

Ripetono ciò che loro si dice... Da me avevo un fióre e parlava sèmpre per primo...". 

《「動詞」「目的語」...「副詞句」「動詞」「目的語」e「動詞」「副詞句」》 

Ripetono ﾘﾍﾟﾄﾉ 3 複現(ripètere)v.t 繰り返している                          「動詞」 

ciò che ﾁｮ･ｹ pron（主語）〜することを                                  「目的語」 

loro ﾛｰﾛ pron 彼らに                                       「間接目的語」 

si dice... ｼ･ﾃﾞｨｾ 3 単現･再帰受動(dirsi)v.pr 言われる               「動詞句」 

Da me ﾀﾞ･ﾒ adv.（場所）僕の所では                                     「副詞句」 

avevo ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ 1 単半(avére)v.t 持っていた                                「動詞」 

un fióre ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 1 輪の花を                                        「目的語」 

e ｴ conj. そして 

parlava ﾊﾟﾙﾗｰｳﾞｧ 3 単半･習慣(parlare)v.i 話したものだ                      「動詞」 

sèmpre per primo...". ｾﾝﾌﾟﾚ･ﾍﾟﾙ･ﾌﾟﾘｰﾓ adv. いつも先に                   「副詞句」 
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XX 

 

しかし、王子さまは、砂や岩や雪を横切って長時間歩いた末に、ついに 1 本の道を見つける

ことになった。そして、すべての道は人間たちの所へ通じているものである。 

Ma capitò che il pìccolo prìncipe avendo camminato a lungo attraverso le sàbbie, le ròcce 

e le névi, scoperse alla fine una strada. E tutte le strade portavano vèrso gli uòmini.  

Ma「動詞」「主語」┃E「主語」「動詞」「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

capitò ｶﾋﾟﾄ 非人称･3 単遠(capitare)v.h(che+接続法) 〜ということが起きた    「動詞」 

che ｹ conj. 〜するということが                                           「主語」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様は                    「主語」 

avendo camminato ｱｳﾞｪﾝﾄﾞ･ｶﾐﾅｰﾄ ジェロンディフ･完了形(caminare) 

   v.i 歩いた時に                                                 「副詞句」 

a lungo ｱ･ﾙﾝｺﾞ adv. 長時間                                「副詞句」 

attraverso ｱｯﾄﾗｳﾞｪｰﾙｿ prep 横切って                       「副詞句」 

le sàbbie, ﾚ･ｻｯﾋﾞｴ pl(sàbbia).n.f 砂                  「目的語」 

le ròcce ﾚ･ﾛｯｹ pl(ròccz).n.f 岩                       「目的語」 

e ｴ conj. そして 

le névi, ﾚ･ﾈｰｳﾞｨ pl(néve).n.f 雪                     「目的語」 

scoperse ｽｺﾍﾟﾙｾ 3 単遠(scoprire)v.t 見つけた                          「動詞」 

alla fine ｱｯﾗ･ﾌｨｰﾈ adv. 最後に、ついに                             「副詞句」 

una strada. ｳﾅ･ｽﾄﾗｰﾀﾞ n.f 1 本の道を                               「目的語」 

E ｴ conj. そして 
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tutte le strade ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ｽﾄﾗｰﾃﾞ pl(strada).n.f すべての道は                   「主語」 

portavano ﾎﾟﾙﾀｳﾞｧﾉ 3 複半･習慣(portare)v.t（道が）通じているものである    「動詞」 

vèrso gli uòmini. ｳﾞｪｰﾙｿ･ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ adv. 人間たちの方へ                    「副詞句」 

 

「こんにちは」と、王子さまは言った。 

"Buòn giórno", disse.                                          《「挨拶」》,「動詞」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

disse. ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

 

それは花盛りのバラ園だった。 

Era un giardino fiorito di ròse.                                     「動詞」「補語」 

Era ｴﾗ 3 単半 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                   「動詞」 

un giardino ｳﾝ･ｼﾞｬﾙﾃﾞｨｰﾉ n.m 庭園                                       「補語」 

fiorito ﾌｨｵﾘｰﾄ adj. 花盛りの                                     「形容詞句」 

di ròse. ﾃﾞｨ･ﾛｰｾﾞ adj.(ròsa) バラの                     「形容詞句」 

 

「こんにちは」と、バラの花たちが言った。 

"Buòn giórno", dissero le ròse.                           《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

dissero ﾃﾞｨｯｾﾛ 3 複遠(dire)v.t 言った                                      「動詞」 

le ròse. ﾚ･ﾛｰｾﾞ pl(ròsa).n.f バラの花たちが                                「主語」 

 

王子さまは彼らをじっと見つめた。 

Il pìccolo prìncipe le guardò.                              「主語」「目的語」「動詞」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

le ﾚ pron 彼らを                                                       「目的語」 

guardò. ｸﾞゎﾙﾄﾞ 3 単遠(guardare)v.t じっと見た                            「動詞」 

 

みんな、王子様の花に似ていた。 

Assomigliavano tutte al suo fióre.                          「動詞」「主語」「副詞句」 

Assomigliavano ｱｯｿﾐﾘｱｳﾞｧﾉ 3 複半(assomigliare)v.i 似ていた                「動詞」 

tutte ﾄｩｯﾃ pron(tutto).f.pl みんなは                                       「主語」 

al suo fióre. ｱﾙ･ｽｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ adv. 彼の花に                                 「副詞句」 
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「君たちは誰なの？」と、王子さまは驚いて尋ねた。 

"Chi siète?" domandò loro stupefatto il pìccolo prìncipe.  

《「補語」「動詞」》,「動詞」「目的語」「副詞」「主語」 

"Chi ｷ pron 誰                                                          「補語」 

siète?" ｼｴﾃ 2 複現･疑問文(èssere)v.i 〜なの？                              「動詞」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                             「動詞」 

loro ﾘｰﾛ pron 彼らに                                                  「目的語」 

stupefatto ｽﾄｩﾍﾟﾌｧｯﾄ adv. 驚いて                                         「副詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「私たちはバラの花よ」と、バラの花たちが言った。 

"Siamo delle ròse", dissero le ròse.                《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

"Siamo ｼｧｰﾓ 1 複現(èssere)v.i 〜である                                    「動詞」 

delle ròse", ﾃﾞｯﾚ･ﾛｰｾﾞ adj. バラの花の                                    「補語」 

dissero ﾃﾞｨｯｾﾛ 3 複遠(dire)v.t 言った                                     「動詞」 

le ròse. ﾚ･ﾛｰｾﾞ pl(ròsa).n.f バラの花たちが                                「主語」 

 

「ああ！」と、王子さまは言った。 

"Ah!" fece il pìccolo prìncipe.                            《「間投」》,「動詞」「主語」 

"Ah!" ｱｰ int. ああ！                                                     「間投」 

fece ﾌｪｰﾁｪ 3 単遠(fare)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                      「主語」 

 

そして彼はすごく惨めな思いがした。彼の花は、自分は宇宙全体でその種類の唯一の花だ、

と語っていた。それなのに、ほら、たった一つの庭に全くよく似た 5000 本の花があるとは。 

E si sentì mólto infelice. Il suo fióre gli aveva raccontato che era il sólo della sua specie 

in tutto l'universo. Ed ècco che ce n'erano cìnquemila, tutte simili, in un sólo giardino.  

E「動詞句」「補語」┃「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Ed「副詞」「主語」 

E ｴ conj. そして 

si sentì ｼ･ｾﾝﾁ 3 単遠(sentirsi)v.pr（自分が〜だと）感じた                 「動詞句」 

mólto infelice. ﾓﾙﾄ･ｲﾝﾌｪﾘｰﾁｪ adj. 大変不幸な、惨めな                       「補語」 

Il suo fióre ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 彼の花は                                    「主語」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

aveva raccontato ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾗｯｺﾝﾀｰﾄ 3 単半･完了形(raccontare)v.t 語っていた「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 
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era ｴﾗ 3 単半･時制の一致(èssere)v.i 〜である                    「動詞」 

il sólo ｲﾙ･ｿｰﾛ pron 唯一の花                                   「補語」 

della sua specie ﾃﾞｯﾗ･ｽｰｱ･ｽﾍﾟｰﾁｪ adj. その種類の中で  「形容詞句」 

in tutto l'universo. ｲﾝ･ﾄｩｯﾄ･ﾙﾆｳﾞｪｰﾙｿ adv. 宇宙全体で    「副詞句」 

Ed ｴﾄﾞ conj. そして、（譲歩）それなのに 

ècco ｴｯｺ adv.（副詞+動詞）そこにある                                     「副詞」 

che ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

ce n'erano ﾁｪ･ﾈﾗｰﾉ 3 複半･存在･時制の一致(esserci+ne) 

v.i それらがそこにある                                        「動詞句」 

cìnquemila, ﾁﾝｸｪﾐﾗ adj. 5000 の                                  「形容詞」 

tutte simili, ﾄｩｯﾃ･ｼｰﾐﾘ adj.pl 皆よく似た                        「形容詞句」 

in un sólo giardino. ｲﾝ･ｳﾝ･ｿｰﾛ･ｼﾞｬﾙﾃﾞｨｰﾉ adv. たった一つの庭に    「副詞句」 

 

「すごく機嫌が悪くなるだろうな．．．」と、王子さまは思った。「もしこれをみたら．．．大き

な咳をして、笑いものにならないように、死んだふりをするだろう。そうすると、僕は気を

つかうふりをすることになるだろう。なぜなら、そうしないと、僕を辱めるために、本当に

死んでしまうだろうから．．．」 

"Sarebbe mólto contrariato", si disse, "se vedesse quésto... Farebbe del gran tossire e 

fingerebbe di morire per sfuggire al ridicolo. Ed io dovrei far mostra di curarlo, perché se 

no, per umiliarmi, si lascerebbe veraménte morire..."  

《「動詞」「補語」》,「動詞句」, 

《「副詞節」...「動詞」「目的語」e「動詞句」「副詞句」「間接目的語」 

Ed「主語」「動詞句」「目的語」, perché「副詞句」「動詞句」》 

"Sarebbe ｻﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･変化･推量(èssere)v.i 〜になるだろう              「動詞」 

mólto contrariato", ﾓﾙﾄ･ｺﾝﾄﾗﾘｱﾄ adj. すごく面白くない、不機嫌な            「補語」 

si disse, ｼ･ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr（心の中で）思った                      「動詞句」 

"se ｾ conj.（仮定）もし〜ならば                                         「副詞節」 

vedesse ｳﾞｪﾃﾞｯｾ 接・3 単半(vedére)v.t 見た                         「動詞」 

quésto... ｸｪｽﾄ pron これを、この光景を                          「目的語」 

Farebbe ﾌｧﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･過去における未来予測(fare)v.t（動作を）するだろう「動詞」 

del gran tossire ﾃﾞﾙ･ｸﾞﾗﾝ･ﾄｯｼｰﾚ n.m 大きな咳を                          「目的語」 

e ｴ conj. そして 

fingerebbe di morire ﾌｨﾝｼﾞｪﾚｯﾍﾞ･ﾃﾞｨ･ﾓﾘｰﾚ 条・3 単現･装う･推量(fìngere di+不定詞) 

   v.i 死んだふりをするだろう                                          「動詞句」 

per sfuggire ﾍﾟﾙ･ｽﾌｯｼﾞｰﾚ 不定詞･目的 v.i(a を) 免れるために              「副詞句」 

al ridicolo. ｱﾙ･adv. あざけりを、物笑い                             「間接目的語」 
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Ed ｴﾄﾞ conj. そして 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                         「主語」 

dovrei far ﾄﾞｳﾞﾚｲ･ﾌｧｰﾙ 条・1 単現･必要・過去における未来予測(dovére+不定詞) 

   v.t 〜をしなければならなくなるのだろう                              「動詞句」 

mostra di +不定詞 ﾓｽﾄﾗ･ﾃﾞｨ n.f 〜するふりを                            「目的語」 

curarlo, ｸﾗｰﾙ･ﾛ 不定詞(curare+lo)v.t それを気を配る              「動詞句」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら〜 

se no, ｾ･ﾉ conj. もしそうしなければ                                     「副詞節」 

per umiliarmi, ﾍﾟﾙ･ｳﾐﾘｱﾙ･ﾐ 不定詞･目的 v.t 僕を辱めるために             「副詞句」 

si lascerebbe veraménte morire..." ｼ･ﾗｯｼｪﾚｯﾍﾞ･ｳﾞｪﾗﾒﾝﾃ･ﾓﾘｰﾚ 条・3 単現･推量 

   (lasciarsi+不定詞 morire+ veraménte)v.pr 本当に死ぬだろう            「動詞句」 

   lasciarsi+自動詞の不定詞 「つい〜してしまう」 

 

そして、王子さまはさらに思った： 

E si disse ancóra:                                              E「動詞句」「副詞」 

E ｴ conj. そして 

si disse ｼ･ﾃﾞｯｾ 3 単遠(dirsi)v.pr 心の中で思った                          「動詞句」 

ancóra: ｱﾝｺｰﾗ adv. さらに                                                「副詞」 

 

「この世に唯一の花のおかげで、僕は豊かだと思っていたのに、ごく普通のバラの花を 1 輪

持っているに過ぎないとは．．．」 

"Mi credevo ricco di un fióre unico al mondo, e non possiedo che una qualsìasi ròsa.  

《「動詞句」「補語」e「動詞句」「目的語」》 

"Mi credevo ﾐ･ｸﾚﾃﾞｳﾞｫ 1 単遠(credersi)v.pr 自分を〜だと思っていた        「動詞句」 

ricco ﾘｯｺ adj. 豊かな、恵まれた                                           「補語」 

di un fióre ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ adv.（原因）花のおかげで                  「副詞句」 

unico al mondo, ｳﾆｺ･ｱﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adj. この世でたった一つの    「形容詞句」 

e ｴ conj. そして、しかし 

non possiedo che ﾉﾝ･ﾎﾟｯｼｪﾄﾞ･ｹ 1 単現(possedére+non...che) 

v.t 持っているに過ぎない                                            「動詞句」 

una qualsìasi ròsa. ｳﾅ･ｸゎﾙｼｰｱｼ･ﾛｰｻﾞ n.f ごく普通のバラの花を           「目的語」 

   non possedére che... 「〜を持っているに過ぎない」 

   non éssere che...     「〜であるに過ぎない」 
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あの花や、僕の膝に達する 3 つの火山（その内ひとつは永久に休火山だろう）は、僕を立派

な王子にすることは出来ない。 

Lèi e i miei tre vulcani che mi arrivano alle eginòcchia, e di cui l'uno, fórse, è spènto per 

sèmpre, non fanno di me un prìncipe mólto importante...".  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「補語」 

Lèi ﾚｰｲ pron（ròsa の代用）あの花は                                      「主語」 

e ｴ conj. そして 

i miei tre vulcani ｲ･ﾐｴｲ･ﾄﾚ･ｳﾞﾙｶｰﾆ pl(vulcano).n.m 僕の 3 個の火山は        「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕の                                     「間接目的語」 

arrivano ｱﾘｳﾞｧﾉ 3 複現(arrivare)v.i 届く                    「動詞」 

alle ginòcchia, ｱﾚ･ｼﾞﾉｯｷｱ adv. 膝に                   「間接目的語」 

e ｴ conj. そして 

di cui l'uno, ﾃﾞｨ･ｸｰｲ･ﾙｰﾉ pron その内ひとつは                              「主語」 

fórse, ﾌｫｰﾙｾ adv. おそらく                                           「副詞」 

è ｴ (èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

spènto ｽﾍﾟﾝﾄ adj.（火が）消えた                                     「補語」 

per sèmpre, ﾍﾟﾙ･ｾﾝﾌﾟﾚ adv. 永久に                            「副詞句」 

non fanno ﾉﾝ･ﾌｧﾝﾉ 3 複現･否定(fare)v.t（di を）〜にしない                「動詞句」 

di me ﾃﾞｨ･ﾒ adv. 僕を                                              「間接目的語」 

un prìncipe ｳﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様に                                     「補語」 

mólto importante...". ﾓﾙﾄ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な、立派な           「形容詞句」 

 

そして、草の上に伏せって、王子さまは泣いた。 

E, seduto nell'erba, piangeva.                                  E「副詞句」「動詞」 

E, ｴ conj. そして 

seduto ｾﾄﾞｩｰﾄ 過去分詞･様態(sedére)adv. 腰を下ろして                   「副詞句」 

nell'erba, ﾈ･ﾚﾙﾊﾞ adv. 草の上に                                  「副詞句」 

piangeva. ﾋﾟｱﾝｼﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半(piàngere)v.i 泣いた                          「動詞」 

フランス語版では ： 

そして、草の上に伏せって、王子様は泣いた。 

Et, couché dans l’herbe, il pleura.  

イタリア語では、 

E, sdraiato nell'erba, piangeva. で良いと思う。 

   sdraiarsi ｽﾞﾄﾞﾗｲｱﾙｼ v.pr 寝そべる、横になる 

副詞句では、再帰代名詞は消失している 
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   寝そべる → 横になったり腹ばいになったりする。 

 

 

 

XXI 

 

その時、キツネが現れた。 

In quel momento apparve la vólpe.                         「副詞句」「動詞」「主語」 

In quel momento ｲﾝ･ｸｪﾙ･ﾓﾒﾝﾄ adv. その時                               「副詞句」 

apparve ｱﾊﾟﾙｳﾞｪ 3 単遠(apparire)v.i 現れた                                「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

 

「こんにちは」と、キツネが言った。 

"Buòn giórno", disse la vólpe.                            《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

 

「こんにちは」と、王子さまは丁寧に答えて、振り返った：しかし何も見えなかった。 

"Buòn giórno", rispose gentilménte il pìccolo prìncipe, voltandosi: ma non vide nessuno.  

《「挨拶」》,「動詞」「副詞」「主語」「副詞」：「動詞句」「目的語」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

gentilménte ｼﾞｪﾝﾃｨﾙﾒﾝﾃ adv. ていねいに                                   「副詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 
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voltandosi: ｳﾞｫﾙﾀﾝﾄﾞｼ ジェルンディオ･結果(voltare)v.i そして振り返った      「副詞」 

ma ﾏ conj. しかし 

non vide ﾉﾝ･ｳﾞｨﾃﾞ 3 単遠･否定(vedére)v.t 見えなかった                   「動詞句」 

nessuno. ﾈｯｽｰﾉ pron 何も〜ない                                        「目的語」 

 

 

 

「ここにいるよ」と、声が言った。「リンゴの木の下だよ．．．」 

"Sono qui", disse la vóce, "sótto al mélo..."  

《「動詞」「副詞」》,「動詞」「主語」,《「副詞句」》 

"Sono ｿｰﾉ 1 単現･存在(èssere)v.i 〜にいる                                  「動詞」 

qui", ｸｲ adv. ここに                                                      「副詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vóce, ﾗ･ｳﾞｫｰﾁｪ n.f 声が                                                「主語」 

"sótto ｿｯﾄ prep（位置）〜の下に                                        「副詞句」 

al mélo..." ｱﾙ･ﾒｰﾛ adv. リンゴの木の                             「目的語」 

 

「君は誰なの？」と、王子さまは尋ねた。「君はとてもかわいいね．．．」 

"Chi sèi?" domandò il pìccolo prìncipe, "sèi mólto carino..."  

《「補語」「動詞」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」》 

"Chi ｷ pron 誰                                                          「補語」 

sèi?" ｾｲ 2 単現･疑問文(èssere)v.i 〜なの？                                  「動詞」 
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domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                              「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"sèi ｾｲ 2 単現 (èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

mólto carino..." ﾓﾙﾄ･ｶﾘｰﾉ adj. とてもかわいい                              「補語」 

 

「僕はキツネだよ」と、キツネが言った。 

"Sono una vólpe", disse la vólpe.                  《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

"Sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

una vólpe", ｳﾅ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネ                                          「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

 

「僕と遊ぼうよ！」と、王子さまはキツネに提案した。「僕はこんなにも悲しいんだ．．．」 

"Vieni a giocare con me", le propose il pìccolo prìncipe, sono così triste..."  

《「動詞句」「副詞句」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」》 

"Vieni a giocare ｳﾞｨｴﾆ･ｱ･ｼﾞｮｶｰﾚ 命・2 単現･勧誘(venire a+不定詞) 

   v.i 遊ぼうよ！                                                      「動詞句」 

con me", ｺﾝ･ﾒ adv. 僕と                                                「副詞句」 

le ﾚ pron.f（vólpe の代用）キツネに                                 「間接目的語」 

propose ﾌﾟﾛﾎﾟｰｾﾞ v.t 提案した                                            「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

così triste..." ｺｼ･ﾄﾘｽﾃ adj. こんなにも悲しい                                「補語」 

 

「君とは遊べないよ」と、キツネが言った。「飼いならされていないから」 

"Non posso giocare con te", disse la vólpe, "non sono addomestica".  

《「動詞句」「副詞句」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」》 

"Non posso giocare ﾉﾝ･ﾎﾟｯｿ･ｼﾞｮｶｰﾚ 1 単現･可能･否定(potére+不定詞) 

   v.i 遊べない                                                        「動詞句」 

con te", ｺﾝ･ﾃ adv. 君とは                                               「副詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe, ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

"non sono addomestica". ﾉﾝ･ｿｰﾉ･ｱﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾀ 1 単現･受動.f･否定(addomesticare) 

   v.t 飼いならされていない                                            「動詞句」 
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「ああ、ごめんね！」と、王子さまは言った。 

"Ah! scusa", fece il pìccolo prìncipe.                      《「応答」》,「動詞」「主語」 

"Ah! scusa", ｱｰ･ｽｸｰｻﾞ adv. ああ、ごめんね！                               「応答」 

fece ﾌｪｰﾁｪ 3 単遠(fare)v.t 言った                                          「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

しかし、よく考えてから付け加えた： 

Ma dópo un momento di riflessióne soggiunse:                 Ma「副詞句」「動詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

dópo un momento ﾄﾞｰﾎﾟ･ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv.（時間）時間の後で                 「副詞句」 

di riflessióne ﾃﾞｨ･ﾘﾌﾚｯｼｵｰﾈ adj. 熟考の                         「形容詞句」 

soggiunse: ｿｼﾞｭﾝｾ 3 単遠(soggiùngere)v.t 付け加えた                        「動詞」 

 

「『飼いならす』って、どういう意味なの？」 

"Che còsa vuol dire <addomesticare>?"                《「目的語」「動詞句」「主語」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f どんな事を                                         「目的語」 

vuol dire ｳﾞｵﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現･願望(volére+不定詞)v.t 言おうとする、意味する「動詞句」 

<addomesticare>?" ｱﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾚ 不定詞 n. 飼いならすことは                  「主語」 

 

「君はここの人じゃあないね」と、キツネが言った。「何を探しているの？」 

"Non sèi di quéste parti, tu", disse la vólpe, "che còsa cerchi?"  

《「動詞句」「補語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」》 

"Non sèi ﾉﾝ･ｾｲ 2 単現･否定･疑問文(èssere)v.i 〜でないね？                「動詞句」 

di quéste parti, ﾃﾞｨ･ｸｪｽﾃ･ﾊﾟﾙﾃｨ adj（出身）この地域の出身の                「補語」 

tu", ﾄｩ pron 君は                                                        「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe, ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

"che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                                「目的語」 

cerchi?" ﾁｪﾙｷ 2 単現･疑問文(cercare)v.t 探しているの？                      「動詞」 

 

「人間たちを探しているんだ」と、王子さまは言った。 

"Cerco gli uòmini", disse il pìccolo prìncipe.      《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Cerco ﾁｪﾙｺ 1 単現(cercare)v.t 探している                                  「動詞」 

gli uòmini", ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間たちを                            「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 
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「『飼いならす』って、どういう意味なの？」 

"Che còsa vuol dire <addomesticare>?"                 《「目的語」「動詞句」「主語」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                               「目的語」 

vuol dire ｳﾞｵｵﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現･願望(volére+不定詞)v.t 意味する             「動詞句」 

<addomesticare>?" ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾚ 不定詞 n. 『飼いならす』は                  「主語」 

 

「人間たちは」と、キツネは言った。「銃を持っていて、狩りをするんだ。それは全く迷惑

だね。彼らは雌鶏も飼っている。それが唯一のいいところだ。君は雌鶏を探すのかい？」 

"Gli uòmini" disse la vólpe, "hanno dei fucili e cacciano. È mólto noióso! Allevano anche 

delle galline. È il loro sólo interesse. Tu cerchi delle galline?"  

《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」e「動詞」 

「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」┃「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

"Gli uòmini" ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間たちは                             「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe, ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

"hanno ｱﾝﾉ 3 複現(avére)v.t 持っている                                   「動詞」 

dei fucili ﾃﾞｲ･ﾌﾁｰﾘ pl(fucile).n.m 銃を                                   「目的語」 

e ｴ conj. そして 

cacciano. ｶｯﾁｬﾉ 3 複現(cacciare)v.t 狩りをする                              「動詞」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mólto noióso! ﾓﾙﾄ･ﾉｲｵｰｿ adj. とても迷惑な                                 「補語」 

Allevano ｱｯﾚｳﾞｧﾉ 3 複現(allevare)v.t 飼っている、飼育している              「動詞」 

anche delle galline. ｱﾝｹ･ﾃﾞｯﾚ･ｶﾞﾘｰﾈ pl(gallina).n.f 雌鶏も                 「目的語」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

il loro sólo interesse. ｲﾙ･ﾛｰﾛ･ｿｰﾛ･ｲﾝﾃﾚｯｾ n.m 彼らの唯一のいいところ        「補語」 

Tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

cerchi ﾁｪﾙｷ 2 単現･疑問文(cercare)v.t 探すの？                             「動詞」 

delle galline?" ﾃﾞｯﾚ･ｶﾞﾘｰﾈ pl(gallina).n.f 雌鶏を                         「目的語」 

 

「いや、探さない」と、王子さまは言った。「『飼いならす』って、どういう意味なの？」 

"No", disse il pìccolo prìncipe. "Cerco degli amici. Che còsa vuol dire "<addomesticare>?"  

《「応答」》,「動詞」「主語」┃《「目的語」「動詞句」「主語」》 

"No", ﾉ adv.（否定）いや、探さない                                       「応答」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 
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"Cerco ﾁｪﾙｺ 3 単現(cercare)v.t 探している                                  「動詞」 

degli amici. ﾃﾞｯﾘ･ｱﾐｰﾁ pl(amico).n.m 友達を                             「目的語」 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                               「目的語」 

vuol dire ｳﾞｵｵﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現･願望(volére+不定詞)v.t 意味する             「動詞句」 

<addomesticare>?" ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾚ 不定詞 n. 『飼いならす』は                  「主語」 

 

「それはとても忘れ去られたものだよ。『きずなを創る』ということだよ」 

"È una còsa da mólto dimenticata. Vuol dire <creare dei legami>..."  

《「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

una còsa ｳﾅ･ｺｰｻ n.f 事                                                   「補語」 

da ﾀﾞ prep（原因）〜のために、〜によって                        「副詞句」 

mólto dimenticata. ﾓﾙﾄ･ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾀ 過去分詞.f(dimenticare) 

adj. とても忘れ去られた                              「形容詞句」 

Vuol dire ｳﾞｵﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現･願望(volére+不定詞)v.t 意味する              「動詞句」 

<creare ｸﾚｱｰﾚ 不定詞 v.t 『創り出す』こと                               「目的語」 

dei legami>..." ﾃﾞｲ･ﾚｶﾞｰﾐ pl(legame).n.m きずなを                「目的語」 

 

「きずなを創る？」 

"Creare dei legami?"                                             「動詞」「目的語」 

"Creare ｸﾚｱｰﾚ 不定詞 v.t 創り出す                                         「動詞」 

dei legami?" ﾃﾞｲ･ﾚｶﾞｰﾐ pl(legame).n.m きずなを                         「目的語」 

 

「そうだよ」と、キツネは言った。「君は、僕にとっては、まだ 10 万人の少年に良く似た 1

人の少年に過ぎない。だから、僕は君を必要としていない」 

"Cèrto", disse la vólpe. "Tu, fino ad óra, per me, non sèi che un ragazzino uguale a 

centomila ragazzini. E non ho bisógno di te.  

《「応答」》,「動詞」「主語」,《「主語」「副詞句」「間接目的語」「動詞句」「補語」 

E「動詞句」「目的語」》 

"Cèrto", ﾁｪｰﾙﾄ adv.（肯定）もちろん、そうだ                               「応答」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネは                                           「主語」 

"Tu, ﾄｩ pron 君は                                                       「主語」 

fino ad óra, ﾌｨﾉ･ｱ･ﾄﾞﾗ adv. まだ、今まで、これまで                      「副詞句」 

per me, ﾍﾟﾙ･ﾒ adv. 僕にとって                                      「間接目的語」 

non sèi ﾉﾝ･ｾｰｲ 2 単現･否定(èssere)v.i(che) 〜にすぎない                   「動詞句」 
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che ｹ conj.（比較）〜以上または以下ということ                            「補語」 

un ragazzino ｳﾝ･ﾗｶﾞｯﾂｨｰﾉ n.m（ragazzo+ -ino）少年                「目的語」 

uguale ｳｸﾞﾜｰﾚ adj.（a に）似たような                     「形容詞」 

a centomila ragazzini. ｱ･ﾁｪﾝﾄﾐﾗ･ﾗｶﾞﾁｰﾆ 

 adv. 10 万人の少年に                       「間接目的語」 

E ｴ conj. そして 

non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t 〜がない                               「動詞句」 

bisógno ﾋﾞｿﾞﾝﾆｮ n.m 必要性                                            「目的語」 

di te. ﾃﾞｨ･ﾃ adj. 君の                                          「形容詞句」 

 

「それに、君だって僕を必要としていない。僕は 10 万匹のキツネに良く似た 1 匹のキツネ

に過ぎないんだ。だけど、もし君が僕を飼いならせば、僕たちはお互いが必要になるだろう。」 

E neppure tu hai bisógno di me. Io non sono per te che una vólpe uguale a centomila 

volpi. Ma se tu mi addomestichi, nói avremo bisógno l'uno dell'altro.  

《E「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」「補語」 

Ma「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

E ｴ conj. そして 

neppure tu ﾈｯﾌﾟｰﾚ･ﾄｩ pron 君だって〜ない                                「主語」 

hai ｱｲ 2 単現･否定文(avére)v.t 〜がない                                   「動詞」 

bisógno ﾋﾞｿﾞﾝﾆｮ n.m 必要性                                            「目的語」 

di me. ﾃﾞｨ･ﾒ adj. 僕の                                        「形容詞句」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

non sono ﾉﾝ･ｿｰﾉ 1 単現･否定(èssere)v.i(che) 〜にすぎない                 「動詞句」 

per te ﾍﾟﾙ･ﾃ adv. 君にとって                                       「間接目的語」 

che ｹ conj.（比較）〜以上または以下ということ                            「補語」 

una vólpe ｳﾅ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f 1 匹のキツネ                              「目的語」 

uguale ｳｸﾞゎ-ﾚ n.f よく似た                               「形容詞」 

a centomila volpi. ｱ･ﾁｪﾝﾄﾐﾗ･ｳﾞｫﾙﾋﾟ 

 adv. 10 万匹のキツネに                       「間接目的語」 

Ma ﾏ conj. けれど 

se ｾ conj.（仮定・条件）もし〜ならば                                   「副詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                                 「主語」 

mi ﾐ pron 僕を                                                「目的語」 

addomestichi, ｱｯﾄﾞﾒｽﾃｨｷ 接・2 単現(addomesticare)v.t 飼いならす   「動詞」 

nói ﾉｰｲ porn.pl 僕たちは                                                 「主語」 

avremo ｱｳﾞﾚﾓ 条・1 複現･仮定の帰結･推量(avére)v.t 〜があるようになるだろう「動詞」 
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bisógno ﾋﾞｿﾞﾝﾆｮ n.m 必要性                                            「目的語」 

l'uno dell'altro. ﾙｰﾉ･ﾃﾞﾗﾙﾄﾛ adv. お互いに                                「副詞句」 

 

「君は僕にとって、この世で唯一の存在になるだろう。それに僕だって、君にとってこの世

で唯一の存在になるだろう」 

Tu sarai per me unico al mondo, e io sarò per te unica al mondo".  

《「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」,e「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」》 

Tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

sarai ｻﾗｲ 2 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                            「動詞」 

per me ﾍﾟﾙ･ﾒ adv. 僕にとって                                      「間接目的語」 

unico ｳﾆｺ n.m 唯一の存在                                                「補語」 

al mondo, ｱﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adv. この世で                                  「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                         「主語」 

sarò ｻﾛ 1 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                              「動詞」 

per te ﾍﾟﾙ･ﾃ adv. 君にとって                                       「間接目的語」 

unica ｳﾆｶ adj.f 唯一の存在                                               「補語」 

   「主語」が vólpe（女性名詞）なので、「補語」は性･数一致して女性形になる 

al mondo". ｱﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adv. この世で                                 「副詞句」 

 

「分かってきたよ」と、王子さまは言った。「1 輪の花があって．．．それが、僕を飼いなら

したと思うんだ．．．」 

"Comincio a capire" disse il pìccolo prìncipe. "C'è un fióre... credo che mi abbia 

addomesticato..."  

《「動詞句」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「主語」...「動詞」「目的語」》 

"Comincio a capire" ｺﾐﾝﾁｮ･ｱ･ｶﾋﾟｰﾚ 1 単現･開始(cominciare a+不定詞) 

   v.t 分かってきた                                                    「動詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"C'è ﾁｪ 3 単現･存在(èsserci)v.i 〜がある                                  「動詞句」 

un fióre... ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 1 輪の花が                                        「主語」 

credo ｸﾚﾄﾞ 1 単現(crédere)v.t（che 〜だと）思う                            「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

mi ﾐ pron 僕を                                                 「目的語」 

abbia addomesticato..." ｱｯﾋﾞｱ･ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾄ 接・3 単現･完了形･推量(addomesticare) 

   v.t 飼いならしたのだろう                                      「動詞句」 
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「それはありうる」と、キツネが言った。「地球の上では、どんなことでも起こるんだ．．．」 

"È possìbile", disse la vólpe. "Capita di tutto sulla Tèrra..."  

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「間接目的語」「副詞句」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

possìbile", ﾎﾟｯｼｰﾋﾞﾚ adj. ありうる                                         「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネは                                           「主語」 

"Capita ｶﾋﾟﾀ 非人称･3 単現(capitare)v.h（〜が）起きる                     「動詞」 

di tutto ﾃﾞｨ･ﾄｩｯﾄ adv. すべてについて                               「間接目的語」 

sulla Tèrra..." ｽﾗ･ﾃｰﾗ adv. 地球の上では                                 「副詞句」 

 

「ああ、地球の上の事ではないんだ」と、王子さまは言った。 

"Oh! non è sulla Tèrra", disse il pìccolo prìncipe.  

《「間投」┃「動詞」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

"Oh! ｵｰ int. ああ                                                        「間投」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                  「動詞」 

sulla Tèrra", ｽﾗ･ﾃｰﾗ adv. 地球の上では                                  「副詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

キツネは意味が分かっていないように見えた： 

La vólpe sembrò perplèssa:                                 「主語」「動詞」「補語」 

La vólpe ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネは                                           「主語」 

sembrò ｾﾝﾌﾞﾛ 3 単遠(sembrare)v.i 〜のように見えた                        「動詞」 

perplèssa: ﾍﾟﾙﾌﾟﾚｯｻ adj. あやふやな、途方に暮れた                         「補語」 

 

「他の惑星での話なの？」 

"Su un altro pianéta?"                                                《「副詞句」》 

"Su ｽ prep（位置）〜の上で                                            「副詞句」 

un altro pianéta?" ｳﾝ･ｱﾙﾄﾛ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ n.m 他の惑星                  「目的語」 

 

「そうなんだ」 

"Si".                                                                    「応答」 

"Si". ｼ adv.（肯定）そうだ                                                「応答」 
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「その惑星に、猟師はいるの？」 

"Ci sono dei cacciatóri su quésto pianéta?"              《「動詞句」「主語」「副詞句」》 

"Ci sono ﾁ･ｿｰﾉ 3 複現･存在･疑問文(esserci)v.i 〜がいるの？                「動詞句」 

dei cacciatóri ﾃﾞｲ･ｶｯﾁｬﾄｰﾘ pl(cacciatóre).n.m 猟師は                        「主語」 

su quésto pianéta?" ｽ･ｸｪｽﾄ･ﾋﾟｱﾈｰﾀ adv. その惑星に                       「副詞句」 

 

「いないよ」 

"No".                                                                  《「応答」》 

"No". ﾉ adv.（否定）いないよ                                             「応答」 

 

「それは興味が引かれるなあ。それで、雌鶏はいるの？」 

"Quésto mi interessa. E delle galline?"        《「主語」「目的語」「動詞」┃E「主語」》 

"Quésto ｸｪｽﾄ pron これは                                                「主語」 

mi ﾐ pron 僕の                                                        「目的語」 

interessa. ｲﾝﾃﾚｯｻ 3 単現(interessare)v.t 興味を引く                         「動詞」 

E ｴ conj. それで 

delle galline?" ﾃﾞｯﾚ･ｶﾞﾘｰﾈ pl(gallina).n.f 雌鶏は                            「主語」 

 

「いないよ」 

"No".                                                                  《「応答」》 

"No". ﾉ adv.（否定）いないよ                                             「応答」 

 

「完ぺきな物は無いね」と、キツネは溜息をついた。だが、キツネは自分の考えに戻った。 

"Non c'è niènte di perfetto", sospirò la vólpe. Ma la vólpe ritornò alla sua idea:  

《「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」┃Ma「主語」「動詞」「間接目的語」 

"Non c'è ﾉﾝ･ﾁｪ 3 単現･否定･存在(esserci)v.i 〜がない                      「動詞句」 

niènte ﾆｴﾝﾃ pron 何も〜ない                                             「主語」 

di perfetto", ﾃﾞｨ･ﾍﾟﾙﾌｪｯﾄ adj.（性質）完璧な                     「形容詞句」 

sospirò ｿｽﾋﾟﾛ 3 単遠(sospirare)v.i 溜息をついた                            「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネは                                           「主語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

la vólpe ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネは                                            「主語」 

ritornò ﾘﾄﾙﾉ 3 単遠(ritornare)v.i(a に) 戻った                              「動詞」 

alla sua idea: ｱｯﾗ･ｽｰｱ･ｲﾃﾞｱ adv. 自分の考えに                        「間接目的語」 
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「僕の生活は短調なんだ。僕は雌鶏を追いかける、すると人間たちが僕を追いかける。すべ

ての雌鶏はよく似ているし、すべての人間たちもよく似ている。だから僕はうんざりしてる」 

"La mia vita è monòtona. Io do la càccia alle galline, e gli uòmini danno la càccia a me.  

Tutte le galline si assomigliano, e tutti gli uòmini si assomigliano. E io mi annoio perciò.  

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」, 

e「主語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」 

「主語」「動詞句」,e「主語」「動詞句」┃E「主語」「動詞句」「副詞」》 

"La mia vita ﾗ･ﾐｰｱ･ｳﾞｨｰﾀ n.f 僕の生活は                                   「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

monòtona. ﾓﾉｰﾄﾅ adj(monòtono).f 単調な                                  「補語」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

do ﾄﾞ 1 単現(dare)v.t（動作を）する                                       「動詞」 

la càccia ﾗ･ｶｰｯﾁｬ n.f 追跡、狩り                                    「直接目的語」 

alle galline, ｱｯﾚ･ｶﾞｯﾘｰﾈ adv. 雌鶏に対して                           「間接目的語」 

e ｴ conj.（結果）すると 

gli uòmini ﾘ･ｳｵｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間たちは                               「主語」 

danno ﾀﾞﾝﾉ 3 複現(dare)v.t（動作を）する                                 「動詞」 

la càccia ﾗ･ｶｰｯﾁｬ n.f 追跡、狩り                                    「直接目的語」 

a me. ｱ･ﾒ adv. 僕に対して                                          「間接目的語」 

Tutte le galline ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ｶﾞｯﾘｰﾈ pl(gallina).n.f すべての雌鶏は                「主語」 

si assomigliano, ｼ･ｱｯｿﾐﾘｱﾉ 3 複現(assomigliarsi)v.pr（相互に）良く似ている「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

tutti gli uòmini ﾄｩｯﾃｨ･ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m すべての人間たちは            「主語」 

si assomigliano. ｼ･ｱｯｿﾐﾘｱﾉ 3 複現(assomigliarsi)v.pr（相互に）良く似ている「動詞句」 

E ｴ conj.（結論）それで 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

mi annoio ﾐ･ｱﾝﾉｲｵ 1 単現(annoiarsi)v.pr うんざりしている                「動詞句」 

perciò. ﾍﾟﾙﾁｮ conj. だから                                                「副詞」 

 

「けれど、もし君が僕を飼いならしてくれたら、僕の生活は明るく照らされたみたいになる

だろう。そして僕は、他のどんな足音とも違う足音を聞き分けられるようになるだろう。」 

Ma se tu mi addomestichi, la mia vita sarà illuminata. Conoscerò un rumóre di passi che 

sarà divèrso da tutti gli altri.  

《Ma「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

Ma ﾏ conj. けれど 

se ｾ conj.（条件）もし〜ならば                                         「副詞節」 
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tu ﾄｩ pron 君が                                                 「主語」 

mi ﾐ pron 僕を                                                「目的語」 

addomestichi, ｱｯﾄﾞﾒｽﾃｨｷ 2 単現(addomesticare)v.t 飼いならす       「動詞」 

la mia vita ﾗ･ﾐｰｱ･ｳﾞｨｰﾀ n.f 僕の生活は                                    「主語」 

sarà ｻﾗ 3 単未･推量･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                         「動詞」 

illuminata. ｲﾙﾐﾅｰﾀ adj(illuminato).f 明るく照らされた                      「補語」 

Conoscerò ｺﾉｼｪﾛ 1 単未･推量･変化(conóscere) 

v.t 聞き分けられるようになるだろう                                    「動詞」 

un rumóre di passi ｳﾝ･ﾙﾓｰﾚ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｯｼ n.m 足音を                        「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

sarà ｻﾗ 3 単未･推量･変化(èssere)v.i 〜に変わる             「動詞」 

divèrso ﾃﾞｨｳﾞｪﾙｿ adj. 違う、異なる                        「補語」 

da tutti gli altri. ﾀﾞ･ﾄｩｯﾃｨ･ﾘ･ｱﾙﾄﾘ 

 adv.（比較）他のどんな音とも                   「副詞句」 

 

「他の足音は僕を地面の下に隠れさせる。君の足音は、音楽のように、僕を巣穴から呼び出

すだろう。」 

Gli altri passi mi fanno nascondere sótto tèrra. Il tuo, mi farà uscire dalla tana, cóme 

una mùsica.   《「主語」「目的語」「動詞」「補語」┃「主語」「目的語」「動詞」「補語」》 

Gli altri passi ﾘ･ｱﾙﾄﾘ･ﾊﾟｯｼ pl(passo).n.m 他の足音は                       「主語」 

mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

fanno ﾌｧﾝﾉ 3 複現･使役(fare)v.t(SVO+不定詞) 〜させる                      「動詞」 

nascondere ﾅｽｺﾝﾃﾞﾚ 不定詞･mi の動作 v.t 隠す                             「補語」 

sótto tèrra. ｿｯﾄ･ﾃｯﾗ adv. 地面の下に                               「副詞句」 

Il tuo, ｲﾙ･ﾄｩｰｵ pron 君の足音は                                           「主語」 

mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

farà ﾌｧﾗ 3 単未･推量･使役(fare)v.t(SVO+不定詞) 〜させるだろう             「動詞」 

uscire ｳｯｼｰﾚ 不定詞･mi の動作 v.i 出る                                    「補語」 

dalla tana, ﾀﾞｯﾗ･ﾀｰﾅ adv.（起点）巣穴から                         「副詞句」 

cóme una mùsica. ｺｰﾒ･ｳﾅ･ﾑｰｼﾞｶ adv.（類似）音楽のように          「副詞句」 

 

「そしてそれから、見てごらん！あそこに、小麦畑が見えるだろ？僕はパンは食べない。だ

から小麦は僕にとっては役に立たない。」 

E pòi, guarda! Vedi, laggiu' in fondo, dei campi di grano? Io non mangio il pane e il grano, 

per me è inùtile.《E「副詞」「動詞」┃「動詞」「副詞句」「目的語」 

「主語」「動詞句」「目的語」e「主語」「間接目的語」「動詞」「補語」》 
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E ｴ conj. そして 

pòi, ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

guarda! ｸﾞゎﾙﾀﾞ 命・2 単現(guardare)v.t 見てごらん！                      「動詞」 

Vedi, ｳﾞｪﾃﾞｨ 2 単現･疑問文･確認(vedére)v.i 見えるだろう？                  「動詞」 

laggiu' in fondo, ﾗｯｼﾞｭ･ｲﾝ･ﾌｫﾝﾄﾞ adv. あそこに                           「副詞句」 

dei campi di grano? ﾃﾞｲ･ｶﾝﾋﾟ･ﾃﾞｨ･ｸﾞﾗｰﾉ pl(campo).n.m 小麦畑が          「目的語」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

non mangio ﾉﾝ･ﾏﾝｼﾞｮ 1 単現･否定(mangiare)v.t 食べない                  「動詞句」 

il pane ｲﾙ･ﾊﾟｰﾈ n.m パンを                                             「目的語」 

e ｴ conj. だから 

il grano, ｲﾙ･ｸﾞﾗｰﾉ n.m 小麦は                                            「主語」 

per me ﾍﾟﾙ･ﾒ adv. 僕にとっては                                    「間接目的語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

inùtile. ｲﾇｰﾁﾚ adj. 役に立たない                                          「補語」 

 

「小麦畑は僕に何も思い出させてくれない。だから、それは悲しいことだよ。けれど、君は

金色の髪をしている。それで、君が僕を飼いならしたら、素晴らしいことになるよ。」 

I campi di grano non mi ricordano nulla. E quésto è triste! Ma tu hai dei capélli color 

dell'òro. Allóra sarà meraviglióso quando mi avrai addomesticato.  

《「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」┃E「主語」「動詞」「補語」 

Ma「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞」「主語」「動詞」「補語」「副詞節」》 

I campi di grano ｲ･ｶﾝﾋﾟ･ﾃﾞｨ･ｸﾞﾗｰﾉ pl(campo).n.m 小麦畑は                 「主語」 

non ...ricordano ﾉﾝ...ﾘｺﾙﾀﾞﾉ 3 複現･否定(ricordare)v.t 思い出させない       「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

nulla. ﾇｯﾗ pron 何も〜ない                                         「直接目的語」 

E ｴ conj.（帰結）だから、したがって 

quésto ｸｪｽﾄ pron そのことは                                             「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

triste! ﾄｩﾘｽﾃ adj. 悲しい                                                 「補語」 

Ma ﾏ conj.（対立）けれど 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

hai ｱｲ 2 単現(avére)v.t（特徴）〜をしている                               「動詞」 

dei capélli ﾃﾞｲ･ｶﾍﾟｯﾘ pl(capéllo).n.m 髪を                               「目的語」 

color dell'òro. ｺﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ﾛｰﾛ adj. 金色の                         「形容詞句」 

   color di... 「〜色の」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv.（条件）それでは、そうすると                            「副詞」 
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sarà ｻﾗ ｻﾗ 3 単未･推量･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                      「動詞」 

meraviglióso ﾒﾗｳﾞｨﾘｮｰｿ adj. 素晴らしい                                   「補語」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj.（条件）〜すると、〜の時に                         「副詞節」 

mi ﾐ pron 僕を                                                「目的語」 

avrai addomesticato. ｱｳﾞﾗｲ･ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾄ 2 単未･完了形(addomesticare) 

v.t 飼いならした                                             「動詞句」 

 

「金色の小麦は、僕に君のことを思い出させるだろうな。そうすると、僕は小麦畑を吹き抜

ける風の音が好きになるだろうな．．．」キツネは黙り込んで、しばらく王子様を見つめた。 

Il grano, che è dorato, mi farà pensare a te. E amerò il rumóre del vènto nel grano..."  

La vólpe tacque e guardò a lungo il pìccolo prìncipe:  

《「主語」「目的語」「動詞」「補語」》,「主語」「動詞」e「動詞」「副詞句」「目的語」 

Il grano, ｲﾙ･ｸﾞﾗｰﾉ n.m 小麦は                                            「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                              「動詞」 

dorato, ﾄﾞﾗｰﾄ adj. 金色の                                  「補語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                        「目的語」 

farà ﾌｧﾗ 3 単未･推量･使役(fare)v.t 〜させるだろう                          「動詞」 

pensare ﾍﾟﾝｻｰﾚ 不定詞･mi の動作 v.i 思い起こす、思い出す                  「補語」 

a te. ｱ･ﾃ adv. 君の事を                                        「間接目的語」 

E ｴ conj. そして 

amerò ｱﾒﾛ 1 単未･推量(amare)v.t 好きになるだろう                         「動詞」 

il rumóre ｲﾙ･ﾙﾓｰﾚ n.m ざわめき、物音                                  「目的語」 

del vènto nel grano..." ﾃﾞﾙ･ｳﾞｪｰﾝﾄ･ﾈﾙ･ｸﾞﾗｰﾉ 

 adj. 小麦畑を吹き抜ける風の                               「形容詞句」 

La vólpe ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネは                                           「主語」 

tacque ﾀｯｹ 3 単遠(tacére)v.i 黙った                                        「動詞」 

e ｴ conj. そして 

guardò ｸﾞゎﾙﾄﾞ 3 単遠(guardare)v.t 見つめた                              「動詞」 

a lungo ｱ･ﾙﾝｺﾞ adv. 長い間                                             「副詞句」 

il pìccolo prìncipe: ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様を                       「目的語」 

 

「お願いだから．．．僕を飼いならしておくれよ！」と、キツネは言った。 

"Per favore... addomesticami", disse.                 《「依頼」...「動詞句」》,「動詞」 

"Per favore... ﾍﾟﾙ･ﾌｧｳﾞｫｰﾚ adv.（懇願）お願いだから．．．                    「依頼」 

addomesticami", ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶ･ﾐ 命・2 単現(addomesticare+mi) 
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   v.t 僕をかいならしておくれよ                                        「動詞句」 

disse. ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

 

「喜んで、そうしたいよ」と、王子さまは言った。「だけど、あまり時間が無いんだ。友達

を見つけなければならないし、たくさんの事を知らなければならないんだ。」 

"Volentieri", disse il pìccolo prìncipe, "ma non ho mólto tèmpo, pero. Ho da scoprire degli 

amici, e da conóscere molte còse".  

《「応答」》,「動詞」「主語」, 

《ma「動詞句」「目的語」,pero┃「動詞句」「目的語」,e「動詞句」「目的語」》 

"Volentieri", ｳﾞｫﾚﾝﾁｪｰﾘ adv.（意向）喜んでそうしたいよ！                   「応答」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"ma ﾏ conj. しかし 

non ho ﾉ･ﾉ 1 単現･否定(avére)v.t 〜がない                               「動詞句」 

mólto tèmpo, ﾓﾙﾄ･ﾃﾝﾎﾟ n.m（否定文で）あまり時間が〜ない               「目的語」 

pero. ﾍﾟﾛ conj.（強い反意）しかし、残念だが 

Ho da scoprire ｵ･ﾀﾞ･ｽｺﾌﾟﾘｰﾚ 1 単現･必要(avére da+不定詞 scoprire) 

   v.t 〜を見つけなければならない                                      「動詞句」 

degli amici, ﾃﾞﾘ･ｱﾐｰﾁ pl(amico).n.m 友達を                              「目的語」 

e ｴ conj. そして 

da conóscere ﾀﾞ･ｺﾉｯｼｪﾚ 1 単現･必要(avére da+不定詞 conóscere) 

   v.t 〜を知らなければならない                                        「動詞句」 

molte còse". ﾓﾙﾃ･ｺｰｾﾞ pl(còsa).n.f 多くの事を                            「目的語」 

 

「人は、飼いならさなければ僕たちの事はわからない」と、キツネが言った。 

"Non ci conoscono che le còse che si addomesticano", disse la vólpe.  

《「動詞句」「副詞節」》,「動詞」「主語」 

"Non ci conoscono ﾉﾝ･ﾁ･ｺﾉｽｺﾉ 3 複現･否定(conóscere)v.t 私たちを知らない  「動詞句」 

che ｹ +接続法 conj.（譲歩）〜する限りは．．．                            「副詞節」 

le còse ﾚ･ｺｰｾﾞ pl(còsa).n.f 物事が                                  「主語」 

（sìa ｼｱ 接・3 複現･仮定･省略(èssere)v.i 〜である                  「動詞」） 

che ｹ conj. 〜ということ                                         「補語」 

si addomesticano", ｼ･ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶﾉ 3 複現(addomesticarsi) 

v.pr 飼いならす                                        「動詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネは                                           「主語」 
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   (Sìa) che tu venga o (sìa) che non venga, non cambieràla cosa. 

                                君が来ても来なくとも、事態は変わらないだろう。 

 

「人間たちは、何かを見極めている時間がもうないから、なんでも出来上がったものを買っ

てくるんだ。だけど、友達を売る商人はいないから、彼らはもう友達を持っていない。もし

君が友達を欲しいなら、僕を飼いならしてよ！」 

"Gli uòmini non hanno più tèmpo per conóscere nulla. Comprano dai mercanti le còse già 

fatte. Ma siccóme non esistono mercanti di amici, gli uòmini non hanno più amici. Se tu 

vuoi un amico addomesticami!"  

《「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞句」「目的語」 

Ma「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」》 

"Gli uòmini ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間は                                  「主語」 

non hanno ﾉﾝ･ｱﾝﾉ 3 複現･否定(avére)v.t 〜がない                         「動詞句」 

più ﾋﾟｳ adv. もう                                                「副詞」 

tèmpo ﾃｰﾝﾎﾟ n.m 時間が                                               「目的語」 

per conóscere ﾍﾟﾙ･ｺﾉｯｼｪﾚ adv.（目的）見極めるための             「副詞句」 

nulla. ﾇｯﾗ pron. 何かを                                  「目的語」 

Comprano ｺﾝﾌﾟﾗﾉ 3 複現(comprare)v.t 買ってくる                          「動詞」 

dai mercanti ﾀﾞｲ･ﾒﾙｶﾝﾃｨ adv.(mercante)（手段）商人から                 「副詞句」 

le còse ﾚ･ｺｰｾﾞ pl(còsa).n.f 物を                                         「目的語」 

già fatte. ｼﾞｬ･ﾌｧｯﾃ adj(fatto).f.pl すでに出来上がった           「形容詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

siccóme ｼｯｺｰﾒ conj.（原因・理由）〜なので                              「副詞節」 

non esistono ﾉﾝ･ｴｼﾞｽﾄﾉ 3 複現･存在･否定(esistere)v.i 〜はいない   「動詞句」 

mercanti ﾒﾙｶﾝﾃｨ pl(mercante).n.m 商人は                          「主語」 

di amici, ﾃﾞｨ･ｱﾐｰﾁ adj. 友達を売る                       「形容詞句」 

gli uòmini ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間たちは                               「主語」 

non hanno ﾉﾝ･ｱﾝﾉ 3 複現･否定(avére)v.t 持っていない                     「動詞句」 

più ﾋﾟｳ adv.（否定文で）もう〜ない                               「副詞」 

amici. ｱﾐｰﾁ pl(amico).n.m 友達を                                       「目的語」 

Se ｾ conj.（条件）もし〜ならば                                         「副詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                                  「主語」 

vuoi ｳﾞｵｲ 2 単現(volére)v.t 望む                                    「動詞」 

un amico ｳﾝ･ｱﾐｰｺ n.m 友達を                                   「目的語」 

addomesticami!" ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶ･ﾐ 命・2 単現･依頼(addomesticare+mi) 

   v.t 僕を飼いならしてよ！                                              「依頼」 
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「何をしなければいけないの？」と、王子さまは尋ねた。 

"Che còsa bisogna fare?" domandò il pìccolo prìncipe.  

《「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                               「目的語」 

bisogna fare?" ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ･ﾌｧｰﾚ 非人称･3 単現･必要･疑問文(bisognare+不定詞) 

   v.h しなければならないの？                                          「動詞句」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                              「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「非常に辛抱強くなければいけない」と、キツネが答えた。「最初は、僕から少し離れて、

こんな風に草の中に座るんだよ」 

"Bisogna essere mólto pazienti", rispose la vólpe. "In principio tu ti sederai un po' lontano 

da me, così, nell'erba.  

《「動詞句」「補語」》,「動詞」「主語」,《「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」》 

"Bisogna essere ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ･ｴｯｾﾚ 非人称･3 単現･必要(bisognare+不定詞) 

   v.i 〜でいなければならない                                          「動詞句」 

mólto pazienti", ﾓﾙﾄ･ﾊﾟﾁｴﾝﾁ adj(paziente).pl 非常に辛抱強い                「補語」 

rispose ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

"In principio ｲﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾁｰﾋﾟｵ adv. 最初は                                  「副詞句」 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

ti sederai ﾁ･ｾﾃﾞﾗｲ 2 単未･命(sedersi)v.i 座りなさい                       「動詞句」 

un po' lontano ｳﾝ･ﾎﾟ･ﾛﾝﾀｰﾉ adv. 少し遠くに                              「副詞句」 

da me, ﾀﾞ･ﾒ adv.（起点）僕から                                  「副詞句」 

così, nell'erba. ｺｼ･ﾈﾚﾙﾊﾞ adv. こんな風に草の中に                         「副詞句」 
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「僕は横目で君を見るよ。その時、君は何も言ってはいけないよ。言葉は誤解のもとになる

からね。けれど、毎日、少しづつ近くに座れるようになるよ．．．」 

Io ti guarderò con la coda dell'òcchio e tu non dirai nulla. Le paròle sono una fonte di 

malintesi. Ma ogni giórno tu potrai sederti un po' più vicino..."  

《「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」e「主語」「動詞句」「目的語」 

「動詞」「補語」「主語」┃Ma「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

ti ﾁ pron 君を                                                         「目的語」 

guarderò ｸﾞゎﾙﾃﾞﾛ 1 単未･意志(guardare)v.t 見るだろう                     「動詞」 

con la coda dell'òcchio ｺﾝ･ﾗ･ｺﾀﾞ･ﾃﾞﾛｯｷｵ adv.（手段）横目で                「副詞句」 

   coda dell'òcchio 「目じり」 

e ｴ conj. そして 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

non dirai ﾉﾝ･ﾃﾞｨﾗｲ 2 単未･命･否定(dire)v.t 言うな、言わない              「動詞句」 

nulla. ﾇｯﾗ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

Le paròle ﾚ･ﾊﾟﾛｰﾚ pl(paròla).n.f 言葉は                                    「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

una fonte ｳﾅ･ﾌｫﾝﾃ n.f 原因                                               「補語」 

di malintesi. ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾝﾃｰｼﾞ adj. 誤解の                            「形容詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

ogni giórno ｵﾝﾆ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. 毎日                                         「副詞句」 

tu ﾄｩ pron 君は                                                          「主語」 

potrai sederti ﾎﾟﾄﾗｲ･ｾﾃﾞｰﾙ･ﾃｨ 2 単未･可能･推量(potére+不定詞) 

   v.pr 座れるようになるだろう                                         「動詞句」 

un po' più vicino..." ｳﾝ･ﾎﾟ･ﾋﾟｳ･ｳﾞｨﾁｰﾉ adv.（程度）少し近くに             「副詞句」 

 

翌日、王子さまは戻って来た。 

Il pìccolo prìncipe ritornò l'indomani.                      「主語」「動詞」「副詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

ritornò ﾘﾄﾙﾉ 3 単遠(ritornare)v.i 戻った                                    「動詞」 

l'indomani. ﾘﾝﾄﾞﾏｰﾆ adv.（定冠詞を付けて）翌日に                       「副詞句」 

 

「同じ時刻に来た方が良かっただろうね」と、キツネが言った。 

"Sarebbe stato mèglio ritornare alla stéssa óra", disse la vólpe.  

《「動詞句」「補語」「主語」》,「動詞」「主語」 

"Sarebbe stato ｻﾚｯﾍﾞ･ｽﾀｰﾄ 条・3 単現･完了形･推量(èssere)v.i 〜だっただろう「動詞句」 
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mèglio ﾒｰﾘｵ adj. もっと良い                                              「補語」 

ritornare ﾘﾄﾙﾅｰﾚ 不定詞 n. 来ることは                                     「主語」 

alla stéssa óra", ｱｯﾗ･ｽﾃｯｻ･ｵｰﾗ adv. 同じ時間に                      「副詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(ぢれ)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

 

「例えば、君がいつも午後 4 時に来るとすると、3 時になると、僕は嬉しくなり始めるだろ

う。そして、時間がたつにつれて僕の幸福感は増すだろう」 

"Se tu vieni, per esèmpio, tutti i pomeriggi alle quattro, dalle tre io comincerò ad essere 

felice. Col passare dell'óra auménterà la mia felicità.  

《「副詞節」,「副詞句」「主語」「動詞句」「補語」┃「副詞句」「動詞」「主語」》 

"Se ｾ conj.（+直説法：十分に起こりうる仮定）もし〜ならば               「副詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                                  「主語」 

vieni, ｳﾞｨｴﾆ 2 単現(venire)v.i 来る                                 「動詞」 

per esèmpio, ﾍﾟﾙ･ｴｾﾞﾝﾋﾟｵ adv. 例えば                            「副詞句」 

tutti i pomeriggi ﾄｩｯﾃｨ･ｲ･ﾎﾟﾒﾘｯｼﾞ pl(pomeriggio).n.m 毎日午後に   「副詞句」 

alle quattro, ｱｯﾚ･ｸゎﾄﾛ adv. 4 時に                        「副詞句」 

dalle tre ﾀﾞｯﾚ･ﾄﾚ adv.（時間の起点）3 時から                            「副詞句」 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

comincerò ad essere ｺﾐﾝﾁｪﾛ･ｱﾄﾞ･ｴｯｾﾚ 1 単未･開始･推量(cominciare a+不定詞) 

   v.i 〜になり始めるだろう                                            「動詞句」 

felice. ﾌｪﾘｰﾁｪ adj. 幸せな、嬉しい                                        「補語」 

Col passare dell'óra ｺﾙ･ﾊﾟｯｻｰﾚ･ﾃﾞｯﾛｰﾗ  

adv.（con+定冠詞+不定詞）時間が経つうちに                          「副詞句」 

   el passare は名詞句「経過」 dell'óra は形容詞句「時間の」 

auménterà ｱｳﾒﾝﾃﾗ 3 単未(aumentare)v.i 増加するだろう                    「動詞」 

la mia felicità. ﾗ･ﾐｰｱ･ﾌｪﾘﾁﾀ n.f 僕の幸福感は                               「主語」 

se 仮定の種類 

se+直説法･現在または未来 

 現在･未来に十分起こりうる仮定（主節に）直説法・現在または未来 

se+接続法･半過去 

現在･未来に起こるかも知れない仮定（主節に）条件法現在 

se+接続法･半過去 

 現在の事実に反する仮定（主節に）条件法現在または過去 

se+接続法･大過去 

 過去の事実に反する仮定（主節に）条件法現在または過去 
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参考：口語では「se+直説法半過去, （主節に）直説法半過去」の形も用いられる。 

   Se partivi prima, non avevi quéste difficolta. 

                もし前に出発していたならば、こんな面倒にでくわさなかったはずだ。 

 

「4 時になると、そわそわして、不安になってくる。僕は幸福の代償に気付くだろう。」 

Quando saranno le quattro, incomincerò ad agitarmi e ad inquietarmi; scoprirò il prèzzo 

della felicità!                             《「副詞節」,「動詞句」；「動詞」「目的語」》 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

saranno ｻﾗﾝﾉ 3 複未･変化(èssere)v.i 〜になる                       「動詞」 

le quattro, ﾚ･ｸゎｯﾄﾛ pl.n.f（le óre quattro の略）4 時                「補語」 

incomincerò +a+不定詞 ｲﾝｺﾐﾝﾝﾁｪﾛ(incominciare a+不定詞)v.t 〜し始めるだろう「動詞句」 

ad agitarmi ｱﾄﾞ･ｱｼﾞﾀｰﾙﾐ 不定詞(agitarsi)v.pr 興奮する、不安になる  「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

ad inquietarmi; ｱﾄﾞ･ｲﾝｸｨｴﾀﾙﾐ 不定詞(inquietarsi)v.pr そわそわする  「動詞句」 

scoprirò ｽｺﾌﾟﾘﾛ 1 単未(scoprire)v.t 気付くだろう                            「動詞」 

il prèzzo ｲﾙ･ﾌﾟﾚｯﾂｫ n.m 代価、代償                                     「目的語」 

della felicità! ﾃﾞｯﾗ･ﾌｪﾘﾁﾀ adj. 幸福の                           「形容詞句」 

 

「けれども、もし君がいつか分からない時にやって来るとしたら、僕は何時に心の準備をし

たらよいか分からなくなるだろう．．．儀礼が必要なんだよ」 

Ma se tu vieni non si sa quando, io non saprò mai a che óra prepararmi il cuòre... Ci 

vogliono i riti".      《Ma「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「主語」》 

Ma ﾏ conj. しかし 

se ｾ conj.（仮定）もし〜ならば                                            「副詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                                   「主語」 

vieni ｳﾞｨｴﾆ 2 単現(venire)v.i 来る、やって来る                      「動詞」 

non si sa ﾉﾝ･ｼ･ｻ 3 単現･再帰受動･否定(sapersi) 

adj. 知らされていない                              「形容詞句」 

quando, ｸゎﾝﾄﾞ adv. 時に                                       「副詞句」 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                         「主語」 

non saprò mai ﾉﾝ･ｻﾌﾟﾛ･ﾏｰｲ 1 単未･否定(sapére)v.t 決して分からないだろう 「動詞句」 

a che óra+不定詞 ｱ･ｹ･ｵﾗ conj. 何時に〜するべきかということを           「目的語」 

prepararmi ﾌﾟﾚﾊﾟﾗﾙ･ﾐ 不定詞(prepararsi) 

v.pr（義務）準備するべきである                            「形容詞句」 

il cuòre... ｲﾙ･ｸｫｰﾚ n.m 心を                           「目的語」 

Ci vogliono ﾁ･ｳﾞｫﾘｮﾉ 3 複現･必要･非人称(volerci)v.i 〜が必要である        「動詞句」 
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i riti". ｲ･ﾘｰﾃｨ pl(rito).n.m 儀礼、風習、習わし                             「主語」 

儀礼 

慣習によってその形式（時間・服装・所作・献上品･音楽など）が整えられている礼式。 

 

「儀礼って、何？」と、王子さまが言った。 

"Che còs'è un rito?" disse il pìccolo prìncipe. 《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」 

"Che còs' ｹ･ｺｰｻ n.f 何？                                                  「補語」 

è ｴ (èssere)v.i 〜である                                                  「動詞」 

un rito?" ｳﾝ･ﾘｰﾄ n.m 儀礼とは                                            「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「これも、はるか昔に忘れ去られた何かだよ」と、キツネが言った。 

"Anche quésta è una còsa da tèmpo dimenticata", disse la vólpe.  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

"Anche quésta ｱﾝｹ･ｸｪｽﾀ pron.f（còsa に性･数一致）これも                  「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

una còsa ｳﾅ･ｺｰｻ n.f ある物、何か                                         「補語」 

da tèmpo ﾀﾞ･ﾃﾝﾎﾟ adv. ずっと前から                        「副詞句」 

dimenticata", ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾀ 過去分詞･受動(dimenticare)adj.f 忘れられた 「形容詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネは                                           「主語」 
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「それは、ある 1 日を他の人は違うものに変えたり、ある時間を他の時間とは違うものに

変えるものだよ。たとえば、狩人たちの所には儀礼があるんだ」 

"È quéllo che fa un giórno divèrso dagli altri giórni, un'óra dalle altre óre. C'è un rito, per 

esèmpio, prèsso i miei cacciatóri.      《「動詞」「補語」┃「動詞句」「主語」「副詞句」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

quéllo ｸｪｯﾛ pron それ                                                    「補語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

fa ﾌｧ 3 単現(fare)v.t 〜に変える                            「動詞」 

un giórno ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ n.m ある 1 日を                      「目的語」 

divèrso ﾃﾞｨｳﾞｪｰﾙｿ adj. 異なる                             「補語」 

dagli altri giórni, ﾀﾞｯﾘ･ｱﾙﾄﾘ･ｼﾞｮﾙﾆ 

 adv.（分離）他の日々から                      「副詞句」 

un'óra ｳ･ﾉｰﾗ n.f ある時間を                             「目的語」 

dalle altre óre. ﾀﾞｯﾚ･ｱﾙﾄﾚ･ｵｰﾚ 

 adv.（分離）他の時間から                     「副詞句」 

C'è ﾁｪ 3 単現(esserci)v.i 〜がある                                       「動詞句」 

un rito, ｳﾝ･ﾘｰﾄ n.m 儀礼が                                               「主語」 

per esèmpio, ﾍﾟﾙ･ｴｾﾞｰﾝﾋﾟｵ adv. 例えば                                  「副詞句」 

prèsso ﾌﾟﾚｯｿ prep（場所）〜の所には                                   「副詞句」 

i miei cacciatóri. ｲ･ﾐｴｲ･ｶｯﾁｬﾄｰﾘ pl(cacciatóre).n.m 狩人たち       「目的語」 

 

「木曜日には、村の娘たちとダンスをする。そうすると、木曜日は素晴らしい 1 日になる。

僕はブドウ畑まで散歩に行く。」 

Il giovedi ballano con le ragazze del villàggio. Allóra il giovedi è un giórno meraviglióso! 

Io mi spingo sino alla vigna.  

《「副詞句」「動詞」「副詞句」┃「副詞」「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Il giovedi ｲﾙ･ｼﾞｮｳﾞｪﾃﾞｨ adv. 木曜日には                                 「副詞句」 

ballano ﾊﾞｰﾗﾉ 3 複現(ballare)v.i ダンスをする                              「動詞」 

con le ragazze ｺﾝ･ﾚ･ﾗｶﾞｯﾂｪ adv. 娘たちと                                「副詞句」 

del villàggio. ﾃﾞﾙ･ｳﾞｨﾗｯｼﾞｮ adj. 村の                           「形容詞句」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. そうすると                                             「副詞」 

il giovedi ｲﾙ･ｼﾞｮｳﾞｪﾃﾞｨ n.m 木曜日は                                     「主語」 

è ｴ 3 単現･変化(èssere)v.i 〜になる                                        「動詞」 

un giórno ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ n.m 1 日                                              「補語」 
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meraviglióso! ﾒﾗｳﾞｨﾘｮｰｿ adj. 素晴らしい                           「形容詞」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

mi spingo ﾐ･ｽﾋﾟﾝｺﾞ 1 単現(spìngersi)v.pr 行く                            「動詞句」 

sino alla vigna. ｼｰﾉ･ｱｯﾗ･ｳﾞｨﾝﾆｬ adv.（場所）ブドウ畑まで                 「副詞句」 

 

「もし狩人たちが、いつでも好きな時にダンスをしたら、毎日が似たり寄ったりになって、

僕は息抜きが出来なくなるだろう」 

Se i cacciatóri ballassero in un giórno qualsìasi, i giórni si assomiglierebbero tutti, e non 

avrei mai vacanza".            《「副詞節」,「主語」「動詞句」,e「動詞句」「目的語」》 

Se ｾ conj.（仮定）もし〜ならば                                         「副詞節」 

i cacciatóri ｲ･ｶﾁｬﾄｰﾘ pl(cacciatóre).n.m 狩人たちが                  「主語」 

ballassero ﾊﾞｯﾗｯｾﾛ 接・3 複半･仮定(ballare)v.i ダンスをする          「動詞」 

in un giórno ｲﾝ･ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. 日に                               「副詞句」 

qualsìasi, ｸｱﾙｼｰｱｼ adj. どの〜でも、いつでも              「形容詞」 

i giórni ｲ･ｼﾞｮﾙﾆ pl(giórno)n.m 1 日が                                      「主語」 

si assomiglierebbero ｼ･ｱｯｿﾐﾘｴﾚｯﾍﾞ 条・3 単現(assomigliarsi)v.pr お互いに似る「動詞句」 

tutti, ﾄｩｯﾃｨ adj. すべての                                          「形容詞」 

e ｴ conj. そして 

non avrei mai ﾉﾝ･ｱｳﾞﾚｲ･ﾏｰｲ 条･1 単現･否定･推量(avére)v.t 〜が無くなるだろう「動詞句」 

vacanza". ｳﾞｧｶﾝﾂｧ n.f 休暇、息抜き                                     「目的語」 
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このようにして、王子さまはキツネを飼いならした。 

Così il pìccolo prìncipe addomesticò la vólpe.         「副詞」「主語」「動詞」「目的語」 

Così ｺｰｼ adv.（様態）このようにして                                      「副詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

addomesticò ｱｯﾄﾞﾒｽﾃｨｺ 3 単遠(addomesticare)v.t 飼いならした               「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネを                                          「目的語」 

 

そして、出発の時が付かづくと： 

E quando l'óra della partènza fu vicina:                                E「副詞節」： 

E ｴ conj. そして 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                                        「副詞節」 

l'óra ﾛｰﾗ n.f 時が                                                「主語」 

della partènza ﾃﾞｯﾗ･ﾊﾟﾙﾃﾝﾂｧ adj. 出発の                  「形容詞句」 

fu ﾌ 3 単線･変化(èssere)v.i 〜になった                             「動詞」 

vicina: ｳﾞｨﾁｰﾅ adj(vicino).f 近い                                   「補語」 

 

「ああ！」と、キツネが言った。「泣き出しそうだよ．．．」 

"Ah!" disse la vólpe, "... piangerò".             《「感嘆」》,「動詞」「主語」,《「動詞」》 

"Ah!" ｱｰ int. ああ！                                                     「感嘆」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe, " ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                          「主語」 

... piangerò". ﾋﾟｱﾝｼﾞｪﾛ 1 単未(piàngere)v.i 泣き出しそうだ                   「動詞」 

 

「それは君自身の責任だよ」と、王子さまは言った。「僕は君に悪いことをしようなんて思

わなかったんだよ。逆に、君の方が僕に飼いならしてほしいって言ったんだよ．．．」 

"La colpa è tua", disse il pìccolo prìncipe, "io, non ti volevo far del male, ma tu hai voluto 

che ti addomesticassi..."  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」,ma「主語」「動詞句」「目的語」》 

"La colpa ﾗ･ｺﾙﾊﾟ n.f 責任は、過ちは                                      「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

tua", ﾄｫｳｰｱ pron.f 君の物、君のせい                                       「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"io, ｲｰｵ pron 僕は                                                       「主語」 

non ...volevo far ﾉﾝ...ｳﾞｫﾚｳﾞｫ･ﾌｧｰﾚ 1 単半･願望･否定(volére+不定詞) 
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   v.t 〜をしようと思わなかった                                        「動詞句」 

ti ﾃｨ pron 君に                                                    「間接目的語」 

del male, ﾃﾞﾙ･ﾏｰﾚ n.m 悪さを                                       「直接目的語」 

ma ﾏ conj. そうではなく 

tu ﾄｩ pron 君が                                                         「主語」 

hai voluto ｱｲ･ｳﾞｫﾙｰﾄ 2 単現･完了形(volére)v.t 望んだ                      「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

ti ﾃｨ pron 君を                                                 「目的語」 

addomesticassi..." ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶｯｼ 接・1 単半･願望(addomesticare) 

v.t 飼いならす                                                「動詞句」 

 

「その通りだよ」と、キツネが言った。 

"È véro", disse la vólpe.                          《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

véro", ｳﾞｪｰﾛ adj. 正しい、本当の                                          「補語」 

disse ﾃﾞｨｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                          「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

 

「それでも、泣き出しそうなんだろ？」と、王子さまは言った。 

"Ma piangerai!" disse il pìccolo prìncipe.              《Ma「動詞」》,「動詞」「主語」 

"Ma ﾏ conj. しかし 

piangerai!" ﾋﾟｱﾝｼﾞｪﾗｲ 2 単未(piàngere)v.i（念押し）泣き出しそうだ          「動詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「その通りだよ」と、キツネが言った。 

"È cèrto", disse la vólpe.                          《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

cèrto", ﾁｪｰﾙﾄ adj. 正しい                                                 「補語」 

disse ﾃﾞｨｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                          「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

 

「でもそれじゃあ、君はそれによって何を得したの？」 

"Ma allóra che ci guadagni?"                 《Ma「副詞」「目的語」「副詞」「動詞」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それでは                                               「副詞」 
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che ｹ pron 何を                                                       「目的語」 

ci ﾁ adv.（手段）それによって（飼いならすことによって）                  「副詞」 

guadagni?" ｸﾞゎﾀﾞｰﾆ 2 単現(guadagnare)v.t 得する                         「動詞」 

 

「それで得したよ」と、キツネが言った。「小麦の色さ」 

"Ci guadagno", disse la vólpe, "il colore del grano".  

《「副詞」「動詞」》,「動詞」「主語」,《「目的語」》 

"Ci ﾁ adv.（手段）それで                                                 「副詞」 

guadagno", ｸﾞゎﾀﾞｰﾆｮ 1 単現(guadagnare)v.t 得した                        「動詞」 

disse ﾃﾞｨｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                          「動詞」 

la vólpe, ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネが                                           「主語」 

"il colore ｲﾙ･ｺﾛｰﾚ n.m 色を                                             「目的語」 

del grano". ﾃﾞﾙ･ｸﾞﾗｰﾉ adj. 小麦の                              「形容詞句」 

 

それから付け加えた： 

Pòi soggiunse:                                                    「副詞」「動詞」 

Pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

soggiunse: ｿｼﾞｭﾝｾ 3 単遠(soggiùngere)v.t 付け加えた                        「動詞」 

 

「あのバラたちに、また会いに行ってごらん。君のバラがこの世で唯一のものだと分かるだ

ろう。僕にさよならを言いに戻ってきたら、ある秘密をプレゼントするよ」 

"Và a rivedére le ròse. Capirai che la tua è unica al mondo. Quando ritornerai a dirmi 

addìo, ti regalerò un segréto".       《「動詞句」「目的語」┃「動詞」「目的語」 

「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 

"Và a rivedére 命・2 単現･しに行く(andare a+不定詞)v.t また会いに行きなさい「動詞句」 

le ròse. ﾚ･ﾛｰｾﾞ pl(ròsa).n.f あのバラたちに                              「目的語」 

Capirai ｶﾋﾟﾗｲ 2 単未(capire)v.t 分かるだろう                               「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la tua ﾗ･ﾄｩｰｱ pron（ròsa の代用）君のバラは                      「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                      「動詞」 

unica al mondo. ｳﾆｶ･ｱﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adj.f この世で唯一の                   「補語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                                        「副詞節」 

ritornerai a dirmi ﾘﾄﾙﾈﾗｲ･ｱ･ﾃﾞｨﾙ･ﾐ 2 単未･しに来る(ritornare) 

v.t 僕に言いに戻ってくる                                      「動詞句」 

addìo, ｱｯﾃﾞｨｰｵ n.m さよならを                                   「目的語」 

ti ﾁ pron 君に                                                     「間接目的語」 
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regalerò ﾚｶﾞﾚﾛ 1 単未･意志(regalare)v.t プレゼントする                     「動詞」 

un segréto". ｳﾝ･ｾｸﾞﾚﾄ n.m ある秘密を                               「直接目的語」 

 

王子さまは、またあのバラたちに会いに出かけた。 

Il pìccolo prìncipe se ne andò a rivedére le ròse.           「主語」「動詞句」「目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

se ne andò a rivedére ｾ･ﾈ･ｱﾝﾄﾞ･ｱ･ﾘｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 3 単遠･しに行く(andarsene a+不定詞) 

   v.t また会いに出かけた                                              「動詞句」 

le ròse. ﾚ･ﾛｰｾﾞ pl(ròsa).n.f あのバラたちに                              「目的語」 

 

「君たちは、僕のバラの花に全く似ていない。まだ何物でもない」と、王子さまは言った。 

"Vói non siète per niènte simili alla mia ròsa, vói non siète ancóra niènte", disse.  

《「主語」「動詞句」「補語」,「主語」「動詞句」「補語」》,「動詞」 

"Vói ｳﾞｫｰｲ pron.pl 君たちは                                              「主語」 

non siète ﾉﾝ･ｼｴﾃ 2 複現･否定(èssere)v.i 〜でない                         「動詞句」 

per niènte simili ﾍﾟﾙ･ﾆｴﾝﾃ･ｼｰﾐﾘ adj. 全く似ていない                        「補語」 

alla mia ròsa, ｱｯﾗ･ﾐｰｱ･ﾛｰｻﾞ adv.（比較）僕のバラの花に             「副詞句」 

vói ｳﾞｫｰｲ pron.pl 君たちは                                               「主語」 

non siète ﾉﾝ･ｼｴﾃ 2 複現･否定(èssere)v.i 〜でない                         「動詞句」 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. まだ、いまだに                                    「副詞」 

niènte", ﾆｴﾝﾃ adj. どんな〜でない                                         「補語」 

disse. ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 
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「誰も君たちを飼いならさなかった。そして君たちは誰も飼いならさなかった。君たちはか

つての僕のキツネみたいな存在だ。最初は、他の 10 万匹のキツネに似ている 1 匹のキツネ

に過ぎなかった。けれど、僕はあのキツネを友達にした。それで、いまでは僕にとってこの

世で唯一の存在になった」 

"Nessuno vi ha addomesticato, e vói non avete addomesticato nessuno. Vói siète cóme 

era la mia vólpe. Non era che una vólpe uguale a centomila altre. Ma ne ho fatto il mio 

amico ed óra è per me unica al mondo".  

《「主語」「間接目的語」「動詞句」,e「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

「動詞句」「補語」┃Ma「間接目的語」「動詞句」「補語」ed「副詞」「動詞」「補語」》 

"Nessuno ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                                          「主語」 

vi ｳﾞｨ pron.pl（直接目的語または間接目的語）君たちを               「直接目的語」 

ha addomesticato, ｱ･ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾄ 3 単現･完了形(addomesticare) 

v.t（否定文で）飼いならさなかった                                   「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

vói ｳﾞｫｰｲ pron.pl（主語または直接目的語）君たちは                        「主語」 

non avete addomesticato ﾉﾝ･ｱｳﾞｪｰﾃ･ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾄ 2 複現･完了形･否定(addomesticare) 

   v.t 飼いならさなかった                                              「動詞句」 

nessuno. ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                                        「目的語」 

Vói ｳﾞｫｰｲ pron.pl 君たちは                                               「主語」 

siète 2 複現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のような                                                「補語」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                     「動詞」 

la mia vólpe. ﾗ･ﾐｰｱ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f 僕のキツネが                           「主語」 

Non era ﾉﾝ･ｴﾗ 3 単半･否定･比較(èssere) 

v.i(che 〜以外の) 〜でなかった、〜に過ぎなかった                     「動詞句」 

che ｹ conj.（比較）〜以外の、〜以上の                                    「補語」 

una vólpe ｳﾅ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f 1 匹のキツネ                               「目的語」 

uguale ｳｸﾞｱｰﾚ adj. 似ている                                「形容詞」 

a centomila altre. ｱ･ﾁｪﾝﾄﾐﾗ･ｱﾙﾄﾚ 

 adv. 他の 10 万匹のキツネに                      「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

ne ﾈ adv. それを                                                   「間接目的語」 

ho fatto ｵ･ﾌｧｯﾄ 1 単現･完了形(fare)v.t 〜にした、変えた                   「動詞句」 

il mio amico ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱﾐｰｺ n.m 僕の友達に                                  「補語」 

ed ｴﾄﾞ conj. それで 

óra ｵｰﾗ adv. 今では                                                      「副詞」 
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è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

per me ﾍﾟﾙﾒ adv. 僕にとって                                       「副詞句」 

unica al mondo". ｳﾆｶ･ｱﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adj. この世で唯一の                          「補語」 

 

それでバラの花たちは不快な思いをした。 

E le ròse erano a disagio.                                  E「主語」「動詞」「補語」 

E ｴ conj. そして 

le ròse ﾚ･ﾛｰｾﾞ pl(ròsa).n.f バラの花たちは                                 「主語」 

erano ｴﾗｰﾉ 3 複半･変化(èssere)v.i 〜になった                              「動詞」 

a disagio. ｱ･ﾃﾞｨｻﾞｰｼﾞｮ adj.（特質）居心地の悪い、当惑した                 「補語」 

   disagio ﾃﾞｨｻﾞｰｼﾞｮ n.m 居心地の悪さ、当惑 

 

「君たちは美しい。けれど、虚しい」と、再び王子さまは、言った。 

"Vói siète bèlle, ma siète vuòte", disse ancóra.  

《「主語」「動詞」「補語」,ma「動詞」「補語」》,「動詞」「副詞」 

"Vói ｳﾞｫｰｲ pron.pl 君たちは                                              「主語」 

siète ｼｴﾃ 2 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

bèlle, ﾍﾞｯﾚ adj(bèllo).f.pl 美しい                                          「補語」 

ma ﾏ conj. しかし 

siète ｼｴﾃ 2 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

vuòte", ｳﾞｵｰﾃ adj(vuòto).f.pl 空っぽの、中身のない、空虚な                 「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

ancóra. ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 

 

「誰も、君たちのために死ぬことは出来ない。実際、どんな通り掛かりの人も、僕のあのバ

ラの花だって君たちと似たようなものだと思うだろう。けれど、あの花は、あの花だけは、

君たち全てよりも大切なんだ。なぜなら、僕が水をかけてあげたのはあの花なんだから」 

"Non si può morire per vói. Certaménte, un qualsìasi passante crederebbe che la mia 

ròsa vi rassomigli, ma lèi, lèi sóla, è più importante di tutte vói, perché è lèi che ho 

innaffiata.《「動詞句」「副詞句」 

「副詞」,「主語」「動詞」「目的語」,ma「主語」「動詞」「補語」,「副詞節」》 

"Non si può morire ﾉﾝ･ｼ･ﾌﾟｵ･ﾎﾟﾐｰﾚ 3 単現･可能･否定(potére+不定詞 morirsi) 

   v.pr（誰も）死ぬことは出来ない                                         「動詞句」 

per vói. ﾍﾟﾙ･ｳﾞｫｰｲ adv.（目的）君たちのために                           「副詞句」 

Certaménte, ﾁｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. 確かに                                         「副詞」 

un qualsìasi passante ｳﾝ･ｸゎﾙｼｰｱｼ･ﾊﾟｯｻﾝﾃ n.m どんな通行人でも            「主語」 
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crederebbe ｸﾚﾃﾞﾚｯﾍﾞ 条・3 単現･推量(crédere).vt（che 〜だと）思うだろう   「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la mia ròsa ﾗ･ﾐｰｱ･ﾛｰｻﾞ n.f 僕のバラの花は                         「主語」 

vi ｳﾞｨ pron 君たちにとって                                 「間接目的語」 

rassomigli, ﾗｯｿﾐﾘ 接・3 単現･推量(rassomigliare) 

v.i 類似している、似たようなものだ                             「動詞」 

ma ﾏ conj. しかし 

lèi, ﾚｰｲ pron 彼女は、あの花は                                           「主語」 

lèi sóla, ﾚｰｲ･ｿｰﾗ pron あの花だけは                                       「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

più importante ﾋﾟｳ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj.（優等比較）もっと大切な                 「補語」 

di tutte vói, ﾃﾞｨ･ﾄｩｯﾃ｡ｳﾞｫｰｲ adv.（比較）君たち全てよりも           「副詞句」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら〜だから                                     「副詞節」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                      「動詞」 

lèi ﾚｰｲ pron あの花                                               「補語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                              「形容詞節」 

ho innaffiata. ｵ･ｲﾅﾌｨｱｰﾀ 1 単現･完了形.f(innaffiare) 

v.t 水をかけた                                 「動詞句」 

 

「なぜなら、僕がガラスの覆いの下に入れてあげたのはあの花なのだから。なぜなら、僕が

風よけで守ってあげたのはあの花なんだから。」 

Perché è lèi che ho messa sótto la campana di vétro. Perché è lèi che ho riparata col 

paravènto.                                              《「副詞節」┃「副詞節」》 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら〜だから                                     「副詞節」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                      「動詞」 

lèi ﾚｰｲ pron あの花                                               「補語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                              「形容詞節」 

ho messa ｵ･ﾒｯｻ 1 単現･完了形.f(méttere) 

v.t 入れた、置いた                             「動詞句」 

sótto ｿｯﾄ prep（位置）〜の下に                   「副詞句」 

la campana ｶﾝﾊﾟｰﾅ n.f 鐘                         「目的語」 

di vétro. ﾃﾞｨ･ｳﾞｪｰﾄﾛ 

adv.（材料）ガラスでできた           「形容詞句」 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら〜だから                                     「副詞節」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                      「動詞」 

lèi ﾚｰｲ pron あの花                                               「補語」 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXI 

  319 / 420 

che ｹ pron（目的語）〜する                              「形容詞節」 

ho riparata ｵ･ﾘﾊﾟﾗｰﾀ 1 単現･完了形.f(riparare) 

v.t 守った                                     「動詞句」 

col paravènto. ｺﾙ･ﾊﾟﾗｳﾞｪﾝﾄ adv.（手段）衝立を使って「副詞句」 

 

「なぜなら、僕はあの花に付いた毛虫を（蝶々になる 2・3 匹を残して）取り除いてあげた

のだから。なぜなら、不平を言うのを聞いてあげたり、空威張りするのを聞いてあげたり、

沈黙にさえ耳をかしたのは、あの花なんだから。あれは僕のバラの花なんだから」 

そう言って、キツネのところへ戻った。 

Perché su di lèi ho uccisi i bruchi (salvo i due o tre per le farfalle). Perché è lèi che ho 

ascoltato lamentarsi o vantarsi, o anche qualche vòlta tacere. Perché è la mia ròsa".  

E ritornò dalla vólpe.  《「副詞節」┃「副詞節」┃「副詞節」》,E「動詞」「間接目的語」 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら                                             「副詞節」 

su di lèi ｽ･ﾃﾞｨ･ﾚｰｲ adv. 彼女の上の                          「間接目的語」 

ho uccisi ｵ･ｳﾁｰｼﾞ 1 単現･完了形.m.pl(uccìdere)v.t 殺した           「動詞句」 

i bruchi ｲ･ﾌﾞﾙｰｷ pl(bruco).n.m 毛虫を                        「直接目的語」 

(salvo ｻﾙｳﾞｫ prep（除外）〜は別として                           「副詞句」 

i due o tre ｲ･ﾄﾞｩｴ･ｵ･ﾄﾚ pl.pron 2･3 匹                     「目的語」 

per le farfalle). ﾍﾟﾙ･ﾚ･ﾌｧﾙﾌｧｯﾚ 

 adv.（目的）(farfalla) 蝶々になるための               「副詞句」 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. なぜなら〜だから                                     「副詞節」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                      「動詞」 

lèi ﾚｰｲ pron あの花                                               「補語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                              「形容詞節」 

ho ascoltato ｵ･ｱｽｺﾙﾀｰﾄ 1 単現･完了形･知覚動詞(ascoltare) 

v.t 聞いた                                     「動詞句」 

lamentarsi ﾗﾒﾝﾀﾙｼ 不定詞･lèi の動作 v.pr 不平を言う  「補語」 

o ｵ conj. または 

vantarsi, ｳﾞｧﾝﾀﾙｼ 不定詞･lèi の動作 

v.pr 自慢する、空威張りする                     「補語」 

o ｵ conj. または 

anche qualche vòlta ｱﾝｹ･ｸゎﾙｹ･ｳﾞｫﾙﾀ 

 adv. 何度も〜さえ                        「副詞句」 

tacere. ﾀﾁｪｰﾚ 不定詞･lèi の動作 v.i 黙り込む、沈黙する「補語」 

Perché ﾍﾟﾙｹ conj. 〜だから                                             「副詞節」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                     「動詞」 
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la mia ròsa". ﾗ･ﾐｰｱ･ﾛｰｻﾞ n.f 僕のバラの花                          「補語」 

E ｴ conj. そして 

ritornò ﾘﾄﾙﾉ 3 単遠(ritornare)v.i 戻った                                    「動詞」 

dalla vólpe. ﾀﾞｯﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ adv.（目的地）キツネの所へ                     「副詞句」 

 

「さようなら」と、王子さまは言った。 

"Addìo", disse.                                                 《「挨拶」》,「動詞」 

"Addìo", ｱｯﾃﾞｨｰｵ int. さようなら                                          「挨拶」 

disse. ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

 

「さようなら」と、キツネが言った。「ほら、僕の秘密だよ。とても単純なものだよ。心で

見なければ、よく見えないんだ。物事の本質は目には見えないんだよ」 

"Addìo", disse la vólpe. "Ècco il mio segréto. È mólto sémplice: non si vede bène che col 

cuòre. L'essenziale è invisìbile agli òcchi".  

《「挨拶」》,「動詞」「主語」, 

《「副詞」「主語」┃「動詞」「補語」：「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

"Addìo", ｱｯﾃﾞｨｰｵ int. さようなら                                          「挨拶」 

disse. ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

la vólpe. ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f キツネは                                           「主語」 

"Ècco ｴｯｺ adv. ほら〜だよ                                                「副詞」 

il mio segréto. ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｾｸﾞﾚﾄ n.m 僕の秘密                                 「主語」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mólto sémplice: ﾓﾙﾄ･ｾﾝﾌﾟﾘｰﾁｪ adj. とても単純な                            「補語」 

non si vede ﾉﾝ･ｼ･ｳﾞｪﾃﾞ 3 単現･再帰受動･否定(vedersi)v.pr 見えない        「動詞句」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. よく                                                   「副詞句」 

che col cuòre. ｹ･ｺﾙ･ｸｫｰﾚ adv.（比較）（手段）心で見るより         「副詞句」 

L'essenziale ﾚｯｾﾝﾂｨｱｰﾚ n.m 本質は                                        「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

invisìbile ｲﾝｳﾞｨｼﾞｰﾋﾞﾚ adj. 目に見えない                                   「補語」 

agli òcchi". ｱｯﾘ･ｵｯｷ adv.（手段）目には                             「副詞句」 

 

「物事の本質は目には見えない」と、王子さまは、覚えておくために繰り返した。 

"L'essenziale è invisìbile agli òcchi", ripeté il pìccolo prìncipe, per ricordarselo.  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,「副詞句」 

"L'essenziale ﾚｯｾﾝﾂｨｱｰﾚ n.m 本質は                                        「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 
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invisìbile ｲﾝｳﾞｨｼﾞｰﾋﾞﾚ adj. 目に見えない                                   「補語」 

agli òcchi", ｱｯﾘ･ｵｯｷ adv.（手段）目には                             「副詞句」 

ripeté ﾘﾍﾟﾃ 3 単遠(ripètere)v.t 繰り返した                                  「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

per ricordarselo. ﾍﾟﾙ･ﾘｺﾙﾀﾞｰﾙｾﾛ 

 adv.（per+不定詞）（目的）それを覚えておくために                     「副詞句」 

 

「君のバラの花をそれほど大切なものに変えたのは、君がバラのために使った時間なんだ」 

"È il tèmpo che tu hai perduto per la tua ròsa che ha fatto la tua ròsa così importante".  

《「動詞」「補語」「主語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

il tèmpo ｲﾙ･ﾃﾝﾎﾟ n.m 時間                                               「補語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                          「主語」 

hai perduto ｱｲ･ﾍﾟﾙﾄﾞｩｰﾄ 2 単現･完了形(pèrdere) 

v.t（時間などを）浪費した、使った                    「動詞句」 

per la tua ròsa ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾄｩｰｱ･ﾛｰｻﾞ adv. 君のバラのために    「副詞句」 

che ｹ pron 〜ということは                                               「主語」 

ha fatto ｱ･ﾌｧｯﾄ 3 単現･完了形･変化(fare)v.t 〜にした                     「動詞句」 

la tua ròsa ﾗ･ﾄｩｰｱ･ﾛｰｻﾞ n.f 君のバラを                                  「目的語」 

così importante". ｺｼ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. それほど大切な                         「補語」 

   È il tèmpo che ha fatto... 強調構文。tèmpo に形容詞節が付いて複雑になった 

 

「僕が自分のバラのために使った時間」と、王子さまは覚えてくために、小声で言った。 

"È il tèmpo che ho perduto per la mia ròsa..." sussurrò il pìccolo prìncipe per ricordarselo.  

《「動詞」「補語」》,「主語」「動詞」「副詞句」 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

il tèmpo ｲﾙ･ﾃﾝﾎﾟ n.m 時間                                               「補語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

ho perduto ｵ･ﾍﾟﾙﾄﾞｩｰﾄ 1 単現･完了形(pèrdere) 

v.t（時間などを）浪費した、使った                    「動詞句」 

per la mia ròsa..." ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾐｰｱ･ﾛｰｻﾞ adv. 僕のバラのために  「副詞句」 

sussurrò ｽｽﾛ 3 単遠(sussurrare)v.i 囁いた、小声で言った                    「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

per ricordarselo. ﾍﾟﾙ･ﾘｺﾙﾀﾞｰﾙ･ｾ･ﾛ adv.（目的）覚えておくために           「副詞句」 
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「人間たちはこの真理を忘れてしまったんだよ。だけど、君はそれを忘れちゃいけないよ」 

"Gli uòmini hanno dimenticato quésta verità. Ma tu non la devi dimenticare.  

《「主語」「動詞句」「目的語」┃Ma「主語」「動詞句」「目的語」》 

"Gli uòmini ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人間たちは                              「主語」 

hanno dimenticato ｱﾝﾉ･ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾄ 3 複現･完了形(dimenticare) 

v.t 忘れてしまった                                                  「動詞句」 

quésta verità. ｸｪｽﾀ･ｳﾞｪﾘﾀ n.f この真理を                                「目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

non ...devi dimenticare. ﾉﾝ...ﾃﾞｳﾞｨ･ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾄ 2 単現･禁止(non dovére+不定詞) 

   v.t 忘れてはならない                                                「動詞句」 

la ﾗ pron（verità の代用）それを                                       「目的語」 

 

「君は自分が飼いならしたものに対して、永久に責任を持たなければならない。君は、きみ

のバラの花に対して責任があるんだよ．．．」 

Tu diventi responsàbile per sèmpre di quéllo che hai addomesticato. Tu sèi responsàbile 

della tua ròsa..."                 《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

diventi ﾃﾞｨｳﾞｪﾝﾁ 2 単現･変化(diventare)v.i（状態が）〜になる               「動詞」 

responsàbile ﾚｽﾎﾟﾝｻｰﾋﾞﾚ adj.(di に対して) 責任がある                      「補語」 

per sèmpre ﾍﾟﾙ･ｾﾝﾌﾟﾚ adv. 永久に                                 「副詞句」 

di quéllo ﾃﾞｨ･ｸｪｯﾛ adv.（対象）それに対して                       「副詞句」 

che ｹ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 

hai addomesticato. ｱｲ･ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾄ 2 単現･完了形(addomesticare) 

v.t 飼いならした                              「動詞句」 

Tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

sèi ｾｲ 2 単現(èssere)v.i 〜である                                          「動詞」 

responsàbile ﾚｽﾎﾟﾝｻｰﾋﾞﾚ adj. (di に対して) 責任がある                      「補語」 

della tua ròsa..." ﾃﾞｯﾗ･ﾄｩｰｱ･ﾛｰｻﾞ adv. 君のバラの花に対して         「副詞句」 

 

「僕は、ぼくのバラの花に責任がある．．．」と、王子さまは、覚えておくために繰り返した。 

"Io sono responsàbile della mia ròsa..." ripeté il pìccolo prìncipe per ricordarselo. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

"Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

responsàbile ﾚｽﾎﾟﾝｻｰﾋﾞﾚ adj. 責任がある                                  「補語」 
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della mia ròsa..." ﾃﾞｯﾗ･ﾐｰｱ･ﾛｰｻﾞ adv. 僕のバラの花に対して         「副詞句」 

ripeté ﾘﾍﾟﾃ 3 単遠(ripètere)v.t 繰り返した                                 「動詞」 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

per ricordarselo. ﾍﾟﾙ･ﾘｺﾙﾀﾞｰﾙ･ｾ･ﾛ 不定詞･目的(ricordarse+lo) 

adv. それを覚えておくために                                        「副詞句」 

 

XXII 

 

「こんにちは」と、王子さまは言った。 

"Buòn giórno", disse il pìccolo prìncipe.                   《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「こんにちは」と、転轍手が言った。 

"Buòn giórno", disse il controllóre.                       《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｵﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il controllóre. ｲﾙ･ｺﾝﾄﾛﾛｰﾚ n.m 転轍手が、点検係                            「主語」 

   controllare ｺﾝﾄﾛﾗｰﾚ v.t 点検する、コントロールする、統制する 

 

「ここで何をしているの？」と、王子さまは尋ねた。 

"Che còsa fai qui?" domandò il pìccolo prìncipe.  

《「目的語」「動詞」「副詞」》,「動詞」「主語」 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を、一体何を                                     「目的語」 

fai ﾌｧｲ 2 単現･疑問文(fare)v.t しているの？                                「動詞」 

qui?" ｸｨ adv. ここで                                                     「副詞」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                             「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「旅行者たちを 1000 人ずつのグループに仕分けしているんだよ」と、転轍手は言った。「そ

れから、彼らを運ぶ列車を、ある時は右の方へ、ある時は左の方へ送るのさ」 

"Smisto i viaggiatóri a mazzi di mille", disse il controllóre. "Spedisco i trèni che li 

trasportano , a vòlte a destra, a vòlte a sinistra".  

《「動詞」「目的語」「補語」》,「動詞」「主語」┃《「主語」「動詞」「目的語」》 

"Smisto ｽﾞﾐｽﾄ 1 単現(simistare)v.t 区分けしている、仕分けしている         「動詞」 
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i viaggiatóri ｲ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｬﾄｰﾘ pl(viaggiatóre).n.m 旅行者たちを              「目的語」 

a mazzi ｱ･ﾏｯﾂｫ adv. グループに、束に                                     「補語」 

di mille", ﾃﾞｨ･ﾐｯﾚ adj. 1000 人の                                 「形容詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il controllóre. ｲﾙ･ｺﾝﾄﾛﾛｰﾚ n.m 転轍手が                                    「主語」 

"Spedisco ｽﾍﾟﾃﾞｨｽｺ 1 単現(spedire)v.t 送っている、発送する                 「動詞」 

i trèni ｲ･ﾄﾚｰﾆ pl(trèno).n.m 列車を                                      「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

li ﾘ pron 彼らを                                       「目的語」 

trasportano , ﾄﾗｽﾎﾟﾙﾀﾉ 3 複現(trasportare)v.t 運ぶ          「動詞」 

a vòlte ｱ･ｳﾞｫﾙﾃ adv. ある時は、時に             「副詞句」 

a destra, ｱ･ﾃﾞｽﾄﾗ adv.（方向）右の方へ                  「副詞句」 

a vòlte ｱ･ｳﾞｫﾙﾃ adv. ある時は、時に             「副詞句」 

a sinistra". ｱ･ｼﾆｽﾄﾗ adv.（方向）左の方へ                「副詞句」 

 

すると、明かりの付いた特急列車が、雷のようなうなりを上げて通過して、転轍手のキャビ

ンを揺らした。 

E un ràpido illuminato, rombando cóme il tuòno, fece tremare la cabina del controllóre.  

E「主語」「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」 

E ｴ conj. そして、すると、それから 

un ràpido ｳﾝ･ﾗｰﾋﾟﾄﾞ n.m 特急列車が                                      「主語」 

illuminato, ｲﾙﾐﾅｰﾄ adj. 明かりの付いた                            「形容詞」 

rombando ﾛﾝﾊﾞﾝﾄﾞ ジェルンディオ(rombare)adv.（様態）うなりを上げて   「副詞句」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                      「副詞句」 

il tuòno, ｲﾙ･ﾄｩｵｰﾉ n.m 雷                                「目的語」 

fece ﾌｪｰﾁｪ 3 単遠･使役(fare)v.t（SVO+不定詞）O に〜させた                 「動詞」 

tremare ﾄﾚﾏｰﾚ 不定詞･cabina の動作 v.i 震える、揺れる                     「補語」 

la cabina ﾗ･ｶﾋﾞｰﾅ n.f キャビンを、転轍手詰所を                          「目的語」 

del controllóre. ﾃﾞﾙ･ｺﾝﾄﾛﾛｰﾚ adj. 転轍手の                      「形容詞句」 

 

「彼らはみんな急いでいるんだね」と、王子さまは言った。「いったい何を探しているの？」 

"Hanno tutti fretta", disse il pìccolo prìncipe. "Che còsa cercano?" 

《「動詞」「主語」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」》 

"Hanno ｱﾝﾉ 3 複現(avére)v.t 〜がある                                     「動詞」 

tutti ﾄｩｯﾃｨ pron(tutto).pl みんな                                          「主語」 

fretta", ﾌﾚｯﾀ n.f 急ぐこと                                              「目的語」 
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disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f いったい何を「目的語」 

cercano?" ﾁｪﾙｶﾉ 3 複現･疑問文(cercare)v.t 探しているの？「動詞」 

 

「機関士自身、それを知らないんだよ」と、転轍手は言った。 

"Lo stésso macchinista lo ignora", disse il controllóre.  

《「主語」「目的語」「動詞」》,「動詞」「主語」 

"Lo stésso ﾛ･ｽﾃｯｿ adj. その同じ、その本人の                      「形容詞句」 

macchinista ﾏｯｷﾆｽﾀ n.m 機関士                                           「主語」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

ignora", ｲﾝﾆｮﾗ 3 単現(ignorare)v.t 知らない                                「動詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il controllóre. ｲﾙ･ｺﾝﾄﾛﾛｰﾚ n.m 転轍手は                                    「主語」 

 

二番目の明かりのついた特急列車が、猛烈な速度で反対方向へ走り去った。 

Un secóndo ràpido illuminato sfrecciò nel sénso oppósto.     「主語」「動詞」「副詞句」 

Un secóndo ｳﾝ･ｾｺﾝﾄﾞ adj. 2 番目の                               「形容詞句」 

ràpido ﾗｰﾋﾟﾄﾞ n.m 特急列車は                                            「主語」 

illuminato ｲﾙﾐﾅｰﾄ adj. 明かりの付いた                             「形容詞」 

sfrecciò ｽﾌﾚﾁｮ 3 単遠(sfrecciare)v.i 矢のように素早く走って行った            「動詞」 

nel sénso ﾈﾙ･ｾﾝｿ adv.（方向）〜の方向へ                                「副詞句」 

oppósto. ｵｯﾎﾟｰｽﾄ adj. 反対の                                    「形容詞」 

 

「もう、戻って来たの？」と、王子さまは尋ねた。 

"Ritornano di già?" domandò il pìccolo prìncipe.  《「動詞」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

"Ritornano ﾘﾄｰﾙﾅﾉ 3 複現･疑問文(ritornare)v.i 戻って来たの？               「動詞」 

di già?" ﾃﾞｨ･ｼﾞｬ adv. ほう、早くも                                      「副詞句」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単点(domandare)v.t 尋ねた                              「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「あれは同じ旅客ではないんだ」と、転轍手は言った。「入れ替えなんだよ」 

"Non sono gli stéssi", disse il controllóre. "È uno scàmbio".  

《「動詞句」「補語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」》 

"Non sono ﾉﾝ･ｿｰﾉ 3 複現･否定(èssere)v.i 〜でない                        「動詞句」 

gli stéssi", ｷﾞ･ｽﾃｯｼ pron(stésso).pl 同じ人たち、旅行者たち、旅客            「補語」 
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disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il controllóre. ｲﾙ･ｺﾝﾄﾛﾛｰﾚ n.m 転轍手は                                    「主語」 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

uno scàmbio". ｳｰﾉ･ｽｶﾝﾋﾞｵ n.m 入れ替え                                   「補語」 

 

「住んでいた場所が気に入らなかったのかな？」 

"Non erano contènti là dóve stavano?"                           《「動詞句」「補語」》 

"Non erano ﾉﾝ･ｴﾗｰﾉ 3 複半･否定(èssere)v.i 〜でなかった                    「動詞句」 

contènti ｺﾝﾃﾝﾃｨ adj(contènto).pl 満足した                                  「補語」 

là dóve ﾗ･ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. 〜する場所に                                「副詞句」 

stavano?" ｽﾀｳﾞｧｰﾉ 3 複半(stare)v.i 住んでいた                  「動詞」 

 

誰だって、今いるところに決して満足しないよ」と、転轍手が言った。 

"Non si è mai contènto dóve si sta", disse il controllóre.  

《「動詞句」「主語」「動詞句」「補語」》,「動詞」「主語」 

"Non ...è mai ﾉﾝ...ｴ･ﾏｰｲ 3 単現･否定(èssere)v.i 決して〜でない             「動詞句」 

si ｼ pron 人は                                                           「主語」 

contènto ｺﾝﾃﾝﾄ adj. 満足した                                             「補語」 

dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ conj. どこに〜するかについて                          「副詞節」 

si sta", ｿ･ｽﾀ 3 単現(starsi)v.pr 自分がいる                   「動詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il controllóre. ｲﾙ･ｺﾝﾄﾛﾛｰﾚ n.m 転轍手は                                   「主語」 

 

すると、明かりのついた 3 番目の特急列車の雷鳴が轟いた。 

E rombò il tuòno di un terzo ràpido illuminato.                     E「動詞」「主語」 

E ｴ conj. すると 

rombò ﾛﾝﾎﾞ 3 単遠(rombare)v.i（音が）うなりを上げた                      「動詞」 

il tuòno ｲﾙ･ﾄｩｵｰﾉ n.m 雷鳴が                                             「主語」 

di ﾃﾞｨ prep 〜の                                               「形容詞句」 

un terzo ràpido ｳﾝ･ﾃｰﾙｿ･ﾗｰﾋﾟﾄﾞ n.m 3 番目の特急列車      「目的語」 

illuminato. ｲﾙﾐﾅｰﾄ adj. 明かりのついた            「形容詞」 

 

「最初の旅行客を追いかけているの？」と、王子さまは尋ねた。 

"Inseguono i primi viaggiatóri?" domandò il pìccolo prìncipe.  

《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Inseguono ｲﾝｾｸﾞｵﾉ 3 複現･疑問文(inseguire)v.t 追いかけているのか？        「動詞」 
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i primi viaggiatóri?" ｲ･ﾌﾟﾘｰﾐ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｬﾄｰﾘ pl(viaggiatóre).n.m 最初の旅行客を「目的語」 

domandò ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 3 単遠(domandare)v.t 尋ねた                              「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「何も追いかけていないよ」と、転轍手が答えた。 

"Non inseguono nulla", disse il controllóre.     《「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Non inseguono ﾉﾝ･ｲﾝｾｸﾞｵﾉ 3 複現･否定(inseguire)v.t 追いかけていない    「動詞句」 

nulla", ﾇｯﾗ pron（否定文で）何も〜ない                                 「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il controllóre. ｲﾙ･ｺﾝﾄﾛﾛｰﾚ n.m 転轍手が                                    「主語」 

 

「中で寝ているよ。そうでなければ、あくびをしている」 

"Dormono là déntro, o sbadigliano tutt'al più. 《「動詞」「副詞句」,o「動詞」「副詞句」》 

"Dormono ﾄﾞﾙﾓﾉ 3 複現(dormire)v.i 眠っている                             「動詞」 

là déntro, ﾗ･ﾃﾞﾝﾄﾛ adv.（場所）あの中で                                 「副詞句」 

o ｵ conj. または 

sbadigliano ｽﾞﾊﾞﾃﾞｨﾘｬﾉ 3 複現(sbadigliare)v.i あくびをしている             「動詞」 

tutt'al più. ﾄｩｯﾀﾙ･ﾋﾟｳ adv. さもなければ、せいぜい                       「副詞句」 

 

子供たちだけがガラス窓に鼻を押し付けている。 

Solaménte i bambini schiacciano il naso contro i vétri.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Solaménte i bambini ｿﾗﾒﾝﾃ･ｲ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ pl(bambino)n.m 子供たちだけが       「主語」 

schiacciano ｽｷｱｯﾁｬﾉ 3 複現(schiacciare)v.t 押し付けている                   「動詞」 

il naso ｲﾙ･ﾅｰｿ n.m 鼻を                                                「目的語」 

contro i vétri. ｺﾝﾄﾛ･ｲ･ｳﾞｪｰﾄﾘ adv. ガラス窓に                            「副詞句」 

 

「子供たちだけが、何を探しているかを知っているんだね」と、王子さまは言った。 

"Solo i bambini sanno quello che cercano", disse il pìccolo principe.  

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Solo i bambini ｿﾛ･ｲ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ pl(bambino)n.m 子供たちだけが               「主語」 

sanno ｻﾝﾉ 3 複現(sapére)v.t 知っている                                    「動詞」 

quello che ｸｪｯﾛ･ｹ pron 〜するそれを                                    「目的語」 

cercano", ﾁｪﾙｶﾉ 3 複現(cercare)v.t 探している                       「動詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo principe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 
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「子供たちは、ぼろきれ人形遊びに時間を使うから、それがとても大切なものになっている。

だから、もしそれを取り上げられたら、泣くだろうな...」 

"Perdono tèmpo per una bàmbola di pezza, e lèi diventa cosi importante che, se gli viene 

tòlta, piangono…" 

《「動詞」「目的語」「副詞句」,e「主語」「動詞」「補語」che「副詞節」,「動詞」》 

"Perdono ﾍﾟﾙﾄﾞﾉ 3 複現(pèrdere)v.t（時間を）浪費する、費やす              「動詞」 

tèmpo ﾃﾝﾎﾟ n.m 時間を                                                「目的語」 

per una bàmbola ﾍﾟﾙ･ｳﾅ･ﾊﾞﾝﾎﾞﾗ adv.（目的）人形のために                「副詞句」 

di pezza, ﾃﾞｨ･ﾍﾟｯﾂｧ adj.（材料）（布の）端切れでできた         「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

lèi ﾚｰｲ pron.f（bàmbola の代用）それが                                   「主語」 

diventa ﾃﾞｨｳﾞｪﾝﾀ 3 単現･変化(diventare)v.i 〜になっている                  「動詞」 

cosi importante ｺｼ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. とても大切な                             「補語」 

che, ｹ conj.（結果）その結果〜する、だから〜する 

se ｾ conj.（仮定）もし〜ならば                                         「副詞節」 

gli ﾘ pron.pl 彼らから                                      「間接目的語」 

viene tòlta, ｳﾞｨｴﾈ･ﾄｰﾙﾀ 3 単現･受動.f(venire+過去分詞 tògliere) 

   v.t 取り上げられる                                          「動詞句」 

piangono…" ﾋﾟｱﾝｺﾞﾉ 3 複現･推量(piàngere)v.i 泣くだろう                   「動詞」 

 

「子供たちは、幸せだよ」と、転轍手は言った。 

Beati loro", disse il controllóre.                    《「補語」「動詞」》,「動詞」「主語」 

Beati ﾍﾞｱｰﾃｨ adj.pl 最高に幸せな                                         「補語」 

loro", ﾛｰﾛ pron.pl 子供たちは                                             「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il controllóre. ｲﾙ･ｺﾝﾄﾛﾛｰﾚ n.m 転轍手は                                    「主語」 
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XXIII 

 

「こんにちは」と、王子さまは言った。 

"Buòn giórno", disse il pìccolo prìncipe.                   《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｫﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「こんにちは」と、商人は言った。 

"Buòn giórno", disse il mercante.                         《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

"Buòn giórno", ﾌﾞｫﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. こんにちは                                「挨拶」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il mercante. ｲﾙ･ﾒﾙｶﾝﾃ n.m 商人は                                         「主語」 

 

それは、喉の渇きを鎮める改良された丸薬を売る商人だった。 

Era un mercante di pìllole perfezionate che calmavano la séte.        「動詞」「補語」 

Era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

un mercante ｳﾝ･ﾒﾙｶﾝﾃ n.m 商人                                          「補語」 

di pìllole ﾃﾞｨ･ﾋﾟｰﾛﾚ adj. 丸薬の                                 「形容詞句」 

   pìllole ﾋﾟｰﾛﾚ pl(pìllola).n.f 丸薬 

perfezionate ﾍﾟﾙﾌｪｯﾁｵﾅｰﾃ 過去分詞･受動(perfezionare) 

adj.f.pl 改良された                                   「形容詞」 

che ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

calmavano ｶﾙﾏｳﾞｧﾉ ｻﾝﾌｸ･時制の一致(calmare) 

v.t 鎮める、治める                             「動詞」 

la séte. ﾗ･ｾｰﾃ n.f 喉の渇きを                    「目的語」 

 

もし 1 週間に 1 錠それを飲んだら、もう水を飲みたいと思わなくなる。 

Se ne inghiottiva una alla settimana e non si sentiva più il bisógno di bére.  

「副詞節」e「動詞句」「目的語」 

Se ｾ conj.（仮定）もし〜ならば                                         「副詞節」 

ne ﾈ adv.（pìllole の代用）それの                            「間接目的語」 

inghiottiva ｲﾝｷﾞｵｯﾃｨｰｳﾞｧ 3 単半･仮定(inghiottire)v.t 飲んだ          「動詞」 

una ｳｰﾅ pron 1 錠を                                        「直接目的語」 

alla settimana ｱｯﾗ･ｾｯﾁﾏｰﾅ adv.（割合）1 週間ごとに              「副詞句」 

e ｴ conj.（結果）すると 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXIII 

  330 / 420 

non si sentiva più ﾉﾝ･ｼ･ｾﾝﾁｰｳﾞｧ･ﾋﾟｳ 3 単半･否定･時制の一致(sentirsi) 

   v.pr もう感じない                                                   「動詞句」 

il bisógno ｲﾙ･ﾋﾞｿﾞｰﾆｮ n.m 欲求を                                       「目的語」 

di bére. ﾃﾞｨ･ﾍﾞｰﾚ 不定詞･同格 adj. 飲むという                  「形容詞句」 

 

「どうしてそんなものを売っているの？」と、王子さまは言った。 

"Perché vendi quésta ròba?" disse il pìccolo prìncipe.  

《「副詞」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

"Perché ﾍﾟﾙｹ adv.（理由を聞く）どうして                                  「副詞」 

vendi ｳﾞｪﾝﾃﾞｨ 2 単現(véndere)v.t 売っている                               「動詞」 

quésta ròba?" ｸｪｽﾀ･ﾛｰﾊﾞ n.f このような物を                              「目的語」 

   quésta ｸｪｽﾀ adj(quésto).f（軽蔑）このような、こんな ròba ﾛｰﾊﾞ n.f 物、財産、商品 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe. ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

 

「すごい時間の節約だよ」と、商人が言った。 

"È una grossa economìa di tèmpo", disse il mercante.  

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

"È ｴ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

una grossa economìa ｳﾅ･ｸﾞﾛｯｻ･ｴｺﾉﾐｰｱ n.f 大きな節約                      「補語」 

di tèmpo", ﾃﾞｨ･ﾃﾝﾎﾟ adj. 時間の                                「形容詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il mercante. ｲﾙ･ﾒﾙｶﾝﾃ n.m 証人が                                         「主語」 

 

「専門家たちが計算したんだ。1 週間に 53 分の節約になる」 

"Gli espèrti hanno fatto dei càlcoli. Si risparmiano cinquantatre' minuti la settimana".  

《「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「主語」「副詞句」》 

"Gli espèrti ﾘ･ｴｽﾍﾟﾘ pl(espèrto).n.m 専門家たちが                          「主語」 

hanno fatto ｱﾝﾉ･ﾌｧｯﾄ 3 複現･完了形(fare)v.t（行為を）行った              「動詞句」 

dei càlcoli. ﾃﾞｲ･ｶｰﾙｺﾘ pl(càlcolo).n.m 計算を                             「目的語」 

Si risparmiano ｼ･ﾘｽﾊﾟﾙﾐｱﾉ 3 複現･再帰受動(risparmiarsi)v.pr 節約される  「動詞句」 

cinquantatre' minuti ﾁﾝｸゎﾝﾀ･ﾄﾚ･ﾐﾇｰﾃｨ pl(minuto).n.m 53 分が              「主語」 

la settimana". ﾗ･ｾｯﾁﾏｰﾅ adv.（割合）1 週間に                            「副詞句」 
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「それで、その 53 分で何をするの？」 

"E che còsa se ne fa di quésti cinquantatre' minuti?"  

《E「補語」「動詞句」「副詞句」》 

"E ｴ conj. それで 

che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                                「目的語」 

se ne fa ｾ･ﾈ･ﾌｧ 3 単現(farsene)v.pr する                                   「動詞句」 

   farsene ﾌｧﾙ･ｾ･ﾈ v.pr 取り扱う、処理する 

di quésti cinquantatre' minuti?" ﾃﾞｨ･ｸｪｽﾀ･ﾁﾝｸゎﾝﾀ･ﾄﾚ･ﾐﾇｰﾃｨ 

   adv. その 53 分によって                                              「副詞句」 

 

「したいことをするのさ」 

"Se ne fa quel che si vuole..."                                  《「動詞句」「目的語」》 

"Se ne fa ｾ･ﾈ･ﾌｧ 3 単現(farsene)v.pr する                                  「動詞句」 

quel ｸｪﾙ pron そのものを                                              「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

si ｼ pron その人が                                      「主語」 

vuole..." ｳﾞｵﾚ 3 単現(volére)v.t 望む、したい              「動詞」 

 

「僕なら」と、王子さまは言った。「もし使える 53 分があれば、泉の方へゆっくり歩いて行

くだろうな．．．」 

"Io", disse il pìccolo prìncipe, "se avessi cinquantatre' minuti da spendere, camminerei 

adagio adagio vèrso una fontana..." 

《「主語」》,「動詞」「主語」,《「副詞節」,「動詞」「副詞句」》 

"Io", ｲｰｵ pron 僕は                                                      「主語」 
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disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"se ｾ conj.（仮定）もし〜ならば                                         「副詞節」 

avessi ｱｳﾞｪｯｼ 接・1 単半(avére)v.t 持っていた、あった               「動詞」 

cinquantatre' minuti ﾁﾝｸゎﾝﾀ･ﾄﾚ･ﾐﾇｰﾃｨ pl(minuto).n.m 53 分       「目的語」 

da spendere, ﾀﾞ･ｽﾍﾟﾝﾃﾞﾚ 不定詞･目的 adv. 使うべき        「副詞句」 

camminerei ｶﾝﾐﾈﾚｲ 条・1 単現･仮定の帰結(camminare)v.i 歩くだろう        「動詞」 

adagio adagio ｱﾀﾞｰｼﾞｮ･ｱﾀﾞｰｼﾞｮ adv. とてもゆっくりと                    「副詞句」 

vèrso ｳﾞｪｰﾙｿ prep（方向）〜の方へ                                     「副詞句」 

una fontana..." ｳﾅ･ﾌｫﾝﾀｰﾅ n.f 泉                                 「目的語」 
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XXIV 

 

砂漠での故障から一週間目になっていた。僕は、水の貯えの最後の一滴を飲みながら、商人

の話に耳を貸していた。 

Eravamo all'ottavo giórno della mia panne nel deserti, e avevo ascoltato la stòria del 

mercante bevendo l'ùltima goccia della mia provvista d'àcqua:  

「動詞」「副詞句」,e「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Eravamo ｴﾗｳﾞｧｰﾓ 1 複半･存在(èssere)v.i 〜にいた                          「動詞」 

all'ottavo giórno ｱﾛｯﾀｰｳﾞｫ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. 8 日目、一週間目                   「副詞句」 

della mia panne ﾃﾞｯﾗ･ﾐｰｱ･ﾊﾟﾝﾈ adv.（起点）(panna) 故障から     「副詞句」 

nel deserti, ﾈﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾃｨ adv.（場所）(desèrto) 砂漠での   「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

avevo ascoltato ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ･ｱｽｺﾙﾀｰﾄ 1 単半･完了形(ascoltare)v.t に耳を貸していた「動詞句」 

la stòria ﾗ･ｽﾄｰﾘｱ n.f 話に                                               「目的語」 

del mercante ﾃﾞﾙ･ﾒﾙｶﾝﾃ adj. 商人の                             「形容詞句」 

bevendo ﾍﾞｳﾞｪﾝﾄﾞ ジェルンディオ･同時(bére)adv. 〜を飲みながら           「副詞句」 

l'ùltima goccia ﾙﾙﾁﾏ･ｺﾞｯﾁｬ n.f 最後の一滴を                        「目的語」 

della mia provvista d'àcqua: ﾃﾞｯﾗ･ﾐｱ･ﾌﾟﾛｳﾞｨｽﾀ･ﾀﾞｯｶ 

 adj. 水の貯えの                                      「形容詞句」 

 

「ああ！」と、僕は王子さまに言った。「とても可愛らしいよ、君の思い出は！でも、僕は

まだ飛行機の修理が終わっていないし、飲み水がもう無いんだ。だから僕もまた、ゆっくり

と泉のほうへ歩いて行けたらどんなに嬉しいだろう！」 

"Ah!" dissi al pìccolo prìncipe, "sono mólto graziósi i tuoi ricòrdi, ma io non ho ancóra 

riparato il mio aeroplano, non ho più niènte da bére e sarei felice anch'io se potessi 

camminare adagio adagio vèrso una fontana!"  

《「感嘆」》,「動詞」「間接目的語」, 

《「動詞」「補語」「主語」,ma「主語」「動詞」「目的語」e「動詞」「補語」「副詞節」》 

"Ah!" ｱｰ int. ああ                                                       「感嘆」 

dissi ﾃﾞｨｯｼ 1 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

al pìccolo prìncipe, ｱﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adv. 王子さまに                「間接目的語」 

"sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                      「動詞」 

mólto graziósi ﾓﾙﾄ･ｸﾞﾗﾁｵｰｼ adj(grazióso).m.pl 可愛らしい                  「補語」 

i tuoi ricòrdi, ｲ･ﾄｩｵｲ･ﾘｺｰﾙﾃﾞｨ pl(ricòrdo).n.m 君の思い出は                 「主語」 

ma ﾏ conj. しかし 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 
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non ho ancóra riparato ﾉ･ﾉ･ｱﾝｺｰﾗ･ﾘﾊﾟﾗｰﾄ 1 単現･完了形･否定(riparare+ ancóra) 

   v.t まだ修理していない                                              「動詞句」 

il mio aeroplano, ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱｴﾛﾌﾟﾗｰﾉ n.m 僕の飛行機を                     「目的語」 

non ho più ﾉ･ﾉ･ﾋﾟｳ 1 単現･否定(avére+ più)v.t もう〜が無い              「動詞句」 

niènte da bére ﾆｴﾝﾃ･ﾀﾞ･ﾍﾞｰﾚ pron 飲み水が〜ない                        「目的語」 

e ｴ conj. そして、だから 

sarei ｻﾚｲ 条・1 単現･仮定(èssere)v.i 〜だろう                              「動詞」 

felice ﾌｪﾘｰﾁｪ adj. 幸せな                                                 「補語」 

anch'io ｱﾝｷｰｵ pron 僕も                                          「副詞句」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

potessi camminare ﾎﾟﾃｯｼ･ｶﾝﾐﾅｰﾚ 接・1 単半･可能･仮定(potére+不定詞) 

   v.i 歩いて行けたら                                           「動詞句」 

adagio adagio ｱﾀﾞｰｼﾞｮ･ｱﾀﾞｰｼﾞｮ adv. ゆっくりと                   「副詞句」 

vèrso una fontana!" ｳﾞｪｰﾙｿ･ｱ･ﾌｫﾝﾀｰﾅ adv.（方向）泉の方へ        「副詞句」 

 

「僕の友達のキツネが、言ったんだよ．．．」 

"Il mio amico la vólpe, mi disse..."                    《「主語」「間接目的語」「動詞」》 

"Il mio amico la vólpe, ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱﾐｰｺ･ﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.m 僕の友達のキツネが        「主語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

disse..." ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                       「動詞」 

 

「坊や、もうキツネどころの話じゃないよ！」 

"Caro il mio ométto, non si tratta più vólpe!"               《「呼びかけ」,「動詞句」》 

"Caro ｶｰﾛ adj. 親愛なる                                      「形容詞」 

il mio ométto, ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｵﾒｯﾄ n.m 坊や                                  「呼びかけ」 

   ométto ｵﾒｯﾄ n.m 小柄な男、大人らしくなった少年 

non si tratta più vólpe!" ﾉﾝ･ｼ･ﾄﾗｯﾀ･ﾋﾟｳ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ 非人称･3 単現･否定 

   v.h(si tratta di) もうキツネに関わる問題ではない                      「動詞句」 

 

「どうして？」 

"Perché?"                                                              《「質問」》 

"Perché?" ﾍﾟﾙｹ adv.（疑問）どうして？                                    「質問」 

 

「のどが渇いて死んでしまうからだよ．．．」 

"Perché moriremo di séte..."                            《Perché「動詞」「副詞句」》 

"Perché ﾍﾟﾙｹ conj.（原因）なぜなら〜だから 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXIV 

  335 / 420 

moriremo ﾓﾘﾚｰﾓ 1 複未(morire)v.i 死ぬだろう                              「動詞」 

di séte..." ﾃﾞｨ･ｾｰﾃ adv.（原因）のどの渇きのために                       「副詞句」 

 

彼は僕の言っていることが理解できず、僕に答えた： 

Non capì il mio ragionamento e mi rispose:「動詞句」「目的語」e「間接目的語」「動詞」 

Non capì ﾉﾝ･ｶﾋﾟ 3 単遠･否定(capire)v.t 理解できなかった                  「動詞句」 

il mio ragionamento ｲﾙ･ﾐｰｵﾗｼﾞｮﾅﾒﾝﾄ n.m 僕の言っていることを、議論     「目的語」 

e ｴ conj. そして 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

rispose: ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                              「動詞」 

 

「たとえこれから死ぬにしても、友達を持てたことは良いことだよ。僕は、キツネという友

達を持てて、とても満足している．．．」 

"Fa bène l'aver avuto un amico, anche se pòi si muore. Io, io sono mólto contènto d'aver 

avuto un amico vólpe..."            「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」 

"Fa ﾌｧ 3 単現･非人称(fare)v.i 〜である                                     「動詞」 

bène ﾍﾞｰﾈ  adv. 良い                                                    「補語」 

l'aver avuto ﾗｳﾞｪｰﾙ･ｱｳﾞｰﾄ 不定詞･完了形(avére)n. 〜を持ったという事は     「主語」 

un amico, ｳﾝ･ｱﾐｰｺ n.m 友達を                                    「目的語」 

anche se ｱﾝｹ･ｾ conj. たとえ〜でも、もし〜にしても                「副詞節」 

   anche se+接続法（時に直説法） 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. これから                                     「副詞」 

si muore. ｼ･ﾑｵﾚ 3 単現(morirsi)v.pr 死ぬ                   「動詞句」 

Io, io ｲｰｵ･ｲｰｵ pron 僕は                                                  「主語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

mólto contènto ﾓﾙﾄ･ｺﾝﾃﾝﾄ adj. とても満足した                              「補語」 

d'aver avuto ﾀﾞｳﾞｪｰﾙ･ｱｳﾞｰﾄ 不定詞･完了形･原因 adv. 〜を持って       「副詞句」 

un amico vólpe..." ｳﾝ･ｱﾐｺ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.m キツネという友達を      「目的語」 

 

「彼は危険を察知することが出来ないんだ」と、僕は思った。「空腹も、渇きも決して感じ

ないんだ。彼には、ほんの少しの日光で充分なんだ．．．」 

Non misura il perìcolo, mi dissi. Non ha mai ne' fame, ne' séte. Gli basta un po' di sóle...  

《「動詞句」「目的語」》,「動詞句」,《「動詞句」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「主語」》 

Non misura ﾉﾝ･ﾐｽﾞｰﾗ 3 単現･否定(misurare) 

v.t 〜を察知できない、判断できない                                  「動詞句」 

il perìcolo, ｲﾙ･ﾍﾟﾘｰｺﾛ n.m 危険を                                       「目的語」 
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mi dissi. ﾐ･ﾃﾞｨｯｼ 1 単遠(dirsi)v.pr 思った                                「動詞句」 

Non ha mai ﾉ･ﾅ･ﾏｰｲ 3 単現･否定(avére)v.t 決して〜がない                「動詞句」 

ne' fame, ﾈ･ﾌｧｰﾒ n.f（否定の連続）空腹も                               「目的語」 

ne' séte. ﾈ･ｾｰﾃ n.f（否定の連続）渇きも                                「目的語」 

Gli ﾘ pron 彼にとって                                             「間接目的語」 

basta ﾊﾞｽﾀ 3 単現(bastare)v.i 十分である                                  「動詞」 

un po' di sóle... ｳﾝ･ﾎﾟ･ﾃﾞｨ･ｿｰﾚ n.m ほんの少しの太陽が                     「主語」 

 

しかし彼は僕をじっと見つめ、僕の考えに対して答えた： 

Ma mi guardò e rispose al mio pensiero:  

Ma「目的語」「動詞」e「動詞」「間接目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

guardò ｸﾞゎﾙﾄﾞ 3 単遠(guardare)v.t 見つめた                              「動詞」 

e ｴ conj. そして 

rispose ﾘｽﾎﾟｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                                「動詞」 

al mio pensiero: ｱﾙ･ﾐｰｵ･ﾍﾟﾝｼｪｰﾛ adv. 僕の考えに対して               「間接目的語」 

 

「僕も喉が渇いた．．．井戸を探しに行こう．．．」 

"Anch'io ho séte... cerchiamo un pózzo..."  

《「主語」「動詞」「目的語」...「動詞」「目的語」》 

"Anch'io ｱﾝｷｰｵ pron 僕も                                                 「主語」 

ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

séte... ｾｰﾃ n.f 喉の渇き                                                 「目的語」 

cerchiamo ﾁｪﾙｷｧｰﾓ 命･1 複･勧誘(cercare)v.t 探しに行こう                   「動詞」 

un pózzo..." ｳﾝ･ﾎﾟｯｿ n.m 井戸を                                        「目的語」 

 

僕はうんざりの身振りをした：広大な砂漠の中で、当てもなく井戸を探すなんて馬鹿げてい

る。それでも、僕たちは歩き始めた。 

Ebbi un gèsto di stanchézza: è assurdo cercare un pózzo, a caso, nell'immensità del 

desèrto. Tuttavìa ci mettemmo in cammino.  

「動詞」「目的語」：「動詞」「補語」「主語」┃Tuttavìa「動詞句」「間接目的語」 

Ebbi ｴｯﾋﾞ 1 単遠(avére)v.t（動作を）した                                  「動詞」 

un gèsto ｳﾝ･ｼﾞｪｽﾄ n.m 仕草を、身振りを                                「目的語」 

di stanchézza: ﾃﾞｨ･ｽﾀﾝｹｯﾂｧ adj. うんざりの                    「形容詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 
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assurdo ｱｯｽｰﾙﾄﾞ adj. 馬鹿げた                                            「補語」 

cercare ﾁｪﾙｶｰﾚ 不定詞 n. 〜を探すことは                                   「主語」 

un pózzo, ｳﾝ･ﾎﾟｯｿ n.m 井戸を                                      「目的語」 

a caso, ｱ･ｶｰｿﾞ adv. 行き当たりばったりに                           「副詞句」 

nell'immensità del desèrto. ﾈﾘﾝﾒﾝｼﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ adv. 広大な砂漠の中で「副詞句」 

   immensità ｲﾝﾒﾝｼﾀ n.f 広大 desèrto ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ n.m 砂漠 

Tuttavìa ﾄｩｯﾀｳﾞｨｰｱ conj. それでも、しかしながら 

ci mettemmo ﾁ･ﾒｯﾃｰﾓ 1 複遠(méttersi)v.pr 〜に身を置いた                「動詞句」 

in cammino. ｲﾝ･ｶﾝﾐｰﾉ adv. 歩行に                                  「間接目的語」 

 

何時間も黙って歩いていると、日が暮れて、星が輝きだした。 

Dópo aver camminato per óre in silènzio, venne la nòtte, e le stélle cominciarono ad 

accendersi.                           「副詞句」,「動詞」「主語」e「主語」「動詞句」 

Dópo +(di)不定詞 ﾄﾞｰﾎﾟ adv.（時間）〜した後で                          「副詞句」 

aver camminato ｱｳﾞｪﾙ･ｶﾝﾐﾅｰﾄ 不定詞･完了形(camminare)v.i 歩いた「動詞句」 

per óre ﾍﾟﾙ･ｵｰﾚ adv.（期間）何時間もの間、数時間の間            「副詞句」 

   óre ｵｰﾚ pl(óra).n.f 時間 

in silènzio, ｲﾝ･ｼﾚｰﾝﾂｨｵ adv.（様態）黙って、無言で               「副詞句」 

venne ｳﾞｪﾝﾈ 3 単遠(venire)v.i やって来た                                  「動詞」 

la nòtte, ﾗ･ﾉｯﾃ n.f 夜が                                                  「主語」 

e ｴ conj. そして 

le stélle ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星が                                         「主語」 

cominciarono ad accendersi. ｺﾐﾝﾁｬﾛﾉ･ｱﾄﾞ･ｱｯﾁｪﾝﾃﾞﾙｼ 3 複遠･開始(cominciare a+不定詞) 

   v.i 輝き始めた                                                      「動詞句」 

   accendersi ｱｯﾁｪﾝﾃﾞﾙｼ v.pr 点火する、輝く 

 

僕は喉の渇きのせいで熱が出たので、まるで夢の中でのことのように、星たちを見ていた。 

Le vedevo cóme in un sógno, attraverso alla febbre che mi era venuta per la séte.  

「目的語」「動詞」「副詞句」 

Le ﾚ pron.f.pl（stélle の代用）星たちを                                  「目的語」 

vedevo ｳﾞｪﾃﾞｳﾞｫ 1 単半(vedére)v.t 見ていた                                「動詞」 

cóme in un sógno, ｺｰﾒ･ｲﾝ･ｳﾝ･ｿﾝﾆｮ adv. まるで夢の中でのように           「副詞句」 

attraverso ｱｯﾄﾗｳﾞｪﾙｿ prep（原因）〜のために                            「副詞句」 

alla febbre ｱｯﾗ･ﾌｪｯﾌﾞﾚ adv. 熱に                             「間接目的語」 

che ｹ pron.f（主語: febbre）〜する                  「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕に                        「間接目的語」 
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era venuta ｴﾗ･ｳﾞｪﾇｰﾀ 3 単半･完了形(venire) 

v.i 生じた                              「動詞句」 

per la séte. ﾍﾟﾙ･ﾗ･ｾｰﾃ 

 adv.（原因）喉の渇きのために           「副詞句」 

 

王子様の言葉が、僕の記憶の中で踊っていた。 

Le paròle del pìccolo prìncipe danzavano nella mia memoria. 「主語」「動詞」「副詞句」 

Le paròle ﾚ･ﾊﾟﾛｰﾚ pl(paròla).n.f 言葉が                                    「主語」 

del pìccolo prìncipe ﾃﾞﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adj. 王子様の              「形容詞句」 

danzavano ﾀﾞﾝｻﾊﾞﾉ 3 複半(danzare)v.i 踊っていた                          「動詞」 

nella mia memoria. ﾈｯﾗ･ﾐｰｱ･ﾒﾓｰﾘｱ adv. 僕の記憶の中で                   「副詞句」 

 

「君も喉が渇いたの？」と、僕は彼に尋ねた。 

"Hai séte anche tu?" gli domandai. 《「動詞」「目的語」「主語」》,「間接目的語」「動詞」 

"Hai ﾊｲ 2 単現･疑問文(avére)v.t 〜があるの？                              「動詞」 

séte ｾｰﾃ n.f 喉の渇き                                                  「目的語」 

anche tu?" ｱﾝｹ･ﾄｩ pron 君も                                              「主語」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

domandai. ﾄﾞﾏﾝﾀﾞｲ 1 単遠(domandare)v.t 尋ねた                           「動詞」 

 

しかし、僕の質問には答えず、ただ、僕に言った： 

Ma non rispose alla mia domanda. Mi disse sempliceménte:  

Ma「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」┃「間接目的語」「動詞」「副詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non rispose ﾉﾝ･ﾘｽﾎﾟｾﾞ 3 単遠･否定(rispóndere)v.i 答えなかった            「動詞句」 

alla mia domanda. ｱｯﾗ･ﾐｰｱ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞ adv. 僕の問いかけに               「間接目的語」 

Mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

sempliceménte: ｾﾝﾌﾟﾘﾁｪﾒﾝﾃ adv. 単に、ただ                               「副詞」 

 

「水は心にとっても、癒しになるかもしれない．．．」 

"Un po’ d’àcqua può far bène anche al cuòre..."          《「主語」「動詞句」「副詞句」》 

"Un po’ d’àcqua ｳﾝ･ﾎﾟ･ﾀﾞｯｸゎ n.f 少しの水は                               「主語」 

può far ﾌﾟｵ･ﾌｧｰﾙ 3 単現･推量(potére+不定詞 fare)v.i 有効かもしれない      「動詞句」 

   fare ﾌｧｰﾚ v.i ためになる、適している、有効である、効く 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. うまい具合に、よく、十分に                               「副詞」 
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anche al cuòre..." ｱﾝｹ･ｱﾙ･ｸｫｰﾚ adv. 心に対しても                         「副詞句」 

 

僕は彼の返事が理解できなかった。しかし黙っていた。彼に質問してはならないということ

をよく知っていたから。 

Non compresi la sua risposta, ma stetti zitto... sapevo bène che non bisognava 

interrogarlo.     「動詞句」「目的語」,ma「動詞」「補語」┃「動詞」「副詞」「目的語」 

Non compresi ﾉﾝ･ｺﾝﾌﾟﾚｰｼﾞ 1 単遠･否定(comprèndere)v.t 理解できなかった  「動詞句」 

la sua risposta, ﾗ･ｽｰｱ･ﾘｽﾎﾟｰｽﾀ n.f 彼の返事を                            「目的語」 

ma ﾏ conj. しかし 

stetti ｽﾃｯﾃｨ 1 単遠(stare)v.i 〜のままでいた                                「動詞」 

zitto... ﾂｨｯﾄ adj. 無言の                                                  「補語」 

sapevo ｻﾍﾟｰｳﾞｫ 1 単半(sapére)v.t 知っていた                               「動詞」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. よく                                                     「副詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

non bisognava interrogarlo. ﾉﾝ･ﾋﾞｿﾞﾆｬｰﾊﾞ･ｲﾝﾃﾛｶﾞｰﾙ･ﾛ 非人称･3 単半･禁止 

   (bisognare+不定詞)v.h 彼に質問してはならない                 「動詞句」 

 

彼は疲れていたので、腰を降ろした。僕は彼の近くに座った。 

Era stanco. Si sedette. Mi sedetti accanto a lui.  

「動詞」「補語」┃「動詞句」┃「動詞句」「副詞句」 

Era ｴﾗ 3単半(èssere)v.i 〜だった                                           「動詞」 

stanco. ｽﾀﾝｺ adj. 疲れた                                                  「補語」 

Si sedette. ｼ･ｾﾃﾞｯﾃ 3 単遠(sedersi)v.pr 彼は座った                        「動詞句」 

Mi sedetti ﾐ･ｾﾃﾞｯﾃｨ 1 単遠(sedersi)v.pr 僕は座った                       「動詞句」 

accanto a ｱｯｶﾝﾄ･ｱ prep 〜の近くに                                      「副詞句」 

lui. ﾙｲｰ pron 彼                                                「目的語」 

 

そして、少し黙ってから、また言った。 

E dópo un silènzio disse ancóra:                          E「副詞句」「動詞」「副詞」 

E ｴ conj. そして 

dópo un silènzio ﾄﾞｰﾎﾟ･ｳﾝ･ｼﾚﾝﾁｵ adv. 少し黙ってから                     「副詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

ancóra: ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 
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「星たちは美しいね、見えない一輪の花のおかげで．．．」 

"Le stélle sono bèlle per un fióre che non si vede..."          《「主語」「動詞」「補語」》 

"Le stélle ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星たちは                                    「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

bèlle ﾍﾞｯﾚ adj(bèllo).f.pl 美しい                                           「補語」 

per ﾍﾟﾙ prep（原因）〜のために、おかげで                         「副詞句」 

un fióre ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 一輪の花                            「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                        「形容詞節」 

non si vede..." ﾉﾝ･ｼ･ｳﾞｪﾃﾞ 3 単現･再帰受動(vedersi) 

v.pr 見えない                         「動詞句」 

 

「そうだね」と僕は答え、黙って月光の下の砂のひだを眺めた。 

Risposi: "Già", e guardai, sènza parlare, le pieghe della sàbbia sótto la luna.  

「動詞」：《「応答」》,e「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

Risposi: ﾘｽﾎﾟｰｼﾞ 1 単遠(rispóndere)v.i 答えた                              「動詞」 

"Già", ｼﾞｬ adv.（sì と同じ意味で）はい、そうだ                             「応答」 

e ｴ conj. そして 

guardai, ｸﾞゎﾙﾀﾞｲ 1 単遠(guardare)v.t 見つめた、眺めた                    「動詞」 

sènza parlare, ｾﾝﾂｧ･ﾊﾟﾙﾗｰﾚ adv. 黙って                                  「副詞句」 

le pieghe ﾚ･ﾋﾟｴｰｹﾞ pl(pièga).n.f しわを、ひだを                          「目的語」 

della sàbbia ﾃﾞｯﾗ･ｻｯﾋﾞｱ adj. 砂の                             「形容詞句」 

sótto ｿｯﾄ prep（位置）〜の下で                                         「副詞句」 

la luna. ﾗ･ﾙｰﾅ n.f 月、月光                                      「目的語」 

 

「砂漠は美しいね」と、王子さまは付け加えた。 

"Il desèrto è bèllo", soggiunse.                    《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」 

"Il desèrto ｲﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ n.m 砂漠は                                        「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

bèllo", ﾍﾞｯﾛ adj. 美しい                                                  「補語」 

soggiunse. ｿｼﾞｭﾝｾ 3 単遠(soggiùngere)v.t 付け加えた                       「動詞」 

 

まさにそれは本当だった。僕はずっと砂漠が好きだった。僕たちは砂丘の上に腰を下ろした。 

Ed era véro. Mi è sèmpre piaciuto il desèrto. Ci si siede su una duna di sàbbia.  

Ed「動詞」「補語」┃「間接目的語」「動詞句」「主語」┃「副詞」「動詞句」「副詞句」 

Ed ｴﾄﾞ conj. そして、まさに（強調） 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 
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véro. ｳﾞｪｰﾛ adj. 本当の                                                   「補語」 

Mi ﾐ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

è sèmpre piaciuto ｴ･ｾﾝﾌﾟﾚ･ﾋﾟｱﾁｭｰﾄ 1 単現･完了形(piacére+ sèmpre) 

v.i いつも好きだった                                                「動詞句」 

il desèrto. ｲﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ n.m 砂漠は                                         「主語」 

Ci ﾁ adv. そこで                                                         「副詞」 

si siede ｼ･ｼｴﾃﾞ 3 単現(sedersi)v.pr 座る                                  「動詞句」 

   動詞は三人称単数形だが、主語は僕たち（僕と王子様）である 

su una duna ｽ･ｳﾅ･ﾄﾞｩﾅ adv. 砂丘の上に                                 「副詞句」 

di sàbbia. ﾃﾞｨ･ｻｰﾋﾞｱ adj. 砂の                                 「形容詞句」 

フランス語版では 

まさしくそれは本当だった。僕はずっと砂漠が好きだった。僕達は砂山の上に腰を下ろす。 

Et c’était vrai. J’ai toujours aimé le désert. On s’assoit sur une dune de sable. 

On は単数または複数の代名詞だが、動詞は三人称単数形が用いられる 

on ｵﾝ pron 人は、人々は、人間は、誰かが、私たちは、私は、君は、君たちは 

 

何も見えない。何も聞こえない。それでも。何かが静かに輝いている．．． 

Non si vede nulla. Non si sente nulla. E tuttavìa qualche còsa risplende in silènzio...  

「動詞句」「主語」┃「動詞句」「主語」┃E「副詞」「主語」「動詞」「副詞句」 

Non si vede ﾉﾝ･ｼ･ｳﾞｪﾃﾞ 3 単現･再帰受動(vedersi)v.pr 見えない             「動詞句」 

nulla. ﾇｯﾗ pron 何も                                                     「主語」 

Non si sente ﾉﾝ･ｼ･ｾﾝﾃ 3 単現･再帰受動(sentirsi)v.pr 聞こえない            「動詞句」 

nulla. ﾇｯﾗ pron 何も                                                     「主語」 

E ｴ conj. そして 

tuttavìa ﾄｩｯﾀｳﾞｨｰｱ conj. しかしながら、それでも                           「副詞」 

qualche còsa ｸゎﾙｹ･ｺｰｻ n.f 何かが                                        「主語」 

risplende ﾘｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞ 3 単現(rsiplèndere)v.i 輝いている                       「動詞」 

in silènzio... ｲﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ adv.（様態）黙って、無言で、静かに               「副詞句」 

 

「砂漠を美しくしているもの」と、王子さまは言った。「それは、砂漠がどこかに井戸を隠

しているということだよ．．．」 

"Ciò che abbellisce il desèrto", disse il pìccolo prìncipe, "è che nasconde un pózzo in 

qualche luògo..."                      《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」》 

"Ciò ﾁｮ pron そのことは                                                 「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

abbellisce ｱﾍﾞﾘｼｪ 3 単現(abbellire)v.t 美しくしている        「動詞」 
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il desèrto", ｲﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ n.m 砂漠を                       「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単過(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

nasconde ﾅｽｺﾝﾃﾞ 3 単現(nascóndere)v.t 隠している                    「動詞」 

un pózzo ｳﾝ･ﾎﾟｯｿ n.m 井戸を                                      「目的語」 

in qualche luògo..." ｲﾝ･ｸゎﾙｹ･ﾙｵｰｺﾞ adv. どこかに                   「副詞句」 

 

砂から放射されるあの神秘的な発光のことがいきなり分かったので、僕は驚いた。 

Fui sorpréso di capire d'un tratto quélla misteriosa irradiazióne della sàbbia.  

「動詞」「補語」 

Fui ﾌｰｲ 1 単遠(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

sorpréso ｿﾙﾌﾟﾚｰｿ adj. 驚いた                                             「補語」 

di capire ﾃﾞｨ･ｶﾋﾟｰﾚ adv.（原因）〜が分かって                      「副詞句」 

d'un tratto ﾀﾞﾝ･ﾄﾗｯﾄ adv. 突然                            「副詞句」 

quélla misteriosa irradiazióne ｸｪｯﾗ･ﾐｽﾃﾘｵｰｻ･ｲﾗﾃﾞｨｱﾁｵｰﾈ 

 n.f あの神秘的な発光を                                「目的語」 

della sàbbia. ﾃﾞｯﾗ･ｻｯﾋﾞｱ adv. 砂から放射される     「副詞句」 

 

小さい頃、僕は古い家に住んでいて、どこかに宝物が隠されていると伝えられていた。 

Quando èro pìccolo abitavo in una casa antica, e la leggènda raccontava che c'era un 

tesòro nascosto.              「副詞節」「動詞」「副詞句」,e「主語」「動詞」「目的語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                          「副詞節」 

èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                   「動詞」 

pìccolo ﾋﾟｯｺﾛ adj. 小さい                                          「補語」 

abitavo ｱｳﾞｨﾀｰｳﾞｫ 1 単半(abitare)v.i 住んでいた                            「動詞」 

in una casa antica, ｲﾝ･ｳﾅ･ｶｰｻ･ｱﾝﾁｶ adv. 古い家に                        「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

la leggènda ﾗ･ﾚｼﾞｪﾝﾀﾞ n.f 言い伝えは                                     「主語」 

raccontava ﾗｯｺﾝﾀｰｳﾞｧ 3 単半(raccontare)v.t(che 〜と) 語っている           「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

c'era ﾁｪﾗ 3 単半･存在･時制の一致(esserci)v.i 〜がある              「動詞句」 

un tesòro ｳﾝ･ﾃｿﾞｰﾛ n.m 宝物が                                    「主語」 

nascosto. ﾅｽｺｽﾄ adj. 隠された                              「形容詞」 
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もちろん、誰もそれを見つけられなかったし、恐らくそれを探そうともしなかった。 

Naturalménte nessuno ha mai potuto scoprirlo, ne' fórse l'ha mai cercato.  

「副詞」「主語」「動詞句」,「副詞句」「目的語」「動詞句」 

Naturalménte ﾅﾄｩﾗﾙﾒﾝﾃ adv. もちろん                                     「副詞」 

nessuno ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                                           「主語」 

ha mai potuto scoprirlo, ｱ･ﾏｰｲ･ﾎﾟﾄｩｰﾄ･ｽｺﾌﾟﾘﾙ･ﾛ 3 単現･完了形･可能･否定 

(potére+不定詞)v.t それを見つけることが出来なかった                  「動詞句」 

   lo は tesòro（宝物）の代用 

ne' fórse ﾈ･ﾌｫｰﾙｾ adv.（否定の連続）恐らく〜もない 

l' ﾛ pron(tesòro の代用) それを                                          「目的語」 

ha mai cercato. ｱ･ﾏｰｲ･ﾁｪﾙｶｰﾄ 3 単現･完了形･否定(cercare) 

v.t 一度も探さなかった                                              「動詞句」 

 

しかし、その宝物が家全体に魔法をかけていた。 

Eppure incantava tutta la casa.                           Eppure「動詞」「目的語」 

Eppure ｴｯﾌﾟｰﾚ conj. しかし 

incantava ｲﾝｶﾝﾀｰｳﾞｧ 3 単半(incantare)v.t 魔法をかけていた                 「動詞」 

   「主語」は宝物 

tutta la casa. ﾄｩｯﾀ･ﾗ･ｶｰｻ n.f 家全体に                                   「目的語」 

 

僕の家は、その核心部の奥に秘密を隠し持っていた．．． 

La mia casa nascondeva un segréto nel fondo del suo cuòre...  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

La mia casa ﾗ･ﾐｰｱ･ｶｰｻ n.f 僕の家は                                       「主語」 

nascondeva ﾅｽｺﾝﾃﾞｳﾞｧ 3 単半(nascóndere)v.t 隠していた                    「動詞」 

un segréto ｳﾝ･ｾｸﾞﾚｰﾄ n.m 秘密を                                       「目的語」 

nel fondo ﾈﾙ･ﾌｫﾝﾄﾞ adv.（位置）底に                                    「副詞句」 

del suo cuòre... ﾃﾞﾙ･ｽｰｵ･ｸｫｰﾚ adj. 核心部の                     「形容詞句」 

 

「そうなんだ」と、僕は王子さまに言った。「家でも、星でも、砂漠でも、その美しさを作

っているものは目には見えないんだ」 

"Si", dissi al pìccolo prìncipe, "che si tratti di una casa, delle stélle o del desèrto, quéllo 

che fa la loro bellézza è invisìbile".  

《「応答」》,「動詞」「間接目的語」,《「直接目的語」》 

"Si", ｼ adv.（肯定）そうだ                                                「応答」 

dissi ﾃﾞｨｯｼ 1 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 
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al pìccolo prìncipe, ｱﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adv. 王子さまに                「間接目的語」 

"che ｹ conj. 〜ということを                                        「直接目的語」 

adv.（仮定）〜だとして                                     「副詞節」 

si tratti ｼ･ﾄﾗｯﾃｲ 接・非人称･3 単現(trattarsi) 

v.pr 〜のことである、〜である                    「動詞句」 

di una casa, ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ｶｰｻ adv. 家の                「間接目的語」 

delle stélle ﾃﾞｯﾚ･ｽﾃｯﾚ adv. 星の                  「間接目的語」 

o ｵ conj. 星の「間接目的語」 

del desèrto, ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ adv. 砂漠の             「間接目的語」 

quéllo ｸｪｯﾛ pron そのものは                                 「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                          「形容詞節」 

fa ﾌｧ 3 単現(fare)v.t 作っている                「動詞」 

la loro bellézza ﾗ･ﾛｰﾛ･ﾍﾞﾚｯﾂｧ n.f その美しさを「目的語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                               「動詞」 

invisìbile". ｲﾝｳﾞｨｼﾞｰﾋﾞﾚ adj. 目に見えない                   「補語」 

 

「僕は嬉しいよ」と、王子さまは言った。「君が僕のキツネと同じ意見だから」 

"Sono contènto", disse il pìccolo prìncipe, "che tu sia d'accòrdo con la mia vólpe".  

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「副詞節」》 

"Sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

contènto", ｺﾝﾃﾝﾄ adj. 嬉しい、満足した                                    「補語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"che ｹ conj.（原因･理由）〜なので                                      「副詞節」 

   精神活動（満足、願望、心配、要求．．．）に導かれる従属節は接続法を用いる 

tu ﾄｩ pron 君は                                                  「主語」 

sia ｼｱ 接・2 単現(èssere)v.i 〜である                               「動詞」 

d'accòrdo ﾀﾞｯｺｰﾙﾄﾞ adj.（意見が）一致した                         「補語」 

con la mia vólpe". ｺﾝ･ﾗ･ﾐｰｱ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ adv. 僕のキツネと        「副詞句」 

 

王子さまがうとうとし始めたので、両腕に抱えて、また歩き出した。僕は感激していた。 

Incominciava ad addormentarsi, io lo presi tra le bràccia e mi rimisi in cammino. Èro 

commosso.       「動詞句」,「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」e「動詞句」「副詞句」 

「動詞」「補語」 

Incominciava ad addormentarsi, ｲﾝｺﾐﾝﾁｬｳﾞｧ･ｱﾄﾞ･ｱﾄﾞﾙﾒﾝﾀﾙｼ 3 単半･開始 

(incominciare a+不定詞)v.pr 眠り始めた                               「動詞句」 
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io ｲｰｵ pron 僕は                                                         「主語」 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

presi ﾌﾟﾚｼ 1 単遠(prèndere)v.t 抱きかかえた                               「動詞」 

tra le bràccia ﾄﾗ･ﾚ･ﾌﾞﾗｯﾁｬ adv.（空間）両腕で                            「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

mi rimisi ﾐ･ﾘﾐｼﾞ 1 単遠(rimettersi)v.pr 〜に戻った                       「動詞句」 

in cammino. ｲﾝ･ｶﾐﾉ adv. 歩行に                                        「副詞句」 

Èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

commosso. ｺﾓｯｿ adj. 感動した                                            「補語」 

 

僕には、壊れやすい宝物を運んでいるように思われた。 

Mi sembrava di portare un fràgile tesòro.              「間接目的語」「動詞」「主語」 

Mi ﾐ pron 僕には                                                  「間接目的語」 

sembrava ｾﾝﾌﾞﾗｳﾞｧ 3 単半(sembrare)v.i 思われた                           「動詞」 

di portare ﾃﾞｨ･ﾎﾟﾙﾀｰﾚ 不定詞 n. 運んでいること                            「主語」 

un fràgile ｳﾝ･ﾌﾗｰｼﾞﾚ adj. 壊れやすい                     「形容詞句」 

tesòro. ﾃｿﾞｰﾛ n.m 宝物を                                         「目的語」 

 

僕は、地上にはこれよりも壊れやすいものは無いのではないかとさえ思われた。 

Mi sembrava pure che non ci fosse niènte di più fràgile sulla Tèrra.  

「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」 

Mi sembrava  

Mi ﾐ pron 僕には                                                  「間接目的語」 

sembrava ｾﾝﾌﾞﾗｳﾞｧ 3 単半(sembrare)v.i 思われた                           「動詞」 

pure ﾌﾟｰﾚ adv. 〜さえも                                                  「副詞」 

che ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

non ci fosse ﾉﾝ･ﾁ･ﾌｫｯｾ 接・3 単半･推量･存在･否定(esserci) 

v.i 〜がないだろう                                             「動詞句」 

niènte ﾆｴﾝﾃ pron 何も〜ない                                        「主語」 

di più fràgile ﾃﾞｨ･ﾋﾟｳ･ﾌﾗｰｼﾞﾚ adj. もっと壊れやすい         「形容詞句」 

sulla Tèrra. ｽﾗ･ﾃｰﾗ adv. 地上に                    「副詞句」 

 

僕は月明かりの中でじっと見つめていた。その蒼白い額やその閉じた目や風に震えるその

髪の房を。そして、僕は思った： 

Guardavo, alla luce della luna, quélla frónte pàllida, quégli òcchi chiusi, quélle ciocche 

di capélli che tremavano al vènto, e mi dicevo:  
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「動詞」「副詞句」,「目的語」e「動詞句」： 

Guardavo, ｸﾞゎﾙﾀﾞｰｳﾞｫ 1 単半(guardare)v.t じっと見つめていた             「動詞」 

alla luce ｱﾗ･ﾙｰﾁｪ adv.（手段）光によって                                「副詞句」 

della luna, ﾃﾞﾗ･ﾙｰﾅ adj. 月の                                  「形容詞句」 

quélla frónte pàllida, ｸｪﾗ･ﾌﾛﾝﾃ･ﾊﾟｰﾘﾀﾞ n.f その蒼白い額を                 「目的語」 

quégli òcchi ｸｪﾘ･ｵｯｷ pl(òcchio).n.m その目を                             「目的語」 

chiusi, ｷｩｼﾞ adj(chiuso).pl.m 閉じた                             「形容詞」 

quélle ciocche ｸｪﾚ･ﾁｮｯｹ pl(ciòcca).n.f その髪の房を                       「目的語」 

di capélli ﾃﾞｨ･ｶﾍﾟｯﾘ adj(capéllo).pl.m 髪の毛の                 「形容詞句」 

che ｹ pron（主語）〜する                           「形容詞節」 

tremavano ﾄﾚﾏﾊﾞﾉ 3 複半(tremare)v.i 震える     「動詞」 

al vènto, ｱﾙ･ｳﾞｪﾝﾄ adv.（原因）風によって     「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

mi dicevo: ﾐ･ﾃﾞｨﾁｪｳﾞｫ 1 単半(dirsi)v.pr 思った                            「動詞句」 

 

「僕がいま見ているものは外見に過ぎない。一番大切なことは目には見えないんだ．．．」 

"Quésto che io vedo non è che la scorza. Il più importante è invisìbile..."  

《「主語」「動詞句」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

"Quésto ｸｪｽﾄ pron これは、このもの                                      「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

io ｲｰｵ pron 僕が                                         「主語」 

vedo ｳﾞｪﾄﾞ 1 単現(vedére)v.t 見ている                     「動詞」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                「動詞句」 

che ｹ conj.（比較）（non...che）〜に過ぎない                               「補語」 

la scorza. ﾗ･ｽｺﾙﾂｧ n.f 外見、見かけ、皮膚                          「目的語」 

Il più importante ｲﾙ･ﾋﾟｳ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ n.m 一番大切なことは                   「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

invisìbile..." ｲﾝﾋﾞｼﾞｰﾋﾞﾚ adj. 目に見えない                                 「補語」 

 

それから、彼の半開きの唇が少し笑っているように見えたので、僕はまた思った： 

E siccóme le sue labbra semiapèrte abbozzavano un mèzzo sorriso mi dissi ancóra:  

E「副詞節」,「動詞句」「副詞句」 

E ｴ conj. そして、それから 

siccóme ｼｯｺｰﾒ conj.（原因）〜なので                                    「副詞節」 

le sue labbra ﾚ･ｽｰｴ･ﾗｯﾌﾞﾗ pl(labbro).n.m（唇の[複]）唇が            「主語」 

   labbro ﾗｯﾌﾞﾛ n.m（[複]le labbra）唇、口、（[複]i labbri）縁、口、傷口 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXIV 

  347 / 420 

semiapèrte ｾﾐｱﾍﾟﾙﾃ adj(semiapèrto).f.pl 半開きの             「形容詞」 

abbozzavano ｱﾎﾞｻｳﾞｧﾉ 3 単半(abbozzare) 

v.t（微笑などを）わずかに示していた                            「動詞」 

un mèzzo sorriso ｳﾝ･ﾒｯﾂｫ･ｿﾘｰｿ n.m わずかな微笑                 「目的語」 

mi dissi ﾐ･ﾃﾞｨｯｼ 3 単遠(dirsi)v.t 思った                                    「動詞」 

ancóra: ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 

 

「この眠っている王子さまについて、僕がいちばん感動したことは：」 

"Ècco ciò che mi commuove di più di quésto pìccolo prìncipe addormentato:  

《「主語」：》 

"Ècco ciò ｴｯｺ･ﾁｮ pron そのことは、これは                                 「主語」 

che ｹ conj.（同格）〜という                                    「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕を                                         「目的語」 

commuove ｺﾝﾑｵｰｳﾞｪ 3 単現(commuòvere)v.t 感動させる      「動詞」 

di più ﾃﾞｨ･ﾋﾟｳ adv. 一番、最も                           「副詞句」 

di quésto pìccolo prìncipe ﾃﾞｨ･ｸｪｽﾄ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ 

 adv.（関連）この王子さまのことで                     「副詞句」 

addormentato: ｱﾄﾞﾙﾒﾝﾀｰﾄ adv. 眠っている         「形容詞」 

 

「一輪の花に対する彼の誠実さなんだ。それは、眠っている時でさえも彼の中でランプの焔

のように輝いているバラの花の姿なんだ．．．」 

è la sua fedeltà a un fióre, è l'immàgine di una ròsa che risplende in lui cóme la fiamma 

di una lampada, anche quando dorme..."           《「動詞」「補語」,「動詞」「補語」》 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

la sua fedeltà ﾗ･ｽｰｱ･ﾌｪﾃﾞﾙﾀ n.f 誠実さ                                     「補語」 

a un fióre, ｱ･ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ adv. 一輪の花に対する                        「副詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

l'immàgine ﾘﾝﾏｰｼﾞﾈ n.f 姿                                                「補語」 

di una ròsa ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ﾛｰｻﾞ adj. バラの花の                          「形容詞句」 

che ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

risplende ﾘｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞ 3 単現(risplèndere) 

v.i 光り輝いている                             「動詞」 

in lui ｲﾝ･ﾙｰｲ adv. 彼の中で                     「副詞句」 

cóme ｺｰﾒ adv.〜のように                       「副詞句」 

la fiamma ﾗ･ﾌｨｱﾝﾏ n.f 焔、炎           「目的語」 

di una lampada, ﾃﾞｨ･ｳﾅ･ﾗﾝﾊﾟﾗ 
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 adj. ランプの              「形容詞句」 

anche quando dorme..." ｱﾝｹ･ｸゎﾝﾄﾞ･ﾄﾞﾙﾒ 

 adv. 彼が眠っている時でさえも       「副詞節」 

 

そして、僕は彼がまださらに壊れやすいのだと思った。 

E lo pensavo ancóra più fràgile.                          E「目的語」「動詞」「補語」 

E ｴ conj. そして 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

pensavo ﾍﾟﾝｻｰｳﾞｫ 1 単半(pensare)v.t（SVOC）O が C だと思った            「動詞」 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. まだ、さらに                                     「副詞」 

più fràgile. ﾋﾟｳ･ﾌﾗｰｼﾞﾚ adj. さらに壊れやすい                              「補語」 

 

ランプは、しっかりと保護しなければならない：ほんのひとそよぎの風でも、ランプは消え

るかもしれないのだから．．． 

Bisogna bèn protèggere le lampade: un cólpo di vènto le può spègnere...  

「動詞句」「目的語」：「主語」「目的語」「動詞句」 

Bisogna bèn protèggere ﾋﾞｿﾞﾆｬ･ﾍﾞﾝ･ﾌﾟﾛﾃｯｼﾞｪﾚ 非人称･3 単現･必要(bigognare+不定詞) 

   v.h 十分に保護する必要がある                                        「動詞句」 

   bèn ﾍﾞﾝ adv.（bène の語尾切断）うまく、よく、十分に、たっぷり 

le lampade: ﾚ･ﾗﾝﾊﾟﾃﾞ pl(lampada).n.f ランプを                           「目的語」 

un cólpo ｳﾝ･ｺﾙﾎﾟ n.m 一撃は                                             「主語」 

di vènto ﾃﾞｨ･ｳﾞｪﾝﾄ adj. 風の                                   「形容詞句」 

le ﾚ pron.f.pl（lampade の代用）ランプを                                「目的語」 

può spègnere... ﾌﾟｵ･ｽﾍﾟﾝﾆｪﾚ 3 単現･可能性(potére+不定詞 spègnere) 

v.t 消すかもしれない                                                「動詞句」 

 

そして、このように歩いて、僕は夜明けに井戸を見つけた。 

E così camminando, scoprii il pózzo al levar del sóle. 

E「副詞句」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

così camminando, ｺｼ･ｶﾐﾅﾝﾄﾞ adv.（手段）このように歩いて               「副詞句」 

scoprii ｽｺﾌﾟﾘｲ 1 単遠(scoprire)v.t 見つけた                                「動詞」 

il pózzo ｲﾙ･ﾎﾟｯｿ n.m 井戸を                                            「目的語」 

al levar del sóle. ｱﾙ･ﾚｳﾞｧｰﾙ･ﾃﾞﾙ･ｿｰﾚ adv.（時間）日の出に、夜明けに       「副詞句」 
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XXV 

 

「人々は」と、王子さまは言った。「特急列車に乗り込むけれど、自分たちが何を探し求め

ているのかもう分っていないんだ。それで動き回って、どうどう巡りをしているんだ．．．」 

"Gli uòmini", disse il pìccolo prìncipe, "si imbucano nei ràpidi, ma non sanno più che còsa 

cercano. Allóra si agitano, e girano intórno a se stessi..."  

《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「間接目的語」,ma「動詞句」「目的語」 

「副詞」「動詞句」,e「動詞句」「副詞句」》 

"Gli uòmini", ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人々は                                「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"si imbucano ｼ･ｲﾝﾌﾞｶﾉ 3 複現(imbucarsi)v.pr 乗り込む、潜り込む          「動詞句」 

nei ràpidi, ﾈｲ･ﾗｰﾋﾟﾃﾞｨ adv.(ràpido) 特急列車に                       「間接目的語」 

ma ﾏ conj. しかし 

non sanno più ﾉﾝ･ｻﾝﾉ･ﾋﾟｳ 3 複現･否定(sapére)v.t もう分っていない        「動詞句」 

che còsa ｹ･ｺｰｻ pron 何を〜するかということを                           「目的語」 

cercano. ﾁｪﾙｶﾉ 3 複現(cercare)v.t 探し求めている                    「動詞」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで                                                 「副詞」 

si agitano, ｼ･ｱｼﾞﾀﾉ 3 複現(agitarsi)v.pr 動き回っている                   「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

girano ｼﾞﾗｰﾉ 3 複現(girare)v.i ぶらついている                              「動詞」 

intórno ｲﾝﾄｰﾙﾉ adv. 辺りを                                               「副詞」 

a se stessi..." ｱ･ｾ･ｽﾃｯｼ adv. 自分の                                      「副詞句」 

 

そう言って、付け加えた： 

E soggiunse:                                                           E「動詞」 

E ｴ conj. そして 

soggiunse: ｿｼﾞｭﾝｾ 3 単遠(soggiùngere)v.t 付け加えた                        「動詞」 

 

「苦労する値がない」（苦労には及ばない） 

"Non vale la péna..."                                           《「動詞句」「補語」》 

"Non vale ﾉﾝ･ｳﾞｧﾚ 3 単現･否定(valére)v.i 〜の価値がない                  「動詞句」 

la péna..." ﾗ･ﾍﾟｰﾅ n.f 苦労、骨折り                                        「補語」 
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「僕たちが辿り着いた井戸は、サハラ砂漠の井戸に似ていなかった」 

Il pózzo che avevamo raggiunto non assomigliava ai pózzi sahariani".  

《「主語」「動詞句」「間接目的語」》 

Il pózzo ｲﾙ･ﾎﾟｯｿ n.m 井戸は、（地面に出来た）穴、洞窟                        「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

avevamo raggiunto ｱｳﾞｪｳﾞｧｰﾓ･ﾗｼﾞｭﾝﾄ 1 複半･完了形(raggiùngere) 

v.t 到達した                                          「動詞句」 

non assomigliava ﾉﾝ･ｱｯｿﾐﾘｱｰｳﾞｧ 3 単半･否定(assomigliare) 

v.i(à に) 似ていなかった                                             「動詞句」 

ai pózzi ｱｲ･ﾎﾟｯし adv.(pózzo) 井戸に                                「間接目的語」 

sahariani". ｻｱﾘｱﾆ adj(sahariano).m.pl サハラ砂漠の        「形容詞句」 

 

サハラ砂漠の井戸は、砂地に掘られた単なる穴だ。 

I pózzi sahariani sono dei sémplici buchi scavati nella sàbbia.  「主語」「動詞」「補語」 

I pózzi sahariani ｲ･ﾎﾟｯｼ･ｻｱﾘｱﾆ pl(pózzo).n.m サハラ砂漠の井戸は            「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

dei sémplici buchi ﾃﾞｲ･ｾﾝﾌﾟﾘﾁ･ﾌﾞｷ pl(buco).n.m 単純な穴                   「補語」 

   sémplici ｾﾝﾌﾟﾘﾁ adj(sémplice).pl 単純な、簡単な 

scavati ｽｶｳﾞｧｰﾃｨ 過去分詞･受動(scavare)adj.m.pl 掘られた       「形容詞」 

nella sàbbia. ﾈｯﾗ･ｻｰｯﾋﾞｱ adv. 砂地に                       「副詞句」 

 

この井戸は村の井戸に似ている。 

Quésto assomiglia a un pózzo di villàggio.              「主語」「動詞」「間接目的語」 

Quésto ｸｪｽﾄ pron この井戸は                                             「主語」 

assomiglia ｱｯｿﾐﾘｱ 3 単現(assomigliare)v.i(à に) 似ている                    「動詞」 

a un pózzo ｱ･ｳﾝ･ﾎﾟｯｿ adv. 井戸に                                   「間接目的語」 

di villàggio. ﾃﾞｨ･ｳﾞｨﾗｯｼﾞｮ adj. 村の                        「形容詞句」 

 

しかし、この辺りにはどんな村も無かった。それで僕は優を見ているように思われた。 

Ma non c'era alcun villàggio intórno, e mi sembrava di sognare.  

Ma「動詞句」「主語」「副詞」,e「間接目的語」「動詞」「主語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non c'era ﾉﾝ･ﾁｪﾗ 3 単半･否定･存在(esserci)v.i 〜が無かった                「動詞句」 

alcun villàggio ｱﾙｸﾝ･ｳﾞｨﾗｯｼﾞｮ n.m どんな村も〜ない                       「主語」 

intórno, ｲﾝﾄｰﾙﾉ adv. 辺りに                                              「副詞」 

e ｴ conj. そして 
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mi ﾐ pron 僕には                                                  「間接目的語」 

sembrava ｾﾝﾌﾞﾗｳﾞｧ 3 単半(sembrare)v.i 〜のように思われた                 「動詞」 

di sognare. ﾃﾞｨ･ｿﾆｬｰﾚ 不定詞 n. 夢を見ていること                          「主語」 

 

「奇妙だ」と、僕は王子さまに言った。「すべてが整っている：滑車も、手桶も、ロープも」 

"È strano", dissi al pìccolo prìncipe, "è tutto prónto: la carrùcola, il sécchio e la còrda..."  

《「動詞」「補語」》,「動詞」「間接目的語」,《「動詞」「主語」「補語」：「主語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

strano", ｽﾄﾗｰﾉ adj. 奇妙な、おかしな                                      「補語」 

dissi ﾃﾞｨｯｼ 1 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

al pìccolo prìncipe, ｱﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adv. 王子様に                   「間接目的語」 

"è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

tutto ﾄｩｯﾄ pron すべてが                                                 「主語」 

prónto: ﾌﾟﾛﾝﾄ adj. 整った                                                「補語」 

la carrùcola, ﾗ･ｶﾙｺﾗ n.f 滑車が                                           「主語」 

il sécchio ｲﾙ･ｾｯｷｵ n.m 手桶が                                            「主語」 

e ｴ conj. そして 

la còrda..." ﾗ･ｺｰﾙﾀﾞ n.f ロープが                                          「主語」 

 

彼は笑い、ロープに触り、滑車を動かした。 

Rise, toccò la còrda, fece funzionare la carrùcola.  

「動詞」,「動詞」「目的語」,「動詞句」「目的語」 

Rise, ﾘｾﾞ 3 単遠(rìdere)v.i 笑った                                         「動詞」 

toccò ﾄｺ 3 単遠(toccare)v.t 〜に触れた                                     「動詞」 

la còrda, ﾗ･ｺｰﾙﾀﾞ n.f ロープに                                          「目的語」 

fece funzionare ﾌｪｰﾁｪ･ﾌﾝﾂｨｵﾅｰﾚ 3 単遠･使役(fare+不定詞) 

v.t 動かした、作動させた                                            「動詞句」 

la carrùcola. ﾗ･ｶﾙｺﾗ n.f 滑車を                                          「目的語」 

 

すると、風が長い間眠っていた後では古い風見鶏がきしるように、滑車がきしった。 

E la carrùcola gemette cóme geme una vècchia banderuóla dópo che il vènto ha dormito 

a lungo.                                                E「主語」「動詞」「副詞節」 

E ｴ conj. そして、すると 

la carrùcola ﾗ･ｶﾙｺﾗ n.f 滑車が、巻き上げ装置                              「主語」 

gemette ｼﾞｪﾒﾃ 3 単遠(gèmere)v.i うなった、きしった                       「動詞」 

   gemé ｼﾞｪﾒ も 3 単遠の活用である 
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cóme ｺｰﾒ conj. 〜するように                                           「副詞節」 

geme ｼﾞｪﾒ 3 単現(gèmere)v.i うなる、きしる                       「動詞」 

una vècchia banderuóla ｳﾅ･ｳﾞｪｯｷｱ･ﾊﾞﾝﾃﾞﾙｵﾗ n.f 古い風見鶏が       「主語」 

   vècchia ｳﾞｪｯｷｱ adj(vècchio).f 古い、年取った、昔の 

dópo che +直説法 ﾄﾞｰﾎﾟ･ｹ conj. 〜した後で                       「副詞節」 

il vènto ｲﾙ･ｳﾞｪﾝﾄ n.m 風が                                「主語」 

ha dormito ｱ･ﾄﾞﾙﾐﾄ 3 単現･完了形(dormire)v.i 眠った      「動詞句」 

a lungo. ｱ･ﾙﾝｺﾞ adv. 長い間                             「副詞句」 

きしる 

堅い物が強くすれ合って音を立てること。 

ここでは、井戸の滑車が錆びついたために、摩擦が増してギシギシ音を立てる様。 

 

「聞こえる？」と、王子さまは言った。「僕たちが目覚めさせたので、井戸が歌っている...」 

"Senti", disse il pìccolo prìncipe, "nói svegliamo quésto pózzo e lui canta..."  

《「動詞」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「目的語」e「主語」「動詞」》 

"Senti", ｾﾝﾁ 2 単現(sentire)v.t 聞こえる？                                  「動詞」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"nói ﾉｰｲ pron.pl 僕たちが                                                「主語」 

svegliamo ｽﾞｳﾞｪﾘｱｰﾓ 1 複現(svegliare)v.t 目覚めさせた                      「動詞」 

quésto pózzo ｸｪｽﾄ･ﾎﾟｯｿ n.m この井戸を                                 「目的語」 

e ｴ conj. そして 

lui ﾙｰｲ pron それが                                                      「主語」 

canta..." ｶﾝﾀ 3 単現(cantare)v.i 歌っている                                 「動詞」 

 

僕は王子さまに骨折りさせたくなかった。 

Non volevo che facesse uno sforzo.                              「動詞句」「目的語」 

Non volevo ﾉﾝ･ｳﾞｫﾚｳﾞｫ 1 単半(volére)v.t 望まなかった                     「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

facesse ﾌｧﾁｪｯｾ 接・3 単半･推量(fare)v.t するだろう                  「動詞」 

   「主語」は王子様 

uno sforzo. ｳﾉ･ｽﾌｫﾙﾂｫ n.m 骨折りを                              「目的語」 

 

「僕にさせて欲しい」と、彼に言った。「君には重すぎるから」 

"Lasciami fare", gli dissi, "è tròppo pesante per te".  

《「動詞」「目的語」「補語」》,「間接目的語」「動詞」,《「動詞」「補語」》 
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"Lasciami ﾗｯｼｬ･ﾐ 命・2 単現･使役･依頼(lasciare+mi) 

v.t(SVO+不定詞 O に〜) 僕にさせて頂戴                       「動詞」「目的語」 

fare", ﾌｧｰﾚ 不定詞･mi の動作 v.t する                                      「補語」 

gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dissi, ﾃﾞｨｯｼ 1 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

"è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

tròppo pesante ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾍﾟｻﾝﾃ adj. 重すぎる                                 「補語」 

per te". ﾍﾟﾙ･ﾃ adv.（関連）君には                                  「副詞句」 

 

僕はゆっくりと井戸の縁まで手桶を引き上げ、倒れないように注意してそこに置いた。 

Lentaménte issai il sécchio fino all'órlo del pózzo. Lo misi bène in equilibrio.  

「副詞」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「目的語」「動詞」「副詞句」 

Lentaménte ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv(lènto). ゆっくりと                                「副詞」 

issai ｲｻｲ 1 単遠(issare)v.t（綱で）引き上げた                               「動詞」 

il sécchio ｲﾙ･ｾｯｷｵ n.m 手桶を、釣瓶を                                   「目的語」 

fino ﾌｨｰﾉ prep（場所）(a) 〜まで                                       「副詞句」 

all'órlo ｱ･ﾛﾙﾛ adv. 縁                                           「目的語」 

del pózzo. ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｯｿ adj. 井戸の                         「形容詞句」 

Lo ﾛ pron（sécchio の代用）それを                                      「目的語」 

misi ﾐｼﾞ 1 単遠(méttere)v.t 置いた                                        「動詞」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. よく、うまく                                           「副詞句」 

in equilibrio. ｲﾝ･ｴｷﾘﾌﾞﾘｵ adv. バランスについて                   「副詞句」 

 

僕の耳の中では、滑車の歌が続いていた。そしてまだ震えている水の中には、太陽が震えて

いるのが見えた。 

Nelle mie orécchie perdurava il canto della carrùcola e nell'àcqua che tremava ancóra, 

vedevo tremare il sóle.  「副詞句」「動詞」「主語」e「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」 

Nelle mie orécchie ﾈｯﾚ･ﾐｰｴ･ｵﾚｯｷｴ adv. 僕の耳の中に                      「副詞句」 

perdurava ﾍﾟﾙﾄﾞｩﾗｰｳﾞｧ 3 単半･持続(perdurare)v.i 続いていた                「動詞」 

il canto ｲﾙ･ｶﾝﾄ n.m 歌が                                                 「主語」 

della carrùcola ﾃﾞｯﾗ･ｶﾙｺﾗ adj. 滑車の                           「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

nell'àcqua ﾈ･ﾗｸゎ adv. 水の中には                                      「副詞句」 

che ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

tremava ﾄﾚﾏﾊﾞ 3 単半･時制の一致(tremare)v.i 震えている  「動詞」 

ancóra, ｱﾝｺｰﾗ adv. まだ                                 「副詞」 
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vedevo ｳﾞｪﾃﾞﾎﾞ 1単半･知覚動詞(vedére)v.t(SVO+不定詞 Oが〜するのが) 見えた「動詞」 

tremare ﾄﾚﾏｰﾚ 不定詞･sóle の動作 v.i 震える                               「補語」 

il sóle. ｲﾙ･ｿｰﾚ n.m 太陽が                                              「目的語」 

 

「この水が欲しかったんだ」と、王子さまは言った、「僕に飲ませて...」 

"Ho séte di quésta àcqua", disse il pìccolo prìncipe, "dammi da bére..."  

《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」》 

"Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある「動詞」 

séte ｾｰﾃ n.f 熱望、喉の渇き「目的語」 

di quésta àcqua", ﾃﾞｨ･ｸｪｽﾀ･ｱｯｸゎ adj. この水の「形容詞句」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは「主語」 

"dammi da bére..." ﾀﾞﾝﾐ･ﾀﾞ･ﾍﾞｰﾚ 命・2 単現(dare da bére+mi) 

   v.t 僕に飲ませて「動詞句」 

 

そして、僕は彼が何を求めていたのか分かった！ 

E capii quéllo che aveva cercato!                                E「動詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

capii ｶﾋﾟｲ 1 単遠(capire)v.t 理解した、分った                              「動詞」 

quéllo ｸｪｯﾛ pron それを                                                「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

aveva cercato! ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ﾁｪﾙｶｰﾄ 3 単半･完了形(cercare) 

v.t 求めていた                                       「動詞句」 

 

僕は手桶を彼の唇まで持ち上げた。 

Sollevai il sécchio fino alle sue labbra.                   「動詞」「目的語」「副詞句」 

Sollevai ｿﾚﾊﾞｲ 1 単遠(sollevare)v.t 持ち上げた                              「動詞」 

il sécchio ｲﾙ･ｾｯｷｵ n.m 手桶を                                           「目的語」 

fino ﾌｨｰﾉ prep（場所）（a まで）〜まで                                  「副詞句」 

alle sue labbra. ｱﾚ･ｽｰｴ･ﾗｯﾌﾞﾗ adv.(labbro) 彼の唇に            「間接目的語」 

   labbra ﾗｯﾌﾞﾗ pl(labbro).n.m 唇（[複]le labbra）、口（[複]i labbri） 

 

彼は目をつぶって飲んだ。それは祭りのように嬉しくなるものだった。 

Bevette con gli òcchi chiusi. Era dólce cóme una fèsta.  

「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」 

Bevette ﾍﾞﾍﾞﾃ 3 単遠(bére)v.t 飲んだ                                      「動詞」 
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con gli òcchi chiusi. ｺﾝ･ﾘ･ｵｯｷ･ｷｭｰｼﾞ adv.（様態）目をつぶって             「副詞句」 

Era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

dólce ﾄﾞﾙﾁｪ adj. あまい、うっとりする、うれしい                          「補語」 

cóme una fèsta. ｺｰﾒ･ｳﾅ･ﾌｪｽﾀ adv.（類似）祭りのように              「副詞句」 

 

この水は、食べ物とは全くの別物だった。 

Quést'àcqua era bèn altra còsa che un aliménto.              「主語」「動詞」「補語」 

Quést'àcqua ｸｪｽﾀｯｸゎ n.f この水は                                        「主語」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

bèn altra còsa ﾍﾞﾝ･ｱﾙﾄﾗ･ｺｰｻ n.f 全く異なる物                              「補語」 

   bèn ﾍﾞﾝ adv.（bène の語尾切断形）（強調）全く、とても 

che ｹ conj.（比較）〜とは                                         「副詞句」 

un aliménto. ｳﾝ･ｱﾘﾒﾝﾄ n.m 食べ物                          「目的語」 

 

その水は、星の下の歩行から、滑車の歌から、そして僕の腕の労働から誕生したのだった。 

Era nata dalla marcia sótto le stélle, dal canto della carrùcola, dallo sforzo delle mie 

bràccia.                               「動詞句」「副詞句」, 「副詞句」, 「副詞句」 

Era nata ｴﾗ･ﾅｰﾀ 3 単半･完了形(nàscere)v.i 誕生した                      「動詞句」 

dalla marcia ﾀﾞｯﾗ･ﾏｰﾙﾁｬ adv.（手段）歩行から                           「副詞句」 

sótto ｿｯﾄ prep（位置）〜の下の                                  「副詞句」 

le stélle, ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星                          「目的語」 

dal canto ﾀﾞﾙ･ｶﾝﾄ adv.（手段）歌から                                   「副詞句」 

della carrùcola, ﾃﾞｯﾗ･ｶﾙｺﾗ adj. 滑車の                         「形容詞句」 

dallo sforzo ﾀﾞｯﾛ･ｽﾌｫﾙﾂｫ adv.（手段）骨折りから                         「副詞句」 

delle mie bràccia. ﾃﾞｯﾚ･ﾐｰｴ･ﾌﾞﾗｯﾁｬ adj. 僕の腕の               「形容詞句」 

 

それは贈り物のように心に良いものだった。 

Faceva bène al cuòre, cóme un dóno.         「動詞」「副詞」「間接目的語」「副詞句」 

Faceva ﾌｧﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(fare)v.i 効いていた                                「動詞」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. よい                                                     「副詞」 

al cuòre, ｱﾙ･ｸｵｰﾚ adv. 心に                                         「間接目的語」 

cóme ｺｰﾒ adv.（比較･類似）〜のように                                  「副詞句」 

un dóno. ｳﾝ･ﾄﾞｰﾉ n.m 贈り物                                    「目的語」 
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僕が小さかった頃、クリスマスツリーの明かりや、深夜ミサの音楽や、みんなの微笑みの優

しさが僕が受け取ったクリスマス・プレゼントを輝かせていたんだ。 

Quando èro pìccolo, le luci dell'àlbero di Natale, la mùsica della Méssa di mezzanotte, la 

dolcézza dei sorrisi, facevano risplendere i dóni di Natale che ricevevo.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                  「動詞」 

pìccolo, ﾋﾟｯｺﾛ adj. 小さい、幼い                                  「補語」 

le luci ﾚ･ﾙｰﾁ pl(luce).n.f 明かりが                                         「主語」 

dell'àlbero di Natale, ﾃﾞｯﾗｰﾙﾍﾞﾛ･ﾃﾞｨ･ﾅﾀｰﾚ adj. クリスマスツリーの  「形容詞句」 

la mùsica ﾗ･ﾑｰｼﾞｶ n. 音楽が                                              「主語」 

della Méssa di mezzanotte, ﾃﾞﾗ･ﾒｯｻ･ﾃﾞｨ･ﾒｯｻﾞﾉｯﾃ adj. 深夜ミサの   「形容詞句」 

la dolcézza ﾗ･ﾄﾞﾙﾁｪｯﾂｧ n.f 優しさが                                       「主語」 

dei sorrisi, ﾃﾞｲ･ｿﾘｰｼﾞ adj.pl 微笑みの                            「形容詞句」 

facevano risplendere ﾌｧﾁｪｳﾞｧﾉ･ﾘｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾚ 3 複半･使役(fare+不定詞) 

   v.t 輝かせていた                                                    「動詞句」 

i dóni di Natale ｲ･ﾄﾞｰﾆ･ﾃﾞｨ･ﾅﾀｰﾚ pl(dóno).n.m クリスマス・プレゼントを  「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

ricevevo. ﾘﾁｪｳﾞｪｳﾞｫ 1 単半(ricévere)v.t 受け取った          「動詞」 

 

「君の所では、人々は」と、王子さまは言った。「1 つの同じ庭園で 5000 本のバラの花を栽

培している．．．けれど、探している物が見つからないんだね．．．」 

"Da te, gli uòmini", disse il pìccolo prìncipe, "coltivano cìnquemila ròse nello stésso 

giardino..." e non trovano quéllo che cercano..."  

《「副詞句」「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」「副詞句」,e「動詞句」「目的語」》 

"Da te, ﾀﾞ･ﾃ adv. 君の所では                                           「副詞句」 

gli uòmini", ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人々は                                 「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

"coltivano ｺﾙﾁｳﾞｧﾉ 3 複現(coltivare)v.t 栽培している                        「動詞」 

cìnquemila ròse ﾁﾝｸｪﾐﾗ･ﾛｰｾﾞ pl(ròsa).n.f 5000 本のバラの花を             「目的語」 

nello stésso giardino..." ﾈｯﾛ･ｽﾃｯｿ･ｼﾞｬﾙﾃﾞｨｰﾉ adv. 1 つの同じ庭園で         「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

non trovano ﾉﾝ･ﾄﾛｳﾞｧﾉ 3 複現･否定(trovare)v.t 見つからない              「動詞句」 

quéllo ｸｪｯﾛ pron それが                                               「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 
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cercano..." ﾁｪﾙｶﾉ 3 複現(cercare)v.t 探している             「動詞」 

 

「見つからないんだね」と、僕は答えた。 

"Non lo trovano", risposi.                   《「動詞句」「目的語」「動詞句」》,「動詞」 

"Non ...trovano", ﾉﾝ･ﾄﾛｳﾞｧﾉ 3 複現･否定(trovare)v.t 見つからない          「動詞句」 

lo ﾛ pron それが                                                      「目的語」 

risposi. ﾘｽﾎﾟｼﾞ 1 単遠(rispóndere)v.i 答えた                                「動詞」 

 

「それでも、探している物は、たった 1 本のバラの花の中やほんの少しの水の中に見つか

るはずなのに．．．」 

"E tuttavìa quéllo che cercano potrebbe essere trovato in una sóla ròsa o in un po' 

d'àcqua..."                                 《E tuttavìa「主語」「動詞句」「副詞句」》 

"E ｴ conj. そして 

tuttavìa ﾄｫｳｯﾀｳﾞｨｰｱ conj. それでも 

quéllo ｸｪｯﾛ pron それは                                                  「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

cercano ﾁｪﾙｶﾉ 3 複現(cercare)v.t 探している                  「動詞」 

potrebbe essere trovato ﾎﾟﾄﾚｯﾍﾞ･･ｴｯｾﾚ･ﾄﾛｳﾞｧｰﾄ 条・3 単現･受動･当然 

(potére+不定詞 trovare･受動形)v.t 見つけられるはずである              「動詞句」 

in una sóla ròsa ｲﾝ･ｳﾅ･ｿｰﾗ･ﾛｰｻﾞ adv. たった 1 本のバラの花の中に         「副詞句」 

o ｵ conj. または 

in un po' d'àcqua..." ｲﾝ･ｳﾝ･ﾎﾟﾀﾞｯｸゎ adv. ほんの少しの水の中に            「副詞句」 

 

「その通りだとも」と、僕は答えた。 

"Cèrto", risposi.                                               《「応答」》,「動詞」 

"Cèrto", ﾁｪｰﾙﾄ adv. 確かに、その通りだ                                    「応答」 

risposi. ﾘｽﾎﾟｼﾞ 1 単遠(rispóndere)v.i 答えた                                「動詞」 

 

すると、王子さまは付け加えた： 

E il pìccolo prìncipe soggiunse:                                    E「主語」「動詞」 

E ｴ conj. そして 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

soggiunse: ｿｼﾞｭﾝｾ 3 単遠(soggiùngere)v.t 付け加えた                        「動詞」 

 

  



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXV 

  359 / 420 

「だけど、目と言うものは盲目なんだ。心で探さなければいけないんだ」 

"Ma gli òcchi sono cièchi. Bisogna cercare col cuòre".  

《Ma「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「主語」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

gli òcchi ﾘ･ｵｯｷ pl(òcchio).n.m 目は                                        「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

cièchi. ﾁｪｰｷ adj(cièco).pl 盲目の、目の見えない                             「補語」 

Bisogna+不定詞 ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ 3 単現･非人称･必要(bisognare)v.h 〜する必要がある 「動詞」 

cercare ﾁｪﾙｶｰﾚ 不定詞 v.t 探すことが                                      「主語」 

col cuòre". ｺﾙ･ｸｵｰﾚ adv.（手段）心で                               「副詞句」 

 

僕は水を飲んで、一息ついていた。砂は、夜明けには、蜜の色だ。 

Avevo bevuto. Respiravo bène. La sàbbia, al levar del sóle, era color del mièle.  

「動詞句」┃「動詞」「副詞」┃「主語」「副詞句」「動詞」「補語」 

Avevo bevuto. ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ･ﾍﾞｳﾞｰﾄ 1 単半･完了形(bére)v.t 飲んだ              「動詞句」 

Respiravo ﾚｽﾋﾟﾗｰｳﾞｫ 1 単半(respirare)v.i 息をした                          「動詞」 

bène. ﾍﾞｰﾈ adv. うまく                                                   「副詞」 

La sàbbia, ﾗ･ｻｯﾋﾞｱ n.f 砂は                                              「主語」 

al levar del sóle, ｱﾙ･ﾚｳﾞｧｰﾙ･ﾃﾞﾙ･ｿﾙ adv.（時間）日の出には、夜明けには    「副詞句」 

   levar ﾚｳﾞｧｰﾙ n.m(levare)（太陽の）出 sóle ｿｰﾚ n.m 太陽、日 

era ｴﾗ 3 単半･時制の一致(èssere)v.i 〜である                               「動詞」 

color del mièle. ｺﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ﾐｴｰﾚ n.m 蜜の色                                  「補語」 

   color ｺﾛｰﾙ n.m(colóre) 色  mièle ﾐｴｰﾚ n.m ハチミツ、蜜 

 

僕はこの蜜の色によっても幸せだった。それに反してどうして思い悩むのだろうか？ 

Èro felice anche di quésto color di mièle. Perché mi sentivo invéce angustiato?  

「動詞」「補語」┃「副詞」「動詞句」「補語」 

Èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                           「動詞」 

felice ﾌｪﾘｰﾁｪ adj. 幸せな                                                 「補語」 

anche ｱﾝｹ conj. もまた 

di quésto color ﾃﾞｨ･ｸｴｽﾄ･ｺﾛｰﾙ adv.（理由）この色によって           「副詞句」 

di mièle. ﾃﾞｨ･ﾐｪｰﾚ adj. 蜜の                             「形容詞句」 

Perché ﾍﾟﾙｹ adv. どうして                                                「副詞」 

mi sentivo ﾐ･ｾﾝﾁｰｳﾞｫ 1 単半･時制の一致(sentirsi)v.pr 感じる、〜の気分になる「動詞句」 

invéce angustiato? ｲﾝｳﾞｪｰﾁｪ･ｱﾝｸﾞｽﾁｱｰﾄ adj. 反対に悩み多い                  「補語」 
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「君は約束を守らなきゃいけないよ」と、王子さまは僕に優しく言った。それからまた僕の

そばに腰をおろした。 

"Devi mantenére la tua proméssa", mi disse dolceménte il pìccolo prìncipe, che di nuòvo 

si era seduto vicino a me.  

《「動詞句」「目的語」》,「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」, 

che「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

"Devi mantenére ﾃﾞｳﾞｨ･ﾏﾝﾃﾈｰﾚ 2 単現･必要(dovére+不定詞 mantenére) 

   v.t 〜を守らなければならない                                        「動詞句」 

la tua proméssa", ﾗ･ﾄｩｰｱ･ﾌﾟﾛﾒｯｻ n.f 君の約束を                          「目的語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

dolceménte ﾄﾞﾙﾁｪﾒﾝﾃ adv. 穏やかに、優しく                               「副詞」 

il pìccolo prìncipe, ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                      「主語」 

che ｹ conj. その時〜 

di nuòvo ﾃﾞｨ･ﾇｫｰｳﾞｫ adv. 再び、また                                   「副詞句」 

si era seduto ｼ･ｴﾗ･ｾﾄﾞｩｰﾄ 3 単半･完了形(sedersi)v.pr 座った、腰をおろした「動詞句」 

vicino a me. ｳﾞｨﾁｰﾉ･ｱ･ﾒ adv. 僕のそばに                                「副詞句」 

 

「どんな約束だっけ？」 

"Quale proméssa?"                                                     《「質問」》 

"Quale proméssa?" ｸゎ-ﾚ･ﾌﾟﾛﾒｯｻ n.f どんな約束                            「質問」 

 

「ほら．．．僕の羊につける口輪だよ．．．僕はあの花に責任があるんだ！」 

"Sai... una museruòla per la mia pècora... sono responsàbile di quel fióre!"  

《「注意喚起」...「主語」...「動詞」「補語」》 

"Sai... ｻｲ 2 単現(sapére)v.t ほら、分るだろう                           「注意喚起」 

una museruòla ｳﾅ･ﾑｾﾞﾙｵﾗ n.f（動物の）口輪                               「主語」 

per la mia pècora... ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾐｰｱ･ﾍﾟｰｺﾗ adv.（目的）僕の羊用の         「副詞句」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

responsàbile ﾚｽﾎﾟﾝｻｰﾋﾞﾚ adj.(di に) 責任のある                            「補語」 

di quel fióre!" ﾃﾞｨ･ｸｪﾙ･ﾌｨｵｰﾚ adv. あの花に                         「副詞句」 

 

僕はポケットからスケッチを取り出した。王子さまはそれらを見て、笑いながら言った： 

Tirai fuòri dalla tasca i miei schizzi. Il pìccolo prìncipe li vide e disse ridendo:  

「動詞」「副詞句」「目的語」┃「主語」「目的語」「動詞」e「動詞」「副詞」 

Tirai ﾁﾗｲ 1 単遠(tirare)v.t 引っ張った                                      「動詞」 
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fuòri ﾌｵｰﾘ adv. 外に                                                     「副詞」 

dalla tasca ﾀﾞｯﾗ･ﾀｽｶ adv.（起点）ポケットから                           「副詞句」 

i miei schizzi. ｲ･ﾐｴｲ･ｽｷｯﾁ pl(schizzo).n.m スケッチを                     「目的語」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

li ﾘ pron.m.pl(schizzi の代用) それらを                                  「目的語」 

vide ｳﾞｨﾃﾞ 3 単遠(vedére)v.t 見た                                         「動詞」 

e ｴ conj. そして 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.i 言った                                         「動詞」 

ridendo: ﾘﾃﾞﾝﾄﾞ ジェルンディオ･同時(rìdere)v.i 笑いながら                  「副詞」 

 

「きみのバオバブは、ちょっとキャベツみたいだね．．．」 

"I tuoi baobàb assomigliano un po' a dei càvoli..."        《「主語」「動詞句」「目的語」》 

"I tuoi baobàb ｲ･ﾄｩｵｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl(baobàb).n.m きみのバオバブは             「主語」 

assomigliano ｱｯｿﾐﾘｱﾉ 3 複現(assomigliare)v.i(a に) 似ている                「動詞」 

un po' a dei càvoli..." ｳﾝﾎﾟ･ｱ･ﾃﾞｲ･ｶｰｳﾞｫﾘ adv.(càvolo) ちょっとキャベツに「間接目的語」 

 

「ああ!」 

"Oh!"                                                                  《「間投」》 

"Oh!" ｵｰ int. ああ！                                                     「間投」 

 

僕はバオバブの絵はあんなに自慢だったのに！ 

Io, che èro così fièro dei baobàb!                             「主語」「動詞」「補語」 

Io, ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

che ｹ conj.（事実の提示）〜である 

èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

così fièro ｺｼ･ﾌｨｴｰﾛ adj.(di を) あんなに自慢の                              「補語」 

dei baobàb! ﾃﾞｲ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブには                         「副詞句」 

 

「君のキツネ．．．その耳は．．．ちょっと角みたいだ．．．長すぎるんだよ！」 

"La tua vólpe... le sue orécchie... assomigliano un po' a delle còrna... e sono troppe 

lunghe!"                    《「主語」...「主語」...「動詞」「補語」e「動詞」「補語」》 

"La tua vólpe... ﾗ･ﾄｩｰｱ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ n.f 君のキツネ                              「主語」 

le sue orécchie... ﾚ･ｽｰｴ･ｵﾚｯｷｴ pl(orécchia).n.f その耳は                      「主語」 

assomigliano ｱｯｿﾐﾘｱﾉ 3 複現(assomigliare)v.i 〜に似ている                  「動詞」 

un po' a delle còrna... ｳﾝ･ﾎﾟ･ｱ･ﾃﾞｯﾚ･ｺｰﾙﾅ adv.(còrno) ちょっと角に           「補語」 

e ｴ conj. そして 
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sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

troppe lunghe!" ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾙﾝｹﾞ adj(lungo).f.pl 長すぎる                        「補語」 

 

そう言って、また笑った。 

E rise ancóra.                                                   E「動詞」「副詞」 

E ｴ conj. そして 

rise ﾘｾﾞ 3 単遠(rìdere)v.i 笑った                                           「動詞」 

ancóra. ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 

 

「君は公正ではないよ、坊や、僕は中が見えるバオバブと中が見えないバオバブ以外は描き

方を知らなかったんだから」 

"Sèi ingiusto, ométto, non sapevo disegnare altro che boa dal di déntro e dal di fuòri".  

《「動詞」「補語」,「呼びかけ」,「動詞句」「副詞句」》 

"Sèi ｾｲ (èssere)v.i 〜である                                               「動詞」 

ingiusto, ｲﾝｼﾞｭｰｽﾄ adj. 不公平な、正しくない                              「補語」 

ométto, ｵﾒｯﾄ n.m 少年、坊や                                         「呼びかけ」 

non sapevo disegnare ﾉﾝ･ｻﾍﾟｰｳﾞｫ･ﾃﾞｨｾﾆｬｰﾚ 1 単半･否定(sapére+不定詞 disegnare) 

   v.t 絵の描き方を知らなかった                                        「動詞句」 

altro che ｱﾙﾄﾛ･ｹ adv.（non... altro che）（比較）〜以外は                  「副詞句」 

boa ﾎﾞｱ n.m ボア大蛇                                          「目的語」 

dal di déntro ﾀﾞﾙ･ﾃﾞｨ･ﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 内側からの              「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

dal di fuòri". ﾀﾞﾙ･ﾃﾞｨ･ﾌｵｰﾘ adv. 外側からの               「副詞句」 

 

「ああ、分かった」と、王子さまが言った。「子供たちは知っているよ」 

"Oh, andrà bène", disse, "i bambini capiscono".  

《「間投」「動詞」「副詞」》,「動詞」,《「主語」「動詞」》 

"Oh, ｵｰ int. おお、ああ                                                  「間投」 

andrà ｱﾝﾄﾞﾗ 3 単未(andare)v.i 進む                                        「動詞」 

bène", ﾍﾞｰﾈ adv. うまく                                                  「副詞」 

   → Va bene! 「分かった、結構です、承知した、オーケー」 

disse, ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

"i bambini ｲ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾆ pl(bambino).n.m 子供たちは                          「主語」 

capiscono". ｶﾋﾟｽｺﾉ 3 複現(capire)v.t 知っている                             「動詞」 
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それで僕は口輪を描いた。そしてそれを渡すときに、胸が締め付けられた。 

Disegnai dùnque una museruòla. E avevo il cuòre strétto consegnandogliela:  

「動詞」dùnque「目的語」┃E「動詞」「目的語」「副詞句」 

Disegnai ﾃﾞｨｾﾞﾆｬｲ 1 単遠(disegnare)v.t 描いた                             「動詞」 

dùnque ﾄﾞｩﾝｸｪ conj. それで 

una museruòla. ｳﾅ･ﾑｾﾞﾙｵﾗ n.f（動物の）口輪を                          「目的語」 

E ｴ conj. そして 

avevo ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ 1 単半(avére)v.t 〜があった                                「動詞」 

il cuòre ｲﾙ･ｸｵｰﾚ n.m 胸                                                「目的語」 

strétto ｽﾄﾚｯﾄ adj. 締まった、締め付けられた                     「形容詞」 

consegnandogliela: ｺﾝｾﾆｬﾝﾄﾞ･ﾘ･ｴ･ﾗ ジェルンディオ(consegnare+gle+la) 

   adv. それを彼に渡すときに                                           「副詞句」 

 

「僕の知らない計画があるんだろう？．．．」 

"Hai dei progètti che ignoro..."                                  《「動詞」「目的語」》 

"Hai ｱｲ 2 単現･確認(avére)v.t 〜があるんだろう？                          「動詞」 

dei progètti ﾃﾞｲ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｯﾃｨ pl(progètto).n.m 計画                         「目的語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

ignoro..." ｲﾆｮﾛ 1 単現(ignorare)v.t 知らない                「動詞」 

 

しかし彼は僕の問いには答えず、僕に言った： 

Ma non mi rispose. Mi disse: Ma「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「間接目的語」「動詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non ...rispose. ﾉﾝ...ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠･否定(rispóndere)v.t 答えなかった        「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕の話に                                                    「目的語」 

Mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

disse: ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

 

「ねえ、僕の地球着陸は．．．明日はその記念日なんだ．．．」 

"Sai, la mia caduta sulla Tèrra ... sarà domani l'anniversàrio..."  

《「注意喚起」「主語」...「動詞」「補語」》 

"Sai, ｻｲ 2 単現(sapére)v.t（聞き手の注意を引くための前置き）ねえ、おい 「注意喚起」 

la mia caduta ﾗ･ﾐｰｱ･ｶﾄﾞｩｰﾀ n.f 僕の落下                                  「主語」 

sulla Tèrra ... ｽｯﾗ･ﾃｰﾗ adv. 地球に                                「副詞句」 

sarà ｻﾗ 3 単未(èssere)v.i 〜になる                                         「動詞」 

domani ﾄﾞﾏｰﾆ adv. 明日は                                           「副詞」 
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l'anniversàrio..." ﾗﾝﾆｳﾞｪﾙｻｰﾘｵ n.m 記念日                                  「補語」 

 

それから、少し黙ってから、さらに言った： 

Pòi, dópo un silènzio, disse ancóra:                        「副詞句」「動詞」「副詞」 

Pòi, ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                  「副詞」 

dópo ﾄﾞｰﾎﾟ prep（時間）〜の後で                                       「副詞句」 

un silènzio, ｳﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ n.m 沈黙                                 「目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

ancóra: ｱﾝｺｰﾗ adv. また、さらに                                          「副詞」 

 

「僕はこの近くに着陸したんだ．．．」 

"Èro caduto qui vicino..."                                     《「動詞句」「副詞句」》 

"Èro caduto ｴﾛ･ｶﾄﾞｩｰﾄ 1 単半･完了形(cadére)v.i 着陸した、落ちた          「動詞句」 

qui vicino..." ｸｨ･ｳﾞｨﾁｰﾉ adv. この近くに                                 「副詞句」 

 

そう言って、かれは顔を赤らめた。 

Ed arrossì.                                                            Ed「動詞」 

Ed ｴﾄﾞ conj. そして 

   接続詞 e が、母音、特に e で始まる語の前では ed となる 

arrossì. ｱﾛｼ 3 単遠(arrossire)v.i 顔が赤くなった                            「動詞」 

 

また、なぜか分からないが、奇妙な不快感を感じた。だが、一つの問いが口を衝いて出た。 

Di nuòvo, sènza capire il perché, provai uno strano dispiacere. Tuttavìa una domanda mi 

venne alle labbra:  

「副詞句」,「動詞」「目的語」┃Tuttavìa「主語」「間接目的語」「動詞」「間接目的語」 

Di nuòvo, ﾃﾞｨ･ﾇｵｳﾞｫ adv. また、再び                                    「副詞句」 

sènza +不定詞 ｾﾝﾂｧ adv. 〜せずに                                       「副詞句」 

capire ｶﾋﾟｰﾚ 不定詞 v.t 理解する、分かる                           「動詞」 

il perché, ｲﾙ･ﾍﾟﾙｹ n.m 理由を                                   「目的語」 

provai ﾌﾟﾛｳﾞｧｲ 1 単遠(provare)v.t（感情を）感じた                         「動詞」 

uno strano dispiacere. ｳﾉ･ｽﾄﾗｰﾉ･ﾃﾞｨｽﾋﾟｱﾁｪｰﾚ n.f 奇妙な不快感を          「目的語」 

Tuttavìa ﾄｵｩｯﾀｳﾞｨｰｱ conj. けれども、しかしながら 

una domanda ｳﾅ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞ n.f 一つの問いが                                 「主語」 

mi ﾐ pron 僕の                                                    「間接目的語」 

venne ｳﾞｪﾝﾈ 3 単遠(venire)v.i（心に）浮かんだ                             「動詞」 

alle labbra: ｱｯﾚ･ﾗｯﾌﾞﾗ adv. 口に                                    「間接目的語」 
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口をつく 

意図せずに，思いがけず何かを言ってしまうこと 

 

「じゃあ君と知り合ったあの朝、人が住む地域から 1000 マイル離れた所を、君がたった一

人で散歩していたのは偶然じゃないんだね！君は着陸地点に戻るところだったんだね？」 

"Allóra, non è per caso che il mattino in cui ti ho conosciuto, tu passeggiavi tutto sólo a 

mille mìglia a da qualsìasi regióne abitata! Ritornavi vèrso il punto della tua caduta?"  

《「副詞」「動詞句」「補語」「主語」┃「動詞」「副詞句」》 

"Allóra, ｱｯﾛｰﾗ adv. それでは、じゃあ                                      「副詞」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜ではない                              「動詞句」 

per caso ﾍﾟﾙ･ｶｰｿﾞ adv. 偶然に                                            「補語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

il mattino ｲﾙ･ﾏｯﾃｨｰﾉ n.m あの朝                                  「副詞句」 

in cui ｲﾝ･ｸｰｲ adv. その時〜する                          「形容詞節」 

ti ﾁ pron 君に                                   「目的語」 

ho conosciuto, ｵ･ｺﾉｼｭｰﾄ 1 単現･完了形(conóscere) 

v.t 知り合った                                「動詞句」 

tu ﾄｩ pron 君は                                                   「主語」 

passeggiavi ﾊﾟｯｾｼﾞｬｰｳﾞｨ 2 単半(passeggiare)v.i 散歩をしていた        「動詞」 

tutto sólo ﾄｩｯﾄ･ｿｰﾛ adv. たった一人で                             「副詞句」 

a mille mìglia ｱ･ﾐｯﾚ･ﾐｰﾘｱ adv.（位置）1000 マイルのところを       「副詞句」 

da ﾀﾞｰ prep 〜から                                       「副詞句」 

qualsìasi regióne ｸゎﾙｼｰｱｼ･ﾚｼﾞｮｰﾈ n.f どんな地域    「目的語」 

abitata! ｱﾋﾞﾀｰﾀ adj(abitato).f 人の住む       「形容詞」 

Ritornavi ﾘﾄﾙﾅｰｳﾞｨ 2 単半(ritornare)v.i 戻るところだった                   「動詞」 

vèrso ｳﾞｪｰﾙｿ prep（方向）〜の方へ                                     「副詞句」 

il punto ｲﾙ･ﾌﾟﾝﾄ n.m 地点                                      「目的語」 

della tua caduta?" ﾃﾞｯﾗ･ﾄｩｰｱ･ｶﾄﾞｩｰﾀ adj. 君が着陸した   「形容詞句」 

 

王子さまはまた顔を赤らめた。 

Il pìccolo prìncipe arrossì ancóra.                            「主語」「動詞」「副詞」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                       「主語」 

arrossì. ｱﾛｼ 3 単遠(arrossire)v.i 顔が赤くなった                            「動詞」 

ancóra. ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 
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それから僕は、ためらいながら、付け加えた。 

E aggiunsi, esitando:                                           E「動詞」「副詞句」 

E ｴ conj. そして、それから 

aggiunsi, ｱｼﾞｭﾝｼ 1 単遠(aggiùngere)v.t 付け加えた                          「動詞」 

esitando: ｴｼﾞﾀﾝﾄﾞ ジェルンディオ(esitare)adv. ためらいながら             「副詞句」 

 

「たぶん、記念日のためだね？」 

"Per l'anniversàrio, fórse?"                                            《「副詞句」》 

"Per ﾍﾟﾙ prep（目的）〜のため                                         「副詞句」 

l'anniversàrio, ﾗﾆｳﾞｪﾙｻﾘｵ n.m 記念日                            「目的語」 

fórse?" ﾌｫｰﾙｾ adv. たぶん、おそらく                                      「副詞」 

 

王子さまはまた顔を赤らめた。 

Il pìccolo prìncipe arrossì di nuòvo.                        「主語」「動詞」「副詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

arrossì ｱﾛｼ 3 単遠(arrossire)v.i 顔が赤くなった                             「動詞」 

di nuòvo. ﾃﾞｨ･ﾇｫｰｳﾞｫ adv. また                                         「副詞句」 

 

彼は質問には決して答えない、けれど、顔を赤らめるのは「そうです」を意味するんだよね？

「ああ」と、僕は彼に言った。「心配だよ．．．」 

Non rispondeva mai alle domande, ma quando si arrossisce vuol dire "si", non è véro?  

"Ah!" gli dissi, "ho paùra..."  

「動詞句」「副詞」「間接目的語」,ma「副詞節」,「動詞句」「目的語」, 

「動詞句」「補語」┃《「感嘆」》,「間接目的語」「動詞」,《「動詞」「目的語」》 

Non rispondeva ﾉﾝ･ﾘｽﾎﾟﾝﾃﾞｳﾞｧ 3 単半･否定･時制の一致(rispóndere) 

v.i(a に) 答えない                                                   「動詞句」 

mai ﾏｰｲ adv. 決して〜ない                                               「副詞」 

alle domande, ｱﾚ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞ adv. 質問には                              「間接目的語」 

ma ﾏ conj. けれども 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

si arrossisce ｼ･ｱﾛｼｼｪ 3 単現(arrossirsi)v.pr 顔を赤らめる          「動詞句」 

vuol dire ｳﾞｵﾙ･ﾃﾞｨｰﾚ 3 単現･願望(volére dire)v.t 〜を意味する             「動詞句」 

"si", ｼ adv. そうです                                                   「目的語」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定･疑問文(èssere)v.i 〜ではないの？                   「動詞句」 

véro? ｳﾞｪｰﾛ adj. 本当の                                                  「補語」 

"Ah!" ｱｰ int. ああ                                                       「感嘆」 
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gli ﾘ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dissi, ﾃﾞｨｯｼ 1 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

"ho ｵ 1 単現(avére)v.t 〜がある                                           「動詞」 

paùra..." ﾊﾟｳｰﾗ n.f 心配、恐れ                                          「目的語」 

 

しかし、彼は僕に答えた： 

Ma mi rispose:                                           Ma「間接目的語」「動詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

rispose: ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠(rispóndere)v.i 答えた                               「動詞」 

 

「さあ、君は仕事をしなさい。故障した飛行機に戻るんだ。ここで君を待っている。明日の

夕方に戻っておいで」 

"Óra devi lavorare. Devi riandare dal tuo malore. Ti aspetto qui. Ritorna domani séra..."  

《「呼びかけ」「動詞句」┃「動詞句」「間接目的語」 

「目的語」「動詞」「副詞」┃「動詞」「副詞句」》 

"Óra ｵｰﾗ adv. さあ、今は                                              「呼びかけ」 

devi lavorare. ﾃﾞｳﾞｨ･ﾗｳﾞｫﾗｰﾚ 2 単現･必要(dovére+不定詞 lavorare) 

   v.i 仕事をしなければならない                                        「動詞句」 

Devi riandare ﾃﾞｳﾞｨ･ﾘｱﾝﾀﾞﾚ 2 単現･必要(dovére+不定詞 riandare) 

   v.i 引き返さなければならない                                        「動詞句」 

dal tuo malore. ﾀﾞﾙ･ﾄｩｵ･ﾏﾛｰﾚ adv.（行き先）君の故障した飛行機に    「間接目的語」 

Ti ﾁ pron 君を                                                        「目的語」 

aspetto ｱｽﾍﾟｯﾄ 1 単現(aspettare)v.t 待っている                             「動詞」 

qui. ｸｨ adv. ここで                                                      「副詞」 

Ritorna ﾘﾄﾙﾅ 命・2 単現(ritornare)v.i 戻っておいで                         「動詞」 

domani séra..." ﾄﾞﾏｰﾆ･ｾｾｰﾗ adv. 明日の夕方                              「副詞句」 

 

しかし僕の気持ちは穏やかではなかった。僕はキツネのことを思い出していた。 

Ma non èro rassicurato. Mi ricordavo della vólpe.   

Ma「動詞句」「補語」┃「動詞句」「間接目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non èro ﾉﾝ･ｴﾛ 1 単半･否定(èssere)v.i 〜でなかった                        「動詞句」 

rassicurato. ﾗｯｼｸﾗﾄ adj. 安心した                                         「補語」 

Mi ricordavo ﾐ･ﾘｺﾙﾀﾞｰｳﾞｫ 1 単半(ricordarsi)v.pr(di を) 思い出した         「動詞句」 

della vólpe. ﾃﾞﾗ･ｳﾞｫﾙﾍﾟ adv. キツネのことを                         「間接目的語」 
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飼いならされてしまうと、人は少し泣き出してしまう．．． 

Si arrischia di piangere un poco se ci si è lasciati addomesticare... 

「動詞句」「副詞句」 

Si arrischia ｼ･ｱﾘｼｱ 3 単現(arrischiarsi)v.pr(di+不定詞) あえて〜する       「動詞句」 

di piangere ﾃﾞｨ･ﾋﾟｱﾝｼﾞｪﾚ 不定詞 v.i 泣く                        「動詞句」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                               「副詞句」 

se ｾ conj.（仮定）もし〜ならば                                         「副詞節」 

ci ﾁ pron 私たちを                                             「目的語」 

si è lasciati addomesticare... ｼ･ｴ･ﾗｯｼｬｰﾃｨ･ｱｯﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾚ 3 単現･完了形･使役 

(lasciare+不定詞 addomesticarsi)v.pr 飼いならすままにさせた   「動詞句」 

 

XXVI 

 

井戸のそばに、壊れた古い石壁があった。 

C'era a fianco del pózzo un vècchio muro di piètra in rovina. 「動詞」「副詞句」「主語」 

C'era ﾁｪﾗ 3 単半･存在(èssere)v.i 〜があった                                「動詞」 

a fianco ｱ･ﾌｨｱﾝｺ adv.（方向）〜のそばに                                 「副詞句」 

del pózzo ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｯｿ adj. 井戸の                                 「形容詞句」 

un vècchio muro ｳﾝ･ｳﾞｪｯｷｵ･ﾑｰﾛ n.m 古い壁が                              「主語」 

di piètra ﾃﾞｨ･ﾋﾟｴﾙﾀ adj.（材料）石の                             「形容詞句」 

in rovina. ｲﾝ･ﾛｳﾞｨｰﾅ adv.（状態）壊れた                  「副詞句」 

 

翌日の夕方、僕が仕事から戻ると、王子様が石壁の上に座って脚を垂らしているのが遠くか

ら見えた。そして、王子様が話しているのが聞こえた。 

Quando ritornai dal mio lavóro, l'indomani séra, vidi da lontano il mio pìccolo prìncipe 

che era seduto là sópra, le gambe penzoloni. Lo udii che parlava.  

「副詞節」,「動詞」「副詞句」「目的語」┃「目的語」「動詞」「目的語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

ritornai ﾘﾄﾙﾅｲ 1 単遠(ritornare)v.i 戻った                           「動詞」 

dal mio lavóro, ﾀﾞﾙ･ﾐｰｵ･ﾗｳﾞｫｰﾛ adv. 仕事から                     「副詞句」 

l'indomani séra, ﾘﾝﾄﾞﾏｰﾆ･ｾｰﾗ adv. 翌日の夕方に                   「副詞句」 

vidi ｳﾞｨﾃﾞｨ 1 単遠(vedére)v.t 見えた                                       「動詞」 

da lontano ﾀﾞ･ﾛﾝﾀｰﾉ adv. 遠くから                                      「副詞句」 

il mio pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまが              「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 
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era seduto ｴﾗ･ｾﾄﾞｩｰﾄ 3 単半･完了形･時制の一致(sedére) 

v.i 座っている                                      「動詞句」 

là sópra, ﾗ･ｿﾌﾟﾗ adv.（位置）壁の上に                  「副詞句」 

le gambe ﾚ･ｶﾞﾝﾍﾞ pl(gamba).n.f 両脚を         「目的語」 

penzoloni. ﾍﾟﾝｿﾞﾛｰﾆ 

 adv.（様態）垂らして、宙ぶらりんにして             「副詞句」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

udii ｳﾃﾞｨｲ 1 単遠(udire)v.t 聞こえた                                       「動詞」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

parlava. ﾊﾟﾙﾗｰｳﾞｧ 3 単半･時制の一致(parlare)v.t 話す      「動詞」 

 

「もう覚えていないんだね？」と、彼は言った。「ここではないよ！」 

"Non te ne ricòrdi più?" diceva, "non è pròprio qui!"  

《「動詞句」「副詞」》,「動詞」,《「動詞句」「補語」》 

"Non te ne ricòrdi ﾉﾝ･ﾃ･ﾈ･ﾘｺﾙﾃﾞｨ 2 単現･否定･疑問文(ricordarsi) 

   v.pr そのことを覚えていないんだね？                                 「動詞句」 

più?" ﾋﾟｳ adv. もう                                                      「副詞」 

diceva, ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｧ 3 単半(dire)v.t 言った                                   「動詞」 

"non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                               「動詞句」 

pròprio ﾌﾟﾛﾋﾟｵ adj.(= pròprio) 適切な、正しい                             「補語」 

qui!" ｸｨ adv. ここは                                                「副詞」 

 

恐らく、別の声が彼に答えたのだろう。彼が言い返したから： 

Un'altra vóce sènza dùbbio gli rispondeva, perché égli replicò:  

「主語」「副詞句」「目的語」「動詞」,「副詞節」 

Un'altra vóce ｳ･ﾅﾙﾄﾗ･ｳﾞｫｰﾁｪ n.f 別の声が                                  「主語」 

sènza dùbbio ｾﾝﾂｧ･ﾄﾞｩｯﾋﾞｵ adv. おそらく、きっと                        「副詞句」 

gli ﾘ pron 彼に                                                        「目的語」 

rispondeva, ﾘｽﾎﾟﾝﾃﾞｳﾞｧ 3 単半(rispóndere)v.t 答えた                        「動詞」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj.（原因）〜なので                                      「副詞節」 

égli ｴｯﾘ pron 彼は                                                「主語」 

replicò: ﾚﾌﾟﾘｺ 3 単遠(replicare)v.t 答えた、言い返した                「動詞」 

 

「そう、そう！日付はこれで合っている、だけど、場所はここじゃあない．．．」 

"Si! Si! È pròprio quésto il giórno, ma non è qui il luògo..."  

《「応答」┃「動詞」「補語」「主語」,ma「動詞句」「補語」「主語」》 
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"Si! Si! ｼ･ｼ adv. そう、そう                                               「応答」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

pròprio ﾌﾟﾛﾋﾟｵ adj.（= proprio）正しい、合っている                        「補語」 

quésto il giórno,  ｸｪｽﾄ･ｲﾙ･ｼﾞｮﾙﾉ n.m この日付は                           「主語」 

ma ﾏ conj. しかし 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定(èssere)v.i 〜でない                                「動詞句」 

qui ｸｲ adv. ここ                                                         「補語」 

il luògo..." ｲﾙ･ﾙｴｺﾞ n.m 場所は                                            「主語」 

 

僕は壁に向かって進んだ。 

Continuai il mio cammino vèrso il muro.                 「動詞」「目的語」「副詞句」 

Continuai ｺﾝﾁﾇｱｲ 1 単遠(continuare)v.t 続けた                             「動詞」 

il mio cammino ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｶﾝﾐﾉ n.m 歩みを                                 「目的語」 

vèrso ｳﾞｪｰﾙｿ prep（方向）〜のほうへ                                   「副詞句」 

il muro. ｲﾙ･ﾑｰﾛ n.m 壁                                         「目的語」 

 

相変わらず、誰一人として見えなかったし、声も聞こえなかった。それでも王子さまはまた

言い返した： 

Non vedevo, né udivo ancóra l'altra persóna. Tuttavìa il pìccolo prìncipe replicò di nuòvo:  

「動詞句」,「動詞句」「副詞」「目的語」┃Tuttavìa「主語」「動詞」「副詞句」 

Non vedevo, ﾉﾝ･ｳﾞｪﾃﾞｰｳﾞｫ 1 単半･否定(vedére)v.t 見えなかった            「動詞句」 

né udivo ﾈ･ｳﾃﾞｨｰｳﾞｫ 1 単半･否定･連続(udire)v.t(non... né) 聞こえもしなかった「動詞句」 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. 相変わらず、いまだに                                   「副詞」 

l'altra persóna. ﾗﾙﾄﾗ･ﾍﾟﾙｿｰﾅ n.f 誰一人として                            「目的語」 

Tuttavìa ﾄｩｯﾀｳﾞｨｰｱ conj. それでも 

il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

replicò ﾚﾌﾟﾘｺ 3 単遠(replicare)v.t 答えた                                   「動詞」 

di nuòvo: ﾃﾞｨ･ﾇｫｰｳﾞｫ adv. また、再び                                   「副詞句」 

 

「．．．そうだよ。砂の中のどこから、僕の足跡が始まっているかが分かるよ」 

"... Sicuro. Vedrai dóve incominciano le mie tràcce nella sàbbia.  

《「応答」┃「動詞」「目的語」》 

"... Sicuro. ｼｸｰﾛ adv. 確かに、その通り、そうだよ                          「応答」 

Vedrai ｳﾞｪﾄﾞﾗｲ 2 単未(vedére)v.t 分かるだろう                             「動詞」 

dóve adv. どこで〜するかということを                                   「目的語」 

incominciano ｲﾝｺﾐﾝﾁｬﾉ 3 複現(incominciare)v.i 始まっている         「動詞」 
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le mie tràcce ﾚ･ﾐｰｴ･ﾄﾗｯﾁｪ pl(tràccia).n.f 僕の足跡が                 「主語」 

nella sàbbia. ﾈｯﾗ･ｻｯﾋﾞｱ adv. 砂の中で                            「副詞句」 

 

「君はそこで僕を待っていればいいよ。僕は今夜そこへ行くから」 

Non hai che da attendermi là. Ci sarò quésta nòtte".  

《「動詞句」「目的語」┃「副詞」「動詞」「副詞句」》 

Non hai ﾉ･ｱｲ 2 単現･否定(avére)v.t 〜がない                             「動詞句」 

che ｹ pron（除外）事しか、〜以外の事                                  「目的語」 

da attendermi là. ﾀﾞ･ｱｯﾃﾝﾃﾞﾙ･ﾐ･ﾗｰ 不定詞 

adv.（義務）そこで僕を待つべきである                         「動詞句」 

Ci ﾁ adv. そこへ                                                         「副詞」 

sarò ｻﾛ 1 単未･移動･意思(èssere)v.i 〜に行く                               「動詞」 

quésta nòtte". ｸｪｽﾀ･ﾉｯﾃ adv. 今晩、今夜                                 「副詞句」 

 

僕は壁から 20 メートルのところにが、やはり何も見えなかった。 

Èro a venti metri dal muro e non vedevo ancóra nulla.  

「動詞」「副詞句」e「動詞句」「副詞」「目的語」 

Èro ｴﾛ 1 単半･存在(èssere)v.i 〜にいた                                    「動詞」 

a venti metri ｱ･ｳﾞｪﾝﾁ･ﾒｰﾄﾘ adv. 20 メートルのところに                   「副詞句」 

dal muro ﾀﾞﾙ･ﾑｰﾛ adv.（起点）壁から                           「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

non vedevo ﾉﾝ･ｳﾞｪﾃﾞｰｳﾞｫ 1 単半･否定(vedére)v.t 見えなかった             「動詞句」 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. いまだに、やはり                                       「副詞」 

nulla. ﾇｯﾗ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

王子さまは、少し黙り込んでから、さらに言った： 

Il pìccolo prìncipe disse ancóra, dópo un silènzio:            「主語」「動詞」「副詞句」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

ancóra, ｱﾝｺｰﾗ adv. さらに                                                「副詞」 

dópo un silènzio: ﾄﾞｰﾎﾟ･ｳﾝ･ｼﾚﾝﾂｨｵ adv. 黙り込んだ後で                   「副詞句」 

 

「良い毒を持っているんだよね？あまり長く苦しめないって、確かだよね？」 

"Hai del buòn veléno? Sèi sicuro di non farmi soffrire tròppo tèmpo?"  

《「動詞」「目的語」┃「動詞」「補語」》 

"Hai ｱｲ 2 単現･疑問文･確認(avére)v.t 〜を持っているんだよね？             「動詞」 
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del buòn veléno? ﾃﾞﾙ･ﾌﾞｵﾝ･ﾍﾞﾚﾉ n.m 良い毒を                            「目的語」 

Sèi ｾｲ 2 単現･疑問文(èssere)v.i 〜なのかい？                               「動詞」 

sicuro ｼｸｰﾛ adj. 確かな                                                   「補語」 

di +不定詞 ﾃﾞｨ adv.（関連）〜することについて                      「副詞句」 

non farmi soffrire ﾉﾝ･ﾌｧﾙﾐ･ｿﾌﾘｰﾚ 不定詞･使役･否定(fare+mi+不定詞) 

   v.t 僕を苦しませない                                     「動詞句」 

tròppo tèmpo?" ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾃﾝﾎﾟ adv.（否定文で）あまり長く        「副詞句」 

 

 

僕は立ち止まった。胸が締め付けられる思いがした。それでも何も分からなかった。 

Mi arrestai, il cuòre strétto, ma ancóra non capivo.  

「動詞句」「副詞句」,「副詞句」,ma「副詞」「動詞句」 

Mi arrestai, ﾐ･ｱﾚｽﾀｲ 1 単遠(arrestarsi)v.pr 立ち止まった                  「動詞句」 

il cuòre ｲﾙ･ｸｫｰﾚ n.m（状況）胸が〜                                     「副詞句」 

strétto, ｽﾄﾚｯﾄ adj. 締め付けられた                               「形容詞」 

ma ﾏ conj. しかし 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. いまだに                                               「副詞」 

non capivo. ﾉﾝ･ｶﾋﾟｰｳﾞｫ 1 単半(capire)v.t 分からない                      「動詞句」 

 

「さあ、もう行きなさい」と、王子様が言った。「僕は降りたいんだよ」それで、僕も視線

を壁の足元に下げると、思わず飛び上がってしまった。 

"Óra vattene," disse, "voglio ridiscendere. " Allóra anch'io abbassai gli òcchi ai piedi del 

muro e feci un salto!  《「呼びかけ」「動詞句」》,「動詞」,《「動詞句」》 

「副詞」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」e「動詞」「目的語」 

"Óra ｵｰﾗ conj. さあ                                                  「呼びかけ」 

vattene," ｳﾞｧｯﾃﾈ 命・2 単現(andàrsene)v.pr さっさと行きなさい！         「動詞句」 

disse, ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

"voglio ridiscendere. " ｳﾞｫﾘｵ･ﾘﾃﾞｨｼｪﾝﾃﾞﾚ 1 単現･願望(volére+不定詞 ridiscendere) 

   v.i 降りたい                                                        「動詞句」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. その時                                                 「副詞」 

anch'io ｱﾝｷｰｵ pron 僕も                                                  「主語」 

abbassai ｱﾊﾞｯｻｲ 1 単遠(abbassare)v.t 下げた                               「動詞」 

gli òcchi ﾘ･ｵｯｷ pl(òcchio).n.m 視線を                                    「目的語」 

ai piedi ｱｲ･ﾋﾟｴｰﾃﾞｨ adv.（場所）足元へ                                  「副詞句」 

del muro ﾃﾞﾙ･ﾑｰﾛ adj. 壁の                                    「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 
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feci ﾌｪﾁ 1 単遠(fare)v.t（動作を）した                                      「動詞」 

un salto! ｳﾝ･ｻﾙﾄ n.m 跳ぶこと、跳躍                                      「目的語」 

 

そこにいたのだ。30 秒で人の命を奪うあの黄色い蛇が 1 匹、王子さまに向かってまっすぐ

起き上がっていたのだ。 

C'era là, drizzato vèrso il pìccolo prìncipe, uno di quéi serpènti gialli che ti uccidono in 

trenta secondi.                                           「動詞句」「副詞」「主語」 

C'era ﾁｪﾗ 3 単半･存在(esserci)v.i 〜がいた                               「動詞句」 

là, ﾗｰ adv.（話してから離れている場所）そこに                            「副詞」 

drizzato ﾄﾞﾘｯﾂｧｰﾄ 過去分詞(drizzare)adj. まっすぐ立ち上がった    「形容詞句」 

vèrso il pìccolo prìncipe, ｳﾞｪｰﾙｿ・ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ 

 adv. 王子さまに向かって                              「副詞句」 

uno ｳﾉ pron 1 匹が                                                       「主語」 

di quéi serpènti ﾃﾞｨ･ｸｪｲ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃｨ adj. あの蛇の                    「形容詞句」 

gialli ｼﾞｬﾘ adj(giallo).pl 黄色い                           「形容詞」 

che ｹ conj.（同格）〜する                                       「形容詞節」 

ti ﾁ pron 人を、君を                                     「目的語」 

uccidono ｳﾁﾄﾞﾉ 3 複現(uccìdere)v.t 殺す、命を奪う            「動詞」 

in trenta secondi. ｲﾝ･ﾄﾚﾝﾀ･ｾｺﾝﾃﾞｨ adv. 30 秒で              「副詞句」 

 

拳銃を取り出そうとしてポケットの中をかき回したが、僕は駆け出した。しかし、僕がたて

た物音のせいで、まるで噴水が止まるように蛇は穏やかに砂の中へ滑り込んでいった。そし

てあまり急ぎもせず、軽い金属的な物音と共に石の間に入り込んでしまった。 

Pur frugando in tasca per prendere il revolver, mi misi a correre, ma al rumóre che feci, 

il serpènte si lasciò scivolare dolceménte nella sàbbia, cóme un getto d'àcqua che muore, 

e sènza tròppo affrettarsi si infilò tra le piètre con un leggero rumóre metàllico.  

「副詞句」,「動詞句」,ma「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」, 

e「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Pur frugando ﾌﾟｰﾙ･ﾌﾙｶﾞﾝﾄﾞ 譲歩･強調(pure+ジェルンディオ frugare) 

adv. かき回したけれども                                             「副詞句」 

in tasca ｲﾝ･ﾀｽｶ adv. ポケットの中を                             「副詞句」 

per prendere ﾍﾟﾙ･ﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾚ 不定詞･目的･結果 adv. 取り出すために   「副詞句」 

il revolver, ｲﾙ･ﾚｳﾞｫﾙｳﾞｪｰﾙ n.m 拳銃を                    「目的語」 

mi misi a correre, ﾐ･ﾐｯｼ･ｱ･ｺｰﾚﾚ 1 単遠･開始(méttersi a+不定詞 correre) 

   v.pr 走り出した                                                     「動詞句」 

ma ﾏ conj. しかし 
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al rumóre che feci, ｱﾙ･ﾙﾓｰﾚ adv.（原因）僕がたてた物音のせいで           「副詞句」 

il serpènte ｲﾙ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.m 蛇は                                          「主語」 

si lasciò scivolare ｼ･ﾗｯｼｮ･ｼｳﾞｫﾗｰﾚ 3 単遠･思わず(lasciarsi+不定詞 scivolare) 

   v.pr(in 〜に) 滑り込んでいった                                       「動詞句」 

dolceménte ﾄﾞﾙﾁｪﾒﾝﾃ adv. 穏やかに                                       「副詞」 

nella sàbbia, ﾈｯﾗ･ｻｯﾋﾞｱ adv. 砂の中へ                                   「副詞句」 

cóme ｺｰﾒ conj.（比喩）〜のように                                      「副詞節」 

un getto ｳﾝ･ｼﾞｪｯﾄ n.m 噴出が                                    「主語」 

d'àcqua ﾀﾞｯｸゎ adj. 水の                                「形容詞句」 

che muore, ｹ･ﾑｵﾚ adj. 止まる                   「形容詞節」 

e ｴ conj. そして 

sènza +不定詞 adv.（様態）〜せずに                                     「副詞句」 

tròppo ﾄﾛｯﾎﾟ adv.（否定文で）あまり〜でない                      「副詞」 

affrettarsi ｱﾌﾚｯﾀﾙｼ 不定詞 v.pr 急ぐ                             「動詞句」 

si infilò ｼ･ｲﾝﾌｨﾛ 3 単遠(infilarsi)v.pr 入り込んだ                          「動詞句」 

tra ﾄﾗ prep（空間）〜の間に                                            「副詞句」 

le piètre ﾚ･ﾋﾟｴﾄﾚ pl(piètra).n.f 石                                 「目的語」 

con ｺﾝ prep（同伴）〜とともに                                         「副詞句」 

un leggero rumóre ｳﾝ･ﾚｯｼﾞｪﾛ･ﾙﾓｰﾚ n.m 軽い物音                  「目的語」 

metàllico. ﾒﾀﾘｺ adj. 金属的な                             「形容詞」 

 

僕は壁の前に到着して、雪のように蒼ざめたわが王子様をちょうど腕の中に受け止めるこ

とができた。 

Arrivai davanti al muro giusto in tèmpo per ricevere fra le bràccia il mio ométto, pàllido 

cóme la néve.                                                   「動詞」「副詞句」 

Arrivai ｱﾘｳﾞｧｲ 1 単遠(arrivare)v.i 着いた、到着した                        「動詞」 

davanti ﾀﾞｳﾞｧﾝﾃｨ prep（位置）(a) 〜の前に                              「副詞句」 

al muro ｱﾙ･ﾑｰﾛ adv. 壁の                                   「間接目的語」 

giusto in tèmpo ｼﾞｭｽﾄ･ｲﾝ･ﾃﾝﾎﾟ adv. 丁度まにあって                       「副詞句」 

per ricevere ﾍﾟﾙ･ﾘﾁｪｰｳﾞｪﾚ 不定詞･目的 adv. 受け止めるために              「副詞句」 

fra le bràccia ﾌﾗ･ﾚ･ﾌﾞﾗｯﾁｬ adv. 腕の中に                           「副詞句」 

   le bràccia ﾚ･ﾌﾞﾗｯﾁｬ pl(bràccio).n.m 腕 注：腕状の物の複数形は i bràcci 

il mio ométto, ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｵﾒｯﾄ n.m 坊やを、王子様を                  「目的語」 

pàllido ﾊﾟｰﾘﾄﾞ adj. 蒼ざめた                               「形容詞」 

cóme la néve. ｺｰﾒ･ﾗ･ﾈｰｳﾞｪ adv.（比喩）雪のように   「副詞句」 
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「これは何ということかね！たった今、蛇と話していたとは！」 

"Che còs'è quésta stòria! Adèsso parli cói serpènti!".  

《「補語」「動詞」「主語」┃「副詞」「動詞」「副詞句」》 

"Che còs' ｹ･ｺｰｻ n.f なんということ                                        「補語」 

è ｴ 3 単現･感嘆文(èssere)v.i 〜であるのか                                  「動詞」 

quésta stòria! ｸｪｽﾀ･ｽﾄｰﾘｱ n.f この出来事は                                「主語」 

Adèsso ｱﾃﾞｯｿ adv. 今、たった今                                          「副詞」 

parli ﾊﾟﾙﾘ 2 単現(parlare)v.i 話す                                         「動詞」 

cói serpènti!". ｺｲ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃｨ adv. 蛇と                                     「副詞句」 

   cói ｺｲ = con i  

 

僕は彼の金色のスカーフをほどいてやった。 

Avevo disfatto la sua sciarpa d'òro.                              「動詞句」「目的語」 

Avevo disfatto ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ･ﾃﾞｨｽﾌｧｯﾄ 1 単半･完了形(disfare)v.t 元に戻した     「動詞句」 

la sua sciarpa ﾗ･ｽｰｱ･ｼｬｰﾙﾊﾟ n.f 彼のスカーフを                          「目的語」 

d'òro. ﾄﾞｰﾛ adj. 金色の                                        「形容詞句」 

 

僕は彼のこめかみを濡らし、水を飲ませてあげた。そして今では、もう何も彼に聞く気にな

れなかった。 

Gli avevo bagnato le tèmpie e l'avevo fatto bére. Ed óra non osavo più domandargli niènte.  

「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」e「目的語」「動詞句」「補語」 

Ed「副詞」「動詞句」「目的語」 

Gli ﾘ pron 彼の                                                   「間接目的語」 

avevo bagnato ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ･ﾊﾞﾆｬｰﾄ 1 単現･完了形(bagnare)v.t 濡らした       「動詞句」 

le tèmpie ﾚ･ﾃﾝﾋﾟｴ pl(tèmpia).n.f こめかみを                         「直接目的語」 

e ｴ conj. そして 

l' ﾛ pron 彼に                                                         「目的語」 

avevo fatto ｱｳﾞｪｰｳﾞｫ･ﾌｧｯﾄ 1 単現･完了形･使役(fare)v.t(O+不定詞) 〜させた 「動詞句」 

bére. ﾍﾞｰﾚ 不定詞･l'の動作 v.t 飲む                                        「補語」 

Ed ｴ conj. そして 

óra ｵｰﾗ adv. 今では                                                       「副詞」 

non osavo ﾉﾝ･ｵｻﾞｰｳﾞｫ 1 単半･否定(osare)v.t(+不定詞) 〜する気になれなかった「動詞句」 

più domandargli ﾋﾟｳ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞｰﾙ･ﾘ 不定詞 v.t もう彼に訊く            「動詞句」 

niènte. ﾆｴﾝﾃ pron 何も〜ない                                            「目的語」 
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彼は深刻そうに僕を見つめて、僕の首に両腕を巻き付けた。彼の心臓が動悸を打つのが感じ

られた；銃で撃たれて、死んでいく小鳥の最後の心臓の動悸のようだった。僕に言った： 

Mi guardò graveménte e mi strinse le bràccia al còllo. Sentivo bàttere il suo cuòre cóme 

quéllo di un uccellino che muore, quando l'hanno colpito col fucile. Mi disse:  

「目的語」「動詞」「副詞」e「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

「動詞」「補語」「目的語」「副詞節」 

Mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

guardò ｸﾞゎﾙﾄﾞ 3 単遠(guardare)v.t 見つめた                              「動詞」 

graveménte ｸﾞﾗｳﾞｪﾒﾝﾃ adv. 深刻そうに                                    「副詞」 

e ｴ conj. そして 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

strinse ｽﾄﾘﾝｾ 3 単遠(stríngere)v.t 締め付けた                               「動詞」 

le bràccia ﾚ･ﾌﾞﾗｯﾁｬ pl(bràccio).n.f 腕を                              「直接目的語」 

al còllo. ｱﾙ･ｺｰﾛ adv.（場所）首に                                        「副詞句」 

Sentivo ｾﾝﾁｰｳﾞｫ 1 単半･知覚動詞(sentire) 

v.t(VO+不定詞)（O が〜するのを）感じた                                「動詞」 

bàttere ﾊﾞｯﾃﾚ 不定詞･cuòre の動作 v.i 鼓動がする                           「補語」 

il suo cuòre ｲﾙ･ｽｰｵ･ｸｵｰﾚ n.m 彼の心臓が                                「目的語」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                             「副詞節」 

quéllo di un uccellino ｸｪｯﾛ･ﾃﾞｨ･ｳﾝ･ｳﾁｪﾘｰﾉ pron 小鳥のそれが        「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                               「形容詞節」 

muore, ﾑｵｰﾚ 3 単現(morire)v.i 死んでいく、死にそうな「動詞」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                  「副詞節」 

l' ﾛ pron（uccellino の代用）それを        「目的語」 

hanno colpito ｱﾝﾉ･ｺﾙﾋﾟﾄ 3 複現･完了形(colpire) 

v.t 撃った                            「動詞句」 

受動態に翻訳する 

col fucile. ｺﾝ･ﾌﾁｰﾚ adv.（手段）銃で       「副詞句」 

Mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

disse: ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

 

「君のエンジンの不具合が見つかって僕はうれしいよ。これで君の所へ戻れるね．．．」 

"Sono contènto che tu abbia trovato quéllo che mancava al tuo motore. Puoi ritornare a 

casa tua..."                            《「動詞」「補語」┃「動詞句」「間接目的語」》 

"Sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

contènto ｺﾝﾃﾝﾄ adj. うれしい                                             「補語」 
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che ｹ conj.（理由）〜して                                        「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君は                                            「主語」 

abbia trovato ｱｯﾋﾞｱ･ﾄﾛｳﾞｧｰﾄ 接・2 単現･完了形･推量(trovare) 

v.t 見つけたらしい                                     「動詞句」 

quéllo che ｸｪｯﾛ･ｹ pron それを                             「目的語」 

mancava ﾏﾝｶｰｳﾞｧ 3 単半･時制の一致(mancare) 

v.i 具合の悪い                                    「動詞」 

al tuo motore. ｱﾙ･ﾄｩｰｵ･ﾓﾄｰﾚ adv. 君のエンジンで     「副詞句」 

Puoi ritornare ﾌﾟｵｲ･ﾘﾄﾙﾅｰﾚ 2 単現･可能(potére+不定詞 ritornare) 

   v.i 戻ることが出来る                                                「動詞句」 

a casa tua..." ｱ･ｶｰｻ･ﾄｩｱ adv. 君の家へ                               「間接目的語」 

 

「どうして、それが分かったの？」 

"Cóme lo sai?"                                          《「副詞」「目的語」「動詞」》 

"Cóme ｺｰﾒ conj.（理由）どうして                                         「副詞」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

sai?" ｻｲ 2 単現･疑問文(sapére)v.t 知っているの？                           「動詞」 

 

僕は思いがけず仕事がうまくいったと、ちょうど彼に知らせに来たところだった。 

Stavo appunto per annunciargli che, insperataménte, èro riuscito nel mio lavóro!  

「動詞句」「副詞」「動詞句」「目的語」 

Stavo ...per annunciargli ｽﾀｰｳﾞｫ...ﾍﾟﾙ･ｱﾇﾝｼｱﾙ･ﾘ 1 単半･近接未来(stare per+不定詞) 

   v.t 彼に知らせに来たところだ                                        「動詞句」 

appunto ｱｯﾌﾟﾝﾄ adv. ちょうど                                            「副詞」 

che, ｹ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

insperataménte, ｲﾝｽﾍﾟﾗﾀﾒﾝﾃ adv. 思いがけず、予期せず            「副詞」 

èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                 「動詞」 

riuscito ﾘｳｯｼｰﾄ adj.(in に) 成功した                              「補語」 

nel mio lavóro! ﾈﾙ･ﾐｰｵ･ﾗｳﾞｫｰﾛ adv. 僕の仕事に         「間接目的語」 

 

彼は僕の質問には答えず、付け加えた： 

Non rispose alla mia domanda, ma soggiunse:    「動詞句」「間接目的語」,ma「動詞」 

Non rispose ﾉﾝ･ﾘｽﾎﾟｰｾﾞ 3 単遠･否定(rispóndere)v.i 答えなかった           「動詞句」 

alla mia domanda, ｱｯﾗ･ﾐｰｱ･ﾄﾞﾏﾝﾀﾞ adv. 僕の質問には                 「間接目的語」 

ma ﾏ conj. しかし 

soggiunse: ｿｼﾞｭﾝｾ 3 単遠(soggiùngere)v.t 付け加えた                        「動詞」 
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「僕も、今日、僕のところへ戻るんだよ．．．」 

"Anch'io, oggi, ritorno a casa..."                   《「主語」「副詞」「動詞」「副詞句」》 

"Anch'io, ｱﾝｷｰｵ･ｲｰｵ pron 僕も                                            「主語」 

oggi, ｵｯｼﾞ adv. 今日                                                     「副詞」 

ritorno ﾘﾄｰﾙﾉ 1 単現(ritornare)v.i 戻る                                     「動詞」 

a casa..." ｱ･ｶｰｻ  adv. 僕の家に                                          「副詞句」 

 

 

 

それから、憂鬱そうに： 

Pòi, melanconicaménte:                                                 「副詞句」 

Pòi, ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                  「副詞」 

melanconicaménte: ﾒﾗﾝｺﾆｶﾒﾝﾃ adv.（様態）憂鬱そうに、悲しそうに          「副詞」 

   → malincònico ﾏﾙｲﾝｺﾆｺ adj. 憂鬱な、落胆した → malinconicaménte adv.  

 

「さらにずっと遠いし、さらにずっと困難なんだよ．．．」 

"È mólto più lontano... è mólto più difficile..."     《「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mólto più ﾓﾙﾄ･ﾋﾟｳ adv. さらにずっと                              「副詞句」 

lontano... ﾛﾝﾀｰﾉ adj. 遠い                                                「補語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

mólto più ﾓﾙﾄ･ﾋﾟｳ adv. さらにずっと                               「副詞句」 

difficile..." ﾃﾞｨｯﾌｨｰﾁﾚ adj. 困難な                                          「補語」 
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何か途方もない事が起こっていると感じた。僕は幼子を抱くように、彼を両手で抱きしめた。

しかし、僕には彼を引き留めるために何も出来ることがなく、彼が深淵の底へ真っ逆さまに

滑り落ちていくように思われた。 

Sentivo che stava succedendo qualche còsa di straordinario. Lo stringevo fra le bràccia 

cóme un bimbetto, eppure mi sembrava che scivolasse verticalménte in un abisso, sènza 

che io potessi fare nulla per trattenerlo...  

「動詞」「目的語」┃「目的語」「動詞」「副詞句」, eppure「間接目的語」「動詞」「主語」 

Sentivo ｾﾝﾁｰｳﾞｫ 1 単半(sentire)v.t 感じた                                  「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

stava succedendo ｽﾀｰｳﾞｧ･ｽﾁｪﾃﾞﾝﾄﾞ 3 単半･進行形(stare+ｼﾞｪﾙﾝﾃﾞｨｵ succèdere) 

   v.i 起こっている                                             「動詞句」 

qualche còsa ｸゎﾙｹ･ｺｰｻ n.f 何かが                                 「主語」 

di straordinario. ﾃﾞｨ･ｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｵ adj. 異常な、途方もない 「形容詞句」 
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Lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

stringevo ｽﾄﾘﾝｼﾞｪｳﾞｫ 1 単半(strìngere)v.t 抱きしめた                       「動詞」 

fra le bràccia ﾌﾗ･ﾚ･ﾌﾞﾗｯﾁｬ adv. 両腕で                                   「副詞句」 

cóme un bimbetto, ｺｰﾒ･ｳﾝ･ﾋﾞﾝﾍﾞｯﾄ adv. 幼児のように              「副詞句」 

eppure ｴｯﾌﾟｰﾚ conj. しかし 

mi ﾐ pron 僕には                                                  「間接目的語」 

sembrava ｾﾝﾌﾞﾗｰｳﾞｧ 3 単半(sembrare)v.i 〜のように見えた                  「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

scivolasse ｼｳﾞｫﾗｯｾ 接・3 単半(scivolare)v.i 滑り落ちる                 「動詞」 

verticalménte ｳﾞｪﾙﾁｶﾙﾒﾝﾃ adv. 真っ逆さまに                          「副詞」 

in un abisso, ｲﾝ･ｳﾝ･ｱｳﾞｨｯｿ adv. 深淵の中へ                         「副詞句」 

sènza che ｾﾝﾂｧ･ｹ adv. 〜することなく                              「副詞節」 

io ｲｰｵ pron 僕が                                            「主語」 

potessi fare ﾎﾟﾃｯｼﾌｧｰﾚ 接・1 単半･可能･推量(potére+不定詞) 

v.t 出来そうな                                          「動詞句」 

nulla ﾇｯﾗ pron 何も〜ない                                 「目的語」 

per trattenerlo... ﾍﾟﾙ･ﾄﾗｯﾃﾈﾙ･ﾛ 不定詞･目的 

adv. 彼を引き留めるために                              「副詞句」 

 

彼の視線はまじめで、はるかかなたを見つめていた： 

Aveva lo sguardo sèrio, perduto lontano:                          「動詞」「目的語」 

Aveva ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半(avére)v.t（特徴を）していた                         「動詞」 

lo sguardo ﾛ･ｽﾞｸﾞゎ-ﾙﾄﾞ n.m 視線                                       「目的語」 

sèrio, ｾｰﾘｵ adj. まじめな                                        「形容詞」 

perduto ﾍﾟﾙﾄﾞｩｰﾄ adj. 消えた                                  「形容詞句」 

lontano: ﾛﾝﾀｰﾉ adv. 遠く離れて                           「副詞」 

 

「君の羊、持っているよ。それに、羊用の箱も。そして、口輪も持ってる．．．」 

"Ho la tua pècora. E ho la cassétta per la pècora. E ho la museruòla..."  

《「動詞」「目的語」┃E「動詞」「目的語」┃E「動詞」「目的語」》 

"Ho ｵ 1 単現(avére)v.t 持っている                                         「動詞」 

la tua pècora. ﾗ･ﾄｩｰｱ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 君の羊を                                「目的語」 

E ｴ conj. そして 

ho ｵ 1 単現(avére)v.t 持っている                                          「動詞」 

la cassétta ﾗ･ｶｯｾｯﾀ n.f 箱を                                            「目的語」 

per la pècora. ﾍﾟﾙ･ﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ adv. 羊用の                           「副詞句」 
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E ｴ conj. そして 

ho ｵ 1 単現(avére)v.t 持っている                                          「動詞」 

la museruòla..." ﾗ･ﾑｾﾞﾙｵﾗ n.f（動物の）口輪                             「目的語」 

 

そう言って、憂鬱そうに微笑んだ。 

E sorrise con malinconìa.                                       E「動詞」「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

sorrise ｿﾘｾﾞ 3 単遠(sorrìdere)v.i 微笑んだ                                  「動詞」 

con malinconìa. ｺﾝ･ﾏﾘﾝｺﾆｰｱ adv.（様態）憂鬱そうに                      「副詞句」 

 

僕は長いこと待った。彼が少しずつ回復しているのが感じられた： 

Attesi a lungo. Sentivo che a poco a poco si riscaldava:  

「動詞」「副詞句」┃「動詞」「目的語」 

Attesi ｱﾃｼﾞ 1 単遠(attèndere)v.t（時に目的語無しに）待った                 「動詞」 

a lungo. ｱ･ﾙﾝｺﾞ adv. 長い間                                            「副詞句」 

Sentivo ｾﾝﾃｨｳﾞｫ 1 単半(sentire)v.t 感じた                                  「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

a poco a poco ｱ･ﾎﾟｺ･ｱ･ﾎﾟｺ adv. 次第に、少しずつ                 「副詞句」 

si riscaldava: ｼ･ﾘｽｶﾙﾀﾞｰｳﾞｧ 3 単半･時制の一致(riscaldarsi) 

v.pr 暖かくなる、回復している                               「動詞句」 

 

「坊や！怖かっただろう．．．」 

"Ométto caro, hai avuto paùra..."                《「呼びかけ」,「動詞句」「目的語」》 

"Ométto ｵﾒｯﾄ n.m 少年                                              「呼びかけ」 

caro, ｶｰﾛ adj. 親愛なる                                       「形容詞」 

hai avuto ﾊｲ･ｱｳﾞｰﾄ 2 単現･完了形(avére)v.t 〜があった                    「動詞句」 

paùra..." ﾊﾟｳｰﾗ n.f 恐怖                                                「目的語」 

 

もちろん、彼は恐ろしかった！ 

Aveva avuto sicuraménte paùra!                         「動詞句」「副詞」「目的語」 

Aveva avuto ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ･ｱｳﾞｰﾄ 3 単半･完了形(avére)v.t 〜があった           「動詞句」 

sicuraménte ｼｸﾗﾒﾝﾃ adv. もちろん、確かに                                「副詞」 

paùra! ﾊﾟｳｰﾗ n.f 恐怖                                                  「目的語」 
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けれども、静かに笑った： 

Ma rise con dolcézza:                                         Ma「動詞」「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

rise ﾘｾﾞ 3 単遠(rìdere)v.i 笑った                                           「動詞」 

con dolcézza: ｺﾝ･ﾄﾞﾙﾁｪｯﾂｧ adv. 穏やかに、静かに                         「副詞句」 

 

「今夜は、もっとずっと恐ろしいだろうな．．．」 

"Avrò bèn più paùra quésta séra..."                    《「動詞」「目的語」「副詞句」》 

"Avrò ｱｳﾞﾛ 1 単未(avére)v.t 〜があるだろう                                「動詞」 

bèn ﾍﾞﾝ adv.（bène 強調）とても                                  「副詞」 

più paùra ﾋﾟｳ･ﾊﾟｳｰﾗ n.f もっと恐怖                                     「目的語」 

quésta séra..." ｸｪｽﾀ･ｾｰﾗ n.f 今夜は                                      「副詞句」 

 

もう取返しがつかないという気持ちから、また体が凍てつくのを感じた。 

Mi sentii gelare di nuòvo per il sentiménto dell'irreparabile.        「動詞句」「補語」 

Mi sentii ﾐ･ｾﾝﾁｲ 1 単遠(sentirsi)v.pr 感じた                              「動詞句」 

gelare ｼﾞｪﾗｰﾚ 不定詞･mi の動作 v.i 凍てつく                               「補語」 

di nuòvo ﾃﾞｨ･ﾇｵｰｳﾞｫ adv. また、再び                              「副詞句」 

per ﾍﾟﾙ prep（原因）〜のために                                  「副詞句」 

il sentiménto ｲﾙ･ｾﾝﾁﾒﾝﾄ n.m 感情、気持ち                 「目的語」 

dell'irreparabile. ﾃﾞ･ﾘﾚﾊﾟﾗｰﾋﾞﾚ 

 adj. どうしようもない、取返しのつかない      「形容詞句」 

 

そして、王子様のあの笑い声をもう聞けないのだという考えには耐えられないと分かった。 

E capii che non potevo sopportare l'idea di non sentire più quel riso.  

E「動詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

capii ｶﾋﾟｲ 1 単遠(capire)v.t 理解した                                      「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

non potevo sopportare ﾉﾝ･ﾎﾟﾃｰｳﾞｫ･ｿｯﾎﾟﾙﾀｰﾚ 1 単半･可能･否定･時制の一致 

(potére+不定詞 sopportare)v.t 耐えられない                    「動詞句」 

l'idea ﾘﾃﾞｱ n.f 考えを                                          「目的語」 

di non sentire più ﾃﾞｨ･ﾉﾝ･ｾﾝﾁｰﾚ･ﾋﾟｳ 不定詞･否定･同格 

adj. もう聞けないという                           「形容詞句」 

quel riso. ｸｪﾙ･ﾘｰｿ n.m あの笑い声を           「目的語」 
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あの笑い声は、僕にとっては、砂漠の中の泉のようなものだった。 

Era per me cóme una fontana nel desèrto.             「動詞」「間接目的語」「補語」 

Era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

per me ﾍﾟﾙ･ﾒ adv. 僕にとっては                                    「間接目的語」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のような                                               「補語」 

una fontana ｳﾅ･ﾌｫﾝﾀｰﾅ n.f 源泉、泉                               「目的語」 

nel desèrto. ﾈﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ adv. 砂漠の中の                    「副詞句」 

 

「坊や！僕は君の笑い声をもっと聞きたいよ．．．」 

"Ométto, voglio ancóra sentirti rìdere..."              《「呼びかけ」「動詞句」「補語」》 

"Ométto, ｵﾒｯﾄ n.m 坊や                                              「呼びかけ」 

voglio ancóra sentirti ｳﾞｫﾘｵ･ｱﾝｺｰﾗ･ｾﾝﾁﾙ･ﾃｨ 1単現･願望(volére+不定詞sentir+ti+ ancóra) 

   v.t もっと聞きたい                                                  「動詞句」 

rìdere..." ﾘｰﾃﾞﾚ 不定詞･ti の動作 v.i 笑う                                   「補語」 

 

だが、彼は僕に言った： 

Ma mi disse:                                             Ma「間接目的語」「動詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

disse: ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

 

「今夜で、1 年になるんだ。僕の星は、去年僕が降りた場所のちょうど真上に来るだろう．．．」 

"Sarà un anno quésta nòtte. La mia stélla sarà pròprio sópra al luògo dóve sono caduto 

l'anno scorso..."                        《「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞句」》 

"Sarà ｻﾗ 3 単未(èssere)v.i 〜になる                                        「動詞」 

un anno ｳﾝ･ｱﾝﾉ n.m 1 年                                                 「補語」 

quésta nòtte. ｸｪｽﾀ･ﾉｯﾃ adv. 今夜で                                「副詞句」 

La mia stélla ﾗ･ﾐｰｱ･ｽﾃｯﾗ n.f 僕の星は                                     「主語」 

sarà ｻﾗ 3 単未･移動(èssere)v.i 〜に来るだろう                              「動詞」 

pròprio ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ adv. ちょうど                                           「副詞」 

sópra ｿｰﾌﾟﾗ prep（空間の位置）〜の上に                                「副詞句」 

al luògo  ｱﾙ･ﾙｵｰｺﾞ adv. 場所の                                  「副詞句」 

dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ conj. 〜する                              「形容詞節」 

sono caduto ｿｰﾉ･ｶﾄﾞｩｰﾄ 1 単現･完了形(cadére) 

v.i 降りた                                  「動詞句」 

l'anno scorso..." ﾗﾝﾉ･ｽｺｰﾙｿ adv. 去年            「副詞句」 
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「坊や、蛇や約束や星とかの話は、悪い夢ということではないのかい．．．」 

"Ométto, non è véro che è un brutto sógno quélla stòria del serpènte, dell'appuntamento 

e della stélla?..."                           《「呼びかけ」,「動詞句」「補語」「主語」》 

"Ométto, ｵﾒｯﾄ n.m 坊や                                              「呼びかけ」 

non è ﾉ･ﾈ 3 単現･否定･疑問文(èssere)v.i 〜ではないのか？                 「動詞句」 

véro ｳﾞｪｰﾛ adj. 本当の                                                   「補語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

un brutto sógno ｳﾝ･ﾌﾞﾙｯﾄ･ｿﾝﾆｮ n.m 悪い夢                           「補語」 

quélla stòria ｸｪｯﾗ･ｽﾄｰﾘｱ n.f あの話は                                「主語」 

del serpènte, ﾃﾞﾙ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ adj. 蛇の                        「形容詞句」 

dell'appuntamento ﾃﾞﾗｯﾌﾟﾝﾀﾒﾝﾃ adj. 約束の                 「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

della stélla?..." ﾃﾞｯﾗ･ｽﾃｯﾗ adj. 星の                         「形容詞句」 

 

しかし、彼は僕の問いかけには答えず、言った： 

Ma non mi rispose. Disse:            Ma「動詞句」「間接目的語」「動詞句」┃「動詞」 

Ma ﾏ conj. しかし 

non ...rispose. ﾉﾝ...ﾘｽﾎﾟｾﾞ 3 単遠･否定(rispóndere)v.i 答えなかった         「動詞句」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

Disse: ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

 

「大切な物は、見えないんだよ．．．」 

"Quéllo che è importante, non lo si vede..."             《「主語」「動詞句」「目的語」》 

"Quéllo ｸｴｯﾛ pron その物は                                              「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                             「動詞」 

importante, ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 大切な、重要な                 「補語」 

non ...si vede..." ﾉﾝ...ｼ･ｳﾞｪﾃﾞ 3 単現･否定(vedersi)v.pr 見えない            「動詞句」 

lo ﾛ pron それが                                                       「目的語」 

 

「そうだね．．．」 

"Cèrto..."                                                               《「応答」》 

"Cèrto..." ﾁｪｰﾙﾄ adj. 当をえた、その通り                                   「応答」 
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「あの花の場合と同じだね。君が、星にある花が好きになったら、夜に空を見上げるとうっ

とりするよ。星という星が、花盛りになるんだから」 

"È cóme per il fióre. Se tu vuoi bène a un fióre che sta in una stélla, è dólce, la nòtte, 

guardare il cièlo. Tutte le stélle sono fiorite".  

《「動詞」「補語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

cóme ｺﾓ conj. 〜のような                                                 「補語」 

per ﾍﾟﾙ prep（関連）〜に関して                                   「副詞句」 

il fióre. ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m あの花                               「目的語」 

Se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                                  「主語」 

vuoi bène ｳﾞｵｲ･ﾍﾞｰﾈ 2 単現(volére béne)v.i(a qalcu.) を好きになる   「動詞句」 

   volére béne a qalcu. 「〜を好きになる」 

a un fióre ｱ･ｳﾝ･ﾌｨｵｰﾚ adv. ある花を                          「間接目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                          「形容詞節」 

sta ｽﾀ 3 単現･存在(stare)v.i ある              「動詞」 

in una stélla, ｲﾝ･ｳﾅ･ｽﾃｯﾗ adv. 星に          「副詞句」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

dólce, ﾄﾞﾙﾁｪ adj. うっとりする、甘美な                                    「補語」 

la nòtte, ﾗ･ﾉｯﾃ adv. 夜に                                          「副詞句」 

guardare ｸﾞゎﾙﾀﾞｰﾚ 不定詞 n. 見ることは                                  「主語」 

il cièlo. ｲﾙ･ﾁｪｰﾛ n.m 空を                                         「目的語」 

Tutte le stélle ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 全ての星が                         「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現･変化(èssere)v.i 〜になる                                   「動詞」 

fiorite". ﾌｨｵﾘｰﾃ adj(fiorito).f.pl 花盛りの                                   「補語」 

 

「その通りだよ．．．」 

"Cèrto..."                                                               《「応答」》 

"Cèrto..." ﾁｪｰﾙﾄ adj. 当をえた、その通り                                   「応答」 

 

「あの水の場合と同じだね。君が僕にくれた飲み物は音楽みたいだった。滑車の音や、ロー

プの音が聞こえた。覚えているだろう？あの水は旨かった」 

"È cóme per l'àcqua. Quélla che tu mi hai dato da bére era cóme una mùsica, c'era la 

carrùcola e c'era la còrda... ti ricordi... era buòna".  

《「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」,「動詞句」「主語」 

e「動詞句」「主語」...「動詞句」...「動詞」「補語」》 
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"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

cóme ｺﾓ conj. 〜のような                                                 「補語」 

per ﾍﾟﾙ prep（関連）〜に関して                                   「副詞句」 

l'àcqua. ﾗｯｸゎ n.f 水                                       「目的語」 

"Quélla ｸｴｯﾛ pron.f その物は                                             「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                          「主語」 

mi ﾐ pron 僕に                                    「間接目的語」 

hai dato ﾊｲ･ﾀﾞｰﾄ 2 単現･完了形(dare)v.t くれた「動詞句」 

da bére ﾀﾞ･ﾍﾞｰﾚ 不定詞･目的 adj. 飲むための                     「形容詞句」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のような                                                「補語」 

una mùsica, ｳﾅ･ﾑｰｼﾞｶ n.f 音楽                                     「目的語」 

c'era ﾁｪ･ﾗ 3 単半･存在(esserci)v.i 〜があった                             「動詞句」 

la carrùcola ﾗ･ｶﾙｺﾗ n.f 滑車                                              「主語」 

e ｴ conj. そして 

c'era ﾁｪ･ﾗ 3 単半･存在(esserci)v.i 〜があった                             「動詞句」 

la còrda... ﾗ･ｺｰﾙﾀﾞ n.f 綱、ロープ                                         「主語」 

ti ricordi... ﾁ･ﾘｺﾙﾃﾞｨ 1 単現(ricordarsi)v.pr 覚えているだろう              「動詞句」 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

   「主語」は l'àcqua 

buòna". ﾌﾞｵｰﾅ adj(buòno).f 美味しい                                       「補語」 

 

「その通りだよ．．．」 

"Cèrto..."                                                               《「応答」》 

"Cèrto..." ﾁｪｰﾙﾄ adj. 当をえた、その通り                                   「応答」 

 

「夜には、星を見てごらん。僕のところは小さすぎて、どこに僕の星があるか教えられない」 

"Guarderai le stélle, la nòtte. È tròppo pìccolo da me perché ti possa mostrare dóve si 

trova la mia stélla.  《「動詞」「目的語」「副詞句」 

「動詞」「補語」, perché「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

"Guarderai ｸﾞゎﾙﾃﾞﾗｲ 2 単未･勧誘(guardare)v.t 見なさい、ご覧なさい        「動詞」 

le stélle, ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星を                                       「目的語」 

la nòtte. ﾗ･ﾉｯﾃ adv. 夜には                                             「副詞句」 

È ｴ 3単現(èssere)v.i 〜である                                              「動詞」 

tròppo pìccolo ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾋﾟｯｺﾛ adj. ありにも小さい                            「補語」 
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da me ﾀﾞ･ﾒ adv. 僕のところは                                    「副詞句」 

perché +接続法 ﾍﾟﾙｹ conj.（tròppo... perché）あまり...過ぎて〜出来ない 

ti ﾁ pron 君に                                                     「間接目的語」 

possa mostrare ﾎﾟｯｻ･ﾓｽﾄﾗﾚ 接・1 単現･可能･否定文で(potére+不定詞 mostrare) 

   v.t 教えられない                                                    「動詞句」 

dóve ﾄﾞｰｳﾞｪ adv. どこに〜するかということを                       「直接目的語」 

si trova ｼ･ﾄﾛｳﾞｧ 3 単現･存在(trovarsi)v.pr ある               「動詞句」 

la mia stélla. ﾗ･ﾐｰｱ･ｽﾃｯﾗ n.f 僕の星が                         「主語」 

 

「でも、その方がいいんだ。僕の星は星々の中の 1 つになるだろう。そうすると、君はすべ

ての星を眺めるのが好きになるだろう。すべての星が君の友達になるだろう．．．それから、

君にプレゼントをしたい．．．」 

È mèglio così. La mia stélla sarà per te una delle stélle. Allóra, tutte le stélle, ti piacerà 

guardarle... Tutte, saranno tue amiche. E pòi ti voglio fare un regalo..."  

《「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」 

「副詞」「直接目的語」「間接目的語」「動詞」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」 

E「副詞」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

mèglio ﾒｰﾘｵ adj. より良い                                                「補語」 

così. ｺｼ adv. こんな風に                                             「副詞」 

La mia stélla ﾗ･ﾐｰｱ･ｽﾃｯﾗ n.f 僕の星は                                     「主語」 

sarà ｻﾗ 3 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                              「動詞」 

per te ﾍﾟﾙ･ﾃ adv. 君にとって                                       「副詞句」 

una delle stélle. ｳﾅ･ﾃﾞｯﾚ･ｽﾃｯﾚ n.f 星々の中の 1 つ                          「補語」 

Allóra, ｱｯﾛｰﾗ adv. そうすると                                            「副詞」 

tutte le stélle, ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla)n.f 全ての星を                  「直接目的語」 

ti ﾁｨ pron 君にとって                                             「間接目的語」 

piacerà ﾋﾟｱﾁｪﾗ 3 単未(piacére)v.i 好きになるだろう                        「動詞」 

guardarle... ｸﾞｱﾙﾀﾞｰﾙ･ﾚ 不定詞 n.（le は stélle の代用）星たちを眺めることは 「主語」 

Tutte, ﾄｩｯﾃ pron.pl.f（stélle の代用）すべての星は                         「主語」 

saranno ｻﾗﾝﾉ 3 複未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                        「動詞」 

tue amiche. ﾄｩｰｴ･ｱﾐｰｹ pl(amico).n.f 君の友達                              「補語」 

E ｴ connj. そして 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

ti ﾁ pron 君に                                                     「間接目的語」 

voglio fare ｳﾞｫﾘｵ･ﾌｧｰﾚ 1 単現･願望(volére+不定詞 fare)v.t（行為を）したい  「動詞句」 
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un regalo..." ｳﾝ･ﾚｶﾞﾛ n.m プレゼントを                              「直接目的語」 

 

彼はまた笑った。 

Rise ancóra.                                                      「動詞」「副詞」 

Rise ﾘｾﾞ 3 単遠(rìdere)v.i 笑った                                          「動詞」 

ancóra. ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 

 

 

「あー、坊や、坊や、僕はその笑い声を聞くのが好きなんだよ！」 

"Ah! Ométto, ométto mio, mi piace sentire quésto riso!"  

《「間投」,「間接目的語」「動詞」「主語」》 

"Ah! Ométto, ométto mio, ｱｰ･ｵﾒｯﾄ･ｵﾒｯﾄ･ﾐｰｵ int. あー、坊や、坊や           「間投」 

mi ﾐ pron 僕には                                                  「間接目的語」 

piace ﾋﾟｱｰﾁｪ 3 単現(piacére)v.i 気に入っている                             「動詞」 

sentire ｾﾝﾁｰﾚ 不定詞 n. 聞くことが                                        「主語」 

quésto riso!" ｸｪｽﾄ･ﾘｰｿ n.m その笑い声を                           「目的語」 

 

「そしてまさにこれが僕のプレゼントになるだろう．．．あの水と同じように．．．」 

"E sarà pròprio quésto il mio regalo... sarà cóme per l'àcqua..."  

《E「動詞」「主語」「補語」┃「動詞」「補語」》 

"E ｴ conj. そして 

sarà ｻﾗ 3 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                              「動詞」 

pròprio ﾌﾟﾛｰﾌﾟﾘｵ adv. まさに                                       「副詞」 

quésto ｸｪｽﾄ pron これが                                                 「主語」 

il mio regalo... ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾚｶﾞﾛ n.m 僕のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ                               「補語」 

sarà ｻﾗ 3 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                              「動詞」 

cóme per l'àcqua..." ｺｰﾒ･ﾍﾟﾙ･ﾗｯｸゎ adv. あの水の場合のように               「補語」 

 

「どういう意味なの？」 

"Che còsa vuoi dire?"                                        《「目的語」「動詞句」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                               「目的語」 

vuoi dire?" ｳﾞｵｲ･ﾃﾞｨｰﾚ 2 単現｡願望(volére+不定詞)v.t 意味する、言いたい   「動詞句」 
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「人々はそれぞれ異なる星を持っている。ある旅行者にとって、星は道案内だ」 

"Gli uòmini hanno delle stélle che non sono le stésse. Per gli uni, quélli che viaggiano, le 

stélle sono delle guide.  

《「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」》 

"Gli uòmini ﾘ･ｳｫｰﾐﾆ pl(uòmo).n.m 人々は                                  「主語」 

hanno ｱﾝﾉ 3 複現(avére)v.t 〜を持っている                                 「動詞」 

delle stélle ﾃﾞｯﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星を                                 「目的語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

non sono ﾉﾝ･ｿｰﾉ 3 複現･否定(èssere)v.i 〜でない        「動詞句」 

le stésse. ﾚ･ｽﾃｯｾ pl(stésso).pron 同じもの                「補語」 

Per gli uni, ﾍﾟﾙ･ﾘ･ｳﾆ adv. ある人たちにとって                            「副詞句」 

quélli ｸｪｯﾘ pl(quéllo).pron その人たちは                            「主語」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                             「形容詞節」 

viaggiano, ｳﾞｨｱｼﾞｬﾉ 3 複現(viaggiare)v.i 旅行する    「動詞」 

le stélle ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星は                                         「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

delle guide. ﾃﾞｯﾚ･ｸﾞｨｰﾃﾞ pl(guida).n.f ガイド、道案内                       「補語」 

 

「ほかの人たちにとっては、小さな光に過ぎない。他の学者たちにとっては、星は難問だ」 

Per altri non sono che delle pìccole luci. Per altri, che sono dei sapiènti, sono dei problèmi.  

《「副詞句」「動詞句」「補語」┃「副詞句」,「動詞」「補語」》 

Per altri ﾍﾟﾙ･ｱﾙﾄﾘ adv. 他の人たちにとって                              「副詞句」 

non sono che ﾉﾝ･ｿｰﾉ･ｹ 3 複現･否定(èssere)v.i 〜に過ぎない                「動詞句」 

delle pìccole luci. ﾃﾞｯﾚ･ﾋﾟｯｺﾚ･ｩｰﾁ pl(luce)n.f 小さな光                       「補語」 

Per altri ﾍﾟﾙ･ｱﾙﾄﾘ adv. 他の人たちにとって                              「副詞句」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                                  「形容詞節」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                       「動詞」 

dei sapiènti, ﾃﾞｲ･ｻﾋﾟｴﾝﾃｨ pl(sapiènte).n 学者              「補語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

dei problèmi. ﾃﾞｲ･ﾌﾟﾛﾌﾞﾚｰﾐ pl(problèma).n.m 課題、難問                    「補語」 

 

 

 

 

 

 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXVI 

  390 / 420 

「あの実業家にとっては、黄金だった。しかし、これらの星はどれも口をきかない。きみ！

君は誰も持たないような星を持つことになるんだよ．．．」 

Per il mio uòmo d'affari erano dell'òro. Ma tutte quéste stélle stanno zitte. Tu, tu avrai 

delle stélle cóme nessuno ha..."  

《「副詞句」,「動詞」「補語」┃Ma「主語」「動詞」「補語」 

「呼びかけ」「主語」「動詞」「目的語」》 

Per ﾍﾟﾙ prep（利害）〜にとっては                                      「副詞句」 

il mio uòmo d'affari ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｳｫｰﾓ･ﾀﾞｯﾌｧｰﾘ n.m あの事業家          「目的語」 

erano ｴﾗｰﾉ 3 複半(èssere)v.i 〜だった                                      「動詞」 

dell'òro. ﾃﾞｯﾛｰﾛ n.m 黄金                                                 「補語」 

Ma ﾏ conj. だけど 

tutte quéste stélle ﾄｩｯﾃ･ｸｪｽﾃ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f これらの星はみんな          「主語」 

stanno ｽﾀﾝﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                     「動詞」 

zitte. ﾂｨｯﾃ adj(zitto).f.pl 口をきかない                                     「補語」 

Tu, ﾄｩ pron 君                                                      「呼びかけ」 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

avrai ｱｳﾞﾗｲ 2 単未(avére)v.t 持つことになる                               「動詞」 

delle stélle ﾃﾞｯﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星を                                 「目的語」 

cóme ｺｰﾒ conj.（比較）〜するような                           「形容詞節」 

nessuno ﾈｯｽｰﾉ pron 誰も〜ない                          「主語」 

ha..." ｱ 3 単現･否定文(avére)v.t 持たない                  「動詞」 

 

「どういう意味なの？」 

"Che còsa vuoi dire?"                                        《「目的語」「動詞句」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何を                                               「目的語」 

vuoi dire?" ｳﾞｵｲ･ﾃﾞｨｰﾚ 2 単現｡願望(volére+不定詞)v.t 意味する、言いたい   「動詞句」 

 

「君が夜に空を見上げると、僕はそれらの星の一つに住んで、それらの星の一つで笑ってい

るから、君にとってはまるで全ての星が笑っているみたいになるだろう」 

"Quando tu guarderai il cièlo, la nòtte, visto che io abiterò in una di esse, visto che io 

riderò in una di esse, allóra sarà per te cóme se tutte le stélle ridessero.  

《「副詞節」,「副詞」「動詞」「間接目的語」「補語」》 

"Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                         「副詞節」 

tu ﾄｩ pron 君が                                                  「主語」 

guarderai ｸﾞゎﾙﾃﾞﾗｲ 2 単未(guardare)v.t 眺める                     「動詞」 

il cièlo, ｲﾙ･ﾁｪｰﾛ n.m 空を                                       「目的語」 
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la nòtte, ﾗ･ﾉｯﾃ adv. 夜に                                        「副詞句」 

visto che ｳﾞｨｽﾄ･ｹ conj.（理由）〜なので                                 「副詞節」 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                 「主語」 

abiterò ｱﾋﾞﾃﾛ 1 単未(abitare)v.i 〜に住むだろう                     「動詞」 

in una di esse, ｲﾝ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｯｾ adv. それらの星の一つに             「副詞句」 

visto che ｳﾞｨｽﾄ･ｹ conj.（理由）〜なので                                 「副詞節」 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                 「主語」 

riderò ﾘﾃﾞﾛ 1 単未(rìdere)v.i 笑うだろう                            「動詞」 

in una di esse, ｲﾝ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｯｾ adv. それらの星の一つで             「副詞句」 

allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. そうすると、だから                                     「副詞」 

sarà ｻﾗ 3 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                              「動詞」 

per te ﾍﾟﾙ･ﾃ adv. 君にとって                                       「間接目的語」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                               「補語」 

se ｾ conj. もしかすると 

tutte le stélle ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla)n.f 全ての星が                   「主語」 

ridessero. ﾘﾃﾞｯｾﾛ 3 複半(rìdere)v.i 笑っている                       「動詞」 

 

「君は、君だけが、笑うことのできる星を持つことになるんだ。」 

Tu avrai, tu sólo, delle stélle che sanno rìdere!"  《「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」》 

Tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

avrai, ｱｳﾞﾗｲ 2 単未(avére)v.t 持つことになるだろう                         「動詞」 

tu sólo, ﾄｩ･ｿｰﾛ adv. 君だけが                                           「副詞句」 

delle stélle ﾃﾞｯﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla)n.f 星を                                  「目的語」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                                  「形容詞節」 

sanno rìdere!" ｻﾝﾉ･ﾘｰﾃﾞﾚ 3 複現･可能(sapére+不定詞) 

v.i 笑える                                         「動詞句」 

 

そう言って、王子さまはまた笑った。 

E rise ancóra.                                                   E「動詞」「副詞」 

E ｴ conj. そして 

rise ﾘｾﾞ 3 単遠(rìdere)v.i 笑った                                           「動詞」 

ancóra. ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 
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「そして、君の悲しみが和らいだ時、（悲しみは必ず和らぐよ）、君は僕と知り合ったことを

嬉しく思うだろう」 

"E quando ti sarai consolato (ci si consola sèmpre), sarai contènto di avermi conosciuto.  

《E「副詞節」,（「主語」「動詞句」「副詞」）,「動詞」「補語」》 

"E ｴ conj. そして 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

ti sarai consolato ﾁ･ｻﾗｲ･ｺﾝｿﾗｰﾄ 2 単未･完了形(consolarsi) 

v.pr 君の悲しみが和らいだ                                   「動詞句」 

consolare ｺﾝｿﾗｰﾚ v.t（苦痛や悲しみを）和らげる 

(ci ﾁ pron 人々は                                                        「主語」 

si consola ｼ･ｺﾝｿｰﾗ 3 単現(consolarsi)v.pr 悲しみが和らぐ                  「動詞句」 

sèmpre), ｾﾝﾌﾟﾚ adv. 必ず、つねに                                         「副詞」 

sarai ｻﾗｲ 2 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                            「動詞」 

contènto ｺﾝﾃﾝﾄ adj. 嬉しい、満足した                                     「補語」 

di +不定詞 ﾃﾞｨ 不定詞･原因 adv. 〜することで                      「副詞句」 

avermi conosciuto. ｱｳﾞｪﾙ･ﾐ･ｺﾉｼｭｰﾄ 不定詞･完了形(conócere+mi) 

   v.t 僕と知り合った                                     「動詞句」 

 

 

「君はいつまでも僕の友達だよ。君は僕と一緒に笑いたくなるよ」 

Sarai sèmpre il mio amico. Avrai vòglia di rìdere con me.  

《「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

Sarai ｻﾗｲ 2 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                            「動詞」 

sèmpre ｾﾝﾌﾟﾚ adv. これからもずっと、いつまでも                    「副詞」 

il mio amico. ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｱﾐｰｺ n.m 僕の友達                                   「補語」 

Avrai ｱｳﾞﾗｲ 2 単未(avére)v.t 持つだろう                                   「動詞」 

vòglia ｳﾞｫｰﾘｱ n.f 欲求を                                               「目的語」 

di rìdere ﾃﾞｨ･ﾘｰﾃﾞﾚ 不定詞･目的 adj. 笑う                      「形容詞句」 

con me. ｺﾝ･ﾒ adv. 僕と一緒に                          「副詞句」 

   avére vòglia di+不定詞 「〜がしたい」 

 

「時々は、こんな風に気晴らしに窓を開けてね．．．すると君の友達は空を見上げて笑う君を

みて驚くだろうな」 

E aprirai a vòlte la finestra, così, per il piacere... E i tuoi amici saranno stupiti di vederti 

rìdere guardando il cièlo.  

《E「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」┃E「主語」「動詞」「補語」》 
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E ｴ conj. そして 

aprirai ｱﾌﾟﾘﾗｲ 2 単未･依頼(aprire)v.t 開けてください                       「動詞」 

a vòlte ｱ･ｳﾞｫﾙﾃ adv. 時々                                              「副詞句」 

la finestra, ﾗ･ﾌｨﾈｽﾄﾗ n.f 窓を                                           「目的語」 

così, ｺｼ adv. こんな風に                                                  「副詞」 

per ﾍﾟﾙ prep（目的）〜のために                                        「副詞句」 

il piacere... ｲﾙ･ﾋﾟｱﾁｪｰﾚ n.m 気晴らし、楽しみ                    「目的語」 

E ｴ conj. すると 

i tuoi amici ｲ･ﾄｩｵｲ･ｱﾐｰﾁ pl(amico).n.m 君の友達は                         「主語」 

saranno ｻﾗﾝﾉ 3 複未･推量(èssere)v.i 〜になるだろう                        「動詞」 

stupiti ｽﾄｩｰﾋﾟﾁ adj(stupito).pl 驚いた                                     「補語」 

di +不定詞 ﾃﾞｨ 不定詞･条件 adv. 〜すると                          「副詞句」 

vederti ｳﾞｪﾃﾞｰﾙ･ﾃｨ 不定詞(vedére+ti)v.t 君を見る           「動詞句」 

rìdere ﾘｰﾃﾞﾚ 不定詞・ti の動作 v.i 笑う                       「補語」 

guardando ｸﾞゎﾙﾀﾞﾝﾄﾞ ジェルンディオ(guardare) 

adv. 見て、見ながら                              「副詞句」 

il cièlo. ｲﾙ･ﾁｪｰﾛ n.m 空を                    「目的語」 

 

 

「そうしたら、君は言うんだ：《そうなんだよ、僕は星を見るといつも笑ってしまうんだ》、

そうすると彼らは君が狂ってしまったと思うだろうな」 

Allóra tu dirai: "Si, le stélle mi fanno sèmpre rìdere!" e ti crederanno pazzo.  

《「副詞」「主語」「動詞」： 

“「応答」「主語」「目的語」「動詞」「副詞」「補語」”e「目的語」「動詞」「補語」》 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. そうすると                                             「副詞」 

tu ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

dirai: ﾃﾞｨﾗｲ 2 単未･勧誘(dire)v.t 言うんだ                                  「動詞」 

"Si, ｼ adv.（肯定）そうなんだ                                             「応答」 

le stélle ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星は                                         「主語」 

mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

fanno ﾌｧﾝﾉ 3 複現･使役(fare)v.t 〜させる                                  「動詞」 

sèmpre ｾﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                                「副詞」 

rìdere!" ﾘｰﾃﾞﾚ 不定詞･mi の動作 v.i 笑う                                   「補語」 

e ｴ conj. そして 

ti ﾁ pron 君を                                                         「目的語」 

crederanno ｸﾚﾃﾞﾗﾝﾉ 3 複未･推量(crédere)v.t 〜と思うだろう                 「動詞」 
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pazzo. ﾊﾟｯｿ adj. 気が狂った                                              「補語」 

 

「僕は君にひどい悪戯をしたことになるだろうね．．．」 

"T'avrò fatto un brutto scherzo..."            《「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

"T' ﾃｨ pron 君に                                                   「間接目的語」 

avrò fatto ｱｳﾞﾛ･ﾌｧｯﾄ 1 単未･完了形･過去における未来完了･推量(fare) 

v.t 〜したことになるだろう                                          「動詞句」 

un brutto ｳﾝ･ﾌﾞﾙｯﾄ adj. ひどい                            「形容詞句」 

scherzo..." ｽｹｰﾙﾂｫ n.m いたずら、悪さ                               「直接目的語」 

 

 

そう言って、王子さまはまた笑った。 

E rise ancóra.                                                   E「動詞」「副詞」 

E ｴ conj. そして 

rise ﾘｾﾞ 3 単遠(rìdere)v.i 笑った                                           「動詞」 

ancóra. ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 

 

「すると、僕は星の代わりに、たくさんの笑うことのできる鈴をあげたみたいになるね．．．」 

"Sarà cóme se t'avessi dato, invéce delle stélle, mucchi di sonàgli che sanno rìdere..."  

《「動詞」「補語」》 

"Sarà ｻﾗ 3 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                         「動詞」 

cóme se+接続法 ｺｰﾒ･ｾ conj. まるで〜のように                          「補語」 

t' ﾃｨ pron 君に                                           「間接目的語」 

avessi dato, ｾ...ｱｳﾞｪｯｼ･ﾀﾞｰﾄ                                    「動詞句」 

invéce delle stélle, ｲﾝｳﾞｪｰﾁｪ･ﾃﾞｯﾚ･ｽﾃｯﾚ adv.(invéce di)星の代わりに「副詞句」 

mucchi di ﾑｰﾁ･ﾃﾞｨ adj. たくさんの               「形容詞句」 

sonàgli ｿﾅﾘ pl(sonàglio).n.m 鈴を                          「直接目的語」 

che ｹ pron.pl（主語）〜する                      「形容詞節」 

sanno rìdere..." ｻﾝﾉ･ﾘｰﾃﾞﾚ 3 複現･可能(sapére+不定詞) 

v.i 笑うことが出来る                   「動詞句」 

 

そう言って、彼はまた笑った。それから、真顔に戻った。 

E rise ancóra. Pòi ridivenne sèrio.         E「動詞」「副詞」┃「副詞」「動詞」「補語」 

E ｴ conj. そして 

rise ﾘｾﾞ 3 単遠(rìdere)v.i 笑った                                           「動詞」 

ancóra. ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                  「副詞」 
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Pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

ridivenne ﾘﾃﾞｨｳﾞｪﾝﾈ 3 単遠･状態変化(ridivenire = ridiventare) 

v.i（元の状態に）戻った                                               「動詞」 

sèrio. ｾｰﾘｵ adj. まじめな、真剣な                                         「補語」 

 

「今夜は．．．ねえ．．．来ないでね．．．」 

"Quésta nòtte... sai, non venire".              《「副詞句」...「呼びかけ」...「動詞句」》 

"Quésta nòtte... ｸｪｽﾀ･ﾉｯﾃ adv. 今夜は                                   「副詞句」 

sai, ｻｲ 2 単現(sapére)v.t ねえ、分かるよね！                           「呼びかけ」 

non venire". ﾉﾝ･ｳﾞｪﾆｰﾚ 命・2 単現･否定(venire)v.i 来ないでね              「動詞句」 

 

「君を放っておかないよ」 

"Non ti lascerò".                                    《「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

"Non ...lascerò". ﾉﾝ...ﾗｼｪﾛ 1 単未･否定(lasciare)v.t 放っておかない          「動詞句」 

ti ﾃｨ pron 君を                                                        「目的語」 

 

「僕は病気みたいになるよ．．．ちょっと死んだに対になるよ。こんな風に。見に来ないでね、

それには及ばないよ．．．」 

"Sembrerà che io mi senta male... sembrerà un po' che io muoia. È così. Non venire a 

vedere, non vale la péna..."  

《「動詞」「主語」┃「動詞」「主語」┃「動詞」「補語」┃「動詞句」,「動詞句」「主語」》 

"Sembrerà ｾﾝﾌﾞﾚﾗ 3 単未(sembrare)v.i 〜のようになるだろう                「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                   「主語」 

mi senta ﾐ･ｾﾝﾀ 接・1 単現(sentirsi)v.pr 〜の気分になる              「動詞句」 

male... ﾏｰﾚ n.m 病気                                               「補語」 

sembrerà ｾﾝﾌﾞﾚﾗ 3 単未(sembrare)v.i 〜のようになるだろう                 「動詞」 

un po' ｳﾝ･ﾎﾟ adv. 少し                                              「副詞」 

che ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

io ｲｰｵ pron 僕は                                                   「主語」 

muoia. ﾑｵｲｱ 接・1 単現(morire)v.i 死ぬ                               「動詞」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

così. ｺｼ adv. こんな風に                                                  「補語」 

Non venire a vedere, ﾉﾝ･ｳﾞｪﾆｰﾚ･ｱ･ｳﾞｪﾃﾞｰﾚ 命・2 単現･否定(venire a+不定詞) 

   v.t 見に来ないでね                                                  「動詞句」 

non vale ﾉﾝ･ｳﾞｧﾚ 3 単現･否定(valére)v.i 価値が無い                       「動詞句」 
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la péna..." ﾗ･ﾍﾟﾅ n.f その骨折りは                                         「主語」 

 

「君を放っておかないよ」 

"Non ti lascerò".                                    《「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

"Non ...lascerò". ﾉﾝ...ﾗｼｪﾛ 1 単未･否定(lasciare)v.t 放っておかない          「動詞句」 

ti ﾃｨ pron 君を                                                        「目的語」 

 

それでも、彼は気がかりだった。 

Ma era preoccupato.                                            Ma「動詞」「補語」 

Ma ﾏ conj. しかし、それでも 

era ｴﾗ 3 単半(èssere)v.i 〜だった                                          「動詞」 

preoccupato. ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟｰﾄ adj. 気がかりな、心配している                     「補語」 

 

「君にこのことを話しておくよ．．．ヘビのことだけど。君が蛇に噛まれてはいけないから．．．

ヘビというのは、意地が悪いんだよ」 

"Ti dico quésto... Anche per il serpènte. Non bisogna che ti morda... I serpènti sono cattivi.  

《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃「副詞句」 

「動詞句」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

"Ti ﾃｨ pron 君に                                                   「間接目的語」 

dico ﾃﾞｨｺ 1 単現(dire)v.t 言う                                             「動詞」 

quésto... ｸｪｽﾄ pron このことを                                      「直接目的語」 

Anche ｱﾝｹ conj. もまた                                                「副詞句」 

per ﾍﾟﾙ prep（原因）〜のせいで                                「副詞句」 

il serpènte. ｲﾙ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ n.m ヘビ                         「目的語」 

Non bisogna ﾉﾝ･ﾋﾞｿﾞｰﾆｬ 3 単現･必要･否定(bisognare) 

v.i(che) 〜ということがあってはならない                              「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

ti ﾁ pron 君を                                                   「目的語」 

morda... ﾓﾙﾀﾞ 接・3 単現(mòrdere)v.t 噛む                           「動詞」 

I serpènti ｲ･ｾﾙﾍﾟﾝﾃ pl(serpènte).n.m ヘビというのは                       「主語」 

sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

cattivi. ｶｯﾃｨｰｳﾞｨ adj(cattivo).pl 意地悪な                                  「補語」 

 

「気晴らしに、君を噛むかもしれないんだ」 

Ti può mòrdere per il piacere di..."                   《「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

Ti ﾃｨ pron 君を                                                       「目的語」 
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può mòrdere ﾌﾟｵ･ﾓｰﾙﾃﾞﾚ 3 単現･可能性(potére+不定詞 mòrdere) 

v.t 噛むかもしれない                                                「動詞句」 

per ﾍﾟﾙ prep（原因）〜で                                              「副詞句」 

il piacere di..." ｲﾙ･ﾋﾟｱﾁｪｰﾚ･ﾃﾞｨ n.m 気晴らし、遊び、好み         「目的語」 

 

「君を放っておかないよ」 

"Non ti lascerò".                                    《「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

"Non ...lascerò". ﾉﾝ...ﾗｼｪﾛ 1 単未･否定(lasciare)v.t 放っておかない          「動詞句」 

ti ﾃｨ pron 君を                                                        「目的語」 

 

 

「しかし、何かが彼を安心させた」 

"Ma qualcosa lo rassicurò:                           《Ma「主語」「目的語」「動詞」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

qualcosa ｸゎﾙｺｰｻ pron 何かが                                            「主語」 

lo ﾛ pron 彼を（王子様を）                                             「目的語」 

rassicurò: ﾗｯｼｸﾛ 3 単遠(rassicurare)v.t 安心させた                          「動詞」 

 

「それは本当だ。2 回目に咬みつく時、蛇にはもう毒が無いんだ」 

"È véro che non hanno più veléno per il secóndo morso..."    《「動詞」「補語」「主語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

véro ｳﾞｪｰﾛ adj. 本当の                                                   「補語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

non hanno ﾉﾝ･ｱﾝﾉ 3 複現･否定(avére)v.t 〜がない                   「動詞句」 

più veléno ﾋﾟｳ･ｳﾞｪﾚｰﾉ n.m(non... più) もう毒が〜ない               「目的語」 

per ﾍﾟﾙ prep（関連）〜に関しては                                 「副詞句」 

il secóndo morso..." ｲﾙ･ｾｺﾝﾄﾞ･ﾓｰﾙｿ n.m 2 回目の咬みつき      「目的語」 

 

その夜、僕は彼が出かけていくところを見なかった。 

Quélla nòtte non lo vidi mettersi in cammino.  「副詞句」,「動詞句」「目的語」「補語」 

Quélla nòtte ｸｪﾗ･ﾉｯﾃ adv. その夜                                       「副詞句」 

non ...vidi ﾉﾝ...ｳﾞｨﾃﾞｨ 1 単遠･知覚動詞･否定(vedére) 

v.t(SVO+不定詞) O が〜するのを見なかった                            「動詞句」 

lo ﾛ pron 彼が                                                         「目的語」 

mettersi ﾒｯﾃﾙｼ 不定詞･lo の動作 v.pr（in 〜の状態に）入る                  「補語」 

in cammino. ｲﾝ･ｶﾐｰﾉ adv. 歩行に                                   「副詞句」 
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彼は物音を立てずに、立ち去ったのだ。彼に追いついた時、彼は決然として足早に歩いてい

た。そして、ただ僕に言った： 

Si era dileguato sènza far rumóre. Quando riuscii a raggiungerlo camminava deciso, con 

un passo ràpido. Mi disse solaménte:  

「動詞句」「副詞句」┃「副詞節」,「動詞」「副詞句」┃「間接目的語」「動詞」「副詞」 

Si era dileguato ｼ･ｴﾗ･ﾃﾞｨﾚｸﾞゎﾄ 3 単半･完了形(dileguarsi)v.pr 立ち去った  「動詞句」 

sènza +不定詞 ｾﾝﾂｧ prep（様態）〜しないで、〜せずに                   「副詞句」 

far ﾌｧｰﾙ 不定詞(fare)v.t（音を）立てる                             「動詞」 

rumóre. ﾙﾓｰﾚ n.m 物音を                                       「目的語」 

Quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                          「副詞節」 

riuscii a raggiungerlo ﾘｳｯｼｲ･ｱ･ﾗｯｼﾞｭﾝｼﾞｪﾙ･ﾛ 1 単遠･成功(riuscire a+不定詞) 

   v.t 彼に追いつけた                                           「動詞句」 

camminava ｶﾝﾐﾅｳﾞｧ 3 単半(camminare)v.i 歩いていた                      「動詞」 

deciso, ﾃﾞﾁｰｿﾞ adv. 決然として、はらを決めて                            「副詞句」 

con un passo ràpido. ｺﾝ･ｳﾝ･ﾊﾟｯｿ･ﾗｰﾋﾟﾄﾞ adv. 早足で、足早に       「副詞句」 

Mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

solaménte: ｿﾗﾒﾝﾃ adv. ただ                                               「副詞」 

 

「ああ、君、ここに来たの．．．」 

"Ah! Sèi qui..."                                           《「感嘆」「動詞」「副詞」》 

"Ah! ｱｰ int. ああ                                                        「感嘆」 

Sèi ｾｲ 2 単現･移動(èssere)v.i 〜に来た                                    「動詞」 

qui..." ｸｨ adv. ここに                                                    「副詞」 

 

そう言って、彼は僕の手を取った。しかし、また苦しんだ。 

E mi prese per mano. Ma ancóra si tormentava:  

E「目的語」「動詞」「副詞句」┃Ma「副詞」「動詞句」 

E ｴ conj. そして 

mi ﾐ pron 僕を                                                        「目的語」 

prese ﾌﾟﾚｾ 3 単遠(prèndere)v.t 取った                                     「動詞」 

per mano. ﾍﾟﾙ･ﾏｰﾉ adv.（体の部分）手の部分を                           「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. また                                                   「副詞」 

si tormentava: ｼ･ﾄﾙﾒﾝﾀｰｳﾞｧ 3 単半(tormentarsi)v.pr 苦しんだ              「動詞句」 
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「君は間違えたね。悲しい思いをするよ。僕は死んだようになるけど、本当じゃないんだ」 

"Hai avuto tòrto. Avrai dispiacere. Sembrerò mòrto e non sarà véro..."  

《「動詞句」「目的語」┃「動詞」「目的語」┃「動詞」「補語」e「動詞句」「補語」》 

"Hai avuto ｱｲ･ｱｳﾞｰﾄ 2 単現･完了形(avére)v.t（冠詞なしの目的語と）〜した 「動詞句」 

tòrto. ﾄｰﾙﾄ n.m 間違いを                                               「目的語」 

Avrai ｱｳﾞﾗｲ 2 単未(avére)v.t（冠詞なしの目的語と）〜するだろう            「動詞」 

dispiacere. ﾃﾞｨｽﾋﾟｱﾁｪｰﾚ n.m 悲しい思いを                               「目的語」 

Sembrerò ｾﾝﾌﾞﾚﾛ 1 単未(sembrare)v.i 〜のように見えるだろう               「動詞」 

mòrto ﾓｰﾙﾄ adj. 死んだ                                                   「補語」 

e ｴ conj. そして 

non sarà ﾉﾝ･ｻﾗ 3 単未･否定(èssere)v.i 〜でないだろう                     「動詞句」 

véro..." ｳﾞｪｰﾛ adj. 本当の                                                 「補語」 

 

僕は黙っていた。 

Io stavo zitto.                                              「主語」「動詞」「補語」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

stavo ｽﾀｰｳﾞｫ 1 単半(atare)v.i（状態を）保っていた                          「動詞」 

zitto. ﾂｨｯﾄ adj. 黙っている                                               「補語」 
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「分かるだろう？遠すぎるんだ。僕の体を一緒に運ぶことは出来ない。重すぎるんだ」 

"Capisci? È tròppo lontano. Non posso portare appresso il mio còrpo. È tròppo pesante".  

《「確認」┃「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」┃「動詞」「補語」》 

"Capisci? ｶﾋﾟｼ 2 単現･疑問文(capire)v.t 分かるだろう？                     「確認」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

tròppo lontano. ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾛﾝﾀｰﾉ adj. 遠すぎる                                 「補語」 

Non posso portare ﾉﾝ･ﾎﾟｯｿ･ﾎﾟﾙﾀｰﾚ 1 単現･可能･否定(potére+不定詞) 

v.t 運べない                                                        「動詞句」 

appresso ｱﾌﾟﾚｯｿ prep 近くに                                           「副詞句」 

il mio còrpo. ｲﾙ･ﾐｰｵ･ｺｰﾙﾎﾟ n.m 僕の体                           「目的語」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

tròppo pesante". ﾄﾛｯﾎﾟ･ﾍﾟｻﾝﾃ adj. 重すぎる                                「補語」 

 

僕は黙っていた。 

Io stavo zitto.                                              「主語」「動詞」「補語」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

stavo ｽﾀｰｳﾞｫ 1 単半(atare)v.i（状態を）保っていた                          「動詞」 
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zitto. ﾂｨｯﾄ adj. 黙っている                                               「補語」 

 

「けれどこの体は、見捨てられた古い皮みたいになるんだ。古い皮なんて、悲しくもないよ」 

"Ma sarà cóme una vècchia scorza abbandonata. Non sono tristi le vècchie scorze..."  

《Ma「動詞」「補語」┃「動詞句」「補語」「主語」》 

"Ma ﾏ conj. しかし 

sarà ｻﾗ 3 単未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                              「動詞」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                                「補語」 

una vècchia scorza ｳﾅ･ｳﾞｪｯｷｱ･ｽｺｰﾙﾂｧ n.f 古い皮                     「目的語」 

abbandonata. ｱｯﾊﾞﾝﾄﾞﾅｰﾀ adj(abbandonato).f 見捨てられた    「形容詞」 

Non sono ﾉﾝ･ｿｰﾉ 3 複現･否定(èssere)v.i 〜でない                         「動詞句」 

tristi ﾄﾘｽﾃｨ adj((triste).pl 悲しい                                          「補語」 

le vècchie scorze..." ﾚ･ｳﾞｪｯｷｴ･ｽｺｰﾙﾂｪ pl(scorza).n.f 古い皮は                 「主語」 

 

僕は黙っていた。 

Io stavo zitto.                                              「主語」「動詞」「補語」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

stavo ｽﾀｰｳﾞｫ 1 単半(atare)v.i（状態を）保っていた                          「動詞」 

zitto. ﾂｨｯﾄ adj. 黙っている                                               「補語」 

 

彼は少し意気消沈したが、また気を取り直そうとした。 

Si scoraggiò un poco. Ma fece ancóra uno sforzo:  

「動詞句」「副詞句」┃Ma「動詞」「副詞」「目的語」 

Si scoraggiò ｼ･ｽｺﾗｼﾞｮ 3 単遠(scoraggiarsi)v.pr 意気消沈した               「動詞句」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                              「副詞句」 

Ma ﾏ conj. しかし 

fece ﾌｪｰﾁｪ 3 単遠(fare)v.t（動作を）した                                   「動詞」 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. また、再び                                             「副詞」 

uno sforzo: ｳｰﾉ･ｽﾌｫｰﾙﾂｫ n.m 努力、骨折り                               「目的語」 

 

「ねえ、素晴らしいだろうな。僕も星を眺める。すべての星が錆びついた滑車のある井戸に

なるだろう。すべての星が僕に飲み水を注いでくれるだろう．．．」 

"Sarà bèllo, sai. Anch'io guarderò le stélle. Tutte le stélle saranno dei pózzi con una 

carrùcola arrugginita. Tutte le stélle mi verseranno da bére..."  

《「動詞」「補語」,「呼びかけ」┃「主語」「動詞」「目的語」 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 
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"Sarà ｻﾗ 3 単未･推量(èssere)v.i 〜だろう                                   「動詞」 

bèllo, ﾍﾞｯﾛ adj. すてきな、素晴らしい                                       「補語」 

sai. ｻｲ 2 単現･注意喚起(sapére)v.t（聞き手の注意を引く）ねえ           「呼びかけ」 

Anch'io ｱﾝｷｰｵ pron 僕も                                                 「主語」 

guarderò ｸﾞゎﾙﾃﾞﾛ 1 単未･意思(guardare)v.t を眺める                       「動詞」 

le stélle. ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星を                                       「目的語」 

Tutte le stélle ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 全ての星が                         「主語」 

saranno ｻﾗﾝﾉ 3 複未･変化(èssere)v.i 〜になるだろう                        「動詞」 

dei pózzi ﾃﾞｲ･ﾎﾟｯﾂｨ pl(pózzo).n.m 井戸                                    「補語」 

con una carrùcola ｺﾝ･ｳﾅ･ｶﾙｺﾗ adv. 滑車のある                      「副詞句」 

arrugginita. ｱﾙｼﾞﾆﾀ adj(arrugginito).f 錆びついた            「形容詞」 

Tutte le stélle ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 全ての星が                         「主語」 

mi ﾐ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

verseranno ﾍﾞﾙｻﾗﾝﾉ 3 複未(versare)v.t 注ぐだろう                          「動詞」 

da bére..." ﾀﾞ･ﾍﾞｰﾚ pron 飲み物を                                   「直接目的語」 

 

僕は黙っていた。 

Io stavo zitto.                                              「主語」「動詞」「補語」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

stavo ｽﾀｰｳﾞｫ 1 単半(atare)v.i（状態を）保っていた                          「動詞」 

zitto. ﾂｨｯﾄ adj. 黙っている                                               「補語」 

 

「すごく面白いだろうな！君は 5 億の鈴を持つことになり、僕は 5 億の泉を持つことにな

るんだ．．．」 

"Sarà talménte divertènte! Tu avrai cìnquecento milioni di sonàgli, io avrò cìnquecento 

milioni di fontane..."  

《「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」》 

"Sarà ｻﾗ 3 単未･推量(èssere)v.i 〜だろうな                                 「動詞」 

talménte divertènte! ﾀﾙﾒﾝﾃ･ﾃﾞｨｳﾞｪﾙﾃﾝﾃ adj. すごく面白い                   「補語」 

Tu ﾄｩ pron 君が                                                         「主語」 

avrai ｱｳﾞﾗｲ 2 単未･予想(avére)v.t 持つことになる                          「動詞」 

cìnquecento milioni di ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄ･ﾐﾘｵｰﾆ･ﾃﾞｨ adj. 5 億の            「形容詞句」 

sonàgli, ｿﾅﾘ pl(sonàglio).n.m 鈴を                                       「目的語」 

io ｲｰｵ pron 僕が                                                         「主語」 

avrò ｱｳﾞﾛ 1 単未･予想(avére)v.t 持つことになる                            「動詞」 

cìnquecento milioni di ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄ･ﾐﾘｵｰﾆ･ﾃﾞｨ adj. 5 億の            「形容詞句」 
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fontane..." ﾌｫﾝﾀｰﾈ pl(fontana).n.f 泉を                                   「目的語」 

 

そして、彼も黙り込んだ。というのは、泣いていたから。 

E tacque anche lui perché piangeva.                      E「動詞」「主語」「副詞節」 

E ｴ conj. そして 

tacque ﾀｹ 3 単遠(tacére)v.i 黙り込んだ、静かになった                       「動詞」 

anche lui ｱﾝｹ･ﾙｰｲ pron 彼も                                              「主語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj.（理由）なぜなら、というのは                          「副詞節」 

piangeva. ﾋﾟｱﾝｼﾞｪﾊﾞ 3 単半(piàngere)v.i 泣いていた                 「動詞」 

 

「ここだ。たった一人で行かせて欲しい」 

"È là. Lasciami fare un passo da sólo".         《「動詞」「副詞」┃「動詞句」「補語」》 

"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

là. ﾗｰ adv. そこ、ここ                                                      「副詞」 

Lasciami ﾗｼｬ･ﾐ 命・2 単現･依頼(lasciare+mi)v.t(+不定詞)僕に〜させて欲しい「動詞句」 

fare ﾌｧｰﾚ 不定詞･mi の動作 v.t 〜する                                     「補語」 

un passo ｳﾝ･ﾊﾟｯｿ n.m 1 歩（進む）                                「目的語」 

da sólo". ﾀﾞ･ｿｰﾗ adv.（手段）一人だけで                           「副詞句」 

 

彼はしゃがみ込んでしまった。なぜなら、怖かったから。 

Si sedette perché aveva paùra.                                 「動詞句」「副詞節」 

Si sedette ｼ･ｾﾃﾞｯﾃ 3 単遠(sedersi)v.pr 腰を下ろした、しゃがみこんだ       「動詞句」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj.（理由）なぜなら、というのは                          「副詞節」 

aveva ｱｳﾞｪｰｳﾞｧ 3 単半(avére)v.t 〜があった                        「動詞」 

paùra. ﾊﾟｳｰﾗ n.f 恐怖、恐れ                                    「目的語」 

 

 

それから、さらに言った： 

E disse ancóra:                                                  E「動詞」「副詞」 

E ｴ conj. そして 

disse ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                         「動詞」 

ancóra: ｱﾝｺｰﾗ adv. さらに、また                                          「副詞」 
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「ねえ．．．僕の花．．．僕はあの花に責任があるんだ。それに、あれはすごく弱くて純粋なん

だ。世間から身を守るために、取るに足らない棘が４本あるだけなんだ．．．」 

"Sai... il mio fióre... ne sono responsàbile! Ed è talménte débole e talménte ingènuo. Ha 

quattro spine da niènte per proteggersi dal mondo...".  

《「呼びかけ」┃「主語」┃「間接目的語」「動詞」「補語」 

Ed「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

"Sai... ｻｲ 2 単現(sapére)v.t ねえ                                       「呼びかけ」 

il mio fióre... ｲﾙ･ﾐｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 僕の花                                    「主語」 

ne ﾈ pron それに                                                  「間接目的語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

responsàbile! ﾚｽﾎﾟﾝｻｰﾋﾞﾚ adj. 責任のある                                 「補語」 

Ed ｴﾄﾞ conj. そして 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

talménte débole ﾀﾙﾒﾝﾃ･ﾃﾞｰﾎﾞﾚ adj. すごく弱い                             「補語」 

e ｴ conj. そして 

talménte ingènuo. ﾀﾙﾒﾝﾃ･ｲﾝｼﾞｪｰﾇｵ adj. すごく純真な                       「補語」 

Ha ｱ 3 単現(avére)v.t 〜がある                                            「動詞」 

quattro spine ｸゎﾄﾛ･ｽﾋﾟｰﾈ pl(spina).n.f 4 本の棘                          「目的語」 

da niènte ﾀﾞ･ﾆｴﾝﾃ adv. 取るに足らない                           「副詞句」 

   niènte ﾆｴﾝﾃ pron つまらぬこと、取るに足らぬ物 

per proteggersi ﾍﾟﾙ･ﾌﾟﾛﾃｯｼﾞｪﾙｼ 不定詞･目的 adv. 身を守るために   「副詞句」 

dal mondo...". ﾀﾞﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adv. 世間から                     「副詞句」 

 

僕も腰を降ろした。というのはもう立っていられなかったから。 

Mi sedetti anch'io perché non potevo più stare in piedi.    「動詞句」「主語」「副詞節」 

Mi sedetti ﾐ･ｾﾃﾞｯﾃｨ 1 単遠(sedersi)v.pr 座った、腰を下ろした             「動詞句」 

anch'io ｱﾝｷｰｵ pron 僕も                                                 「主語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

non potevo ﾉﾝ･ﾎﾟﾃｰｳﾞｫ 1 単半･可能･否定(potére+不定詞) 

v.i 〜出来なかった                                           「動詞句」 

più ﾋﾟｳ adv. もはや〜ない                                        「副詞」 

stare ｽﾀｰﾚ 不定詞 v.i 〜の状態でいる                             「動詞句」 

in piedi. ｲﾝ･ﾋﾟｴｰﾃﾞｨ adv. 立って「副詞句」 

 



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXVI 

  405 / 420 

 

 

そして彼は言った：「さあ．．．これだけだ．．．」 

Disse: "Ècco... è quésto qui..."               「動詞」：《「呼びかけ」...「動詞」「主語」》 

Disse: ﾃﾞｨｯｾ 3 単遠(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

"Ècco... ｴｯｺ adv.（注意喚起）ほら、さあ                               「呼びかけ」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

quésto qui..."  ｸｪｽﾄ･ｸｲ pron（強意）これは                                「主語」 

 

彼はまだ少しためらっていた。それから起き上がり、一歩前に進んだ。僕は、動くことがで

きなかった。 

Esitò ancóra un poco, pòi si rialzò. Fece un passo. Io non potevo muovermi.  

「動詞」「副詞句」,「副詞」「動詞句」┃「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」 

Esitò ｴｼﾞﾄ 3 単遠(esitare)v.i ためらった                                   「動詞」 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. まだ                                                   「副詞」 

un poco, ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                              「副詞句」 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                                   「副詞」 

si rialzò. ｼ･ﾘｱﾙﾂｫ 3 単遠(rialzarsi)v.pr 起き上がった                      「動詞句」 

Fece ﾌｪｰﾁｪ 3 単遠(fare)v.t（行為を）した                                  「動詞」 
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un passo. ｳﾝ･ﾊﾟｯｿ n.m 一歩                                            「目的語」 

Io ｲｰｵ pron 僕は                                                        「主語」 

non potevo muovermi. ﾉﾝ･ﾎﾟﾃｰｳﾞｫ･ﾑｵｳﾞｪﾙﾐ 1 単半･可能･否定(potére+不定詞 muoversi) 

   v.pr 動くことが出来なかった                                         「動詞句」 

 

彼のくるぶしの辺りには、黄色いきらめきしか見えなかった。 

Non ci fu che un guizzo giallo vicino alla sua cavìglia.              「動詞句」「主語」 

Non ci fu ﾉﾝ･ﾁ･ﾌ 3 単遠･存在･否定(esserci)v.i 〜が無かった                「動詞句」 

che ｹ conj.(non ... che) 〜しか                                            「主語」 

un guizzo giallo ｳﾝ･ｸﾞｲﾂｫ･ｼﾞｬｯﾛ n.m 黄色いきらめき               「目的語」 

vicino ｳﾞｨﾁｰﾉ adv. 〜の近くに                                    「副詞句」 

alla sua cavìglia.  ｱﾗ･ｽｰｱ･ｶｳﾞｨｰﾘｱ adv. 彼のくるぶしの     「副詞句」 

 

一瞬、彼の動きが止まった。 

Rimase immòbile per un istante.                                   「動詞」「補語」 

Rimase ﾘﾏｾﾞ 3 単遠(rimanére)v.i 〜のままでいた                           「動詞」 

immòbile ｲﾝﾓｰﾋﾞﾚ adj. 動かない                                           「補語」 

per ﾍﾟﾙ prep（期間）〜の間                                       「副詞句」 

un istante. ｳﾝ･ｲｽﾀﾝﾃ n.m 瞬間                             「目的語」 

 

彼は大声をあげなかった。1 本の木が倒れるようにゆったりと倒れた。 

Non gridò. Cadde dolceménte cóme cade un àlbero.    「動詞句」┃「動詞」「副詞句」 

Non gridò. ﾉﾝ･ｸﾞﾘﾄﾞ 3 単遠･否定(gridare)v.i 大声を出さなかった           「動詞句」 

Cadde ｶｯﾃﾞ 3 単遠(cadére)v.i 倒れた                                      「動詞」 

dolceménte ﾄﾞﾙﾁｪﾒﾝﾃ adv. 穏やかに、ゆったりと                           「副詞」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のように                                             「副詞節」 

cade ｶﾃﾞ 3 単現(cadére)v.i 倒れる                                 「動詞」 

un àlbero. ｳﾝ･ｱｰﾙﾍﾞﾛ n.m 1 本の木が                              「主語」 

 

彼は、砂の上に一切の物音を立てなかった。 

Non fece neppure rumóre sulla sàbbia.                 「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Non fece ﾉﾝ･ﾌｪｰﾁｪ 3 単遠･否定(fare)v.t（音を）たてなかった               「動詞句」 

neppure ﾈｯﾌﾟｰﾚ adv. 〜さえもない                                 「副詞」 

rumóre ﾙﾓｰﾚ n.m 物音                                                 「目的語」 

sulla sàbbia. ｽﾗ･ｻｯﾋﾞｱ adv. 砂の上に                                    「副詞句」 
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XXVII 

 

そして今では、もちろん、もう 6 年が過ぎ去った。 

Ed óra, cèrto, sono già passati sèi anni.                  「副詞句」「動詞句」「主語」 

Ed óra, ｴﾄﾞ･ｵｰﾗ adv. そして今では                                      「副詞句」 

cèrto, ﾁｪｰﾙﾄ adv. もちろん                                                「副詞」 

sono già passati ｿｰﾉ･ｼﾞｬ･ﾊﾟｯｻｰﾃｨ 3 複現･完了形(passare) 

v.i（時が）もう過ぎ去った                                           「動詞句」 

sèi anni. ｾｲ･ｱﾝﾆ pl(anno).n.m 6 年が                                       「主語」 

 

僕はいまだにこの話を語ったことは無かった。 

Non ho ancóra mai raccontato quésta stòria.                    「動詞句」「目的語」 

Non ho ancóra mai raccontato ﾉﾝ･ﾉ･ｱﾝｺｰﾗ･ﾏｰｲ･ﾗｯｺﾝﾀｰﾄ 1 単現･完了形･否定･強調 

   (raccontare)v.t いまだに語ったことは無かった                         「動詞句」 

quésta stòria. ｸｪｽﾀ･ｽﾄｰﾘｱ n.f この話を                                  「目的語」 

 

僕に再会した友人たちは、僕が生きているのを再確認できて大喜びしていた。 

Gli amici che mi hanno rivisto erano mólto contènti di rivedermi vivo.  

「主語」「動詞」「補語」 

Gli amici ﾘ･ｱﾐｰﾁ pl(amico).n.m 僕の友達は                                「主語」 

che ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

mi ﾐ pron 僕に                                          「目的語」 

hanno rivisto ｱﾝﾉ･ﾘｳﾞｨｽﾄ 3 複現･完了形(rivedére)v.t 再会した「動詞句」 

erano ｴﾗｰﾉ 3 複半(èssere)v.i（状態）〜だった                               「動詞」 

mólto contènti ﾓﾙﾄ･ｺﾝﾃﾝﾃｨ adj(contènto).pl 大喜びの                        「補語」 

di +不定詞 ﾃﾞｨ 不定詞･原因 adv. 〜して                             「副詞句」 

rivedermi ﾘｳﾞｪﾃﾞﾙ･ﾐ 不定詞 v.t 僕を見る、再確認する        「動詞句」 

vivo. ｳﾞｨｳﾞｫ adj. 生きている                                 「補語」 

 

僕は悲しい気持ちだったが、彼らに言った：「疲れているんだ．．．」 

Èro triste, ma dicevo: "È la stanchézza..."  

「動詞」「補語」,ma「動詞」：《「動詞」「補語」》 

Èro ｴﾛ 1 単半(èssere)v.i 〜だった                                         「動詞」 

triste, ﾄﾘｽﾃ adj. 悲しい、つらい、寂しい                                  「補語」 

ma ﾏ conj. しかし 

dicevo: ﾃﾞｨﾁｪｰｳﾞｫ 1 単半(dire)v.t 言った                                   「動詞」 
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"È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                           「動詞」 

la stanchézza..." ﾗ･ｽﾀﾝｹｯﾂｧ n.m 疲れ                                      「補語」 

 

今では、少しは和らいだ。つまり．．．完全には和らいでいない。 

Óra mi sono un pò consolato. Cioe'... non del tutto.   

「副詞」「間接目的語」「動詞」「補語」┃「副詞」「補語」 

Óra ｵｰﾗ adv. 今では                                                     「副詞」 

mi ﾐ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

sono ｿｰﾉ 1 単現(èssere)v.i 〜である                                        「動詞」 

un pò consolato. ｳﾝ･ﾎﾟ･ｺﾝｿﾗｰﾄ 過去分詞･受動(consolare)adj. 少し和らいだ    「補語」 

Cioe'... ﾁｮｴ adv. つまり、すなわち                                         「副詞」 

non del tutto. ﾉﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾄｩｯﾄ adj. 完全ではない                               「補語」 

 

けれども、彼が自分の惑星に戻ったということは分かっている。というのは、夜が明けると

彼の体が見つからなかったから。 

Ma so che è ritornato nel suo pianéta, perché al levar del giórno, non ho ritrovato il suo 

còrpo.                                            Ma「動詞」「目的語」,「副詞節」 

Ma ﾏ conj. しかし 

so ｿ 1 単現(sapére)v.t 知っている                                         「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

è ritornato ｴ･ﾘﾄﾙﾅｰﾄ 3 単現･完了形(ritornare)v.i 戻った            「動詞句」 

nel suo pianéta, ﾈﾙ･ｽｰｵ･ﾋﾟｱﾈﾀ adv. 彼の惑星に                「間接目的語」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj.（理由）なぜなら〜だから                              「副詞節」 

al levar ｱﾙ･ﾚｳﾞｧｰﾙ adv.（太陽の）出の時に                        「副詞句」 

del giórno, ﾃﾞﾙ･ｼﾞｮﾙﾉ adj. 太陽の                         「副詞句」 

   → 日の出の時に、夜明けの時に 

non ho ritrovato ﾉ･ﾉ･ﾘﾄﾛｳﾞｧｰﾄ 1 単現･完了形･否定(ritrovare) 

v.t 見つからなかった                                          「動詞句」 

il suo còrpo. ｲﾙ･ｽｰｵ･ｺｰﾙﾎﾟ n.m 彼の体が                           「目的語」 

 

それほど重い体ではなかったのだ。だから、僕は夜に、星たちに耳を澄ますのが好きだ。 

Non era un còrpo mólto pesante... E mi piace la nòtte ascoltare le stélle.  

「動詞句」「補語」...┃E「間接目的語」「動詞」「主語」 

Non era ﾉﾝ･ｴﾗ 3 単半･否定(èssere)v.i 〜でなかった                       「動詞句」 

un còrpo ｳﾝ･ｺｰﾙﾎﾟ n.m 体                                                「補語」 

mólto pesante... ﾓﾙﾄ･ﾍﾟｻﾝﾃ adj. とても重い                       「形容詞句」 
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E ｴ conj. そして 

mi ﾐ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

piace ﾋﾟｱｰﾁｪ 3 単現(piacere)v.i 気に入っている、好きだ                     「動詞」 

la nòtte ﾗ･ﾉｯﾃ n.f 夜に                                            「副詞句」 

ascoltare ｱｽｺﾙﾀｰﾚ 不定詞 n. 聞くことは                                    「主語」 

le stélle. ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 星たちを                             「目的語」 

 

星たちは、5 億の鈴みたいだ。 

Sono cóme cìnquecento milioni di sonàgli...                          「動詞」「補語」 

Sono ｿｰﾉ 3 複現(èssere)v.i 〜である                                       「動詞」 

cóme ｺｰﾒ conj. 〜のような                                               「補語」 

cìnquecento milioni di ﾁﾝｸｪﾁｪﾝﾄ･ﾐﾘｵｰﾆ･ﾃﾞｨ adj. 5 億の      「形容詞句」 

sonàgli... ｿﾅｰﾘ pl(sonàglio).n.m 鈴                                 「目的語」 

 

しかし、ここで大変なことが生じた。 

Ma ècco che accade una còsa straordinaria.                       Ma「副詞」「主語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

ècco ｴｯｺ adv. ここで、そう                                               「副詞」 

che ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

accade ｱｶﾃﾞ 3 単現(accadére)v.i 生じる、起こる                       「動詞」 

una còsa ｳﾅ･ｺｰｻ n.f あることが                                      「主語」 

straordinaria. ｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｱ 

 adj(straordinario).f とんでもない、異常な                 「形容詞」 

 

僕が王子様のために描いたあの口輪に、革バンドを付けるのを忘れていたのだ！ 

Alla museruòla disegnata per il pìccolo prìncipe, ho dimenticato di aggiungere la 

corréggia di cuòio!                            「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Alla museruòla ｱｯﾗ･ﾑｾﾞﾙｵﾗ adv. あの口輪に                          「間接目的語」 

disegnata ﾃﾞｨｾﾆｬｰﾀ 過去分詞(disegnare)･受動 adj.f 描かれた  「形容詞句」 

per il pìccolo prìncipe, ﾍﾟﾙ･ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ adv. 王子様のために「副詞句」 

ho dimenticato di aggiungere ｵ･ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾄ･ﾃﾞｨ･ｱｯｼﾞｭﾝｼﾞｪﾚ 1 単現･完了形 

(dimenticare)v.t(di+不定詞)v.t 付けるするのを忘れた                   「動詞句」 

la corréggia ﾗ･ｺﾚｼﾞｬ n.f 革ひも、バンド                             「直接目的語」 

di cuòio! ﾃﾞｨ･ｸｵｰｲｵ adj.（材料）革でできた                 「形容詞句」 
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王子様は、あの羊に口輪をつけることが絶対に出来なかっただろう。そこで、僕は思う。 

Non avrà mai potuto méttere la museruòla alla pècora.  Allóra mi domando:  

「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」┃「副詞」「動詞句」 

Non avrà mai potuto méttere ﾉﾝ･ｱｳﾞﾗ･ﾏｰｲ･ﾎﾟﾄｩｰﾄ･ﾒｯﾃﾚ 3 単未･完了形･可能･否定 

   (potére+不定詞)v.t 絶対につけることが出来なかっただろう              「動詞句」 

la museruòla ﾗ･ﾑｾﾞﾙｵﾗ n.f あの口輪を                               「直接目的語」 

alla pècora. ｱﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ adv. あの羊に                                 「間接目的語」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. それで                                                 「副詞」 

mi domando: ﾐ･ﾄﾞﾏﾝﾄﾞ 1 単現(domandarsi)v.pr 自問する、思う            「動詞句」 

 

「王子様の惑星で、何が起こったのだろうか？ことによると、あの羊が花を食べてしまった

のではないか．．．」 

"Che còsa sarà successo sul suo pianéta? Fórse la pècora ha mangiato il fióre..."  

《「主語」「動詞句」「副詞句」┃「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」》 

"Che còsa ｹ･ｺｰｻ n.f 何が                                                 「主語」 

sarà successo ｻﾗ･ｽｯﾁｪｯｿ 3 単未･完了形(succèdere)v.i 起こった             「動詞句」 

sul suo pianéta? ｽﾙ･ｽｰｵ･ﾋﾟｱﾈﾀ adv. 彼の惑星の上で                       「副詞句」 

Fórse ﾌｫｰﾙｾ adv. ことによると、たぶん                                    「副詞」 

la pècora ﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f あの羊が                                            「主語」 

ha mangiato ｱ･ﾏﾝｼﾞｬｰﾄ 3 単現･完了形(mangiare)v.t 食べた                「動詞句」 

il fióre..." ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m あの花を                                       「目的語」 

 

ある時は、こう思う：「絶対に違う！王子様は、毎晩自分の花にガラスの覆いをかぶせて、

羊をよく見張っている．．．」そう思うと、僕は嬉しくなる 

Tal altra mi dico: "Certaménte no! Il pìccolo prìncipe mette il suo fióre tutte le notti sótto 

la sua campana di vétro, e sorveglia bène la sua pècora..." Allóra sono felice.   

「副詞句」「動詞句」： 

《「感嘆」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」,e「動詞」「副詞」「目的語」》, 

「副詞」「動詞」「補語」 

Tal altra ﾀﾙ･ｱﾙﾄﾗ adv. 他には、ある時は                                 「副詞句」 

mi dico: ﾐ･ﾃﾞｨｺ 1 単現(dirsi)v.pr 思う                                    「動詞句」 

"Certaménte no! ﾁｪﾙﾀﾒﾝﾃ･ﾉ adv. 絶対に違う！                              「感嘆」 

Il pìccolo prìncipe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまは                        「主語」 

mette ﾒｯﾃ 3 単現(méttere)v.t 入れている                                   「動詞」 

il suo fióre ｲﾙ･ｽｰｵ･ﾌｨｵｰﾚ n.m 彼の花を                                  「目的語」 

tutte le notti ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ﾉｯﾃ adv. 毎晩                                      「副詞句」 
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sótto la sua campana di vétro, ｿｯﾄ･ﾗ･ｽｰｱ･ｶﾝﾊﾟﾅ･ﾃﾞｨ･ｳﾞｪｰﾄﾛ 

 adv. ガラスの覆いの下に                                             「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

sorveglia ｿﾙｳﾞｪﾘｬ 3 単現(sorvegliare)v.t 見張っている                       「動詞」 

bène ﾍﾞｰﾈ adv. よく                                                     「副詞」 

la sua pècora..." ﾗ･ｽｰｱ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f 彼の羊を                               「目的語」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. そうすると                                             「副詞」 

sono ｿｰﾉ 1 単現･変化(èssere)v.i 〜になる                                   「動詞」 

felice.  ﾌｪﾘｰﾁｪ adj. うれしい、幸せな                                      「補語」 

 

すると、全ての星が優しく笑う。 

E tutte le stélle ridono dolceménte.                         E「主語」「動詞」「副詞」 

E ｴ conj. そして 

tutte le stélle ﾄｩｯﾃ･ﾚ･ｽﾃｯﾚ pl(stélla).n.f 全ての星が                         「主語」 

ridono ﾘﾄﾞﾉ 3 複現(rìdere)v.i 笑う                                         「動詞」 

dolceménte. ﾄﾞﾙﾁｪﾒﾝﾃ adv. 穏やかに、優しく                               「副詞」 

 

ある時は、また思う：「一度や二度は、うっかりするだろう。それで、終わりだ！」 

Tal altra ancóra mi dico: "Una vòlta o l'altra si distrae e quésto basta!   

「副詞句」「動詞句」：《「副詞句」「動詞句」e「主語」「動詞」》 

Tal altra ﾀﾙ･ｱﾙﾄﾗ adv. ある時は                                         「副詞句」 

ancóra ｱﾝｺｰﾗ adv. さらに、また再び                                       「副詞」 

mi dico: ﾐ･ﾃﾞｨｺ 1 単現(dirsi)v.pr 思う                                    「動詞句」 

"Una vòlta o l'altra ｳﾅ･ｳﾞｫｰﾙﾀ･ｵ･ﾗﾙﾄﾗ adv. 一度や二度は、遅かれ早かれ    「副詞句」 

si distrae ｼ･ﾃﾞｨｽﾄﾗｴ 3 単現(distrarsi)v.pr 気が散る、うっかり忘れる        「動詞句」 

e ｴ conj. そして 

quésto ｸｪｽﾄ pron これは                                                 「主語」 

basta!  ﾊﾞｽﾀ 3 単現(bastare)v.i 十分である                                 「動詞」 

 

「王子様は、ある晩、ガラスの覆いをかけ忘れたかもしれない。それとも、羊が夜の間にそ

っと抜け出したかもしれない．．．」そう思うと、鈴がみんな涙に変わってしまう！ 

Ha dimenticato una séra la campana di vétro, oppure la pècora è uscita sènza far rumóre 

durante la nòtte..." Allóra i sonàgli si cambiano tutti in làcrime!  

《「動詞句」「副詞句」「目的語」, oppure「主語」「動詞句」「副詞句」》, 

「副詞」「主語」「動詞句」「主語」「間接目的語」 

Ha dimenticato ｱ･ﾃﾞｨﾒﾝﾁｶｰﾄ 3 単現･完了形(dimenticare)v.t 忘れた         「動詞句」 
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una séra ｳﾅ･ｾｰﾗ adv. ある晩                                            「副詞句」 

la campana di vétro, ﾗ･ｶﾝﾊﾟｰﾅ･ﾃﾞｨ･ｳﾞｪｰﾄﾛ n.f ガラスの覆いを             「目的語」 

oppure ｵｯﾌﾟｰﾚ conj. それとも 

la pècora ﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f あの羊が                                           「主語」 

è uscita ｴ･ｳｯｼｰﾀ 3 単現･完了形.f(uscire)v.i 抜け出した                    「動詞句」 

sènza far rumóre ｾﾝﾂｧ･ﾗｰﾙ･ﾙﾓｰﾚ adv. 音もなく、そっと                   「副詞句」 

durante la nòtte..." ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾗ･ﾉｯﾃ adv. 夜の間に                          「副詞句」 

Allóra ｱｯﾛｰﾗ adv. そうすると                                             「副詞」 

i sonàgli ｲ･ｿﾆｬｰﾘ pl(sonàglio).n.m 鈴は                                    「主語」 

si cambiano ｼ･ｶﾝﾋﾞｱﾉ 3 複現(cambiare)v.pr(in に) 変わる                 「動詞句」 

tutti ﾄｩｯﾃｨ adj(tutto).pl すべてが                                         「主語」 

in làcrime! ｲﾝ･ﾗｰｸﾘﾒ adv.(làcrima) 涙に                              「間接目的語」 

 

全てが大きな神秘だ！ 

È tutto un grande mistèro!                                  「動詞」「主語」「補語」 

È ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

tutto ﾄｩｯﾄ pron すべてが                                                 「主語」 

un grande mistèro! ｳﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾐｽﾃｰﾛ n.m 大きな神秘                       「補語」 

 

王子様を愛している君たちにとって、僕にとってと同じように、この宇宙の中ですべてが変

ってしまう。もしどこか分からない場所で、僕たちの知らない羊がバラの花を食べてしまっ

たかどうかによって．．． 

Per vói che pure volete bène al pìccolo prìncipe, cóme per me, tutto cambia nell'universo 

se in qualche luògo, non si sa dóve, una pècora che non conosciamo ha, si o no, mangiato 

una ròsa.                                     「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」 

Per vói ﾍﾟﾙ･ｳﾞｫｰｲ adv. 君たちにとって                                  「副詞句」 

che ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

pure ﾌﾟｰﾚ conj. それでも 

volete bène ｳﾞｫﾚｰﾃ･ﾍﾞｰﾈ 2 複現(volére) 

v.t(benea al 〜を) 愛している                       「動詞句」 

al pìccolo prìncipe, ｱﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子様を      「目的語」 

cóme per me, ｺｰﾒ･ﾍﾟﾙ･ﾒ adv. 僕にとってと同じように                     「副詞句」 

tutto ﾄｩｯﾄ pron 全てが                                                   「主語」 

cambia ｶﾝﾋﾞｱ 3 単現(cambiare)v.i 変わる                                  「動詞」 

nell'universo ﾈﾙﾆｳﾞｪﾙｿ adv. この宇宙で                                  「副詞句」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 
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in qualche luògo, ｲﾝ･ｸゎﾙｹ･ﾙｵｰｺﾞ adv. どこかの場所で             「副詞句」 

non si sa dóve, ﾉﾝ･ｼ･ｻ･ﾄﾞｰｳﾞｪ adj. どこか分からない     「形容詞節」 

una pècora ｳﾅ･ﾍﾟｰｺﾗ n.m ある羊が                「主語」 

che ｹ pron（目的語）〜する             「形容詞節」 

non conosciamo ﾉﾝ･ｺﾉｼｬｰﾓ 1 複現･否定(conóscere) 

v.t 知らない                    「動詞句」 

ha, si o no, mangiato ｱ･ｼ･ｵ･ﾉ･ﾏﾝｼﾞｬｰﾄ 3 単現･完了形(mangiare) 

v.t 食べたかどうか                           「動詞句」 

si o no 〜かどうか 

una ròsa. ｳﾅ･ﾛｰｻﾞ n.f バラの花を                「目的語」 

 

君たち、空を眺めて、自問してくれないか？「あの羊は、花を食べてしまったのだろうか、

それとも食べなかったのだろうか」と。 

Guardate il cièlo e domandatevi: la pècora ha mangiato o non ha mangiato il fióre?  

「動詞」「目的語」o「動詞句」：《「主語」「動詞句」「目的語」》 

Guardate ｸﾞゎﾙﾀﾞﾃ 命・2 複現(guardare)v.t 眺めなさい                     「動詞」 

il cièlo ｲﾙ･ﾁｪｰﾛ n.m 空を                                               「目的語」 

e ｴ conj. そして 

domandatevi: ﾄﾞﾏﾝﾀﾞﾃｳﾞｨ 命・2 複現(domandarsi)v.t 自問しなさい         「動詞句」 

la pècora ﾗ･ﾍﾟｰｺﾗ n.f あの羊は                                            「主語」 

ha mangiato ｱ･ﾏﾝｼﾞｬｰﾄ 3 単現･完了形(mangiare)v.t 食べた                「動詞句」 

o ｵ conj. または 

non ha mangiato ﾉ･ｱ･ﾏﾝｼﾞｬｰﾄ 3 単現･完了形･否定(mangiare)v.t 食べなかった「動詞句」 

il fióre? ｲﾙ･ﾌｨｵｰﾚ n.m あの花を                                         「目的語」 

 

そうすれば、全てが変わることが分かるだろう．．． 

E vedrete che tutto cambia...                                   E「動詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして、そうすれば 

vedrete ｳﾞｪﾄﾞﾚﾃ 2 複未･推量(vedére)v.t 分かるだろう                       「動詞」 

che ｹ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

tutto ﾄｩｯﾄ pron 全てが                                           「主語」 

cambia... ｶﾝﾋﾞｱ 3 単現 v.i 変わる                                  「動詞」 
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しかし、大人たちは、これがそれほど大切なことだとは、絶対に分からないだろうな！ 

Ma i grandi non capiranno mai che quésto abbia tanta importanza. 

Ma「主語」「動詞句」「目的語」 

Ma ﾏ conj. しかし 

i grandi ｲ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ pl(grande).n.m 大人は                                  「主語」 

non capiranno mai ﾉﾝ･ｶﾋﾟﾗﾝﾉ･ﾏｰｲ 3 複未･否定･推量(capire) 

v.t 絶対分からないだろう                                            「動詞句」 

che ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

quésto ｸｪｽﾄ pron これが                                          「主語」 

abbia ｱｯﾋﾞｱ 接・3 単現(avére)v.t 〜がある                          「動詞」 

tanta importanza. ﾀﾝﾀ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾂｧ n.f そんな重要性                「目的語」 
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これは、僕にとって、この世でいちばん美しい、そしていちばん悲しい景色です。 

Quésto è per me il piu bèllo e il piu triste paesàggio del mondo.  

「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Quésto ｸｪｽﾄ pron これは                                                 「主語」 

è ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                             「動詞」 

per me ﾍﾟﾙ･ﾒ adv. 僕にとって                                      「間接目的語」 

il piu bèllo ｲﾙ･ﾋﾟｳ･ﾍﾞｰﾛ adj.（最上級）いちばん美しい             「形容詞句」 

e ｴ conj. そして 

il piu triste ｲﾙ･ﾋﾟｳ･ﾄﾘｽﾃ adj.（最上級）いちばん悲しい             「形容詞句」 

paesàggio ﾊﾟｴｻﾞｯｼﾞｮ n.m 景色                                            「補語」 

del mondo. ﾃﾞﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adj. この世で                               「形容詞句」 
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前ページの絵と同じ景色です。しかし、君たちによく見て欲しいのでもう一度描きました。 

É lo stesso paesàggio dell'immàgine precedènte, ma l'ho disegnato un'altra volta perché 

vói lo vediate bene.       「動詞」「補語」,ma「動詞句」「目的語」「副詞句」「副詞節」 

É ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

lo stesso paesàggio ﾛ･ｽﾃｯｿ･ﾊﾟｴｻﾞｯｼﾞｮ n.m 同じ景色                        「補語」 

dell'immàgine precedènte, ﾃﾞ･ﾘﾝﾏｰｼﾞﾈ･ﾌﾟﾚｾﾃﾞﾝﾃ 

 adj.（比較）前ページの絵と                                   「形容詞句」 

ma ﾏ conj. しかし 

l' ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

ho disegnato ｵ･ﾃﾞｨｾﾞﾆｬｰﾄ 1 単現･完了形(disegnare)v.t 描いた              「動詞句」 

un'altra volta ｳ･ﾅﾙﾄﾗ･ｳﾞｫﾙﾀ adv. もう一度                               「副詞句」 

perché ﾍﾟﾙｹ conj.（理由）〜なので                                      「副詞節」 

vói ｳﾞｫｰｲ pron.pl 君たちが                                        「主語」 

lo ﾛ pron（paesàggio の代用）それを                             「目的語」 

vediate ｳﾞｪﾃﾞｨｱﾃ 接・2 複現(vedére)v.t 見える                      「動詞」 

bene. ﾍﾞｰﾈ adv. よく                                              「副詞」 

 

王子様が地上に現れ、それから消えたのは、ここです。 

É qui che il piccolo principe è apparso sulla Tèrra e pòi è sparito. 

「動詞」「補語」「主語」 

É ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                            「動詞」 

qui ｸｨ adv. ここ                                                        「補語」 

che ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

il piccolo principe ｲﾙ･ﾋﾟｯｺﾛ･ﾌﾟﾘﾝﾁﾍﾟ n.m 王子さまが                  「主語」 

è apparso ｴ･ｱﾊﾟﾗｿ 3 単現･完了形(apparire)v.i 現れた                「動詞句」 

sulla Tèrra ｽﾗ･ﾃｰﾗ adv. 地上に                                    「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

pòi ﾎﾟｰｲ adv. それから                                              「副詞」 

è sparito. ｴ･ｽﾊﾟﾘﾄ 3 単現･完了形(sparire)v.i 消えた                  「動詞句」 
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もしいつかアフリカの砂漠を旅行することがあったら、確かにここだと分かるために、この

景色をよく見てください。 

Guardate attentamente quésto paesàggio per essere sicuri di riconoscerlo se un giorno 

farete un viaggio in Africa, nel desèrto.            「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Guardate ｸﾞゎﾙﾀﾞﾃ 命・2 複現(guardare)v.t 見てください                   「動詞」 

attentamente ｱﾃﾝﾀﾒﾝﾃ adv. じっくりと、よく                              「副詞」 

quésto paesàggio ｸｪｽﾄ･ﾊﾟｴｻﾞｯｼﾞｮ n.m この景色を                        「目的語」 

per +不定詞 ﾍﾟﾙ adv.（目的）〜するために                               「副詞句」 

essere ｴｯｾﾚ 不定詞(èssere)v.i 〜である                              「動詞」 

sicuri ｼｸｰﾘ adj(sicuro).pl 確かな                                    「補語」 

di riconoscerlo ﾃﾞｨ･ﾘｺﾉｼｪﾙ･ﾛ adj.（目的）それを認識するために「副詞句」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

un giorno ｳﾝ･ｼﾞｮﾙﾉ adv. ある日、いつか                         「副詞句」 

farete ﾌｧﾚﾃ 2 複未･仮定(fare)v.t（行為を）する                     「動詞」 

un viaggio ｳﾝ･ｳﾞｨｱｯｼﾞｮ n.m 旅行を                             「目的語」 

in Africa, ｲﾝ･ｱﾌﾘｶ adv. アフリカで                              「副詞句」 

nel desèrto. ﾈﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙﾄ adv. 砂漠で                             「副詞句」 

 

そして、もし君たちがここを通ることがあったら、どうか急がないで、ちょっとこの星の下

で立ち止まって下さい！ 

E se vi capita di passare di là, non vi affrettate, fermatevi un momento sótto le stelle!  

E「副詞節」,「動詞句」,「動詞句」「副詞句」 

E ｴ conj. そして 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vi ｳﾞｨ pron 君たちにとって                                 「間接目的語」 

capita ｶﾋﾟﾀ 非人称･3 単現(capitare)v.h(di+不定詞 〜する) ことがある 「動詞」 

   capitare ｶﾋﾟﾀｰﾚ 非人称 v.h 〜が起きる、生じる 

di passare ﾃﾞｨ･ﾊﾟｯｻﾚ 不定詞.n 通りかかることが                    「主語」 

di là, ﾁﾞ･ﾗ adv. ここを                                          「副詞句」 

non vi affrettate, ﾉﾝ･ｳﾞｨ･ｱﾌﾚｯﾀｰﾃ 命・2 複現･否定(affrettarsi) 

v.pr 急がないでください                                             「動詞句」 

fermatevi ﾌｪﾙﾏﾃ･ｳﾞｨ 命・2 複現(fermarsi)v.pr 立ち止まってください       「動詞句」 

un momento ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. 少しの間、ちょっと                           「副詞句」 

sótto le stelle! ｿｯﾄ･ﾚ･ｽﾃｯﾚ adv. この星の下で                             「副詞句」 
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そして、もしその時子供が君たちの所へやって来て、もし笑ったり、金髪だったり、質問に

答えなかったら、君たちはそれが誰だか分かるよね？ 

E se allora un bambino vi viene incontro, se ride, se ha i capélli d'oro, se non risponde 

quando lo si interroga, vói indovinerete cèrto chi è.  

E「副詞節」,「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

E ｴ conj. そして 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

allora ｱｯﾛｰﾗ adv. その時に                                       「副詞」 

un bambino ｳﾝ･ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾉ n.m 子供が                               「主語」 

vi ｳﾞｨ pron 君たちに                                      「間接目的語」 

viene incontro, ｳﾞｨｴﾈ･ｲﾝｺﾝﾄﾛ 3 単現(venire incontro)v.i やって来る「動詞句」 

   venire incontro a qlcu. 「（人）に向かって来る、やって来る」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

ride, ﾘﾃﾞ 3 単現(rìdere)v.i 笑う                                    「動詞」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

ha ｱ 3 単現(avére)v.t（身体的特徴）〜をしている                   「動詞」 

i capélli d'oro, ｲ･ｶﾍﾟｯﾘ･ﾄﾞｰﾛ pl(capéllo).n.m 金髪                 「目的語」 

se ｾ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

non risponde ﾉﾝ･ﾘｽﾎﾟﾝﾃﾞ 3 単現･否定(rispóndere)v.i 答えない       「動詞句」 

quando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                                  「副詞節」 

lo ﾛ pron 彼に                                           「目的語」 

si interroga, ｼ･ｲﾝﾃﾛｶﾞ 3 単現(interrogarsi)v.pr 質問する     「動詞句」 

vói ｳﾞｫｰｲ pron.pl 君たちは                                               「主語」 

indovinerete ｲﾝﾄﾞｳﾞｨﾈﾚﾃ 2 複未･推量(indovinare)v.t 推測できるだろう        「動詞」 

cèrto ﾁｪｰﾙﾄ adv. きっと、間違いなく                                      「副詞」 

chi ｷ pron（主語）〜するということを                                  「目的語」 

è. ｴ 3 単現(èssere)v.i 〜である                                     「動詞」 

 

  



イタリア語 星の王子様 Il pìccolo prìncipe  Antoine de Saint-Exupéry 

 

fine ﾌｨｰﾈ 「終わり」 

  419 / 420 

その時は、親切にしてください！ 

Ebbène, siate gentili!                                      Ebbène,「動詞」「補語」 

Ebbène, ｴｯﾍﾞｰﾈ conj. それでは、その時は 

siate ｼｱﾃ 命・2 複現･状態(èssere)v.i 〜して下さい                          「動詞」 

gentili! ｼﾞｪﾝﾃｨｰﾘ adj(gentile).pl 親切な                                    「補語」 

 

僕をこんなに悲しいままにしないでください：僕にすぐ手紙を書いてください。彼が戻って

きたよと．．． 

Non lasciatemi cosi triste: scrivetemi sùbito che è ritornato…  

「動詞句」「補語」：「動詞句」「副詞」「目的語」 

Non lasciatemi ﾉﾝ･ﾗｯｼｬｰﾃ･ﾐ 命・2 複現･否定(lassiare+mi) 

v.t 僕を〜のままにしないでください                                  「動詞句」 

cosi triste: ｺｼ･ﾄﾘｽﾃ adj. こんなに悲しい                                   「補語」 

scrivetemi ｽｸﾘｳﾞｪﾃ･ﾐ 命・2 複現(scrìvere+mi)v.t 僕に手紙を書いてください「動詞句」 

sùbito ｽｰﾋﾞﾄ adv. すぐに                                                「副詞」 

che ｹ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

è ritornato… ｴ･ﾘﾄﾙﾅｰﾄ 3 単現･完了形(ritornare)v.i 戻って来た     「動詞句」 

 

 

fine ﾌｨｰﾈ 「終わり」 
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